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巻 頭 図 版  1  第500号土装出土土偶 (実 大)



巻頭図版 2

(→ 土偶出土状態 (第500号土壊)

121土偶出土状態 (第500号土獲)



巻頭図版 3

(1)土偶 正面 12)上偶 背面



巻頭図版 4

(1)上偶 側面 (右 ) 似)土偶 側面 (左 )



巻頭図版 5

棚畑遺跡と八ケ岳西山麓 (八ケ岳連峰の左端は蓼科山)



巻頭図版 6

(1)南側台地と遺構群

修)北側台地に広がる住居址群



巻頭図版 7

(1)台 地と集石遺構
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骸)第 123号住居址の石囲炉と石棒

Ⅲ 熟



巻頭図版 8

(1)第 119号住居址出上の土器群

修)第58号住居l■出上の上器群

(3)第41号住居址出土土器 僻)第 95号土壊出土土器



発刊にあたって

茅野市は、東は八ケ岳、北は霧ケ峰、商は赤石山系に及ぶ265.88

附の広大な面積を持ち、現在、工業に観光に住宅地にと発展の一

途をたどっています。

また茅野市は、本州最大の黒曜石産地である和田峠・冷山をひ

かえ、先土器時代から縄文時代にかけての文化の中心地であり、

国指定の特別史跡 “尖石遺跡"を はじめ遺跡数も200を超え、数々

の大遺跡が調査されております。また研究面においても古い歴史

をもっている土地柄でもあります。

本棚畑遺跡も、八ケ岳を眺望する景勝地にあり、和田峠に連な

る山塊の先端にあって、以前から大遺跡であることが知られてお

りました。今回工業団地造成により、発掘を余儀なくされました。

当市では発掘調査団を組織して手の記録保存に当たりましたが、

予想通り大変な遺構 。遺物の出上をみました。重要文化財となっ

た “縄文のビーナス"と愛称される土偶をはじめ大量の学術上有

益と思われる資料が発見されたわけであります。

まれにみる大遺跡の貴重な記録を後世に残し、また学界の研究

に資するため、関係者一同鋭意努力をし、漸く報告書『棚畑』が

上梓の運びとなりました。関係各位のご協力とご努力に深甚なる

敬意をはらうとともに、この報告書が斯界に貢献することを願っ

て発刊の言葉といたします。

平成 2年 12月

茅野市長 原 田 文 也



茅野市が位置する八ケ岳西山麓一帯は、国特別史跡尖石遺跡、国史跡上ノ段遺跡をは

じめとする数多くの縄文時代遺跡のある、縄文文化の宝庫であります。ここに報告する

棚畑遺跡は、そうした茅野市にある縄文時代の遺跡を代表する遺跡のひとつであります。

広大な八ケ岳西山麓でも、棚畑遺跡の位置する米沢地区を中心とする霧ケ峰南麓は、

黒曜石の原産地である和田峠を背後に擁する場所であります。そのため、棚畑遺跡など、

米沢地区の遺跡からは、黒曜石を使った石器が多量に採集されることで、早 くから地元

の人々の注目するところでありました。特にそれらの採集された資料は、大正13年に信

濃教育会諏訪部会から発刊された、鳥居龍蔵博士による『諏訪史』第 1巻に杵益すると

ころ大であったと言われております。

昭和61年に、茅野市が榔畑遺跡一帯に工業団地を造成することとなり、それに伴って

棚畑遺跡は大規模に発掘調査されることになりました。発掘された棚畑遺跡の実態につ

いては本書に詳しく記されていますが、100軒 を越す多数の竪穴住居址が発見され、縄文

中期の大集落が明らかにされたことは注目されます。縄文人の生活必需品であった黒曜

石と、何か関係のある集落ではなかったかと想像されます。また、多数の優秀な出土遺

物の中でも、第500号土娠から出土した完形の大形土偶は特記されます。この土偶は、土

偶それ自体の芸術的評価の高さもさることながら、その出土状態が明確であることなど、

縄文人の精神生活を知る上で貴重であるということから、平成元年 6月 に国の重要文化

財に指定されました。

発掘された棚畑遺跡からは、入ケ岳山麓の縄文文化の質の高さが感じられ、また、世

界に誇る縄文文化を培った、「縄文の里」と呼ぶにふさわしい、山紫水明の郷上の豊かな

自然にも思いがいたされます。発掘された貴重な文化遺産と共に、本書がそのような郷

土を知 り、学ぶことで地域文化の向上に役立てば幸いです。また、八ケ岳山麓の縄文文

化の研究にも棒益できるものと信じます。本書が多くの人々に広 く活用されることを願

っております。

最後になりましたが、発掘調査から本書の作成まで、長年に渡ってご尽力いただいた

調査団長の宮坂光昭先生をはじめとする調査団の方々、並びに関係者各位に心から感謝

と敬意を捧げます。また、発掘調査及び本書の作成について種々ご教示を賜わった明治

大学 戸沢充則先生、専門的立場から原稿をお寄せいただいた信州大学 西沢寿晃先生、

英文要旨の作成にご尽力いただいた共立女子短期大学 植木 武先生に厚 くお礼を申し

上げる次第であります。

平成 2年 12月

茅野市教育委員会

教育長 両 角 昭 二
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本書は、長野県芽野市棚畑遺1跡の発掘調査報告書である。

発掘調査は、米沢工業団地|の1建設に伴い、茅野市教育委員会が抑畑遺跡調査委員会・榔畑鴛跡発掘調査

団を組織し、昭和61年に実施した,

発掘調査の融 ・及び熱 1調査から本書作成までの作業分担等は第■章第■節に記してある。

本書の執筆分担等t政】J環を設け.文責と共に明記してある。

本書での縄文時代の時期区分は、1第 ,表の1編年対指秦に基づいている.。

写真図版申の遺物寧真に着弧で付記し.た 1番号は、本支中の挿図に示した図の番号である。本文申に図示

されていない遺物|は、出1土遺構 ,ガリッド名で記してある。

.本報告に係る出主品は、1茅野市尖石考古館に収蔵・展示されている。
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第347図 第119号住居址出土石器(5)(1/3)………………ゼ躍
第348図 第119号住居II出土石器(0(1/6)・ ……………・θθσ
第349図  第120号住居址 (1/60)…………………………99δ
第350図 第120;住居址出土土器 (1/4,1/3)…………■7
第351図  第120号住居l■出土土偶 (1/2)・ ………………・・a遇
第352図 第120号住居址出土石器 (1/3,1/1.5)… ……θθ8
第353図 第121号住居lI(1/60)… ………………………a"
第354図 第121号住居址出土土器 (1/3,1/4)…………9r0
第355図 第121号住居址出土石器 (1/3)…………………・9Fθ
第356図 第122号住層址 (1/60)…………………………認z
第357図 第122号住居l■出土土器 (1/4,1/6,1/3)・―・92
第358図 第122号住居址出土石器 (1/3,1/6)…………9讐θ
第359図 第123号住居l■ (1/60)… ………………………フF
第360図  第123号住居址出土土器 (1/4)・ 土製品 (1/2)75
第361図 第123号住居址出土石器 (1/3,1/2,1/6)・……34δ
第362図  第124号住居址 (1/60)・ ………………………■/7
第363図  第124号住居址覆土中の焼土 (1/60)… ………ン∂
第364図  Pit 7遺物出土状態 (1/40)……………………78
第365図  第124号住居址出土土器 (1/4)・ ………………・・3F9
第366図  第124号住居址出土石器 (1/3,1/1.5)… ……留9
第367図  第125号住居址 (1/60)… ………………………a形
第368図  第125号住居址遺物出土状態 (1/40)…………θσ′
第369図  第125号住居4L出土石器 (1/3)。………………・ゼ貿
第370図 第125号住居址出土土器 (1/4,1/2)… ………θフ
第371図  第126・ 127・ 128号住居址 (1/60)… …段薄・∂σY
第372図 第126号住居J」L出土土器 (1/4)・ ………………・u%
第373図  第126号住居l■出土石器 (1/3,1/15)… ……∂55
第374図 第127号住居l■出土土器 (1/4,1/3)…………θσδ
第375図  第127号住居址出土石器 (1/3,1/1.5)… ……節7
第376図  第128号住居址出土土器 (1/3) ………………節7
第377図  第128号住居址出土石器 (1/3)・ ………………・u男
第378図 第129・ 130。 131号住居址 (1/60)……959・ ∂ω
第削図 第129号住居l■L出土土器 (1/4,1/3)… ………9δヱ
第380図 第129号住居址出土石器 (1/3)。 …………Ⅲ……・982
第381図  第130号住居址出土土器 (1/4,1/2)・ 土偶 (1/2)・
石器 (1/3)… ……………………Ⅲ…………Ⅲ…・・θ偲

第鯉図 第131号住居址出土土器 (1/4,1/3)… ………θ馳
第383図 第131号住居址黒曜石集石遺構 (1/4)・…Ⅲ……u兜
第384図  第131号住居l■出土土偶 (1/2)・ ………………・・∂秘
第385図 第131号住居址出土石器 (1/6)・ 軽石製品 (1/2)∂

“第386図  第132号住居址 (1/60)… ………………………θπ
第387図  第132号住居址出土土器 (1/3)。上製円板 (1/2)θδδ
第388図  第132号住居址出土石器 (V3,1/1.5)………∂σ7



第389図 第133・ 134号住居址 (1/60)……………………・θ弼

第390図 第133号住居址出土土器 (1/4,1/3)…………θω

第391図 第133号住居址出土石器 (1/3)・ ………・………・θω

第392図 第134号住居址出土土器 (1/4,1/3)―・……・・θ約

第393図 第134号住居址出土石器 (1/3)。……………Ⅲ…Ⅲ9密

第394図 第135号住居址 (1/60)… ………………………・θ″

第395図 第135号住居址出土土器 (1/4)…………………・θ膠

第396図 第135号住居址出土石器 (1/3,1/1.5,1/6)¨・979

第397図 第136号住居址出土土器 (1/4)・ ………………・・θ密

第398図 第136・ 137・ 148号住居址 (1/60)・ …Ⅲ………・θ%

第399図 第136号住居址出土石器(1)(1/3,1/1.5,1/2)・ 軽石

製品 (1/2)…………………………………θ密

第則0図 第136号住居址出土石器(2)(1/3) ……………・977

第幻1図 第137号住居4L出土土器 (1/4)…………………・θ78

第刺2図 第137号住居址出土石器 (1/3,1/1.5,1/6)… Ⅲ978

第403図 第138号住居址 (1/601 ………………・…………9々

第404図 第138号住居址遺物出土状態 (1/40)……………980

第則5図 第138号住居EIL出土土器 (1/4)・………………・・987

第則6図 第138号住居l■出土石器 (1/3,1/1.5)―・―・Bν

第蠅7図 第141号住居lJL(1/60)… …………………………98θ

第408図 第141号住居l■出上土器 (1/4)……………………389

第則9図 第142号住居址出土土器 (1/4)・ …Ⅲ……………ゼン

第410図 第142号住居lJL出土石器 (1/3)…………………ゼン

第411図 第142・ 143・ 144・ 145号住居址 (1/60)………9%

第412図 第143号住居趾出土土器 (1/4)・ 石器 (1/3)… ,98δ

第413図 第144号住居址出土土器 (1/4)。 石器 (1/3) &フ
第414図 第145号住居l■出土土器 (1/4)・ 石器 (1/15)988

第415図 第145号住居l■出土土製品 (1/2)・ ……………・・988

第416図 第147・ 153・ 154。 155。 156号住居址 (1/60)
………………………………………………………………………389・ 3鉛

第417図 第147号住居llL出土土器(1)(1/4)・ ……………・・992

第418図 第147号住居址出土土器¢)(1/2)・土製品 (1/2)999
第419図 第147号住居址出土石器(1)(1/3,1/1.5)… …39F

第420図 第147号住居址出土石器(動 (1/3)………………u%

第421図 第148号住居址出土土器 (1/3,1/4)……Ⅲ…・・99●

第422図 第149号住居址出土土器 (1/3,1/2)…………99σ

第423図 第149・ 150号住居址 (1/60)…………………宴〃

第424図 第149号住居址出土石器 (1/3)・ …………………998

第425図 第150号住居址遺物出土状態 (1/40)………Ⅲ…998

第426図 第150号住居址出土土器(1)(1/4)・ ……………・・999

第27図 第150号住居址出土土器(2)(1/4)… ……………・孝ω

第蜆8図 第150号住居址出土土器(3)(1/4,1/2)………・と釘

第99図 第150号住居址出土石器 (1/3,1/6)…Ⅲ……・・Z¢

第430図  第151号住居址 (V60)ザ・・……………………・・を碑

第弱1図 第151号住居LL遺物出土状態 (1/40)… ………をの

第弱2図 第151号住居址出土土器(1)(1/4)・ ……………・を
"

第弔3図 第151号住居址出土土器121(1/4) …Ⅲ…Ⅲ……・孝07

第弱4図 第151号住居址出上土製品 (1/2) ……………イ07

第螂5図 第151号住居址出土石器 (1/3,1/15)・ 軽石製品

(1/2) ・…………………………………………………………………孝θ8

第螂6図 第152号住居EIL(1/60)………………・…………・孝ω

第螂7図 第152号住居址出土土器(1)(1/3,1/4)… ……孝ヱ0

第嗚8図 第152号住居址出土土器(2)(1/2)・ 上製円板 (1/2)
…………………Ⅲ……・…・………・……Ⅲ…Ⅲ…………Ⅲ………Ⅲ…………・イZヱ

第弱9図 第152号住居址出土石器 (1/3,1/2)… ………イZ=

第駆0図 第153号住居址出土土器 (1/4)・ ………………・・と′2

第里1図 第153号住居址出土石器 (1/3,1/15)………どヱθ

第理2図 第154号住居址出土土器 (1/3,1/4)…………ИZと

第弼図 第154号住居l■出土石器 (1/3)・ ………………・・とヱ5

第枷図 第155号住居址出土土器 (1/3)・ ………………・・rヱ 5

第445図  第155号住居址出土石器 (1/3)・ ……………・…。と
=δ

第製6図 第156号住居址出上土器 (1/4,1/2,1/3) …Z=7

第44i図  第156号住居址出土石器 (1/3)。 …・…………Ⅲ…をZ∂

第448図  第157号住居址・第 1号竪穴状遺溝 (1/60)
………………………………………………………………………をZ9,420

第449図  第157号住居址出土土器(1)(1/4)… ……………ヱ2

第60図 第157号住居址出土土器121(1/2)・ 土偶 (1/2)Z22
第巧1図 第157号住居址出土石器(1)(1/3,1/1.5)。 軽石製品

(1/2)… …………………………………………Z29

第452図 第157号住居址出土石器9)(1/3)… ……………立%

第453図 第159号住居址出土土器 (1/4)・土製円板 (1/2)在必

第454図  第159号住居l■出土石器 (1/3,1/1.5)… ……42σ

第455図  第1号竪穴状遺構出土土製円板 (1/2)・石器 (1/3)
………………………………………………………………………………∠27

第456図  第2号竪穴状遺構出土石器 (1/6)… …………在″

第457図  第1号方形桂穴列 (1/60)……………………Ⅲ…在つ

第68図  第2号方形桂穴列 (1/60)……………………Ⅲ…をθ0

第459図  第3号方形柱穴列 (1/60)……………………・―を92

第弱0図 第4号方形柱穴列 (1/60)………………………上%

第弱1図 第5号方形柱穴列 (1/60)………………………弘%

第462図  第6号方形柱穴列 (1/60)……………………Ⅲ…イ∂σ

第463図  第7号方形柱穴列 (1/60)……………………Ⅲ…Z98

第464図  第8号方形柱穴列 (1/60)………………………・Zθθ

第465図  第9号方形柱穴列 (1/60)… ……………………・ををヱ

第466図  第10号方形柱穴列 (1/60)………………………・をつ

第巧7図 第■号方形柱穴列 (1/60)……………………・…イをθ



第468図 第12号方形柱穴列 (1/60)¨Ⅲ…………Ⅲ………・・ををF

第469図  第13号方形柱穴列 (1/60)…………・…・………・・とをσ

第470図  第14号方形柱穴列 (1/60)……………………をと7

第町1図 第500号土竣出土土偶(1)(1/2)・ ………………・・イω

第472図  第500号土羨出土土偶(21(1/2)・………………・・を何

第473図 第500号土療 (1/20)……………………………・を¢

第靱図 第81・ 183・ 215・ 296・ 300・ 366号土羨 (1/40)を ,

第呼5図 第370・ 380・ 381・ 382・ 383・ 409'410・ 412・ 491・
533号土羨 (1/40)………Ⅲ……Ⅲ…Ⅲ……………・Z“

第T6図 第98・ 130。 226・ 297・ 298・ 304・ 305・ 313・ 364号
土羨 (1/40) ……………………………………イ

“第477図  第371・ 417・ 420・ 425'461・ 510・ 535・ 654・ 655。
656・ 658号土羨 (1/40)… ……………………・をδ7

第T8図 第11,94・ 95。 101・ 155'330・ 429・ 434号土羨

(1/40)  ・"…………………・………………………………………をδ∂

第479図  第550・ 553・ 554・ 557・ 558・ 568・ 574・ 578・ 579・
580・ 643'653号土羨 (1/40)… ………………・歿炒

第480図  第62・ 342・ 438・ 442号土羨 (1/40)…………をで

第481図  第310・ 401・ 445。 446・ 556号土羨 (1/40)… を々

第482図  第 5。 356・ 499・ 585・ 586・ 587・ 589・ 590号土羨

(1/40)・…………………………………………………………………を72

第483図  第40・ 191・ 223・ 247・ 441・ 452・ 489・ 630号土紫

(1/40)… … …… … …………… …… …孝密

第484図 第56・ 419・ 421・ 422・ 423・ 453・ 642号土獲 (1/40)
,…………………………………………………………………………………と密

第485図  第 5。 11号土羨出土遺物…………………………r葎

第486図  第■・13・ 22・ 26・ 38・ 39号土獲出土遺物……を驚

第487図  第40・ 46・ 47・ 48・ 59・ 62・ 69・ 82・ 83・ 87・ 88号

土羨出土遺物 ……………………………………・を〃

第488図  第95・ 98・ 130・ 131・ 132号土羨出土遺物 ……・を78

第489図  第139・ 145'155・ 160・ 161。 166・ 171・ 172・ 174号

土羨出土遺物 ……………Ⅲ…Ⅲ………Ⅲ…………・をで

第490図  第176・ 178・ 186・ 200・ 207・ 222・ 223・ 225・ 226・

247号土羨出土遺物 ………………………………・を80

第491図  第249。 253・ 267・ 295。 297-A・ 297-B号土獲出

土遺物……………Ⅲ…・……………Ⅲ………………・を割

第劇2図 第298・ 301・ 304・ 305・ 310号土羨出土遺物 …Z82

第蠅3図 第313・ 327・ 330・ 333・ 341・ 350号土羨出土遺物
・………・…・………………………………………………………………を39

第494図  第342・ 352・ 353・ 356・ 364・ 371号土羨出土遺物
………………・・………………………………………………………………を∂を

第495図  第374・ 375,376・ 377・ 380・ 381・ 384号土羨出土遺

物 …………………・………………………………・孝85

第496図  第379・ 386・ 387・ 389号土羨出土遺物…………を8δ

第497図  第391・ 392・ 393・ 397・ 399。 402・ 403・ 407号土羨
出土遺物 ……………………・……………………裟″

第螂8図 第401・ 409号土羨出土遺物………………………788

第499図  第411・ 412・ 415・ 417号土獲出土遺物…………
`89

第側0図 第417。 419・ 4郷―A・ 420-B号土羨出土遺物―を効
第501図 第421・ 422・ 424号土羨出土遺物 ・……………・・孝
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第502図  第425'427・ 429・ 432・ 434・ 438・ 453号土療出土遺
賜り・………………………………………………………………………・̈ を̈92

第503図 第441,442・ 443・ 449,452・ 464・ 472号土羨出土遺
物 … … ……………… …… ……… … …・を99

第504図  第446・ 475'480号土療出土遺物 ………………・イン
第505図  第488・ 489・ 491・ 499・ 510・ 521・ 535。 548・ 550。

552号土羨出土遺物 ………Ⅲ……・………………Ⅲを%
第506図  第553・ 554・ 556・ 562・ 568・ 570・ 574・ 579・ 585号
土獲出土遺物 ……………………………………4%

第側7図 第590・ 597・ 609・ 612・ 621・ 622・ 625・ 629号土墳
出土遺物 ……………Ⅲ……・……………………Ⅲ

`97
第508図  第630・ 636・ 640・ 642・ 643・ 653・ 658・ 661号土羨
出土遺物 …………………………………………・を98

第醐9図 土療分布図(1)(1/100)… ……………・…………望99

第510図 土墳分布図121(1/100)… ……Ⅲ…………………5ω

第511図 土獲分布図●)(1/100)… ……Ⅲ…………………σ例

第512図 土羨分布図は)(1/100)…………………………・592

第513図 土羨分布図6)(1/100)―・…………………… 坂鉗

第514図 土竣分布図(0(1/100)… ………………………σOを

第515図 土羨分布図曾)(1/100)………………Ⅲ…………5θ5
第516図  土獲分布図俗)(1/100)…………………………5%

第517図 土竣分布図0)(1/100)……Ⅲ……Ⅲ……………・D~97

第518図 土獲分布図10(1/100)… …・…………………・坂%
第519図 土獲分布図1つ (1/100)…………………………509

第520図  土獲分布図1)(1/100)… ………………Ⅲ………貿0

第521図 土療分布図10(1/100)―・………Ⅲ…………Ⅲ…9‐Z=

第522図 土羨分布図00(1/100)―・……Ⅲ……………Ⅲ…貿
=

第523図 土墳分布図10(1/100)… …………・……………22

第524図  ピット状遺構の径・深分布……・…………………29

第525図  ピット群の分布 (1/200)………………………・2Z

第526図 集石・敷石遺構と周辺の遺構 (1/100)Яσ・5ヱσ
第527図 集石遺構(1)(1/60)… ……………………・,7・ 28

第528図 集石遺構(動 (1/60)………………………………・520

第529図 集石・敷石遺構出土土器 (1/3,1/4)。 土製円板

(1/2)…… ………… … …… …… … …フヱ

第530図 集石遺構出土石器(1)(1/3)。 自然石 (1/2)… D22



第531図 集石遺構出土石器(か (1/6)………………・……52θ

第532図 敷石遺構 (1/60)… ………………………・………D~2F

第開3図 敷石遺構出土石器 (1/6)……Ⅲ…………………9‐29~

第534図 第2号屋タト炉址 (1/40)・ 出土土器 (1/4)…・嘔%

第535図 第 1・ 2・ 3・ 4・ 5。 6。 7号焼土址 (1/40)
…………………………・………Ⅲ…………………………………………527

第536図 第 2号焼土址出土土器 (1/4)…Ⅲ………・…・…5雰

第537図  第 1号ロームマウンド出土石器 (1/15)……529

第538図  第 3号ロームマウンド (1/40)…………………石29

第539図 屋外の単独出土土器(1)(1/4)…………………露ヱ

第540図 屋外の単独出土土器121(1/4)… Ⅲ………・…… 592

第541図  出土土器(1)(1/3)… ……………………………aお

第542図  出土土器(21(1/3)… ……………………………男 7

第聞図 出土土器131(1/3)… ,……………………………フヱ

第脚図 出土土器(4)… ………………………………………aF∂

第譴5図 出土土器(5)… ………………………………………フδ

第546図  出土土器(①…………………………………………うr∂

第5T図 出土土器(71… ………………………………………良砂

第548図  出土土器(8)…………………………………………55∂

第549図  出土土器(9)… ………………………………………5σσ

第550図  出土土器10 ………………………………………aν

第551図  出土土器1,…………………………………………a沙

第552図  出土土器Cか…………………………………………良ツ

第553図  出土土器00…………………………………………及透

第554図  出土土器10…………………………………………良透

第555図  出土土器19(1/3,1/4)・ ………………………・・σδ9

第556図 出土土器tO(1/3)………………・…・…………・σ々

第557図 出土土器tり (1/3,1/4)・…………・……………・σ宥

第558図 出土土器19(1/3,1/4)… ………………………・σ79~

第559図 出土石器(1)(1/3,1/1.5) ……………………577

第560図 出土石器121(1/2,1/3)・ ………………………・・σ79

第561図 打製石斧の長幅分布………………………………530

第562図 打製石斧の側縁形状とその点数…………………58θ

第563図 凹石・磨石類の長幅分布…………………………58θ

第564図 原石から剣片への祭U離過程………………………58δ
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(3)第 101号住居址伏菱                   0)第 120号住居址土偶出土状態

(つ 第101号住居址埋甕                   (4)第 121号住居址

図版55(1)第 102号住居址                     (動  第121号住居址炉址

② 第102号住居址石囲炉と遺物の出土状態      図版67(D 第122号住居址

131 第102号住居址器台出土状態               ¢)第 124号住居址

條)第 102号住居址土器出土状態               ●)第 124号住居址ピット内土器出土状態

図版56(1)第 103号住居址                 図版68(り 第123号住居址

確)第 103号住居址埋甕炉                  似)第 123号住居II石図炉と炉辺の石棒

●)第105;住居址石図炉と土器出土状態           俗)第 123号住居址炉辺の石棒

図版57(1)第 104;住居址                     僻)第 123号住居址炉辺石棒の状態

似)第 104号住居址                     

“

)第 123号住居址埋甕

●)第 104号住居址埋甕炉              図版69(1)第 125号住居址

律)第 104号住居址石皿状・石棒状土製品の出土状      似)第 125号住居址伏甕

態                          俗)第 126号住居址埋甕

図版58(1)第 107・ 108号住居址                  
“

)第 126・ 127号住居址

確)第 108号住居址黒曜石集石遺溝Nα l        図版70(1)第 126・ 127・ 128号住居址

G)第 108号住居址黒曜石集石遺溝Nα 2            (か  第129号住居址

僻)第 108号住居址黒曜石集石遺構Nα 3            ●)第 129号住居址埋甕No l
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図版79(1)
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図版80(1)
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図版81(1)
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(3)

第129号住居l■埋甕Nα 2

第130号住居l■

第131号住居址

第131号住居址石囲炉

第131号住居址伏甕

第131号住居址黒曜石集石遺繕

第132;住居址

第133号住居址

第133号住居址炉址

第134号住居llL

第134号住居址土器出土状態

第134号住居址埋甕

第135号住居址

第136・ 148号住居址

第137号住居l■

第137号住居址埋甕炉

第137号住居址石皿と埋甕炉の出土状態

第138号住居址

第138号住居址炉内の遺物出土状態

第142号住居址炉址

第142号住居址

第141,142,143号 住居址

第143号住居址石囲炉

第145号住居址埋甕炉

第145号住居LL

第149号住居址

第150号住居址

第150号住居址遺物出土状態

第147・ 153・ 154・ 155号住居址

第147号住居址

第147号住居址埋設土器と埋甕炉

第147号住居址埋設土器

第147号住居l■埋甕炉

第147号住居址内に位置する第153・ 154・ 155号

住居址

第151号住居址

第151号住居址石囲炉

第152号住居址

第153号住居址石囲炉

第153号住居址

第154号住居址

第155号住居址

第156号住居IIL

第157号住居址

第157号住居址石囲炉と上偶の出土状態

第157号住居址中央の石囲炉

第157号住居l■西壁側の石囲炉

第49,159号住居l■

第159号住居址炉址の埋設土器

第 1;竪穴状遺構

第 2号竪穴状遺繕

第40号住居址炉址

第156号住居址炉址

第154号住居址炉址

第155号住居址炉址

第 7号住居址炉址

第18号住居址炉址

第27号住居址炉址

第49号住居址炉址

第64号住居址炉址

第84号住居址炉l■

第108号住居l■炉址

第48号住居址炉l■L

第79号住居l■L炉址

第85号住居l■炉址

第91号住居l■炉址

第111号住居址炉l■

第135号住居址炉址

第 3;住居址炉址

第37号住居ldL炉址

第44号住居址炉址

第97号住居址炉址

第100号住居址炉l■

第■0号住居址炉址

第118号住居址炉址

第60号住居l■炉址

第24号住居址炉址

第33号住居址炉址

第45号住居l■炉址

第62号住居址炉l■

第90号住居址炉l■

第■4号住居址炉址

第130号住居址炉址

第17号住居址炉址

第29号住居址炉址

第52号住居址炉址
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図版 96(1)
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第88号住居址炉址

第74号住居址炉址

第 5号住居址炉址

第■号住居址炉址

第23号住居址炉址

第25号住居址炉址

第31号住居址炉址

第32号住居址炉址

第42号住居址炉址

第43号住居址炉l■

第61号住居l■炉址

第63号住居址炉址

第67号住居址炉址
~第
72号住居址炉址

第93号住居址炉址

第122号住居址炉 l■ L

第125号住居址炉l■

第 2号住居址炉址

第20号住居址炉址

第26号住居址炉址

第28号住居址炉址

第66号住居址炉址

第77号住居址炉址

第58号住居址炉址

第75号住居址炉址

第101号住居址炉址

第141号住居址炉址

第14号住居址炉址

第136号住居址炉址

第 1号方形柱穴列

第 2号方形柱穴列

第 3号方形柱穴列

第 4号方形柱穴列

第 6・ 7号方形柱穴列

第 8号方形柱穴列

第 9号方形柱穴列

第10号方形柱穴列

第 1,2・ 3号方形柱穴列

土獲群

第 5号土羨と周辺の上渡

第 5号土羨

第 7号土羨

第■号土羨

第■号土羨礫下の上器

第13号土墳

第19号土羨

第23号土紫

第24号上羨

第25号土羨

第38号土紫

第40号土墳

第56号土羨

第62号土羨

第81号土羨

第95号土羨

第98号土紫

第130号土羨

第155号土羨

第166号土羨

第171号土羨

第200号土羨

第215号土羨

第226号土羨

第296号土羨

第297号土羨

第298号土羨

第300号土羨

第304号土羨

第305号土羨

第310号土壊

第313号土羨

第327号土羨

第330号土獲

第330号土羨土器出土状態

第356号土羨

第356号土羨琥珀垂飾出土状態

第371号土獲

第401号土獲

第401号土獲岩版出土状態

第415号土獲

第419号土羨

第420号土墳

第421号土紫

第422号土羨

第423号土羨

第424号土羨と巨石
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(21 第425号土羨                  図版1%(1)集石遺構発掘状況

131 第427号土羨                      修)集石遺構全景

図版111(1)第 429号土羨                  図版125(り 集石遺構Aブロック (南から)

(2)第 434号土羨土器出土状態                似)集石遺構 Fブロック北西縁の坑石 と石英礫の

(3)第 434号土羨                         出土状態

(4)第 441号土羨                      ●)集石遺構 Cプロック内の接合関係にある石棒

図版112(1)第 438・ 442・ 446号土羨             図版126(り 集石遺構Aブロック内南側の石棒 と丸石 (商か

確)第 438・ 442号土羨                     ら)

図版113(1)第 342号土壊                      似)集石遺構 Bブロックの立石 (南から)

9)第 442号土羨土器出土状態                0 集石遺構 Fブロック (南から)

●)第438号土竣                  図版127(り 集石遺構Dブロック外東側の石棒 (東から)

図版114(1)第 438号土羨土器出土状態                修)敷石遺構全景

似)第446号土羨土器出土状態                ●)敷石遺構の石櫃

俗)第446号土羨                  図版128(り 第 1号 (U-50)屋外炉址

図版115(1)第 452号土羨                      121 第 2号 (X-38)屋外炉址

似)第461号土羨                      13)第 3号 (X-39)焼土l■

●)第489号土羨                      (41 第117号住居址覆上上面 (Q-55)の黒曜石集石

図版116(1)第 500号土羨土偶出土状態                  遺艤

121 第500号土羨土偶出土状態 (南から)       図版129(1)第 1号住居址

図版117(1)第 500号土羨土偶出土状態 (北から)           (2)第 1号住居皿遺物出土状態

121 第500号土羨土偶出土状態 (西から)           (3)第 1号住居l■紡錘車と炭化材出土状態

図版118(1)第 491号土羨                      (4)第 1号住居趾炭化材出土状態

(か 第499号土羨                      151 第 1号住居址炭化材出土状態

0 第510号土羨                  図版130(1)第34号住居l■

図版119(1)第 511号土羨                       ¢)第 46号住居址

(か 第535号土墳                      俗)第 34号住居l■カマ ド

(31 第550号土墳                      僻)第 46号住居址カマ ド

図版120(1)第 553号土羨                  図版131(1)第47号住居址

121 第553号土羨土器出土状態                似)第 50号住居址

(31 第554号土墳                      0 第47号住居l■カマ ド

141 第556号土墳                      に)第 50号住居址カマ ド

(0 第556号土獲土器出土状態            図版132(1)第71号住居址

図版121(1)第 562号土羨土器出土状態                (2)第 71号住居址カマ ド

121 第562号土墳                      (3)第 71号住居址鋤先出土状態

131 第568・ 579・ 580号土羨                 (4)第 76号住居址

(41 第580号土墳土器出土状態            図版133(1)第 139号住居址

(0 第579号土墳土器出土状態                修)第 139号住居址ピット内の遺物出土状態

図版122(1)第 585号土羨                       俗)第 139号住居址遺物出土状態

(21 第590号土羨                      僻)第 140;住居址

図版123(1)第 574号土羨                  図版134(1)第 1号掘立柱建物址

121 第574号土羨土器出土状態                121 第 1号掘立柱建物址小鍛冶址

131 第597号土羨                      (3)第 1号掘立柱建物址小鍛冶址

(41 第630号土羨                  図版135(1)第 2・ 3号掘立柱建物址



修)第 2号掘立柱建物址

(3)第 3号掘立柱建物址

図版136 縄文土器 (深鉢 )

図版137 縄文上器 (深鉢 )

図版138 縄文土器 (深鉢)

図版B9 縄文土器 (深鉢 )

図版140 縄文土器 (深鉢・台付深鉢 )

図版141 縄丈土器 (深鉢)

図版142 縄丈土器 (深鉢 )

図版143 縄文土器 (深鉢・鉢 )

図版144 縄文土器 (深鉢)

図版ユち 縄文土器 (深鉢 )

図版1“ 縄文土器 (浅鉢 )

図版147 縄文土器 (浅鉢 )

図版148 縄文土器 (深鉢 。有孔鍔付土器・台付鉢)

図版149 縄文土器 (有孔鍔付土器 )

図版150 縄文土器 (深鉢・浅鉢 )

図版15ユ 縄文土器 (深鉢・注目深鉢 )

図版152 縄文土器 (深鉢 )

図版153 縄文土器 (深鉢 )

図版154 縄文土器 (深鉢 )

図版155 縄文土器 (深鉢 )

図版156 縄文土器 (深鉢)

図版157 縄文土器 (深鉢 )

図版158 縄文土器 (深鉢 )

図版159 縄文土器 (深鉢)

図版160 縄丈土器 (深鉢 )

図版161 縄支土器 (深鉢)

図版162 縄文土器 (深鉢 )

図版163 縄文土器 (深鉢 )

図版164 縄文土器 (鉢 )

図版165 縄文土器 (浅鉢・深鉢 )

図版166 縄文土器 (深鉢 )

図版167 縄文土器 (深鉢 )

図版168 縄丈上器 (吊手土器・台付深鉢)

図版169 縄支土器 (壷 )

図版170 縄文土器 (深鉢)

図版171 縄文土器 (深鉢)

図版172 縄文土器 (深鉢)

図版173 縄文土器 (深鉢)

図版174 縄文土器 (浅鉢)

図版175 縄文土器 (深鉢)

図版176 縄文土器 (深鉢・浅鉢・有孔鍔付土器・器台・」ヽ形

土器)

図版lη 縄文土器 (深鉢・底部穿孔深鉢・壷・把手類)
図版178 土偶・岩偶

図版179 土偶・岩偶・土製品

図版180 土製円板・土器片錘

図版181 石器 (石鏃・石錐・剖片石器)

図版182 石器 (打製石斧・礫器 )

図版183 石器 (打製石斧・磨製石斧他 )

図版184 石器 (磨製石斧・礫器・先土器時代石器他 )

図版185 石器 (小形石匙・大形石匙 )

図版186 石器 (横刃型石器・凹石 )

図版lM 石器 (凹石 )

図版188 石器 (石皿)

図版189 石器 (石皿)

図版190 石器 (石皿・石碗・石棒・台石 )

図版191 石器 (石皿・石碗・石棒・石錘 )

図版192 石器 (丸石・祗石・石櫃 )、 黒曜石 (黒曜石集石遺構

の黒曜石 )

図版193 黒曜石 (黒曜石集石遺構の黒曜石 )

図版194 軽石製石製品

図版195 軽石製石製品・装身具類・岩版

図版196 土偶 X線写真 (CR)

図版197 土偶 X線写真 (CT)(1)

図版198 土偶 X線写真 (CT)(2)

図版199 土偶 X線写真 (CT)(3)

図版200 土偶 X線写真 (CT)僻 )

図版201 土偶 X線写真 (CT)(0

図版202 平安時代の遺物 (土器・祗石・鉄製品)
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第 2節 棚畑遺跡周辺の縄文時代の遺跡
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第 1節 棚畑遺跡の位置と環境

第 1節 棚畑遺跡の位置と環境

追跡の位置と地理的環境

棚畑遺跡は、長野県茅野市米沢2414番地他に所在する。JR中央本線茅野駅から茅野市街地の北へ約3.5km

の地点で、埴原団集落と鋳物師屋集落のほぼ中間の山裾に位置している。入ケ岳山麓台地とは、上川をはさ

み相対する位置関係にあり、上川に沿って通ずる茅野停車場入子ケ峰公園線 (旧有料道路茅野八子ケ峰公園

線)沿いの西側山裾に突き出た小高い台地上である。

米沢は、標高1,925mの車山を主峰とする霧ケ峰山地の南裾に位置している。その主要部は、主に入ケ岳

山麓台地の北端を断ち切って流れる上川の沖積地と、そこに流れ込む霧ケ峰の南斜面を流下する小渓流によ

って形成された刻ヽ扇状地状の地形とでつくられた、八ケ岳西山麓一帯では最も開けた土地である。米沢の各

集落は、そうした沖積地と小扇状地の接触地帯にあり、北から塩沢・北大塩・鋳物師屋・埴原日の各集落が

弧状の地形に沿って点々と営まれている。市街地に比較的近いこともあり、近年、棚畑遺跡の北側の山裾に

米沢台団地が造成され、旧有料道路沿いの平地での開発も急速度に進みつつある。

それらの各集落の背後はただちに山地となる。山地は霧ケ峰・車山から続く霧ケ峰山地の南端を形成する

標高1,■9mの永明寺山に至る山塊である。このため諏訪湖から吹き上げてくる西風は遮断されて弱く、その

うえ南に開けた地形であるため日当りは良い。また、霧ケ峰山地の山裾であることから良好な湧水が各所に

ある。湧水イ固所は八ケ岳山麓に比べると比較的少ないといわれているが、 1カ 所からの湧水量は多く、北大

塩の大清水は茅野市最大の水源地であり、水質が良く、飲料水として良好だとされている。このように、米

沢の土地は入ケ岳西山麓一帯では、地理的・気象的にも最も好適地である。

霧ケ峰山地の南斜面を刻む主な渓流は、東から藤原川・前鳴川・桧沢川・横河川である。これらの諸河川

は鋳物師屋集落の北側で横河川に合流し、さらに l kmほ ど下って棚畑遺跡の台地下で上川へ流入している。

藤原川を遡行すれば、カシガリ山山頂付近の霧ケ峰のなだらかな原へとたどれる。同じように前鳴川・桧沢

川も本流・枝流を霧ケ峰へとたどれるのであり、桧沢川の源流はオドリバ湿原に発している。最も南に位置

する横河川は、北大塩峠を諏訪市側へ入り、その源流の谷は池のクルミヘと続いている。星ケ塔一帯の黒曜

石の原産地は、それら諸河川の水源地帯からわずか数kmの位置にある。

棚畑遺跡の限下を流れる上川は、諏訪湖に注ぐ最大の河川である。上川の上流部の水系は、柳川を境に入

ケ岳西山麓から霧ケ峰南麓域に広がっている。それらの河川の中には、今でも渓流魚が自然繁殖していると

ころもある。縄文時代の上川は、今よりもずっと豊かな魚相をもつ、美しい川であったにちがいない。それ

に湖盆地域と山麓部をつなぐ、交通上の役割を果していたとも考えられ、上川はこの土地の縄文人にとって

豊かな川であった。

米沢の土地とそこに住む人々にとって、かつて交通上重要な役割をもっていたのは北大塩峠である。横河

川に沿って諏訪市側へ越える峠で、市峠とも言い、諏訪市境あたりまでの道は市道とも呼ばれた。中央線が

開通する以前は、北山浦方面と上諏訪との交通はこの道が一本道で、本街道の役割をなしていたといわれて

いる。
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第1図 棚畑遺跡位置図 (1/50,000)
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米沢の土地は上川水系に沿い、北は大門峠から小県方面へ、南は諏訪湖盆へとつながっている。上川を渡

り、東の入ケ岳山麓へ通ずる道もいくつかあったにちがいない。それとともに、裏の山を越え、西の諏訪湖

畔へ出る北大塩峠も、縄文時代の交流路の 1つくあったと考えられるのである。

遺跡の台地と周辺遺跡との地理的関係

棚畑遺跡のある台地は、霧ケ峰から派出した山脚の末端が、山裾から上川へ向って一段 と突き出た舌状を

呈している。

遺跡のある平坦な場所の西側は壁のような地形となって一段と高くそびえ、その高まりは背後の山脚の中

央を走る稜線へと続いている。台地の南の谷には尼御前川の月ヽ渓流があり、山裾を南流してきた横河川と共

に台地の先端下で上川に流れ込んでいる。尼御前の谷には小さな湧水がいくつかみられ、水田の協には湿地

もあった。また、東の谷の付け根にも湧水があり、湧水は横河川から取水した汐へ落ちている。台地の平坦

部の標高は880m台 で、台地下の沖積平地とは20mほ どの比高差がある。

台地の東側中程に短かい谷が入り、この谷によって台地の平坦部が北と南の 2つの地形区をなしている。

北側の平坦な地形は、裏の山が舌状に緩 く張り出したごく狭い部分が中心となって緩斜面となり、南側の平

坦な地形へと続いている。面積にして約2,400m2の 広さがある。一方、南側の広く平坦な地形には、東と西側

から入り込んだ小さな浅い谷状の地形でやや くびれて張り出した場所が 2カ所ある。台地の中央部はその両

側の張り出した地形を結ぶ線に沿い、東側の谷に向かってわずかに傾斜していく凹んだ地形となっている。

そのため台地の先端部はやや高まった平坦な小高い地形となっている。平坦面の長軸は約120m、 面積は6,200

m2ほ どの広さがある。台地の平坦面は、北側と南側を合わせてみると、全体としてL字形をなしている。

棚畑遺跡の立地する台地は永明寺山一帯の花南岩類の分布する地質域に含まれるようである。北側台地と

南側台地の接するあたりにある、第87・ 99号住居址にかかる球状面をもつ三角錐状の花南岩の巨石は、我々

が調査期間中レベルの原点として利用した石である。これなどは、遺跡西側の奥まった場所にある採石・採

上場に典型的な、巨大河原石を連想させる礫と同じものと思われた。軽石を含む火山堆積物とロームがそう

した基盤層をおおうものと思われるが、台地先端から南側にかけての縁辺部では腐蝕上の堆積が薄く、軽石

を含む黄白色の土層が部分的に露出し、転石となった季大から人頭大の軽石が採集できた。

棚畑の台地からは北の霧ケ峰方面と東の八ケ岳方面が望まれるが、南側は棚畑の台地と同じように派出し

てきた山脚の先端部にあたる、南隣りに位置する駒見石のある山で視界がさえ切られてみえない。このため

IB8畑の台地からみる米沢は、平地の中央に位置する、その名のとおりの「丸山」の独立丘を中心に、東北側

に向かって開けた小世界をなしている。そこは棚畑から北側の山裾をたどり、東北側は朝倉山で限られ、東

側は八ケ岳山麓台地で画された地理的範囲の空間である。

この小世界に営まれた遺跡のほとんどは、霧ケ峰から伸びてきた幾筋もの重なる山脚の稜線が、上川の沖

積平地へ尽きるあたりの山裾にある。そ絶らの中でも棚畑から見える主な遺跡は駒形とよせの台の 2遺跡で

ある。駒形は九山の左に位置する山裾に見え、よせの台は丸山の右に位置する朝倉山の山裾で、上川の流れ

が見えはじめるあたりである。一ノ瀬は駒形の背後の山脚のかげで、棚畑からは見えない。限前にある九山

の丘陵上も遺跡であるが、その場所は、東西に長い丘陵上でも棚畑側に寄った西端である。駒形まで2.3km、

よせの台までは2.8kmあ り、九山はわずか900mの位置にある。

一方、東側からやや南側にかけては八ケ岳へ向かって開けた方角となっている。そこには、眼下に広がる
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上川とその沖積地の狭い水田地帯をはさみ、八ケ岳山麓台地北端の崖が塀の様につらなっている。その稜線

の上はただちに入ケ岳の山体 となるため、山麓の奥深い緩やかな裾野は見えない。わずかに駒見石の山で台

地の稜線が断ち切られるあたりに、山麓に突き出た大泉山の山頂部が見えるだけである。

棚畑遺跡の前に広がる、八ケ岳山麓台地にある縄文中期の遺跡は中ツ原と子ノ神遺跡である。中ツ原遺跡

は上川をはさんで約900mの位置にあるが、台地の南側にあるため棚畑からは直接には見えない。また、国特

別史跡の尖石遺跡は東に5.5kmほ どの位置にある。国史跡の上ノ段遺跡は上川の上流約5.5kmに あり、茅野和

田遺跡は上川に沿って南へ2.5kmほ ど下った位置である。

調査の歴史

棚畑遺跡は早くから知られた遺跡である。大正13年発行の『諏訪史』第1巻「諏訪郡先史時代遺物発見地
(1)

名表 (大正13年 4月 25日現在)」 には、石剣・土器・打石斧・石匙が、また石斧・珠・土器・石皿・石匙・石

鏃が記載され、前者は鋳物師屋の土橋惣吉、後者は北大塩の日賃文朗の所蔵と記録されている。

見事な遺物が採集される遺跡であったと思われ、昭和 4年に伏見宮博英王が諏訪地方の遺跡を巡回調査し

た際、米沢地区の諸遺跡では棚畑遺跡の踏査も行なわれたようである。この調査の案内役は、地元研究者の
⑫)

小平雪人氏等であった。このように、棚畑遺跡は米沢地区ではよく知られた遺跡であり、地元の研究者がし

ばしばおとずれて遺物の採集はしたものの、本格的な発掘調査のなされることはなかったようである。

昭和34年に、宮坂英式・宮坂虎次 。諏訪清陵高校地歴部諸氏によって初めて発掘調査された。調査期日は

5月 24・ 31日 、 6月 7日 の 3日 間で、南に緩傾斜する畑地に幅1.5m、 長さ8mの トレンチを東西に設けて発

掘している。

この時の調査では、 トレンチの西端で、地表下50cmの黒土層中に敷石遺構と、その下部に径 lmの竪穴 3
個が発見されている。第 2の竪穴からは勝坂式上器片と石皿断片、第 3の竪穴からは前期羽状縄文土器片 3、

諸磯 C式土器片 1、 勝坂式・加曽利E式・堀ノ内式の各土器片と、石斧・石錐・石匙などが出土したほか、

堆土に炭層と骨が摘出されている。また、第 2図の上器は、トレンチ東端から1.5m西の、地表下80cmの深さ

に 1点遺存していた後期の上器であるが、これに関する遺構は発見されなかった。
(3)

これらのことから調査者の宮坂英式氏は、「この遺跡の文化は、前期中棄から後期にわたり重複」するとま

0                 10om

第 2図 昭和34年発掘の縄文時代後期の上器 (1/4)

σ

とめている。

また、F茅野市史』上巻では、早期の茅山式や前期終末

期、中期中葉から末葉にかけての土器片が発見されてい

ることから、かなり複雑な内容をもつ複合遺跡であるこ

と。工事により、平安時代の住居址が 1基発見されたこ
律)

とを記 している。

誰(1)鳥居龍蔵『諏訪史』第 1巻、1924

修)小平雪人「伏見宮博英王殿下御台臨の龍谷文庫」『郷

土』 4-34、 1942

(31 宮坂英式「長野県茅野市棚畑遺跡」『日本考古学年報』

12、  1964

律)宮坂虎次「霧ケ峰南麓の遺跡J『茅野市史』上巻、1986
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霧ケ峰南麓の追跡

霧ケ峰南麓域を含む八ケ岳西山麓の縄文文化と縄文時代の諸遺跡についての概要は、F茅野市史』上巻及び
(2)

『尖石考古館図録』に詳しい。ここでは主としてそれらの文献を基に、各遺跡を簡単に紹介しておく。

高風呂遺跡 朝倉山の東側の開けた地形の中にあり、霧ケ峰南麓の遺跡のなかでは最も東側に位置してい
る。カシガリ山から派出した山脚の先端から、音無川に沿って突出した低平な台地の先端部を中心に遺跡が

形成されている。昭和59年に県営ほ場整備事業に伴って発掘調査され、その直後に遺跡は台地ごとそっくり

削平されて今は残っていない。

発見された縄文時代の竪穴住居l■は51カ所あり、早期末 3、 前期初頭14、 前期前半 7、 前期中葉 5、 前期

末 5、 中期初頭 1、 中期中葉 5、 中期後葉 6、 不明 5である。そのほかに早期の上器集中区、前期初頭の集

石遺構 4カ所、前期前半の方形配列土坑 1、 前期とみられる土坑群、及び黒曜石の集石遺構 4カ 所などが発

見されている。

遺物では早期末から前期初頭の上器群と、剖片類等の多量な黒曜石が注目される。

横山遺跡 上川の崖縁となる朝倉山の西側の山裾で、上川に面した平坦な台地上にある。発掘調査された
ことがないので遺跡の実態はほとんど不明であるが、今までに諸磯 C式 と中期土器のほか、石鏃・石皿・凹

石・石錐が採集されている。

上ノ平遺跡 昭和27年に諏訪清陵高校地歴部が発掘調査を行ない、中期中葉の住居址 2カ所を発掘してい
る。住居址は方形の石囲炉をもつもので、炉の北側に敷石があり、中央に有頭石棒が倒れていたという。勝

坂式上器・石鏃・打製石斧 。石小刀・有頭石棒が出上した。

丸山遺跡 上ノ平遺跡とよせの台遺跡のほぼ中間の小台地上にある。勝坂式・加曽利E式上器・石鏃・凹
石が採集されている。

よせの台遺跡 昭和51年に台地上の平坦部で発掘調査がイ子なわれた。発見された遺構は住居l■が前期関山
期 1、 黒浜期 1、 諸磯 a期 1、 諸磯 C期 1、 中期曽利H期 3、 Ⅲ期 2、 Ⅳ期 3、 V期 1である。小竪穴は22

カ所あり、後期の堀ノ内 I期に属すものや陥し穴と考えられるものもある。ほかには曽利Ⅳ期の屋外埋甕が

1カ所ある。出土土器は早期では押型文・条痕文・絡条体圧痕文土器がある。前期は全期間の上器が認めら

れ、中期は曽利H～ V式、後期は称名寺・堀ノ内 I式上器が出上している。

一ノ瀬遺跡 藤原川と前鳴川の扇状地の開田部に立地する遺跡である。前期の花積下層式、中期の藤内式、
曽利HoⅣ式、後期の堀ノ内式、加曽利B式土器が記録されている。なかでも曽利H期とされる完形の双口
土器は注目される。石器は石鏃 。石槍・打製石斧・石匙・石錐 。瑛状耳飾・葉状ポイントなどが記録されて

いる。かなりの長期間にわたる複合遺跡とみられ、黒曜石の搬出ルー ト上の基地的性格を有する遺跡である

と考えられている。

芝ノ木遺跡 一ノ瀬遺跡の北上方で、一ノ瀬遺跡とはほとんど接して続くような位置関係にある。加曽利
E式上器のほか、石鏃・打製石斧 。磨製石斧・石匙・石小刀・石錘・敲石・石皿・石棒の採集が記録されて
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1.上 ノ平 2.丸山 3.よ せの台 4。 一ノ瀬 5.芝 ノ木 6.鳥 ノ窪 7.大清水 8.駒形 9。 大六殿 10.
上ノ山 ■.向林 12.三軒屋 13.大桜 14.八幡坂 15.丸山 16.中 ノ平 17.蛇石 18.棚畑 19.尼御前 20,
田部石 21.姫御前 22.北街道 23.桂入 24.李久保 25。 中村 26。 下菅沢 27.子 ノ神 28.中原 29.需原
30.宮ノ上 31.経塚 32.中 シルネ 33.日 向上 34.塩之目尻

第 3図 棚畑遺跡と周辺の遺跡 (1/25,000)

いる。

鳥ノ窪遺跡 一 ノ瀬・芝 ノ木遺跡の立地す る扇状地の西側山裾に位置 している。前期 。中期加曽利 E式上

器、石鏃・石槍・打製石斧・飾玉・黒曜石片が採集 されている。

大清水遺跡 山裾の窪地にある茅野市最大の水源地である。遺物は水源の水路などから採集されており、

中期土器片・石皿・黒曜石片 。土版などがある。駒形遺跡との関係において、かつ付近の低地と共に縄文人

∂
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の生業活動を明らかにする上に貴重な遺跡と考えられる。

駒形遺跡 霧ケ峰南麓では最大規模の遺跡である。桧沢川の扇状台地上にあり、遺跡の南端の山裾には大
清水がある。昭和36・ 41年に尖石考古館 と諏訪実業高校地歴部により発掘調査がなされた。発見された遺構

は、住居址が前期初頭花積下層期 1、 中期曽利Ⅲ期 1、 曽利Ⅲ～Ⅳ期 2、 曽利Ⅲ～Ⅳ期以降 1で、そのほか

に土墳と後朗の配石遺構 3がある。

駒形遺跡は、採集されている遺物の豊富さや発掘調査の結果、また遺跡の立地する位置や周辺の環境等か

ら、黒曜石の供給基地としての性格をもつ遺跡だと考えられている。またそのことと関連し、この遺跡につ

いての古くからの知見の積み重ねと研究の経過は、駒形遺跡が先土器時代から縄文時代全般にわたり、さら

には古代から中世・近世へと続く、霧ケ峰南麓の拠点的な大集落遺跡として、学術上極めて価値の高い遺跡

であることを明らかにしてきている。

大六殿遺跡 駒形遺跡上方の扇頂部、桧沢川の渓谷の入口にある。中期井戸尻 I式・加曽利E式上器片の
ほか、石鏃・黒曜石等が採集されている。

上ノ山遺跡 桧沢川をはさんで駒形遺跡と相対する西側の山裾にある。中期加曽利E式土器片、石鏃・石
匙 。石小刀 。石錐・磨製石斧・石皿・石棒が採集されている。

向林遺跡 宝勝寺裏の山裾にあり、加曽利E式土器片が採集されている。
三軒屋遺跡 横河川の扇状地の頂部にある。前期の土器片や石鏃が採集されている。
大桜遺跡 横河川扇状地の中央部に位置しており、駒形遺跡と共に早くから知られた遺跡である。前期末
の下島式土器、中期の勝坂式・曽利式土器が出土する。横河川の扇状地に立地する遺跡の中では最大で、横

河川に沿って霧ケ峰へ通ずるルー トの入口部をおさえるような位置にあることも注目される。

八幡坂遺跡 大桜遺跡の西側で、横河川の谷を隔てた山裾にある。中期加曽利E式、後期加曽利B式土器
片、石鏃・石匙・石鉢が採集されている。

丸山遺跡 米沢小学校の西に続く細長い丸山の独立丘の西北部にある。昭和48年に発掘調査が行なわれた。
発見された住居J■は前期関山期 1、 諸磯 C期 1、 中期新道期 1、 不明 1であり、ほかに小竪穴10カ所がある。

このうち、第 1号住居址の床面上に伏された状態で出土した、貝殻状突起を付した下島式の深鉢は注目され

る。

九山遺跡は孤立丘上の小規模遺跡で、あえてこの地に各期共 1軒の住居が営まれたことの特殊性が指摘さ

れている。

中ノ平遺跡 山麓の奥まった場所で、やや開けた緩傾斜地にある。中期勝坂式、後期土器片や石鏃・石匙
が採集されている。

蛇石遺跡 山裾の崖錐地にある遺跡で、石鏃・凹石・黒曜石・土器片が採集されている。
尼御前遺弥 棚畑遺跡の西に続く山際で、棚畑遺跡の南側谷筋に面した小高い台地上にある。埴原田在住
の伊藤喜代美氏が、遺跡内の長林地籍を中心に採集された遺物には、土器では前期末 (扇平・鍋屋町系類似

のものを含む)、 平出三 A、 井戸尻Ш～曽利 I、 曽利 I・ H・ HI・ Ⅳ ovの諸型式がある。このうち曽利H式

の深鉢とX字状把手付大甕が一括土器としてまとまっている。石器では石鏃・小形石匙・石錐・黒曜石製ス

クレイパー 。同争J片石器・同釣針形石器・打製石斧 。磨製石斧・石皿・石棒がある。石鏃の中にはごく小さ

な微小石鏃が数点と、大形で局部磨製のある鍬形鏃が 1点ある。また、昭和30年頃の林道拡張工事により、

石囲炉址脇から発見された藤内 I期の小形深鉢形土器が、日村和幸氏によって報告されてい塚
)。

田部石遺跡 尼御前遺跡の南側で、尼御前川を隔てて相対する位置にある。遺跡は山裾に伸びる低い尾根



第 I章 棚畑遺跡の環境

状の地形にあり、石鏃・黒曜石・土器片が採集されている。

姫御前遺跡 埴原田城跡の西斜面に続く、山裾に開けたやや平坦な地形にある。遺跡の実態はよくわから
(4)

ないが、『諏訪史』第 1巻には石皿破片と上器の採集されたことが記録されている。

北街道 (岡下)遺跡 埴原田集落内で公民館付近の県道下にある。旧地形はよくわからないが、山裾に突
き出た河ヽさな山脚の先端下で、地形が平地に尽きるあたりのやや河ヽ高い場所に位置している。小平雪人氏が

報告した垣外遺跡発見の獣頭の彫刻ある石樫は、埴原田に「垣外」という字名がないことから、「北街道」の

字名のある本遺跡からの発見ではなかったかと推察される。遺跡の実態は明らかでないが、伊藤喜代美氏に

よって凹石が採集されている。

桂入遺跡 紫雲寺付近と思われるが、位置は明らかでない。『諏訪史』第 1巻には石鉢が記されていな
)。

李久保遺跡 紫雲寺と城山の間の狭い谷状地形に位置している。人家裏の一段高い場所で、石鏃・石匙 。

打製石斧・黒曜石等が採集されている。

黒曜石運搬ルー ト上の諸遺跡 霧ケ峰南麓の諸遺跡は、その地理的環境や発見される遺物の特徴などから、
背後に控える和田峠や星ケ塔の黒曜石原産地と密接な関係にあると考えられている。

遺跡は、霧ケ峰から流れ下る小河川が米沢の平地に出るあたりの、扇状地や山裾の台地に位置しているの

が特徴である。そしてそれらの遺跡から霧ケ峰に至る沢筋の山道は黒曜石の運搬ルー トであると考えられ、

その「古道」からは今までに早期から後期に至る時期の遺物が点々と採集されてい塚
)の

である。

田賞文朗氏の採集品 団費氏は福島県の出身で、日赤諏訪病院の前身の郡立高島病院副院長を勤め、その

後、明治30年に北大塩で医院を開業した。日責氏は医業のかたわら考古遺物の収集を趣味とした人で、屋敷

内に洋風の上蔵を建て、31,000点余の資料を収蔵して公開していたという。当時の考古学界の権威者であっ

た鳥居龍蔵博士もしばしばおとずれて資料を鑑定したといわれ、それらの資料は特に大正13年の F諏訪史』

第 1巻に益するところが夕かった。また江見水蔭氏が滞留し、それらの資料の記録をしたこともあったとい
(8)

う。

田賞氏の収集品は北山浦一帯のものであるが、地元の駒形遺跡を中心とする米沢地区の遺物がその主体と

なっていたものと思われる。『諏訪史』第 1巻の遺物発見地名表の米沢村の諸遺跡については、その遺物のほ

とんどが田賃氏の所蔵と記されている。日賞氏にとって、地元米沢の諸遺跡は恰好の採集地であり、かつ見

事な遺物の多い場所であったことが推察されるのである。

日賞氏の収集したそれらの遺物は、その後片倉郷土館の開設へつながり、現在では諏訪市美術館が寄託を

受けて資料室を設けて展示している。片倉郷土館の開設にあたり、八幡一郎氏の指導を基に田賃氏の収集し

た遺物の整理を進めた 1人の矢崎源蔵氏は、それらの資料のうちでも、特に 1万数千点余に上る黒曜石を主
ω)

とした石鏃や、黒曜石製の異形石器が貴重な資料である点を指摘 している。

八ケ岳山麓の遺跡

地理的に米沢地区と接する上川に近い位置にある遺跡についてのみ記し、山麓の内側に所在する遺跡につ

いてはここではふれない。

中村遺跡 昭和50年に発掘調査され、狭い尾根状地形の勾配が急な南斜面から前期関山期の住居l■が 1カ

所発見されている。

下菅沢遺跡 中村遺跡の発掘 と合せて行なわれ、狭い尾根の南側から中村遺跡と同期の住居址が 1カ所発

F0
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見されている。

子ノ神遺跡 中原遺跡の台地から分かれた小さな尾根上にある。中期勝坂式上器・打製石斧が記録されて
いる。

中原遺跡 西へ長く伸びる八ケ岳山麓台地の先端部に位置している。今までに 2回の発掘調査と試掘調査
がなされ、特に中期後半の集落の状態が明らかにされつつある。発見された住居址は中期後葉から後期にか

かるもので、中期後葉のものは未発掘のものと時期の確定できないものもあるが、曽利 I～ V期までほぼ連

続しているようである。昭和55年の発掘調査では、かつて曽利H期のX字状把手付大甕が直立した状態で発

見された地点へつながるように土墳群が発見された。土墳からは一括土器のほか、琥珀製垂飾や翡翠製垂飾

が出上して注目された。発見されている住屋址の配列状態から、中期後葉の集落は、それらの上羨群を囲む

ように、主として南側に住居址が分布する集落の形態をとるようである。

宮ノ上遺跡 中原遺跡の台地とは北川を間にはさみ、南側に相対する台地の先端部に位置している。今
までに前期末、中期初頭、猪沢、新道、藤内、井戸尻、曽利 H・ Ⅲ・ V、 称名寺、堀ノ内 I・ H、 加曽利B

の各土器片、石鏃・打製石斧 。磨製肩斧・凹石・黒曜石等が採集されている。

帯原遺跡 中原遺跡の台地とは北川の流絶る下菅沢の谷をはさんだ東側の台地に位置している。宮ノ上遺
跡の立地する台地から派出した長い帯状の台地で、撥形に広がって湾曲する先端部の地形へ移行する場所の、

頂部の平坦な地形の狭い範囲から遺物がわずかに採集されている。遺物は数点の黒曜石の小片と土器片で、

土器片の中には曽利 H・ IV式 とみられるものがある。居住の場としてもごく河ヽ規模な遺跡と思われる。

註(1)戸沢充則ほか『茅野市史』上巻、1986

121 田村和郎ほか『尖石考古館図録』茅野市教育委員会、1986

13)田村和幸「米沢埴原田尼御前の縄文土器」『茅野』19、 1986

は)′烏居龍蔵『諏訪史』第 1巻、1924

15)小平雪人「米沢村埴原田発見獣頭の彫刻ある石棒」『郷土』 4-32、 1942

(0 ′鳥居龍蔵『諏訪史』第 1巻 (前掲)

17)米沢考古学クラブ『古道―霧ケ峰南部における先史時代黒耀石運搬ルートと考えられる古道の調査―』、1973

18)小尾左牛「古代遺物蒐集者田費氏と私」『信州文壇』 6、 1941

0)矢崎源蔵「郷土館の生誕とその概観」『信州文壇』 6、 1941
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第 1節  発掘調査の経過

第 1節 発掘調査の経過

発掘調査に至る経緯

茅野市は、「緑にかこまれた安全・快通なまち」づ くりを進めるための基本計画の 1つに、「活力ある豊か

なまちづ くり」の構想を位置づけている (茅野市『第 2次総合計画 (昭和59年～昭和70年 )』 )。 工業の振興が

そのための 1つの柱とされており、それを実現するための施策として、今までに市内各地に工業団地の造成

を進めて来ている。

市内の米沢地区に工業団地を造成する計画について、茅野市商工観光課 (当時)主催による打合せ会が開

催されたのは、昭和60年 1月 22日 であった。このとき、工業団地造成計画として示された内容は、立地企業・

会社の概要・希望面積・立地希望場所・立地の理由
'・

建設計画等であり、造成予定地として、茅野停車場八

子ケ峰公園線 (旧有料道路茅野八子ケ峰公園線)西側の、市清掃センターヘの進入路と米沢台団地の間に広

がる土地約33,000m2が示された。

この造成予定地の中心部となる台地の平坦部は縄文中期を主とする棚畑遺跡であり、かつそのほぼ全域が

造成予定地に含まれている。このため棚畑遺跡の保護について付議したところ、教育委員会と商工観光課で

遺跡の保護についての検討をしていくこととなった。

11月 に入 り、商工観光課長から社会教育課長へ、当所の予定箇所に米沢工業団地を造成することが決定し

たため、予定地内の遺跡の保護について指示願いたい旨の依頼があった。造成計画は遺跡が広がる台地の平

坦部をそっくり削平して平坦な一面に仕上げるというものである。ただし北側に張り出した刻ヽ台地について

は削平せずに緑地として残したい。その他は背後の山林と台地縁辺の斜面が緑地として残るほかは、遺跡を

保存するような設計の変更は不可能であるという。

これを受け、教育委員会では、今回の造成予定地にかかる棚畑遺跡についてはその全域を発掘調査の対象

とする必要があるとし、6,000m2以 上を発掘調査して記録保存をはかること、そのための発掘調査に必要な経

費は商工観光課からの委託費をもってあて、発掘調査は茅野市教育委員会が主体となって行なうという発掘

調査計画書を作成した。

棚畑遺跡の発掘調査は12月 になって具体化し、種々の事情から急遠その一部が昭和60年度の事業として実

施されることとなった。このため教育委員会では教育委員長を委員長とし、副委員長 1名、委員10名、会計

監事 2名 で構成される棚畑遺跡調査委員会を設けることとした。また、市内では昭和41年に行なわれた茅野

和田遺跡の発掘調査を上廻る最大規模の緊急発掘調査となり、かつ相当の発掘成果が予測されること等の理

由から、調査団長に学識者の宮坂光昭氏を委嘱し、他に副団長 1名 、調査貝 3名、調査補助貝 4名からなる

調査団を組織し、事務局を社会教育課内におき、 2月 1日 に棚畑遺跡調査委員会を発足させた。

昭和61年度に入り、 4月 3日 に観場事務所を設けて機材を搬入し、台地の南側を中心にグリッドを設定し

た。本年は諏訪大社の御柱祭に当るため、御柱山出し祭後の 4月 9日 に現地で結団式を行ない、同日から本

格的な発掘調査に入った。

ヱD~
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調査組織 (昭和61年度)

調査委員会

S, 61. 9, 30ま で教育委員長委員長  東城喜良

からS. 61. 10. 1〃小川昇一

教育委員長職務代理  S.61.9`30ま で副委員長
―
小ナ|1昇一

S. 61. 10, 1か ら〃今井利弥

S.61。  9.30ま で教育委員委 員  今井利弥
″今井千浩

S. 61. 10。  1か ら〃中村米二

小島与四男 教 育 長

までS.61.5,5社会文教委員長細田統一

S,61. 5‐ . 6から//山本秋男

文化財審議委員長矢崎孟伯

社会教育課長宮坂和茂

工業振興課長藤森秀―

財政課長五味 清

調査団長宮坂光昭

調査団副回長鵜飼幸雄

S, 61. 5. 51ま で会計監事 細田統一

S.61. 5. 6から山撤 男

五味 清

発掘調査国

諏訪
―
市文化財審議専門委員日本考古学協会員団 長  宮坂光昭

日本考苦学協会員 茅野市教育委員会学芸貝副団長  鵜飼幸雄

茅野市尖石考古館学芸員調査員  守矢昌文

茅野市教育委員会学芸員〃   小林深志

長野県考古学会会員〃   岩崎孝治

調査補助員 矢嶋恵美子 長野県考古学会会員
〃    関 喜子    〃

〃    武居八千代   〃

〃    伊東みゆき 明治大学学生

発掘作業協力者

伊藤宗喜 伊藤善雄 伊東昭介 牛山市弥 牛山徳博 小川三造 菊原三之輔 小林赤沼豊治 市川常登
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高己 小平真澄 小松秀人 笹岡美都雄 篠原 鼎 篠原甲子男 篠原正人 篠原幸夫 竹内重行 竹内重

充 田中文六 田村和幸 田村利一 原 輝夫 平沢敬康 平林弘光 藤森一郎 増沢 洋 守矢芳夫 吉
田文則 赤羽すわ 市川千ふみ 井上とよ子 岩下百合子 牛山たてみ 牛山みえ 岡田君代 小日かず子
北沢たつせ 小林かつ子 小林 幸 小林しま 小松とよみ 笹岡あさ江 笹岡 静 篠原京子 竹内和子
竹内よね 上橋たかせ 原ちよ子 原 敏江 藤森ミツ子 丸茂弘子 宮坂充子 宮坂亮子 矢崎志う 矢
崎つな子 矢島のぶ子

調査委員会・調査回事務局

事務局長 小島与四男 (教育長) 事務局課長 宮坂和茂 (社会教育課長) 事務局係長 伊藤修平 (文化

財係長)事 務局員 鵜飼幸雄 (文化財係 )

発掘調査の経過

グリッドの設定 棚畑遺跡の位置する台地の平坦部の地日は畑と山林であるが、現況は台地の平坦部と南
側の緩斜面に一部畑があり、他は荒地の原野と山林であった。このため立木の伐採と一帯の整理をし、部分

的に試掘をして表上の厚さを調べ、重機で全体に30cmほ どの厚さで除去した。

発掘は、地形が開け、かつ遺構の密集が予測される台地の南側から順次進めることとした。グリッドは表

上の除去が進む現地の状況に合わせて設定した。結果的には南北方向のラインがN-5.5°一Wと なっている。

ただし本書に別図として添付した航空写真測量図 (全体図)は真北で示されている。

グリッドは2× 2mと し、遺構が確認されるまでの遺物の取り上げと記録はグリッド毎に行なうこととし

た。また、発掘区の拡大となった北側の台地にも2× 2mのグリッドをそのまま延長した。第 4図に示した

グリッド配置図では、グリッドは南北方向が107～ 101・ 1～ 78の85単位で区割 りされ、東西方向は I′～A′・

A～ Z・ ア～テの54単位で示されている。

発掘調査 4月 9日 から本格的に始まった発掘調査は、遺構確認の掘 り下げ作業が約 2カ 月間続けられ、

5月 中旬に至って当初予定の発掘区のほぼ全体に近い部分で完了した。この間、台地中央部に発見された集

石遺構の精査を進め、 5月 23日 からは、この集石遺構の北端に位置する平安時代の第 1号住居ldLを はじめに、

台地先端部に位置する第 2号住居址から順次遺構の発掘を開始した。

遺構確認作業を進める段階でおびただしい数の住居址と上羨が、しかも互いに重複しあって存在すること

が明らかとなっていた。このため発掘調査は、縄文集落の構造を解明する上からもそれぞれの遺構の重複関

係を明らかにし、遺構の帰属時期を明確に捉えることを主眼として進めた。しかし住居址の重複は当初予測

していた台地南側ではそれほど著しくはなかったものの、発掘が進むにつれ台地西側の山裾部での重複関係

が顕著となり、この地域では遺構のプランの認定やその帰属時期の把握に腐心する場面がしばしばあった。

また、南環状集落中央部の土援群については重複関係が著しく、出土遺物についても時期決定資料となる

ものが比較的少なく、遺構の帰属時期を明らかにできないものが多かった点は悔やまれる。

こうして 7カ 月を要した棚畑遺跡の発掘調査は、遺跡の占地する台地平坦部のほぼ全面にちかい約9,000m2

を発掘調査し、■月 1日 に現場における作業をすべて終了した。

発掘を進めるなかでいくつかの注目される遺構・遺物の出上があった。遺構では中期中葉 I・ H・ Ⅲに営

まれた大形の住居址が特に注目される。遺物では第95号土墳出土の注目の付いた深鉢形土器などすばらしい
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第 4図  グリッド配置図 (1/800)
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第 1節 発掘調査の経過

遺物が多い。その中でも9月 9日 に第500号土獲から発掘された大形土偶は、その後国の重要文化財にも指定

され、棚畑遺跡の縄文集落発掘の成果とともに記念すべき出土遺物 となった。

また、6月 3日 には明治大学教授 戸沢充則先生が来跡され、集石遺構 と第 2号住居 l■を中心に棚畑遺跡に

ついての貴重な御教示をいただ くことができた。

なお、発掘現場における記録は、宮坂光昭・鵜飼幸雄・守矢昌文・小林深志・矢鳴恵美子・関 喜子・武

居八千代・伊東みゆき。原 敏江が主として行ない、遺構写真は鵜飼 と守矢が担当した。

発掘区の拡大  8月下旬に入ると、今回の造成計画からは緑地として残るはずであった北側に張 り出した

台地で立木の伐採が始められ、この区域についても造成が行なわれることが明らかとなった。試掘調査をす

るまでもなく、この区域にも住居 l■が展開することは、発見されている住居llL群の状況からみてほとんどま

ちがいない。このため 8月 30日 に開催された調査委員会にこの作を付議 したところ、この区域についても発

掘調査を実施することで交渉することとなった。約2,000m2の 調査区域の拡大である。

9月 4日 の午後からバックホーで表土系Jぎ を始め、12日 にグリッドを延長して設定 し、調査の主体を北側

へ移 して作業を続けた。結果的にはそれほど広 くない場所に、特に中期中葉の数基の大形住居址を中心に住

居JI群が重複 して発見され、かつ中期後葉の住居 l■Lも 展開する環状集落が発掘された。

発掘された北環状集落は、南台地の環状集落と共に、棚畑遺跡の縄文集落の構造を解明する上にたいへん

大きな意義を有 しているものと思われる。

集石遺構の移転保存  8月 30日 に開催された調査委員会では現在までの進捗状況が議題 とされ、そのなか

で第 2号住居 l■の保存、北側区域の発掘調査、集石遺構の保存についての 3つの条件が主として話し合われ

た。

集石遺構の移転保存については、その全休を移転保存することが難かしいため、集石遺構の最も特徴的で

規模の大きな北端の環状部を移転保存することとなった。航測図を基にエレベーション図を作成し、すべて

の礫のレベリングを行ない、10月 17日 に移転作業を行なった。集石遺構の中には畳 1畳敷ほどの礫もあるた

め、作業は業者に依頼し、チェーンブロックと重機で動かして移転した。近い将来尖石考古館の一角に復元

保存されるはずである。

また、発掘された住居址のなかで炉址が完在するものがあり、そのうちのいくつかは永明小学校と米沢小

学校の希望でそれぞれ移転した。

航空写真測量の実施 累々と発見されるおびただしい数の遺構群、しかもそれらのほとんどが複雑な平面
形をもつ縄文中期の竪穴住居l■ と上獲群である。このためそれらの遺構の平面実測は航空写真測量で行なう

こととした。事業を中央航業株式会社へ委託することとし、調査の進捗状況に合わせ、遺跡全体を4回に分

けて実施した。第1回は 6月 13日 に集石遺構を中心に行ない、第2回は 8月 12日 に台地の南側を中心に実施

した。第 3回は 9月 30日 に台地西側の山裾部を中心に行なう。第 4回は10月 29日 に台地の北側と移転後の集

石下周辺を行ない、 4回 とも無事終了することができた。なおこれに合わせ遺跡の航空写真を撮影した。

航空写真測量は数十の遺構を一気に行なうため、遺構の完掘日から実施日までに遺構がいたまないよう配

慮せねばならない。また、前日の撮影区全体の清掃は全員総出で行なったが、シートに溜った水の汲み出し

等、作業はたいへんなものがあった。細部に不満な′ミも残すが、航空写真測量の導入により調査期間は大き

く短縮された。

遺跡見学会等 5月 22日、北山小学校 6年生76名が春の遠足で遺跡見学を行なう。 6月 8日 には地元米沢

地区公民館主催による遺跡見学会が行なわれ、70名 ほどの参加があった。また、 7月 31日 には永明小学校の
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親と子の郷上の史跡め ぐりが行なわれた。約80名 が参加 し、遺跡見学の後わずかな時間ではあったが体験発

掘を行なった。

茅野市教育委員会 と茅野市郷土研究会共催による棚畑遺跡見学会が 8月 31日 に行なわれた。前日から見学

路を設ける等して準備を進め、当日は現場事務所前にささやかな展示場を用意した。参力E者は約80名 であっ

た。また、四賀小学校生徒の見学や、米沢小学校 6年 1組有志による歴史案内「私たちの米沢」の取材があ

ったことも忘れられない。

なお、発掘期間中は報道機関の取材が多く、新聞・テレビ等でたびたび紹介され、棚畑遺跡の発掘が市内

外に広 く周知された。そのこともあり、市民や遠来の研究者等大勢の方々が来跡され、それぞれにたいへん

ありがたい御教示をいただくことができたことは幸いであった。

発掘調査日誌 (抄 )

4月 9日  現地で結団式。社会教育課長、調査団長

挨拶の後作業開始 となる。台地先端部から表土崇」ぎ作

業を進める。

4月 15日  表土剖ぎ作業を続ける。午前11時過ぎか

ら雨となり作業中止。市監査委員 3名視察。

4月 22日 天候不順のため作業がはかどらない。

D-18グ リッド周辺に小規模な集石が検出され、堀ノ

内Ⅱ式・加曽利 B式の上器片が出土する。 Z-15。 16

グリッドより堀ノ内H式の土偶胴部破片出土。北沢市

助役視察。

4月 24日  米沢小学校 6年生、遺跡見学に来跡。

4月 26日  25列 までの表土象Jぎ を終了する。M・ N―

19。 20グ リッド周辺は土墳が集中している。 R・ S―

27～ 30グ リッド周辺に集石が検出され広がる可能性が

ある。

4月 30日  R～ T-28～ 30グ リッド周辺にかけて検

出された集石の概要が把握される。クー25グ リッドよ

り鉄滓を伴う遺構が検出される。

5月 7日  YoZ-32～ 34グ リッドより石櫃状の大

凹石を伴う盤状礫を敷いた敷石遺構が検出される。ま

た、この遺構を切って平安時代の住居址が構築されて

いる。本日で重機による排土作業がほぼ終了する。

5月 9日  台地の南側部分について表土象Jぎ及び遺

構確認作業がほぼ終了し、集落全体の様相が把握でき

るようになる。それによると東北側から入り込む谷に

向かって開く馬蹄形の集落が想定できる。

20

5月 16日  集石遺構のセクション観察を行なう。日

村尖石考古館長視察。

5月 17日  0-49グ リッドより胴部中空で三叉文状

の透しの入った円錐形の土偶が出土する。田村尖石考

古館長視察。

5月 19日  検出された集石遺構の測量に向け精査に

入る。小島教育長視察。

5月 22日 北山小学校 6年生、春の遠足で遺跡見学

に来跡。

5月 23日 本日より住居JIの掘 り下げを始める。敷

石遺構 と重複関係をもつ平安時代の住居址を第 1号住

居址とし、これと合わせて作業の都合上から台地先端

部の住居址より調査に入る。

5月 26日 第 1号住居址は火災住居址と思われ、床

近 くから炭化 した桂材や板材が出土する。第 2～ 7号

住居址の掘 り下げを行なうが、覆土が乾燥すると堅く

しまり、 また、地山との識】」が難かしく作業がはかど

らない。

6月 3日  明治大学戸沢充則先生来跡し、集石遺構

と第 2号住居址を中心に遺跡について種々御教示を得

る。永明中学校青木章行先生研修のため一日発掘。

6月 5日 北沢市助役視察。

6月 7日  市議会視察。

6月 8日 米沢地区公民館主催の遺跡見学会が開催

される。約70名 の参加者に、集石 と第 1・ 2号住居址

等の説明を行なう。



6月 10日  第17号住居址の写真撮影。第11・ 13号住

居址の掘 り下げ。新たに第19・ 20号住居址を発掘する。

田村尖石考古館長視察。

6月 13日 集石遺構を中心に航空写真測量を行なう

ため、遺構周辺の清掃と散水作業。午前10時40分にヘ

リコプターによる写真撮影を実施。

6月 27日  第44号住居址までの調査を終了する。こ

れにより、住居llL群が台地南縁をとりまくように展開

することが明らかとなる。

7月 7日  中央部の広場に位置する土獲群の掘 り下

げを行なう。土墳の性格を明らかにするため土層観察

に重点を置き、柱痕等の検出に注意する。

7月 12日 土渡の調査で人骨とみられる骨片を伴う

墓獲が夕数検出されたため、全員で供養を行なう。

7月 18日 梅雨あけを思わせる暑い一 日であった。

土墳のセクション観察と完掘作業を続ける。第40号土

墳の大形石匙の写真撮影。市文化財審議委員会視察。

7月 23日  土羨群の掘 り下げ。上羨上面の小規模な

集石を測量後取 りはずす。県営固場整備事業に伴い調

査することとなった矢ノロ遺跡の表土崇」ぎ作業に調査

員が立ち合 う。

7月 29日  広場中央の上竣群の調査をほぼ終了する。

そのため重複の著 しい西側山裾の住居址群調査の段取

りに入る。第356号土渡より萌珀製垂飾が出土する。

7月 31日  住居址の重複関係を把握するのに手間ど

る。本 日より矢ノロ遺跡の調査に入り、調査員・作業

員の一部が移動する。

8月 6日  西側山裾部にかかる現場事務所前の住居

址群の調査 を進める。住居址の重複が著しく、プラン

の確定がむずかしい。明治大学戸沢充則先生来跡。

8月 7日  昨日で矢ノロ遺跡の調査が終了したため、

また従来の体制で調査を続ける。第 2回 目の航空測量

にそなえ、測量範囲の清掃作業に入る。

8月 12日  第 2回 目の航空測量のため、通常の作業

開始時間を 1時間繰 り上げて作業に入る。測量範囲の

清掃と散水作業となる。午前11時、A～ ケー101～ 107・

1～ 30グ リッドまでの区域をヘ リコプターにより写真

測量を行なう。この作業等をNHK長 野放送局で取材。

第 1節 発掘調査の経過

午後、長野県考古学会藤森栄一賞選考委員会の坪井清

足・森鳴 稔・笹沢 浩・川上 元の諸氏来跡。

8月 21日 第53・ 57・ 58号住居址の遺物の遺存状態

が吹上パターンを呈し、多量の上器が出土する。出土

状態を記録するため実測図を作成する。

8月 23日  西lRll山裾部の住居址の精査及び写真撮影。

藤塚遺跡調査のため調査員が出向する。

8月 31日  茅野市郷土研究会 と共催の遺跡見学会が

開催され、約80名の参加者がある。午前10時 より3班

にわかれ現場説明を行なう。

9月 4日  8月 30日 に開催された調査委員会で決定

された北側台地の調査のため重機による表土象」ぎを行

なう。第 2号住居址の埋甕・石棒・炉の状態をみるた

め、床面に トレンチを設けて断面観察をする。

9月 8日 住居址の掘 り下げ作業。調査を終了した

住居址は100カ所となる。集石遺構下調査のため、集石

のエレベーション作業に入る。夕方、作業終了間際に、

集石脇のY-30グ リッドに大形土偶が発見される。大

形土偶は完形で、側臥の状態で小規模な土羨状の遺構

に伴っていることを確認する。

9月 9日 完形の大形土偶が出土した土獲を500号

とする。精査の後写真撮影と実測図を作成し、土偶を

とり上げる。終日報道関係者の取材におわれる。

9月 17日  第103号住居址床上の焼上の記録。第

104・ 108号住居址の発掘。午後は雨のため考古館で上

器洗い。原田市長・北沢市助役・有賀市議会議長・市

議会総務委員会視察。長野県史干J行会宮下健司氏来跡。

9月 19日  第101号住居址に検出された多量な土器

の取 り上げ作業を行なう。第108号住居 l■Lの柱穴脇に検

出された黒曜石集石遺構の平面実測。集石遺構下調査

のため、礫のレベ リング及び下部遺構の検出につとめ

る。東京12ch「 プラネットアース」のロケに柳生博氏

他来跡。

9月 27日  航測に備えての調査区の清掃作業と第 1

号住居址床下の土羨検出作業が中心となる。明治大学

戸沢充則・安蒜政夫・矢島国雄の諸先生他学生来跡。

9月 30日  第 3回 目の航空写真測量のため、台地西

側の住居址群の清掃作業を行なう。午前11時ヘ リコプ
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ターによる測量用写真の撮影。

10月 4日  航空写真測量の終了した範囲の埋甕・立

石等の観察及び掘 り下げ作業:第 74号住居址の埋甕は

X字状把手付深鉢が逆位で埋設され、胴部に穿孔のあ

るものである。

10月 8日  八ケ岳に初冠雪。北側台地を中心に住居

址の検出と掘 り下げを行なう。長野県教育委員会文化

課小林秀夫・芦部公一両指導主事視察。

10月 16日  四賀小学校生徒見学。

10月 19日  初霜柱が立ち、調査区が泥淳むようにな

る。北側台地に検出される土羨には小形土器が伴出す

る例が夕 Vヽ。

10月 24日 航空写真測量の予定日が迫るため、調査

は急ピッチとなる。台地の北東隅に直径が10mを越す

大形の住居址が検出される。

10月 29日 北側台地について最後の航空測量を行な

う。測量もれがないか点検する。

10月 30日 遺構断面実測等の補足作業を行なう。寒

さのために作業がはかどらない。

11月 1日  4月 から続いた調査 も本 日で終了となる。

実測もれ、掘 り残し等がないか点検 し、残 りの器材を

現場より救収する。

遺物整理と報告書作成の作業

遺物の整理 遺物の整理が本格的に始められたのは、発掘終了後に日向上遺跡と金沢工業団地の試掘調査
を終えた11月 20日 からである。コンテナ約400箱分の遺物の洗浄には 3カ 月ほどを要し、昭和62年 3月 14日 に

終了した。

遺物にはできるだけ注記をするよう努めたが、全点を行なうことはとてもできないため、主として石器・

石製品・土製品 。実測用上器・拓本用土器等について行なった。注記の略号は「YTB」 とした。
上器の復元も整理の開始と共に本格的に始め、縄文中期の土器を主体に約400個の復元作業が終了したのは

7カ 月後の昭和62年 6月 である。約400個の中には完形のもののほか、ある程度石膏を入れて図上復元ができ

るようにしたものも相当ある。土器の復元は主として田村和郎 。河ヽ平 恭・宮坂篤夫・柳平嘉彦・守矢芳夫・

牛山市弥 。牛山徳博・鵜飼幸雄・関 喜子・原 敏江 。矢嶋恵美子が行ない、尖石友の会会貝諸氏に作業の一

部を援助していただいた。

大形土偶の復元は宮坂篤夫によるものである。なお、この大形土偶に関しては、復元が完成したところで、

昭和63年 1月 23日 に尖石考古館において記者発表した。当日のコメンテイターに明治大学教授 戸沢充則先生

をお願いできたことは幸いであった。

遺物の実測と報告書作成の作業 遺物整理と合わせて遺物の実測を進めた。実測が最終的に終了したのは
昭和63年 4月 である。

石製品・土製品・鉄製品の実測とトレースは守矢昌文・伊東みゆきが行なった。石鏃・打製石斧等の実預1

は守矢・伊東・武居八千代が行ない、 トレースは守矢・伊東が行なった。凹石類の実預Jは伊野文子が行ない、
トレースは伊東が行なった。石皿等は武居が実測し、 トレースは鵜飼が行なった。また、復元された土器の
実測にあたっては大形土偶を含む300′点を写真実測で行なうこととした。作業を中央航業株式会社に依頼する

こととなり、昭和62年 8月 6,7日 、 9月 1・ 2日 の 2回に分けて実施し、10月 31日 までにはすべて納品と
なった。写真実測以外の上器の実測と写真実測図の校正は守矢が行ない、土器実測図等の トレースは鵜飼が

行なった。なお、平安時代の上器の実測は最後まで残り、昭和63年 4月 になって行なわれたが、近世陶磁器

の実測 。トレースと共に守矢が行なった。また上器の拓本は矢鳴恵美子・関 喜子・原 敏江・小松とよみが

行ない、実測は武居、 トレースを鵜飼が行なった。
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況場で作成した遺構の実測図はできるだけ本書に図示するよう配慮したが、土墳のセクション図に限って

は代表的なものの一部を図示しえたにすぎない。図面の整理は守矢・武居・矢鳴・伊野が行ない、 トレース

は鵜飼が行なった。遺構実測図のトレースは土器の実測図の納品と合わせて交互に進め、これらの トレース

が最終的に完了したのは昭和63年 3月 25日 である。この間、月ヽ池岳史・植松幸子 。菊池佳子の応援を得て図

の整備 と点検を進め、昭和62年度内には図の作成を終了した。

昭和63年度に入り、 6月 には調査報告書の印刷製本を鬼灯書籍株式会社に依頼することが決定し、 6月 22

日に図のほとんどを渡すことができた。図の編集は鵜飼・守矢・矢鳴・武居が行ない、遺構・遺物等の一覧

表の作成は鵜飼・守矢・矢鳴・武居・伊野で行なった。遺物の写真撮影は土器の撮影を小松大吉氏、笹岡丈

治氏に依頼し、それ以外については鵜飼と守矢でイ子なった。そして 3月 中頃から一部原稿の執筆に入った。

原稿は調査団関係者が分担執筆したが、主力となる学芸員は市内の遺跡の発掘調査と報告書の作成にも対

応せざるを得ず、全員が脱稿したのは平成 2年になってからである。本書の編集作業には鵜飼が携わったが、

調査団関係者のほか、功刀 司・米山美代子の助力も得た。

なお、石器の石材については、昭和63年 1月 に両角昭二氏 (当時 茅野市博物館協議会委員・現 茅野市教

育長)に鑑定していただいた。また、主として第56号土羨から出上した人骨については、平成元年■月に信

州大学医学部第 2解剖学教室 西沢寿晃先生に鑑定を依頼し、先生からは鑑定結果についての原稿をいただく

ことができた。英文要旨は、平成 2年 8月 に、共立女子短期大学 植木 武先生に作成していただいた。

遺物整理から報告書作成までの作業は尖石考古館において行なったが、作業にあたっては館長 期ヽ平 恭氏、

前館長 田村和郎氏をはじめとする考古館職員の絶大な援助と協力のもとに進めることができたことを特に

記しておきたい。

上偶のC Tec R写真の撮影 主として第500号土竣から出上した大形土偶の製作技法を明らかにすること

を目的に、諏訪中央病院放射線課の協力を得て昭和63年 11月 17日 にCR・ CT写真の撮影を実施した。

写真は放射線副技師長 中村光昭氏を中心とする同課スタッフにより行なわれた。大形土偶についてはX線

CT(断層写真)と CR(コ ンピューター処理のX線写真)を撮 り、第55号住居l■出土土偶についてはX線

CTのみ行なった。XttC T撮影装置は「横川コンテックスRX」 である。

これにより、表面観察ではほとんど知 りえない大形土偶の製作技法を、CToCRの 撮影により驚 くほど

明らかにすることができ、その成果を写真図版に示すことができた。

撮影に理解され、協力いただいた諏訪中央病院事務長 原田真弓氏・事務次長 牛山 俊氏 (当時)・ 放射線

副技師長 中村光昭氏・診療放射線技師 藤森一広氏に感謝申し上げる。
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第 2節 発掘された遺構・遺物の概要

遺構の概要

遺構は発掘順に番号を付 した。したがって住居l■の番号は縄文時代から平安時代のものまでが通し番号で

示されている。

以下、縄文時代の遺構から順にその概略を記す。

縄文時代の遺構 住居址は159ま で番号が付されている。その数的な内訳は縄文時代が150、 平安時代が 9
である。しかし縄文時代の住居址数は第 7号住居址が中期初頭Ⅱの 7号 Bと、中期中葉Ⅱの 7号Aと の 2つ

の重複であること。また第146・ 158号が住屋 l■としての要素に欠ける竪穴状の遺構であることを考慮すれば、

発掘された縄文時代の住居址の数は149と なる。ただしこの数字についても、同一地点での建直しと考えられ

る住居」lLに 発掘の都合上番号を付 したものと付さないで扱ったものとがあり、住居址の絶対数を示 してはい

ない。そこで、ここでは一応縄文時代の住居址数を前期 3、 中期 146、 (竪穴状遺構 2基を含めない)平安時

代 9と し、計158と 示してお く。

なお、住居址に付属する特殊遺構 として黒曜石集石遺構がある。第45'108。 131号住居址等に検出されて

いるほか、第117号住居址覆土上面のQ-55グ リッドからも 1カ所発見されている。

方形柱穴列は現場で確認できたもののほか整理の段階でプランが再検討されたり、あるいはまったく新た

に方形柱穴列 と見い出されて番号を付 したものもある。したがって本書には、現場で撮影した遺構写真と、

図として示 したものが異なった形態で表わされているものがある。結果的には14基の存在が確認されたこと

になるが、具体的な帰属時期については判然としないものが分い。

ピット群に関しても、現場ではそれらが柱穴と目され、なにかしらの建物 l■や木柱状の施設で構成される

遺構の可能性が検討されたものの、結局そうした遺構の存在を見い出すことはできなかった。このため、こ

こでは現地での所見を尊重 し、平面図等が全部揃った整理の段階で再検討 した結果を報告してある。

土墳はいわゆる小竪穴等、小さな竪穴状や穴状の遺構について便宜的に「土羨」と総称した。上渡は特に

南環集落の中央部での重複が著しい。ここでは平面プランの確認段階では単一であったものが、完掘段階に

至って複数個の月ヽさな土媛の重複と認められたものが多い。したがってそれらの中にはアルファベットを付

記して対応したものもある。さらに方形柱穴列として確認される以前に土援としての番号を付したものもあ

る。番号は662ま で付したが、このうち欠番としたものが10カ所あり、これについては一覧表に示したとおり

である。

土羨は652カ 所を登録した。これらの上羨はプランがある程度しっかりしたものであり、そうでなくても遺

物が出土したものについては刻ヽさなピット状のものでもすべて登録してある。前述したように、土渡は同地

点での重複が著しく、プランが不安定であったり遺物がまったく検出されなかったものなど、発掘の過程で

かなりの数の遺構が登録から欠落してしまっている。このため実際には、未登録の616カ 所を加えたいわゆる

「穴」状の遺構は、1,268カ所が掘り上げられていることになるのである。

それら多数の上獲のうちでも注目されるような遺物を出土した土墳はそれほど多くない。縄文中期に限っ

〃
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てみれば、垂飾を出土するもの、副葬されたと思われる刻ヽ形の上器や石匙を出土するもの、また甕棺とも思

われる大形の土器が伴うもの等が特徴的な土墳として指摘できる。また大形土偶が出上した第500号土羨は、

そうした遺物を出土する土墳と比べるとごく小さな掘方をもつ浅い土墳であるが、その集落内での位置は注

目される。

一方、縄文後期から、あるいは一部晩期にかかるかと思われる時期の上援で特徴的なのはブロック状の多

量の焼土と骨片を伴うものである。これらの遺構は 5基あり、集石・敷石遺構とごく近い位置の北側に発見

されている。同じように集石・敷石遺構を挟んだ南側に主として発見されている焼土址と関連し、それらの

遺構が集石遺構を中心に分布し、かつ 2群をなす方形柱穴列群がそれらの遺構の両極にあることも注目され

る。

骨片の出土と関連 して注目されるのは第56号土娠である。時期は明らかでないが、後期以降とみてまちが

いないだろう。

集石遺構はいくつかの集石の核で構成されたものである。それぞれのブロックには中央のあくものがあり、

そこには自然石による立石や石棒が立てられていた可能性が強い。ブロックは西端に位置する環状のものが

最大で、かつそれを構成する礫も大きい。これらの礫は円環状に立てられていた可能性もある。また東側に

は北へ向かって延びる列石部もある。遺構の時期は後期中葉以降から晩期初頭になるものと考えられ、それ

ぞれのブロック等、下部の土羨との関係は特に認められない。

集石遺構はこの大形なものの他、ごく小規模なものが南側の黒色土中に 6カ所認められた。時期は縄文後

期のものと考えられる。

敷石遺構は大きな厚い盤石を敷いた遺構で、北側1/2ほ どを平安時代の第 1号住居址によって切り取られて

いる。集石遺構とごく近い位置にあり、第12号方形柱穴列遺構の真上に設けられている。南側の一角に大き

な石櫃が据えられていた。あるいは住居址の可能性もあるかも知れない。時期は集石遺構と同様に考えられ

るが、後期末から晩期初頭の可能性が強い。

屋外炉址とした遺構は 2カ所ある。1つはU-50グ リッドに位置し、第109号住居址のP5脇の覆土中に発見

された石囲炉である。もう1カ所はX-38グ リッドに位置する土器埋設炉である。

焼土l■は 7カ所発見されている。そのうちU-19グ リッドから発見された第 7号焼土址については、他の

焼上址とは帰属時期が異なるものと思われる。焼土址としてとり上げた遺構のほかにも焼土遺構を伴うもの

がある。第297・ 452号土娠にからまる焼土址がそれで、これなどは集石遺構とそれに伴う一連の遺構の 1つ

ともみられるのであるが、判然としない。

屋外の単独出上土器は 5個休ある。それらは 4個体の深鉢形土器と1個体の有孔鍔付土器とみられる土器

で、いずれも南環集落の広場とみられる区域の一角から出土している。

ロームマウンドは 3カ所あり、集石遺構を囲む位置に発見されている。第 2号には出土遺物がなく、また

第 1号が第115号住居址を切っているほかは帰属時期を明らかにできる所見は得られなかった。ここでは一応

縄文時代の遺構の 1つ として示しておきたいと思う。

平安時代の遺構 住居址は 9カ 所発見されている。南側台地に 7カ 所、北側台地に2カ所あり、このうち
第 1・ 76号住居址は火災住居址である。

掘立柱建物址が 3棟あり、南側台地で住居址群に囲まれる位置に設けられている。なかでも第 1号掘立柱

建物址には河ヽ鍛冶l■Lが検出されている。

近世以降の遺構 近世以降では掘立柱建物l■ 3棟と柱穴列、土墳 8カ 所がある。
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発見された遺構の数量は下記のとおりである。

縄文時代 竪穴住居址 149  前期 3

中期 146

竪穴状遺構  2(第 146。 158住 で登録 )

方形柱穴列 14

土羨    643

ピット群

集石遺構  7

敷石遺構   1

屋外炉址  2

焼土址   7

屋外の単独出土土器  5

ロームマウンド   3

平安時代 竪穴住居址  9

掘立柱建物 l■ 3

土羨    1

近世以降 掘立柱建物址 3

柱穴列   1

土墳    8

遺物の概要

先土器時代の遺物 先土器時代とみられる遺物は 5点ある。 3点は黒曜石製の剰片で、他の 2点は尖頭器
と有茎尖頭器である。ただしこの 2点の尖頭器については、あるいは縄文時代に属す可能性もあるが、本書

では一応、先土器時代の遺物として記載してある。

縄文時代の遺物 遺物で多いのは縄文土器である。縄文土器は時期によっては量的な多寡はあるにしても、
早期の押型文土器の段階から晩期前半まで、縄文時代のほぼ全期間のものが認められる。なかでも中期の土

器の量が圧倒的である。調査面積が広かったこともあろうが、後期の上器も市内の遺跡としては今までにな

く多い。特に加曽利B期の土器が多いのは注目される。帰属時期は明らかでないが、後期の粗製土器の量も

多い。それらは復元がやや困難なため、図にして示したものはごく少ないが、実際には相当量がある。

復元された縄文土器はほぼ完形のもの234点、半完形品163点である。このほか破片実測をしたもの193点

で、本書にはそれら590点のすべてを図示した。なお、このをミ数には土製品として扱われる場合もある小形土

器も含まれている。また、拓本で示した上器は464点である。それ以外の大量の土器片については残念ながら

資料化で番ていないが、復元した上器を含めた縄文時代の上器の総重量は、推定で 5t前後になるものと思

われる。

土製品では大形土偶をはじめとする土偶が比較的多い。また、月ヽ形土器も比較的多く注目される遺物であ

る。第104号住居址出上の 2個 1対とみられる小形な土製品も注目される遺物である。

石器は総数23,594′ミであるが、このうち住居址出土のものを主体に1,377点 を図示し得た。石器で注目され
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るものの 1つに安山岩製のやや刻ヽ形で痛平な形態の礫器がある。これなどは八ケ岳山麓ではあまり類例のな

い石器である。また石錘が比較的多い点も遺跡の環境と合わせ注目される。それから、遺物の出土状態と関

連して注目されるのは粗製の大形石匙であり、土竣に伴って出土するものが10数例確認されている。

石製品では軽石を用いて作られた特殊な一連の遺物が注目される。岩偶 といえるものや凹石状のものなど

種々の形態がある。また、第401号土獲から出土した岩版は、伴出土器が後期後半のものとみられることか

ら、岩版研究にも一石を投ずる資料 となるであろう。

石器の出土点数で最も多いのは黒曜石の砕片 。手J片類で19,073!ミ ある。ただしこれらの黒曜石製の石器類

の量的な傾向は、石器の点数 としてはやや把握しにくい一面がある。したがって、それらの石器類に黒曜石

製の石鏃 。石錐・石匙を加えた黒曜石の重量でみてみると、住居址出上のもの57,700.9g、 グリッド出上の

もの45,298.5g、 土墳出上のもの7,045。 3g、 集石遺構出土のもの125.3gで、総重量は110.17kgと なる。

黒曜石の出土量については検討の対象とされるべき課題であると思われるが、黒曜石の原産地を控えた遺

跡でもあり、発見されている黒曜石集石遺構などと関連し、その量的な傾向が注目されるところである。

平安時代の遺物 平安時代の遺物はコンテナにして 3箱 とそれほど量は多くない。復元した土器は完形の

もの36点、半完形のもの30点 で、これらはすべて図示した。

土器で特徴的なのは第 1号住居址出上の土師器の耳皿と暗文のある婉で、この塊は第34・ 139号住居JILに も

みられる。

鉄製品は13点あり、特に第71号住居址から出土した完形のV字形の鋤先は類例の少ない資料として貴重で

ある。

中 。近世の遺物 中世の遺物は陶磁器が 3点ある。近世は陶磁器145点のうち62点、銭貨 1′ミを図示した。
中 。近世の陶磁器はいずれも破片で完形のものはない。

出上した遺物の数量は下記のとお りである。なお、石器の器種に関しては、巻末に付 した一覧表に示した

器種区分に従って示してある。一覧表の「その他」の項目に記載されている石器については独立した器種名

を冠 して示したが、軽石製品については器種 として示さず、一括して「軽石製品」 として示してある。土器

は図として本書に掲載したものの数のみを示したにすぎない。

先土器時代

尖頭器 2 禁J片 3

縄文時代

石 器 石鏃354 月ヽ形石匙31 石錘36 打製石斧1,142 横刃型石器131 大形石匙96 凹石439 敲石
9 磨石凹石67 磨石敲石 4 磨石34 石皿62 磨製石斧171 礫器62 石錐92 ハンマー12

崇J片石器 5 石核19 象U片449 砕片141 原石 148 石棒13 丸石23 黒曜石製系J片石器263

黒曜石製両極石器431 黒曜石砕片・手J片 19,073 黒曜石製石鏃ブランク175 黒曜石製スクレ

イパー23 石槍 1 祗石 1 台石 1 蜂巣石 1 石碗 4 石櫃 1 パレット1 岩版 1 軽石

製品49 垂飾 7 飾玉 1 狭状耳飾 2 小形棒状礫 1 海浜礫 4 立石様礫 1 平石 1 水晶
6 坑石 (自然石・鉱物)1

土 器 深鉢437 浅鉢30 鉢15 有孔鍔付 (鍔付)15 器台 6 台付土器11 両耳壺 6 壷 6 吊手 3

小形土器60 蓋 1

土製品 土偶45 土製円板71 土器片錘13 土製垂飾 1 耳栓 1 土笛 (上偶)1 土鈴 3 顔面把手
3 石皿状土製品 1 石棒状土製品 1 ヘラ状土製品 1 未焼成粘± 1
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平安時代

土 器 完形36 半完形30

土製品 土錘 2

鉄製品 ヘラ状鉄器 1 麻皮争J器 1 紡錘車 1 釘 7 鋤先 1 鎌 1 刀子 1 鉄滓1,350g

石製品 祗石 3 水晶 1

中 。近世

陶磁器 148

銭 貨 2

以上の遺物のほかに、縄文時代 とみられる骨片と若干のクリの炭化物、平安時代の第 1号住居 l■から出土

した炭化材等の自然遺物がある。
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第 3節 発掘調査に伴う諸事業の記録

成果の公表

棚畑遺跡特別展 茅野市尖石考古館 (館長 小平 恭)では、昭和63年度の市制施行30周年記念事業の一つ
として「棚畑遺跡特別展―今よみがえる縄文中期の大集落―」を行なった。

尖石考古館の常設展示室の一部と特別展示室を利用し、大形土偶を中心に代表的な遺物や写真パネル等を

展示したほか竪穴住居を復元し、棚畑遺跡の変遷や縄文中期の村の姿を再現できるよう配慮した。また特牙U

展用のポスターとパンフレットを作成して配布した。会期は9月 25日 から10月 10日 まで休館 日なしで行ない、

会期中は招待者も含め、1,879名 の入館者があった。

また、10月 1日 には茅野市文化センターにおいて記念講演が行なわれた。講師は明治大学教授 戸沢充則先

生で、「縄文人のムラと生活―縄文人の生きた姿を復元する一」と題し、約 2時間にわたり、棚畑遺跡を中心

とした八ケ岳山麓の縄文人の生活の様子などについてわかりやすく話された。

その他、昭和63年度中には、国立科学博物館を会場として行なわれた「日本人の起源展」で大形土偶と棚

畑遺跡の主要な出土品が展示された。

研究の発表 調査団関係者が行なった研究発表等について記しておく。
研究発表としては、昭和62年 2月 ■日の諏訪地区遺跡調査研究発表会に鵜飼・守矢で「茅野市棚畑遺跡」

について行なう。 5月 23日 の長野県文化財保護協会諏訪支部総会では、宮坂光昭が「茅野市棚畑遺跡の発掘

調査の成果一大土偶出上の意味―」と題して講演を行なった。 5月 31日 の長野県考古学会総会では鵜飼・守
矢が「茅野市棚畑遺跡」について発表を行なった。 6月 5日 には茅野市郷土研究会の定期総会において、鵜

飼が「棚畑遺隊の発掘記録」としてスライド上映と解説を行なった。

発掘調査の速報・概報的なものとしては、棚畑遺跡発掘調査団「棚畑遺跡緊急発掘調査概報」『信濃考古』

97。 宮坂光昭「茅野市棚畑遺跡の発掘調査」『文化財信濃』13-3。 宮坂光昭・戸沢充則「棚畑遺跡と大形完

形土偶 上。中・下」『信濃毎日新聞』昭和62年 2月 28日・3月 1日・3月 3日 。鵜飼幸雄「茅野市棚畑遺跡―
大形土偶を出上した縄文中期集落l■L―」『長野県埋蔵文化財ニュース』21。 宮坂光昭「長野県茅野市米沢tLH畑

遺跡」『日本考古学年報』40。 鵜飼幸雄・守矢昌文「長野県茅野市棚畑遺跡出上の大形土偶」『考古学雑誌』

75-1がある。

土偶のレプリカの作製と碑の建立

土偶のレプリカの作製 国立歴史民徐博物館長より、同館第 1展示室副室「日本人の原型」の展示資料並
びに研究資料 とするため、第500号土援出土土偶の複製品製作についての依頼があった。昭和62年 11月 7日 に

考古研究部助教授 西本豊弘氏が尖石考古館へ来館され、翌日から京都科学によるレプリカの作製が行なわれ

た。12月 22日 には考古研究部助教授 春成秀爾氏が検収に来られ、当日で作業は終了した。茅野市でも尖石考

古館の昭和63年度の事業 として 1体作製 した。これにより、第500号土媛出土土偶のレプ リカは、現在国立歴
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史民俗博物館と尖石考古館に各 1体ずつ保有されていることになる。

棚畑遺跡碑の建立 棚畑遺跡の台地よリー段低い西側の市道に面した場所に「棚畑遺跡碑」が建てられ、
昭和61年 12月 26日 に行われた工業団地完正式で除幕された。石碑の本体は高さ160cm、 幅92cm、 奥行45cmで台

座がある。原日文也茅野市長の揮ごうで棚畑遺跡の名を大きく刻み、茅野市教育委員会による遺跡の概要を

記した碑文が入っている。石碑は工業団地に進出する日新工機株式会社と諏訪熱工業株式会社が建立した。

土偶の重要文化財指定

第500号土墳から出上した大形土偶の調査のため、文化庁美術工芸課文部技官 原田昌幸氏が昭和63年 9月

13日 に来訪された。第500号土獲出土の上偶は、平成元年 1月 12日 の文化財保護審議会に文化財指定候補とし

て諮問され、 3月 28日 には答申がなされ、国の重要文化財として指定されることが決定した。そして 6月 12

日付け文部省告示第92号で重要文化財に指定されることが官報告示された。この間、 4月 4日 から16日 まで、

東京国立博物館において「新指定重要文化財特別展観」として一般公開された。なおこの上偶に関しては、

新指定の文化財を紹介した『月刊文化財』310号の日絵で紹介され、文化庁美術工芸課文化財調査官 土肥 孝

氏が解説を力Πえられている。

θ0
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第1節 棚畑遺跡の層序

第 1節 棚畑遺跡の層序

棚畑遺跡の立地する台地は花筒閃緑岩を基盤とするもので、この基盤上に火山性堆積物 (ロ ーム・パミス)

と黒色土が堆積し、台地が形成されている。

調査区全体が近世・近代における耕作で攪乱され、また縄文時代早期から近世にわたる様々な遺構が重複す

るため、基本的な層序と各時期の生活面の関係の把握までには至らなかった。しかし、遺構覆上の色調等に

縄文 。平安・近世の差が識別でき、遺構の大まかな帰属時期の決定に役立った。

台地の基本層位の観察は、N・ 0-48グ リッド北壁、 S-15～ 18グ リッド西壁において行なった。

Ia層、黒色土…耕作土。若千ぼろつく。

Ib層、漆黒色土…しまりが良く色調は漆黒を呈し、粘性をもつ。

■a層、暗黒褐色土…しまりが良く粘性をもつ。

Ⅱb層、褐色土…しまりが良く粘性をもち、土層の性格はHa層 と類似する。しかし、より明るい色調を呈

する。

HC層、茶褐色土…土層内に炭化物を含有し、下部に至るにつれローム粒子の混入割合が増し、色調が責色

味をおびる。土器片等の遺物を含有する。

III a層 、暗責褐色土…やや くすんだ色調の責褐色土である。

Ⅲ b層、黄褐色土…Ⅲ a層 よりもローム粒子を多量に含有し、やや粘性に欠ける。

Ⅲ C層、明黄褐色土…Ⅲ層内で最もローム粒子の混入が多く、黄色味が強い。層内への混入物のためか粘性

にはやや欠ける。

Ⅳ層、ローム…色調がややくすんだ責色味を呈し、わずかに粘性をおびる。

以上のような土層の堆積を示していた。これをまとめると、基本的には黒色土 (I層群)、 褐色土 (H層

群)、 黄褐色土 (Ⅲ層群)の堆積として捉えることができる。

S-15～ 18の西壁
-881 209

la

lb
‖つ

‖b

‖C

I‖ b

l‖ C

IV

黒色上、耕作土

漆黒色上、しまり良好・粘性

暗黒褐色上、 しまり良好・粘性

褐色上、 しまり良好・粘性

茶褐色上、炭化物含有・下部にロー

ム粒子増す 遺物含有

暗黄褐色上、ややくすんだ色調

黄褐色上、粘性に欠ける

明黄褐色上、ローム粒子の含有多い

N～ 0-48の Jし壁

第 5図 発掘区の上層図 (1/60)
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台地は各々の場所により、土層の堆積状態に変化がある。南側台地の西側山裾斜面では、傾斜に沿って土

層が薄く堆積していた。そのため東側の壁の掘り込みが地山層にまで至らず、また床の一部を I・ H層群内

に設けているものもみられ、これらはその多くがすでに流出しており、検出できなかったものもある。台地

の南西 。南東斜面も土層の堆積が薄 く、特に南東斜面部は20cm前後で地山に至るというものであった。これ

に対し、東北斜面に入り組む小規模な谷上部においては、台地斜面にH層群の褐色上が厚 く堆積しており、

漸移層も厚く、東側の壁をH層群内にもつ住居址もある。台地平坦部のほぼ中央部は、第 6図に示したよう

に地山が皿状に窪み、この範囲を中心に I層群がレンズ状に厚く堆積していた。なお、調査の都合上重機に

より表土 (Ia層 )を約30cm前後削除している。

遺物の包含層は I層・Ⅱ層群、特に Ia層中程より下位のHC層であったが、時期差による偏りはみられ

ず、この両層より混然とした状態で出上している。

遺構の検出面を正確に把握することはできなかったが、近世の柱穴群は覆土が Ia層 と色調が類似するた

めその判別がむずかしく、HC層上層で明確になったことから、 Ia層上部より掘り込まれていたと思われ

る。平安時代の住居址は、近世の遺構よりやや下層でより明確になった。縄文時代後期は、集石遺構が Ia

層下部からHC層上部より検出されている。中期の遺構はその下位のHC層中程より検出されている。

第 6図  台地長軸方向の断面図 (1/1,500)

認
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第 2節 先土器時代の遺物

ローム層から出上した資料ではないが、形状や黒曜石の質等より先土器時代の石器と思われる資料が 5点

ある。

剣片 (第 7図 1～ 3)

気胞・交雑物を多量に含む冷山・麦草峠産と思われる黒曜石を用いた禁J片が 3点出上している。千」片の大

きさ (1～ 3以外の手J片はそのほとんどが 5× 5 cm以内、特に 3× 3 cm前後のものが主体を占めるのに対

し、これらはこの規格範囲より大きい)、 風化度、他の黒曜石と産地が異なっている点などより、先土器時代

に属す象」片と考えられる。なお、この 5点の崇J片以外の黒曜石はすべて和田峠産と思われる混入物の少ない

ものである。

|・ 2 冷山・麦草峠産の黒曜石を用いた縦長制片である。両者共裏面にポジティブな主要手J離面を残し、

調整打面をもつ。 1は右側縁を切断し、 2は末端を切断したものである。

3 冷山・麦草峠産の黒曜石を用いる横長黒J片である。裏面にポジティブな主要象J離面を残していたと思

われるが、打瘤部分が切断されているために不明である。切断面を打面とし、劉片の厚さを調整する素J離が

行なわれている。素J片の側縁には刃こばれ状の痕跡が見られる。

有茎尖頭器 (第 7図 4)

Y-40グ リッドより出上したものである。推定最大長約 8 cm、 最大幅は茎部上部にあり2.9cmを 測る。両

面とも若千の風化を受け黒」離面は不明瞭ではあるが、身部は押圧手J離による丹念な調整が行なわれており、

断面形が凸レンズ状を呈する。茎部は身部に比べやや雑な象J離となり、断面形が厚味をもつ凸レンズ状を呈

する。石材はチャー トである。

尖頭器 (第 7図 5)

第12号住居上の覆土内より出土した。最大長7.8cm、 最大幅が身部中程にあり3.3cmを測る。平面形状は木

葉形を呈し、右側縁中程がやや張り出す形となる。尖頭部、身部を中心に丹念な押圧争J離が行なわれ、断面

形が凸レンズ状を呈するが、基部の右側縁は雑な崇J離が行なわれ、厚味をもっている。石材はチャー トであ

る。

有茎尖頭器と尖頭器は、典型的な形態のものではなく、出土層位も明確でないために、先土器時代の遺物

として取り扱うことに若千の問題もある。あるいは縄文時代早・前期に帰属する石器の可能性もあり得るこ

とを付言己したい。

先土器時代の遺物の分布は南側台地に偏左しており、集中する部分等は見られず、広い範囲にわたって故

在する形で検出されている。これらの資料は縄文時代の遺構構築時に包含層が破壊され、拡散したものと考

えられる。遺物が少ない点等を考慮すると、小規模な遺跡が存在していたものと捉えることができようか。

現在、茅野市域における先土器時代の遺跡数は21カ所である。大別すると、八ケ岳山腹、池ノ平周辺、霧ケ

峰南麓、八ケ岳山麓台地の 4群で、本遺跡は霧ケ峰南麓群に属する。
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1第 2節 先主器時代の遺物

近年、八ケ岳山麓台地における調査で先土器時代の遺物が出上している。特に柳
'1以
南の山籍台地上にその

分布が多くみられ、北側の豊平・湖東地区の台地が空自となる傾向が看取されている。このことについては
(り

山麓台地の環境的条件が不安定だったことに起囚するとした考え方や、北八ケ岳火砕流等による山麓台地形
(2)

成の要因との関連などが考えられている。本遺跡の立地する台地Iよ北八ケ岳火砕流の影響を受けておらず、割

合安定した台地であったことがうかがえ、そのため先上器時代の生活の痕跡が認められたのではないかと思

われる。

本遺跡は冷山・麦草峠の黒躍石を用いた剖片が検出されたことにより、冷山・麦草峠直下に位置する渋川

遺跡群との関連などが考えられる。八ケ岳山麓台地において冷山・麦車峠産の黒曜石を用いた剖片・石器が

検出されている遺跡は、長峰遺跡。広畑遺跡・御猪岩遺跡・八ケ岳農場遺跡。向尾根遺跡・粘木南遺跡等で

あり、冷山・麦車峠産の黒曜石が割合広い範囲の遺跡で利用されていることがうかがえる。そうした中で、

本遺跡の資料は霧ケ峰南麓にもその広がりがあったことを示す点においても1貴重である。

誼 1)藤森栄―「諏訪の遺跡(4)」『諏訪』 6、 1964

(2)守矢昌文「遺物」『古田城跡』茅野市教育委員会、1987
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第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

第 3節 縄文時代の遺構 とその出土遺物

竪穴住居址

第 2号住居址 (第 9～ 12図 )

遺 構 南側台地。台地の東側先端のほぼ中程の場所で、BoC-3グ リッドを中心とする斜面に近い台
地の肩に位置している。北西側に隣接する第 4号住居址の東南側コーナー部を避けるように、数10cmの壁一

つ程度とみられるわずかな間隔を置いて掘り込まれている。

平面形は東壁が緩く「く」の字形に張る隅丸三角形である。大きさは6.1× 5.8mで、主軸方向はN-55°一

Wを示す。壁は堅くしっかりした直壁に近い良好なロームの壁が全周している。高さは北壁と西壁が30～ 40

cm、 南壁と東壁が20伽ほどで、東南側へ徐々に低くなっている。周濤は壁下を全周している。万ヽ穴の伴わな

い比較的幅広の深い濤で、幅の一定した良好なつくりの安定した周濤である。床は平坦だが出入口側がわず

かに低い。全面が堅緻で良好な床である。主注穴は 4カ所で各コーナーに 1カ所ずつ配されている。このう

ち東のコーナー部にあるP2は隅丸長方形の掘方の片側に位置している。この掘方は直接壁に立ち上がり、床

は平坦で堅く、床面からは25cmの深さがある。出土遺物はないが、人為的な埋戻しの状況が所見として得ら

れている。性格は明らかでないが、特殊な遺構ではないかと思われる。出入口部は「く」の字形に緩く張り

出した東壁の中央部である。壁下の周濤は壁に沿って外側に若干広 く掘られており、この部分の周濤内には

柱穴とみられる小ピットが設けられている。小ピットは主軸線をはさんだ左右対称の位置にあり、対ピット

ともみられる遺構である。深さは左側のピットが1lcm、 右側のピットが26cmと 30伽である。床には埋甕があ

り、埋甕の南脇にも深さ15cmの 河ヽさな柱穴がある。注目されるのは壁外にある2つの小さな柱穴と、やや内

側に寄った位置の床に配された扁平な 2点の礫である。深さ15cmの P5と 深さ17cmの P6は 壁ヽからほぼ等間隔

の位置で、主軸線をはさんで左右対称に並んでいる。主軸線と平行に周濤内のピットを結ぶ位置でもあり、

出入口部の施設であることは疑いない遺構である。一方の床面の 2つの礫は、主軸線をはさんだ左右対称の

位置で、ごく浅い皿状に凹められた掘方の中に床面と平らになるように敷かれている。南側の礫は壁外のP6と

埋甕脇の小柱穴を結ぶ線上の延長に位置しており、北側の礫も同じように壁外のP5と 周濤内の小ピットを結

ぶ線上の延長に位置している。 2つの礫は平板な鉄平石を 2つに割ったもので接合する(第 12図 13)。 おそら
く出入口部と深くかかわる性格の施設とみられる遺構である。埋甕は主軸線上で、出入田部の壁に近い床に

正位に埋設されている。胴部を切断する曽利系の深鉢形土器を、柱穴状の掘方の上部に、口縁部を床面と水

平に合わせて埋設している。掘方はローム粒混入の明褐色上で埋めている。埋甕内の土層は底に黒褐色土が

薄く堆積し、上部はローム粒混入の明黒褐色上で、これは住居址の覆上とは異なる土層である。炉は主軸線

上で、中央より北西の奥壁側へ寄った位置にある。110× 95cmの大形方形石囲炉で、深さは60cmあ る。炉石は

北側に厚い河原石を用いている他は三方向とも安山岩の厚い角礫の一枚石を維に組んでいる。このうち東の

焚口部の炉石には、上面の平らな特に厚く大形な一枚石を据えている。炉石はいずれも中央で大きく2つに

割れており、特に西の奥の炉石はさらに細かく分害」されている。焚口部以外の炉石は割れた中央部が押し出

されたように内側へ「く」の字形に折 り曲っており、小さく割れた西の奥の炉石の上部の小片は、内側へ崩

98
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

れ込むような状態にあった。石棒のある焚口部の炉石も中央で割れているが折れ曲がっていないことからみ

ると、故意になされたものとみなされる。炉の断面観察からは、壊されたと考えるより、当初から折り曲げ

て組んだものか、居住中に徐々に折れ曲ったものと考えた方がよいように思われた。炉底はよく焼けて火床

の地山も赤化している力＼ 焼土はかき出されているのか残りは少ない。石棒 (第12図12)は主軸線上で、東

側の焚日部の炉石の際に直立するように埋設されている。高さ約23omの河原石を利用した完形の石棒で、床

面下に13cmほ ど丸い軸の部分を埋め込み、床面上に10cllほ ど頭を出している。石棒は炉に向かってやや反っ

た状態で直立しており、幅広で高い頭部の先が炉側となり、見るからに炉の中央に向かっている。各炉石は

I 費褐色上
‖ 硬質ローム
Ⅲ 暗黄褐色土
Ⅳ 詰め込ローム
V ローム粒子混暗黄褐色土

B881.669
明黒褐色土 (コ ーム粒混入)

黒褐色土

明褐色土 (ロ ーム粒混入)

~＼

ノ
ーーーーーーーーーーー

4-― 一 __― ――一――
ヒ ____「

~~0

C8BI.669

を0

第 9図 第 2号住居址 (1/60)
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第10図 第2号住居址出土土器 (1/4)

据えられた後に同じ上で同じ手順で埋められている。石棒は詰め込みローム上を覆う貼床状の堅い暗黄褐色

上の上に立てられ、炉石と同じように硬質ロームで埋められていることから、炉の構築と同時に立てられた

ものであったとみられるのである。伏甕は奥壁側の西コーナー部にある。P4に近い周濤際の床面に、接合部

から胴部をきれいに切断した加曽利E系の深鉢形土器の口縁部を伏せたものである。伏奏内には1/2ほ どの下

部に刻ヽさな礫のまじった軟らかいロームが詰まっており、上部はローム粒の混る黒褐色である。共に住居址

の覆土とは異なる土層である。床面に遺存する礫は上記の主軸線の両側に敷かれた礫の他、出入口部の南脇

に1点ある。この礫 (第■図)は長さ約44cmの三角柱状を呈する形のよい河原石で、自然石ではあるが、立

石等に用いられた何か意味のある礫のようにも思われる。

覆土はパ ミスを含む単一の堅 くしまった黄褐色上であり、

人為的に埋め戻された住居ldLではないかと考えられた。床

面の出上遺物は上記の埋甕・石棒・伏甕などのほか、 P3か

ら定角式の磨製石斧が出上している。覆土からの出土遺物

は少なく、土器は破片がごく少量出上しているにすぎない。

遺 物 復元できる土器は埋甕と伏甕の 2個体である。

1は正位に埋設されていた埋甕である。胴部を切断する曽

利系の深鉢で、口縁部は部分的に打ち欠かれている。口縁

部には低隆帯の脇に 1条の横位の沈線がある。胴部は口縁

部から続 く低隆帯で区画され、区画内には条線状の沈線と

蛇行懸垂文が施文されている。 2は伏甕である。加曽利 E

系の深鉢形土器の口縁部で、胴部を接合部で丁寧に切断し

ている。日縁部は地文の縄文と隆帯による渦巻文で構成さ

れている。胴部は縄文と縦位の沈線であるが、沈線間の縄

文は磨 り消されてはいない。

石器は石鏃 1、 小形石匙 1、 石錘 2、 打製石斧 3、 凹石

3、 磨製石斧 2、 石棒 1、 黒曜石の手J片石器 5、 同両極石

器 1、 同スクレイパー 1の他は黒曜石の制片類と平石 (鉄 第11図 第2号住居址出入口部の礫 (1/6)
孝ヱ



第Ш章 発掘 された遺構 と遺物
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第12図 第2号住居址出土石器 (1/3, 1・ 2・ 6は1/1.5, 7は 1/2,12・ 13は 1/6)
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第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

平石)と 、角柱状礫 1である。 5は P3か ら出上した定角式の磨製石斧である。12は炉辺に直立していた単頭

式の石棒である。安山岩の河原石 (自然石)の軟質部分と硬質部分を上手に利用して整形したものである。

頭部は平らで安山岩特有の灰色を呈し、低 く尖った頭部の後の先はV字形に欠けたように浅 く凹んでいる。

軸の部分は丸 く下ぶくれで、やや赤褐色を呈している。まるで若いキノコによく似た形態で、寡聞にして類

例を知らない石棒である。13ほ 出入口に近い床で、主軸線をはさんだ対称の位置に敷かれていた平板な鉄平

石である。周囲はやや九 く整形されており、中央で 2つに割られたものを別々の位置に敷いたもので、接合

する。第■図は出入口部脇の床に遺存していた長さ43.6clnの 三角柱状を呈する自然石である。

時 期 中期後葉Ⅳとみられる。

第 3号住居址 (第 13～ 15図 )

遺 構 南側台地。台地先端部の東側で、A-6。 7グ リッドを中心とした台地の肩部に位置している。

本址の南側と西側には中期後葉の第 2号住居址と第 4号住居址がある。

平面形は北壁と南壁の中央部が張り出した五角形状の円形プランである。大きさは6。 7× 6.2mで、軸方向

黒褐色土 (炭化物・ローム粒子)

明褐色土 (ローム塊)

第13図  第 3号住居址 (1/60)

43



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

はN-92°一Wを示すとみられる。壁はやや開きぎみの堅い良好な壁が全周している。高さは奥壁となる西壁

で25cmほ どあり、東側へ徐々に低 くなって出入口部付近では10cmほ どの高さとなっている。周濤は小穴を伴

うもので壁下に設けられているが、出入口部と張り出した北壁と南壁の中央部、それと北西のコーナー部に

一部設けられない場所がある。床は中央の炉に向かって緩 く皿状に凹む。凹凸が少なく、全体に堅緻で良好

な床である。主柱穴は炉を囲むように8カ 所に検出されている。このうちP2だけは掘方の縁が内側に強く開

いている。出入口部はP5と P6の間とみられる。この部分の壁下には周濤がなく、P5と P6の間の床には出入

口部の施設と思われる浅いピットが設けられている。炉は中央からわずかに西の奥壁側へ寄った位置にある。

痛平な九みのある河原石 7個 をやや斜め縦に組んだ、花形を呈する完形の円形石囲炉である。炉底は焼けて

いるが焼土は中央部にわずかに認められる程度であり、ほとんどがかき出されたものと思われる。床面の礫

は奥壁近くのPl脇に大形の礫が 1′ミある。

覆土は 2層に観察されている。住居址の全体はローム塊を含んだしまりのある第H層の明褐色上で覆われ

ており、中央の上面に黒褐色上の第 I層がレンズ状に浅く堆積している。覆土中の遺物は第 I層 に集中して

おり、礫も夕数含まれていた。一括土器は出入田部 P6脇の床面と、炉の東側の床近くから出上している。ま

た、この一括土器の脇からは滑石製の垂飾 (第 15図 6)が出上している。垂飾は第 I層 と第H層の境のあた

りで、床面から10cmの高さであり、隣の一括土器とはほぼ同レベルである。

遺 物 復元できた土器は 2個体ある。1は P6の外側の床から出上した深鉢である。内湾する無文の口縁

部には角状で、丸い先端部の中央に凹穴をもつ把手が 1カ所ある。頸部は庇状の隆帯で、胴部は櫛形文や沈

線による渦巻文などが構成されている。2は炉の東側の床近くから出上した筒形の深鉢である。肥厚した方形

の口縁下に 1条の横位の沈線があり、以下の胴部は縄文である。土製品では 3の上器片錐が 1点ある。厚い

無文土器片の全周を磨った長方形のもので、長軸の両端に切目を入れている。

石器は石鏃 1、 打製石斧 2、 横刃型石器 1、 大形石匙 1、 凹石 8、 磨製石斧 1、 石錐 1、 黒曜石の手U片石

器 4の他は劉片類である。石製品では滑石製の匂玉状の垂飾 (6)が炉の東側から出上している。

時 期 中期中葉Vと みられる。

をZ

第14図  第 3号住居址出土土器 (1/4)。 土器片錘 (1/2)

0                  1ocm



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

第 4号住居址 (第 16～ 18図 )

遺 構 南側台地。台地先端部の中央に近い南側の場所で、DoE-5グ リッドを中心とする位置にある。

本址の北側には1.5mほ ど隔てて第 5号住居址がある。また南東側には壁一つ隔てて第 2号住居llLが隣接して

いる。西側は住居の設けられないあいた空間となっており、東側には第 3号住居址があるものの、中期後葉

の住居l■は設けられていない。

平面形は円形であるが、南西と南東のコーナー部が張り出して隅九となり、南壁はやや直線的に「くJの

字形に緩く張っている。大きさは6.9× 6.8mで、主軸方向はN―■
°一Wを示す。壁は高さ20～ 35cmほ どの比

較的堅くしっかりした壁が全周している。南西に張り出したコーナー部の壁の東南側には、数10cmの壁 1つ

程度とみられるわずかな間隔を置いて第 2号住居l■が隣接して掘り込まれている。しかしこの部分の壁は崩

れておらず、他の部分の壁と同様な状態にあることは、住居址の埋没のあり方と、両住居址の関係を考える

上に重要な所見であると思われる。周濤は比較的幅が広く、一定した太さでしっかりしたつくりの周濤が壁

下を全周している。また周濤の内側には旧住居の周濤が並んで検出されており、同心円状に拡張のなされた

ことがうかがわれる。床は平坦で、部分的に堅い面もあるが全体 としてはやや軟らかい。主柱穴はPl・ P2・

P3・ P4・ P6° P7・ P8・ P9の 8カ 所とみられるが、 Pl・ P3は 他の主柱穴に比べると深さが浅い。また、

P5は 旧住居の主柱穴とみられ、P4と P6が新設された主柱穴ではないかと思われる。出入口部は南壁の中央

部で、壁が九くわずかに突出ている。炉は主軸線上で、中央より北の奥壁側へ寄った位置にある。大形の深

い方形石囲炉であったと思われるが、炉石はすべて抜き取られており、深さ50cmほ どの楕円形の掘方が残っ

ているだけである。炉底はよく焼け、赤化した焼上が認められる。床面の礫は中央になく、柱穴から外側の

部分に置かれている。特にP8の回りは配石状であり、南東のコーナー部では小さな集石状を呈している。そ

の他 P7の東の脇には厚い大形の河原石が置かれており、 P2の東の縁には柱穴の掘方に合わせて湾曲する長

い大形の礫が床に据えられている。またP9の上面には大きな河原石が遺存していたが、こうした状態は住居

の廃絶のあり方を推察する上に注目される。

覆土は壁際から中央まで褐色上の第H層であるが、炉の上面にだけ黒褐色上の第 I層が認められる。こう

した堆積のあり方は、炉の破壊後、炉の部分を残して直ちに第H層で人為的に埋め、その後何らかの経過が

あって再度炉の部分が埋められたことを示すのではないかと思われた。また南西のコーナー部の壁が崩れて

いないことは、第 2号仁居址が掘り込まれた時点では、本址が住居として機能していたか、あるいは完全に

埋没していたものと考えられるが、第 2号住居址の構築後に人為的に埋められた可能性が強いように思われ

る。一括土器は西側のP8か ら小形深鉢 (第 17図 1)が出土している。その他は床面と覆土中からの出土で、

両者の接合関係にあるものもある。覆土中の遺物は炉の南側の住居llL中央部に比較的多い。

遺 物 覆土からは曽利Ⅱ～Ⅳ式の破片がコンテナ 1箱程度出上しているが、量的には曽利H～Ⅲ式とみ

られるものが多い。1は P8か ら出上した底を欠く小形深鉢である。条線状沈線の地文の上に横位の沈線と渦

巻状の蛇行懸垂文が施文されている。 2は橋状把手が 2カ所付 く唐草文系の小形深鉢である。地文は維位の

やや粗い沈線で、整わない隆帯で渦巻文と剣先状の文様が構成されている。 3は床面から出土した深鉢形土

器の口縁部の大破片で、覆土出上のものと接合関係にある。胴部は沈線による区画の中に、櫛状工具による

条線状の沈線が地文として施文されている。 4は深鉢形土器の胴部で、覆土からの出上である。

石器は石鏃 4、 打製石斧 1、 大形石匙 1、 凹石 2、 磨石 1、 磨製石斧 1、 石錐 2、 黒曜石の手J片石器 2、

同両極石器 6の他は原石と象J片類である。

時 期 中期後葉Ⅲとみられる。

をδ
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〆

を7

第17図  第4号住居址出土土器 (1/4, 1は 1/3)
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ぬ 03

更 、掛7

第18図 第 4号住居址出土石器 (1/3, 1～ 6は 1/1.5)

第 5号住居址 (第 19～ 21図 )

遺 構 南側台地。台地先端部のほぼ中央となるわずかに小高い場所で、E-9グ リッドを中心とする位

置にある。本址の北側には、本址とほぼ同期 とみられる第 9。 10・ 15号住居址が本址と一定の距離を置いて

位置している。反対の南側には第 4号住居址が1.5mほ ど隔てた位置に本 l■ と隣 り合って設けられている。し

かし西側は住居址 1軒分ほどのあいた空間となっており、また本 l」Lよ り東側には中期後葉の住居址は設けら

れていない。

平面形は4,7× 4.5mの規模をもつ六角形状の円形プランで、主軸方向はN-33°一Eを示す。壁は高さ15cm

ほどの比較的堅 くしっか りした壁が全周 している。垂直に近い立ち上が りとなる壁だが、北西のコーナー部

の壁は周濤をはさんで緩 く開いている。周濤はしっか りしたつ くりの周濤で壁下を全周している。ただ北西

のコーナー部では一段 と深 く、かつ幅 も広 く設けられている。このあり方は、この部分の壁が周濤をはさん

で緩 く開いていることと関係し、おそらく北西側へわずかながら拡張されたのではないかと考えられる。床

は平坦◆小さな凹凸があるものの堅緻な床である。主柱穴は Pl・ P2・ P3・ P5° P7の 5カ所である。出入ロ

部はP3と Pとの間とみられ、この部分の壁はわずかに張 り出して六角形状をなす壁の一角部 となっている。炉

は主軸線上で、中央よりやや北東の奥壁側へ寄った位置にある。105× 100cmの 方形石囲炉で、炉石は完存し

ている。炉石の奥の安山岩の角礫の他は九みのある河原石を縦に組んで囲ったもので、南西の焚口部には上
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面の平らな礫を据えている。

このうち焚口部の炉石は 3

つに割れており、炉石の上

面の内側の縁の部分には、

縞状を呈する黒色の付着物

が認められた。炉底は中央

部が赤 く焼け、赤化した火

床の焼上が認められる。床

面のその他の施設では、北

コーナー部に床を一段低 く

した半円形の遺構があり、

中央には深鉢形土器が横位

に置かれた状態で遺存して

いた。また P5の脇には浅い

柱穴の P6がある。出入口部

に近い炉の南西側には P4

があるが、 出土遺物はなく、

本l■に伴う遺構であるのか

判然としない。その他には

柱穴際の床面に礫が数点遺

存している。

覆土は褐色上の単層であ

る。一括土器は炉西側上面

の覆土中と、上記の北コー

ナー部の床面の遺構から、

横に置かれた状態で深鉢形

土器 (第20図 2)が 1個体

A881269  
上器                            A′

1 褐色土 (炭化物  ローム粒子 )

第19図 第 5号住居l■ (1/60)

出上している。

遺 物 復元できた上器は 2個体ある。 1は炉の西側上面から出土した底部を欠く唐草文系の深鉢である。

湾曲する口縁部は隆帯による大区画と小区画で分割されており、隆帯の協に刺突文が施文されている。胴部

は条線状の沈線を地文 とし、沈線で剣先状や渦巻状の文様が構成されている。 2は北コーナー部にある床面

の一段低い半円形の遺構から出上した胴下部を欠損する深鉢である。口縁部は向い合う位置に小さな突起が

あり、内側には沈線で文様が施文されている。肥厚した短い口縁下の胴部には、条線状沈線を地文とし、沈

線で剣先状や渦巻状の文様が構成されている。

石器は凹石 2、 磨製石斧 1、 黒曜石の崇J片石器 1、 軽石製品 1の他は原石と黒」片類である。

時 期 中期後葉Hと みられる。

を9
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第20図 第 5号住居址出土土器 (1/4)

σ0

第21図 第5号住居址出土石器 (1/3)・ 軽石製品 (2は 1/2)
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第 6号住居址 (第 22～ 24図 )

遺 構 南側台地。台地先端部でも南の突端となる場所で、E-101・ 102グ リッドを中心とする台地平坦

面の南の角に位置している。本l■の下のやや東寄 りの斜面には、本址とほぼ同期とみられる第 8号住居址が、

lmに満たない間隔を置いて隣接している。また西寄りの斜面には第 7号住居l■があり、本址の南西のコー

ナー部とわずかに重複する関係にある。

平面形は出入口部の方向へ張り出す隅丸五角形のプランである。大きさは5.4× 4.7mで、主軸方向はN―

30°一Wを示す。壁は北壁が高さ20cmほ どの直壁に近い堅く良好な壁であるが、東壁と南壁はわずかな立ち上

がりが検出されているにすぎない。また、南西のコーナー部は第 7号住居IIと わずかに重複しており、壁は

第 7号住居l■の覆土中で検出できなかった。周濤は東南のコーナー部以外はほぼ壁下を全周している。なか

でも北壁下の周濤は深くしっかりしている。しかしその他の部分は浅く、特に南壁下の西側部分は不鮮明で

判然としない。床はパミスの含まれる層で床面には小さな地山礫が出ている。凹凸のある堅い床であるが、

級密な面はほとんど認められない。主柱穴は各コーナーの 4カ所に配されている。出入口部は壁が「く」の

字形に突出した南壁の中央部とみられ、この部分の床は攪乱されている。炉は主軸線上で、中央より北の奥

壁側へ寄った位置にある。一枚石を維に組んだ方形石囲炉であるが、炉石は西側と南側が抜かれ、東側の炉

石ははずされてその場所に残されていた。また炉石の一部とみられる礫が炉の西脇に 1点遺存していた。炉

の掘方は100× 80cmほ どの隅丸方形で深さは約40omである。炉の掘方の南には焚口部の浅い掘方が続いてお

り、その周囲の床は若千低 くなっている。炉底は焼けて中央部には火床の焼上が10cmほ どの厚さで残ってい
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第22図 第 6号住居址 (1/60)
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第23図 第6号住居址出土土器 (1/4)

る。炉内の上部には焼土を

含む褐色上が詰まってお り、

炉を破壊 した後に埋め戻 し

たものと思われた。その他

床面には礫が数′ミ置かれて

いる。

覆土は炉内まで同一の褐

色上の単層である。出土遺

物はそれほど多くないが、

東南のコーナー部の壁近 く

から石棒の断片 (第24図 5)

と、東北の壁際から一括土器が出土している。注目されるのは、一括土器の中に隣接する第 8号住居l■の炉

内出土の底部付近の破片と接合関係をもつものがあることである。両住居址の関係の深さの一端がうかがい

知れる重要な事実である。

遺 物 東北の壁際から出土した一括土器は 2 TEl体ある。 1・ 2共に条線状沈線を地文とし、日縁部に横
位の沈線を施文した単純な器形の深鉢形土器である。このうち 1の深鉢には、その部分を図示してないが、

隣接する第 8号住居址の炉内から出土した底部付近の破片が接合する。

石器は石鏃 1、 打製石斧 1、 磨石 1、 石錐 1、 石棒 1、 黒曜石の両極石器 1の他は剣片類である。

時 期 中期後葉IVと みられる。

_岡〇

62
0                       1 ocm

「
           f            I

第24図 第 6号住居址出土石器 (1/3, 1・ 2は 1/1.5, 5は 1/6)

第 7号住居址 (A・ B)(第 25～ 27図 )

遺 構 南側台地。台地先端部でも南の突端 となる場所で、台地の斜面が合わさる稜線状地形の西側角の、
G-104・ 105グ リッドを中心 とする台地の緩斜面に位置している。本址の北東のコーナー部は第 6号住居址

とわずかに重複する関係にあり、第 6号仁居llLの下位 となる本址の東側には第 8号住居 l■がある。また本址
の北側上部の台地の肩部には第18号住居址が隣接 して設けられている。本址は同地点でのA・ B2軒の住居
址の重複である。

A 緩斜面に設けられた住居址であるため、南壁寄 りの部分 と西壁は既に流出している。このため西側と
ν
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

南側のプランは検出されている柱穴のあり方から推定 した。それによると本址は10.5× 8.5mと推定される規

模の楕円形で、長軸方向がN-18°一Wを示す大形の住居 l■である。壁は北壁と東壁が検出されている。北壁

は緩 く開く高さ30clnほ どの壁であるが、長軸線付近から西側は東側の壁に比べると若千低い。これは西側部

分の壁近 くの床が東側の床よりも一段高い位置に設けられているためである。また西側の壁は東側に比べる

と床に続 く壁際がやや丸みをおびている。北壁は全体に堅 く良好な壁であるが、中央から東側ではパ ミスの

含まれる層となって特に堅い。東壁はパ ミスの含まれる層へ掘 り込まれた高さ20cmほ どの堅い壁であるが、

徐々に低 くなって南のコーナー部近 くで切れている。床に続 く壁際が九 く立ち上がる緩 く開いた壁で、壁面

は軽石等の地山の礫が出て凹凸がある。周濤は設けられていない。床は壁寄 りの位置にある主柱穴を直線的

に結ぶように、中央から奥の部分に配された段状遺構によって壁際の高い位置に設けられた床と、内側の低

い位置にある床とに画された二段構造をもつものである。外側の床は堅いが緻密さはない。内側の床は段状

遺構の際がやや高くわずかに皿状をなす。中央部は浅い位置にあるBへの貼床で、全体に堅緻な面が部分的

に認められる。ただし東壁側から炉の東南側にかけてはパミスや地山礫の露出が著しく、床は堅いものの凹

凸があって整った良好な床ではない。南側は炉の付近から地山面が急傾斜しており、この部分の注穴は斜面

に底部が若千残っているだけである。床はおそらく黒色土中への貼床であったと思われる。主柱穴はPl・

P2・ P3・ P4・ P5° P6・ P7・ P3・ P12・ P13の 10カ所で入角形状に配されている。住居上が大形の割には

主柱穴の規模は小さく、かつ深さもそれほど深くはない。このうちPlと P6は長軸線上にあり、棟持柱の柱穴

ではないかと思われる。ただP6はやや内側に位置しているため、あるいはもう少し南側へ寄った位置に柱穴

があったことも考えられる。その他の主柱穴は長軸線をはさんで、それぞれ対応する位置関係にある。P2と

P13は直線的に設けられた段状遺構のほぼ中央部で、P3と P12、 P4と PBは段状遺構の角に位置している。ま

た西側の主柱穴の近くにはP9・ Pl。・ P ll・ P14の柱穴があり、部分的に建替えのなされたことも考えられ

る。主柱穴の内側にはやや規模の小さな柱穴が六角形状にめぐらされている。床を画す段状遺構は中央のP4

とP3か ら奥の部分で、主柱穴を直線的に結ぶように設けられている。緩 く開きぎみに立ち上がる壁状の竪い

段で、北のPI付近では35cmほ どの高さがある。北側の段状遺構の検出は、同地点での重複関係をもつ別の住

居l■の存在を考えさせるような、それほど住居上の壁に似た遺構であった。炉は長軸線上よりわずかに西側

で、中央より南側へ片寄った位置にある。通常の住居址に設けられている炉の位置とは、まるで異なる位置

である。炉は85× 80cmほ どの大きさをもつ、この時期の炉としては大形の円形石囲炉である。炉石は北側に

1カ所だけ上面の平らな花蘭岩の角礫を用いている。それに続く東側には丸みのある河原石で片面の割れた

ものを据え、その間に小礫を詰めている。その他はいずれも丸みのある河原石である。炉石は斜め縦に組ん

でおり、部分的に背後に小礫を配して二重に囲っている個所もある。焚口部は明らかでないが、 1カ所だけ

上面の平らな花筒岩の角礫を配した、住居の中心部に近い北側ではなかったかと推測される。炉底は平坦で

東側がわずかに焼けているが、焼土はかき出されたのか残っていない。

覆土は中央から南側には黒色上が床面まで厚く堆積している。奥壁側は下部が明褐色上で、上部は黒褐色

上である。また北側の一段高い床の部分には黄褐色上が堆積していた。遺物は床面と覆土中から出土してい

る。上器は中期初頭からのものが出土しており、最も新しい時期の上器は藤内正式とみられるものである。

このうち一括土器は覆土中から出上した中期初頭と新道式とみられる深鉢で、また床面からは新道式とみら

れる深鉢 (第26図 2)が出上している。また床近 くの覆土中からは土偶 (第26図 4)や小形土器 (第 26図 5)

も出上している。

遺 物 復元できた土器は小形土器を含めて 4点ある。 1は Bの北壁上から北側にかけての覆土中から出
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土した中期初頭の深鉢である。片側1/2面 を欠損している。 2は Bの主柱穴とみられるP16上の床面から出土

した口縁部を欠く深鉢である。 3は深鉢の胴部で、横位の上下に重なる沈線と連続刺突文の間に逆V字形を
呈する維位の区画文が構成されている。 5は完形の小形土器である。手捏であるが、日縁部だけ一段の輪積
で成形されている。日縁部と頸部、それと底部に横位の連続刺突文がある。 Bの北壁近い住居址のほぼ中心

部で、床上10cmの位置から出土した。上製品では土偶・土製円板・土器片錘が出土している。上偶 (4)は

試
鋭

③
い 7

σσ

第26図 第7号住居址出土土器 (1/4, 5は 1/2)。 土製品 (1/2)



¶

‐５

〔

Ｈ

埒

〔
―――
―――
――‐
印
団

沼
――Ｉ
Ⅲ
ＩＩＩ
Ⅳ
Ｖ

ハ
川
湘
―キー
ーー‐
Ｕ

∩

―――

臆

――――

戦

Ａ
ＩＩＩ
‐―‐

出
問
Ч

徴

佛

Ｍ

ＩＩ

期

20      (〔

:::::::::::::::::::::)

③
略

第27図 第7号住居址出土石器 (1/3, 1～ 5。 15は 1/1.5)

57



「
‐
‐
‐
‐　
‐

第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

左脚部とややふくらんだ腹部を欠く胴部である。腰は両側へ張っており、背面は痛平で皿状に緩く凹んでい

る。脚は前方へ張り出しており、九 く広い平らな底がつけられている。左脚部の欠損面にはソケット接合の

痕跡があり、腹部には粘土塊面が認められる。また頸部と脚部には木芯痕がある。文様はない。赤黒褐色を

呈する焼成のよい土偶である。北側の段状遺構に近い内側の床近 くの覆土中からの出上である。土製円板

(6・ 7)は 2点ある。6は無文で 7には縄文がある。81ま土器片錘で、短軸の両側に切目を2カ所入れている。

石器は石鏃 10、 小形石匙 2、 打製石斧22、 横刃型石器 1、 大形石匙 1、 凹石 2、 磨石 1、 石皿 1、 磨製石

斧 1、 石錐 3、 黒曜石の崇J片石器 5、 同両極石器19、 同石鏃ブランク5の他は原石と手J片類で、黒曜石の禁」

片類が比較的多い。

時 期 中期中葉Hと みられる。

B Aの床面精査中に、Aのほぼ中心部から検出された住居l」Lである。位置的にはG-104。 105グ リッド

を中心とする台地南突端の斜面である。東側から南側にかけての壁の部分は攪乱されているが、平面形は

3.7× 3.5mの楕円形で長軸方向はN-91°一Wと みられる。壁は緩く開く堅い壁が検出されている。高さは北

壁で20cmほ どあり、西壁と東壁の一部は10cm程度の高さがある。周濤はない。床は皿状となる堅い床で凹凸

がある。柱穴はやや内側へよった位置に P15° P16・ P17° P18の 4カ 所が検出されている。炉は検出されてい

ない。

遺 物 九兵衛尾根H式とみられる土器片が若千出土しているにすぎない。

時 期 中期初頭Hと みられる。

第 8号住居址 (第 28～ 30図 )

遺 構 南側台地。台地先端部でも南の突端となる場所で、台地の斜面が合わさる綾線状地形の東側角の、

C・ D-104グ リッドを中心とする台地の緩斜面に位置している。本l■の北西側上部の台地の肩には、本l■ と

ほぼ同期とみられる第 6号住居址が、 lmに 満たない間隔を置いて本址と隣接している。

本址は台地の縁の緩斜面に設けられた住居址である。このためプランの東側から南側にかけての1/2ほ どの

部分は既に流出していて不明である。しかし柱穴と埋甕が検出されているので、この部分のプランについて

はそれらの遺構のあり方から推定した。それによると本址は出入口側が張り出す隅九五角形のプランで、大

きさは4.5× 4.4mと 推定される。主軸方向はN-20°一Eを示す。壁は西側から東側へ徐々に低 くなってい

る。高さは西壁が25cm、 北壁の中央部で20cmほ どあり、南壁は出入口部付近で地山面となり、続く東側は流

れている。軽石を含む堅いローム層に掘り込まれているため、壁は垂直に近い立ち上がりとなる堅くしっか

りした良好な壁で、壁面には軽石等の地山礫が出ている。周濤は壁下を全周している。北壁下と西壁下の周

濤はしっかりしているが、南壁下の周濤は掘方が不鮮明である。床はパミスの多量に含まれる層で、床面に

は地山礫が出ている。凹凸のある堅い床であるが級密な面は少ない。東側はおそらく貼床であったと思われ

るが、水平な貼床面は流出して凹凸の激しいパミス層の床が露出している。主柱穴は各コーナーに4カ 所が

配されている。出入口部は南壁の中央部で、壁は「く」の字形に突出していたものと思われる。炉は主軸線

上で、中央より北の奥壁側へ寄った位置にある。方形石四炉であるが、炉石は西側に縦に組まれた 1枚 を残

して抜かれている。炉の掘方は奥の部分が深く100× 80cmほ どの隅丸方形で深さは約40cmである。これに続く

南の焚口部の掘方は浅く、この上面には炉石とみられる平板石が褐色上をはさんで平らに置かれていた。炉

底は焼けているが火床の焼上の残りは少ない。埋甕は出入口部の壁近くで、主軸線上に位置している。加曽

利E系 とみられる深鉢形土器を逆位に埋設したものだが、口縁部が部分的にわずかに残っているにすぎない。

D~8



第28図 第 8号住居址 (1/60)

第29図 第8号住居址出土土器 (1/4)

埋甕は下部の柱穴状のピットを黒褐色上で埋め、その上に伏せ

られるように埋設されている。

覆土は炉内までほとんどがパミスを含む明るい褐色土で、か

つ堅くしまっている。遺物は覆土が薄いためか量的にそれほど

多くない。一括土器はPl脇の床近くから両把手付壺 (第29図 1)

が出上している。また、唯一炉内から出上した深鉢形土器の底

部付近の破片は、隣接する第 6号住居l■の東北の壁際出上の深

鉢形土器と接合関係にあり、両住居上の関係を考える上に注目

第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

10cm

第30図 第 8号住居址出土石器 (1/3)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

さヤ化る。

遺 物 土器は 2個体ある。 1は両把手付壺で、低い隆帯による渦巻文と凹線による横位の文様が肩部に
構成されている。 2は埋甕である。加曽利E系の深鉢形土器の口縁部で、渦巻文を中心とした隆帯による横

位の文様が構成されている。

石器は石鏃 1、 打製石斧 2、 磨製石斧 1、 黒曜石の石鏃ブランク1の他は黒曜石の手U片類である。

時 期 中期後葉Ⅳとみられる。

第 9号住居l■ (第 31～ 33図 )

遺 構 南側台地。台地先端部の中央に近い北側の場所で、E-12・ 13グ リッドを中心とする位置にある。
西側に位置する本址とほぼ同期とみられる第10号住居上の東コーナー部を切っている。本l■の東側から南側

にかけては、本 l■Lと ほぼ同期 とみられる第12・ 15。 5号住居址が本 l■ と

隣合って南北方向に並んでいる。また西側には、上屋が接するか重なる

程度と推測されるわずかな間隔を置いて、第11。 13号住居址が隣接して

いる。第11号住居l■Lと は主軸方向が90度異なり、第13号住居址とは向い合

う位置関係にある。

平面形は円形に近いが、北西のコーナー部と南壁中央部が張っており、

南西のコーナー部は張りが弱く隅丸方形ともいえる形態である。大きさ

は4.9× 4.7mで、主軸方向はN-95°一Eを示す。壁は南壁と西壁が比較
第31図 第9号住居址出土
土器 (1/4)
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第32図 第9号住居址出土石器 (1/3, 2は 1/2, 5は 1/1.5, 6は 1/6)





第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

的堅いが、東壁と北壁は攪乱による黒上がからんでやや軟弱である。高さは20cmほ どで全周しているが、第

10号住居址と重複する西壁は10cmほ どの高さである。周濤は出入口部となる西壁を中心に北壁と南壁の中央

部にかけて設けられている。奥壁となる東壁側を中心とした壁下には周濤が設けられておらず、この部分に

刻ヽピットが点々とめぐらされている。床は平坦で比較的堅級である。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4の 4カ 所で

ある。炉は主軸線上で中央より東の奥壁側へ寄った位置にある。河原石を縦に組んで囲った90× 85帥の長方

形石囲炉で、炉石は完存している。このうち西側の焚口部には上面の平らな礫を据えており、この炉石の内

側の縁近 くには縞状を呈する黒色の付着物が認められた。炉底はよく焼けているが火床の焼上の残りは少な

い。床面のその他の施設では、南東のコーナー部に位置するP3の両脇の床に河原石が置かれていた。このう

ち内側の炉近 くに位置する礫は石皿 (第32図 6)を伏せたものである。

覆土はローム粒と炭化物を含む褐色上の単層である。遺物は炉内から一括土器が出上しているほかは、上

記の石皿の出土状態が、隣接する第11号住居址の石皿出土状態との関連で特に注目される。

遺 物 遺物の出土量は少ない。覆土出上の土器片はほとんどが曽利Ⅱ式とみられるものであり、そのう

ちの 1点は第15号住居l■出上のX字状把手付深鉢 (第 45図)と 接合関係にある。一括土器は図示した炉内出

上の唐草文系深鉢の胴下部が 1個体あるだけである。

石器は刻ヽ形石匙 1、 横刃型石器 1、 石皿 1、 磨製石斧 2、 ハンマー 1の他は禁J片類である。 6の石皿は南

東のコーナー部に位置するP3際の内側の床に伏せられていたものである。

時 期 中期後葉Hと みられる。

第 10号住居址 (第 33～ 35図 )

遺 構 南側台地。台地先端部の中央に近い北側の場所で、G-12グ リッドを中心とする位置にある。西

側の1/2ほ どの部分を、本l■とわずかにずれて同地点で重なる第13号住居址に切られている。また、本l■とほ

ぼ同期とみられる第 9。 11号住居l■に東のコーナー部と北ヨーナー部付近をわずかに切られている。本址の

西側には本l■とほぼ同期とみられる第23号住居l■が約 2m隔てて隣り合っている。また本址の南側は丁度竪

穴住居 1軒分ほどのあいた空間となっており、そこから南の台地縁辺部にかけては住居の設けられない場所

となっている。

平面形は5.7× 5.4mと推定される大きさの隅九方形で、主軸方向はN-16°一Eを示すとみられる。壁は南

壁から東壁にかけて高さ15伽ほどの比較的堅い壁が検出されている。周濤は重複関係のない部分ではすべて

検出されていることから、壁下を全周していたものと考えられる。床は平坦で比較的堅く、床面は明瞭であ

る。主柱穴は P5° P6° P7と 第13号住居址内に位置するP17ではないかと思われる。炉は主軸線上で、中央よ

り北の奥壁側へ寄った位置にある。第13号住居l■で切られており、第13号住居lIの出入口部の床に貼床され

た方形の浅い掘方が残っている。100× 100cm、 深さ30cmほ どの方形石囲炉であったと思われ、床はよく焼け

ている。床面のその他の施設では炉の南側の床に礫が 2点あり、周囲からは一括土器が出上している。また

P6の際には厚い痛平な河原石がある。

覆土はほ,F責褐色上の単層である。北側に一部黒褐色上が認められたが、これは本址の外側に検出された

性格不明の掘方と関係するものと思われる。一括土器は床近 くの覆土中から出上しているが、第13号住居址

の南壁際に横転した状態で出上した深鉢 (第34図 2)はほぼ完形品である。

遺 物 復元できた土器は 3点ある。 1は炉の南の礫周辺から出上した深鉢である。日縁部は斜状沈線が

内側の口唇部まで施文されている。胴部は条線状の沈線を地文として細い粘土紐で文様が構成されている。
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第34図 第10号住居址出土土器 (1/4)

2は第13号住居址の南壁際から出

上した深鉢である。口縁部は隆帯

による渦巻文で画され、区画内に

は維位の沈線が施文されている。

頸部 と胴部には浅い条線状沈線の

地文が施文され、胴部には太い沈

線で渦巻文が構成されている。 3

は P7脇の覆土中に伏せられた状態

で出上した深鉢の底部である。

石器は石鏃 1、 打製石斧 1、 凹

石 1、 磨製石斧 1、 黒曜石の両極

石器 2の他は原石 と黒曜石の手」片

類である。

時 期 中期後葉 Hと みられる。第35図 第10号住居址出土石器 (1/3)

第 |1号住居址 (第33'36。 37図 )

遺 構 南側台地。台地先端部の北側の場所で、 G-14・ 15グ リッ ドを中心 とす る位置にある。南側に位

置 し、本 l■ と同じ方向を向き、かつ本 l■ とほぼ同期 とみ られる第10号住居 l■の北 コーナー部付近 をわずかに

タ



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

切っている。逆に第10号住居IIと 同地点で重なる第13号住居上に、出入口側を若千切 り込まれている。本址

の北側には本l」_と ほぼ同期 とみられる第17・ 19号住居址が1.5mほ どの間隔をとって本址と隣り合っている。

また東南側にはやはり本址とほぼ同期 とみられ、本址とは主軸方向が90度異なる第 9号住居址が、上屋が接す

るか重なる程度とみられるわずかな間隔を置いて隣接している。

平面形は5。 2× 5.2mの 円形で、主軸方向はN-5°一Eを示す。壁は南西側がやや開きぎみとなるが、総休

的には直に近い立ち上が りとなる比較的堅 くしっかりした壁で、20cmほ どの高さで全周している。周濤は幅

が一定で、比較的深さのある安定した周濤が壁下を全周している。床は平坦だが出入口部周辺がわずかに皿

状に凹んでいる。出入口部付近は第13号住居 l■ と重複 してお り、この部分の両住居址の床はほぼ同レベルで

設けられているため区別がつかない。おそらく第13号住居址が第■号住居 l■の床を一部そのまま利用したも

のと思われる。床は全体に小さな凹凸が多少あるものの堅緻で良好な床である。主柱穴は Ps・ P9・ P10・ P12・

P13の 5カ所で、出入口は P ll付近 とみられる。炉は主軸線上で、中央より北の奥壁側へ寄った位置にある。

115× 110omで深さ30cmほ どの隅丸方形の掘方をもつ方形石囲炉であるが、炉石は南側の両隅に残るだけであ

る。南東の隅の炉石は厚い痛平な河原石を底につけて維に据えているが、南西の炉石は底から浮いている。

炉底は中央部がよく焼けている。伏甕は出入口部の東側にある。P10の西脇の床に胴部を切断する唐草文系の

大形深鉢の口縁部付近を逆位に伏せたものである。床面の礫は P9・ Pi。・P13の外側の床に据えられたものの

他、炉の南西側の床に小さな集石がある。 P9脇の礫は丸い河原石であり、 PI。脇の礫は花蘭岩の角礫であ

る。またP13脇の礫は厚い扁平な河原石であった。

覆土は黒褐色上の単層である。壁が崩れていないことや、伏甕の内部や炉内にも覆土と同様の黒褐色上が

詰まっていたことから、人為的な埋没が考えられる。床面の一括土器の出土状態では、上に記した伏甕と並

ぶ Pi。の東側の周濤近 くの床面に、平らに据えられたように床に密着して出上した有孔鍔付土器の口縁部付

近の出土状態が注目される。また石器では、東のコーナー部に位置するP9脇の内側の床に据えられていた陰

刻文のある完形の石皿 (第37図 6)の 出土状態が特記される。本例は特に隣接する第 9号住居址の石皿出土

状態との類似′ミにおいて注目される。

遺 物 復元できた土器は 2個体ある。 1は伏甕にされていた胴部を切断する唐草文系の深鉢である。日
縁部は無文で、ふくらむ短い頸部には、突起を隆帯で横に弧状につなぐ渦巻状の文様が構成されている。胴

第36図 第11号住居址出土土器 (1/4)

63~
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部は綾杉状の沈線と隆帯で文様が構成されており、条線と沈線で構成される型式のものとは異なっている。

2は P10と 周濤の間の床に平らに置かれていた有孔鍔付土器の口縁部である。胴部は鍔の下の接合部で人為

的に切断されている。厚く平らな口縁と厚い鍔が特徴的で、鍔の際に 2孔 1組 4単位に孔があけられている。

石器は石鏃 4、 凹石 1、 石皿 1、 黒曜石のまU片石器 2、 同石鏃ブランク1の他は黒曜石の制片類である。

6は P9脇の内側の床に据えられたように平らに置かれていた完形の石皿である。表面の両側には同心円状の

円形文が彫刻されており、裏面には凹部の作出痕かと思われる凹穴が馬蹄形に点綴している。

時 期 中期後葉Hと みられる。
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第37図 第11号住居址出土石器 (1～ 4は 1/1.5, 5は 1/3, 6は 1/6)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第 12号住居址 (第 38～ 40図 )

遺 構 南側台地。台地先端部の北側の場所で、BoC-15グ リッドを中心とする位置にある。本上の北
東側のやや離れた位置には第30号住居l■がある。西側は第14号住居址との重複である。また、南西側と南側

には本l■ とほぼ同期とみられる第 9・ 15号住居址がそれぞれ位置しているが、南側の第15号住居址はわずか

lmほ ど隔てて本址と隣接している。

平面形は5.1× 4.6mの大きさをもつ不整円形で、主軸方向はN-6°一Wを示す。壁は東壁が緩 く立ち上が

るが他の壁は直に近い。高さは南西のコーナー部で35cmほ どあり、北壁側へ低 くなっている。北西の壁は第

14号住居址で切られているが10cmほ どの高さを残している。なお東南のコーナー部は攪乱とみられる穴で切

られている。周濤は壁下を全周しているが東壁下だけ幅広 く設けられている。あるいはこの部分だけ壁が広

げられたことも考えられる。床は平坦で堅緻である。主柱穴はP5・ P6・ P7'P8・ P10の 5カ所 とみられ

る。P9は主柱穴に比べると深さが若干浅 く、出入口部の施設とみられる。炉は主軸線上で、中央より北の奥

壁側へ寄った位置にある。大形のやや浅い方形石囲炉であるが、炉石は奥の中央に 1つ を残すだけである。

炉底は焼けており、焼上の中央に径約25cmの小さな穴がある。この穴は炉体土器が埋設されていたのではな

いかと思われた。床面のその他の施設では西壁側に深さ50cmの P llがある。中には礫が遺存しており、貯蔵穴

ではないかと思われる。また、P9と

P10の 間の南西のコーナー部には礫

が 2個重なって遺存している。 1つ

は厚い平板な河原石で、周濤際の床

に据えられている。上の礫は長さ約

55cmの角柱状の河原石である。これ

は倒れたような状態で下端の片側を

下の礫につけ、上端の下の角は壁の

肩にかかっている。平板石の上に角

柱礫が立てられていたことも考えら 第38図 第12号住居址出土土器 (1/4)

0                         10cm
i            l            l

第39図 第12号住居址出土石器 (1/3)
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

れるが、これが石壇と言える遺構であるのかは判然としない。周辺に敷石施設はないが、P9と P iOの 間の床

には、東西に長 く、北東の隅が欠ける径約30cmの 楕円形を呈する地山礫が出ている。礫の上面は水平でなく

傾斜 しており、高い所で床面から 8 cmほ ど出ている。

遺 物 土器はすべて破片であり、ほとんどが曽利 H式とみられるものである。図示した土器はその中で

も比較的大きな破片で、鉢の胴部とみられる部分である。

石器は石鏃 1、 打製石斧 1、 凹石 2、 磨製石斧 1、 黒曜石の両極石器 1の他は黒曜石の手J片である。

時 期 中期後葉Ⅱとみられる。

第 13号住居址 (第33・ 41・ 42図 )

遺 構 南側台地。台地先端部の中央に近い北側の場所で、H-13グ リッドを中心 とする位置にある。東

側の第10号住居l■を切 り、北側は第11号住居 l■の覆土中に切 り込んで設けられている。また、本址の東側に

は第 9号住居址が、わずかな距離を置いて本址 と向かい合って隣接している。

平面形は出入口側が張 り出した隅丸五角形である。大きさは6.0× 5.Omで、主軸方向はN-50°一Wを示

す。壁は緩い立ち上が りとなるやや軟らかい開きぎみの壁で、高さは西壁で20cmほ どある。東壁は第10号住

居址の床を切る堅い壁で、高さは15cmほ どある。北壁は第11号住居址の覆土中に設けられている。また奥壁

の中央部には壁に段差の付 く個所があり、これは壁を西側へ拡張した痕跡とみられる。周濤は出入口部付近

の東壁下に部分的に設けられている。奥壁の段差のつ く個所から南壁側にかけて点々とつらなる小ピットは、

拡張前の旧住居の壁下の河ヽピットの痕跡ではないかと考えられる。床は平坦で堅級である。床のうち第11号

住居l■ と重複する部分では、両住居址の床が同レベルにあるため区別がつかない。この部分ではおそらく第

11号住居l■の床をそのまま利用しているものと思われる。また出入田部は第10号住居址の炉址と重複してお

り、浅く残る底の部分には貼床がなされている。柱穴は何力所か検出されているが、主柱穴は P14・ P16・ P18・

P19° P21の 5カ所と推定される。柱穴のあり方からは西側へ拡張のなされたことが推察され、 P20・ P22は拡

張前の主柱穴と考えられる。出入田部は東壁の中央部で、第10号住居址の炉の位置にあたる。突出した壁の

中央部がわずかに張り出しており、壁下には周濤よリー段深い楕円形の短い濤状の穴がある。床には対ピッ

トが設けられており、埋甕が南北方向に 2個並んで埋設されている。Nα lと した埋甕は主軸線上に位置して

いる。高さ41c/mの X字状把手付深鉢を正位に埋設したもので、日縁部は打ち欠かれて床面と水平に合わされ、

平板石の石蓋が平らに伏されている。深さのやや浅い掘方の中に強く埋め込まれたためか、底部は折れるよ

うに届折して割れていた。埋甕の内部は、下部に埋甕の掘方を埋める黒褐色土と同質の第 I層が堆積し、上

部にはローム塊を含む黒褐色上の第Ⅱ層が詰まっていた。No lの南西脇にはNo 3と した埋甕がある。浅い楕

円形の掘方の中央部に、正位に埋設されたとみられる底部を欠く深鉢形土器の短い無文の胴下部が、周囲を

褐色土とロームで埋められて遺存している。しかし西側に掘り込まれた片側の対ピットとみられるP23に切

り取られているため、埋甕は全体の1/2ほ どの部分が破片で残っているだけであった。炉は主軸線上で、中央

より北西の奥壁側へ寄った位置にある。方形の石囲炉であるが、炉石は焚田部のものを残すだけである。こ

の炉石は安山岩の厚い大形の一枚石であるが、中央で大きく2つに割れている。炉底はよく焼けている。床

面の施設では、炉の南側の床に埋設されているNo 2と した埋甕が特記されている。No 2の埋甕は主軸線をは

さんだ南側の床のほぼ中央で、胴部を切断する高さ26cmの深鉢形土器を逆位に埋設したものである。掘方の

底に口縁を据え、切断した胴部を床面と水平に合わせている。埋甕の内部には掘方を埋めるローム混りの黒

褐色上と同質の第H層が詰まっていた。その他の施設では、主軸線上の床と炉の南西側の床に扁平な礫が、

ω



第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

約

第41図 第13号住居址出土土器 (1/4)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

また北壁側の一括土器の近 くには丸みのある扁平礫が遺存していた。

覆土は 2層に観察されている。一括土器は東壁側の床近 くと炉の付近の覆土中からも出土しているが復元

できるものはない。一括土器の出土状態で注目されるのは、炉上に置かれたように横転した状態で出土した

台付深鉢 (第41図 4)と 、第11号住居址内に位置する床に、直立していたと思われる状態でつぶれて出上し

た深鉢 (第 41図 2)である。

遺 物 復元できた上器は 4個休ある。 1は炉の南の床の中央に逆位に埋設されていたNo 2の埋甕である。
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第42図 第13号住居址出土石器 (1/3, 2は 1/2)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

曽利系の深鉢で、幅の狭い口縁部には沈線による細長い環状の区画文がある。 2は第11号住居l■ と重複する

位置の、第11号住居l■の P ll上の床に、直立していたと思われる状態でつぶれて出上した深鉢である。小形の

やや張り出す形態の底部をもつ単純な器形の深鉢である。 2本の沈線による縦位の区画の中に、 1カ所だけ

浅い斜状沈線が施文されている。 3は 出入口部に埋設されていた石蓋を伴うNo lの埋甕である。X字状把手

の付 く曽利系の大形深鉢で、半我竹管による条線状沈線の地文の上に低い隆帯で渦巻文が構成されている。

図示した土器群の中では型式的にやや古い特徴が認められる。 4は炉上から出上した台付深鉢である。低い

波状口縁の筒形を呈する深鉢の底部に、楕円形の窓が 5カ所あけられた台脚部が付けられている。

石器は石鏃 2、 石錐 1、 打製石斧 1、 凹石 4、 敲石 1、 黒曜石の両極石器 5の他は黒曜石の剖片類である。

時 期 中期後葉Ⅳとみられる。

第 14号住居址 (第40。 43図 )

遺 構 南側台地。台地先端部の北側の場所で、D-15・ 16グ リッドを中心とする位置にある。東側に位
置する第12号住居llLと 若千重複しており、出入口部付近が第12号住居l■の壁を切って覆土中に設けられてい

る。また、本l■の北西側には第17号仁居l■Lが隣接しており、本址は両住居l■間の東西方向に狭い、わずかな

広がりの場所に設けられている。注意されるのは、やや傾いた南北方向に長軸を合わせ、かつ本址の北西の

コーナー部が、第17号住居址の南東のコーナー部を意識的に避けるように配置されている′ミである。

平面形は4.4× 3.5mの大きさをもつ、南北方向に長い楕円形状の隅丸方形で、主軸方向はN-82°一Wを示

す。ローム層への掘 り込みが浅い住居 l■Lであるため壁は低く、開きぎみの壁が全周している。周濤は設けら

れていない。床は南西側が皿状となる床で、全体に凹凸のあるやや軟らかい床である。東側は第12号住居址

への貼床であった。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4が検出されている。他の住居l■の主柱穴に比べると深さがや

や浅い。出入口部は東壁の中央部となるP3の南側と推定される。炉は主軸線上で、中央より西の奥壁側へ寄

った位置にある。やや小形の方形石囲炉で炉石は完存している。炉石は河原石と花南岩の角礫を維に組んだ

もので、焚口部には上面の広い礫を据え、南西の角には月ヽ礫を詰めている。炉底は焼けているが焼土はかき

出されてほとんど残っていない。床面のその他の施設では南壁下に礫が数点まとまって遺存していた他、炉

飴

72

第43図 第14号住居址出上上器 (1/4)。 石器 (1/3)



第 15号住居址 (第44～ 46図 )

遺 構 南側台地。台地先端部の中央に近い北側の場所で、 C-12グ リッドを中心とする位置にある。本

l■の西側 と北側には、本址とほぼ同期 とみられる第 9・ 12号住居 II・が本址とlmほ ど隔てた位置で隣り合っ

ている。また南側のやや離れた位置にも本址とほぼ同期 とみられる第 5号住居址があるが、本址と第 5号住

居址から東の台地先端側の場所には中期後葉の住居址は設けられていない。

平面形は4.4× 4.lmの 隅丸方形で、主軸方向はN-43°一Eを示すとみられる。比較的掘 り込みの浅い住居

l■であるため壁は南側が15cmほ どで北側 も10cm程度と浅 く、黒上のからんだ軟弱な壁 となっている。周濤は

の東側の床にも礫が 1点置かれていた。

遺 物 出土遺物は少ない。復元できた土器は 2′ミある。

深鉢である。口縁部には一条の沈線があり、胴部は沈線によ

代痕がある。 2は深鉢形土器の底部である。

石器は凹石 1の他は黒曜石の崇J片だけである。

時 期 中期後葉 Vと みられる。

第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

1は北コーナー部の覆土中から出上した小形の

る縦位の区画文が施文されている。底部には網

設けられていない。床は菩Ь分

的に堅い個所もあるが全体的

には軟弱な床である。平坦な

床であるが東のコーナー部に

は床が一段高 くなったベッド

状を呈する遺構がある。主柱

穴は4カ 所である。このうち

Plと P3は 主注穴としては浅

い。またP4と 同地点で重複す

る浅い掘方の遺構は、Plと 規

模・位置の類似する遺構であ

ることから、旧主柱穴とも考

えられる。出入口部は P2と

P3の間と推定される。炉はほ

ぼ中央に位置している。大形

で浅い方形の掘方をもつ石囲

炉であるが、炉石は奥に並べ

られた 2点の九い河原石を残

すだけである。炉底はわずか

に焼けており、火床の焼土の

残りも少ない。床面のその他

の施設では、P3脇の床に上面

が皿状にわずかに凹んだ石皿

状とでもいえるような大形の

A881279

B 881279

第44図  第15号住居址 (1/60)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第45図 第15号住居址出土土器 (1/4)

0                         10cm
I            I            I

第46図 第15号住居址出土石器 (1/3)

安山岩の自然石が置かれている。また Plと P4脇の床、それと炉の南西側の床に遺存している礫は炉石 と同様

な形態の河原看であり、おそらく抜き取られた炉石ではないかと思われる礫である。その他、出入口部中央

の床にも痛平な礫が 1点置かれていた。

遺 物 復元できた上器はX字状把手の付 く大形の深鉢形土器が 1点ある。炉の南側の床近 くから分かれ

て出土 したものである。筒形で胴長の器形となるものの胴上部で、把手は 6カ 所ある。

石器は打製石斧 2、 凹石 1、 磨石 1、 礫器 2の他は黒曜石の手J片である。

時 期 中期後葉 Hと みられる。

2



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第 16号住居址 (第47～49図 )

遺 構 南側台地。台地先端部の東側で、台地の東突端に近い B′ -10。 11グ リッドを中心とする位置にあ

る。

本址は円形プランの住居が北側へ拡張を行なった結果、不整円形を呈する住居址となったものである。大

きさは7.0× 6.lmで、主軸方向はN―■
°
一Eを示す。壁はやや開きぎみで、南壁は20claほ どの高さがある。

北側は拡張部の床が一段高い位置に設けられたため、壁は10cm程度の低い立ち上がりとなっている。周濤は

B 881.279

黒色土

(ロ ーム粒子・炭化物 )

明栂色」:

(ロ ーム粒子多 '炭化物 )
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第47図 第16号住居址 (V60)
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第 III章  発掘 された遺構 と遺物

10cm

第48図 第16号住居l■出土土器 (1/4)

設けられていない。床は中央の炉に向かって凹む皿状の床で、炉を中心とした中央部がとくに低 く凹んでい

る。北側の床には旧住居の低い段状の壁が残 り、拡張部の床はさらに一段高い位置にある。凹凸のある比較

的堅い床であるが、拡張部の床はやや軟らかい。柱穴は壁に沿った外側の部分に、掘方は小さいが比較的深

さのあるしっか りした柱穴が多数設けられている。主柱穴は判然としないが、 Pl・ P2・ P3・ P4・ P5° P6・

P7・ P8・ POな どとみられ、 Plと P5は棟持柱の柱穴とも考えられる。出入口部はPsの付近になるのではな

いかと思われる。炉は地焼炉で中央に 2カ所検出されている。 1つはロームの床面にある炉で、これは拡張

前の旧住居の炉 とみられる。新炉は旧炉の北脇にある。ロームの床面上に灰と黒上の混った土と共に焼上が

5 cmほ どの厚さに堆積 している。焼上の上面は焼けて堅 くしまり、わずかに皿状に凹んでいる。炉の縁は九

みをもっており、丁度旧炉から焼土と灰をかき上げてためたような状態でもある。床面のその他の施設では、

炉の南側に浅い貯蔵穴様の Pl。がある。また南西のコーナー部の壁中にあるP llは 覆上が本l■の覆土と同一の

ものであったことから、本IIに伴う遺構と考えられる。

覆土は床近くに第H層が堆積しているほかは全体に第 I層が厚 く堆積している。第 I層は炭化物とローム

の粒子を多く含む黒色土で、周辺の中期中・後葉の住居址の覆土とは見た目にもまったく異なる黒色の強い

色調を呈していた。土器の出土状態ではPl。の南脇の床に伏せられていた深鉢形土器の底部 (第48図 2)の出

土状態が注目される。その他では、炉l■の北西側の床近 くの覆上中に、長さ65cmの大形の角柱礫が遺存して

いたのも注目される。

遺 物 土器の出土量は少なく、復元できた土器は 3個休である。 1は 日縁部に低い突起が 4カ 所付 く深
鉢である。頸部と胴下半部には地文に縄文が施文されており、口縁部と分帯された胴上部には格子目状の文

様が構成されている。2は Pl。の南脇の床に伏せられていた深鉢形土器の底部である。半我竹管による平行沈線

と山形につらねた平行沈線を組み合わせた文様で、底の縁まで施文されている。3は Pl。の南西側の床近 くか

ら出土した。底の張り出す深鉢形土器の底部で、切断部は国縁部に再生されている。文様は結節縄文が浅く

施文されている。

石器は石鏃 7、 小形石匙 1、 打製石斧 9、 凹石 5、 石錐 1、 黒曜石の刹片石器10、 同石鏃ブランク1の他

は象」片類で、黒曜石の系J片類がやや多い。

時 期 中期初頭 Iと みられる。
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第49図 第16号住居址出土石器 (1/3, 1～ 7・ ■は1/1.5)

77



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第 17号住居址 (第50～ 52図 )

遺 構 南側台地。台地先端部でも北側の場所で、 E・ F-18グ リッドを中心とする位置にある。北西の
コーナー部がわずかに第20号住居上に切られている。西側には本l■ とほぼ同期か、あるいはやや新しいので

はないかと思われる第19号住居址が、壁一つ隔てて隣接している。

平面形は北壁が九く、他の三方向の壁がやや直線的となる隅丸方形である。大きさは6.0× 5.Omで、長軸

方向はN-7°一Eを示す。壁は高さ20clnほ どの比較的堅いロームの壁が全周している。第20号住居l■Lに切ら

れている付近の壁は崩れておらず、比較的しっかりしている。同様に第19号住居l■の東壁とわずか10cm程度

しか離れていない西壁も崩れておらず、比較的しっかりした状態にある。周濤は壁下を全周している。また

東壁側には拡張前の旧住居の周濤が直線的に検出されている。床は炉を中心とした中央部がわずかに低いが

ほとんど平坦である。比較的堅い床であるが、叩いたような緻密さはない。主柱穴はPl・ P2・ PS° P7° PS

の5カ所とみられ、P2は拡張に伴い外側に移している。出入口部は南壁のやや西コーナー寄りの位置とみら

れる。周濤に続く浅い凹んだ床から緩 く内湾ぎみに立ち上がる壁が外側へ強く張り出している。P6は出入口

部に関わる施設ではないかと思われる。また南東のコーナー部にあるP3と P4は 主柱穴に比べるとやや浅い

上 880989

oヽ
6!
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第50図 第17号住居l■ (1/60)

I 鵜色土 (ロ ーム粒子・炭化物 )



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

柱穴である。検出当初は炉の長軸方向と関連し、壁下にある一段深く短い濤と共に出入口部の施設ではない

かと考えられたが、性格は判然としない。炉は長軸線上で、中央より若千北の奥壁側へ寄った位置にある。

120× 80cmの比較的大形で浅い長方形の石囲炉であり、炉石の据え方等にやや古い形態をとどめている。炉石

は南側に長い安山岩の柱状礫を据え、西側には大きな河原石の円礫を 1個据えている。南の柱状礫はいくつ

かに分割されたように割れており、隅には同系の礫が詰められている。北と東側はやや月ヽ形で丸みのある河

原石を平らに並べて囲っている。北側の 2個はやや厚い礫だが、東側には比較的薄く痛平な礫を配している。

炉は破壊されていないが、北側の炉石が 1個炉の内側へ動かされている。炉底は中央から西側の部分が焼け

ている。炉底の中央には、埋設土器を抜いたのではないかと思われる小さな穴が設けられていた。炉l■のあ

り方で注目されるのは、長方形を呈する炉l■の長軸方向が、住居上の主軸方向に直交する点である。かつ東

側が焚口部になるのではないかと思われる炉石の配置のあり方も注意される点である。

覆土は褐色上の単層である。上記のとおり西側の壁が崩れていないことから、隣接する第19号住居址の構

築時には完全に埋没していたものとみられ、人為的に埋め戻された住思址ではないかと考えられる。遺物は

一括土器が炉の南の覆土中と出入口部の床近くから出土している。またP6内からは小形土器 (第51図 3)が

出上している。石器では完形の石皿 (第52図 9)が P8の脇から出上している。その他、炉の北西となる石皿

近くの床には台石様の痛平で大きな河原石が置かれていた。また炉の東側の東壁下の床には、立石とも思わ

れるような角柱礫が遺存していた。

遺 物 復元できた土器は 4個体ある。 1は出入口部の床近 くに横転していた土器である。曽利系の器形
と唐草文系の文様要素を合わせたようなやや特徴的な土器である。表面はざらついており、焼成はあまり良

くない。2は炉の南の覆土中から出上した曽利系の深鉢である。3は P6か ら出上した手捏による曽利系の小

形土器で、図示した土器の中では型式的にやや古い特徴が認められる。 4・ 5は同一個体の器台で、脚部に

は円孔がある。土製品では覆土から出土した土偶の左腕部とみられる小破片が 1点ある。

W
4

第51図 第17号住居址出土土器 (1/4, 3は 1/2)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

石器は石鏃 2、 打製石斧 1、 凹石 4

の床から出土した完形の石皿である。

時 期 中期後葉 Hと みられる。

、磨石 1、 石皿 1、 磨製石斧 1の他は原石と幸J片類である。 9は P8脇

裏面は平坦で、平坦な面の縁に敲打痕とみられる凹穴が点綴している。

静
日
捗
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第52図 第17号住居址出土石器 (1/3, 1・ 2は 1/1.5, 3は 1/2, 9は 1/6)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第 18号住居址 (第53・ 54図 )

遺 構 南側台地。台地先端部でも南の突端となる場所の、H-1グ リッドを中心とする台地の肩部に位

置している。東側には第 6号住居址があり、南の緩斜面には第 7号住居J」Lが隣接している。

南へ緩 く傾斜する地形の場所に、ローム層への掘 り込みが浅 くつ くられた仁居l■である。また付近一帯は

表土層が薄 く、住居址は全体的に攪乱を受けている。そのためか住居上の南側部分は柱穴を残すだけであり、

他の遺構は検出されなかった。したがって南側のプランは柱穴のあり方から推定することとした。それによ

ると平面形は5.2× 4.9mほ どと推定される大きさの円形になるのではないかと思われる。主軸方向はN一

50°一Wを示すとみられる。壁は北側の周濤に伴うごくわずかな立ち上がりが部分的に認められる程度であ

る。周濤は月ヽ穴を伴うもので、北側と東イ民!に検出されている。床は炉を中心とした主柱穴の内側がわずかに

低 く皿状となるが、南側は傾斜した床となっている。また北の周濤側の床は堅いが南側は軟らかいため、南側

の床はおそらくローム上面への貼床であったと思われる。主柱穴はPI・ P2・ P3・ P4・ P5が検出されている。

P3は底に地山の礫が出ており、タライ状を呈する土羨状の遺構と重複している。上羨状の遺構が本l■に伴う

遺構であるのかは判然としなかった。出入口部はP3と P4の間と推定される。炉は中央よりわずかに南東の出

入口側へ寄った位置にある。40× 40cmの五角形状を呈する月ヽ形の石囲炉で、炉石はやや斜めで縦に組まれて

いる。炉石は焚口部と西側は一枚石で、焚口部には最も大きな河原石を据えている。北側はやや小形の河原

石と安山岩を2個用い、北側に尖がるように中程に角をつけて組んでいる。東側は花蘭岩の小角礫 3個を並
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第53図  第18号住居l■ (1/60)
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第 III章  発掘 された遺構 と遺物

べたものである。炉底は焼けているが焼土はかき出されて残っていない。

遺 物 土器は小破片が数点出土しているにすぎない。石器は図示し

た磨製石斧の欠損品が 1点 と黒曜石の争J片が 5′ミあるだけである。磨製

石斧は Plに 落ち込む状態で出上した。

時 期 時期決定資料に欠けるが、住居址と炉址の形態からみて中期

中葉Ⅲと推定される。

第 19号住居址 (第 55～ 57図 )

遺 構 南側台地。台地先端部でも広場に接する北側の場所で、H―

17・ 18グ リッドを中心とする位置にある。北壁部を第20号住居 l■に切ら

れており、東側には本址とほぼ同期か、あるいはやや古いのではないか

と思われる第17号住居l■が、本址と壁を隣 り合せに設けられている。

平面形は南壁中央部の出入口部が張 り出す隅丸五角形である。大きさは5。 2× 5.Omで、主軸方向はN―

9°一Eを示す。壁は30cmほ どの高さのある比較的しっかりしたロームの壁が全周している。周濤は東コーナ

ー部以外は全周している。また北コーナー部と南壁側から東壁側にかけては拡張前の旧住居の周濤が検出さ

れている。旧住居の周濤に対応する古い柱穴は未検出だが、部分的に拡張のなされたことが推察される。床

は平坦で全体的に堅い。特に炉の周囲の壁側の部分では堅緻な面がある。主柱穴は P6・ P7° P3・ P9の 4カ

所である。出入口部は南壁の中央部で、やや内湾ぎみに開く壁が突き出している。壁下には出入口部の施設

となるピットが設けられている。炉は主軸線上で、中央より北の奥壁側へ寄った位置にある。90× 80cmほ ど

の大きさをもつ方形石囲炉であるが、炉石は焚口部に維に組まれた安山岩の厚い一枚石を残して他は抜き取

られている。炉底はよく焼けている。床面のその他の施設では、西壁と南壁側の床に礫が置かれている。こ

のうち西壁側の礫は扁平な河原石が周濤の際に 2個ずつ置かれている。また北コーナー部近 くの壁際の床に

は九石 (第 57図 7)が遺存していた。

覆土は褐色土の第Ⅳ層が厚く床を覆っており、中央上面にわずかに黒色上の第Ⅲ層がみられる。遺物の出

土状態では上記の九石の他、炉の上から出土した軽石製の石碗 (第57図 6)が注目される。

遺 物 土器は 3個体ある。 1は床近 くから出土した小形の深鉢である。 2は丸石の前の床から出土した
唐草文系の両把手付の刻ヽ形鉢である。 3は縄文の地文された手捏の小形土器で、東壁側から出土した。

第54図  第18】‐住居址出土
石器 (1/3)

32

第55図 第19号住居址出土土器 (1/4, 3は 1/2)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

石器は石鏃 1、 打製石斧 2、 凹石 1、 磨石 1、 礫器 1、 九石 1、 黒曜石の祭U片石器 1、 同両極石器 1、 同

石鏃ブランク 1、 軽石製品 1、 石碗 1の他は黒曜石の子J片である。 3は軽石製品であるが、未加工品ともみ

られる。 6は炉の上から出上した軽看製の石碗で、内面にはタールが付着している。 7は北コーナー部近 く

の壁際に遺存していた安山岩製の大形の九石である。下端にはわずかに打ち欠いたような痕跡と、部分的に

敲打痕と思われるような痕跡も認められる。重さは33kgあ る。

時 期 中期後葉Hと みられる。

1     6
0                           10cm

3を

第57図 第19号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5, 6・ 7は 1/6)・ 軽石製品 (3は 1/2)



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第20号住居址 (第56・ 58・ 59図 )

遺 構 南側台地。台地先端部でも広場に接する北側の場所で、G-19・ 20グ リッドを中心とする位置に

ある。本l■は広場の縁に並ぶ住居址群の東端に位置している。本址より北側には住居址が検出されておらず、

北側の区域は谷に向かって開いた空間となっている。東南側の第17号住居上の西壁をごくわずか削るように

切り、南側の第19号住居llLの北壁部を切って設けられている。

平面形は5.7× 4.8mの東西方向に長い隅丸方形で、主軸方向はN-33°一Eを示す。壁は垂直に近い立ち上

がりとなる比較的堅くしっかりしたロームの壁が全周している。高さは30cm前後あるが、奥壁となる北壁が

やや高い。周濤は壁下を全周している。床は全面につき固めたような月ヽさな凹凸があるが全体に堅級な床で

ある。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4の 4カ 所で各コーナーに配されている。出入田部は南壁の中央部である。

壁がわずかに九く張り出しており、張り出した壁下から床にかけては周濤よリー段深い濤が「コ」の字形に配さ

れて出入口部を画している。「コ」の字形の施設の中央には小ピットがあるが、埋甕は埋設されていない。P5も

第58図 第20号住居址出土土器 (1/4)

“



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第59図 第20号住居址出土
石器 (1/6, 1は 1/1.5)

出入日部に関わる施設の柱穴であろう。炉は主軸線上で、中央

よりも北東の奥壁側へ寄った位置にある。厚い一枚石を縦に組

んだ深さ40cmの 囲炉裏状を呈する大形方形石囲炉であるが、奥

の炉石は東側の部分が抜き取られている。炉石は焚田部に厚い

安山岩の一枚石を据え、他の三方向には花南岩の一枚石を据え

ている。東の炉石は割れていないが、他の炉石は中央付近で大

きく2・ 3カ所に割れている。奥の炉石の抜き取られたものは、

2つに割れたものの片側の部分である。また焚日部の裏側と、

北と西の隅に小礫が詰められていた。炉底はよく焼けており、

奥の部分に焼上が若千残っている。床面のその他の施設では、

南コーナー部を中心とする周濤際に礫が遺存している。このう

ち出入口部の東脇に遺存する礫は角柱状の礫であった。また北

壁中には第408号土墳が掘り込まれている。

覆土はほとんどが黒褐色土の単層であるが、中央の床面には

ローム塊を混入した黒褐色上が床に積まれた様な堆積を示して

いた。遺物は吊手上器をはじめとする一括土器が床面と覆土中

から出土している。また石皿 (第59図 2)が出入口部西側の床

から出上しており、出入口部東側に遺存する角柱状の礫と関連

して注目される。

・
―

〆

遺 物 復元できた上器は 3個体ある。 1は 口縁に突起が 3

カ所ついて波状の口縁 となる深鉢である。突起の内面には円形の凹みがつけられている。Plの西側の床から

出上した。 2は低い隆帯と、隆帯の脇をなぞる凹線を組み合わせて基本的な文様の構図が構成されている単

純な器形の深鉢である。底部には網代痕がある。炉の東の床近 くから出上した。 3は炉の北側の覆土中から

出土した吊手上器である。鉢形の体部の上に、中空で頂部が円形に開口する橋状の吊手部がつ くものである。

吊手部の側面は渦巻文のある円形突起 と隆帯で文様が構成され、正面頂部のU字状部は低い橋状の造形とな

っている。

石器は石鏃 4、 打製石斧 1、 石皿 1、 石錐 1、 黒曜石のまJ片石器 3、 同両極石器 5の他は禁J片類である。

2の石皿は出入口部西側の床から出上したものである。

時 期 中期後葉IIIと みられる。

第21号住居址 (第 60・ 61図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部が張 り出す地形 となる場所の、クー18グ リッドを中心とする位置に

ある。第42号住居llLと 同地点で重複してお り、第42号住居址に切られている。本上の西側には第65号住居ムと

と、本址とほぼ同期 とみられる第60号住居址が本址と隣 り合った位置にある。また南側は第45号住居址とほ

とんど接するような位置関係にあり、東側には第41号住居址が隣接 している。

平面形は5.5× 5.5mほ どと推定される大きさの楕円形になるのではないか とみられる。長軸方向はN―

10°一Eを示す と推定される。壁は第42号住居址で切 られている南壁 と東壁の一部が不明である。ローム層ヘ

の掘 り込みがごく浅い住居 l■であるため、壁も10cm程度の低い立ち上が りであり、かつ攪乱による黒土がか

8σ

＼

学

／



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

明褐色土 (炭化物・ローム粒少 )

暗褐色土 (炭化物・ローム粒 )

B881 199                                        8′

第60図 第21,42号住居址 (1/60)

らんだ軟弱な壁である。周濤は設けられていない。床は攪乱による凹凸のある軟弱な床である。主柱穴はP9・

P10。 P llが検出されている。また、第42号住居址内に位置するP8・ P12・ P13・ P14に は貝占床のなされてい

たものがあり、これらは本l■に伴う柱穴とみられる。出入口部は第42号住居址との重複のため明らかでない

がヽ P13・ P14の 方向ではないかと推定される。炉は中央より北

の奥壁側へ寄った位置にある。Pl。 とP llの間で、第42号住居址

の北壁で切 られている。攪乱を受けた浅い不整形な掘方の炉底

が焼けている。石囲炉であったと思われるが炉石は抜かれて残

っていない。炉の東側には後期の第399号土羨が掘 り込まれてい

る。

遺 物 覆土も浅 く、遺物の出土量は少ない。土器はまとま

10cm

第21号住居址出土土器 (1/4)

87

第61図



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

った資料に欠けるが、その中では図示 した深鉢の口縁部付近の接合資料がある。石器は出上していない。

時 期 時期決定資料に欠ける。中期後葉 Hと みられる第42号住居址に切られていること、それと住居址

及び炉址の形態から中期中葉VI～ 中期後葉 Iと考えられる。ここでは図示した土器を参考に、一応中期中葉

Ⅵと想定しておきたい。

第22号住居址 (第62～ 64図 )

遺 構 南側台地。台地先端部でも広場に接する西側の場所で、 L・ M-16グ リッドを中心とする位置に

ある。西側には第25。 29号住居 l■が隣接 しており、南側には第23号住居 l■がある。

A881.019

０
一
０
ど

∞
∞
　
Φ

明褐色土

(炭化物・ ローム粒・ ローム塊 )

黄褐色土

(ロ ーム粒 ローム塊 )

1嘴
長花物― 切

B881919

88

第62図 第22号住居址 (1/60)



第 3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物

平面形は6.3× 6.2mの大きさをもつ隅丸方形で、主軸方向はN-95° 一Eを示す。壁は比較的しっかりした

ロームの壁であるが、北壁側は黒上がからんでやや軟弱である。南壁は30cmほ どの高さで直壁に近いが、北

壁は15cm程度の高さで低 く、やや開いている。周濤は浅い濤が壁下をほぼ全周している。また東の奥壁側と

南西の壁寄りの位置には旧住居の周濤が検出されている。北壁側は北コーナー部に部分的に検出されている

程度で明確ではないが、遺構のあり方からみておそらく同心円状に拡張のなされた住居址であると考えられ

る。床は平坦で、部分的に堅い面もあるが全体的には軟弱である。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ PS・ P6°

P7の 7カ所とみられる。これらの主柱穴の内側に位置するPs・ P9。 P10。 P ll・ P12な どは拡張前の旧住居

の主柱穴であろう。出入口部は西壁の中央部で、P4と P5の間とみられる。炉は中央より東の奥壁側へ寄った

位置にある。150× 100cmの楕円形の浅い掘方の中に、礫を平らに配した長方形の石囲炉であったと思われる

が、炉石は東側に 1個を残すだけである。炉底の中央部が楕円形に強く焼けているが、火床の焼上の残りは

少ない。床面のその他の遺構ではやや小形の柱穴状のピットが多数検出されている。これらの遺構がすべて

本l■に伴うものであるのかは判然としないが、本上の埋没後に掘り込まれたものもあると考えられる。

覆土は 3層に観察された。壁側は主として明褐色上の第H層である。第H層の上面の住居址中央部には暗

褐色上の第 I層が堆積しているが、炉内とその周辺の床面にまで第 I層が堆積している点は注意される。

遺 構 住居址の規模に比較すると遺物の出土量は少ない。復元できた土器は1個体ある。 1は 口縁部の

0                         1ocm

♀
I

ズ

Ａ
Ⅷ
∞

第63図  第22号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5, 4は 1/2)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第64図 第22号住居址出土土器 (1/4)・ 土製円板 (1/2)

内湾するやや大形の深鉢形土器で、日縁部には隆帯で重弧状の招曲文が構成されている。土製品では 2の土

製円板が 1点あるが、これは混入品の可能性が強い。

石器は石鏃 3、 石錘 1、 打製石斧 3、 凹石 3、 石錐 2、 黒曜石の石鏃ブランク 1の他は原石と手J片類であ

る。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

第23号住居址 (第65～ 68図 )

遺 構 南側台地。台地先端部の中央に近い西側の場所で、K-11・ 12グ リッドを中心とする位置にある。
南側に位置する第24号住居址を切って設けられている。本址の東側には第10・ 13号住居址、北側にはやや離

れて第22号住居l■が位置している。また西側には第26号住居l■が隣接しており、第24号住居址をはさんだ南

側にも第28号住居址がある。

平面形は北壁の中央部が張り出した隅丸方形である。大きさは7.2× 7.Omで、主軸方向はN-31°一Wを示

している。壁は垂直に近い立ち上がりとなる堅くしっかりしたロームの壁で、高さ20cmほ どで全周している。

周濤は壁下を全周している。比較的幅が広 く、かつ深さのあるしっかりしたつくりの安定した周濤である。

床は広くて平坦だが、主柱穴から内側の部分はやや低 くて皿状を呈している。床面は壁側が堅 く、部分的に

帯状をなす堅緻な面もあるが、主柱穴から内側の音Ь分は比較的軟らかい。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ P5の

5カ 所で、各コーナー部に壁から等間隔で、柱穴間もほぼ等間隔となる位置に配されている。柱穴のうち、

Plと P5は 周濤状の浅い濤で結ばれている。またPlは西側に位置する浅い柱穴とも濤で結ばれている。出入

口部は直線的なプランとなる南壁の中央部で、この部分の壁はわずかに緩く張り出している。壁下には周濤

よリー段深く短い濤状の遺構がある。また床には主軸線をはさんで西側に 1カ所、東側に 2カ所のピットか

らなる対ピットが設けられており、対ピット間には埋甕が 2個並んで埋設されている。内側の埋甕 (No l)

は唐草文系の底部を切断する深鉢形土器を逆位に埋設したものである。比較的大きな掘方の南西の片側へ寄

せた位置に、口縁部を底部近くに据えて埋め、上面とその周囲を貼床で覆っている。埋甕内からは風化した

会大の花南岩が 1個出上した。外側の埋甕 (No 2)は 内側の埋甕の南西で、壁近 くに位置している。底部を

欠く曽利系の深鉢形土器を、土器の形に合わせたと思われる底の小さい筒形をなす掘方の縁に、口縁部を掛

けるように据えて正位に埋設したものである。埋甕の口縁は床面とほぼ水平であるが、胴部の欠損部は掘方

の中程に浮いた位置にある。埋甕内の土層は内側の逆位の埋甕と同じローム粒の混入した黒褐色土であり、

90



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

的 91

黒褐色色 (ロ ーム塊・ローム粒多)

黒褐色土 (ロ ーム粒 )

9         [         名Ⅲ

11 暗褐色土 (3 nm前後のコーム樹
12 暗褐色土 (ロ ーム粒多・締まり良い)
113 暗褐色土 (l IHm前後のローム粒子)

'4 
暗褐色土 傲 子細かく、締まり・粘性も強い)

第65図 第23・ 24号住居l■ (1/60)
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第66図 第23号住居址出土土器(1)(1/4)

9∂



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

縁の部分から3 cmほ ど下がった内面には貼床状の面があり
｀
、蓋がなされたような状態であった。なかからは

井戸尻期の土器の口縁部の破片が出上している。炉は主軸線上で、中央より北の奥壁側へ寄った位置にある。

140× 140cmの方形の掘方をもつ大形の石囲炉であるが、炉石は北側に維に据えられた厚い一枚石と、南焚ロ

部の炉石の詰石として配されたとみられる礫が 5′ミ残っているだけである。炉底は中央部が楕円形に一段低

く凹んでおり、この部分が焼けているが焼土はかき出されてほとんど残っていない。床面のその他の施設で

は床に置かれた礫が数点ある。Plの西の縁にある厚い河原石、P4に 落ちかかった状態の扁平な礫、P4の南

東側の床にある花南岩などは比較的大きな礫であり、その他にも小形の礫が数点ある。また炉の北西の床に

第67図 第23号住居址出土土器(動 (5は 1/4, 6は 1/2)
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第68図 第23号住居址出土石器 (1/3)



第 3節 縄文時代の遺構 とその出土遺物

は煽平な花尚岩が 2個あるが、これは中央で 2つに割られたもので、炉石とみられるものである。

覆土は重複関係のある第24号住居ldr_の覆土と同様の暗褐色上が全体を覆っているが、含有物や性質の異な

りで細分されて観察された。自然堆積とはやや認めにくい、というのが発掘時の感想である。遺物の出土状

態では上記の 2個の埋甕が特記される。

遺 物 住居の規模やつくりの良さに比べると、当初の予測に反し出土遺物はやや少なかった。復元でき

た土器は 6点ある。 1は有孔鍔付土器の退化型とみられる壺形の上器で、P4の東側覆土中から出上した。 2

は埋甕のうち、外側に正位の状態で埋設されていた埋甕 (Nα 2)である。底部を欠く高さ32.5cllaの 曽利系の

深鉢で、口縁部の■lRllが、調整されたようにわずかに手け落している。 3は内側の位置に逆位に埋設されてい

た埋甕 (No l)で、底部を切断する高さ32.8cmの 唐草文系の深鉢である。 4は唐草文系の大形深鉢の口縁部

である。床近 くの覆土中から出上した。 5は内面が赤色塗彩された有孔鍔付土器である。鍔は断面形が厚い

方形で、鍔に孔があけられている。丁寧な調整で焼成のよい土器である。Plか ら出土した。 6は無文の小形

の皿で、外面はよくみがかれている。 P4北の床から出上した。

石器は打製石斧 2、 大形石匙 1、 磨石 1、 礫器 2、 ハンマー 1、 黒曜石の手U片石器 2、 同両極石器 3の他

はキJ片類である。

時 期 中期後葉Hと みられる。

第24号住居址 (第 65・ 69・ 70図 )

遺 構 南側台地。台地先端部の中央に近い西側の場所で、 J・ K-9グ リッドを中心とする位置にある。

本l■は北西側を平面形のよく似た第23号住居址に切られている。また西側には第26号住居上、南西側には第

28号住居l■が隣接している。本址の東側から南側の台地縁辺部にかけては住居址の検出されていない空間地

帯があって注意されるが、この場所をはさんだ東側には第 4・ 5号住居址がある。

平面形は7.0× 6.5mの大きさをもつ隅丸方形で、主軸方向はN-80°一Wを示す。壁は比較的はっきりした

ロームの壁が高さ20cmほ どで設けられている。周濤は壁下をほぼ全周している。床は広く平坦で、部分的に

堅緻な面が認められる。主柱穴はP7° PS・ P9・ P iOと 第23号住居址内のP6の 5カ所とみられる。出入口部

はPsと P9の間と考えられ、P llは 出入口部の施設ではないかと思われる。炉は主軸線上で、中央より西の奥

壁側へよった位置にある。110× 90omの大きさをもつ長方形の石囲炉で、炉石は東の焚口部に花筒岩の山石を

用いている他はいずれも痛平な河原石を平らに据えて囲っている。また焚口部の両側の隅には月ヽ礫を 1個ず

つ詰めている。炉石のうち、北と南の中程にある炉石の内側の縁には黒色を呈する縞状の付着物が認められ

た。長方形の石囲炉であるが、炉石の据え方には、炉石を花形に配した円形石囲炉の面影をとどめている。

炉底は凹凸があってよく焼けているが、焼土はかき出されてほとんど残っていない。炉底の中央に胴下部を

切断した深鉢形土器が横に置かれた状態で出上した。おそらく炉体土器であったのが、住居上の廃棄時に抜

き取られて底に置かれたのであろう。床面のその他の施設では、炉の東側に浅いピットがあるが、本l■に伴

う遺構であるのか判然としない。またPI。の南の縁とP7の南の床には礫が遺存していた。

覆土は全体が暗褐色土であるが、含有物のあり方や性質で 3層に細分される。このうち住居l■の中央を覆

う第 11層が、床面に達して厚く堆積しているのは注意される。

遺 物 復元できた土器は小形の深鉢が 3個体ある。 1は 4単位の低い波状口縁の深鉢で、波頂下の口縁

部の区画文と胴部の櫛形文が特徴的である。P″の南脇の床面から横転した状態で出土した。2は炉底に置か

れた状態で出上した胴下部を切断する深鉢である。胴部は縦位の平行沈線の間に横位の沈線を充装した区画



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

を部分的に構成している。 3は 口縁部が無文となる深鉢で、頸部は横位の半隆起、胴部は縄文地文の上に蛇

行隆帯を配している。覆土からの出上である。

石器は打製石斧 3、 大形石匙 2、 凹石 2、 磨石 2、 磨製石斧 1、 黒曜石の崇J片石器 1、 同両極石器 1、 同

スクレイパー 1の他は原石と祟J片類である。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

第69図 第24号住居址出土土器 (1/4)

D
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第70図 第24号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5)
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第25号住居址 (第71～ 74図 )

遺 構 南側台地。台地先端部でも広場と接する西側の場所で、O・ P-15グ リッドを中心とする位置に

ある。東隣りには第22号住居址、また北側と南西側には本l■ とほぼ同期とみられる第29号住居l■ と第31号住

居址がそれぞれ隣接している。

平面形は5.2× 4.9mの規模をもつ不整な円形で、主軸方向はN-112°一Eを示す。壁は堅くはっきりしたロ

ームの壁が全周している。南壁側が高く30～ 40omほ どあり、北壁側は25cmほ どでやや低い。周濤は南コーナ

A881019

I 暗褐色土 (炭化物 ローム粒子 )
‖ 明褐色上 (炭化物・ローム粒子・ローム塊混 )

B881019

C 88 019
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第71図 第25号住居址 (1/60)
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第m章 発掘 された遺構 と遺物

一部の壁下が小穴となるほかは浅い濤が壁下をほぼ全周している。床は平坦で全体的に堅いが、叩き固めた

ような堅緻さはない。主柱穴はPl・ P2・ P4° P5° P9・ P iOの 6カ所とみられる。P3は 柱穴の同地点での

重複であるが、位置的にみてP2と の関連が考えられる。また、P5は掘方が比較的大きく、かつ深さもあり、

他の主柱穴に比べるとやや特殊な形態をもつ遺構である。その場合、配置された柱穴間の距離が等間隔とな

らないが、あるいはP7が西コーナー部の主柱穴になることも考えられる。出入口部は西壁の中央部とみら

れ、 P6・ P7・ P8は 出入口部の施設と考えられる。炉は主軸線上で、中央より東の奥壁側へ寄った位置にあ

る。方形でやや浅い掘方をもつ大形の石囲炉であるが、炉石は北と南の一部を残して抜き取られている。炉

石は河原石と花筒岩の山石を維に組んだものである。また、炉の中央には割れた炉石とみられる花蘭岩の山

石が、炉底の焼上を覆う土の上に置かれている。炉底はよく焼けており、中央に焼上が若千残っている。そ

98

第72図  第25号住居址出土土器 (1/4)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

の他の床面の施設では、炉の北の脇に浅いピットがある。また、出入口部のP9の縁には痛平な礫が 2個敷か

れていた。

覆土は 2層に観察された。住居l■の中央上部に堆積する暗褐色上の第 I層 のほかは、壁側から炉の内部ま

で明褐色上の第H層が厚く堆積しているのが注目される。炉を覆う第Ⅱ層の上に炉石とみられる礫が置かれ

ていたことなどとも関連し、人為的に埋めもどされた住居l■の可能性が考えられる。遺物は一括土器が床近

くと床から浮上した覆土中から出上しているほか、覆土中からは土偶 (第73図)と石棒 (第74図 3)も 出土

している。

遺 物 復元できた土器は 5個体ある。いずれも地文に縄文をもつ土器群である。 1は胴部がやや長い器

形が特徴的である。 2はやや背の低い深鉢で、胴部には剣先形の文様と渦巻文を合わせたような文様が 4カ

所施文されている。 1は炉の東のほば床面から、2は P。上部の覆土中からの出上である。3は頸部に袋状の

有段部をもつ筒形の深鉢である。P5東の床近くから出上した。4は X字状の両把手の付いた鉢である。直立

する日縁部は無文で、胴部は結節縄文が施文されている。Pl脇の北壁近い覆土上部からの出上である。5は

完形の刻ヽ形の浅鉢で炉の西脇の床近 くから出上した。赤褐色を呈する焼成の良い土器で、胴部はよく磨かれ

ており、底には木葉痕がある。土製品では土偶 (第73図)が 1点ある。小形の上偶で後頭部が突き出ている。

顔の表現と、欠損しているが腕 と乳房の表現の痕跡が認めら

れる。炉の南の覆土中からの出上である。

石器は石鏃 1、 打製石斧 3、 石棒 1、 黒曜石の両極石器 6

の他は剣片類である。3の石棒はP5上の覆土中からの出上で

ある。

時 期 中期後葉 Hと みられる。

α卜・舟

0                 5cm

第73図 第25号住居址出土土偶 (1/2)
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第74図 第25号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5, 3は 1/6)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第26号住居址 (第 75～ 77図 )

遺 構 南側台地。台地先端部でも西側で、地形的にやや高 くなる台地先端部と南縁の湾曲する地形との

移行部 となる場所の、0-10グ リッドを中心 とする位置にある。東側には本址より 1～ 2段階前の第23・

24号住居J■がある。また、東南側には本l■ とほぼ同期 とみられる第28号住居上が南東側へ向かって本 l■ と並

んでいる。

平面形はやや直線的な南壁の中央部が若千張り出す隅丸方形である。大きさは5,1× 4.4mで、主軸方向は

N-32°一Wを示す。壁は直壁に近い部分もあるが全体に開きぎみで、特に西壁と東コーナー部付近、それと

南壁の出入口部付近ではやや強く開いている。比較的堅いロームの壁であるが、壁面には掘方の痕跡と思わ

れる凹凸が多く認められる。周濤は刻ヽピットを伴うもので、奥壁となる北壁下と西壁下、それと南壁下の西

側部分に設けられている。東壁下と南壁下の東側部分には周濤は設けられておらず、この部分には小穴がめ

ぐらされている。床は全体的には平坦で堅緻な床だが中央部はわずかに皿状に凹んでやや軟らかい。主柱穴

はPl・ P2・ P3・ P5の 4カ所で各ヨーナー部に位置している。出入口部は南壁の中央部で、床が外側にやや

張り出している。P4は 出入口部の施設とみられ、対ピットとなる小さな濤状の遺構も検出されている。床面

b｀ lЬ

A881089

黒色土 (炭化物 多・ ローム粒子 )

暗褐色土 (炭化物・ ローム粒子 )

茶褐色土 (炭化物少 ローム小プロック多)

ω８

麗

引

°
。も:ドデ

Z00

第75図 第26号住居址 (1/60)



第 3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物

には平板な礫が 1点置かれているが、埋甕はない。炉は主軸線上で、中央より北西の奥壁側へ寄った位置に

ある。花商岩を維に組んだ100× 70cmの長方形石囲炉である。奥の炉石の上半分ははずされて内に入れられ、

奥に残る炉石と重ねられている。焚口部と西側の中央の炉石は抜き取られて残っていない。また東側の大き

な一枚石は 3つに割れており、炉は破壊された状態を示している。炉底は焼けているが焼土はほとんど残っ

ていない。伏甕は 2例ある。 1つは北コーナー部のP2脇の壁下の床に伏せられている。もう1つは炉と奥壁

間の床で主軸線の西側の位置に伏せられている。いずれも唐草文系の小形の深鉢で胴下部を切断したもので

ある。その他の施設では南コーナー部の P5と 並ぶ位置にタライ状の遺構がある。出土遺物はないが、おそら

く貯蔵用の施設ではないかと思われる。また西壁下の中央部には集石遺構がある。床に埋設した状態の礫も

あり、石垣遺構とはみなしえないが、何等かの特殊な遺構と考えられる。集石遺構の周辺には他にも礫が数

点遺存している。また、出入田部近 くの床には三角形状の厚い痛平礫が立った状態に遺存しており、周辺に

は数点の礫が散苦としていた。

覆土は 3層に分かれて観察された。床は全体にロームの小ブロックを多量に含む茶褐色土の第Ⅲ層で覆わ

4

10cm

第76図 第26号住居址出土土器 (1/4)

ヱ0ヱ



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

〆〒I

第77図 第26号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5, 5は 1/6)

れている。特に炉の南側では九 く厚いマウンド状の堆積となっており、この部分はローム土の埋立ではない

かとみられる状態にあった。また西側は開いた壁の外制から壁下に第H層が堆積しており、第Ⅲ層上面の住

居址中央部まで薄 く伸びて堆積している。プラン確認の段階でも全体に黒色が弱く、責色の強い褐色系のや

や変わった色調の覆土と感じられ、かつ覆土全体が非常に堅いのも特徴であった。覆上の不自然な堆積状態

や堅さなどから、本址は埋立てられた住居l■ではないかと考えられた。遺物の出土状態では上記の 2点の伏

甕が特記される。その他の上器は床近 くの覆上中からの出上である。

遺 物 復元できた上器は 4個体ある。その他に曽利Ⅲ式とみられるX宇把手付大形深鉢の一括破片があ
るが、復元できなかった。1は北ヨーナー部のP2脇の壁下の床に伏せられていた伏甕である。唐草文系の小形

の深鉢の胴下部を切断したもので、突起のある口縁部が 1カ所欠けている。2は炉と奥壁間の床に伏せられて

いた伏甕である。唐草文系の平縁となる小形の深鉢で胴下部を欠損している。 3は 口縁の向かい合う位置に

突起を2カ所もつ唐草文系の小形の深鉢である。 4は有孔鍔付土器で胴部には沈線による渦巻文が施文され

ている。内外面共よく磨かたており、表面は赤色塗彩されている。

石器は石鏃 1、 凹石 2、 石皿 1、 磨製看斧 1、 黒曜石の劉片石器 2、 同両極石器 4、 同石鏃ブランク1の

他は手U片類である。

時 期 中期後葉Ⅲとみられる。

第27号住居址 (第 78～80図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部が湾曲する地形となる場所の、 O・ P-7グ リッドを中心とする台
地の肩部に位置している。東側には第28号、北側には第26号、西側には第35号の各住居l■が隣接している。

ヱ02



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

A880939

黒色土 (炭化物・ローム粒子少 )

暗掲色土 (炭化物・ ローム粒子 )

茶褐色土 (炭化物・ ローム粒子多)

第78図 第27号住居址 (1/60)

平面形は6.0× 5.Omの規模をもつ楕円形で、長軸方向はN―

46°一Wを示す。壁は全周しているが東壁側が高 く西壁側は低

い。高さは東壁から南壁にかけては30cmほ どあ り、西壁は15cm

程度である。比較的良好な堅いロームの壁で、壁面には小穴が

設けられている。周濤は小穴を伴うもので、北西の奥壁を中心

とした中央より奥の部分の壁下に設けられている。東南の出入

口側では、出入口部の壁下にごく短い濤がある他は周濤となら
第79図 第27号住居址出土土器 (1/4)

ず、月ヽ ピットが設けられている。床は中央に向かって凹む皿状の床で、奥壁側 と東南の出入口側の壁際が特

に高 くなっている。全体に堅緻な床である。主柱穴は Pl・ P2・ P3・ P4・ P5° P6の 6カ所である。ただ出

入口側の P3と P4の間は他の主柱穴間に比べるとやや距離がある。出入口部には壁際に小形で浅い Pl。 とP ll

ω
Ｏ
卜

〇
∞
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第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

0             10cm
I             I             I

9は 1/2)・ 軽石製品 (8は 1/2)
Z04

第80図 第27号住居址出土石器 (1/3,



第3節 縄文時代の遺構とその出上遺物

が設けられている。その内側に同じように並ぶ P7・ PSも 関連した施設とみられる。またP9は浅いタライ状

の遺構で、出入田部に設けられた貯蔵穴のような何等かの特殊な施設であろう。炉は55× 55cmの石囲炉で、

中央より北西の奥壁側へ寄った長軸線上に位置している。東の焚田部と北側には長い角柱状の礫を据え、西

と南には小形の礫を2個ずつ並べて縦に組み、五角形状の石囲炉に構成されている。炉石は北の長い角柱状

の礫が花蘭岩の他はいずれも丸みのある河原石である。炉底は強く焼けているが焼土はかき出されて残って

いない。その他の施設では、小ピットが北壁側を中心に、主柱穴の外側を壁に沿うように多数設けられている。

遺 物 出土土器は少なく、中期中葉とみられる土器片が若干ある。図示した土器は、主として伊那谷や
諏訪湖盆を中心に分布する櫛形文上器の初期のタイプの上器ではないかと思われる。

石器は石錘 1、 打製石斧13、 凹石 3、 磨石 1、 磨製石斧 1、 石錐 1、 ハンマー 1、 黒曜石の崇U片石器 1、

同両極石器 1、 同石鏃ブランク 1、 軽石製品 1の他は剰片類である。

時 期 中期中葉Ⅲとみられる。

第28号住居址 (第 81・ 82図 )

遺 構 南側台地。台地先端部でも西側で、地形的にやや高くなる台地先端部と南縁の湾曲する地形との

移行部となる場所の、M-7グ リッドを中心とする位置にある。北東側には本l■より1～ 2段階古い第23。 24

ｍヽ

ｏ
∞
二

∞
∞
　
∞

I 黒掲色土
‖ 褐色土
‖ 明黄褐色土
Ⅳ 明黄褐色土 (粘性 )
V ローム (貼床 )
Ⅵ 明黄褐色上
Ⅵl 黒褐色土

Ⅵ‖ 黄褐色土

第81図 第28号住居址 (1/60)
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第m章 発掘された遺構と遺物

号住居址がある。また北西側には本址とほぼ同期 とみられる第26号住居址が南東側へ向かって本址と並んで

いる。

平面形は出入口部の方向へ突き出た隅丸五角形である。大きさは5.1× 4.8mで、主軸方向はN-35°一Wを

示す。壁は東壁が高く西壁側へ徐々に低 くなっている。高さは東壁から出入口部のある南壁で40cmほ どある。

西側はやや軟らかいが、全体的には比較的しっか りした良好な壁である。周濤は小穴を伴 うもので壁下を全

ヱOσ

第82図 第28号住居址出土土器 (1/4)



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

周している。また、北側の床には旧住居の周濤の痕跡と思われる短い濤と小穴が検出されており、奥壁狽Jヘ

拡張のなされたことが推察される。床は凹凸があり、出入口部の埋甕周辺はわずかに皿状となっている。全

体に叩き回めたような堅緻な床である。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4の 4カ所が検出されている。出入口部は

南壁の中央部で、張り出した壁の直下には周濤より若千深い濤を設けている。床には対ピットと、対ピット

を浅い濤でつなげた「ヨ」の字形の施設をつくり、その中央に埋甕を埋設している。壁直下の濤の縁から旧埋甕

にかけての「コ」の字形遺構の内側の部分が、主軸線を中心に長楕円形の広さで浅く船底状に凹んでいる。炉は

主軸線上で、中央より北西の奥壁側へ寄った位置にある。130× 105cmの方形の掘方をもつ石囲炉であるが、

詰石らしき小礫を2個残して炉石はすべて抜き取られている。炉の掘方は北の奥の部分が一段深く、中央の

火床をはさんだ 3方向は浅い。おそらく奥の炉石は維に深く据えられていたのであろう。火床は中央にあり、

よく焼けているが焼上の残りは少ない。また本炉址と出入口部の間の床には旧炉の跡ではないかとみられる

遺構がある。仁居l■の主軸線よりやや西側へ寄った位置であり、掘方の長軸方向は住居址の主軸線に対して

南北方向に傾いている。105× 95cmの浅い方形の掘方で、北側の底が広い範囲によく焼けている。上面には貼

床がなされていた。埋甕は出入口部にある「コ」の字形の施設の内で、中心を通る主軸線上に 2個並んで設けら

れている。外側の埋甕 (No 2)は対ピットをつなぐ浅い濤にかかる位置にある。底部を欠く曽利系の深鉢形

土器の切断部を掘方の底に据え、口縁部をわずかに床面に出して正位の状態に埋設している。埋甕内の上層

は埋められたとみられる状態にある。底にはローム的な明黄褐色上の第III層があり、上部はローム粒と炭化

物を含む褐色土の第Ⅱ層で、上面は蓋をしたように堅くしまっていた。内側の埋甕 (No l)は唐草文系の深

鉢の胴部を掘方の底からやや高い位置に据えて正位に埋設したものである。埋甕の上部にはロームを厚く入

れ、上面はそのままロームで覆って堅い貼床としている。上部に入れられたロームの中には、胴部の上の縁

の部分となった破片が含まれていた。その他の床面の施設では、床面に小穴がいくつか検出されている。ま

た、炉とPlの間の床面と、P2の東の周濤際に礫が置かれている。炉の脇の礫は厚い痛平な河原石で、周濤際

の礫は丸い安山岩の礫である。

遺 物 復元できた土器は 3個体ある。 1は 2個ある埋甕のうち外側に埋設されていた埋甕 (No 2)で、

底部を欠く現高39。 2cmの曽利系の深鉢である。床面からわずかに出た部分となる口縁部は調整されたように

打ち欠かれている。 2は炉の北壁上の床から出土した曽利系とみられる小形の深鉢である。 3は内側に埋設

されて貼床のなされていた埋甕 (Na l)で、唐草文系の深鉢の胴部である。

石器は黒曜石の争J片類が49点 と他の最J片が 2点あるにすぎず、欠損品も含め製品は 1点 も出上していない。

時 期 中期後葉Ⅲとみられる。

第29号住居址 (第 83～ 85図 )

遺 構 南側台地。台地先端部でも西側の、台地の中央部に近いPoQ-18グ リッドを中心とする位置に

ある。付近の広場の縁に並ぶ住居l■よりも一軒分ほど内側の場所へ入った位置であり、南側には第25号住居

址が隣接しており、東側には第22号住居上がある。また、第 5号方形柱穴列との同地点での重複であり、本

址の西北側には第 6号方形柱穴列も接した位置関係にある。

平面形は4.8× 4.4mの楕円形で、軸方向はN-106°一Eを示すとみられる。壁は全周している。高さは高い

部分で25cmほ どあるが、東コーナー部と西コーナー部が低 く、この部分は黒上がからんで不明確である。周

濤は北壁下と南壁下を中心に設けられている。奥壁となる東壁下には設けられておらず、出入口側の西壁下

も部分的である。床は部分的に堅い面もあるが、全体としては黒上が混って軟弱である。特に炉の北側は軟

Z07



第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

A880789

10cm

第83図 第29号住居址 (1/60)

らか く、炉に向かって傾斜 した床になっている。主柱穴

は P2・ P5と 、やや浅いが Pl・ P4も それとみられる。 P6

は浅いが、位置的にみると主柱穴の可能性もある。奥壁

側の主柱穴は黒土の混る軟弱な床であったためにプラン

が検出できなかったが、本来は 6本主柱の構造であった

と思われる。出入田部は埋甕の設けられている西側の P4

付近で、P3は その施設とみられる。炉は中央より東の奥

壁側へ寄った位置にある。110× 70cmの長方形で浅い掘方

の石囲炉であるが、東側 と北側の奥の部分の炉石が抜か

れている。炉石は焚口部 となる西側を痛平な河原石で平

らに囲み、その先の両側には河原石を維に据えている。

炉底は中央より西側がよく焼けているが焼上の残 りは少

ない。埋甕は主軸線上の西壁近いP4の内側の脇に位置し

ている。柱穴様の掘方の中に底部を欠 く深鉢形土器を、

口縁を床面と水平にし、底部を掘方の底から高い位置に

据え、内側へ斜めに傾 くように埋設している。埋甕内か

らの出土遺物はない。その他の床面の施設では、炉の南
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第84図 第29号住居址出土土器 (1/4)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

東側に土墳状の遺構があるが、本上に伴うものであるのかは判然としない。

遺 物 覆土中からの出土土器は曽利Ⅳ式とみられるもので、曽利 I・ H式とみられるものはほとんどな

い。その中で復元できた土器は埋甕に用いられていた深鉢形土器が 1個体あるだけである。高さ27.2cmで底

部と口縁部を一部欠いている。内湾する口縁部は沈線による重弧状の招曲文で構成され、そのあいた部分に

は斜位の沈線が施文されている。頸部には隆帯からつながる眼鏡状の小把手が 4カ所ある。胴部は隆帯によ

る変形した人体文と垂下する隆帯、それと斜位の沈線を地文として文様が構成されている。全体にざらつい

た焼成のあまりよくない土器である。

石器は石鏃 2、 石錘 1、 打製石斧 1、 大形石匙 1、 凹石 2、 磨石 1、 石皿 1、 磨製石斧 1、 黒曜石の両極

石器 5の他は原石と崇J片類である。

時 期 中期後葉Ⅱとみられる。

AtI

基 ‖ 2

Ａ
脚
Ｍ
州
――
阿
齢
Ψ

嗣
―――
印
―――
――‐
耶

9   1  PCm

5は 1/2,  9は 1/6)第85図 第29号住居址出土石器 (1/3, 1・ 2は 1/1.5,

Z09



第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

第30号住居址 (第86・ 87図 )

遺 構 南側台地。台地先端部の北側で、谷へ向かって張り出す地形へ移行する場所の、A′ -18。 19グ リ

ッドを中心とする台地の縁近い平坦な肩部に位置している。南環状集落の東北端であり、本址より北側には

住居l■が検出されておらず、北側の区域は谷へ向かって開いた空間となっている。本l■の西側にはやや離れ

た位置に第17号住居l■、南西側には第12号住居l■が位置している。

北東側が削平されているためプランの全体は明らかでないが、北東側はおそらくP2付近までが範囲である

とみられる。平面形は東南の出入口部と主軸線をはさんだ左右の肩部がやや張り出す、隅丸方形に近い形態

であると考えられる。大きさは6.8× 6.3mほ どで、主軸方向はN-50°一Wを示すとみられる。ローム層への

掘り込みが浅い住居址であるため壁は南側に低い壁を残すだけで、他の部分は削平されている。周濤は奥壁

る
P2

A 880799
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第 3節 縄文時代の遺構 とその出土遺物

10cm

第87図 第30号住居址出土土器 (1/4)。 石器 (1/3)

となる北西側と出入口の方向となる東南側に検出されている。東南側の周濤は比較的しっかりした周濤であ

る。床は全体的に攪乱が入り、削平されている部分もある。このため床は水平でなく、凹凸のある軟弱な床

となっている。主柱穴はPl・ P3・ P4・ P5の 4カ 所で、 Pl・ P4・ P5は 同地点で建替えたとみられる。炉は

削平されているため検出されていない。しかし主軸線上で、中央より北西の奥壁側へ寄った位置の床に、炉

の掘方と思われる浅い凹みが検出されている。掘方は住居址の主軸線と直交する形で、150× 100cmほ どの範

囲が、北西の奥壁側がやや深い状態でわずかに皿状に凹んでいるcお そらく浅い掘方の石囲炉であったもの

と思われる。床面のその他の遺構では、炉の西側の壁近い場所に前期末の第659号土渡がある。

遺 物 土器は曽利 I式 と梨久保 B式 とみられるものがあり、中には櫛形文の残る型式のものもある。復

元できた土器は曽利系とみられる無文の口縁部を欠く小形の深鉢形土器 (1)が 1個体ある。

石器は横刃型石器 1、 大形石匙 1、 磨製石斧 1の他は黒曜石の手J片類である。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

第31号住居址 (第 88～ 91図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部が湾曲する地形となる場所の、R-13・ 14グ リッドを中心とする広

場に続く内側の平坦部に位置している。本l■の東北側には本址とほぼ同期とみられる第25号住居址が隣接し

ており、南側にもほぼ同期とみられる第32号住居l■がある。

平面形は4.6× 4.5mの大きさをもつ円形で、主軸方向はN-52°一Wを示す。壁はしっかりした良好な壁が

高さ25～ 30cmほ どで全周している。直壁に近いが南西側の壁は上部が開いている。周濤は壁下を全周してい

るが、北西の奥壁下では特に深く設けられている。床は平坦で堅級である。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4の 4

カ所で、各コーナーに配されている。出入口部は東南の中央部である。ここには周濤から壁側に広がるピッ

ト状を呈する円形の施設が設けられている。このため出入口部の壁は丸く突き出た形態になっている。また

出入口部の床には周濤につながる浅い濤と対ピットが設けられている。対ピットと同じような小ピットが周

濤となる床の縁の部分にも1カ所ある。炉は主軸線上で中央より北西の奥壁側へ寄った位置にある。100× 97

cmの方形石囲炉で深さは45帥ほどである。炉石は河原石と花蘭岩の山石を維に組んだもので、焚口部の炉石

だけ横に据えている。東の焚田部と西の奥の片側が河原石の他は花蘭岩の一枚石であるが、北側の炉石は大

きく3つに分割されている。炉底はよく焼けているが焼土の残りは少ない。床には礫が 4点置かれている。

P4の脇にやや丸い礫と炉の東側に痛平な礫が 2点ある。出入口部の対ピットの間に遺存する礫は石皿である

が、凹面の浅い未完成の石皿と思えるものであった。また出入口部施設のピットの中程で、床面とほぼ同レ

ベルの壁際の位置にも礫が 1点遺存していた。



第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

覆土は 2層に観察された。床面を覆うのは第H層で、壁から炉の縁まで堆積している。第H層の上面は第

I層 で、第 I層 は主として住居l■の中央部に堆積しているが、炉の内まで第 I層である点は注意される。人

為的な堆積ではないかと思われる。遺物は炉に近い炉の南西側の覆土中から吊手上器等の一括土器が 4個休

出土している。また出入口部の対ピットの間の床からは石皿 (第91図 3)が出土している。

遺 物 復元できた土器は 4個体ある。 1は両把手付鉢の胴部である。 2は 口縁部に連続刺突のある渦巻
文と沈線が施文されているのが特徴的である。床近 くからの出土であるが、日縁部の一部は炉内からの出土

である。 3は 口縁部の向かい合う位置に渦巻文のある山形の突起が配されている。ややふくらんだ頸部は連

続刺突の伴う隆帯で区画され、区画内には渦巻状の沈線が施文されている。胴部は横位の渦巻状沈線が上下

に二段あり、縦位の沈線で渦巻文をつないでいる。地文は縄文である。伊那谷系の上器で搬入品と思われる。

4は 吊手土器で頂部と底部を欠く。三角形の窓の縁には沈線が施文されている。沈線は吊手部の橋状となる

低い隆帯と、吊手部側面の穴の縁の部分にも施文されている。黒褐色を呈する焼成の良い土器である。土製

品では土偶の脚部 (第89図)がある。底の湾曲する脚部で、全面に未痕が認められる。付斉R部には木芯痕が

認められる。

石器は少なく、石皿 2、 ハンマー 1の他は原石 1点 と黒曜石の手U片類が 8点あるにすぎない。 2は ガヽ形の

石皿である。 3は出入田部

の対ピット間の床に遺存し

ていた未完成品とみられる

石皿である。

時 期 中期後葉Ⅱとみ

られる。

A880919

暗褐色土 (炭化物 )

明褐色土 (ロ ーム粒 )

第89図 第31号住居址出土
土偶 (1/2)
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第90図 第31号住居llr出土土器 (1/4)

第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

0                         10cm

a

Z′θ

第91図 第31号住居址出土石器 (1/3, 3は 1/6)



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第32号住居址 (第 92～ 95図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部が湾曲する地形となる場所の、 S・ T-10グ リッドを中心とする台
地の肩部に位置している。本II_の北隣りには本l■ とほぼ同期とみられる第31号住居上があり、また南隣りに

は第35号住居址が位置している。

平面形は5.2× 5.lmの大きさをもつ、出入口部が張り出す隅丸五角形で、主軸方向はN-95°一Wを示す。

壁は比較的掘方のはっきりした良好な壁が全周している。出入口部となる東壁と奥壁となる西壁は直壁に近

いが、北壁と南壁はやや開いている。高さは出入口部で40cln、 奥壁は30cmほ どであるが、北壁と南壁はやや

低い。周濤は北壁下と南壁下、それと西壁下に部分的に設けられている。また床面には旧住居の周濤が検出

されている。旧住居の周濤は西壁側と東北のコーナー部で二重に検出されていることから、同心円上に拡張

のなされる以前にも、部分的に拡張のなされたことが推察される。床は炉の周囲と出入口部がやや低 く凹ん

でいる。全体に堅緻な良好な床である。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ PSで、 P6・ P7・ P8・ P9は 旧住居
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第 3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物

の主柱穴とみられる。このうちP5の上部には大きな河原石が入れられていた。またP7には貼床がなされてい

た。出入口部は東壁の中央部で、壁がわずかに張り出している。この部分の床には出入口部の施設とみられ

る対ピットと小さなピットが設けられている。また、出入口部に続く内側の床は浅く掘り凹められており、

東側には小穴が 3個逗結した一段深い楕円形のP10が設けられている。このうち出入口側に近い中央に位置

する27× 24cmの円形ピット以外は貼床がなされていた。埋甕はないが、あるいはそれに関連するような特殊

な施設であるのかもしれない。炉は主軸線上で、中央より西の奥壁側へ寄った位置にある。110× 105cmの大

きさをもつ深い切姫姥状の方形石囲炉である。炉石は厚い花蘭岩の平板石を維に組んだもので、西側の奥の

部分と南側には一枚石を据えている。北側の炉石は小形の1枚 を残して抜かれており、東の焚口部の炉石は

動かされて横になり、 1枚は抜かれてその場所に平らに置かれていた。東・西・南の炉石はいずれも中央で

大きく割れている。炉底は凹凸があってよく焼けているが焼上の残りは少ない。炉の東側の床には台石様の

の`O鯵
第93図 第32号住居址出土土器 (1/4, 5は 1/2)・ 土製品 (1/2)

ヱ75
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第 3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物
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第95図 第32号住居址出土石器121(1/3,14は 1/6)

大きい痛平な河原石が 1点置かれていた。

覆土は壁側から中央へ向かって堆積している状態が観察される。その中で、中央部では第■・Ⅲ層がと切

れ、第 I層が床面まで達している状態は注意される。見方にもよるが、本址は人為的に埋めもどされた住居

址ではないかと思われる。遺物は床上15cln前後の覆土中から小形土偶 (第93図 7)や一括土器などが出土し

ている。また、床上出上の12点の同一個体の上器片が、本址より北へ25m離れた中央広場に位置する第297号

B土獲出上の大形深鉢 (第491図 6)と 接合関係にあることは注目される。その他はPlの上面から磨製石斧 (第

94図 5)が出上している。

遺 物 復元できた土器は 5個体ある。 1は 口縁部に孔のある環状突起が 4単位に設けら絶た深鉢で、胴

部には連弧文のやや変形した文様がつけられている。焼成のよい土器である。 2は X字状把手の付 く小形の

深鉢である。 3は胴部に曽利系の要素をもつ深鉢である。 4は角状の大きな把手と小さな突起のある把手を

対称の位置にもつ深鉢である。口縁上端と胴部の地文は縄文で、口縁部には刺突文もある。口縁部と胴上部

には横位の渦巻沈線があり、胴部の渦巻沈線の下は縦位の浅い沈線である。全体に黒灰褐色を呈した焼成の

良い土器で、伊那谷からの搬入品とみられる。 5は小形深鉢である。土製品では無文の上製円板 (6)と 土

偶がある。土偶 (7)は炉の東側で床面より12cm浮いた位置から出上した。両腕部と頭部を欠く小形の上偶

の胴上部で、乳房が表現されている。

石器は石鏃 1、 打製石斧 2、 横刃型石器 1、 凹石 6、 磨石 1、 石皿 1、 磨製石斧 2、 石錐 1、 黒曜石の崇U

片石器 4、 同石鏃ブランク1の他は禁U片類である。 3は打製石斧の欠損品とみられる石器であり、第17号住

居llL出土品と接合関係にある。

時 期 中期後葉Ⅱとみられる。

Zヱ 7



第■I章 発掘された遺構と遺物

第33号住居址 (第96・ 97図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部が湾曲する地形となる場所の、X-14グ リッドを中心とする広場に
続く内側の平坦部に位置している。本l■の北西側には前期Ⅵの第39号住居址が隣接している。また本l■の南

側には、本址とほぼ同期とみられる第36号住居llLがやや離れて隣り合った位置にある。

平面形は5.5× 4.8mの東西方向に長い隅丸方形で、長軸方向はN-100°一Wを示す。壁は20cmほ どの高さで

全周しているが、3Uの時期の遺構や攪乱による黒上がからんでローム壁は部分的である。なお東壁中央部は

土墳状の遺構と攪乱で変形している。周濤は東南のコーナー部以外はほぼ壁下を全周している。小穴を伴う

比較的深い安定した周濤である。床は平坦だが床面はわずかに軟弱である。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ P6・

P7の 6カ 所で、P5は 出入口部の施設とみられる。出入口部は周濤の切れるP4・ P5の付近であろう。炉は中

央より西の奥壁側へ寄った位置にある。110× 60clllほ どの大きさをもつ底の浅い長方形石囲炉であるが、炉石

は奥の北西側の部分と、東の焚口部の 1個 を残して抜き取られている。炉石はやや小形の河原石をいくつか

縦に組んで囲ったものである。ただ出入口方向の東の焚口部には痛平な円礫を平らに据えており、北側に残

る2つの礫は中央で大きく割れたものがそのまま据えられている。炉底は凹凸があってよく焼けており、焼

土は旧炉の焼土面へと広がっている。注意されるのは炉の長軸方向が住居址の長軸方向に平行でなく、南北
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第 3節 縄文時代の遺構 とその出土遺物

10cm

第97図 第33号住居址出土土器 (1/4)・ 石器 (1/3)

方向に傾いていることである。それと関連し、旧炉の浅い長方形の掘方も住居址の長軸線に平行でないこと、

また、新炉の方向が焚口部を支点に90度ほど移されているとみられることも合わせて注意される事象である。

その他の床面の施設では、長軸線上に位置する西の奥壁近 くに浅いP8が設けられている。また、北ヨーナー

部付近のPl脇の深さ61cmの上獲状の穴は本址に伴うものであるのか判然としない。

覆土は 3層が観察されている。土器は炉の付近の床近くから招曲文のある比較的大形の日縁部の破片が出

土している。また、出入口部となる東南のコーナー部の壁際の床近くからは、深鉢形土器 (第97図 1)と 、

40× 35cmの大きな重い安山岩の九石が並んで出上した。

遺 物 土器は図示した深鉢以外は曽利 I～ H式とみられる破片が出上している。図示した土器は東南の

コーナー部から丸石と並んで出土した、やや風変わりな土器である。胴部の中程が「く」の字形に強く届折

する厚手作りの深鉢である。特徴的なのは肥厚した口縁部の内側に受口状の段がつくられていることである。

口縁部は無文で、届折した胴上部の文様帯は刺突文と沈線 。陰刻文で文様が構成されている。胴下部の文様

帯は縄文地文と蛇行する隆帯で文様が構成されている。

石器は打製石斧 1、 磨製石斧 と、九石 1の他は黒曜石の手」片類である。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

第35号住居址 (第98・ 99図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部が湾曲する地形となる場所の、 R・ S-8グ リッドを中心とする台

地の肩部に位置している。本l■の東隣りには第27号住居址、西隣りには第37号住居址がそれぞれ位置してい

る。

台地の肩部でも縁の部分に構築された、ローム層への掘り込みが比較的浅い住居l■である。このため、傾

斜する地形の黒土中に設けられていたとみられる南恨Jの壁は検出されず、南側のプランは平坦な床の広がり

と柱穴のあり方から推定した。それによると、平面形は西壁がやや直線的で東壁側に若千張り出す不整な円

形になるものと思われる。大きさは5。 4× 4.9mほ どで、軸方向はN-86°一Wを示す。壁はローム壁となる北

壁と東壁、それと西壁の北側1/2ほ どの部分が検出されている。高さは北壁の高い部分で10cm程度であり、西

壁と東壁はごくわずかな立ち上がりとなる低い壁で、全体に軟弱である。周濤は小ピットを伴うもので北壁

と東壁下に部分的に設けられている。床は平坦だが炉から南側は緩く傾斜している。北壁側の床が部分的に

堅いが、全体的には軟らかい床である。柱穴は壁に沿って 9カ 所検出されている。炉は中央よりわずかに北

=ヱ
つ



第III章 発掘された遺構と遺物

③馳

A 880919

B880919

第98図 第35号住居址 (1/60)

西へ寄った位置にある。やや大形で、それほど深くない楕円形の掘方の縁に河原石を平らに並べて囲った石

囲炉であるが、炉石は東側に 3個を残すだけである。炉の掘方の長軸方向は住居址の主軸線に対して平行で

なく南北方向に傾いている。炉底は中央が焼けておらず、東南の焚口部とみられる付近が床面まで焼けてい

る。また、南側のP6付近にはわずかに床面の焼けた焼土址がある。

遺 物 土器は、連続刺突文のある半隆起線で分帯された胴部の横帯内に、円形の刺突文と沈線で文様が
構成された、底部が無文となる深鉢の破片 (第99図 1)が、他の時期の数点の土器片と共に炉内から出上し
ている。

石器は横刃型石器 1、 磨石 1である。

時 期 時期決定資料に欠けるが、炉の形態と若千の出土土器から、一応中期中葉Ⅵと想定しておきたい。
ヱ20
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縄文時代の遺構とその出土遺物

出
日

口

日

用

ぐ        4
2

第36号住居址 (第 100。 101図 )

遺 構 南側台地で、台地の

南縁辺部が湾曲する地形となる

場所の、X・ Y-10グ リッドを

中心とする台地の肩部に位置し

ている。本l■の北側には、本址

とほぼ同期 とみられる第33号住

居l■がやや離れて隣 り合ってい

る。

東北のコーナー部が攪乱され

ているものの、本来は西壁がや

や直線的で東根Jの出入口部の方

向へ張 り出す、やや丸みのある

隅丸五角形プランである。大き

さは4.8× 4.5mで、主軸方向は

N-89°一Wを示す。ローム層へ

の掘 り込みが浅い住居址である

ため、わずかな立ち上がりとな

る軟弱で低い壁が全周している。

周濤は奥壁となる西壁側を中心

に北壁と南壁下でも西側の部分

に設けられている。西壁側の周

濤は壁から離れた内側の位置に

第99図 第35号住居址出土土器 (1/2)・ 石器

A 880999
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第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

検出されているので、あるいは西壁

側へ拡張のなされたことも考えられ

る。床は平坦だが攪乱が多く全体に

軟らかい。主柱穴は Pl・ P2・ P3・

P4の 4カ所である。出入田部は東側

の P2と P3の間の壁がやや張 り出す

部分 とみられる。炉は中央よりも西

の奥壁側へ寄った位置に設けられて

いる。石囲炉であったと思われるが

炉石はすべて抜 き取 られてお り、

90× 75cmの長方形の浅い掘方が残っ

ている。掘方は軸方向に対して平行

第101図  第36号住居址出土土器 (1/4)。 石器 (1/3)

でなく、やや南北の方向に傾いている。炉底は凹凸があって焼けているが焼土はほとんど残っていない。

遺 物 出土遺物は少なく、復元できた土器は口縁部を欠 く深鉢形土器 (1)が 1個休あるだけである。
石器は打製石斧 1の他は黒曜石の崇J片類が 4′点あるにすぎない。

時 期 中期後棄 Iと みられる。

第37号住居址 (第 102～ 104図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部が湾曲する地形となる場所の、U・ V-7グ リッドを中心とする緩
斜面に位置している。東隣りには第35号住居址、西隣 りには本 l■ とほぼ同期 とみられる第38号住居址が設け

られている。

緩斜面に構築された仁居址であるため、ローム壁とならない西コーナー部から東コーナー部にかけての南

側の壁は検出されなかった。このため南側のプランは注穴のあり方から推定 した。平面形は6.3× 5.7mほ ど

の規模になるとみられる楕円形で、長軸方向はN-32°一Wを示す。壁は西コーナー部から東ヨーナー部にか

けての北壁を中心とした部分が検出されている。高さは最も高い北コーナー部付近で25cmほ どある。北壁は

内湾ぎみに立ち上がっているが東壁は直線的に外に開いている。南側の壁は未検出で、柱穴付近から傾斜し

た地形へ と流れている。周濤は奥壁になると思われる西壁下にごく短い濤が 1カ所設けられているだけであ

る。床は壁際から炉に向かって凹む皿状の床で、炉の付近は堅緻な床 となっている。全体に皿状となる床で

あるが、南側は皿状 とならず、緩 く傾斜 した堅緻さに欠ける床となっている。また、傾斜する南側の床以外

の部分では柱穴と問仕切濤から外側の床が特に高い位置に設けられており、この部分には小ピットが多数穿

たれている。主柱穴は Pl・ P2・ P3・ P4・ P5° P6° P7の 7カ所である。間仕切濤は東・北・西に位置する

各主柱穴間に、各主柱穴を結ぶように設けられている。炉は中央より西の奥壁側で、長軸線の北側に位置し

ている。痛平な河原石を北と南に平らに配した円形の石囲炉で、東と西には角礫を 2個ずつ配して炉石 とし

ている。南側が焚口部にあたるためか大きな平九石を据えており、西側は柱状の河原石で二重に囲っている。

炉底は焼けているが焼土はかき出されて残っていない。

遺物の多くは、炉の東側から西側にかけての覆上の厚い北壁側の部分に遺存しており、一括上器は床近 く

から床上20cmほ どの間で出土している。床面からの出土遺物は石皿の破片がある。出土した位置は炉の北側

の床面である。また、東壁上には三角形を呈する厚い河原石が置かれている。その近 くの東壁下の P3に は、

=22



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

同じように壁上に置かれていたのではないかとみられる大形の厚い河原石がピット内に落ち込むような状態

で検出されている。

遺 物 復元できた土器は 3個体ある。 1は 4単位の波状口縁の深鉢である。波頂下の回縁部には隆帯の

枠で囲った区画文があり、頸部には横帯区画の文様帯が構成されている。 2は 口縁部が内湾する器形の浅鉢

で、肩部には地文を円形にすり消した文様がつけられている。 3は 4単位の低い波状口縁の浅鉢で、平面観

は正方形に近い形態である。

石器は石鏃 1、 打製石斧 5、 大形石匙 1、 石皿 1の他は制片類である。 4の肩皿は炉の北側の床面から出

土したものである。

時 期 中期中葉Vと みられる。
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第103図  第37号住居址出土土器 (1/4)

10cm

2

9   1  TCn

第38号住居址 (第 105。 106図 )

遺 構 南側台地で、台地の

南縁辺部が湾曲する地形となる

場所の、X・ Y-7グ リッドを

中心 とする緩斜面に位置してい

る。東隣 りには、本 l■ とほぼ同

期 とみられる第37号住居址が設

けら才化ている。

緩斜面に構築された比較的掘

り込みの浅い住居址であるため、

炉の付近から南側のプランの1/

2ほ どの部分では柱穴の下部を

崇

′2を

第104図 第37号住居址出土石器 (V3, 1は 1/15, 4は 1/6)
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i Crl

0                        5cn
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第105図  第38号住居址出土
石器 (1/1.5)

残すのみであった。このため南

側のプランは検出された柱穴の

あり方から推定した。それによ

ると、平面形は4.0× 3.8mほ ど

の規模をもつ椿円形で、長軸方

向はN-20°一Wを示す。壁は北

壁が検出されている。高さは15

cmほ どで軟弱な壁である。周濤

は北壁下に設けられている。西

コーナー部付近も小ピットがめ

ぐって部分的に濤状を呈してい

る。床は炉の付近から北側で検

出されているが、攪乱の多い軟

弱な床面 となっている。主柱穴

は等間隔に配されたPl・ P2・ P3・ P4・ P6・ P7の 6カ所で、P5は 出入口部の施設とみられる。炉は中央よ

りもわずかに奥壁側へよった位置にある。円形の浅い掘方の縁に炉石が配された石囲炉であるが、炉看は北

と東側に各 1個を残して抜き取られている。残存する炉石は花蘭岩の角礫と扁平な棒状の河原石であり、東

側に平らに据えられた河原石は焚口部の炉石とみられ、これは中央で 2つに割れている。炉底は焼けている

が焼土はかき出されたためかほとんど残っておらず、わずかに北の炉石下に認められる程度である。北端の

壁寄りに、深さ30clnの上獲状遺構がある。本址に伴う遺構とみられるが出土遺物はない。

遺 物 出土土器は破片が少量ある。その中では、柱穴内から出上した井戸尻式とみられる円窓と半肉彫

の文様をもった把手部がややまとまった資料である。

石器は石鏃 1、 打製石斧 1、 黒曜石製の両極石器 1の他は黒曜石の剖片類が 3点ある。

時 期 時期決定資料に欠けるが、若千の出土上器と炉の形態からみて中期中棄Vと 想定しておきたい。

第39号住居址 (第 107～ 109図 )

遺 構 南側台地。台地の先端部と南縁辺部の張り出した地形との間のわずかに低 くなった台地の縁辺部

でも内側の、Y・ Z-16グ リッドを中心とする位置にある。住居上の中央部には中期後葉 Hと みられる第660

号土獲が掘 り込まれている。また東南側には第33号住居址が隣接している。

平面形は4.4× 3.8mの規模をもつ楕円形で、長軸方向はN-5°一Wを示す。壁は高さが20～ 25cmほ どで全

周している。ローム壁は部分的に残るが、撹乱による黒土がからんだ軟弱な壁である。周濤は設けられてお

A880839
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第刊6図 第38号住居址 (1/60)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

B880919 Ｊ
一

らず、壁下には小ピットがめぐ

らされている。床は中央に向か

って凹む皿状の床である。比較

的堅い床であるが小穴の凹凸が

多い。主柱穴はPl・ P2・ P3・

P4の 4カ所とみられる。炉は未

検出である。位置的にみて第660

号土羨で掘り取られたものであ

ろう。第660号土墳に接する北の

床面に礫が 2点遺存していた。

遺物は深鉢形土器 (第109図24)

が 1個体南壁下の床近い覆土中

から出土している。

遺 物 土器は南壁下の覆土

中から出上した24の深鉢と36の

有孔土器以外は小破片である。

文様では縄文の施文されたもの

(1～ 3)、 主として平行沈線が

施文されたもの (4～ 30)、 結

節状浮線文の施文されたもの

(31～ 35)があるが、縄文の施

文されたものは量的には少ない。

石器は石鏃 1、 打製石斧 3、

横刃型石器 2、 磨石 1、 黒曜石

の剖片石器 2、 同両極石器 1の

他は原石 と制片類である。

時 期 前期Ⅵとみられる。

黒色土 (炭化物多)

暗褐色土 (ロ ーム粒少 )

れ

日

日

Ｖ

ハ
ーー
Ｈ
ＩＩ
日
）

ξぢ(E〕 P3 診巻

‖ 明褐色土 (炭化物少・ローム粒)
Ⅳ 明褐色土 (H層 よリローム粒多)

第107図 第39号住居址 (1/60)

♀   I  甲Cn

=2δ

第108図 第39号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5)



〃
‐Ｉ
Ｌ

脚

‐十

日

声
Ｍ
■́
】
一ギ薪

周

‐―

脚

日
日
日
口盤
・

第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

懃ミ辮‖5諄錯r
章 オ r・

移
ダ

訂

即響Ｖ・
轡『3

η

何

Ｌ

ふ
〃
〃
‐

Ⅳ
‐―
蹴

靭叫
周
＝
‐―
牝

艤

ヽ
皮案

日
―‐

Ｈ
日

「
――

肱

戸
‐―

航

２‐

基

糊

Z27

第109図  第39号住居址出土土器 (1/3,24・ 36は 1/4)

聯η34



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第40号住居址 (第 110～ 113図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部に張り出した地形が東側に湾曲してくびれる場所の、ウー10グ リッ
ドを中心とする位置にある。地形が台地の平坦面から南の斜面に移る場所に構築された住居址であるため、

壁はローム層へ掘り込んだ北壁がわずかに検出されただけである。しかし炉を中心として柱穴状の遺構が楕

円形にまわっていることから、南側のプランはそれによって推定した。

平面形は7.5× 6.2mの規模を有すと推定される楕円形で、長軸方向はN-46°一Wを示すとみられる。壁は

北コーナー部を中心とした北壁が検出されている。高さ10cm程度のわずかなロームの立ち上がりであるが、

撹舌との部分が多い。周濤は設けられていない。床は中央の炉に向かって凹む皿状の床である。南側はわずか

に傾斜しているが、壁際とみられる部分はすでに流出して傾斜のある地山面となっており、この部分は貼床

であったことが推定される。柱穴の配された壁寄 りの床は撹乱のためか凹凸があり、全体に軟弱な床となっ

ている。柱穴は掘方の大きさが類似するやや規模の小さなもので、中央の炉から離れた壁寄りの位置に、炉

を囲むように多数設けられている。このうち主柱穴とみられる遺構は Pl・ P2° P4・ P7・ P8・ P9である

が、それらの柱穴の付近には主柱穴とみられるような他の柱穴が数力所設けられており、主柱穴のセット関

係を特定することはむずかしい。ただ基本的には 8本主柱の構造になるのではないかと思われる。主柱穴以

外の柱穴は主柱穴を結ぶラインの付近に位置しているが、特に東側と出入口部の想定される東南側に多く設

けられている。炉は中央よりわずかに北西へ寄った位置にある。日縁部と胴下部を欠く深鉢形土器を正位に

埋設した埋甕炉である。炉の周囲の床は焼けているが炉内には焼上が残っていない。その他の地設では、炉

の東側から南側にかけての柱穴が設けられた同じ場所に、やや規模の大きな土墳状のP3° PS・ P6な どの遺

構が検出されている。また南コーナー部には彫刻を施した完形の石皿 (第■3図 12)が底に置かれていた第395

号土墳がある。地形が台地の斜面となる本llL周辺には土羨状の遺構が設けられていないことから、 P3° P5°

P6な どの遺構と共に、第395号土羨も本址に伴う施設である可能性が考えられる。

遺 物 復元できた土器は 3個体ある。 1・ 2は床近 くの覆土中からの出土で、 3は埋甕炉に用いられて
いた土器である。 1は器形の大きさの割には器壁の厚さがやや薄い。折返し口縁の深鉢で、無節の縄文と爪

形文を施文した隆帯が配されている。 2は半隆起状の太い平行沈線の区画の中に格子目状の文様が構成され

ている。口縁の突起は2カ所で、中心部に子とがあけられている。 3は 口縁部と胴下部を欠損するが、口縁部

には突起が 1カ所ある。全面が平行沈線による文様の構成であるが、胴下部は地文に縄文が施文されている。

上製品では土笛か土偶のどちらかではないかとみられるもの (第■2図 )が 1ィミある。上端肩部を一部欠損す

るが、上端より下端が広い撥形となるもので、各側面は平らな面となっている。表面は緩 く湾曲しており、

裏面は平坦である。表面上部の中央に大きな円形の凹穴があり、凹穴にかかる中心部を円形の孔が縦に長く

貫通している。上端が欠損しているため維に貫通する孔が上端にも達していたかは不明である。また上部中

央の凹穴には斜位の乳が伴っているが、これは木心痕とはやや考えにくい小孔である。表面は黄色と黒褐色

で裏面は黒褐色を呈しており、焼成は良い。覆土からの出上である。

石器は石鏃 2、 打製石斧 9、 凹石 2、 磨石 1、 石皿 1、 磨製石斧 1、 礫器 1、 黒曜石の崇」片石器 5、 同両

極石器 4、 同石鏃ブランク 1、 垂飾 1の他は剥片類である。このうち打製石斧の欠損品 1点 と石皿 1,くは第

395号土墳出土のものである。12の石皿は第395号土墳の底に置かれていた完形の石皿で、凹面の両側に各 2

条の直線的な濤が左右対称に彫刻されている。 8は西壁側の覆土上面から出上した滑石製の垂飾である。剣

先形を呈しているが、攻状耳飾の再加工品ともみられるものである。

時 期 中期初頭 Iと みられる。
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‖ 明褐色土 (炭化物  ローム粒 )

第110図  第40号住居址 (1/60)

第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

1 暗褐色上 (炭化物・ ローム粒少 )
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第113図 第40号住居l■出土石器 (1/3, 1・ 2は 1/1.5,12は 1/6)・ 垂飾 (8は 1/1.5)

第41号住居址 (第 114～ 117図 )

遺 構 南側台地。台地の南縁辺部が張り出す地形となる場所でも内側の、オー17・ 18グ リッドを中心と

する位置にある。広場の縁に並ぶ中期後葉の住居l■群の中では他の住居l■よりもわずかに内側の場所に入っ

ている。本址は東側の一部を平安時代の第34号住居l■に切られている。本上の西隣りには第21・ 42号住居址

が同地点で重複して設けられている。また、南西側には本址とほぼ同期とみられる第45号住居址が本址と隣

り合った位置にある。

平面形は5.9× 5.6mの規模をもつ円形で、軸方向はN-95°一Wを示すとみられる。壁は黒色上のからんだ

第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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第III章  発掘された遺構と遺物

やや軟らかい壁が全周している。北コーナー部から南壁側が高く、奥壁側の西壁は20cmほ どの高さがある。

周濤は全周しておらず、西南のコーナー部を中心に北西のコーナー部と南東のコーナー部に設けられている。

壁の低い北壁下には周濤がなく、この部分には月ヽピットがめぐらされている。また西壁側と南壁側、それと

南東のコーナー部には拡張前の旧住居の周濤が検出されている。特に南東のコーナー部では二重に検出され

ており、同心円状の拡張がなされる以前に東側で部分的な拡張のなされたことが推察される。床は平坦で比

較的軟らかい。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P7・ P8° P9・ Pl。・ P12・ P13・ P14が検出されている。このうち

P2に は大形深鉢 (第■5図 1)が入れられており、旧住居の主柱穴である可能性もある。またP7と PS、 P9

とP10、 Plと Pェ 4はほぼ同地点にあり、どちらか 1カ所は旧住居の柱穴ではないかと思われる。このため柱穴

間が等間隔とならず、やや不規則な配置の形態となるが、基本的には 6本主柱の構造をもつ住居l■ではなか

ったかと思われる。出入口部はP12の付近と推定される。炉は中央より西の奥壁側へ寄った位置にある。長方

E880819

黒色土

黒縄色土 (ローム塊混入 )

黄褐色土 (風化ローム )
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第114図  第41号住居址 (1/60)
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形の大形で浅い掘方をもつ石囲炉であるが、炉石は北の中央に維に据えられた小形の河原石を 1個残すのみ

である。炉底は中央部が焼けているが焼土はほとんど残っていない。埋甕とでもいえる土器を埋設した特殊

な遺構が、やや距離のある主柱穴のP3と P6° P7の 間で、北壁側の北コーナー部近 くに検出されている。こ

の遺構は拡張前の旧住居の周濤上に、柱穴よりも規模の大きい土墳状の P4と P5を並べて設け、その中に土器

を埋設した遺構である。P4は 80× 60cmほ どで、深さは60伽ある。平底で直壁の桶形を呈する土墳状の遺構で

第115図  第41号住居址出土土器 (1/6, 2は 1/4)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

あり、ローム塊を多く含む黒掲色土で埋められている。埋甕の上器 (第 115図 2)は 口縁部を欠く高さ28cmの

深鉢形土器である。住居址の床面直下となるピットの中央上部で、北西側を向き、底部を下に約30度の傾斜

をもって斜位の状態で出上した。土器が検出されたピットの上面は、南東側は土器を囲むように貼床状の面

となって同レベルで床へ続いている。しかし北壁側と西側はピットの掘方の段差を残しているだけで、とく

に貼床状の面もない。土器の中も含め、主として北側の段差のあるピット上面の凹んだ部分には覆土と同様

の黒色上が入っていた。土器は斜位の状態で出上しているが、本来は直立していたことも考えられる。もう

1つの埋甕 (第 115図 3)は P4の東隣りにあるP5の 中に埋設されている。P5は 80× 70cmで深さは50cmあ る。
P4を切って設けられた平底でやや開きぎみの壁となる土墳状の遺構である。埋甕は底部を切断する大形の深

鉢形土器である。ロームで埋めた土獲状の掘方の北壁寄 りの位置に、切断した底部を底から13cmの高さに据

え、正位の状態に埋設している。土器の上端が床面上に出ないように調整したのか、土器は頸部付近で割ら

れており、割られた口縁部は土器内の底近くに入れられていた。埋甕の北側の縁に拳大の河原石が 1点添え

られていた他は共伴する遺物はない。上器内とその周辺はローム塊を含む黒色上で埋められており、上面に

は人頭大のやや痛平な河原石 2′点が遺存していた。その他の遺構では、埋甕の特殊な遺構の東側で北壁寄り

の位置に柱穴とはみられないPsがある。また炉の東側の出入日に近い位置にもP6と 同様なP llがある。床面

に遺存する大形の礫は 2点あり、いずれも出入日側の主柱穴であるP10と P12の協に遺存している。 Pl。脇の

礫は太い棒状のもので、 P9脇の礫は偏平な厚い河原石である。

遺物の出土状態では上に記した埋甕とでもいえる埋設された 2個体の深鉢形土器の他、P2か ら遺構内に入

れられてつ漆れた状態で出上した完形の大形深鉢 (第 115図 1)が特記される。

遺 物 復元した土器は 3個休ある。1は P2か ら出上した高さ50cmの完形大形深鉢である。日縁部は無文
で、頸部と胴部に文様帯をもつ曽利式上器である。2は P4の上部に埋設されていた上器である。本来の口縁

部は欠損しているが、欠損部は磨って新たな口縁部に再生しているようである。内面は異常ないが、表面は

火熱を受けたためか、もろくなって崇J落しており、キJ落は特に下部が著しい。3は P5に 埋設されていた底部

を切断する大形深鉢である。日縁突起までの現高は53.5cmで、復元した底部を入れた高さは65cmである。日

縁部に大小 8カ所の角状突起をもち、大きな突起には抽象的な文様を配している。胴部は大きな突起下に配

された垂下する縄状の隆帯で維位に大きく4分割されている。隆帯の下端は抽象的な文様となり、分割され

た胴部の間はさらに維位に小分害Jさ れている。特徴的なのは胴部が 3カ所で横位に締めて三段にくびれたよ

うな器形と文様の構成をとることである。地文は整然とした平行沈線で、胴部の二段は斜位に施文されてい

る。また、日縁部と胴部の二段は地文の上に隆線が配されているが、胴部の二段は地文の平行沈線とは交叉

するように配されて、奥行きのある格子目状の文様が構成されている。胎土も焼成も良く、文様も丁寧に施

文された見事なつくりのすばらしい土器である。 2・ 3共に梨久保 B式系

の土器とみられる。土製円板 (第■6図)が 1′ミあるが、これは混入品とみ

られるものである。

石器は石鏃 2、 小形石匙 1、 打製石斧 1、 凹石 4、 磨石 1、 磨製石斧 6、

石錐 2、 黒曜石の手J片石器 2、 同両極石器 4、 同石鏃ブランク1の他は手U

片類である。

第116図 第41号住居址出土
土製円板 (1/2)
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第117図 第41号住居址出土石器 (1/3, 1～ 3は 1/1.5, 8は 1/2)
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第42号住居址 (第60・ 118・ 119図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部が張 り出す地形となる場所の、クー17グ リッドを中心とする位置に
ある。第21号仁居 l■ と同地点で重複 し、第21号住居 l■ を切っている。南側に隣接する第45号住居址もわずか

ではあるが本l■に切られている。また本址の東側には第41号住居l■、南西側には本址とほぼ同期 とみられる

第61号住居l■が本址とそれぞれ隣 り合った位置にある。

平面形は4.6× 4.6mの規模をもつ隅丸方形で、軸方向はN-125°一Wを示すとみられる。壁は重複関係のな
い出入口部付近の東コーナー部から南コーナー部にかけての主として南壁が検出されている。高さは10cmほ

どと低く、撹乱による黒土が混じった軟弱な壁である。また第21号住居址と重複する部分でも周濤に伴う壁

のわずかな立ち上がりが認められる個所もある。周濤は出入口部と主柱穴の位置するコーナー部以外はほぼ

全周している。床は平坦だが小さな凹凸がある。部分的に堅級な面も残っているが、埋めて貼床状とした面

や小穴に黒土が入って縞状を呈する等、全体としては軟弱な床である。主柱穴はPl・ P2・ P3° P6の 4カ所

で各コーナー部に配されている。 P4・ P5は出入田部の施設とみられ、この音Б分には周濤が設けられていな

い。炉は中央より西の奥壁側へ寄った位置にある。大形で深い方形石囲炉であるが、東の焚口側の炉石が抜

き取られている。炉石は北と西が花南岩の山石で、南は厚い河原石である。いずれも縦に組んでおり、西の

花筒岩の 1枚は中央で割れ、南の河原石は大きく数力所に割れている。また、南と東の角には小礫を詰めて

いる。炉底は凹凸があってよく焼けており、奥壁側に焼上が残っている。その他の床面の施設では、炉と奥

壁間にP7が検出されている。出土遺物はないが、柱穴とはみられない焔設である。また、炉の東側の床に人

頭大の礫が 1個置かれていた。

遺 物 土器は炉の北側の床近 くから出上したものである。 1。 2共に唐草文系の深鉢形土器である。
石器は打製石斧 4、 凹石 3、 敲石 1、 磨石 2、 石皿 1、 石錐 1、 黒曜石の両極石器 4、 同石鏃ブランク 1

の他は手J片である。 3の打製石斧は炉内からの出上である。 9は彫刻のある石皿の破片である。基部に近い

凹面左側の表面に弧線文が陰亥」されている。その他の出土遺物ではクリとみられる炭化物がある。

時 期 中期後葉Hと みられる。

ヱθσ

第118図 第42号住居址出土土器 (1/4)
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第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第l19図 第42号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5, 9は 1/6)

第43号住居址 (第 120～ 122図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部が張り出す地形となる場所の、エー13グ リッドを中心とする位置に

ある。西側には第45号住居址がある。

平面形は5。 2× 4.7Fnの規模をもつ、楕円形とでも言えるような不整な隅九方形である。本址が南北方向に

長いのは、4.7× 4.5mほ どの隅丸方形のプランを、北壁側へ拡張したことによるものと推察される。主軸方

向はN-83° 一Wを示す。ローム層へわずかに掘り込んだ程度の浅い住居址であるため、壁は周濤に伴うごく

Z37



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

8881H9

第120図  第43号住居址 (1/60)

低い立ち上がりが部分的に認められるにすぎない。周濤は小穴を伴う浅い濤である。全体に撹乱が激しいた

め不明瞭な部分が多く、特に西の奥壁部と北の拡張部では未検出である。床はローム層のごく浅い位置に設

けられている。境乱による黒上がからんだ凹凸のある軟弱な床であるが、炉の付近には堅級な部分もわずか

に認められる。主柱穴は Pェ・P2・ P4・ P5が検出されている。 P21ま他の主柱穴に比べると浅 く、あるいは拡

張部に設けられた補助的な柱穴ではないかとも思われる。その場合東北側の主柱穴は、未検出ではあるが、

撹乱部に位置していたことも考えられる。P3は出入口部の施設であろうか。炉は中央より西の奥壁側へ寄っ

た位置にある。石囲炉であるが、北と南の一部、それと東側の焚口部の炉石が抜かれている。炉石は厚い河

原石と花筒岩の山石を維に組んだもので、奥壁には花商岩の山石を据えている。北と南に残る河原石は火熱

によるためか中央で大きく割れている。炉底は凹凸があってよく焼けており、焼土も多くはないが残ってい

る。その他の床面の施設では、炉の南東側の床面に礫が 2個置かれている。また、炉の南東の床にある土墳

状の穴は本址以前の遺構とみられる。拡張部にある浅い土媛状の遺構も本址に伴うものではない。

遺物の出土状態では、X字状把手付大形深鉢 (第 121図 )が炉の東側の床近 くから一括出上している。その

他では軽石製品 (第122図 2)が炉の際から出土しているのが注目される。
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遺 物 復元できた土器はX字状把

手付大形深鉢が 1個休ある。日縁部か

ら胴部にかけての部分で、把手は推定

で 6カ 所ほどIThrく のではないかと思わ

れる。

石器は打製石斧 1、 横刃型石器 1、

凹石 1、 磨石 1、 軽石製品 1、 黒曜石

の剰片 4である。 2は炉の際から出土

した石製品である。全体を加工して形

状を整えたのかは明らかではないが、

転石状の軽石の表面に大きな凹穴を設

けた碗状のものである。

時 期 中期後葉 Hと みられる。

第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

♀   l  lCm

第121図 第43号住居址出土土器 (1/6)

第122図 第43号住居址出土石器 (1/3)。 軽石製品 (2は 1/2)
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第Ш章 発掘された遺構と遺物

第44号住居址 (第 123～ 125図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部が張り出す地形となる場所の、クー13グ リッドを中心とする位置に
ある。本址の北側上面には第45。 61号住居址が東西方向に並んで設けられている。このため、この部分では

両住居址との重複関係が激しい。また、第45号住居址の炉と貼床が検出された北東の壁寄りの部分が一部未

発掘となっている。本址の西隣りには第64号住居址がある。

平面形は推定7.0× 6.8mほ どの規模となる楕円形で、長軸方向はN-52°一Wを示す。壁は重複関係のない

南壁を中心とする西コーナー部から東コーナー部にかけてと、第61号住居址に重複する部分に一部北壁が検

出されている。いずれもごくわずかな立ち上がりとなる低いロームの壁であり、高さは西コーナー部で15cm

ほどある。黒土がからんだ軟らかい壁で判然としない部分もある。周濤は南壁下に部分的に設けられている。

小穴を伴 う浅い濤である。床は撹乱による凹凸はあるが全体的には平坦である。ただし、間仕切濤から外判

の床は内側の床よりもレベル的にやや高い位置に設けられている。堅さも炉を中心とした中央の平坦な床が

比較的堅いのに比べると外側の床はやや軟弱である。主柱穴はP6・ P7・ Pa・ P9。 P10・ P ll・ P12・ P13が

検出されている。第45号住居上の貼床下で未発掘であるPsと P9の間に位置するはずの主柱穴を勘案すると、

全体では 9カ所の配置であったと考えられる。出入口部は P iOと P llの間とみられる。この部分には小さな柱

穴が設けられており、床も浅く皿状に掘 り凹められている。問仕切濤は小穴を伴う浅い濤である。濤は出入

口部とみられるP10と P llの間を除く各主柱穴間に、主柱穴を結ぶように入角形状に設けられている。炉は石

囲炉で、中央よりやや西北の奥壁側へ寄った位置にある。炉石は丸みのある河原石と角礫を斜め縦に組んで

囲っているが、東側の炉石は撹舌とによるためか抜かれて残っていない。炉底は凹凸があり中央部が焼けてい

Zイ0

第123図 第44号住居址出土土器 (1/4)
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第124図  第44・ 45。 61号住居址 (1/60)
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第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

るものの、焼土はかき出されているのか残りはごく少ない。

その他の施設では、出入口に近い東側の主柱穴であるP12に

接する内側の床にP14が設けられている。これは断面形がフ

ラスコ状の穴で、出土遺物はないが貯蔵用の施設とみられる

遺構である。

遺 物 土器は 3個体ある。 1は上下 4段の横帯区画の中

に楕円文を配している。楕円文の中は縦位の沈線を充填して

いるが、部分的に連続爪形文が施文されたやや古い様相もみ

られる。日縁部には突起が 1カ所ある。 2は無文の浅鉢で、

3は縄文を施文した鉢である。

石器は打製石斧 3、 石錐 1、 黒曜石の両極石器 1、 同石鏃ブランク 1の他は原石 と刹片類である。

時 期 中期中葉 Vと みられる。

第45号住居址 (第 124・ 126～ 128図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部が張り

出す地形となる場所の、キー14・ 15グ リッドを

中心とする位置にある。南側の第44号住居址の

上面に設けられており、北側の第42号住居址、

西側の第61号住居l■ とは接するか、あるいはご

くわずかに重複するような位置関係にある。

本址はプラン確認の段階で炉llLが検出される

ほどの、ローム面を床面とする掘り込みの浅い

住居上である。このため壁は検出されていない。

また本l■には周濤が設けられていない。その上

本址の床は浅い位置にあるため境苦とを受け、床

面は周辺のローム面と同様のあり方をなす面と

なっている。また、南側は第44号住居址への貼

床であるが、貼床も炉の東南側がやや明確な他

は判然としない部分が多かった。このためプラ

ンの広がりは確定できず、主柱穴とみられるピ

ットのあり方から推定した。それによると平面

形は推定6.0× 5。 4mほ どの規模をもつ隅九方形

とみられ、長軸方向はN-85°一Wと なろう。主

柱穴はP15・ P16・ P17・ P18と 第44号住居址内に

位置するP19・ P20の 6カ 所と推定される。炉は

中央より西の奥壁側へ寄った長軸線上に位置し

ている。長方形のやや大形の石囲炉であるが、

底は浅い。炉石は河原石を維に組んで囲ったも

0                         10Cm

第125図 第44号住居址出土石器 (1/3)

第126図  第45号住居址出土土器 (1/4)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

10cm

ので、奥と角の炉石は火熱のためかひび割れている。また、北側

と東の焚口部の炉石は抜かれて残っていない。炉底はよく焼けて

いるが焼土はかき出されたのか残りは少ない。

遺物の出土状態では黒曜石の集石遺構が注目される。炉の西南

側で、第44号住居址内に位置する主柱穴のP20近 くのやや低 くな

った貼床の面に、12個の黒曜石が平面的に密接した状態で検出さ

れている。その他では東の出入口部のP18脇の床面に、捏鉢とでも

いえるような大石皿 (第 128図 2)が据え付けられた状態に遺存し

ていた。また、一括土器は炉の南の床面から深鉢形土器が出上し

ている。

遺 物 土器は炉の南の床面から一括出上した深鉢形土器 (第
第127図 第45号住居址黒曜石集石遺溝 (1/4)

126図)が 1個体ある。口縁に 4単位の突起をもつ、胴部のやや長い筒形を呈する深鉢である。口縁部はヘラ

状工具によるやや太い沈線を地文とし、部分的に小さな渦巻文を加えている。クランク状に配された隆帯は

口縁の突起部からつづ く2本 1組のもので、腕骨状に接続されている。頸部以下は全面に縄文が施文されて

どをを

第128図 第45号住居址出土石器 (1/6, 1は 1/3)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

いる。

石器は打製石斧 1、 大形石匙 1、 看皿 1、 石錐 1の他は黒曜石の砕片・剖片類が20点あり、この中には黒

曜石集石遺構を構成する12点の黒曜石 も含まれている。 2の石皿は出入田部の床に据え付けられていた捏鉢

状の大石皿である。閃緑岩製で、内面は磨減してなめらかな面となっている。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

第48号住居址 (第129～ 131図 )

遺 構 南側台地の西側山裾の中央部で、キー38。 39グリッドを中心 とする位置にある。北側は上面に設

けられた第74号住居址と重複 してお り、西南側も第159号住居 l■に切 り込まれている。また北側には第366。
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第129図  第48号住居址 (1/60)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

367号土羨、南側には第369号土墳が掘り込まれている。

平面形は5。 9× 5。 8mの規模をもつやや不整な円形で、長軸方向はN-6°一Eを示すとみられる。壁は第74

号住居址と重複する部分を主とする北壁が検出されている。北壁は第74号住居址の遺構が重複するため部分

的に残っているにすぎないが、高い部分で30cmほ どあり、残っているローム壁の部分は堅い。壁は東側と西

側のコーナー部へ徐々に低 くなっており、コーナー部の壁は境舌とによる黒上がからんで軟弱である。周濤は

重複と撹乱のため整然とした形態で検出されている部分は少ない。北壁側は部分的であり、東のコーナー部

では河ヽピットだけが設けられている。南側は不明瞭で判然としないが、この部分には周濤内に設けられてい

たとみられる河ヽピットが点綴している。おそらく河ヽピットを伴うごく浅い周濤が設けられていたものと思わ

れる。床は全体的には平坦だが小さな凹凸が多い。炉を中心とした中央の床は堅緻であるが、周辺は凹凸も

あってやや軟らかい。主柱穴はPlo P2・ P3・ P4・ Ps・ P6・ P7の 7カ 所とみられる。出入口部はP4・ P5

の方向であろう。炉はほぼ中央に位置している。やや小形の河原石を主体に 7個の礫を斜め維に据えて囲っ

た石囲炉である。このうち焚口部の炉石には中央で 2つに割れた角柱状の

安山岩を用いており、平らな面を出すようにして据えている。炉底は凹凸

があつてよく焼けているが焼土はかき出されてほとんど残っていない。

遺物は東側の礫を伴うピット内から新道～藤内式とみられる土器片が数

点出土している。その他は覆土からの出土である。また、西壁に近い覆土

中からは完形の肩皿 (第 131図 5)が出土している。キー39に位置するP3の

西北で、床面から20cmほ ど浮いた覆土中からは土偶が 1コミ出上しているが、

これは混入品とみられるものである。

第130図  第48号住居址出土
土製円板 (1/2)
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第131図 第48号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5, 4は 1/2, 5は 1/6)



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

遺 物 土器はすべて破片で各時期のものが混左して出上している。その中で中期前半に比定される土器
は新道～藤内式のものであり、量的には藤内式とみられるものがやや多い。土製品では土製円板 (第 130図 )

が 1点ある。

石器は石鏃 2、 石錘 1、 打製石斧 4、 石皿 1、 黒曜石の制片石器 4、 同両極石器 3の他はまJ片類である。

時 期 時期決定資料に欠けるが、出土土器の傾向と炉の形態等から、一応中期中葉Ⅳとみておきたい。

第49号住居址 (第 132図 )

遺 構 南lRll台地の西側山裾の中央部で、ケー36グリッドを中心とする位置にある。第159号住居址と同地
点で重複しており、本址は第159号住居l■の下位にある。重複関係が激しくプランは明らかではないが、西側

はおそらく第51号住居l■上に設けられていたものと考えられる。

壁は不明である。周濤も明らかではない。床は第159号住居址の床よりわずかに低い位置にある。地形にそ

って東南側へ緩 く傾斜する床で、重複と撹乱のため柱穴や小穴が重なって凹凸が多い。炉周辺の床は堅いが、

地形の傾斜が強くなる第159号住居上の東南側のプラン付近から外側は軟らかく、この部分のローム面は床面

の特徴に欠けていた。柱穴も判然としないが、 P6・ P7・ P8・ P9° Pl。などが主柱穴であろう。このうちP6の

北側の上面には第159号住居址の炉が設けられていた。炉は石囲炉で、五角形状に配置された主柱穴と推定さ

れるピット群で囲まれた場所の中央に位置している。花蘭岩 4個 と河原石 1個を縦に組んで五角形状に囲っ

たもので、60× 50omの大きさがある。炉石は出入口の方向となる南東側の焚口部にやや厚く長い柱状の礫を

据え、平らな面を出している。焚口部の南の角には刻ヽ礫を詰めているが東の角はあいたままとなっている。

奥の炉石は花南岩で、これは焼けたためか表面が変質している。また、東側の炉石は焼けたためか中央で 2

つに割れていた。炉底は凹凸があるがよく焼けている。しかし焼土はかき出されたためか残りは少ない。

遺 物 土器は炉の東偵Jピ ット内から新道～藤内 Iと みられる同一個体の破片が若千出土している。その
他は中期～後期の上器片が混在して出上しているだけで、一括出上の土器はない。石驀は出土していない。

時 期 時期決定資料に欠けるが、炉の形態からみて、一応中期中葉Ⅲとみておきたい。

第51号住居址 (第 133～ 136図 )

遺 構 南側台地の西側山裾の中央部で、サー35。 36グ リッドを中心とする位置にある。住居址の中央に
は本址とほぼ同期とみられる第377・ 378・ 379号土羨がある。また、東側には第49・ 159号住居l■、北側には

第78号住居址、西側には第52・ 54号住居址が重複している。これらの住居lLはいずれも本址より新しい時期

の住居址である。このため住居址のプランは南側1/2ほ どが不明瞭ではあるが、壁下に設けられているとみら

れる小ピットの検出状態等からプランの大略が把握された。

平面形は7.3× 5.4mの 台形に近い隅丸長方形で、長軸方向はN-13°一Wを示す。壁はローム壁が北側と西

側の一部に20cmほ どの高さで残るが、西壁と東壁は中期の住居址によって切られているため不明である。ま

た、南壁も認められない。周濤は北西の壁下と、一部西側に設けられている。その他は小ピットが壁下をほ

ぼ全周するように設けられており、東側と南側では二重にめぐらされている。床は全体に南側へ緩く傾斜し

ている。北壁寄りの部分は堅いが南側は軟弱で、土墳周辺は凹凸もある。主柱穴はP6° P7・ P8° PO・ P10。

P il・ P12・ P13でヽ基本的には 4本主柱の構造をもつものではないかとみられる。これらの柱穴はほぼ同地

点で接するような位置に設けられている。こうした柱穴のあり方と壁下をめぐるとみられる月ヽピットのあり

方から、本址は拡張のなされた住居l■ではないかと考えられる。炉llLは検出されなかった。

Zを 7
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第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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第133図  第51・ 54号住居址 (1/60)
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第135図 第51号住居l■出土土器(動 (1/3)

一括土器は第134図 11・ 20である。11は第377

号土獲近 くの北西側の床面に置かれた状態で出

上した。20は床近 くの覆土から出上したもので

ある。またP12に は礫が 2個接 して入れられて

おり、このうちの 1つは石皿 (第 136図 2)であ

る。

遺 物 土器は前期Ⅳの諸磯 a式 とみられる

ものが主体で、これに若千の前後する時期のも

のと他系統の上器がまざっている。■は 4単位

の大きな波状口縁の鉢形土器で、底部まで縄文

が施文されている。201よ】同菩Ьがやや長 くなると

思われる単純な器形の深鉢形土器である。結節

のあるLR縄文の地文を押引きのある平行沈線

で区画し、その中を磨 り消して文様を構成して

いる。42～ 49は焼成の良い薄手の上器で関西 。

東海系の上器とみられる。

石器は石鏃 1、 石皿 1、 黒曜石の崇U片石器 1、

同両極石器 1、 同石鏃ブランク 1な どがある。

石皿 (第 136図 2)は P12か ら出上した。閃緑岩

▲‖

第136図  第51号住居址出土石器 (1/6, 1は 1/1.5)

の節理面を利用したと思われる船底状を呈するもので、中央の凹面は濤の中までなめらかな面となっている。

捏鉢とでもよべるような盤状の形態をもつもので、あるいは固定式石皿のように床に据付けられていたもの

かもしれない。

時 期 前期Ⅳとみられる。

第52号住居址 (第 137～ 140図 )

遺 構 南側台地の西側山裾の中央部で、スー34・ 35グ リッドを中心とする位置にある。南側は平安時代
の第50号住居l■によって切られている。西壁コーナー部は第53号住居址と重複しており、東側では第51号住

居l■ と重複している。また、床面精査の段階で炉l■の西側に周濤が検出されたため、本l■ との関係を明らか

にすべ く精査を進めたが、その性格については判然としなかった。周濤のあり方や方向からみると、時期は

ZσZ



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

明らかでないが、同時点で重複する本址以前の住居l■の可能性が考えられる。

平面形は推定5.6× 5.5mの隅丸方形とみられ、軸方向はN-51°一Wと なろう。ローム層への掘り込みが浅

い住居址であるため、壁はほとんど認められない。しかし西側と東側に周濤が検出されたため、これによっ

て本址のプランをほぼ確定することができた。床は東側べいくぶん傾斜している。炉付近は水平で堅級な床

であるが東側はやや軟弱で、P3の脇の床には地山礫が出ている。また、第53号住居l■ と重複する西側コーナ

ー部は貼床となっていた。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ P5が検出されている。酉己置のあり方からみると、第

50号住居址と重複する部分にも1カ所設けられていた可能性があり、 6本主柱であったものと考えられる。

A 882319

B 882.319

ド
一

ヱ52

第137図 第52号住居l■ (1/60)



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

このうちP3は 深さが lmほ どと他の主柱の倍の深さがあり、住居構造上注意される施設である。P6は出入口

部に関わる施設とみられる。炉は中央よりわずかに奥へ寄った位置にある。浅い長方形の掘方の炉で、炉石

が部分的に残っている。炉石は奥の枕状のものが維に組まれている他は平らに置かれて並べられたものであ

る。手前の 1点が花筒岩の他は河原石で、このうち 2個は火熱のためか割れている。炉の中には、奥の炉石

に接し、また手前の焚口部に当る部分の 2カ所に凹万が遺存する。炉底は浅いがよく焼けており、焼上の残

りも比較的多い方である。

一括土器は第138図 1が P3よ り出上している。また 2は炉l■ とP6の間の位置で、床上 5 clnの高さで出上し

た。その他の遺物では、前記の炉址内に遺存した 2点の凹石の出土状態が注目される。

遺 物 土器はP3か ら出上した唐草文系の深鉢形土器 (1)と 、床近くから出上した曽利系の深鉢形土器

(2)がある。

石器は炉l■内から出上した凹石 2点の他は黒曜石の剖片類である。

時 期 中期後葉Hと みられる。

第硝8図  第52号住居址出土土器 (1/4)
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第139図 Pit 3遺物出土状態
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第140図  第52号住居址出土石器 (1/3)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第53号住居址 (第 141～ 145図 )

遺 構 南側台地。西側の山裾の地形が南から入り込んだ浅い谷へ向かって開けた地形となる場所の、ソー
33グリッドを中心とする位置にある。住居址の約1/4ほ どが東南側の第59号住居址に貼床をして設けられてい

る。しかし東側から南側にかけては第50・ 52号住居址によって切られており、さらに西南側も第72号住居址

で切られている。このため住居址のプランは残存部と遺物の出土状態、それと柱穴配置のあり方から推定し

た.。
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第141図 第53・ 59号住居址 (1/60)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

平面形は推定5。 2× 5.2mほ どの規模をもつ円形とみられ、軸方向はN-6° 一Wを示すと推測される。壁は

北壁が10cmほ どの高さで認められ、北壁下には珂ヽピットがある。炉l■の北側から西側の床はわずかに皿状を

呈しており、それほど堅緻ではない。炉上の東側から南側は第59号住居ur_への貼床であるが、特徴的な貼床

は検出されなかった。床の構築が軟弱であるためか、この部分からの出土遺物は床が沈み、第59号住居址へ

落ち込んだ状態で出上した。柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ P5° P6が主柱穴とみられる。出入口部はP4の付近

であろう。炉址は第59号住居l■の北壁際に設けられている。中央やや北寄りの位置であり、九い扁平な河原

石等を平らに置いて円形に囲った石囲炉である。

遺物の出土状態はいわゆる吹上パターンを呈している。一括土器群を主とする遺物は炉付近から炉の南側

にかけての範囲に集中している。特に炉南の第59号住居l■上に多く、この部分では床が沈んで第59号住居l■

に落ち込むような状態で出土した。また、炉付近の一括土器は床に接しているものと若千浮上した位置にあ

るものとがある。一括土器群の中には置かれたり伏せられたとみられる状態のものもあり、土偶
。小形土器・

蛇体把手・石器類も伴出しており、やや特異な遺物の出土状態と認められた。

遺 物 土器は深鉢形土器とやや小形の上器とがある。深鉢形土器には渦巻文と三叉文が特徴的なもの(1

～4)があり、 1はやや大形の上器である。また地文に縄文をもつもの (5～ 9)がある。10～ 12はやや小

形の土器で、11は平面形が楕円形の高台を付けたものである。土偶は 2点ある。13は右脚部で、14は脚の表

第142図 第53号住居址遺物出土状態 (1/40)
Z55



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

ZD~σ

第143図  第53号住居址出土土器(1)(1/4)



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

‐(■」1快.ψム

第144図  第53号住居址出土土器(動 (1/4,10～ 12は 1/2)・ 土偶 (1/2)

現がない底が平坦な胴下半部である。14の M形文の中心部に円形の敲打の痕跡が認められる点は注意される。

石器は石鏃 1、 打製石斧 7、 凹石 4、 石錐 2、 黒曜石の両極石器 2、 同石鏃ブランク 1な どである。

時 期 中期中葉Ⅵ とみられる。

予定歩浜
と___|万三二/
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

10cm

第145図  第53号住居址出土石器 (1/3, 5は 1/1.5)

第54号住居址 (第 133。 146・ 147図 )

遺 構 南側台地の西側山裾の中央部で、スー36グ リッドを中心とする位置にある。東側は第51号住居址
と重複し、南側も第52号住居l■ と重複している。

平面形、規模共に明らかでない。しかしPl・ P2・ P3・ P4・ PSを主柱穴と想定すれば、5.0× 5.Omほ どの
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第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

隅九方形のプランが推定される。壁は北壁と北コーナー部が検出されており、高さは20cIIIほ どある。周濤は

認められない。床は水平で堅いが、西側は地形が南へ傾斜していたためP5付近から南側は壁と共に未検出で

ある。東側は第51号住居址への貼床であったと思われるが、プラン確認前に深い位置にある第51号住居上を

掘り下げてしまったため、貼床は未確認となってしまった。なお、この段階では第54号住居址に伴うとみら

れるような炉LLは発見されていない。

遺物は住居址の中央とみられる場所で、第51号住居址に接する不整形な浅い掘方の部分から石皿(第 147図

3)と一括土器が出上している。レベル的には第54号住居上の床直とみられ、一括土器 2個体のうちの第147

図2は浅い掘方を切るピットの上面に遺存していた。また、第51号住居址のシー36グリッドからは井戸尻 I・

H式の大破片が出上しており、本址との関係で注意される。

遺 物 土器は深鉢形土器が 2個体ある。 1は

胴下部に櫛形文と類似する4単位の文様の構成を

もつもので、括れの弱い胴部には縄文を施文して

いる。 2はやや小形の深鉢で、わずかに縄文が認

められる。石器は完形の石皿 (第 147図 3)が 1点

ある。

時 期 中期中葉Vと みられる。
9     ,     Im

第146図  第54号住居址遺物出土状態 (1/40)

第W図 第54号住居址出土土器 (1/4)。 石器 (1/6)
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第148図  第55号住居址 (1/60)



第55号住居址 (第 148～ 150図 )

遺 構 南側台地の西側山裾部の中央で、広場に接する内

側のコー31・ 32グ リッドを中心 とする位置にある。住居址に

はいくつかの上羨が重複 してお り、また東北のコーナー部は

第73号住居址によってわずかに切 られている。本址は周濤、

柱穴等のあり方から、奥壁側へ拡張のなされたと考えられる

やや大形の住居l■である。

平面形は7.5× 7.3mほ どの楕円形で、長軸方向はN-25°一

Wと なろう。壁は北壁と東壁が一部検出されている。西壁は

明らかでないが、西コーナー部にごく浅い立ち上がりとそれ

に続く周濤状の遺構が検出されている。周濤は北壁下に部分

的に認められる。また北壁下と西壁際には小ピットが設けら

れている。周濤はやや内側へ寄った位置にも部分的に検出さ

れており、これは旧住居の周濤とみられる。床は平坦で堅緻

であるが、南側のプラン境界付近は土墳の重複等もあり、床

は壁と共に検出されていない。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・

P5・ P6・ P7・ P3の 8カ所と思われ、 P9・ PI。はI日仁居の柱

穴とみられる。出入口部は P4・ P5付近であろう。炉はほぼ中

央に位置している。やや大きめで痛平な花蘭岩と河原石を平

らに据えた石囲炉で、東の炉石はひび割れている。炉の掘方

第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

翌 上 881219

0                 50om

第149図  第55号住居址Pit13土偶
出土状態 (1/20)

のプランと残存する炉石の状態からみると、炉石は円形で花形に配されていたものと考えられるが、炉の南

側を囲む石は取 り去られて残っていない。炉底はよく焼けて焼土も残っている。炉の北・西・南には焼土址

が 3カ所検出されている。焼土l■は炉を囲むように 3カ所がほぼ等間隔で配されている。このうち西側中央

の焼土址は炉址以上の規模があり、かつ焼土も厚い。他の 2カ 所は焼土も薄 く、床が焼けている程度である。

北側の焼土l」_は P10に切られた状態にあるが、発掘時の所見ではわずかながらピット上にかかっていたこと

が確認されている。炉l■ も含め、いずれの焼上址内からも遺物は出土していない。

遺物の出土状態で注目されるのはP13か ら出上した土偶 (第 150図 1)である。P13は同地′点で3カ 所ほどの

柱穴状の施設が重複した遺構である。上偶は北側の深いピットに伴うもので、深さ30cmの位置に伏した状

態で出上した。ピットの覆土は褐色土とロームブロックの混合土であり、土偶の埋置に合わせて埋められた

とみられる堆積の状態を示していた。その他では、炉西の焼土址の脇の床面に、完形の石皿 (第 150図 8)が

置かれた状態で遺存していたのが注目される。

遺 物 住居上の時期を決定できるような一括土器はない。破片は中期中葉でも井戸尻期のものが比較的

多い。土偶 (1)は P13か らの出土である。頭部。両腕。右乳房を欠損するが、現高は12.6cmあ る。脚の表現

がない底の平坦な土偶である。

石器は打製石斧 3、 大形石匙 3、 凹石 1、 石皿 1のほかは黒U片類である。

時 期 時期決定資料に欠けるが、推定される炉の形態と出土土器を参考に、ここでは中期中葉VIと みて

おきたい。

ヱδ′
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第150図 第55号住居址出土土偶 (1/2)・ 石器 (1/3, 8は 1/6)

第56号住居址 (第 151～ 153図 )

遺 構 南側台地の西側山裾の中央部で、コー39・ 40グ リッドを中心とする位置にある。北東側を第74号
住居址で切 られ、南側も第159号住居4Lに よって切られている。また南側には第78号住居址が重複している。

全体にロームヘの掘 り込みが浅 く、かつ付近の攪乱が著しいため、特に第78号住居址との関係を明確に捉え

ることができなかった。

平面形は推定6.5× 5.5mほ どの楕円形を呈するものと思われ、長軸方向はN-47°一Wと なろう。全体にロ

ームヘの掘り込みが浅 く攪乱も著しい。このため壁はほとんど認められず、周濤も北壁側と東側に一部認め

られるだけである。床は浅いため攪乱が多くて軟弱であり、特に東側には小ピットが多い。主柱穴は明確で

ないが、 Pl・ P2・ P3・ P4・ P5な どが相当しよう。炉は住居のほぼ中央部にある。浅い土墳で切られている
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第151図 第56・ 78号住居址 (1/60)

第 3節 縄文時代の遺構とその出上遺物
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第lV図 第56号住居址出土土器 (1/3)

20cm

第153図  第56号住居址出土石器 (1/6, 1は 1/3)

ため性格は不明だが、おそらく地床炉ではないかと思われる。

遺 物 一括土器はなく、中期初頭とみられ破片がある。石器は打製石斧
錐 1、 両極石器 1のほかは争U片類である。

時 期 時期決定資料に欠ける。また第78号住居l■ との関係もあるが、こ
きたい。

9            1           10Fm

2、 横刃型石器 1、 石皿 と、石

こでは一応中期初頭 Iと みてお

第57号住居址 (第 154～ 160図 )

遺 構 南側台地。西側の山裾の地形が南から入り込んだ浅い谷へ向かって開けた地形となる場所の、サー
28グリッドを中心とする広場に接する内側の位置にある。西側の第82号住居址を切っており、南には第69・

70号住居址が接している。西側に隣り合う第58号住居址は本l■ とほぼ同期とみられ、本址と同じ南東方面に

向かって並んでいる。また、本l■の炉の位置するとみられる場所には第658号土墳が掘り込まれているため、

炉l■については不明である。

′δを
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第lM図 第57号住居址 (1/60)

第3節 縄文時代の遺構とそのHI土遺物

く
蝉
禦 ⌒
く 箪
I縣
V引
引 劇
d曜
雌 祇

引
ｄ
唯

一

ヽ
口
　
　
　
　
　
　
　
０
一
０
．
０
∞
∞
　
田

ヽ
０

　

　

　

　

０
雨

〓

０
∞
　
０

p♂
勝
　

⑬
◎

第155図 第57号住居址遺物出土状態 (1/40)
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院

766

第156図  第57号住居址出土土器(1)(1/4)
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第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

トツ引
I

第158図 第57号住居址出土
土製品 (1/2)

第157図  第57号住居址出土土器② (1/4)

平面形は4.8× 4.5mの 隅丸五角形で、主軸方向はN-50°一Wを示す。壁

はやや開きぎみの安定したローム壁で、高さは北壁部で40～ 50cmほ どあり

深い。周濤は壁下を全周している。床はわずかに凹凸があるが堅緻である。

主柱穴は Pl・ P2・ P3・ P4の 4カ 所で方形に配置されている。 Pl南の柱穴

と、P4に接する半円形の掘方には貼床がなされていた。出入口部はわずか

に張り出しており、対ピットが設けられている。同じような施設は壁外に

もあり、ピット状の遺構が張り出し部に接して 2カ 所設けられている。埋

甕は出入口部で主軸線上に正位に埋められている。口縁部をわずかに打ち

欠き、底部を欠損する曽利系の深鉢形土器で、底近 くに季大の礫が 1点あ

⑮

５ｃ
イδ7
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第159図  第57号住居址出土石器(1)(1/3, 1～ 8。 12は 1/1.5)



第3節 縄文時代の遺構とその出上遺物

る。埋甕はP5で胴部の1/31よ どが切り取られており、切り取られた埋甕の破片はその一部が P5内からも出土

している。

遺物の出土状態は吹上パターン現象を示し、主として住居址中央部の比較的床に近い覆土中から出上した。

また、床近 くから出上した深鉢形土器の大破片の中からは小形の玉斧ではないかとみられる石器 (第159図 12)

が出上している。

遺 物 土器は埋甕として用いられていた 2以外は覆土から一括出上したものである。工器は地文に条線

状の沈線をもつ曽利系の深鉢 (1～ 7)と 、地文に縄文をもつ加曽利E系のもの (9～ 11)がある。 8は加

曽利E系と唐草文系の折哀型とでもいえるような器壁の厚い土器である。土製品では球状を呈する土鈴の破

片が 1点ある。

石器は小形石匙 3、 打製石斧 1、 横刃型石器 1、 凹石 10、 磨石 1、 磨製石斧 2、 石錐 3、 黒曜石の手J片石

器 2、 同スクレイパー 2、 同両極石器 3、 その他剖片類である。12は頭部を欠損する長さ2.2cmの翡翠製の河ヽ

形定角式磨製石斧で、これは玉斧といわれているものではないかと思われる。

時 期 中期後葉IVと みられる。

10cm

第剛図 第57号住居址出土石器121(1/3)

ヱ69



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第58号住居址 (第 161～ 167図 )

遺 構 南側台地。西側の山裾の地形が南から入り込んだ浅い谷に向かって開けた地形となる場所の、スー

30グ リッドを中心とする位置にある。南側の第82・ 83号住居址を切っている。また本址には後期の土獲が 4

カ所重複している。本址の東隣りには本址とほぼ同期 とみられる第57号住居 l■が、本址と同じ南東方向に向

かって並んでいる。

平面形は5.8× 5.6mの隅丸方形で、主軸方向はN-45°一Wを示す。壁は北壁側が高 くて約 30cln、 南側はコ

A 881419 D881.419

I 黒色土
‖ 黒褐色土 (ロ ーム粒 )
‖ 粒子荒い黒褐色土
Ⅳ 黄褐色土 (漆黒色粒混入 )
V 粘質黒縄色土

０
一
守
．
一
∞
∞
　

〇

①

=70

第161図 第58号住居l■ (1/60)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

一ナー部で10omほ どしかない。周濤は北側の壁下に設けられている。南側は苦Ь分的で、小ピットの設けられ

ている個所がある。床は平坦で堅緻である。主柱穴はPl・ P2・ P6・ P7の 4カ所で、 P3・ P4・ P5は 出入部

に関わる施設とみられる。P5はヽあるいは第83号住居址の柱穴であるかもしれない。炉は中央よりわずかに

奥壁に寄った位置にある。大きな方形の囲炉裏状の石囲炉で、深さは45omほ どある。炉石は北と南が厚い河

原石で、奥と焚口部には花蘭岩の一枚石を据えて 4枚を縦に組み、四隅に小石を詰めている。炉石は火熱に

よるものか、いずれもいくつかにひび割れている。炉底はよく焼けているが焼土はそれほど厚くない。埋甕

は出入口部のP4と壁の間に設置されている。口縁を打ち欠き、胴下半を欠損する加曽利E系とみられる深鉢

形土器を正位に埋め、石蓋がなされている。石蓋は鉄平石の平石で、埋甕の縁に接するように床につけてふ

されている。

遺物は炉の南側の住居址中央部から一括土器群が大量に出土している。いわゆる吹上パターン現象である。

土器群の集中個所は東側の一部が第411号土羨で切られているが、2.5Xl.5mほ どの規模がある。ほとんど完

鑓

餞
ｄ
⑤

費

銀
。時〕

第162図 第58号住居址遺物出土状態 (1/40)
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′72

第163図 第58号住居址出土土器(1)(1/4)
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第 3師 縄文時代の遺構 とその出土遺物

第164図 第58号住居址出土土器(動 (1/4)
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=7留

第165図  第58号住居址出土土器131(1/4)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

形の両耳壺や底部の抜かれた深鉢形土器等数10個体分の一括土器や破片が、床に近い覆土中に上面がほぼ同

レベルで平坦な面をなすような状態に遺存している。また、土器集中個所の南脇に検出されたやや大形の数

点の礫は、配されたのではないかと思われるような状態にあった。

遺 物 復元して実測した土器は埋甕を含めて19イ固体ある。ほとんどが深鉢形土器だが、両耳壺が 2個体
と小形の深鉢形土器が 1個体ある。曽利系の深鉢形土器は波状口縁のもの (1～ 6)と 平縁のもの (7～ 10)

があり、 5は波状口縁で地文に縄文が施文されている。両耳壷も曽利系であるが、mはやゃ古い時期の様オロ

をもつ。加曽利E系の縄文をもつ土器 (13～ 19)の うち16～ 18に は曽利的な様相も認められる。18は埋甕と

して用いられていた深鉢である。19は小形土器である。土製品では土製円板 (20)が 1′ミある。

石器は石鏃 13、 小形石匙 1、 打製石斧 2、 横刃型石器 1、 凹石 2、 磨石 1、 石錐 3、 黒曜石の禁J片石器 5、

同スクレイパー 1、 同両極石器 3で、他は手U片類と原石である。石製品は軽石製品 (第167図17)が 1′ミあ

る。

時 期 中期後葉Ⅳとみられる。

-  20

第166図  第58号住居址出土土器14)(1/4,19は 1/2)。 土製円板 (1/2)
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第167図 第58号住居址出土石器 (1/3, 1～ 15は 1/1.5)・ 軽石製品 (17は 1/2)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第59号住居址 (第 141・ 168・ 169図 )

遺 構 南側台地。西側の山裾の地形が南から入り込んだ浅い谷へ向かって開けた地形となる場所の、セー
32グ リッドを中心とする位置にある。北側の上面には第53号住居址があり、東側の上面は平安時代の第50号

住居l■である。また西側は第72号住居址で切られている。

平面形は4.5× 3.5mの 隅九長方形で、長軸方向はN-30° 一Wを示す。ローム壁は北壁が高く、東壁から南

壁へ徐々に低 くなり、南壁はごくわずか認められる程度である。周濤は北西のコーナー部と南コーナー部に

認められるが、北西のコーナー部の周濤は旧住居の施設である。東壁下と南壁際には月ヽピットが設けられて

いるが、東壁際の小ピットは旧住居のものとみられる。床は炉の付近が低 く南側がやや高くなる皿状を呈す

る。全体に凹凸はあるが堅緻な床で、南側のみ若千軟らかい。主柱穴はP7° PS・ P9・ P10の 4カ 所とみられ

る。炉址は中央よりやや北側へ寄った主軸線上に位置している。円形に浅 く掘 り凹めた地床炉でよく焼けて

いる。

旧住居址は3.5× 3.Omほ どの隅九方形プランを呈する小形の住居l■である。長軸方向はN-57°一Wで、

７

‐―

＝
‐

0                        1ocm

判

川

日

‐ ―

引

６

麟麟

9

日
日
日
―十
四

東・北 。西の各コーナーが新住居

の壁の内に納まるようなプランで

ある。炉は長軸線上のやや奥まっ

た位置にあるが、これはそのまま

新住居の炉とされている。柱穴に

ついては明らかでない。

同地点で重複する新旧両住居址

の関係は明らかでないが、両住居

l■Lのプランのあり方と炉址の関係

等からみると、旧住居l■から炉址

を中心に軸方向を変え、拡張して

新住居へ建直したのではないかと

第168図  第59号住居址出土土器 (1/3)
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翰

「
第169図 第59号住居l■出土石器 (1/3)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

推察されるのである。

遺 物 諸磯 a式 とみられる土器片が若千出上しているにすぎない。石器は石鏃 3、 打製石斧 1、 大形石

匙 1、 凹石 1、 両極石器 1と 制片類である。

時 期 前期Ⅳとみられる。

第60号住居址 (第 170～ 173図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部が張り出す地形となる場所の、シー16グ リッドを中心とする西側の

谷に面した位置にある。北側は平安時代の第47号住居上と第65号住居址で切られており、南東イ貝Jには第61号

住居址が接している。

平面形は5.3× 4.9mの六角形に近い楕円形で、長軸方向はN-45°一Wを示す。壁は東壁側が高く、南・西

壁側が低い。周濤は東壁側の壁下に設けられている。また北側の P2・ P3の間には第65号住居l■の周濤が検出

されている。床は平坦で堅緻である。主柱穴はPI・ P2・ P3'P4・ P6・ P7の 6カ所で、 P5は出入口部に関

わる柱穴であろう。その他、東壁際とみられる場所に柱穴が 3カ所検出されているが、本l■に伴うものか判

然としない。また炉址の南側に浅いピットが 3カ所等間隔に設けられている。遺物は出土していないが、貯

0                  2m
l             l            l

ヱ78

第170図  第60号住居址 (1/60)



蔵穴的な施設であろうか。炉址は中央よりやや西側へ寄った位置にある

土器埋設の石囲炉である。炉石はやや大きめの礫と小形の河原石を円形

に配しており、南側の 1カ所は取 り去られている。中央に埋設されてい

る土器はlgw形文の付いた刀ヽ形の深鉢形土器のやや長い頸部である。炉内

には焼上がかき出されてまったく残っていない。

遺物は炉を中心とした位置から一括土器群が出上している。土器は埋

設土器の上や炉にかかる状態のものなど、ほとんどが床近 くから出土し

ている。また、東側の周濤内から定角式磨製石斧 (第 173図 2)が出土 し

た。

第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

O                 Im

第171図 第60号住居址遺物
出土状態 (1/40)

第172図  第60号住居址出土土器 (1/4)
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10cm

第173図 第60号住居址出土石器 (1/3)

遺 物 土器は図示したものの他に復元できない土器が 2個体ある。そのうちの 1つは焼町系の上器であ

る。 1は炉体土器である。 2・ 3はやや大形の深鉢で、 2に は櫛形文が付 くかもしれない。櫛形文は 1・ 4

にみられる。

石器は打製石斧 1、 凹石 4、 磨製石斧 1、 両極石器 2の他は手U片類である。

時 期 中期中葉VIと みられる。
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第61号住居址 (第 124。 174図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部
が張り出す地形となる場所の、ヨー14・

15グ リッドを中心とする位置にある。東

側は第44・ 45号住居址と重複しており、

また南西コーナー部は第64号住居址への

貼床である。重複がはげしく、かつ住居

址の掘り込みが浅いため、壁・周濤の検
第174図 第61号住居址出土土器 (1/4)・ 石器 (1/1.5)

出されない北側と西側のプランは柱穴の配置状態から推定した。

平面形は推定4.9× 4.8mの隅九方形で、主軸方向はN-90°一Wを示す。壁は検出されず、東側と南側の周

濤が第44号住居址内に検出されている。床は平坦で堅く、第44・ 64号住居l■ と重複する部分では貼床がなさ

れている。主柱穴はPI・ P2・ P3・ P4・ PSの 5カ 所とみられる。炉は中央からわずかに西へ寄った主軸線上

にある。方形の石囲炉で深さはやや浅い。炉石は北と南が花蘭岩の平板石で東と西は河原石である。また、

各隅には河ヽ形の河原石を配している。いずれも縦に組んだものだが、東側の焚口部の炉石は平らに据えてい

る。この焚口部の炉石の内側の縁には縞状を呈する黒色の付着物が認められた。炉石は北側の平板石の割れ

た部分が取り去られている。炉底は平坦でよく焼けているが焼土は残っていない。炉底には小形台付土器 (第

174図 1)が逆位に置かれた状態で出上した。やや特異な遺物の出土状態である。

遺 物 土器は炉底から検出された小形台付土器 (1)があるだけである。口縁部と台脚部を打ち欠いた
状態のもので、渦巻文と縄文が施文されている。

石器は石鏃 1、 打製石斧 2と剖片類がある。

時 期 中期後葉Hと みられる。

第62号住居址 (第 175。 176図 )

遺 構 南側台地で、台地の付根部に入り込んだ小さな谷に面した場所の、コー20グ リッドを中心とする
位置にある。北側コーナー部は第63号住居址と重複し、南側のコーナー部は平安時代の第47号住居l■で切ら

れている。住居l■の北側には弧状の掘方が続いているが、この遺構は本J」Lに伴うものとはみられない。別の

住居址の可能性が強いが、性格等は明らかでない。

平面形は4.0× 3.9mの隅丸方形で、軸方向はN-115°一Wを示す。壁はほとんど認められず周濤が全周して

いる。床は水平で堅い。主柱穴はP5・ P7・ P9・ Pl。の 4カ所とみられる。出入田部は東の方向で、P6は 出

入口部に関わる施設であろうか。浅いピット内からは一括土器が出上している。炉は中央よりわずかに西側

に寄っている。花南岩の割石と丸みのある河原石を円形になるように縦に組んだ石囲炉で、隅には河ヽ礫が詰

められている。炉石は完存で、北側の 1枚は火熱のためか中央でひび割れており、焚口部の炉石の縁には縞

状を呈する黒色の付着物が認められた。炉内には赤化した火床の焼土が残る。

遺 物 一括土器はP6か ら出上した深鉢形土器がある (第 176図 1)。

石器は石鏃 2、 磨石 1、 磨製石斧 1、 両極石器 1と 手J片類である。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

Z8Z
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第m章 発掘された遺構と遺物

第175図  第62・ 63号住居址 (1/60)
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第176図  第62号住居址出土土器 (1/4)・ 石器(1/3, 2は 1/1.5)



第 3節 縄文時代の遺構 とその出土遺物

第63号住居址 (第 175。 177図 )

遺 構 南側台地で、台地の付根部に入り込んだ小さな谷に面した場所の、サー21グ リッドを中心とする
位置にある。東側に第62号住居址、北側に第67号住居址、西側に第68号住居址がそれぞれ重複している。ま

た南側には第65号住居l■が接している。遺構の状態からみた住居址の重複関係は、第62号住居址へは貼床が

なされているが、第67号住居址には切られている。第68号住居址との関係は明確でない。

掘 り込みが浅いため、地形が谷へ傾斜していく南側はプランが判然としない。かつ重複がはげしいため、

プランは炉を中心とした壁と柱穴とみられる施設のあり方から推定した。それによると、平面形は推定4.7×

4。 3mほ どの隅九方形とみられ、主軸方向はN-68°一Wと なろう。壁は第62号住居址と第67号住居l■間の北壁

がわずかに検出されただけである。周濤は検出されていない。床は炉周辺から東側は水平で堅いが南側は軟

らかい。東側は部分的ではあるが、第62号住居址への貼床が確認されている。柱穴はPlo P2と 第67号住居址

内の P3が確認できる。炉の西側に位置すると思われる柱穴は床の精査が不十分なためか未検出であるが、基

本的には 4本主柱の配置であったと思われる。炉址の東側には前期とみられる第368号土獲がある。炉址は中

央より若干西側へ寄った主軸線上に位置している。大形の方形石囲炉であるがそれほど深くない。炉石は西

側の奥のものが花商岩の一枚石で、これは 2つに大きく割れている。北側と東側は河原石で、南の炉石はは

ずされている。炉石は維に組んでいるが、東側の焚田部の炉石は厚い礫を横に据えて平らな面を出しており、

これは火熱のためか中央とその他の部分でいくつかにひび害」れている。東の角には月ヽさな礫が 1個詰められ

ていた。炉底はよく焼けており、赤化した焼土も比較的厚い。

遺 物 土器は出上していない。石器は凹石 1、 磨石 1の他は黒曜石の手J片類がある。
時 期 時期決定可能な遺物がないので明らかではない。しかし中期後葉 Iの第62号住居址へ貼床をして
いること、中期後葉Hの第67号住居l■に切られているとみられること、それと炉l■の形態を考慮すると、中

期後葉 Hと みておくのが妥当ではないかと思われる。

10cm

第177図 第63号住居址出土石器 (1/3)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第64号住居址 (第 178～ 180図 )

遺 構 南側台地で、台地の南縁辺部が張り出す地形となる場所の、サー12。 13グ リッドを中心とする位

置にある。北東部には第61号住居址が重複しており、東側には第44号住居l■が本l■ と隣り合っている。

平面形は5。 4× 4.8mの楕円形で、長軸方向はN-46° 一Wを示す。壁は低いが全周に認められる。周濤は北

壁下と東壁下に浅い周濤が設けられている。床は平坦で堅緻である。主柱穴はPI・ P3・ P5° P6・ P8・ P9

の 6カ所とみられる。P7は出入口に関わる施設であろう。炉はほぼ中央に位置している。儒平な花蘭岩 3枚

と河原石 1枚を方形に組んだ石囲炉である。炉石は完存であるが焼土はかき出されて残っていない。炉の北

の床面には礫が 2個並べて置かれたような状態に遺存していた。

遺 物 土器は西壁側の床面に横転してつぶれた状態で出上したほぼ完形の深鉢形土器 (1)がある。新
道式系の新しい段階の土器とみられる。その他は縦形区画文などで構成された藤内 I式上器がある。 5は手

捏の小形土器である。上製品では長軸の上下端に切目のある土器片錘が 1点 (6)あ る。

石器は石鏃 1、 打製石斧 1、 凹石 3、 石錐 1、 頁岩製スクレイパー 1、 黒曜石の制片石器 1、 同両極石器

1と 手J片類である。

時 期 中期中葉IIIと みられる。

′3を

第W8図 第64号住居址 (1/60)



第3節 縄文時代の遺構とその出上遺物

5

5cm

第179図 第64号住居址出土土器 (1は 1/4, 2～ 4は 1/3, 5は 1/2)・ 土器片錘 (1/2)

4

◇

Z85

第180図  第64号住居l■出土石器 (1/3, 1～ 3は 1/1.5)



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第65号住居址 (第 181・ 586図 )

遺 構 南側台地で、台地の付根部に入り込んだ小さな谷に面した場所の、サ・シー18グ リッドを中心と

する位置にある。仁居l■のほとんどが同地′ミに設けられた平安時代の第47号住居址で切られている。また南

側はわずかに第60号住居址と重複している。

平面形は6.1× 6.Omの隅丸方形である。壁はほとんど認められない。周濤は北壁下と西壁下にめぐらされ

ており、第60号住居址内に南側周濤の一部と、第47号住居址の東壁際に東側周濤の一部が検出されている。

床は平坦で堅いが南側の残存部は堅緻でない。柱穴はPl・ P2・ P3° P4が検出されているだけである。炉の

位置は不明である。

遺 物 残存部の覆土から出上した土器はほとんどが曽利式土器の後半のもので、特にⅢ式とみられるも
のが多い。石器は黒曜石の崇」片が 1点あるにすぎない。

時 期 時期決定資料に欠ける。出上した上器と住居址のプランのあり方から、一応中期後葉Ⅲとみてお

きたい。

第181図 第65号住居址出土土器 (1/4)

第66号住居址 (第 182～ 185図 )

遺 構 南側台地。西側の山裾の地形が南から入り込んだ浅い谷へ向かって開けた地形となる場所の、コ・

サー25グ リッドを中心とする広場に接する内側の位置にある。同地点での第69号住居址との重複で、第69号

住居址を切っており、第69号住居l■から建替えられた住居l■ではないかと思われる。西側の第70号住居址、

南側の第67号住居llLと わずかに重複している。

平面形は、北西の奥壁側が直線的で、やや九みのある北壁と南壁から直線的に出入ロヘ張り出す隅丸五角

形である。5.3× 4.6mの規模があり、主軸方向はN-48°一Wを示す。壁は南壁が認められ、特に出入口部の

壁は西側寄りの壁に比べて高い。周濤は東・北・西側がほぼ同間隔で二重にめぐらされており、部分的に拡

張のなされたことが推察される。床は凹凸があるが堅緻であり、第69号住居址の床とほぼ同レベルに設けら

れている。柱穴はP6° P7・ P8・ P9° Pl。の 5カ 所とみられる。 P8は主軸線上で張り出した出入口部の先端

に位置している。炉lkは 中央よりわずかに奥へ寄った主軸線上に位置している。方形の深い切姫姥状の石囲

炉である。炉石は花南岩の山石で、平板な一枚石を縦に組んでいる。焚回の割れた炉石の間と炉の四隅には

小さな礫を詰めており、南側の炉石ははずされている。焚口部の掘方は一段低い。炉底はよく焼けており、

中央には柱穴状のP llが焼土を切った状態に掘 り込まれている。主軸線上の炉址北の北壁中には第69号住居

l■の炉址が検出されている。埋甕は出入口部でP8脇の主軸線上に位置している。胴下半を切断したやや大形

の加曽利E系の深鉢形土器を逆位に埋設したものである。埋甕の覆上の観察では、第Ⅳ・V層が埋設時の土

′8δ



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

I 黒色土 (炭化物 )
‖ 黒色主 (ロ ーム粒 )
Ⅲ 黒褐色土 (ロ ーム粒 )
Ⅳ ロームと黒褐色土
V ローム (黒褐色土塊 )

F880.919

第lV図  第66・ 69号住居址 (1/60)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

=88

第183図 第66号住居址出土土器(1)(1/4)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

層で、第 I～ m層は南側からの流入による堆積とみられた。

遺 物 土器は曽利系 (1・ 2・ 4・ 8)と 唐草文系 (3・ 5～ 7)と加曽利E系 (9)がある。 8は X

字状把手の付 く鉢とも思われる土器で、曽利系とするにはやや特異な見馴れない土器である。 9は埋甕で、

口径43cmの大形深鉢の胴下半を切断したものである。

石器は石鏃 1、 打製石斧 4、 横刃型石器 1、 凹石 6、 磨製石斧 4、 両極石器 1、 台石 1と 象U片類がある。

時 期 中期後葉Ⅲとみられる。

9  1 qcm

第184図  第66号住居l■出土土器121(1/4)
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第 3節 縄文時代の遺構とその出上遺物

第67号住居址 (第 186・ 187図 )

遺 構 南側台地で、台地の付根部に入り込んだ小さな谷に面した場所の、サー22・ 23グ リッドを中心と

する位置にある。北側はわずかに第66号住居上と重複し、西側は第68号住居l■Lで切られ、南側では第63号住

居址を切っている。また、北側には後期の第417号土羨がある。

平面形は出入口部の張り出す隅丸五角形で、4.5× 4.4mほ どの規模がある。主軸方向はN-72°一Wを示

し、出入口部は東側である。壁は低いが全周している。周濤は南壁下に一部設けられている。床は炉址周辺

がイ氏く壁際に高くなる皿状で、同期の他の住居l■の床とはやや異なる構造である。主柱穴はP4・ P5° PSが

検出されている。P9も本址の主柱穴の可能性が強く、北側の主柱穴が第417号土渡と重複しているとすれば、

5カ所の配置が考えられる。 P6・ P7は出入口部の施設とみられる。炉は方形のやや小形の石囲炉で、中央よ

り西の奥壁側へ寄った主軸線上に位置している。炉石は河原石と花南岩で、焚口部の炉石は小さくて割れて

おり、西側と南側の一部が取り去られている。炉址の西側部分は第68号住居ldLの周濤で切られているが、炉

石はそれ以前にはずされたものとみられる。埋甕は出入口部のP7脇の壁際に設けられている。壁際の床が一

段高くなる境の部分に、底部を欠く加曽利E系の深鉢形土器が正位に埋設されている。住居の内側へ傾 くよ

うな状態で埋設されており、口縁部から頸部にかけては押しつぶされたように割れている。他の埋甕とは埋

設の仕方が若千異なるように思われる。

遺 物 土器は埋甕がある (第186図 1)。 加曽利E系とみられるが、胴部が渦巻文で構成されたやや異質

な深鉢形土器である。

石器は黒曜石の象J片石器 2と 刹片類の他に軽石製の碗状を呈する石製品 (第 186図 2)がある。

時 期 中期後葉Ⅱとみられる。

第186図 第67号住居址占土土器 (1/4)・ 軽石製品 (1/2)
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第187図 第67・ 68号住居址 (1/60)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第68号住居址 (第187～ 189図 )

遺 構 南側台地で、台地の平坦な地形が台地の付根部に入り込んだ小さな谷地形へ変わる場所の、スー

22・ 23グ リッドを中心とする位置にある。このため住居址の西側は谷地形を埋める黒色上中に設けられてお

り、既に流出してプランは明らかでない。住居 l■Lの東側は第63・ 67号住居址と重複 している。

平面形は推定6.6× 6.5mほ どになると思われる円形で、主軸方向はN-27°一Wを示すとみられる。ローム

ヘの掘 り込みが比較的浅いため壁は北壁側にわずかに認められる程度である。周濤は検出されたプランの部

分では壁下を全周しており、東側では第67号住居上の炉の掘方の部分を切っている。床は平坦で堅級である

が、西側の谷地形を埋める部分は軟らか く、貼床は顕者ではなかった。床は部分的に焼けたり焼上のブロッ

クが検出されるなど、火災住居 l■であることを示 していた。柱穴は Pl・ P2・ P3が相当するものと思われ、

5本主柱の構造が考えられる。出入口部は周濤が内側へやや広 く、両端には対ピット状の濤が設けられてい

る。出入口部にはごく浅い円形の凹みが検出されており、P3の西側の床面には焼上が認められた。炉は中央

0                 10cm

第188図  第68号住居址出土土器 (1/4)
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第II章 発掘された遺構と遺物

より奥に寄った主軸線上に位置している。囲炉裏状の大形の石囲炉である。炉石は北側の 2枚のうちの 1枚

がやや月ヽ形の河原石で、他は花蘭岩の一枚石である。特に南側の焚口部の炉石は厚い一枚石を用いており、

平坦面を出して内反り状に据えている。焼土は深い炉の中いっぱいに、かつ厚 く土鰻頭状の堆積で多量に残

されていた。埋甕 (第188図 2)は東壁に近いP2の南側にある。丁度住居址の平面形を主軸線を基準に四分割

する線上に位置している。底部を切断した大形の深鉢形土器を正位に埋設したもので、口縁部は欠けて鋸歯

状を呈している。火災住居址とみられながら埋甕の覆上に焼上が認められないこと、上面にローム塊を主と

する黒褐色上の第Ⅲ層が認められたことなどから、この埋甕の内部は埋められていた可能性が強い。伏甕 (第

188図 1)は主軸線上で炉の奥の壁際にある。X字状把手付の鉢形土器の頸部を逆位に伏せたもので、南側は

床につき、北側はわずかに周濤にかかっている。伏甕の南側の床面には焼上のブロックが残っていた。その

他の床面の施設は、炉址東の礫を伴う浅いピットの脇に敷かれた鉄平石の敷石がある。南北方向に長く敷か

れており、下部に施設はない。

覆土は薄いがほぼ全体に焼上の混入が認められる。特に炉l■の内部とその周辺に著しく、かつ床面の焼け

た部分や焼土のブロックが検出されている。このことから本llLは火災住居l■であると考えられた。特徴的な

遺物の出土状態を示すものは上記の伏甕と埋甕である。火災住居址であると考えられるが、柱等の炭化木材

は検出されていない。

遺 物 土器は伏甕としていたX字状把手付の鉢 (1)と 埋甕であった唐草文系の深鉢 (2)がある。

′ν

第189図  第68号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5, 2は 1/2)
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石器は凹石 4、 磨製石斧 3、 黒曜石のスクレイパー 1の他は原石と黒曜石の崇J片類である。磨製石斧の 1

点 (2)は小形の定角式であり、 3は敲打器に転用している。

時 期 中期後葉Hと みられる。

第69号住居l■ (第 182図 )

遺 構 南側台地。西側の山裾の地形が南から入り込んだ浅い谷に向かって開けた地形となる場所の、コ。

サー26グ リッドを中心とする位置にある。同地点での第66号住居lIと の重複で、プランの南側の大半は第66

号住居址となっている。西側の第70号住居址と重複し、北側は第57号住居l■ と接している。

平面形は西の奥壁側が直線的で、やや九く張った北壁から直線的に出入口部へ張り出すI島丸五角形である。

大きさは5.7× 5.2mほ どと推定される。壁は北壁と東壁が残る。周濤は東壁下のほかは西側の第70号住居址

と重複する部分に認められる。床は水平で堅く、第66号住居址の床とほとんど同レベルである。主柱穴は Pl・

P2と 、第66号住居址内のP3・ P4・ P5の 5カ 所とみられる。Plは 第70号住居址の柱穴との重複とみられる。

またP3は 第66号住居址の P8と 同様で、主軸線上の張り出した出入口部の先端に位置している。炉址は中央よ

り西側の奥へ寄った主軸線上に位置している。土獲状の遺構と重複しているが、浅い隅丸方形の掘方をもつ

ものである。炉石はすべて抜き取られて残っていない。東側の掘方内にわずかに焼土が残っていた。

遺 物 土器は破片がごくわずか出上しているにすぎない。石器はない。

時 期 時期決定可能な遺物がないので明らかではない。しかし第66号住居址へ建直したとみられること

や、住居址と炉の掘方の形態からみて、中期後葉H～Ⅲと考えられる。

第70号住居址 (第 190・ 191図 )

遺 構 南側台地。西側の山裾の地形が南から入り込んだ浅い谷へ向かって開けた地形となる場所の、シ・

スー26グ リッドを中心とする位置にある。東側は第66・ 69号住居址と重複し、西側は第77号住居址とわずか

に重複している。また北側の第82号住居l■を切っている。旧住居上のプランは明らかでないが、本l■は同地

点で拡張のなされた住居llLと 考えられる。

平面形は南のコーナー部がやや張り出した不整な隅丸方形である。規模は5.8× 5.5mほ どぁり、主軸方向

はN-95°一Wを示すとみられる。壁は北壁と南壁が認められる。高さは40cmほ どあり、垂直に近い状態でし

っかりしている。周濤は西の奥壁側と北コーナー部、それと南のコーナー部で二重に検出されている。内側

の周濤は拡張前の旧住居の周濤であろう。床は平坦で堅く、東側の第66。 69号住居上の床へとほぼ同レベル

で続いている。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ P5・ P8の 6カ 所とみられる。P6は 主柱穴としてはやや浅 く、

拡張部での補助柱穴と考えられる。出入口部はP4の付近と推定される。主軸線をはさんだ炉の東・西にはP7

とP9がある。P9は袋状を呈す穴で、これは貯蔵穴ではないかとみられる。一方のP7はやや規模が大きいが

深さは同様で、これには貼床がなされていた。炉l■は中央よりやや西側へ寄った主軸線上に位置している。

石囲炉であったと思われるが炉石はすべて取り去られている。ごく浅い方形の掘方の中央が円形に焼けてい

るが、焼上の残りは少ない。旧住居址のプランは明らかでないが、本址は同地′ミで拡張のなされた住居址で

あると考えられる。周濤のあり方から、拡張はわずかながらもほぼ全体に行われているものの、主として第

66号住居址側の東南方向へ広くなされた点が注意される。

遺物はP4か ら深鉢形土器の底部と口縁部 (第 191図 1)が出土している。またP4西側の床面からは土偶の

脚部 (第 191図 2)が出上した。
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

遺 物 土器の出土量は少ないが、その中では曽利 I～ Ⅱ式が多い。第191図 1は P.か ら出上した深鉢形土

器の口縁部破片である。土製品では土偶の脚部 (2)が 1点ある。

石器は打製石斧 4、 横刃型石器 1、 凹石 1、 石鏃ブランク1の他は剥片類である。

時 期 中期後葉Hと みられる。

A881H9

土偶足く至も⑥

′%

第190図 第70号住居址 (1/60)



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第191図 第70号住居址出土土器 (1/4)・ 土偶 (1/2)・ 石器 (1/3)

第72号住居址 (第 192～ 194図 )

遺 構 南側台地。西側の山裾の地形が南から入り込んだ浅い谷へ向かって開けた地形となる場所で、台

地の平坦な地形が谷地形へ変わる縁の部分の、ター31グ リッドを中心とする位置にある。このため仁居址の

西側2/3ほ どは谷地形を埋める黒色土中に設けられており、既に流出した部分もある。また発掘区の境に位置

していることから未発掘部分もあるが、プランの大略は捉えることができた。本址は北側の第53号住居」■と

東側の第59号住居址を切っている。

平面形は6.5× 5.9mほ どの円形を呈すものと思われ、主軸方向はN-18°一Wを示す。壁はロームヘの掘り

込みの深い北壁と東壁がわずかに検出されている。周濤は北壁下と東壁下に二重に設けられており、この方

向に拡張のなされたことがうかがえる。床は平坦で堅く、炉l■付近から南側の床は堅く良好な貼床である。

柱穴は P2・ P3・ P4が検出されており、配置の状況からみると4本主柱が想定される。Plは 第53号住居址の

柱穴とみられ、P2も 第53号住居l■の柱穴と重複している。炉l■は中央よりわずかに北側へ寄った主軸線上に

位置している。切姫健状の深い大形の石囲炉であるが東側の炉石は抜かれている。炉石は北と西に花南岩の

一枚石を縦に組んでいるが、西側で北寄りの 1枚はJヽ形の河原石である。南側の焚口部の炉石は角柱状の礫

を横に組んだもので、平らな面を出して据えている。焚口部と奥の炉石は火熱のためかひび割れている。焼

土は北の炉石に接して上鰻頭状に厚 く残されている。炉の東側の上面には大形の丸い河原石が積まれていた。

埋甕は出入口部の主軸線上に位置している。口縁部を欠き、底部を抜いた唐草文系の深鉢形土器を正位に埋

設したものである。 P4の協と埋甕の西側、東壁寄りの床面には礫が遺存していた。

遺 物 土器は 2の埋甕の他は覆土から出上した。埋甕は丁寧に施文された非常に作 りのよい土器で、使

用の痕跡がほとんど認められないような状態にある。 1は曽利と唐草文の両要素をもつ土器で、やや新しい

時期の上器である。
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看器は石鏃 2、 打製石斧 2、 凹石 1、 石錐 1、

類である。

時 期 中期後葉Ⅱとみられる。

黒曜石の剣片石器 1、 同スクレイパー 1の他は原石と剖片

B 881.7旧 ｙ
一
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第瑚図 第72号住居址 (1/60)



0                 10cm

第193図  第72号住居址出土土器 (1/4)

第 3師 縄文時代の遺構とその出上遺物
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第194図 第72号住居址出土石器 (1/3, 1～ 3は 1/1.5)

第73号住居址 (第195～ 198図 )

遺 構 南側台地の西側山裾部の中央で、広場の縁に並ぶ中期後葉の住居址群の中では一軒分ほど内側の
場所へ入ったキー33・ 34グ リッドを中心とする位置にある。南西側の第55号住居址を切っており、南側には

平安時代の第46号住居41・がわずかに切り込んでいる。本址の北西側には、本址とほぼ同期とみられる第159号

住居址がやや離れた位置で本址と隣り合っている。
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第195図 第73号住居址 (1/60)



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

平面形は5.4× 4.3mの 方形で、長軸方向はN-52° 一Eを示す。壁は北壁が直に近 く30伽 ほどの高さがあ

り、南側へ徐々に低 くなっている。西壁は第55号住居 l■の覆土中のため検出できなかった。周濤は南壁を除

く各壁下に設けられており、特に北壁下と東壁下の周濤は深い。床は北側が堅い他は全体にやや軟弱である。

主柱穴は Pl・ P2・ P3・ P4・ P5・ P6の 6カ 所 とみられる。 P4の北側に柱穴状のピットが設けられているこ

とから、出入口部は P4付近であったと思われる。炉 l■はほぼ中央に位置している。浅 く方形に近い掘方の中

o                       20cm

0                 10Cm

第196図  第73号住居址出土土器 (1/4, 1は 1/6)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第197図  第73号住居址遺物出土状態 (1/40)

央部に焼土がわずかに残っている。焼上の脇には炉体土器と思

われる深鉢形土器の口縁部が、一部埋設されたままの状態でつ

ぶれて検出された。炉石は残っていないが、炉石らしき礫が数

点付近に遺存していた。また、炉 J■南側の床面に一部焼けた個

所が検出されたが、本l■に伴う遺構であるのか判然としなかっ

た。

一括土器は 2カ 所からまとまって出土している。炉址の上か

らは深鉢形土器の日縁部が割れた状態そ出土しており、炉址の

東側からは大形深鉢 (第 196図 1)と 深鉢 (第 196図 2)が 2個

体並んでつぶれた状態で出上した。

遺 物 土器は 4個体ある。 とは現高61.5cmの大形の深鉢形
土器である。 2はほぼ完形で、 1と 並んで出土した。 3は炉l■

上から出上した深鉢形土器の口縁部である。 4は炉体土器であ

る。

石器は石鏃 1、 打製石斧 1の他は原石 と手」片類である。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

10cm

第198図 第73号住居址出土石器
(1/3,  21よ 1/1.5)

第74号住居址 (第 199～201図 )

遺 構 南側台地の西側山裾で、クー40。 41グ リッドを中心とする南環状集落の北コーナー部付近に位置
している。東側の第79号住居址を切ってお り、南側はわずかに第48号住居址と重複 して上面に設けられてい

292



B882.619

第3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物

黒褐色土

掲色土

黄褐色土

貼床 (ロ ーム )σ
一

⑥

9

RI

⑥恥

り

ヽ
十

D882H9

299

0                2m
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第199図 第74・ 75'79号住居址 (1/60)
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る。また、北側の上面には第75号

住居址が設けられている。北側 と

東側には、本址とほぼ同期 とみら

れる第80・ 86号住居址が隣接して

いる。

平面形は6.8× 5,9mの隅丸方形

で、主軸方向は N-60°一Wを 示

す。壁は北側から西側にかけて認

められる。西壁は50cmほ どと高 く、

垂直に近い安定した壁である。周

濤は比較的幅の広い周濤が全周し

ており、北側から西側にかけては

深 く掘られている。また、北壁側

では一部二重に巡らされている部

分があり、これは拡張を示すもの

であろう。床はわずかに東側へ傾

斜している。第48号住居 l■Lと 重複

する南側部分は貼床であるが、全

体に堅 く良好な床である。主柱穴

は Pl・ P2・ P3・ P4・ P5・ P6の

6カ所 とみられる。炉は中央より

奥へ寄った主軸線上に位置してい

る。大形の方形石囲炉で炉石は完

存である。炉石は東・西の 3個が

河原石で南・北の 3枚は花商岩で

ある。炉石は焚口にあたる東側の

河原石を平らに据えている他は維

に組み、四隅には河ヽ礫を詰めてい

る。奥壁以外の炉石は火熱のため

かひび割れており、焚口部の炉石

の崇J落 した内側の縁には、縞状を

呈する黒色の付着物が認められた。

埋甕 (第 200図 )は出入田部の周濤

脇で主軸線上に位置している。底

部を欠 く高さ63cmの大形深鉢を逆

位に埋設したものである。土器は

大きな掘方の入口側に寄せ、底に

口縁をつけている。上面はローム

2%

第200図 第74号住居址出土土器 (1/6)



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

3(f~~~~⊃

第別1図 第74号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5)

で貼床をしているが、埋甕のまわりは一段低く凹めてある。土器は把手を欠くことなく付けたままにしてあ

るが、北側の胴部に 2カ所子とがあけられている。このうち大きな孔には別の上器の破片を外から当ててふさ

いでいた。

遺 物 土器は埋甕 (第 200図 )がある。高さ63cm、 口径48cmで、X字状把手が 4カ所付けられた大形深鉢

である。胴部の中程に子とが 2カ所あけられている。両方とも外側からあけられた痕跡が認められる。

石器は石鏃 1、 打製石斧 2、 横刃型石器 1、 凹石 1、 磨石 1の他は剖片類である。

時 期 中期後葉 Hと みられる。
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第75号住居址 (第 199・ 202～ 205図 )

遺 構 南側台地の西側山裾で、ク・ケー

43グ リッドを中心とする南環状集落の北コ

ーナー部付近に位置している。東側は第80

号住居l■、南側は第74・ 79号住居l■ と重複

している。本l■はローム層への掘り込みが

浅 く、かつ東側から南側は下層の住居址の

覆土上面に設けられていた。このためプラ

ンの全体を明らかにすることはできなかっ

たものの、炉J■ と埋甕が検出されたことは

幸いであった。

平面形や規模は明らかでないが、 P7・

Ps・ P9・ Pi。 を主柱穴 とみれば、推定で

5.0× 4.5mほ どの隅丸方形の住居址が考え

られ、主軸方向はN-62° 一Wと なろう。

壁・周濤は検出されておらず、床面も軟弱

である。炉は方形の石囲炉である。炉石は

奥に平板な安山岩を維に組み、他の三方向

ω
一Φ
『
∞
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＜
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く I

第202図  第75号住居址遺物出土状態 (1/40)
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第203図 第75号住居址出土土器(1)(1/4)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

には厚みのある河原石を据えているが、西側の角の詰め石が 1カ所抜かれている。炉の内には深鉢形土器の

底部が遺存していた。埋甕は主軸線上に炉をはさんで2カ所ある(第203図 8、 第204図 9)。 両方共深鉢形土

器の口縁部を逆位に埋設したものである。東側の埋甕 (第204図 9)は深い掘方を第 H・ IH層で埋め、その上

に逆位に置くようにして床深く埋設されている。

遺物は多量の土器群が出土している。遺構確認作業の段階で遺物をとり上げてしまったため詳細は明らか

でないが、おそらく吹上パターン現象であったと思われる。

遺 物 土器はすべて深鉢形土器である。 8は西側の埋甕で、 9は東側の埋甕である。 7は炉内出上であ

る。その他の覆土出土土器は両埋甕に比べると若千新しい様相をもつものが多い。

石器は打製石斧 5、 凹石 1、 磨石 1の他は剖片類である。

時 期 中期後葉IVと みられる。

9  1 qCm

第別4図 第75号住居址出土土器121(1/4)

0                         10Cm
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第205図 第75号住居址出土石器 (1/3)
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第77号住居址 (第206～209図 )

遺 構 南側台地。西側の山裾の地形が南から入り込んだ浅い谷へ向かって開けた地形となる場所で、台

地の平坦な地形が谷地形へ変わる縁の部分の、ソー26・ 27グ リッドを中心とする位置にある。このため住居

ldLの西コーナー部から西壁にかけての著Б分は黒色土中に設けられていたためプランは捉えにくく、判然とし

ない部分 もある。東側の第70号住居址と接するように重複 し、北側の第83号住居 l■をわずかに切っている。

平面形は6.3× 5.8mの不整な隅丸方形で、軸方向はN-28°一Wを示す。壁は西壁が黒色土中に設けられて

いるが、その他の部分はローム壁である。北壁は垂直に近い部分もあり、高さもあって比較的堅く安定した

壁である。周濤は壁下をほぼ全周している。床は東側1/2ほ どは平担で堅い。西側は地形にそって緩く傾斜し

A 881419

B 881419
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第刑6図 第77号住居址 (1/60)
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0

第207図 第77号住居址出土土器 (1/4)
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ているが、貝占床は検出されず、軟らかい床となっていた。柱穴はPl・ P2・ P3° P5・ P6が検出されている。

このうち主柱穴はPl・ P3・ P5と ヽ未検出ではあるが炉上の西側に 1カ所存在が予測される柱穴とで 4本主

柱の構造が考えられる。炉が移されていることから拡張や建直しのなされたことも考えられ、P2・ P6がある

いは以前の主柱穴であった可能性もある。出入口部はP3と P5の間であり、壁際が一段低 くなっている。P4

は出入口部の施設であるのか判然としない。炉は中央より奥へ寄った位置にある。大きな方形の深い掘方を

もつ石囲炉であるが、炉石は西側を残すだけで取り去られている。西側の炉石は板状の花商岩を維に組んだ

もので、中央で大きく2つに割れている。脇には炉の詰石 とみられる礫が数点遺存していた。炉底はよく焼

けているが焼土はほとんど残っていない。炉の東側には旧炉の掘方が続いており、底には焼けた痕跡が認め

られた。

遺物は一括土器が炉l■の南側と炉l■上の覆土中から出上している。また、炉址の南側壁寄りの床面には九

石 (第209図 7)が遺存していた。

0                  5cm

第208図  第77号住居址出土
土製円板 (1/2)

遺 物 土器は曽利系の深鉢 (1・ 2)、 唐草文系の深鉢 (3・ 4)、 加

曽利 E系の深鉢 (5。 6)である。土製品では土製円板 (第208図)が 1コミ

ある。

石器は石鏃 3、 凹石 1、 磨石 1、 石錐 1、 九石 1、 両極石器 1の他は剖

片類である。

時 期 中期後葉Шとみられる。

③
ロ

熱、低3
4(こ

こ I)①

2′ 0

第2∞図 第77号住居址出土石器 (1/3, 1～ 4は 1/1.5, 7は 1/6)
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第78号住居址 (第 151・ 210。 211図 )

遺 構 南側台地の西側山裾の中央部で、サー38。 39グ リッドを中心 とする位置にある。東側は第159号住

居 l■で切られ、北側は第56号住居 l■、南側は第51・ 54号住居址と重複 している。全体にロームヘの掘 り込み

が浅 く、また攪舌しが著しい上に重複もはげしくプランの特定が

困難である。このため第56号住居址との新旧関係も判然としな

い。調査時ィミでは、土器がまとまっていたP6が第78号住居址の

中央に位置しているとみられたため、この遺構を第78号住居址

に関連させて評価した。しかしP6は第56号住居址に伴う遺構の

可能性もある。したがってここでは一応第78号住居址を新しい

時期の住居址と仮定しておく。

平面形は南北方向に長い楕円形になるものと思われる。壁は

南西のコーナー部がわずかに検出されている。周濤は北側にあ

り、第56号住居l■の炉l」_北側の床面に検出されている遺構がオロ

当するだろう。床は第56号住居址の床のレベルよりもやや高く

め
＝
血

7

第78号住居址Pit 6

遺物出土状態 (1/40)

脚

‐Ｉ

Ｈ 言轟Ⅷ H

ハ
中

蕊
鰯

鼠
側
Ｗ
Ｖ

Ａ

輔 ff:

第211図 第78号住居址出上土器 (1/3)・ 土器片錘 (1/2)・ 石器 (1/3, 8・ 9は 1/1.5)

″fZ
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皿状で軟らかい。主柱穴、炉l■共に明らかでない。

遺物はP6か ら猪沢式とみられる土器片がまとまって出土している。

遺 物 土器 (1～ 6)は P。から出上した格沢式とみられるものである。土製品は土器片錘 (7)が 1点

ある。

石器は石鏃 2、 打製石斧 2、 凹石 2、 磨製石斧 1、 黒曜石の楽J片石器 1、 同右鏃ブランク1の他はま」片類

である。

時 期 第56号住居址との関係もあるが、一応中期中葉 Iと仮定しておく。

第79号住居址 (第 199・ 212図 )

遺 構 南側台地の西側山裾で、力・キー42グ リッドを中心とする南環状集落の北コーナー部付近に位置
している。東南側は第86号住居址、北側は第80号住居址、西側は第74号住居l■ と重複している。傾斜した地形

に設けられているうえに掘 り込みが浅いため、南側は流出して不明である。また全体に重複がはげしく、第

74号住居址と第80号住居l■間にわずかにプランの一部が残るにすぎない。

壁は西側の第75号住居址の床へ立ち上がるローム壁が検出されている。周濤は北側の第80号住居址内に認

められる。床は第74・ 80号住居址の床とほぼ同レベルであり、東側へ傾斜したやや軟らかい床である。柱穴

は明らかでないが、 P ll・ P12・ P13° P14・ P15な どは本l■の柱穴とみられる。炉址は第74号住居l■の周濤に

切られており、第74号住居址側に炉の掘方が確認されている。掘方の肩部にやや小形の礫をいくつか並べる

ように据えた石囲炉とみられ、炉石は東側に 3個残っていた。炉底は浅いがよく焼けている。焼土はかき出

されたとみられ、ほとんど残っていない。

遺 物 土器は藤内 I・ H式、井戸尻式とみられるものが若千ある。土製品では土製円板が 1点 (6)あ
るが、これは後期の遺物である。

石器は黒曜石の崇U片石器が 1点の他は黒曜石の剣片類だけである。

時 期 時期決定資料に欠けるが、若千の出土土器と炉址の形態からみて、中期中葉III～Ⅳとみておきた
い 。

第212図  第79号住居址出土土器 (1/3)・ 土製円板 (1/2)

第80号住居址 (第213～ 216図 )

遺 構 南側台地の西側山裾で、力・キー44グ リッドを中心とする南環状集落の北コーナー部付近に位置
している。東北側の第81号住居l■を切っており、西南側の上面には第75号住居址が設けられている。また南

272
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第2お図 第80・ 81号住居址 (1/60)



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

0                 10cm

第214図 第80号住居址出土土器 (1/4, 1は 1/6)

側には本址とほぼ同期 とみられる第74号住居址が隣接している。

平面形は出入口部の方向へ張 り出した隅九五角形である。規模は6.1× 6.lmぁ り、主軸方向はN-31°一W

を示す。壁は北壁から西コーナー部まで高 く良好な壁が残っている。周濤は 2本検出されている。北壁下の

周濤は同一のもので、拡張前の内側の周濤はほぼ全周している。拡張後の外側の周濤は出入口側の主柱穴付

近まで設けられており、同心円状に主として出入口側へ拡張のなされたことを示している。床は南側へわず

かに傾斜している。凹凸はあるが堅 く良好な床である。主柱穴は P2・ P3・ P4・ P5・ P7の 5カ 所 とみられ、

Pl・ P6・ PSは 拡張前の主柱穴とみられる。拡張前は 4本主柱であったが、南側に広 く拡張して出入口部に

⑬
国o                  5cm

第215図  第80号住居址出土
土製円板 (1/2)

2ZZ

P4を 設け、5本主柱としている。炉は中央より北の奥壁側へ寄った主軸線

上に位置している。方形の深い掘方をもつ石囲炉であるが、炉石は奥の維

に組んだ 2枚を残して抜き取られている。炉石は安山岩の厚い板状礫で、

正面の 1枚は中央で割れている。炉の南には浅い皿状の掘方があり、焼土

が堆積している。上面は床面と同様に堅く叩かれて皿状に凹んでいる。位

置的に旧炉とはみられず、炉に関わる特殊な施設と考えた方がよいように

思われる。埋甕は出入田部のP4脇で主軸線上に位置している。高さ45.7伽
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第216図  第80号住居址出土石器 (1/6, 1は 1/3)

の完形大形深鉢を逆位に埋設したもので、底部の片側に小孔をあけている。土器は掘方の底に口縁をつけ、

真直に立てるように伏されている。穿孔された底の穴には刻ヽさな土製円板 (第 215図 )が蓋のように入れられ

ていた。また、炉と北壁の間の床には、やや大形の九 く太い棒状礫が主軸線上に乗るように斜位に遺存して

いる。その周辺には厚く痛平な河原石が散乱しており、炉の中に落ち込んでいるものもある。整った明らか

な形態は保っていないが、これらの礫が集まって石垣が構成されていたことも考えられないことはない。

埋甕・土製円板の他に注目される遺物の出土状態を示すものに彫刻のある完形石皿 (第216図 3)がある。
石皿は出入田部に近い埋甕の北で、平板な鉄平石の上に伏せられた状態で出土した。また、炉の東脇の床には、

床との間にわずかな間層をはさんで深鉢形土器の底部 (第 214図 2)が伏せられていた。

遺 物 実測できた土器は 3個休ある。 1は埋甕である。高さ45,7cm、 口径38.5cmの大形深鉢で底部は丁
寧に穿孔されている。2は炉の東の床に伏せられていた深鉢形土器の底部である。3は表裏に赤色塗彩された

鍔付土器である。土製品は埋甕の底部穿孔部に蓋のように入れられていた上製円板 (第215図 )が 1′くある。
石器は打製石斧 5、 石皿 2、 黒曜石の崇U片石器 1、 同石鏃ブランク1の他は剰片類である。 3は彫刻のあ

る完形石皿で、先端に同心円状の円形文が、また渦巻文が左右対称の同じ位置に刻まれている。

時 期 中期後葉 Hと みられる。

第81号住居址 (第213・ 217図 )

遺 構 南側台地の西側山裾で、オー44・ 45グ リッドを中心とする南環状集落の北コーナー部付近に位置
している。東南側は第84号住居llLと 接しており、西側2/3ほ どは第80号住居址との重複である。

プランは明らかでないが、推定6.0× 5,8mほ どの隅丸方形になるものと思われる。炉が明らかなため、想

定されるプランから軸方向を求めるとN-43°一Wと なる。壁は第80号住居址に切られてはいるものの、ほぼ

2Z5
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9    1    01m

~~6

第217図 第81号住居址出土土器 (1/4)。 石器 (1/3)

直線となる北壁から北コーナー部にかけて認められ、東側へ徐々に低 くなって消滅している。周濤は壁下に

設けられているが、出入口部の想定される東側はやや不整である。床は第80号住居上の床 とほぼ同レベルで

あり、残存部の床は平坦で比較的堅い。注穴は P9。 Pi。・ P ll・ P12が確認できる。おそらく6本主柱の構造

ではないかと思われる。炉は中央より奥壁寄 りの位置で第80号住居址内に検出されている。浅い掘方と焼土

が残っており、その中央には埋設された炉体土驀が直立していた。炉石はないが、土器埋設の石囲炉であっ

たものと思われる。

遺 物 土器は炉体土器 (1)と 北壁下から出上した浅鉢形土器 とみられる底部 (2)がある。

石器は石鏃 1、 打製石斧 4、 横刃型石器 1、 黒曜石の剣片石器 1の他は手U片類である。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

第82号住居址 (第 218。 219図 )

遺 構 南側台地。西側の山裾の地形が南から入 り込んだ浅い谷へ向かって開けた地形となる場所の、シ・

スー28グ リッドを中心とする位置にある。東側は第57号仁居址、北側は第58号住居 l■、南側は第70号住居址

で切られ、西側の第83号住居址を切っている。また中央の炉にかかる位置には第533号上獲が掘 り込まれてい

る。

平面形は5。 4× 5.3mほ どと推定される隅丸方形とみられ、主軸方向はN-55°一Wを示す。比較的掘 り込み

の浅い住居l■で壁は東側の第57・ 70号住居址間にわずかに残る程度である。周濤は第57・ 58号住居l■間と西

コーナー部に検出されている。床は平坦で堅い。主柱穴は第57号住居 l■内の Pl、 第70号住居址内の P2ヽ 第533

号土渡と重複するP3と みられる。北側の注穴は未検出であるが、第415号土獲と重複 しているものと思われ、

4本主柱の構造が考えられる。炉 l■は中央よりわずかに西の奥壁側に寄った位置にある。方形の浅い掘方の

石囲炉で炉底はよく焼けている。第533号土羨に切られており、炉石は西側の奥にある斜め維に組まれた 1枚

2Zδ
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げ

第218図  第82・ 83号住居址 (1/60)
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〔

用

Ⅲ

�

が残されていただけであった。

遺 物 土器はほとんどない。石器は打製石斧 1、 黒曜石の両極石器

1の他は手J片類である。

時 期 時期決定資料に欠けるため明らかでない。ただ中期後葉 Hと

みられる第70号住居址に切られていること、それと住居 l■及び炉址の構

造からみて、一応中期後葉 Iと 推定 しておきたい。
10cm

第219図 第82号住居址出土
石器 (1/3)

第83号住居址 (第218・ 220図 )

遺 構 南側台地。西側の山裾の地形が南から入り込んだ浅い谷へ向かって開けた地形となる場所の、セー

28グ リッドを中心とする位置にある。東側を第82号住居l■、北側を第58号住居l■、南側を第77号住居l■に切

られている。

掘り込みの浅い住居址である上に重複が激しく、かつ西側は谷へ傾斜していく地形の肩部に設けられてい

るためプランは判然としない。しかし住居l■の中央とみられる位置に炉址が検出されており、これを囲むよ

うな位置にあるP4・ P5・ P6・ P7・ P8・ P9° P10・ P ll・ P12を柱穴とみれば、南北方向にやや長い、6.0×

5。 7mほ どの円形プランの住居lllが考えられる。その場合東側の柱穴は位置的にみて第533号土墳との重複が

考えられる。もしそうした柱穴配置が考えられるとすると、本址は 6本主柱の住居址となろう。床は炉l■の

周辺にわずかに認められる。周濤はP4と 第58号住居址との間に検出されているにすぎない。柱穴は南西部の

ものがほぼ同地点で内外に並ぶように設けられていることから、この方向への拡張のなされたことも考えら

o                 10cm
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‐

‐
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第220図 第83号住居址出土土器 (1/3, 1は 1/4)・ 石器 (1/3)
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れる。P6は 第58号住居址の出入口部施設の可能性もある。炉址は小さなピットに土器 (第220図 1)を埋設した

遺構が検出されている。この上器はおそらく炉体土器であったとみられ、周囲には炉石が円形に配されてい

たものと思われる。

遺 物 土器は炉体土器 (1)と 若子の上器片があるにすぎない。

石器は石鏃 1、 打製石斧 3、 敲石 1、 磨石 1、 黒曜石の手J片石器 1の他は争J片類である。

時 期 中期中葉VIと みられる。

第84号住居址 (第221～ 223図 )

遺 構 南側台地の北側で、南環状集落の北コーナー部に相当する場所の、エー42・ 43グ リッドを中心と

する位置にある。東側1/2ほ どを第85号住居址に切られ、西側は第81号住居址と接している。

平面形は4.6× 4.6mほ どの円形と考えられる。壁はやや開きぎみで、北側が高く南側へ徐々に低 くなって

いる。周濤は南壁下に設けられている。北壁下と西壁下には周濤はなく、壁と柱穴間の床面に小ピットが多

数設けられている。床は中央の炉に向かって皿状に凹む床で、南側がやや軟弱なほかは堅緻な床である。主

柱穴はPl,P2・ P3・ P4・ P5と みられる。第85号住居址内のP6も本llL床面からの深さは72cmほ どある。炉

はほぼ中央に位置している。円形の石囲炉であるが、東側1/2ほ どは第85号住居址の壁で切られている。やや

大きめな痛平礫を北側に、他は河原石を掘方の縁に斜めに据えている。炉底は焼けているが焼土はかき出さ

れて残っていない。

遺物は炉に続く北側の床面近 くの覆土中に、伏された状態の小形の深鉢形土器の底部を含む大形破片が一

括出上した。

♀   1  lCm

姦募
霧

第221図  第84号住居址出土土器 (1/4, 4は 1/2)
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第222図 第84・ 85号住居址 (1/60)
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遺 物 土器は炉の脇の覆土中から出上したもの

である。 4は小形の深鉢形土器の底部である。

石器は石鏃 1、 打製石斧 2、 凹石 1、 磨製石斧 1、

黒曜石の子」片石器 1の他は剥片類である。

時 期 中期中葉Ⅲとみられる。

10cm

第223図  第84号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/15)

第85号住居址 (第222・ 224・ 225図 )

遺 構 南側台地の北側で、南環状集落の北コーナー部に相当する場所の、イー42・ 43グ リッドを中心と

する位置にある。東側を第89号住居址に切られ、西側の第84号住居址を切っている。また北側の上面には第

88号住居址が設けられており、南壁際には第510号土墳がある。

平面形は6.2× 5,9mの不整円形で、長軸方向はN-85°一Wを示す。壁は北西のコーナー部に高い壁が残っ

ている。床は主柱穴間を結ぶ間仕切状の濤と壁の間の部分が若千高く、中央部が炉に向かってわずかに低く

傾斜している。全体に凹凸がみられるが堅緻な床である。壁下の周濤は南壁下を中心に設けられており、北

壁下から西壁下にかけては/Jヽピットがある。主柱穴は P7° P8・ P9・ P10。 P ll・ P12・ P13・ P14の 8カ 所

で、 P15・ P16は 出入口部の施設であろう。主柱穴間には間仕切状の濤が設けられている。濤は柱穴を結ぶよ

うにほぼ直線的に掘られてお り、濤の代わりに小ピットが連続する菩Б分のところもある。濤は特に北側のPs

とP9間が深 く特徴的である。出入田部 となるP iOと P ll間は不明だが、P。 とPl。間にも設けられていたと考え

られる。 P13と P14の位置がやや変則的ではあるが、基本的には入角形状の構成をとっているものと思われ

る。炉は中央よりわずかに西側へ寄った位置にある。小形の河原石 9個 を維に組んで囲った石囲炉で、焚口

部となる東側の炉石のみやや大形の礫を用いている。炉底はよく焼けているが焼土はかき出されて残ってい

ない。

遺物は覆土中に一括土器群が遺存している。床近 くから出上した土暴は P14脇の大形深鉢、炉脇の深鉢形土

器の口縁部、 P″の北側に遺存した無文の深鉢形土器がある。また P13か らは小形土器が出土している。

遺 物 土器は深鉢形土器 (1・ 3・ 4・ 5)、 有孔鍔付土器 (2)、 小形上器 (6)がある。 1は P14脇 か

ら出土した大形深鉢である。見事な文様で飾られた把手があり、これには顔面把手が付 くのではないかと思

われる。 4は P7の北側からの出土である。 6は輪積痕のある万ヽ形土器で P13か ら出土した。

石器は石鏃 1、 打製石斧 13、 横刃型石器 2、 大形石匙 1、 凹石 1、 磨製石斧 3、 石錐 1、 黒曜石の剥片石

器 4、 同石鏃ブランク 2の他は原石 と黒J片類である。

時 期 中期中葉Ⅳとみられる。

祇
憫
切
レ

22f



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

222

第224図 第85号住居址出土土器 (1/4, 6は 1/2)
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第225図 第85号住居l■出土石器 (1/3, 1。 2は 1/1.5)

第86号住居址 (第226・ 227図 )

遺 構 南側台地の西側山裾で、南環状集落の北コーナー部付近に相当する場所の、オー40グ リッドを中

心とする内側の位置にある。住居l■にはいくつかの土墳状の遺構が重複しており、北コーナー部も土躾状の

遺構と重複している。

平面形は4.0× 3.4mの方形で、長軸方向はN-52°一Eを示す。壁は北壁が高く南側へ徐々に低 くなり、南

コーナー部ではほとんど認められない。凹凸のある軟らかいやや不安定な壁である。周濤は北壁下の幅広く

浅い周濤 と南コーナー部のやや深い周濤がある。その他の壁下にはピットが設けられており、東壁下は特徴

的である。床は凹凸があって軟弱である。主柱穴はPl・ P2・ PS・ P6の 4本主柱であると考えられる。 P2・

Psと 並ぶ外側のP3と P4は 出入口部の施設であるのかもしれない。炉は設けられていない。床には中央より
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⑭
西側へ寄った位置に大形で

厚い扁平な河原石が据えら

れている。炉が設けられて

いてもよい位置であり、何

等かの関係があるのかも知

れない。また西壁際のコー

ナー寄 りの位置に盤石が平

らに据えられていた。

遺 物 一括土器はない。

土器は破片が若千あり、猪

沢・藤内 I・ 平出三A・ 曽

利 Hの各型式が出上してい

る。図示した台付土器の底

部は中期前半のものとみら

れる。また、覆土から出土

した吊手土器の破片は、第

88号住居址出上の上器 (第

231図 2)と 接合関係にあ

る。

石器は石鏃 3、 石錘 1、

打製石斧 4、 横刃型石器 1、

磨製石斧 1、 黒曜石の剥片

幌
Ｍ
Ｍ
A 882H9

B 882H9

2m

|

睦 5

6

O                        10cm

第226図  第86号住居址 (1/60)

石器 3、 同両極石器 2、 同石鏃ブランク 1の他は未J片類である。

同石鏃ブランク 1の他は象U片類である。

時 期 時期決定資料に欠ける。しかし出土土器の中では曽利 H式が新 しく、接合関係をもつものもある

ため、ここでは一応中期後葉 Hと みておく。
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第227図  第86号住居址出土石器 (1/3, 1～ 3は 1/1.5, 4は 1/2)・ 土器 (1/3)
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第87号住居l■ (第228。 229図 )

遺 構 南側台地の北側で、南環状集落の北コーナー部に相当する場所の、ウー44・ 45グ リッドを中心と

する位置にある。住居lLの東側1/2ほ どは第88号住居上に切られており、北側には花蘭岩の巨石が接してい

る。

平面形は3.6× 3.3mほ どと推定される不整円形である。壁はローム壁が全周に認められる。周濤は設けら

れておらず、壁下には小ピットがある。床は皿状で堅い。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4が検出されている。配

置の状態からみて 6本主柱ではないかと思われる。炉l■は中央に位置していたと思われるが、第88号住居址

に切られているため不明である。

遺 物 土器は前期末、新道式、藤内 I～井戸尻式、曽利 I式が混在している。石器は石鏃 1、 凹石 1、

石皿 1、 両極石器 1の他は剖片類である。

C_882219

0                2m
l            l            l

罵

鐵

引

第228図  第87・ 88号住居址 (1/60)
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〆II

3

第229図 第87号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5, 3は 1/6)

時 期 時期決定資料に欠ける。住居址の構造からは中期中葉前半以前の時期が考えられる。

第88号住居址 (第228・ 230・ 231図 )

遺 構 南側台地の北側で、南環状集落の北コーナー部に相当する場所の、ア・イー44グ リッドを中心と
する位置にある。西側の第87号住居址を切っており、南側は第85号住居址の上面に設けられている。

平面形は4.7× 4.2mの隅丸方形で、主軸方向はN-18°一Wを示す。壁は北壁と西壁が高く堅い良好な壁
で、東側へ徐々に低 くなって東壁は検出されていない。周濤は壁下に設けられた周濤のほか、拡張前の周濤

が北側と西側に検出されている。床は平坦で堅緻である。南側は第85号住居址への貼床で、ロームを 5 cmほ

どの厚さに貼った堅い良好な床である。主柱穴はPs,P7・ P9° P13の 4カ所と主軸線上に位置するP12が相

当しよう。P12以外の 4カ所の主柱穴は旧住居の柱穴から同地点でわずかに外側へ移している。P llは 出入口

部の施設とみられる。炉l■は中央より北の奥壁側へ寄った位置にある。方形の浅い掘方の肩に花蘭岩と河原

石の円礫を平らに配したもので、南側と東側の炉石は取りさられている。北東の角には凹石が据えられてい

た。炉底はよく焼けているが焼上の残 りは少ない。

遺物は炉石の抜かれた南側の床に一括上器がある。特に南の角に胴下部を欠く深鉢形土器 (第231図 1)が

口縁を床につけて伏せられているのは注目される。また、

炉の南の床面には丸石 (第231図 11)が遺存していた。

遺 物 土器は炉の南角に伏せられていた深鉢形土器
(1)と 吊手土器 (2)の他は破片である。吊手上器

は覆土から出上したもので、第86号住居址出上のもの

と接合関係にある。

石器は打製石斧 4、 凹石 2、 九石 1、 黒曜石のスク

レイパー 1の他は崇J片類である。

時 期 中期後葉Hと みられる。

第230図
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第88号住居址遺物出土状態 (1/40)
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第231図 第88号住居址出土土器 (1/4, 3～ 6は 1/3)・ 石器 (1/3, 7は 1/1.5,11は 1/6)
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第89号住居址 (第232～ 234図 )

遺 構 南側台地。北側台地へつながる谷に面した平坦な廊下状の地形となる場所の、Y・ Z-43グ リッ

ドを中心とする位置にある。西側の第85号住居上を切っており、南側は第92・ 93号住居l■に切られている。

また、東側から北側にかけては第91号住居址と重複しており、この場所の本址と第91号住居l■にかけての覆

土中には第90号住居址も設けられている。

平面形が7.0× 7.Omほ どの円形となる比較的大形の住居l■で、長軸方向はN-66°一Wを示す。壁は堅く良

好な西壁が残っているだけである。周濤は北コーナー部と南コーナー部に相当する壁下に設けられており、

その間は小ピットとなっている。床は長軸線上の西壁際と出入口部が皿状を呈するほかはほとんど平坦で堅

緻な床である。第91号住居上の床とは若千レベル差があり、この部分は貼床である。主柱穴は Pl・ P2・ P3・

P4・ P6・ P夕・ P8・ P9の 8カ所ではないかと思われる。出入田部は主注穴が狭 く配置されたP4と P6の間

とみられる。主柱穴間には間仕切状の濤が掘られている。濤はPlと PI。の間、それと出入口部とみられるP4

とP6の間には設けられていない。P2と P3の間、P3と P4の間にも設けられていたと思われるが、貼床で第91

号住居址との床面に若千のレベル差があるため、調査の精度を欠き未検出となってしまった。またP6と P7の

間にも設けられていたと考えられる。炉は中央より西の奥壁側へ寄った長軸線上に位置している。楕円形の

掘方の中央に口縁部と胴部を欠く深鉢形土器 (第232図 3)を逆位に伏せている。土器の下には土器の口径と

ほぼ同じ大きさのピットが掘られている。炉底は焼けているがピットの上面までである。焼土はかき出され

ており、土器の中にも焼土は残っていない。石囲炉であったと考えられるが、炉石はすべて取りはずされて

いる。炉の脇の P25に、日縁部を欠き、底部穿孔した深鉢形土器 (第232図 1)が伏せられて立った状態で出上し

た。底菩団ま床より15ctllほ ど突き出ている。本JLの土器としてとり上げたカミ 第91号住居上の埋甕の可能性が強い。

床面からの出土遺物では、 Pl。脇の床から櫛形文をもつ深鉢形土器が出土している。

遺 物 復元できた土器は 3個休ある。1は炉脇のピットに伏せられていた深鉢である。口縁部を欠き、底

部は片側に寄った位置を穿孔している。2は P10脇から出上した櫛形文土器の胴下部である。31ま炉内に伏せら

228

第232図  第89号住居址出土土器 (1/4, 4は 1/2)
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第3師 縄文時代の遺構とその出上遺物

れていた炉体土器ともみられる櫛形文土器で、口縁部と底部を欠いている。 4は覆土から出上した小形碗の

破片である。

石器は石鏃 2、 小形石匙 1、 石錘 1、 打製石斧15、 横刃型石器 1、 大形石匙 1、 磨石 1、 黒曜石の両極石

器 1、 同石鏃ブランク 1、 石碗 1の他は手U片類である。17の石碗は軽石製で、外面の中程に組桂卜用とみられ

る濤が 1条刻まれている。内面にはタール状の付着物が認められる。

時 期 中期中葉Ⅵとみられる。
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第234図 第89号住居址出土石器 (1/3, 1・ 2・ 14は 1/1.5,16は 1/2,17は 1/6)
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第90号住居址 (第233。 235～ 237図 )

遺 構 南側台地。北側台地へつながる谷に面した平坦な廊下状の地形 となる場所の、X-43・ 44グ リッ

ドを中心とする位置にある。第89・ 91号住居上の覆土中に設けられており、南側の第92・ 93号住居l■ と接し

ている。

本l■は第91号住居址の床面より約20cm上層の覆土中に炉lIと みられる石口遺構が発見されたことで存在が

明らかとなった。石囲炉のほかは、第91号住居址の炉l■から東へ伸びる、北壁下に設けられていたとみられ

《∈)石碗
β

a◎

擬

B881219

Im

第235図 第90号住居址炉址 ,第 91号住居址遺物出土状態 (1/40)

る周濤が部分的に検出されている。

床は貼床であったと思われるが明確

な床は検出されず、第91号住居址の

覆土中にわずかにそれと思われる個

所が認められた程度である。また、

第91号住居 l■の出入口部の床面に浅

い立ち上がりが検出され、これが本

址の東壁になるものと考えられた。

第89号住居 l■炉脇のP25出 上の伏甕

(第232図 1)も本上に属すものと考

えられる。したがってこれらの遺構

のあり方からは、5。 3× 5.Omほ どの

隅丸方形のプランが想定される。そ

の場合、炉の長軸方向が南北方向に

あるので、出入口部は南側で、伏甕

の P25は 西コーナー部に位置するこ

とが考えられる。柱穴は明らかでな

いが、 P21・ P22・ P23・ P24な どはそ

の可能性がある。炉は120× 80cmの規

模がある。河原石を長方形に配した

炉で、東側 と西側の角の炉るが抜き

取られている。炉石は北の奥のもの

と南のコーナーの 1枚 を維に組んだ

他は並べた程度のものであり、南側

の焚口部の炉石は平らな面を出して

据えている。炉内には焼けた痕跡が

認められず焼土もないが、炉石は火

熱によるためかひび害Jれているもの

があり、焚口部の平らな炉石は 2つ

に大きく割れている。

遺物は第89号住居址の炉址脇の

P25よ り伏甕 (第 232図 1)が出土し
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第236図  第90号住居址出土土器 (1/4)
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第237図 第90号住居址出土石器 (1/3)

ている。伏甕と同型式の上器は炉内や覆土からも出土しており、第89号住居址の覆土出土としてとり上げた

ものの中にもある。その他炉付近からX字状把手付甕の大破片が出上している。

遺 物 実測可能な土器はP25出上の伏甕 (第232図 1)と X字状把手付甕 (第 236図 )がある。
石器は打製石斧 6、 石鏃ブランク1の他は黒J片類である。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

第91号住居址 (第233・ 235。 238～ 241図 )

遺 構 南側台地。北側台地へつながる谷に面した平坦な廊下状の地形となる場所の、X-44・ 45グ リッ
ドを中心とする位置にある。東側の第100号住居址、南側の第89号住居址と重複しており、北側の上面には第

102号住居址が、また商側の覆土中には第90号住居IIが設けられている。

平面形が7.3× 6.6mほ どの楕円形となる比較的大形の住居址で、長軸方向はN-40°一Wを示す。壁は西壁

が堅く高い良好な壁で東側へ徐々に低 くなり、第100号住居址で切られている。東側から南側の出入口部にか

けても低い壁が残っている。床は第89号住居l■の床より若千低 く設けられている。中央部が平坦で間仕切濤

と壁の間がわずかに高く、堅緻で良好な床である。周濤は西壁下に設けられているが、壁下にはむしろ小ピ

ットが著しい。北壁下の周濤は壁から若干離れた位置にあり、これは古い時期の住居の周濤であるかもしれ

ない。主柱穴は P ll,P12・ P13・ P14・ P15・ P16'P18・ P19・ P20と みられる。このうちP12は 出入口部の

P17と 対になる柱穴とみられ、共に同地点で建替えられている。またP14と P15、 P19と P20はやや接近した位

置に設けられている柱穴である。長軸線を間に左右対称の位置でほぼ同間隔に設けられており、間仕切濤も

切られていないとみられることから、これらの柱穴は 2カ所が同時に機能していたものと考えられる。P13・

P14・ P20に は同地点で内側に並ぶ柱穴が伴っている。これは間仕切濤が二重に検出されていることと関連し

ているものとみられる。炉址が若千東側に移っているとみられること、長軸線上の柱穴も同地点で建替えら

れていると考えられることなどから、本址は拡張と建直しのなされた住居l■と思われる。出入口部は主柱間

が狭 く配置された P16と P13の間とみられる。間仕切濤は出入口部とP14・ P15の 間、それとP19と P20の間を

除いたほぼ全主柱穴間に設けられている。部分的に二重に検出されている個所もあるが、これについては考

えられる点を上に説明した。炉址は中央よりやや奥壁に寄った長軸線上に位置している。花筒岩の厚みのあ

る山石を維に組んで囲った石囲炉であるが、西側の 1枚は抜かれている。炉石の裏側には 1個体分の上器 (第

238図 4)の破片を刺し込んで重ね、三方向を図っている。炉底はよく焼けているが焼土は残っていない。炉

の西側には浅い掘方があり、焼上で埋められている。底が焼けていることから、これは旧炉とみられる。そ
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第238図  第91号住居址出土土器(1)(1/4)

0                 10cm



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

o                  5cm

第239図  第91号住居址出土土器(21(1/2)。 土製円板 (1/2)

れに続 く西側の床面も地床炉状に焼けている。これも古い時期の住居の炉跡とみられるが詳細は明らかでな

Vヽ。

床近 くの遺物は炉の周辺に集中している。炉内からは深鉢形土器の底部が、中央の上部に正位に置かれた

状態で出上した。炉の東脇の床には底部の抜かれた完形の浅鉢形土器 (第238図 5)が正位に置かれている。

その脇からは大破片の他、横転した状態の深鉢形土器 (第238図 1)と 、欠損部を口縁に再生した深鉢形土器

の底部 (第238図 3)が正位に置かれた状態で出土した。また炉の西側からは深鉢形土器の底部と石碗 (第241

図27)が並んで出上した。                                1

遺 物 土器は主として炉の周辺から出土したものである。 1～ 4は深鉢形土器で、胴部に縄文が施文さ

れている。 3は炉の東北側の床近 くから正位の状態で出上したもので、欠損部を回縁に再生している。 4は

大形の深鉢形土器で、割られて炉石の裏に詰められていたものである。 5は底部を抜いたほぼ完形の浅鉢形

土器で、眼鏡状の把手が 1カ所付けられている。炉の東脇の床に正位に置かれていた上器である。 6～ 8は

小形土器である。土製品は土製円板が 1点 (9)あ る。

石器は石鏃 1、 打製石斧 15、 横刃型石器 2、 大形石匙 4、 四石 6、 敲石 1、 磨石 1、 磨製石斧 2、 黒曜石

の争J片石器 1、 同スクレイパー 1、 石碗 1、 軽石製品 1の他は手U片 。原石類である。18は軽石製の石製品と

したが、加工前のものであるかもしれない。27は炉の西側から出上した石碗である。軽石製で、内面の全面

に黒色の付着物が認められる。

時 期 中期中葉IVと みられる。
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第240図  第91号住居址出土石器(1)(1/3, 1・ 2は 1/1.5)。 軽石製品 (18は 1/2)
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第孤1図 第91号住居址出土石器121(1/3,27は 1/6)
2θ7
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第92号住居址 (第242～ 244図 )

遺 構 南側台地。北側台地へつながる谷に面した平坦な廊下状の地形となる場所の、Y-41グ リッドを

中心とする位置にある。東側は第93号住居址とわずかに重複し、北側の第89号住居l■ と南側の第94号住屋l■

を切って設けられている。また第 9号方形柱穴列遺構が本l■の中央に設けられており、西壁には第543号土羨

が重複している。北側に接する第90号住居l■は、本l■Lと ほぼ同期とみられる時期の住居址である。

平面形は5.5× 5.lmの 円形で、主軸方向はN-12子 Eを示す。壁は重複関係のない西側から南側にかけて

検出されており、西側の高い壁から南側へ徐々に低 くなっている。周濤は全周しているが、東狽Jは第93号住

居址の周濤で切られているため不明である。床は平坦で堅緻である。第94号住居l■の床とほとんど同レベル

A 381.569

B  881 569 B′
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第242図 第92・ 94号住居址 (1/60)
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で設けられており、両住居址間に何等かの関係のあることも推察される。主柱穴は P2・ P4・ P6・ P3の 4カ

所で、P7は 第89号住居l■の柱穴である。主柱穴は配置の状態から5カ 所であったと考えられる。ただ Pェは主

柱穴としてはやや浅 く、かつ貼床のなされていたことから、この位置の主柱穴は東北のコーナー部に設けら

れている第 9号方形柱穴列遺構の柱穴と重なっていることも考えられる。P8の西側に続 く柱穴には貼床がな

されていた。また、出入口部の主軸線上に位置するP4は 隅九方形のプランで、他の主柱穴よりも深 く掘られ

ている。同様な遺構のあり方は他の住居 l■にも数例みられ、住居の構造上の 1つの特徴 として注意される。

P3・ P5は 出入口部の施設であろう。炉は中央よりやや北の奥壁側に寄った主軸線上に位置している。長方形

の大形でやや浅い掘方をもつ石囲炉であるが、炉石は北側の厚い角柱状の河原石を残すだけである。炉底は

凹凸がありよく焼けている。炉上には破壊した炉石とみられる河原石が 1点遺存していた。

遺物の出土状態で注目されるのはPl内の南の壁際からの上偶 (第243図 5)の 出上である。Plは埋め戻さ

れて貼床がなされており、土偶も一連の行為の過程の中で埋置されたものと考えられる。またP8の西側に続

ュ磯瀞こ言爵
‐
ご

0

序
――

肱

第243図 第92号住居址出土土器 (1/4, 4は 1/3)。 土偶 (1/2)
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く貼床のなされた柱穴内からは軽石製品が出上している。土器は深鉢形土器と大形破片が炉の南の床面から

出上している。

遺 物 復元可能な土器は 1個体で他は破片実測の上器である。 1は炉の南の床面から出土した胴の長い
深鉢形土器である。やや九みと高さのある丁寧に調整された隆帯で口縁部と胴部の文様を構成している。焼
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第244図 第92号住居址出土石器 (1/3, 1～ 3は 1/1.5)・ 軽石製品 (10は 1/2)
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成の良い土器で、文様の特徴等から他系統の土器ではないかとも思われる。上偶 (5)は Plか ら出上した。

平坦な底から突出した脚部と胸部以上を欠損する胴部である。

石器は石鏃 1、 打製石斧 5、 横刃型石器 1、 凹石 1、 磨製万斧 1、 黒曜石の争J片石器 3、 同両極石器 4、

軽石製品 1の他は剥片類である。10は Psの西に続く貼床のなされた柱穴内から出上した軽石製品で、未成品

と思われる。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

第93号住居址 (第245～ 248図 )

遺 構 南側台地。北側台地へつながる谷に面した平坦な廊下状の地形となる場所の、V・ W-41グ リッ

ドを中心とする位置にある。北側は第90・ 91号住居址と接し、第89号住居址とわずかに重複している。西恨J

は第92号住居址と、時期の特定できない第94号住居址をわずかに切っており、また、西壁の中央部にあたる

ヽ
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Ｏ
Φ
い
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∞
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第245図  第93号住居址 (1/60)
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第246図 第93号住居址遺物出土状態 (1/40)

位置には第 9号方形柱穴列遺構の柱穴が掘 り込まれている。

平面形は5.3× 5.lmの大きさをもつ、出入口部が張り出

し奥壁がやや丸みをもつ隅丸五角形で、主軸方向はN―

13° 一Eを示す。壁は重複関係のない北・東 。南に検出され

ている。】ヒ壁が30cmほ どと高く、東側へ徐々に低 くなって

おり、南壁もわずかな立ち上がりを残す程度である。周濤

は壁下に設けられていたものと、拡張前の旧仁居の周濤と

みられる遺構が検出されている。周濤は東壁下のものは同

一だが、北壁 。西壁・南壁側では同心円状に 2本検出され

ており、この方向に拡張のなされたことがうかがえる。主

柱穴はPl・ P2・ P3・ P6° P7の 5カ所である。出入口部は

対ピット状のP4と PSの間である。壁は張り出しており、P4と P5の間の床は浅 く凹んでいる。炉は中央より

わずかに北の奥壁側に寄った主軸線上に位置している。浅い掘方をもつ大形の石囲炉であるが、南側の炉石

は抜かれている。炉石は花蘭岩の山石と河原石を維に組んだもので、奥の炉石には河原石を2枚用いている。

東の炉石は花蘭岩の山石の一枚石であるが、これは両端近くが大きく割れている。炉底は浅 く凹凸がありよ

く焼けている。炉の西の脇の床には厚いやや大形の河原石が置かれていたが、これは抜かれた炉石の 1つで

あるのかもしれない。

遺物は炉の付近から一括土器群が出上している。土器は北側の炉石の上面から炉の内へ崩れ込む状態の深

鉢形土器のほか、炉の西側の角にも深鉢形土器の胴下部がつぶれた状態で出土している。また、炉の西北の

床近くの覆土中にも一括土器群がある。ここにはほぼ完形でうり二つの唐草文系の深鉢形土器が 2個体、ロ

縁部を寄せ合せて何かに添えられるような状態で出土して注目された。

遺 物 土器は曽利系、唐草文系、加曽利E系がある。 1は北側の炉石の上面と炉の西北の位置とに分か
れて出上した曽利系の大形深鉢である。 2は 2 TEl体並べられていた唐草文系のうり二つの上器の片われで、

底部は抜かれている。 4は加曽利E系とみられる深鉢形土器の胴下半部で、炉の西側の角から出土した。そ

の他は覆土からの出土である。

石器は石鏃 5、 石錘 2、 打製石斧 1、 横刃型石器 3、 大形石匙 1、 凹石 1、 磨石 1、 磨製石斧 2、 黒曜石

の工J片石器 5、 同両極石器 3、 同石鏃ブランク 1、 海石 1、 軽石製品 1の他は崇U片類である。13は軽石製品

で、上面の端から片側の側面に斜位に貫通する孔があけられている。

時 期 中期後葉Hと みられる。

〆
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10cm

第247図  第93号住居址出土土器 (1/4)
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第248図  第93号住居址出土石器 (1/3, 1～ 5は 1/1.5, 6・ 7。 14は 1/2)。 軽石製品 (13は 1/2)
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第94号住居址 (第 242・ 249図 )

遺 構 南側台地。北側台地へつながる谷に面した平坦な廊下状の地形となる場所の、X-40グ リッドを

中心とする位置にある。住居l■の北側1/2ほ どは第92号住居址との重複で、東側は第93号住居l■に切られてい

る。

プランは推定5,0× 4.9rnほ どの規模をもつ隅九五角形になるのではないかと思われる。長軸方向はN一

11°一Wと なろう。壁は西側が高く南側と東側が低い。周濤は西壁寄りに設けられているがそれほど顕著では

なく、東壁側の壁下では小ピットとなっている。床は第92号住居址の床とほぼ同レベルである点が注意され

る。平坦な床であるがやや軟弱である。炉址は第92号住居址の床に検出されている焼けた円形の掘方が本址

の炉址であったとみられる。主柱穴はP9。 Pi。 。P ll・ P14・ P16° P17の 6カ所であろう。このうちP9と P14

は長軸線上に位置している。P12が P llへ、P13が P14へ、P15が P16へ移されたものと推定され、P12は 出入

口部に関わる施設が重複しているものとみられる。

遺 物 土器は出上していない。石器は石鏃 1、 打製石斧 2、 石皿の破片 2、 石鏃ブランク1の他は崇J片
である。

時 期 時期決定資料に欠ける。第92・ 93号住居址に切られていることと住居址の形態からみて中期と考

えられる。

熱、$I

第2蠅図 第94号住居址出土石器 (1/6, 1は 1/15, 2は 1/3)

第95号住居l■ (第250～ 252図 )

遺 構 南素状集落の北コーナー部奥の山裾の高い場所で、エー48グリッドを中心とする位置にある。南

側の第99号住居址を切っている。

平面形は4.2× 3.6mの楕円形に近い隅丸方形で、長軸方向はN-42°一Wを示す。壁は北壁が高く南側ヘ

徐々に低 くなっており、東壁と西壁のほぼ中間の位置から南側では検出されていない。そればど堅くなく不

安定な部分もあり、あまり良好な壁ではない。周濤は壁の検出されていないプランの南側に設けられている。

床は壁際が皿状となり、炉付近から南側へ傾斜している。掘り込みの浅い住居l■のため攪乱もあり、床面は

凹凸があって軟弱な床となっている。主柱穴はPl・ P2・ P3° P5° P6・ P7と みられる。このうちPl・ P2・



第Ш章 発掘された遺構と遺物

か

G′   H882919        '′

2撃δ

第250図 第95。 99号住居址 (1/60)

2n



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

匠 正 三 凸 6

第251図 第95号住居址出土土器 (1/4)。 土製品 (1/2)

P3・ P4・ PSは 同地点で重複している。またP7と P8も接近した位置関係にあることから、この住居l■は建直

しのなされた住居であると考えられる。炉は中央よりわずかに北の奥壁側へ寄った位置にある。浅い長方形

の掘方をもつ石囲炉であるが、炉は壊され、炉石は南側を残して抜かれている。南側の炉石は花岡岩の山石

を維に組んだものだが、これは割られて持ち去られている部分がある。またもう1つの大形礫は、炉石を外

して炉の上に伏せたものと考えられた。炉の北側にはピットが掘り込まれているため炉底は凹凸があるが、

焼土はわずかに残っている。埋甕は出入口部で、周濤近 くに埋設されている。ごく浅い万ヽさな掘方の中に深

鉢形土器の底部を正位に埋設したものである。埋甕の脇には、出入口部に関わる施設であろうか、痛平な礫

が 1枚遺存していた。また、礫は炉の周辺の床にも河原石数点が遺存していた。

遺物の出土状態では、炉の掘方内の東側から、軽石製の小形石碗とでもいえるような凹みをもった石製品

が伏せられた状態で出上した。また北壁下の床面からは無文で完形の小形深鉢が出上している。

遺 物 土器は埋甕 (2)と 無文深鉢 (3)以外は覆土からの出上である。土製品では土器片錘の未成品

と思われるもの (6)が出土しているが、これ

は本址とは時期の異なるものである。

石器は石鏃 2、 打製石斧 3、 黒曜石の制片石

器 2、 同両極石器 1、 軽石製品 3の他は原石と

手」片類である。図示してないが、軽石製品のう

ちの 1点 (図版192-20)は やや小形のわりには

大きめな凹みをもつ碗状のもので、炉址から出

土したものである。

時 期 中期後葉Vと みられる。

た中▲θ2

21よ 1/1 5)

2を 7

第252図  第95号住居址出上石器 (1/3, 1



第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

盟
Ｅ
路

引

　

　

引

皇
Ξ

路

ｏ
‐

第253図 第96・ 98号住居址 (V60)

2を∂



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第96号住居址 (第253～ 255図 )

遺 構 南側台地。北側台地へつながる谷に面した平坦な廊下状の地形となる場所の、T・ U-39グリッ
ドを中心とする台地の縁に位置している。南側を第98号住居l■に切られているほか、第419・ 535号などいく

つかの土墳が重複している。

平面形は5.9× 5。 7mほ どの円形で、軸方向はN-10°一Eを示す。壁は西壁から北壁にかけて高さ30cmほ ど

のやや軟らかい壁が検出されている。壁は北東のコーナー部で低 くなり、東側から南側にかけては検出され

ていない。周濤は壁下を全周しており、周濤内には河ヽピットが設けられている。床は平坦で堅緻である。主

柱穴はPl・ P2・ P4・ P5° P7の 5カ所で、P3は P2へ、またP6は P7へ移したものと思われ、これは建直す

前の主柱穴と考えられる。炉l■は中央よりわずかに北の奥壁側へ寄った主軸線上に設けられている。長方形

のやや浅い掘方をもつ土器埋設の石囲炉であるが、炉石は抜き取られている。残る炉石は 4個ある。北側の

炉石は厚い花蘭岩の曲石で 2つに割れており、東側の角のものも同じ石である。西側の炉石は厚 く痛平な河

原石で、炉石はこれらを立てるように据えている。埋設土器は口縁部と底部を欠く櫛形文土器である。北側

の炉下部のピットの肩にあり、ビットの中へ傾いた状態で出土した。炉底は南側がよく焼けている。炉の北

側の下部のピットからは深鉢形土器の口縁部が出上した。炉の西側には礫を伴った土媛がある。時期は明ら

かでないが、本l■よりも新しい時期の遺構とみられる。

遺 物 土器は 4個体ある。 1は覆土からの出上であり、 2は炉の下部のピットから出土した深鉢形土器
の口縁部である。 3は炉の南の床面から出上した。 4は炉体土器で、 2・ 3・ 4はやや薄手で胎土・焼成が

似ている。

0                  10cm

第254図  第96号住居址出土土器 (1/4)

24つ



第H章 発掘 された遺構 と遺物

石器は打製石斧 1、

石の黒」片類である。

時 期 中期後葉 I

礫器 1、 黒曜石の素」片石器 1、 原石 1の他は黒曜

とみられる。

第255図 第96号住居址出土
石器 (1/3)

第97号住居址 (第 256～ 258図 )

遺 構 南側台地。北側台地へつながる谷に面した平坦な廊下状の地形となる場所の、R・ S-42グ リッ

ドを中心とする台地の縁に位置している。このため住居l■の東側の地形はただちに斜面となって谷の底へと

続いている。

平面形は6.2× 5.7mの楕円形で、長軸方向は北を示す。壁は西壁が50cmほ どの高さがあり、東側へ徐々に

低 くなっているが全周している。堅 くしっか りした安定のよい壁である。周濤は西壁下と西コーナー部に設

けられているだけで、その他の壁下は月ヽ ピットとなっている。床はほとんど平坦だが、柱穴と間仕切濤の外

側はわずかに高くなっている。堅緻で良好な床である。主柱穴はPl・ P2・ P3° P4'P8・ P9・ Pi。の 7カ

所である。 P5・ P6・ P7は 出入日部の施設とみられる。主柱穴間には間仕切状の濤が主柱穴を結ぶように六

角形状に掘られている。P10の位置では壁下の周濤とP10を 2本の濤で結び、出入口部でも壁下の小ピットと

P7を 結んでいる。濤の底は平坦でなく、小さなピット状の穴が設けられて凹凸がある。出入口部の濤はごく

浅 く、他の間仕切状の濤ほど顕著ではない。炉は中央よりわずかに北の奥壁側へ寄った位置にある。石囲炉

であるが、炉石は掘方の縁に数個が残るほかは破壊されている。炉の周辺に遺存する礫が炉石であったとみ

られる。炉底はよく焼けているが焼土はかき出されて残っていない。炉の南のPsの協に位置する柱穴状のピ

ットには貼床がなされていた。また、炉の西側の P llは袋状を呈する遺構で、これは貯蔵施設と考えられる。

立派なつくりの住居址であるため出土遺物にも期待したのだが、遺物の出土量は意外と少なかった。遺物

の出土状態で注目されたのは、西壁下の周濤脇に伏せられて出上した石皿 (第258図 17)と 、その石皿の南脇の

周濤から出上した垂飾の未成品と思われる飾玉 (第 258図 7)である。

遺 物 土器は藤内H～井戸尻式とみられる土器片が若千出上しているにすぎない。その中では第257図の

浅鉢が唯一器形のうかがえる資料である。

石器は打製石斧16、 横刃型石器 1、 大形石匙 2、 凹石 3、 磨石 2、 石皿 1、 磨製石斧 1、 垂飾の未成品と

思われる飾玉 1の他は黒J片類である。 7は西壁下の周溝から出上した垂飾の未成品と思われる飾玉で、17は

西壁下の周濤脇に伏されていた石皿である。

時 期 時期決定資料に欠けるが、一応中期中葉Ⅳ～Vと みておきたい。

250



第256図  第97号住居址 (1/60)
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第98号住居址 (第253。 259～ 261図 )

遺 構 南側台地。北側台地へつながる谷に面した平坦な廊下状の地形となる場所の、V-37・ 38グ リッ
ドを中心とする台地の縁に位置している。北側の第96号仁居址を切っている。また炉の北東の角には、土娠

内に深鉢形土器が直立する第661号土墳が掘 り込まれている。

平面形は5。 9× 5.8mの 円形で、主軸方向はN-22°一Eを示す。壁は西壁が40cmほ どの高さがあり、東壁が

10cmほ どの高さで東側へ低 くなっている。第96号住居l■ と重複する部分にも認められ、壁はほぼ全周してい

る。周濤は壁下のものと、やや内側をめぐる拡張前の周濤とが 2本検出されている。北側の周濤は同一だが、

西 。南 。東側が二重であり、周濤間の床の幅のあり方から、同心円状でも東側へ若千広く拡張されたことが

うかがえる。床は平坦で比較的堅い。主柱穴はP8° P10・ P12・ P19・ P15° P16° P17の 7カ所とみられる。

このうちP13に は大きな九石が詰められていた。このことはP13が主柱穴とみられるだけに、住居廃絶と埋没

の事情を推察する上での具体的な事例の 1つになるものと考えられる。 P9・ P ll・ P14は拡張前の柱穴であろ

う。出入口部はP19と P15の間である。濤でつながれた対ピットの間の床には河ヽさな浅い穴が設けられてい

」 4881019 A′

Ａ
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翌 _881019
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Ю

第259図 第98号住居址。第661号土羨遺物出土状態 (1/40)
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第3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物

る。また出入口部には円形のやや大形の上装がある。本l■ との関係は明らかでないが、第 1号焼土l■が上部

の南側にプランの1/2ほ どがかかる状態で検出されているので、あるいは第 1号焼土址と関係ある遺構である

のかもしれない。炉は中央より北の奥壁側によった主軸線上に位置している。長方形のやや浅い掘方をもつ

大形の石囲炉であるが、炉石はほとんどが抜き取られている。残る炉石は北角の 1枚が河原礫を維に据えて

いる。また掘方の南側に小さな河原石が 2個平らに置かれていたが、これも炉石の一部とみられる。炉底は

浅 く平坦でよく焼けているが焼上の残 りは少ない。炉内の覆土中からはごく少量ではあるが骨片が検出され

たO P17脇の貼床のある旧柱穴上には42× 16cmの九 く太い棒状礫が遺存しており、これは炉石の動かされたも

のではないかと考えられた。また、炉の北側の床面にわずかに焼けた焼土面が検出されている。

一括土器は炉の南西の床近くの覆土中に把手付深鉢形土器と深鉢形土器の胴下部などが遺存している。ま

た、炉の掘方の西側の縁からは、炉の中に落ち込んだような状態で把手付鉢が出土した。

遺 物 復元できた土器は 3個体ある。 1は炉の南西の床近 くから出土した。大きな波状口縁に立体的な

把手を 2カ所と橋状把手を2カ所付け、頸部には小さなX字状把手を8カ所付けている。唐草文系の要素の

強い土器である。 2は 1と並んで出土した深鉢形土器の胴下部で、縄文が施文されている。 3は炉内から出

上したX字状把手付の鉢である。把手は4カ 所あるが、正面の 1カ所だけが他とは変わった構成をとってい

る。土製品は土製円板 2点 (4・ 5)と 土器片錘の未成品と思われるもの (6)がある。
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第261図 第98号住居址出土石器 (1/3, 1～ 5は 1/15,14は 1/6)



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

石器は石鏃 4、 打製石斧 8、 横刃型石器 2、 凹石 1、 礫器 2、 石錐 1、 石鏃ブランク 1、 軽石製品 1、 石

碗 1の他は系J片類である。12は軽石製で、中央に浅 く大きな凹みのある碗状のものである。14は軽石に近い

夕孔質の安山岩でつ くられた石碗で、表面は者しくざらついている。

時 期 中期後葉 Hと みられる。

第99号住居址 (第250図 )

遺 構 南環状集落の北コーナー部奥の山裾で、ウー47グ リッドを中心とする位置にある。北側を第95号
住居址に切られており、東側には第424号土墳と巨石がある。

本l■はウー47のローム面に石囲炉とみられる遺構が発見されたことで住居址の存在が考えられた。壁、周

濤は検出されなかった。床は炉付近でも明確ではない。地形が南東側へ傾斜しているため、炉の南側の床は

ローム層上に設けられていたと思われ不明である。柱穴はP9・ P10で、あるいは P llな ども本l■に伴うもので

あろうか。付近を精査したが、これ以外の柱穴は検出されなかった。炉は厚い痛平な河原石 6個を平らに並

べ、丸く花形に囲った石囲炉であるが、南の炉石ははずされて元の位置を動いている。炉底は浅 く、底は焼

けているが焼土はかき出されて残っていない。プランは明らかでないが、炉をほぼ中央とみれば、巨石が住

居の内部に入ることになるものと思われる。

遺 物 土器は猪沢式とみられるものが若干あるが、これは本l■に直接伴うものとはみられない。他には
井戸尻Ⅲ式とみられるものが 1片ある。石器は出土していない。

時 期 時期決定資料に欠けるが、炉の形態的な特徴からみて、一応中期中葉V～Ⅵとみておきたい。

第 100号住居址 (第 262～ 265図 )

遺 構 南側台地と北側台地をつなぐ、谷に面した平坦な廊下状の地形となる場所の、U-45。 46グ リッ
ドを中心とする位置にある。北側の上面には第■2号住居址があり、第101号住居址にも切られている。西側

は第102号住居l■と接し、第91号住居址とはわずかに重複している。

平面形が7.5× 7.Omの楕円形を呈するやや大形の住居址で、長軸方向はN-28°一Wを示す。壁は北壁が

20～ 30cmほ どの高さで南側へ徐々に低 くなり、東側から南側にかけてはわずかな立ち上がりとなっている。

ロームの壁であるが、浅い掘 り込みのためか壁は軟らかい。周濤は出入口部を中心とした南側と西ヨーナー

部に設けられている。その他の壁下には小ピットが連なっており、河ヽピットは周濤内にも著しい。床は中央

部が堅くわずかに低 くなる。間仕切濤から外側はいくなん高くなり、やや軟らかい。主柱穴は Pl・ P3・ P4・

P5'P6・ P7'Pa・ P9,P iO・ P ll・ P12と みられる。このうちPlと P8は棟持柱の柱穴であろうか。また、

P6と P7、 P9と P IOは接近した位置に設けられた柱穴である。建替えも考えられるが、長軸線をはさんだ左右

対称の位置にほぼ等間隔で設けられていることから、これらの柱穴は 2つの地点で2カ所とも同時に機能して

いたものと考えられる。このことはP4の 埋戻しに伴う構造上の設計変更と関係があると推察され、P2が P3

へ移ったとみられること、またP5な どは新たに設けられた柱穴の可能性が強い。出入口部はP7と P8の間と

みられ、床が不整形に浅 く掘 り凹められている。間仕切濤は主柱穴を結ぶようにほぼ八角形に切られている

がヽ P3と P5の間では立石を伴う掘方につなげているため、P3側は外に開いた不整な構成となっている。こ

のことも立石の設置に伴うP4の埋戻しと関係しているものと考えられる。間仕切濤はそれほど深くなく小ピ

ットを伴っており、部分的には小ピットだけが設けられた場所もある。炉は中央より奥壁寄 りの長軸線上に

位置している。浅い円形の掘方の肩に痛平な厚い礫を平らに据えた石囲炉であるが、炉石は東側の 2個以外
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第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

は取り去られている。炉底は凹凸があり焼けているが、焼土は中央部に若千残っているにすぎない。炉の南

側の広い床には焼土址が 3カ所ある。長軸線をはさんだ西側に 1カ所と東側に 2カ所あり、東側の焼土址の

中間と、やや規模の小さな焼土址の脇に小ピットが穿たれている。立石は炉の東側で、間仕切濤と壁の間に

設けられている。長さ60cln、 幅30cmのやや扁平な棒状の自然石である。立石は1.5× 1.5mの方形プランを呈

◎04

0                        10Cm
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第263図 第100号住居址出土土器 (1/4)。 土製品 (1/2, 5は 1/3)
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第Ш章 発掘された遺構と遺物

10cm

第265図 第100号住居址出土石器(動 (1/3)

する深さ30cmの タライ状の掘方を壁下まで設け、その東側へ寄った位置に立てられている。旧主柱穴とみら

れるP4と掘方全体を埋め戻し、立石を立てて周囲をローム塊等で底近くまで厚 くおおい、堅い貼床としてい

る。また壁下では同じように埋めた堅い土を掘り凹め、周濤状の小ピットを設けている。立看はやや内側へ

傾いているが、これは第■2号住居l■の柱穴が立石に接して掘り込まれたことによるものとみられる。立石が

掘方の中央に設けられていない点と、掘方の規模が大きいのがやや不自然に思われる。注意して発掘したが、

掘方内からは他に出土遺物は検出されなかった。

遺物の出土状態で注目されるのはP ll脇から出土した石皿 (第264図 19)である。長軸線をはさんで立石と

対称の位置にある点が注目される。土器はP2の脇から浅鉢形土器が、また炉南の焼土J■にかかる床近 くの覆

土中から深鉢形土器 (第263図 1)が出土した。その他は土鈴 (第263図 3)、 顔面把手 (第263図 5)、 土偶の

腕 (第263図 4)が覆土から出土している。

遺 物 土器は炉址南の床近くから出上した深鉢 (1)と P2脇の床から出土した浅鉢 (2)がある。土製
品は土鈴 (3)、 土偶の腕 (4)、 顔面把手 (5)がある。土鈴は片面が第106号住居址から出土したものであ

る。

石器は打製石斧20、 横刃型石器 3、 大形石匙 5、 凹石 3、 石皿 1、 磨製石斧 2、 ハンマー 1、 黒曜石の象U

片石器 4、 同両極石器 5の他は剖片類である。19は P ll脇から出土した石皿である。

時 期 中期中葉Vと みられる。

第 101号住居址 (第266～ 271図 )

遺 構 北側台地と南側台地をつなぐ谷に面した平坦な廊下状の地形となる場所の、W-48グ リッドを中
心とする位置にある。東側の第■2号住居址とわずかに重複し、北側の第106号住居址、南側の第100。 102号

住居址を切っている。

平面形は5.8× 5,7mの隅丸方形で、主軸方向はN-53°一Wを示す。壁は重複のない西コーナー部で60cmほ

どの高さがある。南壁は第102号住居址との重複であるが30cIIlほ どの高さがあり、出入口側も第100号住居址

との重複であるが低い壁が残っている。壁は堅くしまった良好な壁であり、東側も低いが堅い壁となってい

る。周濤は壁下のものと、旧住居の周濤とみられる遺構が発見されている。 2本の周濤の状態から同心円状

%0



第 3節 縄文時代の遺構とその出上遺物

に拡張のなされたことがうかがえる。壁下の周濤は比較的幅広く深く設けられている。特に西壁下と南壁下

が深いが、いずれの部分も堅く良好な周濤である。内側の周濤は壁下の周濤に比べると浅い。出入口部では

内側にもう1本並んで検出されていることから、旧住居の段階でも軸方向をわずかにずらし、出入口部が張

り出すような状態に拡張のなされたことが推察される。床は水平で堅くしまった良好な床である。主注穴は

Pl・ P2・ P4・ P5の 4カ所で、P2・ P4は建替えの痕跡が認められる。炉は中央より西の奥壁側へ寄っ
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第III章  発掘された遺構と遺物

と
|

た主軸線上に位置している。方形の

石囲炉であるが、西と北の炉石は抜

き取られている。南に残る角柱状の

花筒岩の炉石は 3つに割れており、

東の焚口部の柱状を呈する安山岩の

炉石は小さくいくつかに割れている。

炉底はよく焼けている。旧炉の掘方

がわずかに残っており、東に接する

P12に は貼床がなされていた。P12は

第106号住居 l■の柱穴と考えられる。

埋甕は出入口部で P3と 並ぶ主軸線

上に位置している。加曽利 E系の深

鉢形土器で、口縁部を打ち欠いて床

Hと 同レベルに合わせ、正位の状態第267図 第101号住居址這物出土状態 (1/40)

に埋設している。

上器の出土状態は吹上パターンを呈している。炉の東から南にかけての覆土中で、主として床上20～ 40cm

の高さに集中している。土器はほとんどが深鉢形土器であるが、両耳壺が 2個体ある。注目されるのは、胴

下部を欠損する加曽利E系の深鉢形土器 (第268図 5)が伏せられた状態で出土したことである。この土器は他

の上器群よりも下位にあり、ごくわずかな間層をはさみ、床に敷かれた同系統の深鉢形土器の大破片 (第269

図 7)に若千重なるようにして伏せられている。同レベルで出土している土器もあり、かつ一括土器の出土範

囲が限定されていることから、意識的に伏せられたと考えられる深鉢形土器と、他の一括出上の上器群とは深

い関係があるとみられるのである。また覆土上部からは土偶が 2点出上している。 1点は西壁に近い西コー

ナー寄りの位置で、床上46cmよ り出上した。図示してないが、右脚部の足首以下の部分である。もう1点は

V-48に位置する炉の東側の床中央部で、床上35.6cmよ り出上した。これは左脚部で、オー43か ら出上した

右脚部と接合関係にある。その他の遺物では、炉石の欠ける炉の東角から1/2ほ どを欠損する碗状の軽石製品

が伏された状態で出土している。

遺 物 復元した土器は13個休ある。深鉢は曽利系 (1～ 4)と 加曽利E系 (5～ 10)がある。5は床に

伏せられていた深鉢で、7はその下に敷かれていた土器である。6は埋甕で口縁の全周が打ち欠かれている。

両耳壺は 2個休ある。12は底部が抜かれただけでほぼ完形に近い。13は 口縁部を欠くもので、12に比べると

文様はやや筒素である。土偶は脚部が 2点ある。 1点は図示してないが右脚の足首以下の部分で、足裏が平

坦となって船底状を呈すものである。もう1点は左脚部で第565図 8に示した。これはオー43出上のものと同

一個休品である。
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石器は石鏃 4、 小形石匙 1、 打製石斧 17、

錐 1、 黒曜石の崇J片石器 7、 同両極石器 4、

と崇」片類である。

時 期 中期後葉Ⅳとみられる。

横刃型石器 1、 大形石匙 1、 凹石 6、 磨石 1、 磨製石斧 2、 石

同石鏃ブランク 1、 同スクレイパー 1、 軽石製品 1の他は原石

2δ2



第 3節 縄文時代の遺構 とその出土遺物
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第268図  第101号住居址出土土器(1)(1/4)
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第269図  第101号住居址出土土器121(1/4)
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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第2■図 第101号住居址出土石器(か (1/3)
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第 102号住居址 (第272～ 274図 )

遺 構 南側台地と北側台地をつなぐ谷に面した平担な廊下状の地形となる場所の、X-46・ 47グ リッド

を中心 とする位置にある。東側は第100号住居址 と接し、北側は第101号住居址に切られている。また南側は

第91号住居址の上面に貼床をして設けられている。

平面形は5.2× 4.8mほ どと推定される楕円形で、長軸方向はN―■ 8°一Wを示す。壁は西壁のみ検出されて

いる。高さは20cmほ どで比較的堅い。周濤は設けられていない。床は東側へわずかに傾斜している。炉周辺

から西側は堅緻であるが東側はやや軟らかい。主柱穴は Pl・ P2・ P3・ P4・ P5・ POと みられる。 P3は 第101

号住居 l■内にあり、柱穴内からは小形深鉢形土器が出土している。 P5'P6は 第91号住居lL内 に位置してい

る。炉は中央よりわずかに西の奥壁側へ寄った長軸線上に位置している。石皿を割ったものと河原石を円形

に配した石囲炉で、東の焚口部には角柱状の礫を据えている。石皿 (第274図 18)を 割って炉看 としたものは

北と南側に各 1点、それと焚口の炉石の東脇に小さな破片を据えている。石皿は接合すると完形になる。炉

底は焼けているが焼土はかき出されてほとんど残っていない。炉内には深鉢形土器が 2個体遺存していた。

P7は断面形が袋状 となる遺構で、これは貯蔵施設と考えられる。

上器は Pl内の西上面から器台が逆位で出上しており、第101号住居址内に位置するP3内からは完形の小形

深鉢形土器 (第273図 4)が正位の状態で出上している。床では、P4の西脇に深鉢形土器の日縁部が伏せられて

おり、炉の北側からは深鉢形土器の底部が出上している。また炉内には底近 くとやや上の位置から深鉢形土

器が出上している。その他の遺物の出土状態で注目されるのは上に記した石皿の炉石への転用がある。

遺 物 土器は 1と 3が炉内から出上したもので、3が底近 くに遺存していた。2は P4西側の床に伏せられ

♀           1           21m

第272図  第102号住居址 (1/60)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

ていた深鉢形土器の回縁部である。波頂下の 4単位の突起のうち 2カ所が環状を呈する把手となっている。

4は P3か ら出土した河ヽ形の深鉢である。口縁部には 4単位の刻ヽ突起がつくが、そのうち2カ所は欠損して口

縁部が丁寧に再生されている。 5は炉の北側の床から出土した。6は PI内の西上面から出土した器台で、楕

円形の窓が 4カ 所あけられている。

石器は石鏃 6、 小形石匙 1、 打製石斧 6、 大形石匙 1、 凹石 1、 磨石 1、 石皿 1、 石錐 2、 黒曜石の制片

石器 1、 同両極石器 4、 同看鏃ブランク2、 同スクレイパー 2、 軽石製品 2の他は原石と制片類である。14・

15は軽万製品で、14は表面が皿状に凹んでいる。15は 多面体の注状を呈するもので未成品ともみられる。18

は 3分割されて炉石に転用されていた石皿である。

時 期 中期中葉Ⅵとみられる。

258

第刑図 第102号住居址出土土器 (1/4)
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第H章 発掘された遺構と遺物

第 103号住居址 (第275～ 278図 )

遺 構 北側台地の南西側山裾で、ウー52グ リッドを中心とする位置にある。
平面形は5.3× 5.Omの楕円形で、主軸方向はN-54°一Wを示す。壁は北西の壁が80omほ どと高く、東南の

出入口側では30cmほ どの高さとなっている。やや開く状態に設けられているが、奥壁は中段から垂直となる

ように掘られている。掘り込みの深い住居l■であるため壁は高く、特に奥壁側は高さがある。堅く安定した

壁で、北西の奥壁部は焼けている。また奥壁には小さな壁柱穴が設けられており、壁下の柱穴につながる濤

状の細い掘方も検出されている。周濤は南壁下に部分的に設けられている。その他の壁下には小ピットが連

なるように設けられており、重複が激しく濤状を呈している部分もある。奥壁下の小ピットの中には炭化し

た木柱の一部が壁に立った状態で検出されたものもある。床は間仕切濤から外側が高く、濤から内側は中央
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第275図 第103号住居l■ (1/60)
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第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

の炉へ向かって低 くなる皿状を呈

している。堅緻で良好な床であり、

中央より奥壁側の床は焼けてさら

に堅い。主柱穴は Pl・ P2・ P3・

P4・ P5・ P6° P7が六角形に配さ

れている。 P4と P5の間が出入ロ

部であろう。P4と P5の間には浅

い凹みと小ピットがある。またP4

脇の壁下のやや浅いピットも出入

口部の施設とみられる。問仕切濤

は出入口部の左右を除いた柱穴間

に設けられている。主柱穴を結ぶ

ように直線的に掘られているが深

さはやや浅い。炉は中央に位置し

ている。胴下部を切断する深鉢形

土器を正位に埋設した埋甕炉で、

炉内には焼上が残っていない。炉

の北側の床面には地床炉状に著し
第276図 第103号住居址焼土・炭化物遺存状態 (1/60)

く焼けたイ固所と作業台とも思われる礫が検出されている。

本l■は火災住居址である。このため奥壁部や炉の北西の床は焼けて特に堅い。また床面には炭化木材や焼

土が遺存している。とりわけ西コーナー部の壁と間仕切濤の間の床面には、焼土や木炭が多量に含まれた上

層が10～ 20cmほ どの厚さで堆積していた。住居l■の掘り込みが深いため覆土も厚い。覆上の上部は漆黒色土

であり、遺物はほとんど覆土上部から出上した。このうち 2′ミの上偶 (第277図 4・ 5)は覆土上面の西壁寄

りの位置からの出土である。土器は埋甕炉の他は出入口部の壁上に遺存していた浅鉢形土器と床面近 くから

出土した深鉢形土器がある。

遺 物 土器は 3個休ある。 1は床近くから出土した日縁部を欠く無文の深鉢形土器である。 2は埋甕炉

として使われていた土器である。縄文地文の上に施文された沈線と抽象的な隆帯が特徴的である。 3は 出入

口部の壁上から出上した浅鉢である。土偶は 2,点ある。共に覆土上面から出土したものである。 4はやや扁

平な顔のある頭部で、 5は平坦な頭部の側面に半肉彫の変形玉抱三叉文が施文されている。

石器は石鏃 1、 打製石斧 4、 磨石 1、 礫器 9、 黒曜石のスクレイパー 1、 同両極石器 1、 FIX石製品 3の他

は原石と手U片類である。 3～ 11は安山岩製の礫器で 9点 とまとまっている。13～ 15は軽石製品である。13・

14は表面に浅い凹みがある。15は上部を欠損する痛平で丸みのある三角形状の軽石製品である。底は平坦で

底部が裏側へ張り出している。背面の中央には凹穴が 1カ所ある。岩隅ではないかと思われる。

時 期 中期中葉 Iと みられる。
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第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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第H章 発掘された遺構と遺物

第 104号住居址 (第279～ 285図 )

遺 構 北側台地の南側で、西側の山裾に近いX・ Y-53グ リッドを中心とする北環状集落の南側に位置
している。東側の覆土中には第105号住居l■があり、東南部をわずかに第109号住居址に切られている。

平面形が8.9× 8.5mの 円形を呈する大形の住居J■である。長軸方向はN-111°一Wで、出入口部は東側にあ

る。壁は比較的外に開いた傾斜のある壁で、床に接する壁際は丸みがある。高さは西壁で80cmほ どあり、東

側と南側へ徐々に低 くなり、第109号住居址に切られる付近ではごくわずかな立ち上がりとなっている。掘り

込みの深い西側を中心とする壁は堅 くしっかりした良好な状態にある。壁下に周濤は設けられていない。床

は主柱穴と問仕切濤の外側が高くなって皿状を呈している。内側は堅くしまった良好な床であるが、外側は

内lR!に 士ヒベるとやや軟らかい。主柱穴はPlと P2、 P3と P4、 P5と P6ヽ P7と PSヽ P9と Pl。、P llと P12ヽ P13

とP14の 14カ所で、2カ所 1組で七角形に配されている。いずれも同地点で切 り合うことなく等間隔に並んで

設けられた規則的な配置であることから、 2本の主柱が同時に 7カ所で機能していたものと考えられる。出

入日部は主柱穴がやや狭く配されたP8と P9の間とみられる。間仕切濤はPlと P14の間に設けられており、そ

の他の主柱穴間では珂ヽピットが設けられている。同様の河ヽピットは主柱穴と壁間の外側の床にも設けられて

いるが、内側の床には設けられていない。炉は中央にある。平出三Aの大形深鉢の口縁部と胴下半を切断し

た上器を正位に埋設した埋甕炉である。周囲の床は焼けているが炉内には焼土がない。また、炉を中心とし

た内側の床には炉と同規模か、それ以上の範囲に強く焼けた焼土址がある。焼土l■は 5～ 10omの厚さで皿状

に焼けており、大きな焼土l■は長軸線の北側に 3カ所と南側に 3カ 所ある。これらの焼土址はほぼ等間隔で

炉を囲むように九く配されているが、出入口側には検出されていない。

土器は覆土中から拾沢。新道式とみられるものを主体に比較的多く出土している。床近 くではP3の底部か

ら有孔鍔付土器の小形品 (第280図 4)が出土している。またP13・ P14脇の床には礫と深鉢形土器 (第280図
2)があり、 P7・ P3に接する床面にも深鉢形土器の一括品 (第280図 5)が遺存していた。特殊遺物では、
石皿状 (第 281図 11)と 石棒状 (第281図12)の小形土製品がP4東側の覆土上部で、床面から50cmほ どの高さ

に並んで出土したのが注目される。亀甲状の石製品 (第283図 39)は P2と P3の間の覆土中で、床面から34cm

の高さにある。小形の碗状の軽石製品 (第283図 38)は Pェ3の北側で、床面より13cm高 い覆上中からの出土で

ある。土器片錘の未成品 (第281図 8)と みられるものはPl。の西に接する刻ヽピット内からの出上である。そ

の他、出入口側のP9上部の覆土中からは焼土l■が検出されている。第105号住居J」Lのプランが明らかでない

ためどちらの住居址に伴うものか判然としないが、一応本l■Lの覆土中の遺構とみなしておきたい。

遺 物 復元できた土器は 6個休ある。 1と 6以外は床からの出上である。 2は P13・ P14脇の床から礫と
共に出土した。低い波状口縁になる筒形の深鉢形土器で、刻みのある隆帯と半裁竹管による平行沈線で文様

が構成されている。3は埋甕炉の炉体土器で平出三Aである。4は P3か ら出上した小形の有孔鍔付土器であ
る。 5は P7・ P3に 接する内側の床面に遺存していた大形の深鉢形土器である。日縁部には小突起があり、突

起下には低い隆帯によるクランク状の文様を構成している。味噌土状のボロボロの胎土で焼成は良くない。

地元の上器ではなく、北陸系の土器ではないかと思われる。 7は深鉢形土器の把手の付 く口縁部の内側に小
さな顔面が表現されている。土製品は土器片錘の未成品と思われるものが 1点 (8)と 土製円板が 2点 (9・

10)あ る。また覆土から並んで出土した小形の石皿状の上製品 (■)と石棒状の土製品 (12)は胎土・焼成・

色調が同じで、 1つの粘土から2つがほぼ同時に作られたのではないかと思われる。遺物の特徴と出土状態
のあり方からみて、この 2つの土製品は 2個 1対とみるべきものと思われる注目すべき遺物である。

石器は石鏃10、 小形石匙 2、 石錘 1、 打製石斧20、 横刃型石器 7、 大形石匙 2、 凹石 12、 敲石 1、 磨石 4、

22
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(1/4)第280図  第104号住居址出土土器(1)
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第281図 第104号住唐l■出土土器121(1/41・ 土製品 (1/島 |は 1/0)

石皿と、磨製石斧 3、 礫器 3、 黒1曜石の剥片石器 9、 同1両極石器27、 日石鏃ブランク 1、 同スークレイパー 1、

軽石製品2の他は原石と剖片類で、黒―曜石の制片類が多沐
`,81ま
P.,の北側から■とした小形の碗獣を呈する

軽石製品である。139は軽石製の亀甲状―を二する石製品である。上部に横位の薄ェの沈線を入れ、他は斜位の

沈線で全面に菱形の文様を構成している。

時 期 申期申葉 Iと みられる。

瀦
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第104号住居址出土石器(か (1/3,37は 1/2)・ 軽石製品 (38。 39は 1/2)
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第284図  第104号住居址出土石器(31(V3)



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第285図 第104号住居址出土石器(41(1/3,57は 1/6)

第 105号住居址 (第279・ 286～ 288図 )

遺 構 北側台地の南側で、西側の山裾に近いX-52・ 53グ リッドを中心とする位置にある。第104号住居
l■の南東側覆土中に設けられた住居址で、東側は第109号住居址と接するか、わずかに重複する位置関係にあ

るものとみられる。

本址は第105号住居址の南東側覆土中に石囲炉とみられる遺構が発見されたことで明らかとなった。貼床は

まったく検出されていないためプラン・規模は不明である。しかし炉l■の北側に遺存する深鉢形土器は本址

に伴うものとみられる。また、南側では第104号住居l■の南壁がそのまま遺存しており、かつその外側などに

も本l■の遺構は検出されていない。そうしてみると、本址は北側の深鉢形土器の付近から南側は第104号住居

l■の内におさまる程度の、推定で4.0× 3。 7mほ どの規模をもつ、どちらかというと小形の住居址ではなかっ

たかと考えられるのである。軸方向は明らかでないが、炉の長軸方向はN-10°一Eを示す。柱穴は第104号住

居址の小ピットと区別がつきにくいが、 P15・ P16と その周辺のピット、 P17° P18・ P19な どではないかと思

われる。炉は第104号住居址の床面から20cmほ ど高い位置に設けられている。東側手前の 1枚が花商岩の山石

の他は痛平な河原石を用いて囲った大形の石囲炉で、100× 80cmの規模がある。炉石は完存で焚口部の 2枚 を

平らに据えた他は縦に組んでいる。炉内は焼けた痕跡が認められず、木炭をわずかに含む黒土層が堆積して
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いた。

遺物は胴下部 を欠 く深鉢形土器が、炉の北側の位置で炉 とほぼ同レベルの高さか ら出上 している。

遺 物 復元できた上器は 2個体ある。 1は炉の北側から出土した胴下半を切断する深鉢形土器である。

2はやや小形の深鉢形土器で口縁部に突起が付けられている。その他は炉の周辺の出上で、第104号住居上の
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第288図  第105号住居址出土石器 (1/3, 1・ 2は 1/1.5, 9は 1/2)・ 軽石製品 (10・ 11は 1/2)

覆土出土としてとり上げたものである。

石器は石鏃 2、 小形石匙 1、 石錘 1、 打製石斧 8、 大形石匙 1、 礫器 1、 両極石器 4、 軽石製品 2の他は

原石と剰片類である。10。 11は軽石製の碗状を呈する石製品である。10は中央の凹部が浅 く底部が厚い。■

は器壁が薄く、日唇部が平坦にすられて凹部が深い碗状のものである。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

第 106号住居址 (第266。 289～ 291図 )

遺 構 北側台地と南側台地をつなぐ谷に面した平坦な廊下状の地形となる場所の、V-49・ 50グ リッド

を中心とする位置にある。東側は第■2号住居址と重複し、北側の上面には第109号住居l■がある。また住居

址の南側2/3ほ どは第101号住居l■に切られている。

平面形は6.5× 5。 2mほ どと推定される楕円形で、長軸方向はN-43°一Wを示す。壁は奥壁となる西壁が60

cmほ どと高く堅い壁であり、東側へ徐々に低 くなり、東側の出入日部付近では検出されていない。周濤は設

けられておらず、壁下には小ピットがめぐらされている。床は間仕切濤から外側がわずかに高く皿状となる

堅緻な床である。主柱穴はP6・ P7・ P8・ P9・ P10と 第101号住居 l■内に位置するP ll・ P12の 7カ 所であ

る。出入口部は PI。 とP llの間とみられる。間仕切濤は主柱穴を結漆ように掘られている。炉jLは 中央より西

の奥壁側へ寄った位置で、第101号住居址の主柱穴であるPlに切られている。円形の掘方の炉で底が焼けてい

る。

遺物は覆土から比較的夕く出土している。床近くの上器はP8と P9の間の内側の床で、床から15cmほ どの高

さから浅鉢と縄文の施文された深鉢の底部が出土している。土偶は 2点出上している。 1点は頭部 (第290図

1)で P9北の壁寄 りの床面から出上した。もう1点は胴部 (第290図 2)で、北壁に近い覆土中からの出上で

ある。
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第289図  第106号住居址出土上器 (1/4)
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9    ,    写Cm

第290図 第106号住居址出土土偶 (1/2)

遺 物 土器は 7の浅鉢がP8と P9の間の床近 くから出上した他は覆土からの出上である。覆土から一括

出土した上器は 1の平出三Aと 2のやや小形の深鉢、 4の鍔付土器がある。上偶 (第290図 )は頭部 (1)と

胴部 (2)の 2点がある。

石器は石鏃 3、 打製石斧13、 凹石 1、 磨石 2、 磨製石斧 1、 黒曜石の手J片石器 1、 同両極石器 1、 同スク

レイパー 2の他は剖片類である。

時 期 中期中葉mと みられる。
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A 381719

第292図 第107・ 108号住居址 (1/60)

第 107号住居址 (第292～ 294図 )

遺 構 北側台地。地形区となる谷に面した南側の場所で、T-52・ 53グリッドを中心とする西側の平坦
な地形に位置している。住居址の東側1/2ほ どは第108号住居l■に切られており、南西側の上面には第109号住

居址がわずかに重複している。

平面形が4.1× 3.8mほ どと推定される円形の住居址である。壁は北壁が高く南側へ徐々に低くなっている。
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第293図  第107号住居址出土土器 (1/3)

O                        10cm



周濤は設けられておらず、北壁と西壁下には小ピットがめ ぐらされてい

る。床は全体 としては水平だが、西から南にかけての壁側は皿状を呈し

ている。小さな凹凸が顕著な床で、中央部は堅いが南側はやや軟らかい。

主柱穴は Plと P2が検出されている。

遺 物 土器は猪沢式とみられるものが若千ある。石器は床面から出

上した片脚を欠 く石鏃 1と 黒曜石の崇」片石器 2の他は黒曜石の予」片類で

ある。

時 期 中期中葉 Iと みられる。

第3節 縄文時代の遺構とその出上遺物

慧践藝苺も叶

第294図  第107号住居址出土
石器 (1/1.5)

0                 1m
1

第295図 第108号住居址Pit10
遺物出土状態 (1/40)

第 108号住居址 (第 292・ 295～ 298図 )

遺 構 北側台地。地形区となる谷に面した南側の場所で、 S-53グ リッドを中心とする西側の平坦な地

形に位置している。西側の第107号住居址を切っている。

平面形は4.8× 4.2mの規模をもつ円形で、軸方向はN-36°一Wを示す。壁はやや開きぎみの壁で、北壁が

高く南東側へ低 くなっている。ローム層への掘り込みが深い西壁と北壁の下部は堅いが、上部は黒上が入っ

てやや軟らかい。周濤は北壁下と西コーナー部に設けられている。東壁下は小ピットであるが、出入口部を

中心とした南側の壁下には設けられていない。床は主柱穴間の外側がやや高く、中央部が低い皿状を呈する

堅緻な床である。主柱穴はP3・ P4° P5・ P6° P8° P9の 6カ所で、P7は 出入田部の施設とみられる。間仕

切濤は奥壁側のP3と P4を 結ぶように小ピットを伴う濤が掘られている。炉は中央に位置している。やや小形

の礫を■個用いて三角形に囲った径約55cmの石囲炉である。炉石は斜め縦に組まれているが、東辺の両側の

礫だけは平らに据えられている。深さ20cmほ どの炉底は凹凸があってよく焼けている。焼土面は炉の南側へ

も広がっており、床は地床炉状に焼けている。床には貯蔵施設とみられるピット状の遺構が 3カ 所設けられ

ている。そのうち炉の東側にはP10と P llがある。 Pl。は深さ55cmの鉢状の穴で、中からは一括土器が出上し

ている。P llは深さ55cmの袋状の穴で、床より35cmの深さまで焼上を多量に伴う褐色上を埋めている。炉の南

側にはP12がある。深さ80cmの筒状の穴で、床より60cmの深さにロームブロックの面があり、更にその下は一

旦ロームブロックの面まで埋められたとみられる黒褐色上である。深さ30clnの位置に33× 13cmの石棒状の自

然石が横位に詰められた状態で出上した。また、出入口部に近い床には、浅く掘り凹められた穴に人頭大の

九い河原石が据えられていた。

黒曜石集石遺構は3カ 所ある。Nα lは奥壁に近いP4内の南西部にある。床下19～ 36cmの深さまでの17cmの

厚さの中に、ピットを埋める土を混えて42個がごっそりと入っている。立てた柱の脇に埋置したことも考え

られる。Nα 2は南壁に近いP9の脇にある。29× 17cmの大きさで、深さ26cmの楕円形の穴の上部の 4～ 6 cmの

深さに31個がまとめて入れられている。またNa 3は 南東側の出入口菩Ь付

近の P6と P7の 間にある。20× 15cmほ どの大 きさで、深さ17cmの 刻ヽ さな穴

の 5～ 10cmの 深さに60個がまとめて入れられていた。

遺物の出土状態で注目されるのは上に記した 3カ 所の黒曜石集石遺構

である。その他は Pl。内から深鉢形土器 (第297図 1)が出上している。

また、炉の西脇からは凹石が 1点出土している。

遺 物 土器は P iOか ら出上した区画文のある深鉢形土器 (1)と 床近

くの覆土中から出上した焼町系ともみられる小形の深鉢形土器 (2)が

289
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10■m

第朋図 第1081住居4L慕 1曜石集石1遺構 (1/4)

ある.。

石器は石鏃 1.打期 斧 3～ 四石 1、 磨石 1、 磨製石斧 2、 石舞 1、 両極石器1の他は剖片類で、黒嚇
の剖片類が多い。

時
―
期 中期申葉Шとみられるょ

299
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O                 10cm

第297図  第108号住居址出土土器 (1/4)

第298図 第108号住居址出土石器 (1/3, 1・ 2は 1/1.5)

29Z
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第 ,09号住居址 (第299～ 303図 )

遺 構 北環状集落の南側で、北側台地と南側台地をつなぐ谷に面した廊下状の地形へ移行する場所の、
U・ V-51グ リッドを中心とする位置にある。北西部の第104号住居址をわずかに切り、北東部は第107号住

居址、南側は第106号住居址の上面に設けられている。また、住居址の南東のコーナー部の床近 くには第 1号

A 882819
A′

292

第299図 第109号住居l■ (1/60)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

(U-50)屋外炉址が設けられていた。

平面形は推定6.5× 5,7mほ どの隅丸方形と考えられ、軸方向はN-72°一Wを示すとみられる。壁は北壁が

20cmほ どの高さで検出されており、西側と東側へ徐々に低 くなっている。ローム層への掘り込みが浅いため、

東側壁は流出しており未検出である。北壁はやや軟らかいが第104号住居l■を切る西壁は堅い。周濤は壁下に

設けられている。月ヽビットの伴う周濤で、西壁下では小ピットとなって濤のとぎれている部分がある。床は

東側へ傾斜している。西壁側は堅緻であるが中央から南側は比較的軟らかい。第106・ 107号住居址へは貼床

であったと思われるが、明確な貼床は検出されなかった。主柱穴は Pl・ P2・ P3・ PS・ P6でいずれも大形の

掘方をもつものである。P4は出入口部の施設とみられる。炉は中央より西の奥壁側へ寄った位置にある。痛

平な河原石を平らに並べて丸 く囲った石囲炉であるが、

北側 と東側の炉石がはずされている。深さは20cmほ どで、

炉底はよく焼けているが焼土はほとんど残っていない。

土器は炉 とPlの間の床から深鉢形土器の底部、 P6脇

の小ピットの上部から石皿の破片と床から大形深鉢、P5

内の 2 cmほ どの深さの位置から刻ヽ形土器が出上している。

また第106号住居址内からも本l■に伴うとみられる土器

が一括出上している。そのうち北壁際からはやや落ち込

んだ状態で 3個体が出上した。さらにその東側のP5に近

い位置の覆土中からは深鉢形土器が直立した状態で出土

している。この土器は胴上部を切断した深鉢形土器で、

内には黒色土と炭化物を混入する黒褐色土と焼上が詰ま

っていた。

遺 物 土器は 7個休ある。1は第106号住居址の覆土

中に直立していた胴上部を切断する深鉢形土器である。

2・ 3は縄文を地文とし、脇に沈線を伴う隆帯で文様が

構成されている。 2は 刈ヽ波状の凹凸が連続する口縁下に

横位の結節隆線をもつもので、 2・ 3共に類例の少ない

土器である。櫛形文系の大形深鉢の口縁部とみられる 7

と共に、 P6脇の第106号住居l■の北壁際から一括出土し

た。 4は炉の西側から出上した深鉢形土器の底部で、櫛

形文の変形とでもいえるような区画文がある。5は P6脇

の床から出土した構形の深鉢である。環状突起、環状把

手をもつ口縁部の文様構成が特徴的な撚糸文を地文とす

る、類例の少ない土器である。6は P5か ら出土した指痕

の著しい不に似た形態の小形土器である。

石器は石鏃 1、 石皿 1、 両極石器 1の他はキJ片類であ

る。

時 期 中期後葉 Iと みられる。 第109号住居址遺物出土状態・

第 1号 (U-50)屋外炉址 (1/40)
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第301図 第109号住居址出土土器(1)(1/4, 6は 1/2)

0                10cm
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0                 10Cm

第302図  第109号住居址出土土器② (1/4)

あ心I

第303図  第109号住居址出土石器 (1/6, 1は 1/1.5)

第HO号住居址 (第 304～ 308図 )

遺 構 北側台地。地形区となる谷に面した南側の場所で、R-47グ リッドを中心とする台地の肩部に位

置している。北側の第■1号住居址、西側の第■2号住居l■ と重複しており、西側の第 2号竪穴状遺構 (第158

号住)を切っている。

平面形は西壁がやや直線的となる5,0× 4.6mの楕円形で、長軸方向はN-77°一Wを示す。壁は比較的堅い

西壁が40cmほ どの高さであり、南壁は30cmほ どで東側へ徐々に低 くなっている。出入口部でも15cmほ どの高

さがあり、壁は全周していたと思われるが、北側は第111号住居址の覆土中のため検出できなかった。周濤は

西・南・東の各壁下に部分的に設けられている。床は炉を中心とする中央部が低い皿状で、主柱穴と間仕切

濤の外側は若千高い。堅緻で良好な床である。また、第111号住居址の床とはほぼ同レベルであるが、第111

号住居l■の床は間仕切濤から内側が若千低 くなるため、第111号住居址と重複する部分は貝と床となっている。

主柱穴はPl・ P2・ P3'P4・ P5'P6・ P7・ PSでヽ出入口部はP5付近とみられる。間仕切濤は南側の P6と

P7の 間、それとP7と P8の間に設けられている。小ピットを伴う浅い濤である。炉は中央より西の奥壁側に

寄った位置に設けられている。河原石を維に組んで囲った石囲炉で、北側の炉石は第111号住居址の周濤上に

設けられている。炉石は東の焚口部にやや大形の礫を 1枚据え、その両側の角には小礫を詰めている。炉底

は凹凸があってよく焼けているが焼土はかき出されて残っていない。P5と P6の間の床面にわずかに地床炉
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D 881.219

II黄褐色土 (ロ ーム粒子少 )
12黄褐色土 (ローム粒子多)
‖ 黄褐色土 (11層 より大きめローム粒 )

第304図

Ⅲ 黄褐色上 (ロ ーム塊含む)
Ⅳ 黄褐色土 (■ 層より黒みがかっている)
V 黒褐色上 (ロ ーム粒 )

第110。 111号住居址 (1/60)

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

黒褐色土 (ロ ーム粒多)

纂褐色土 (ロ ーム粒 )

黒褐色土 (炭化物含む )

第 2号竪穴状邁構

(158住 )
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0                    1m

第305図  第110号住居址遺物出土状態 (1/40)

状に焼けた痕跡が認められた。

覆土は全体に黄褐色土が厚く、特に東側から北側にかけて著しい。第■1号住居l■内では北側1/2ほ どの範

囲に、ローム塊を多く含む黄褐色土の第Ⅲ層を主体とする層が床に厚 く堆積している。それらの上層は第110

号住居址の北壁プランから若千離れた位置に、壁のプランに沿うように弧状の輪郭をなして広 く堆積してい

た。調査時の所見では、第111号住居l■を覆うそれらの責褐色土は明らかに人為的に埋められた土層であり、

第111号から第110号への建替えに関係する土の堆積ではないかと考えられた。

土器は床面と覆土から出土している。床からは炉の西側に大形深鉢 (第307図 8)の大破片がつぶれて出土

した。その他は床近 くの覆土からの出土である。

遺 物 復元・実測のできた上器は 8個体ある。 1・ 2は 4単位の波状口縁となるやや粗製の小形深鉢で
ある。 1は縄文が弱く施文されており、 2は無文であるがハケ状の整形痕が認められる。 3は深鉢の底部。

4・ 5は縄文を施文した屈折底の深鉢形土器で、 5は片側に大きな凹み穴のある突起が日縁に 1カ所付けら

れている。 6は深鉢形土器の欠損した底部を器台に再生したものである。 7は 口縁に半隆起がめぐる浅鉢の

大破片である。 8は炉の西側の床に密着していた大形深鉢の大破片である。半肉彫の抽象的な文様が特徴的

である。
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1第306図 第■碍 住居址出1主土黒 1)(1/4)
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第307図 第110号住居址出土土器(21(1/4)

石器は石鏃 2、 小形石匙 1、 打製石斧 9、 横刃型石器 5、 磨製石斧 2、 黒曜石の崇J片石器 1、 同スクレイ

パー 1の他は手∬片類である。

時 期 第■1号住居址とはあまり時期差がないものとみられる。中期中葉Vと捉えておきたい。
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第308図 第110号住居址出土石器 (1/3, 1～ 3は 1/1.5)

第 HI号住居址 (第304・ 309。 310図 )

遺 構 北側台地。地形区となる谷に面した南側の場所で、Q-48・ 49グ リッドを中心とする台地の縁に

位置している。北側は第■6号住居l」_と わずかに重複し、南側も第■0号住居l■ と重複している。また、炉の

南側の覆土中には第425号土頻が設けられている。

平面形は6.8× 6.5mの不整円形で、 P llと P15を結ぶ長軸線の方向はN-31°一Wを示す。壁は西側で50cm、

東壁で15cmほ どの高さがあり、堅くしっかりしている。周濤は西壁下と南壁下にあり、一部東壁下にも設け

られている。床は西側と南側の間仕切濤から外側で若千高くなっているが、その他の床はほぼ水平で堅緻で

ある。主柱穴はP9。 Pl。・P ll・ P12・ P13・ P14・ P15° P16の 8カ所である。主柱穴の内側にはやや小形の

柱穴がほぼ等間隔に配されている。出入口部は間仕切濤の切られていないP14と P15の間とみられ、壁側の床

が浅 く掘り凹められている。間仕切濤は出入口部を除いた主柱穴間に主柱穴を結ぶように直線的に設けられ

ている。濤には小ピットが伴うもので、西側の周濤が比較的深い。炉はほぼ中央に位置している。径60omの

円形の掘方の内側に、痛平な小礫をいくつか縦に組んで囲った石囲炉である。炉石は南側と北の角が取りは

ずされている。炉底は凹凸があって焼けているが焼土はかき出されて残っていない。炉の南側の P17は袋状の

穴で、これは貯蔵施設とみられる。

θ00

◆



=旺
≡ 主 主 豆 玉

=〕
8

齢

　

　

へ＝

淵

― キー

ー ーＩ

Ⅶ

Ⅶ

即

３

ハ

Ⅲ

Ｗ

船

側

珀

7(〔 III二 )

!   t  PCn

ド・デ
第310図  第111号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5)

θOf



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

覆土は責褐色上で、特に炉付近から北側にはローム鬼を多く含む第Ⅲ層を主体とする黄褐色上が床を厚く

覆っている。この上層の性格についての所見は第110号住居址の項で説明してある。

遺 物 土器はほとんど出上していない。床からの上器は 1の破片が西側の間仕切濤の中から出土してい
るだけである。土製品は覆土上面から出上した顔面把手 (3)と 混入とみられる土製円板 (2)が Lミある。
顔面把手は目の表現がやや特異で、ほとんどわからない程度のごく細い線と、その内側を指先でなでたよう

にしてかすかにそれらしく表現されている。

石器は石鏃 1、 打製石斧10、 大形石匙 2、 磨石 1、 両極石器 3の他は系J片類である。

時 期 第110号住居址とはあまり時期差がないものとみられる。一応中期中葉Ⅳと考えておきたい。

第H2号住居址 (第311～ 313図 )

遺 構 北側台地と南側台地をつなぐ谷に面した平坦な廊下状の地形となる場所の、T-48グ リッドを中
心とする位置にある。東側は第110号住居址、第 2号竪穴状遺構 (第 158号住)と重複し、西側は第101・ 106

A881419
上1  生 88に 219 C′

0                2m
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∞
∞
ｒ

ヽ
一
〇

θ02

第311図 第112号住居址 。第 2号竪穴状遺構 (第 158号住居址)(1/60)
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第312図 第112号住居址出土土器

第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

♀            1           10Pm

(1/31  1は 1/4)

号住居址、南側は第100号住居址 と重複している。

本址はローム面に床の設けられた掘 り込みの浅い住居l■である。この

ため他の遺構 と重複する部分は貼床であったと思われる。しかし攪乱が

多く、かつ東側の壁や床は流出しているためプランは明らかでない。た

だ、炉の形態と位置を中心に、これに Pl・ P2・ P3・ P4と 東側の第110

号住居址の覆土中に 1カ所主柱穴を想定すると、出入口部が東側になる

6.0× 5,9mほ どの隅丸方形の住居l■が考えられる。炉は中央より奥壁と

思われる西側へ寄った位置にある。長方形の掘方をもつ大形の石囲炉であるが、炉石は西側を残してほとん

どが抜き取られている。西側の炉石は厚い花南岩の一枚石が 2つに割れたもので、上面をローム面より高 く

出すようにして縦に据えている。北側には痛平な河原石を平らに置いた炉石があり、掘方の縁には小礫が数

点遺存している。炉底はよく焼けて焼土も残っている。

遺 物 土器は炉内と柱穴内から出上したもので、唐草文系 (1)、 曽利系 (2～ 4)、 加曽利 E系 (5)

が若千出上している。

石器は石鏃 1、 打製石斧 1、 黒曜石の剖片類 3である。

時 期 中期後葉 Vと みられる。

第 |13号住居址 (第 314～ 318図 )

遺 構 南側台地。地形区となる谷に面した広場の縁となる場所の、 S-34グ リッドを中心とする位置に

ある。住居l■ との重複関係はないが、後期以降の第421・ 422・ 451号土羨が重複している。

平面形は6.7× 6.5mの 円形で、軸方向はN-50°一Eを示す。壁は30～ 10cmほ どの高さで全周している。東

側が低 くやや軟らかい壁である。周濤は壁下を全周しているこ比較的太く安定した周濤で、西壁下では特に

深く設けられている。また、北壁側と西壁側には拡張前の旧住居の周濤とみられる遺構が部分的に検出され

∧ ‖
p      l      ,Cm

第313図  第112号住居址出土
石器 (1/1.5)
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第3M図  第113号住居l■ (1/60)

き04

第315図 第113号住居址炉内遺物出土状態 (1/40)
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?  1 01m

第316図  第■3号住居址出上土器 (1/4)

ている。床は平坦で堅緻である。主柱穴はPl・ P3・ P4・ P8・ P ll・ P12の 6カ所で、出入口部のPsは特に

深く掘られている。またP2・ P5・ P iO・ P13は拡張前の柱穴とみられる。 P。は出入口部の施設であろう。P6・

P7も 出入口部の施設とみられるが性格はやや不明である。 P8脇の床にはごく浅い小さなピット状の掘方が

あり、痛平な礫が置かれている。埋甕の蓋とみられたが、埋甕は設けられていなかった。炉は中央より東北

の奥壁側へ寄った位置にある。方形のやや浅い掘方をもつ大形の石囲炉である。炉石は奥壁側に河原石を維

に据えているほかは抜き取られている。炉底は焼けて焼上が残るが、上面は削られたように平坦である。平

坦な底近 くには人頭大と拳大の河原石 3個からなる集石状の遺構があり、鉢形土器と小形有孔鍔付土器も出

上している。小形有孔鍔付土器は炉の東側の角からの出上である。

遺 物 土器は炉内から出土した鉢 (1)と 小形有孔鍔付土器 (2)がある。

石器は石鏃 1、 打製石斧 2、 横刃型石器 2、 凹石 6、 磨石 2、 石皿 1、 磨製石斧 1、 両極石器 3の他は劉

片類である。

時 期 中期後葉Hと みられる。

θθσ
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第317図  第113号住居址出土石器(1)(1/3, 1は 1/1.5)
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第318図  第113号住居址出土石器(21(1/3,14は 1/6)

第 H4号住居址 (第 319～ 322図 )

遺 構 南側台地。地形区となる谷に面した広場の縁となる場所の、 R-31・ 32グ リッドを中心 とする位

置にある。南側は第115号住居 l■の北壁部にわずかに切 り込んで設けられている。

平面形は4.8× 4.7mの 円形で、出入口部がわずかに張り出している。主軸方向はN-53°一Eを示す。壁は

西壁が高く出入口部で20cmほ どの高さがある。北壁から東壁は掘り込みが浅いため未検出である。周濤は北

壁下と南壁下に設けられており、南壁下の周濤は刻ヽピットを伴っている。また、わずかに張り出す出入口部

の壁下にも設けられており、片側が対ピット状を呈している。床は水平だが攪乱のある東壁部と北壁部付近

ではやや傾斜しており、全体に軟らかい床である。第115号住居l■ とわずかに重複する南側では部分的に貼床

が検出されている。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4の 4カ 所である。炉は中央より奥壁側へ寄った主軸線上に位

置している。110× 90cmで、中央に深鉢形土器を埋設した長方形の石囲炉であるが、奥壁側とそれに続く南側

の角の炉石が抜かれている。炉石は北と南に花商岩の厚い角礫を各 1枚使用している他は河原石を用いてい

る。礫を維に組んで囲っているが、焚口部だけ厚い河原石を2枚平らに据え、間に小礫を配している。焚ロ

部左の炉石は火熱のためか中央で 2つにひび割れていた。炉の中央には把手と胴下半を欠く深鉢形土器が正

位に立てられている。土器は火熱を受けており、土器のまわりには焼上が厚く残っている。炉内の焚口側に

は埋設土器に接し、埋設土器と炉の底を覆うようにして、深鉢形土器が上下に 2個体つぶれて重なった状態

で出上した。南の周濤近 くの床と出入口部東の壁近 くの床に礫が遺存していた。出入口側の礫は 2個並んで

いるが、 1個は九い棒状礫である。

遺物の出土状態は、上に記した炉内からの上器の出土状態が注目される。その他、南側の炉石に接してや

や大形の軽石が床面から出上している。

遺 物 土器は 4が炉休土器である。唐草文系の上器であり、型式的、編年的にも注目される土器である。

1。 3は炉内からの出上である。 1は 口縁に角状の小突起が 5カ 所あり、隆帯の間には押引文が施文されて

いる。 3は胴部に縄文が施文されている。

∂07
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第319図  第114号住居4L(1/60)
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第114号住居址遺物

出土状態 (1/40)

第321図  第114号住居址出土石器 (1/3)
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石器は打製石斧 1、 横刃型石器 1、 石錐 1、

ある。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

―
―

¬

第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

両極石器 2の他は黒J片類と軽石の原石 とみられるものが 1点

0                 10cm

第322図  第114号住居址出土土器 (1/4)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第H5号住居址 (第323・ 324図 )

遺 構 南側台地。地形区となる谷に面した広場の縁となる場所の、R-29グ リッドを中心とする位置に

ある。北コーナー部の覆上中に切り込んで設けられた第114号住居址とわずかに重複しているほか、第 1号ロ

ームマウンド、第452・ 456号土羨とも重複関係にある。第114号住居l■、第 1号ロームマウンド、第456号土

羨は本址より新しい時期の遺構であるが、第452号土羨は本址以前の遺構である。

平面形は5.3× 5.2mの不整な隅丸方形で、主軸方向はN-42°一Eを示す。壁は低いが10cmほ どの高さでほ

ぼ全周している。周濤は第■4号住居址と重複する北コーナー部と南壁下に設けられている。床は水平である

が、出入口部だけはP4を 囲むように皿状に低 くなっている。全体に堅緻な床である。主柱穴はPl・ P2・ P4・

P6・ P7の 5カ所で、P4は特に深く掘られている。 P3・ P5は出入口部の地設であろう。炉は中央より北東の

奥壁側へ寄った主軸線上に位置している。長方形の浅い掘方の石囲炉であると思われるが、炉石はすべて抜

き取られている。浅い炉底は凹凸があってよく焼けている。

二 880.719

(ロ ーム含む )
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第323図 第115号住居址 。第 1号ロームマウンド (1/60)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第324図  第115号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5)

遺 物 土器はほとんど出土しておらず、曽利 I式の破片が数点あるにすぎない。石器は打製石斧 4、 横
刃型石器 2、 凹石 1、 磨製石斧 1、 黒曜石の手J片石器 1、 同両極石器 1、 同スクレイパー 1の他は手J片類で

ある。

時 期 時期決定資料に欠ける。ただ、中期後葉Ⅱの第114号住居址が本址に貼床をしていることからそれ
以前の時期が考えられる。それに炉の掘方の形態と若千の出土土器を評イ面し、一応中期後葉 Iと みておきた

V^。

第 I16号住居址 (第325～ 327図 )

遺 構 北側台地。地形区となる谷に面した南側の場所で、 P-51グ リッドを中心とする台地の肩部に位
置している。東側は第119号住居l■ と重複関係にあり、その上面に設けられている。また南側も第■1号住居

址と重複関係にある。住居址の東側は掘り込みの深い第119号住居址を早 く掘り下げてしまったため、調査は

貼床の範囲を確認しただけに止まり、柱穴等を明らかにすることができなかった。

平面形は6.7× 6.Omの楕円形で、長軸方向はN-43°一Wを示す。壁は西壁が40cmほ どの高さがあり、堅く

安定した壁となっている。また南側の出入口部付近にも検出されているが、この部分の壁は低 く、やや軟BB

である。周濤は第111号住居址の北壁を切る部分となる南壁下に設けられている。周濤は西壁下へは伸びてお

らず、西壁下では河ヽピットが連なっている。床は平坦で堅緻である。南側の第111号住居址の床と同レベルで

あり、第111号住居址と重複する部分の床はどちらの住居llLの床か区別がつかない。東側は第119号住居址へ

の貼床である。貼床は季大のローム塊を叩いたもので、全体に東側へ低 く陥没した状態にある。主柱穴は Pl・

P2'P3・ P7・ P8・ P9が検出されている。 P2・ P3は 第119号住居址内にあり、未検出だが、両主柱穴間に

3
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

さらに 2カ所存在が推定される。したがって本址は8本主柱の住居址になるのではないかと考えられる。出

入田部はP3と P7の間とみられ、 P5° P6は 出入口部の施設であろう。炉は石囲炉で、中央よりわずかに奥壁

側へ寄った長軸線上に位置している。人頭大以下のやや小形で丸みのある河原石を円形に配し、さらに西か

ら東にかけての奥の部分を二重に囲っためずらしい石囲炉である。北側の奥を二重に囲む炉石の中には小形

の石皿を反転して炉石 としたものがある。また、内側の炉石のほとんどに、炉石の縁に縞状を呈する黒色の

付着物が認められる。炉底はよく焼けているが焼土はかき出されて残っていない。出入口部の P4に は大形の

深鉢形土器が埋められている。同一個体の胴上部から日縁部を逆位にして底近 くに入れ、礫を乗せてその上

に底部を置くような状態で胴下部を埋めている。土器の内は中心部にロームからなる責褐色上があるほかは

ピット内と同一の黒褐色上であり、土器は埋められていたものと考えられる。出入口部の施設とみられるP5

C
O′ 880.619
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第325図  第116号住居址 (1/60)



第 3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物

臼

0                  10cm

第326図  第116号住居址出土土器 (1/4)。 上製品 (1/2)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

3

第327図  第116号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5, 6は 1/6)

の脇であり、中期後葉の埋甕 と通ずる性格をもつ遺構ではないかとも考えられる。

遺物の出土状態で注目されるのは、上に記したP4内に埋設された深鉢形土器 (第326図 2)と 炉石に転用され

たとみられる小形石皿 (第327図 6)である。その他は、 P9脇の床近 くから深鉢形土器の底部、 Pl脇の床近

くから櫛形文土器の底部が出上している。また、 Plか らは深鉢形土器のやや大形の破片が出土している。

遺 物 土器は 4個体ある。1は深鉢形土器の胴部で、Plか らの出上である。2は P4か ら出土した埋甕状
に埋設されていた大形の深鉢形土器である。口縁部には突起が 1カ所あるが、これはおそらく蛇体の装飾が

なされていたのであろう。3は P9の脇からの出上で、4は Pとの脇から出土した刻、形の櫛形文土器の底部であ

る。土製品では土器片錘の未成品と思われるもの (5)が 1点あるが、これは混入品である。

石器は石鏃 1、 打製石斧 3、 横刃型石器 1、 凹石 1、 磨石 1、 石皿 1、 黒曜石の崇U片石器 2の他は制片類

である。 6は長さ15.9cmの 刻ヽ形の石皿で伏せて炉石に転用されていたものである。

時 期 中期中葉Vと みられる。

第H7号住居址 (第328～ 332図 )

遺 構 北側台地。地形区となる谷に面した南側の場所で、O-54・ 55グ リッドを中心とする台地のやや
内側寄りの位置にある。北側の上面には第■8号住居l■がある。また南側は第119号住居址で切られているた

め、プランの正確なところは不明である。

平面形は9.0× 7.8mと 推定される楕円形の大形住居址で、長軸方向はN-71°一Wと なろう。壁は西壁の高
い部分で50cmほ どある。堅い良好な壁で東側へ徐々に低 くなっており、北壁はプランの1/2ほ どの部分でロー

ム面へ尽きている。周濤は北壁側で、壁と主柱穴の間に壁に沿うように刻ヽピットを伴う周濤が設けられてい

る。北壁下に施設はないが、西壁下と南壁下には月ヽピットがめぐらされている。床は中央が低 く壁側が高い

皿状を呈する堅緻な床である。住居l■Lが大形の割には各主柱穴の掘方はいずれも州ヽさく、 Pl・ P2・ P3・ P4・

P5° POが検出されている。 P3と P4は接近した位置関係にあることから建替えも考えられる。第■9号住居

θ′Z
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黒色土 (炭化物・ ローム粒子含有 )

黒褐色土 (炭化物  ローム粒子含有 )
褐色土 (焼土塊 焼土粒子多 炭化物含有 )
暗褐色土 (ロ ーム粒子混入 )

鵜色土 (ロ ーム粒子・炭化物混入 )

第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

A 881.419

B8B1419

C 881419
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黄縄色土 (焼土粒子混入 )

黄褐色上 (ロ ーム粒混入)

褐色土 (ロ ーム粒混入)

暗褐色土 (ロ ーム粒混入)
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第328図  第■7'118号住居址 (1/60)



第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

O-55黒 曜石集石遺構  L=88149

Im

第329図 第117号住居址覆土中の焼土 (1/40)

址に切られている東側から南側にかけては、検出されている主柱穴の配置状態からさらに 3カ 所の主柱穴の

存在が予測される。したがって本 l■は 8本主柱の住居 l■になるものとみられる。また、 P7・ P81ま炉を間には

さんだ長軸線上に位置している。 2カ所 とも主柱穴以上の深さをもつ主要な柱穴であり、やや特異な上屋構

造が想定される。炉は住居上のほぼ中央で、長軸線上に位置している。楕円形の浅い掘方の地床炉で、炉底

とその付近の床がよく焼けている。また、炉の周囲には床が地床炉状に焼けた焼土址がある。長軸線をはさ

んだ北側に 4カ所と南側に 2カ 所あり、特に炉の近 くには 4カ所が炉を囲むような配置のあり方で検出され

ている。炉の周囲の 4カ 所はいずれも月ヽさなピットを伴う遺構であり、炉の南側の焼土址の規模が最も大き

い。炉から北西側へやや離れた位置にある 2カ所の焼土址のうち、内側の焼土l■は浅い皿状の掘方を伴うが、

外側の焼上l■は床が焼けただけの遺構である。南壁近 くにあるP9は 深さが29cmの タライ状を呈する遺構で、

これは貯蔵施設ではないかとみられる。この内側の脇に設けられた主柱穴のPsと 焼土址脇の河ヽピットの間に

は、浅い濤が切られていた。

覆上の状態で注目されるのは、炉l■の西南部に位置する床近 くの覆土中に検出された焼土遺構である。焼

土址は117× 104cmの規模があり、床面から約10cmの位置に10～ 20cmほ どの厚さで上鰻頭状に堆積している。

中から環状把手を利用した土製円板 (第330図 5)が出上した。覆上のセクション観察からは、住居址がほぼ

平らに埋まりかけた凹地で、この相当量の焼土が残るだけの大きな火を焚く行為がなされたと考えられた。

覆土からの出土遺物は、焼土近 くの第 I層中から格沢式土器の大破片 (第330図 1)が出上している。また、

西壁近 くの覆土上面には黒曜石の集石遺構が設けられていた。Q-55黒曜石集石遺構としたもので、 9′点の
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第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

♀      |     |♀ Cm

9        1        5♀
n

第330図  第117号住居址出土土器 (1/3, 1は 1/4)。 上製円板 (1/2)

黒曜石が集石する遺構である。

床からの出土遺物は、北西側の焼土l■脇から礫と平出三Aの破片が若千出上している。平出三Aの破片の

下からは土製円板 (第 330図 4)が出土した。また、 P6の東脇からは、外周の縁の側面に環状の文様を陽刻し

た、変った形態の石皿 (第331図 19)が出土している。

遺 物 土器は一括完形品がない。破片では中期初頭から新道式までのものが出土しているが、その中で
は拾沢式とみられるものがやや多い。 1は覆土中の焼土址近くから出上したものである。上製品は土製円板

が2点ある。4は北西側の床面の焼土址近くからの出上で、 5は覆土中の焼土l■内から出上した。

石器は打製石斧20、 横刃型石器 1、 大形石匙 1、 凹石 2、 磨石 2、 石皿 2、 黒曜石の両極石器 1、 同石鏃

ブランク 1と 手J片類である。19は P6東脇から出土した石皿の破片である。外周の縁の側面に陽刻された環状

の文様が 2カ 所ある。三角形状の断面をもつ高い縁の内側は平坦な面で、中央部は一段低 く凹み、なめらか

な段状の面が構成されている。全体の形は不明だが、めずらしい形態の石皿である。

時 期 中期中葉 Iと みられる。

θ
=7



５
　

　

　

８

‐３

∩
――Ｉ
Ⅲ
ＩＩＩ
Ⅲ
門
瑯

耐

隅

門

――ｌ

υ

耐
悧
川
Ⅲ
嘲

∩
‐ｌ
ｎ
Ч
ｖ
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18

10cm

第331図 第117号住居址出土石器(1)(1/3,18・ 19は 1/6)
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第3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物

第332図 第117号住居址出土石器(か (1/3)

第H8号住居址 (第328・ 333・ 334図 )

遺 構 北側台地。地形区となる谷に面した南側の場所で、P-56グ リッドを中心とする台地のやや内側

寄りの位置にある。南側は第■7号住居址との重複で、本址はその上面に設けられている。

平面形は3.8× 3.7mの円形となる珂ヽ形の住居l■で、軸方向はN-33°一Wを示すとみられる。壁は西壁が高

く北から東側へ低 くなっており、やや軟弱な壁である。周濤はなく、壁下には小ピットが設けられている。

床は平坦だがそれほど堅くはない。南側2/3ほ どは第117号住居址の覆土中に設けられているが、炉の周囲も

含め、貼床らしき床は未検出である。おそらく覆上をそのまま床としていたものと思われる。主柱穴は Pi。・

P ll・ P12・ P13の 4カ所である。炉は中央にある。花筒岩 2個 と河原石 5個を用いて円形に囲った石囲炉で

ある。炉石は向かい合う位置に花蘭岩を据え、また焚口部だけ炉石を維に組んでいる。焚口部の炉石と東隣

りの炉石は火熱によるものか中央で割れていた。炉底は焼けているが焼土はかき出されて残っていない。

遺 物 土器はほとんど出土していない。上製円板 (第333図 )が 1点ある。石器は打製石斧 3の他は黒曜

石の手J片類である。

時 期 時期決定資料に欠けるが、炉の形態からみて、中期中葉Vと 考えておきたい。

第333図 第118号住居址出土
土製円板 (1/2)

儀ｍ円‐‐‐酬酬田‐‐‐‐‐‐‐門巾門岬出山旧噌中　２
　
‐Ｏｃｍ

第334図  第118号住居址出土石器 (1/3)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第H9号住居址 (第335～348図 )

遺 構 北側台地。地形区となる谷に面した南側の場所で、M・ N-52グ リッドを中心とする台地の肩部
に位置している。このため住居上の南東部はただちに傾斜した地形となって谷へ続いている。住居址の東側

は第143号住居址と接し、上面には第141号住居l■がある。北側は第■7号住居l■を切っており、また西側の上

面には第116号住居l■が設けられている。

平面形が10.5× 9,Omの楕円形を呈する大形の住居址で、長軸方向はN-39°一Eを示す。壁は北西側が高く

南東側へ徐々に低 くなり、南東側の東壁部中央ではローム面となってローム壁はない。最も高い部分は他の

住居址と重複関係のない北コーナー部で、高さは約80cmである。北壁・西壁・南壁は50～ 60cmほ どの高さが

ある。やや開きぎみの壁で特に出入口部の想定される南コーナー部では傾斜が大きい。全体に堅くしまった

良好な壁で、掘った時の痕跡ではないかと思われるような凹凸や濤が壁に認められた。周濤はやや浅 く河ヽピ

ットを伴うもので、壁下に設けられている。ただ東壁下と南壁下の一部には周濤は設けられていない。床は

平坦だが、南西側から西側と北側にかけての間仕切濤の外側の床は一段高くなつている。特に西コーナー部

から西壁側にかけては主柱穴間に間仕切濤を設けず、床に段差をつけている。全体に堅い床であるが、間仕

切濤から外側の床は中央部に比べるとやや軟らかい。主柱穴はPl・ P3・ P5° P6・ PS'P9・ Pl。・P ll・ P12・

P14・ P15° P17と みられる。このうちPlと P17、 P8と P9・ P10、 P llと P12、 P14と P15は接近した位置関係

にあり、全体としてはやや変則的な七角形の配置となっている。これらの主柱穴にはいずれも貼床が認めら

れなかったことからみると、主柱穴は接近した位置関係にありながら、すべて同時に機能していたものと考

えられるのである。主柱穴の間にはP2・ P4・ P7・ P13° P16の補助的な柱穴とみられる施設がある。特にP2

とP16は主柱穴に近い位置関係にある。このことは主柱穴のPsと P IIが P9・ P10と接近した位置関係にあるこ

とと関連しており、おそらくP9・ P10と Pl・ P17が棟持柱の柱穴と推定されることと関係しているように思

われる。また主柱穴と同じ方向で、主柱穴の内側の床にはP18・ P19° P20・ P21・ P22・ P23・ P24・ P25・ P26

とした小柱穴がある。主柱穴からほぼ等間隔で、炉を囲むように六角形状に配されており、住居の構造上注

目される小柱穴である。出入田部はP7と PSの間と推定される。この柱穴間には間仕切濤が切られておらず、

床が楕円形状に浅く16cm掘 り凹められている。これは出入口部の施設であろう。内側の刻ヽ柱穴であるP21・ P22

などはP7・ PSと関連する柱穴ではないかと思われる。間仕切濤は西コーナー側の主柱穴間と、出入口部の

P7・ PS間 を除く全主柱穴間に設けられている。間仕切濤が設けられていない西コーナー側の主柱穴間は、床

に間仕切状の段差を設けて柱穴をつないでいる。炉は中央に位置している。安山岩の河原石を用いて円形に

囲った石囲炉で、同期の炉としては大きく、90× 90cmの規模がある。炉石は北側の 1つが炉の内に動かされ

ており、もう1つは持ち去られて残っていない。また東の炉石は中央で 2つに割れていた。焼土は若千残っ

ている。

住居址の覆土は 5層に分かれる。中央部では比較的薄い数層の土層に区分されるが、掘り込みの深い西壁

側は厚い暗褐色土となって細かな区分がつかなかった。土層の住居址内への堆積は西側からなされたと考え

られ、東側の床は最終段階に埋まっている。しかしそのわりには床も荒れておらず、柱穴の掘方などもしっ

かりしていることから、この著卜分の床が埋まるには、それほど長い時間は経ていないように思われる。また

P5の西側に位置する第Ⅳ層の先端部に焼土と炭が検出されていることも注目される。遺物は覆土から多量に

出土している。その範囲は中央部から西側で、北。東・南の壁側には集中していない。遺物は主として第Ⅲ・

Ⅳ層から出上しているが、出上位置はレベル的にみれば西壁側が高く中央部は低い。炉周辺では床近くから

も出土しているが、床面からは出土していない。遺物は完形の上器など多量の一括土器群の他に土製品 。石
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第339図  第119号住居址出土土器(31(1/4)



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

0                 10cm

第340図  第119号住居址出土土器(0(1/4)
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発掘■れた遺構と遺物

923

第Ml図 第119号住居址出上土器⑤ (1/4)
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第III章  発掘された遺構と遺物

第345図  第119号住居址出土石器0(1/3)
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第346図 第119号住居址出土石器(41(1/3,92・ 93は 1/2)・ 軽石製品 (94～ 100は 1/2)



第Ш章 発掘された遺構と遺物

硼

0 

阿

第3T図 第■9号住居址出土石器(動 (1/3)

994



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

器 。石製品もあり、礫も多数含まれている。やや大形の礫や石皿などは集めて積まれたような状態のものが

あり、その出土状態が注目された。その他遺物の出土状態で注目されるのは、P14の底近 くから刻ヽ形の台付土

器の台脚部 (第342図 32)が出上していることである。

遺 物 復元できた土器は深鉢形土器 18、 有孔鍔付土器 2で、その他に小形土器 9、 器台 1、 台付土器 2

がある。深鉢形土器には連続押引文と連続刺突文が特徴的なもの (1～ 5)、 区画文の特徴的なもの (6

～ 8)、 縦長の沈線が施文されたもの (9～ 11)、 縄文が特徴的なもの (12～ 14)、 焼町系の要素をもつとみら

れるもの (15～ 17)、 ミミズク把手の付 くもの (18)がある。有孔鍔付土器は 2個体 (19。 20)あ る。19は把

手の付かない九い胴部の器形で、内外面が赤色塗彩されている。20は環状把手が 2カ 所つく構形の器形で、

表面は黒色塗布面に赤色の波状文を施文している。小形土器のうち23は完形品で、26～29は手捏である。32

は小形の台付土器の台脚部で、P14か らの出上である。上製品は土製円板 5点 (33～ 37)と 土偶 2点 (38・

39)、 未焼成粘土 (40)が 1′ミある。土製円板のうち33は前期末のもので、これは混入品である。土偶は 2例

とも頭部であり、38は 目と口を表現した隆帯が手J落している。40は未焼成粘土とみられる塊で、表面には棒

状工具によるとみられる刺突痕がある。

石器は石鏃 12、 小形石匙 1、 石錘 2、 打製石斧77、 横刃型石器■、大形石匙 6、 凹石 9、 磨石 と、石皿 3、

磨製石斧10、 礫器 9、 石錐 2、 ハンマー 1、 黒曜石の劉片石器 5、 同両極石器■、同石鏃ブランク 8、 軽石

製品 7の他は原石と黒J片類である。また、黒曜石の手J片類は454点 と多い。94～ 100は軽石製の石製品である。

このうち95と 96は土偶の体部と同様の表現がなされたもので、これは岩偶ではないかと考えられる遺物であ

る。

時 期 中期中葉Ⅲとみられる。

III

第348図  第119号住居址出土石器(0(1/6)
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第III章  発掘された遺構と遺物

第 120号住居址 (第349～ 352図 )

遺 構 北側台地の西側山裾で、 X-57・ 58グ リッドを中心とする位置にある。掘 り込みの浅い住居址で
あるためプランの東側は流出している。また北壁側は撹乱が著しい。このため北・南・東側のプランは柱穴

の配置状態から推定した。

平面形は推定5.8× 5.4mの楕円形で、長軸方向はN-50°一Wを示すとみられる。壁は西壁が検出されてい

るだけである。高さは20c41ほ どあり、やや軟弱である。周濤はなく、西壁下には刻ヽ ピットが設けられている。

床は炉の北から西側がやや高く、炉に向かって低 くなっている。炉の東側は緩 く傾斜 してお り、東壁側の床

は褐色土への貼床であったと思われる。主柱穴は P2・ P4・ P5・ P6・ P8・ P llの 6カ所ではないかと思われ

る。P3は本址に伴う柱穴ではないかもしれない。また、 P7・ P9・ Pi。は古い段階の主柱穴であったと考えら

れる。出入口部はP5と P6の間とみられる。炉は中央より西の奥壁側へ寄った位置にある。50× 50cmの小形方

形石囲炉で、南側の炉石は中央で 2つに割れている。炉底は焼けているが焼土はかき出されて残っていない。
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第349図 第120号住居址 (1/60)
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第Ⅲ章  発掘 された遺構 と遺物

o                  5cm

第351図  第120号住居址出土土偶 (1/2) 第352図  第120号住居址出土
石器 (1/3, 2は 1/1.5)

中央北寄 りの位置には落し穴遺構 と考えられる第534号土獲が東の谷へ向いて設けられている。撹乱があり、

かつ遺物も出上していないため、本址との前後関係は明らかではない。

遺物は南壁中にあるP12の底近 くから、台脚部を欠 く台付深鉢 (第 350図 1)が斜めに埋められた状態で出

上した。また土偶の頭部 (第351図 )が P4内の深さ24伽の位置から出上している。その他北壁中の袋状を呈す

るP13か らは中期初頭Ⅱとみられる土器が出上しており、P3周辺の攪乱部からは前期末の上器片も出土して

いる。

遺 物 覆土から出上している土器は前期末から中期初頭の上器片が比較的多く、新道式とみられるもの

も若千ある。1は P12か ら出上した台付深鉢である。撚糸文の施文された台脚部を欠損する他は完全な形を保

っている。口縁部の装飾や胴部の抽象的な隆帯に、連続する半隆起線状でやや長めの亥Uみに似た文様を何カ

所かにつけている。また、胴下半部の先が丸 くなる隆帯の脇には三叉文が施文されている。上偶 (第351図 )

は P4か らの出上である。顔は口を表現する粘土組が崇J落 している。頭部は中空で三叉文状の透 し彫がなされ

てお り、全面に赤色塗彩が施されている。

石器は石鏃 1、 打製石斧 1、 石鏃ブランク 1の他は黒曜石の象J片類である。

時 期 中期中葉Ⅱではないかとみられる。

第 121号住居址 (第353～ 355図 )

遺 構 北側台地の中央に近い内側の場所で、中央部よりやや南西寄 りの S-57グ リッドを中心とする位

置にある。

平面形が4.0× 3.8mの 隅丸方形を呈するやや刻ヽ形の住居 l■で、主軸方向はN-3°一Eを示す。ロームの壁

は西壁が高 く東壁側へ徐々に低 くなっている。西壁は30cmほ どの高さがある。東壁はローム壁が 5 cmほ どの

高さであるが、プラン確認の褐色土からの高さは約15cmである。撹乱による黒上が入 り込んだ軟弱な壁であ

る。周濤は幅広で小ピットを伴い、壁下を全周している。出入口部では浅 くやや広 くなっており、それに続

く西側は不整に広がっている。床は炉の付近が低 く、全体に凹凸があって平坦ではないが、堅緻な床である。

主注穴は Pェ・P2・ P3・ P4である。出入口部は対ピットの P5と P6の 間で、 P5に は炉の方向へ伸びる濤が設

けられている。炉は中央より北の奥壁側へ寄った位置にある。方形の石囲炉であるが、南側の炉石は抜き取

られて残っていない。炉石は奥壁が一枚石を維に組んだもので、東と西は同規模の石を各 2個ずつ同じ配列

で縦に組んでいる。炉底は焼けているが焼土はかき出されてほとんど残っていない。注目されるのは炉内の
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

A 882028

C 881929

I 黒褐色土 (ロ ーム粒 3～ 5 mm大混入 )
‖ 黄褐色土 (ロ ーム塊 5～ 8 cm大混入 )

第353図  第121号住居址 (1/60)

集石である。集石は人頭大と季大の礫 5個 を丸く並べ、上面が平らになるように敷いた状態のものである。

底に一部がついている礫もあるが、底との間には若子の間層があり、集石の断面形は皿状を呈している。底

との間層は集石より上部に堆積している炉内の覆土と同一で、それは住居l■の覆土とも同じ黒褐色上の上層

であった。したがって炉内の集石と覆上のあり方からは、焼上をかき出した後に上を入れて集石がなされ、

その後ただちに住居址が埋め戻されたことが復元的に考えられる。その場合、南側の炉石がはずされている

事も、炉内の集石と関わる事象とみてよいであろう。炉の南の床に礫が 1個遺存していたが、これは炉に関

わる礫であろうか。炉の東には浅い楕円形の掘方の遺構がある。

遺 物 土器は量的に少ない。そのなかでは唐草文系 (1～ 3・ 5)と 曽利系とみられる縄文を施文した

土器 (4・ 6～ 9)がある。

石器は打製石斧 1、 磨石 1の他は黒曜石の楽J片類と少ない。

時 期 中期後葉 Hと みられる。
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第354図  第121号住居址出土土器 (1/3, 1は 1/4)

0 10cn

第355図  第121号住居址出土石器 (1/3)

第 122号住居址 (第356～ 358図 )

遺 構 北側台地の中央部で、RoS-61グ リッドを中心とする位置にある。東北側の第123号住居址とわ
ずかに重複しており、また西壁には境乱穴がある。

平面形は6.3× 6.2mの六角形状を呈する円形で、主軸方向はN-75°一Wを示す。壁は北西側が高く東南側
が低い。北西側は40clnほ どの高さがあって堅くしまっており、東南側では15cmほ どの高さがある。北から西

側にかけての奥壁の肩には、深さ30cmに満たない半円形の浅い柱穴状の遺構が設けられている。周濤は壁下

を全周している。幅の広い深くしっかりした周濤で、南側には小穴が数多く設けられている。内側の床面に

検出されている周濤は、同心円状に拡張のなされる以前の住居の周濤とみられる。床は平坦で堅緻であり、

特に東側が堅い。主柱穴は Pl・ P2・ P3・ P4・ P6° P7・ PSの 7カ所で、 Plは九材を半裁したような穴で

ある。 P9。 Pi。・ P ll・ P12・ P13・ P14は拡張前の柱穴とみられ、炉の奥壁に接する貼床のなされた穴もこ

れらとセットになる主柱穴と考えられる。 Plド P llに も貼床がなされていた。出入口部はP4と PSの間で、

9整0
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A 883.も 19

B882.H9

C 882.‖ 9

黒色土 (尿化物・ ローム粒子) Ⅲ 褐色土 (炭化物少 ,焼上粒子・コーム粒子)
漆暴色土 (黒色土粒混)

認 ヱ

第3岡図 第122号住居址 (1/60)



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

P5と P6の間には周濤よリー段深い濤が設けられている。注目されるのは P5である。P5は 出入口部の主軸線

上に位置している。他の主柱穴とは異なり、方形プランで袋状 となる大形の穴であり、深さもlmほ どで他
の主柱穴に比べると特に深い。ピットの掘方の縁となる床は全周が内側へ傾斜 してお り、床面はピットの縁

まで叩きしめられて堅級な面となっている。他の主柱穴の掘方の縁とは状態がまるで異なり、入念なつ くり

である。柱穴とは異なる特殊な施設としか考えられない遺構である。炉は中央より北西の奥壁側へ寄った位

置にある。掘方のやや浅い長方形の大形石囲炉で、炉石はすべて残っている。炉石は焚口部に河原石 3個を

平らに並べ、他の部分は花南岩の山石 と河原石を維に組んで囲っている。また、北と南の角、それと西の内

側の隅に小礫を詰めている。焚口部の 2つに割れた炉石の内側の縁には縞状を呈する黒色の付着物が認めら

れた。炉底は凹凸があってよく焼けているが焼上の残 りは少ない。炉の北と東側の床には礫が遺存している。

北側の礫は厚い痛平な河原石である。

遺物の出土状態では、X字状把手付大形深鉢 (第357図 3)が覆土に散左 しており、その大破片が P5内から

も出上している。また、南側の第121号住居址からも破片が 4点出上している点が注意される。

遺 物 実測のできた土器は深鉢形上器 2、 X字状把手付大形深鉢 1、 底部 1である。 1は条線状の沈線
と細い粘土紐で、口縁の上端まで文様が構成されている。 2は X字状把手が付 くとみられる。 3は X字状把

＼  ワ 4

θを2

第357図  第122号住居址出土土器 (1/4, 3は 1/6, 4は 1/3)



第 3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物

子貶⊆毯匪
I

0                         10cm

第358図  第122号住居l■出土石器 (1/3, 4は 1/6)

手付の大形深鉢で、覆土とP5か ら出上した。把手から続くU字状の隆帯と下に開く隆帯で胴部の文様が構成

されている。地文は雨垂状の列点文で、粘土紐による蛇行懸垂文がある。

石器は小形石匙 1、 打製石斧 3、 凹石 2、 黒曜石の象U片石器 1、 同両極石器 2、 パレット1の他は象U片類

である。 4は棒状の自然石の片側にある浅い円形の穴を利用したとみられる柄杓状の石器である。穴の底に

は削痕らしき痕跡があり、穴には全面に赤色塗料が付着している。パレットとでもよべるような石器である。

時 期 中期後葉Hと みられる。

第 123号住居址 (第359～ 361図 )

遺 構 北側台地の中央部で、 P-62・ 63グ リッドを中心とする位置にある。西南側の壁の部分がわずか

に第122号住居址と重複している。前後関係を注意して調べたが、壁際であるためか貼床は確認されなかっ

た。ただ床面に遺存する礫と第122号住居l■の壁の状態から、わずかに礫が壁の外へ出ているため、本l■が新

しいものと判断された。

平面形は5.4× 5.Omの隅丸方形で、出入口部がわずかに張り出している。主軸方向は北を示す。壁は西壁

から北壁が30cmほ どの高さであり、東壁から南壁は15cmほ どで低い。西壁は比較的堅いが、他の壁は撹乱に

よる黒土がからんで軟らかい。周濤は西壁下と北壁下に浅い周濤が設けられており、周濤のない南壁下と西

壁下には河ヽピットがめぐらされている。また、北壁側には主柱穴をつなぐように壁に沿って濤が設けられて

いる。東北のコーナー部にもそれに続くのではないかとみられる濤がわずかに検出されている。これらの濤

の上は貼床状の床になっていたことから、旧柱穴は未検出だが、拡張のなされたことも考えられる。床はや

や凹凸のある床で全体に軟らかい。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ PSの 5カ 所である。P6は 出入口部の施設

とみられ、出入口部の壁際には埋甕施設をはさんで浅い掘方の凹みが 2カ所ある。炉は中央より北側へ寄っ

た主軸線上にある。120× 100cm、 深さ70cmほ どの深い方形石囲炉で、注目すべきは北側の中央部に石棒 (第

361図 6)が立てられている。炉石は厚い安山岩と花筒岩の山石 4枚を維に組んで囲い、四隅に刻ヽ礫を詰めて

いる。ただ北東の角の礫はやや大きい人頭大の厚い河原石で、これは詰めたというより平らに据えている。

焚口部と東の炉石は火熱によるためか中央で 2つにひび割れていた。石棒は北辺の炉石の中央で、丁度主軸
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I 黒褐色土 (軟質黒上層覆土 )
‖ 茶掲色土 (ロ ーム粒混入 )
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第359図  第123号住居址 (1/60)

線上に位置しており、炉石の裏側に頭部だけを出すように設置されている。石棒は掘方の底近くに拳大の扁

平な礫を置き、その上に乗せて真直に立て、三角形状に打ち欠いた炉石の裏側の縁に、頭部のへりを乗せる

ようにして埋められている。炉石と、炉石を裏側から支えるように、石棒の両側に埋設された礫とで石組の

ように組まれて固定された、堅固なつくりの祭祀施設である。炉底は凹凸があってよく焼けているが焼土は

かき出されている。埋甕 (第360図 2)は出入口部で主軸線上に位置している。底部を欠く唐草文系の逆位の

埋甕であり、埋甕の南脇には安山岩の平板石を埋菱に添うように立てて同レベルで埋めている。埋甕には安

山岩の平板石で石蓋がなされていた。南壁側の出入口部周辺には礫が多く遺存している。埋甕の石蓋の東側

に位置するP6脇にも石蓋と同様な礫が遺存しており、このあり方は第 2号住居址の出入口側の床面に配され

ていた平板石のあり方と類似している。また、南西のコーナーに近いP4の脇には丸石 (第361図 7)と 長方形

の柱状礫などが遺存していた。礫はその他にP5付近にもある。

遺物の出土状態で注目されるのは、上に記した石棒、埋甕、九石である。その他は、埋甕とその西側の礫

9翠翠



第 3節 縄文時代の遺構 とその出土遺物

の間から小形深鉢 (第360図 3)が出土している。また、覆土からは土器のほか、炉の近 くの床上17.5cmの位

置から、土偶の手部ともみられるヘラ状土製品 (第360図 4)が出上している。

遺 物 土器は唐草文系の構形を呈する深鉢 2点 (1・ 2)と 曽利系の小形深鉢 (3)がある。 1は覆土
からの出上で、把手が 1カ所付けられている。 2は埋甕で底部は欠損している。口縁部には渦巻状の突起が

2カ所付けられている。 3は埋甕の西側から出上した。日縁部を欠くが、欠損部は再生されて擬似口縁とな

っている。土製品は土偶の手部とも思われるようなヘラ状を呈する土製品が 1点 (4)あ る。

石器は打製石斧 3、 凹石 2、 磨製石斧 1、 石棒 1、 丸石 1の他は黒曜石の象」片類である。 6は炉の北辺に

立てられていた石棒である。頭部の裏側が欠かれており、頭部には敲打痕と正面中央に濤状の凹みがある。

7は西壁側のP4脇から出上した丸石であり、表裏に敲打痕がある。

時 期 中期後葉 Hと みられる。

∞
04

第360図  第123号住居址出土土器 (1/4)。 土製品 (1/2)

345
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第3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物

第 124号住居址 (第362～ 366図 )

遺 構 北側台地の内側の平坦な場所で、中央部よりやや北寄 りのO-71グ リッドを中心とする位置にあ
る。

平面形は5.0× 5.Omの隅丸方形で、主軸方向はN-66°一Wを示す。平坦な場所に設けられた住居址である

ため、壁は30～ 40cmの高さでほぼ全周している。西壁がいくなん高かったと思われるが、攪乱を受けている

ため明らかでない。壁は比較的軟らかい。周濤は壁下を全周している。また、南壁側を除く三方向には旧住

居の周濤とみられる貼床のなされた濤がもう1本検出されている。これに対応する旧柱穴のすべては明らか

でないが、本址は拡張のなされた住居址ではないかと考えられる。床は炉の付近がわずかに皿状となるが、

ほとんど平坦で堅級な床である。柱穴はPl・ P2・ P3・ P4である。 P2° P3は 長楕円形で船底形を呈する柱
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黒褐色土 (炭化物 焼土粒 )
茶褐色土 (ローム粒子 )

黄褐色土 (ロ ーム粒子 ローム塊 )

Ⅳ 黄褐色土 (ロ ーム粒子・焼土粒 )
V 焼土 (ス クリーントーン)

第362図  第124号住居址 (1/60)
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I 黒褐色土 (ローム粒子小)
‖ 茶褐色上 (焼土粒・ローム粒)

第363図 第124号住居址覆土中の焼土 (1/60)

黄褐色土 (ロ ーム粒・ ローム塊 )

焼土 (ス クリーン トーン)

穴で、これは旧柱穴との重複とみられる。出入口部はP5と ~段深い周濤へ続くP6の間となろう。炉は中央よ

り西の奥壁側へ寄った位置にある。方形の掘方をもつ石囲炉であるが、炉石は東側を残すのみである。焚口

部に残る炉石は花南岩の一枚石を縦に組んだもので、中央で大きく2つに割れ、小礫を詰めている。炉底は

よく焼けているが焼土はかき出されて残っていない。炉内の覆土は住居址内下層の覆土と同じものであった。

P3脇の床面には礫が 3点置かれている。また、西コーナーに近い壁中には主柱穴より月ヽ規模の穴であるP夕が

▲鰻 r

あり、上面近くに唐草文系の深鉢 (第365図 1)が横転した状態で遺

存していた。P7の南東側の南壁中には第577号土羨があり、底には立て

られていたのではないかと思われる長さ75calの柱状礫が斜位に遺存

していた。

覆土中には焼上が検出されている。焼土は住居址のほぼ中央部で、

第Ⅲ層の上面にある。100× 90clllと 35× 35cmの大きさのものが、厚さ

5 cmほ どで堆積しており、周辺には木炭粉も多い。第Ⅲ層と第Ⅳ層

は黄褐色土で、この上層が住居址の全体を覆うように厚く堆積して

おり、これは住居の廃棄後直ちに埋め戻された土層ではないかと考

えられた。このため覆土中の焼土は、第Ⅲ・Ⅳ層を埋め戻した時点

で、埋まりきらない凹地化した住居址の中央部で、何らかの火を焚

▲ 882219 全

第364図  Pit 7遺物出土状態 (1/40)

∂翠8

茶褐色土

(ロ ーム粒子 )
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く行為がなされたことを示す遺構ではないかと考えられた。

遺 物 土器は 2個体ある。1は P7か ら出土した唐草文系の深鉢で、口縁部に 2カ 所の突起 とそれに続 く

橋状把手が 2カ所ある。 2は出入田部の壁の上端から出上した深鉢の底部である。

9  , qcm

第365図  第124号住居址出土土器 (1/4)

り

３

第366図  第124号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5)
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石器は石鏃 1、 打製石斧 1、 横刃型石器 1、 凹石 1、 磨石 2の他は黒曜石のまJ片類である。

時 期 中期後葉Ⅲとみられる。

第 125号住居址 (第367～370図 )

遺 構 北側台地の内側の平坦な場所で、中央部よりやや北寄りのL-70グ リッドを中心とする位置にあ

る。平面形は4.2× 4.2mの隅九方形で、主軸方向はN-64°一Wを示す。壁は25～ 30claほ どの高さで全周して

おり、比較的堅い。周濤は壁下と内側で二重に検出されている。内側の周濤には貼床がなされており、これ

は同心円状に拡張がなされる以前の旧住居の周濤とみられる。床は凹凸があるが堅緻な床である。南コーナ

ー部の床は、周濤と拡張以前の周濤や小ピット等が重複して不整な浅い凹み状の遺構となっているが、この

部分には貼床がなされていた。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ P5と みられる。出入口部壁下のPsの両側の床

には対ピット状の施設がある。炉は中央より奥壁側へ寄った位置にある。花蘭岩の厚い一枚看を縦に組んだ

方形の石囲炉で、東の焚田部だけは 2つに割れた一枚石を平らに据えている。炉の角には河ヽ礫を詰めている

が、南角には詰められていない。炉底は凹凸があってよく焼けているものの焼上の残りは少ない。伏甕 (第

370図 1)イよ炉の西の奥壁際にある。拡張前の旧住居の周濤に貼床をした床面に、口縁部が若千周濤へかかる

ようにして伏せられている。唐草文系とみられる深鉢形土器の胴部以下を切断したもので、伏甕内の上層は

覆上の第Ⅲ層と同じものであった。床面には礫が 3点置かれているが、東コーナー部の旧周濤上には厚い大
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第367図  第125号住居址 (1/60)



第 3飾

第368図  第125号住居址遺物出土状態 (1/40)

きな河原石が据えられていた。

覆土は西側に黄褐色上の第Ⅲ層が厚 く堆積 して炉の東側まで伸びている。東側は西側の第Ш層上から伸び

てきた第H層の茶褐色上である。注意されるのは伏甕内の土層が第Ⅲ層と同じ土層であることである。本 l■

は廃棄後直ちに埋め戻された住居址と考えられるが、そのことは伏甕施設と関わる事象であるように思われ

る。遺物の出土状態で特記さ絶るのは上に記した伏甕である。その他に炉の東側の床近 くから一括土器群が

出土している。また伏甕の西側の壁近い覆土中からも深鉢形土器の大破片が出上している。

遺 物 図示した土器は伏甕と炉の南側から出上した一括土器群である。 1～ 3は唐草文系とみられる土

器である。 1は伏甕で、赤茶褐色を呈する比較的薄手の焼成のよい土器である。 3は地文が施文されていな

い点、同系統の上器 としては類例が少ない土器である。 4・ 5は胴部に縄文が施文されたもので、 5は鉢形
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縄文時代の遺構とその出上遺物

第369図 第125号住居址出土石器 (1/3)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第370図  第125号住居址出土土器 (1/4, 6は 1/2)

の器形となる。 6は小形の鉢である。

石器は打製石斧 2、 磨石 1、 黒曜石の両極石器 1の他は制片類と少ない。

時 期 中期後葉 Hと みられる。

第 126号住居址 (第371～ 373図 )

遺 構 北側台地の北縁でも北寄 りの場所で、 I-76・ 77グ リッドを中心とする位置にある。西側の第127

号住居址を切って設けられている。
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第 3節 縄文時代の遺構 とその出土遺物

平面形は東壁がやや直線的となる不整な椿円形である。規模は6.0× 5,7mで、長軸方向はN-10°一Eを示

す。壁は北壁が高 く25cmほ どあり、東壁と南壁が低い。比較的掘 り込みが浅 く、かつ境乱を受けているため

黒色上がからみ、北壁と東壁は不明瞭な音Ь分 もある。周濤は南壁側を除いた各壁下と北側の床に検出されて

いる。北壁下の周濤は刻ヽ穴 と濤が連なったものである。北側の床に検出された濤は、東側 と西側にある等間

隔に設けられた 2本の濤が、炉の北側で 1本に重なるものである。これは旧住居の周濤とみられ、その痕跡

から本址は 2度拡張がなされた住居址 と考えられる。住居 l■の南側が重複等の関係で判然としないため拡張

の状態は明らかではないが、拡張は南側へ もなされていると推定される。そうすると旧住居は、重複関係に

ある第127号住居 l■ と類似した形態、規模の住居址であったと考えられるのである。床は第127号仁居 l」_の床

より若千低い位置に設けられている。平坦な床であるがそれほど堅 くはない。主柱穴は Pl・ P3・ P5° P7・

P9・ P IIの 6カ 所で、 P2・ P4・ P6・ P8・ P10° P12は 旧住居の主柱穴とみられる。出入口部は P7付近と推

定される。P7に 続 く壁際の床には浅い楕円形の掘方と濤があり、これは P3と 壁の間に設けられた濤と共に出

入口部の施設と考えられる。炉は中央より北の奥壁側ヘ

寄った位置にある。不整な円形の掘方の炉で、炉石の一

部と根詰めの礫 とみられる月ヽ礫が残っている。炉底は四

凸があるがよく焼けている。埋甕 (第 372図 )は出入田部

横の P7の東脇にある。日縁部 と底部を欠 く唐草文系の深

鉢形土器を正位に埋設したもので、埋甕の周囲は褐色土

で埋められている。埋甕の内はローム粒 と炭化物を含む

黒褐色土で、これは住居上の覆土と同様の上層であった。

遺 物 土器は埋甕 (第372図 )がある。無文の頸部の

下に肩部の文様帯があり、胴部は条線状の沈線とワラビ

手状の蛇行懸垂文である。

石器は打製石斧 3、 横刃型石器 1、 凹石 1、 石錐 1、

黒曜石の両極石器 4の他は剥片類である。

時 期 中期後葉Ⅱとみられる。

第372図  第126号住居址出土土器 (1/4)

◆

/

10om

0                         10cm

第373図  第126号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第 127号住居址 (第371・ 374・ 375図 )

遺 構 北側台地の北縁でも北よりの場所で、J・ K-76グ リッドを中心とする位置にある。東側を第126

号住居址に切られ、また、北西のコーナー部は第128号住居址を切っている。

平面形は5.5× 4.7mほ どと推定される隅丸方形で、長軸方向は北を示す。壁は南壁が15cmほ どの高さで残

っているが、黒色上がからんだ軟弱な壁である。周濤は壁下に設けられているものの南壁下では浅 く、かつ

部分的である。また周溝とは異なる間仕切状の濤が設けられている。濤は北西のコーナー部では柱穴の内側

に設けられているが、全体の配置は主柱穴を結ぶように六角形状に構成されている。西側と南側は部分的に

2本が並列している。床は平坦で比較的堅い。主柱穴はP13° P14・ P15° P16・ P17・ P18・ P19・ P20・ P21・

P22・ P23・ P24・ P25° P26・ P27・ P2Sで、これらの柱穴はほとんどが同地点に2カ所検出されている。こ

のため本址は建直しのなされたことが考えられ、主柱穴は基本的には 8カ所の配置であったとみられる。こ

のうち出入口部にあるP21は他の主柱穴よりも一段深く掘られており、構造上注目される柱穴である。炉は中

央より北の奥壁側へ寄った位置にあり、第126号住居址の西コーナー部に切られている。浅い方形の掘方をも

つ石囲炉で、河原石を維に組んだ西側の炉石が 1枚残っている。炉の南の床にあるやや大形の太い河原礫は

炉石をはずしたものであろうか。

遺物は西壁下の周濤上より定角式の磨製石斧 (第375図 2)が出上している。また覆土からは浅鉢 (第374

図 2)が出上している。

遺 物 土器の出土量は少ない。図示した土器はいずれも覆土からの出上であり、その中では 2の浅鉢が

復元できた唯―の資料である。

石器は凹石 1、 磨製石斧 1・ 石錐 1、 黒曜石の手J片石器 1、 同両極石器 3の他は黒曜石の崇J片類である。

時 期 中期後葉 Iと みられる。
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第374図  第127号住居J■出土土器 (1/4, 3～ 5は 1/3)



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第375図  第127号住居l■出土石器 (1/3, 1は 1/1.5)

第 128号住居址 (第371・ 376・ 377図 )

遺 構 北側台地の北縁でも北寄りの場所で、発掘区の北端にあたるL-77グ リッドを中心とする位置に

ある。本址一帯はローム層までの表土め堆積が薄い上に境乱の激しい場所である。このため東
コーナー部は

ローム層が削平されているため不明であり、かつ南側は大きな撹乱穴で削られている。また東側はわずかに

第127号住居址に切られている。

平面形は判然としないが、5.9× 4.7mほ どの規模と推定される楕円形のプランで、長軸方向はN-4°一E

を示すとみられる。壁は北壁がプランの1/2ほ ど残っている。周濤は西壁下に検出されている。床は北
コーナ

ー部へ傾斜している他は全体に平担で軟らかい。炉の南側の床は風倒木による撹乱とみられる穴で大きく削

られており、中心部には根の跡とみられる不整な穴がある。主柱穴はP29・ P30° P33° P34・ P35'P37・ P38
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第376図  第128号住居址出土土器 (1/3)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第377図 第128号住居l■出土
石器 (1/3)

ではないかと思われる。炉は中央よりやや北西へ寄った位置にある。九

みのある河原石 4個 と安山岩及び花蘭岩のやや厚い痛平礫 6個 を平らに

並べて九 く囲った石囲炉である。炉石の配洒は焚口部 と思われる南側に

3つに割れた安山岩の痛平石を置き、北側の奥の位置に花南岩の痛平な

山石を据えている。河原石は炉の西側を囲っているが、東側の炉石は取

りさられている。浅い炉底は凹凸があって焼けているが、焼土はかき出

されて残っていない。炉の南の床面に焼けた部分が認められたが、撹乱

穴で削られているため詳細は明らかではない。

遺 物 土器は破片が若千出上している。 1～ 4・ 6・ 10に示した土
器は燃糸文を地文にもつもので、これは同一個体 とみられる。 7～ 9・

■・12も 同一個体 とみられるもので、渦巻状沈線と円形の刺突文が施文

された井戸尻Ⅲ式の最も新しい段階の上器とみられる。

石器は打製石斧が 1点あるだけである。

時 期 中期中葉Ⅵとみられる。

第 129号住居址 (第 378～ 380図 )

遺 構 北側台地の北縁部でも中程の場所で、H-73グ リッドを中心とする位置にある。東北側の第130号
住居llLを切って設けられている。

平面形は5。 2× 4.8mの五角形状を呈する隅丸方形で、軸方向はN-55°一Wを示す。壁の高さは奥壁となる
西壁が30cmあ り、西壁と東壁は20cmほ どで、第130号住居l■を切る北壁も10cmほ どの高さがある。北壁は比較

的堅いが、他の壁は撹乱による黒土がからんで軟らかい。周濤は小穴を多く伴うもので、西壁下を除く各壁

下に設けられている。西壁下には周濤は設けられていないものの、この部分には刻ヽビットがめぐらされてい

る。北ヨーナー部と西コーナー部の周濤は角張って柱穴へつながっている。埋甕と炉とのあり方から、柱穴

は未検出だが、Plと P4へつながる周濤のラインの西側は拡張部分ではないかと推察される。床は第130号住

居址の床より10cmほ ど低い位置に設けられている。平坦な床で、中央はやや軟らかいが周囲は堅い。主柱穴

は Pl・ P2・ P3・ P4である。出入口部には壁にかかるようにP5が設けられている。また出入田部の床にはU
字形に掘られた濤と、その両端に深さ30cmほ どの対ピット状の柱穴が設けられた特殊な施設がある。濤に囲

まれた範囲の床は皿状に凹んでおり、その中央と東側の濤の中に埋甕が埋設されている。炉は中央より西北

の奥壁側へ寄った位置にある。楕円形の掘方が 2カ所連結した状態で検出されているが、これは西の奥壁側

への拡張に伴い炉が動かされた跡だと考えられる。炉石は抜かれて残っていない。炉底は焼けているが焼土

の残りは少ない。炉の中央にある性格不明の柱穴の壁面は焼けている。埋甕は出入田部に 2カ所ある。Nα l

(第379図 1)は U字形を呈する濤に囲まれた床の中央部にある。この埋甕は口縁部を欠く曽利系の深鉢形土
器で、床面より縁を高く出して正位に埋設されている。No 2(第 379図 6)は U字形を呈する濤の中にある。
これは加曽利E系の深鉢形土器の底部で、正位の状態で濤の中の深い位置にある。土器の上部が欠かれたよ

うな状態にあり、床面に縁が出るように埋設されていたとすると、Nα lと ほぼ同じ大きさの埋甕となる。お

そらくNo 2が先に埋設されていたのではないかと推察される。Nα lの埋設は、西側の拡張に伴う炉の移動と

関係しているものと考えられるのである。

遺 物 土器は曽利系、唐草文系、加曽利E系がある。 1は 口縁を打ち欠いたNα lの 曽利系の埋甕である。
358
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利E系で、 4は P4の脇から、また 5は

(き く欠損する部分があり、均―な割れ

了器 2の他は剖片類である。

1心 とする位置にある。本址周辺は台地

とも境乱を多く受けており、特に北壁部

西南側は第129号仁居址に切られている。

:考えられる。規模は5.0× 5.Omほ どと

Ocmほ どの高さであるが、北壁に続く東

号住居址と第131号住居址の間にわずか

るヽ。北壁下の周濤は境舌とを受けている

〕に設けられていたものとみられる。ま

られる。床は第129号住居址の床よりも

lの床は撹乱を多く受けている。主柱穴

I入口部の施設であろうか。炉は中央よ

)に並べて囲った石囲炉であるが、東側

西の奥へは 2つに割れた丸い棒状礫を

レてほとんど残っていない。

上して注目された。そのほかP9の西脇

からわずかにはずれると思われる東北
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第379図  第129号住居址出土土器 (1/4, 3は 1/3)
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0                        10cm

第剛図 第129号住居址出土石器 (1/3)

2・ 3は唐草文系で、 2は炉の南の床面から出土した。 4～ 6は加曽利 E系で、 4は P4の脇から、また 5は

炉の北側から出土した。 6は No 2の埋甕で、上縁は欠けて鋸歯状に大きく欠損する部分があり、均―な割れ

縁とはなっていない。

石器は打製石斧 3、 凹石 1、 磨石 1、 磨製石斧 1、 黒曜石の手J片石器 2の他は崇J片類である。

時 期 中期後葉IVと みられる。

第 i30号住居址 (第 378。 381図 )

遺 構 北側台地の北縁部でも中程の場所で、 G T74グ リッドを中心とする位置にある。本l■周辺は台地

の縁部にあたるためか表上が薄 く、かつ撹乱が激しい。このため本 l■も撹乱を夕く受けており、特に北壁部

に著しい。本址は南東のコーナー部を第131号住居址に切られ、また西南側は第129号住居址に切られている。

平面形は出入口側が突き出た形の隅丸五角形に近い形態のプランと考えられる。規模は5.0× 5.Omほ どと

推定され、長軸方向はN-56°一Wを示す。壁は西壁が15cln、 北壁が20cmほ どの高さであるが、】ヒ壁に続 く東

コーナー部はローム面となって壁は検出されていない。南壁は第129号住居l■Lと 第131号住居l■の間にわずか

に検出されている。周濤は奥壁となる西壁下と北壁側に検出されている。北壁下の周濤は境乱を受けている

ため不整な形を呈しているが、これは連続しない短かい周濤が部分的に設けられていたものとみられる。ま

た、北コーナー部から続く内側の濤は、拡張前の旧住居の周濤と考えられる。床は第129号住居上の床よりも

若千高い位置にある。平坦で比較的堅い床であるが、炉の東から南側の床は撹乱を多く受けている。主柱穴

はP6° P7・ P8・ P ll・ P12で 5本主柱の酉融置となろう。 P9・ P10は 出入口部の施設であろうか。炉は中央よ

りわずかに西の奥壁側へ寄った位置にある。浅い掘方の縁に礫を平らに並べて囲った石囲炉であるが、東側

の炉石が 1カ所はずされている。炉石は河原石 4個 と花商岩 2個で、西の奥へは 2つに割れた九い棒状礫を

据えている。炉底は凹凸があってよく焼けているが焼土はかき出されてほとんど残っていない。

遺物の出土状態では、炉内の東側底から河ヽ形土器 (第381図 2)が出上して注目された。そのほか P9の西脇

から無文の深鉢形土器の底部が出土している。また、住居l■のプランからわずかにはずれると思われる東北

952

―
‐」
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第3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物
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第381図 第130号住居址出土土器 (1/4, 2は 1/2)・ 土偶 (1/2)・ 石器 (1/3)

の隅から土偶 (第381図 3)が出土している。

遺 物 土器の出土量は少ない。 1は覆土からの出上である。 2は炉の東側底から出土した手捏の小形土

器である。 3の上偶は東北の隅から出土したもので、本址に直接伴うものとはみられない。

石器は凹石 2点 と黒曜石の制片が 2点あるだけである。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

第 131号住居址 (第 378・ 382～ 385図 )

遺 構 北側台地の北縁部でも中程の場所で、E-73グ リッドを中心とする位置にある。住居上の東側は

第132号住居址の上面に設けられており、北西側の第130号住居址をわずかに切っている。

プランは奥壁側が不明であるが、出入口側が突き出た形の隅丸五角形になるものと考えられる。規模は

5.OX4.8mと 推定され、主軸方向はN-41°一Eを示す。壁は重複関係のない西壁が20cmほ どの高さである

が、南壁はローム面となって壁はない。撹乱が激しいため黒上がからみ、壁は軟弱である。周濤は北壁側に

幅の広 く底の平坦な周濤が設けられている。西側から南側にかけての周濤は小穴を伴うもので、柱穴がから

んで不整な濤となっている。床は平坦で堅緻である。ただし炉を含む中央から奥の部分は第132号住居址への
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第382図  第131号住居址出土土器

0                        10cm
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(1/4,  3 ・ 41よ 1/3)
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第384図  第131号住居址出土土偶 (1/2)

貼床であるため不明瞭な部分が多い。貼床は炉の北側に顕著であったが、東側は判然としなかった。主柱穴

は P14・ P15° P16° P20° P21・ P22である。ただしP21と P22は建替えが考えられるので、基本的には 5本主

柱の酉乙置となろう。出入口部には P17・ P18・ P19がある。突端の P19と その両側の P17・ P20の 3カ所には、

いずれも軸方向に伸びる短かい濤がつながれており、これらの遺構は出入口部の施設とみられる。炉は中央

より奥壁側へ寄った主軸線上に位置している。長方形の大形石囲炉であるが、東側の炉石ははずして動かさ

れており、焚口部の炉石は抜かれて残っていない。炉石は丸みのある河原石と花蘭岩の平板石を縦に組んで

囲ったものである。西の奥壁側の炉石は石皿 (第385図 2)を転用したもので、東の平板な一枚石は中央で割

IPδ翠

第383図 第131号住居址黒曜石
集石遺構 (1/4)

′
翌
事
蕉

ヽ
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P   1  4眺 m

第385図 第131号住居址出土石器 (1/6) 軽石製品 (1は 1/2)

れている。炉底は凹凸があって凸部が焼けているが焼土はほとんど残っていない。伏甕 (第382図 1)は出入

口部横の壁近いP17の南脇にある。小さな波状口縁の深鉢形土器の口縁部を床に伏せたものである。黒曜石集

石遺構は東コーナー部の P lsの東脇にある。貼床は不明瞭であるが、レベル的にはほぼ床面になるのではない

かと推定される。黒曜石16個が集められた集石遺構である。

遺物の出土状態で注目されるのは上に記した炉石へ転用された石皿と伏甕、それに黒曜石集石遺構がある。

一括土器は炉の西側の床上から出上している。また覆土からは 2個体分の上偶の脚部 (第384図 1～ 4)が 4

個散左 した状態で出上している。

遺 物 床近くから出上した土器は 2個体ある。11ま出入口部横の壁近くの床に伏せられていた伏甕である。

2は炉の西側の床近 くから出土した曽利系の深鉢である。 3・ 4は同一個体で唐草文系の深鉢形土器の胴部

である。土偶 (第384図 )は脚部が 4点ある。 1と 2は同一個体の左右の脚部であり、同じく3と 4も 同一個

体の左右の脚部である。いずれも覆土からの出上である。

石器は石鏃 1、 石皿 1、 軽石製品 1の他は黒曜石の砕片・手J片類である。黒曜石の砕片・制片類は49点あ

り、この中には黒曜石集石遺構の16点 も含まれている。 2は炉石に転用されていた石皿である。 1は軽石製

品で、表面に浅い皿状の凹みと裏面に深い凹穴がある。

時 期 中期後葉Hと みられる。

第 132号住居址 (第386～ 388図 )

遺 構 北側台地の北縁部でも中程の場所で、D-73グ リッドを中心とする位置にある。住居l■の北側1/

2ほ どは未発掘である。本l■の西側上面には第131号住居址が構築されている。

平面形は円形になるものと思われる。全体の規模は明らかではないが、発掘された部分は6。 7× 3.6mの規

模がある。壁は南壁と西側がごくわずかな立ち上がりで認められる。周濤は西壁下に部分的に設けられてい

る。床は皿状を呈する堅緻な床で、西壁側が一段高いが、これは拡張部ではないかと思われる。主柱穴は P2・
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第386図  第132号住居址 (1/60)

10cm

℃翻―
中 2

I
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(1/3)。 土製円板 (1/2)

θδδ

第387図 第132号住居址出土土器
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P3・ P4・ P5° P6・ P7が壁際にほぼ同間隔で酉己置さ

れている。ただ P5と P6は接近した位置関係にある

ので、あるいは時間的な前後関係があるのかもしれ

ない。主柱穴の内側には主柱穴よりも浅い P8・ P9・

P10。 P llが設けられている。これらは拡張前の柱穴

であろうか。また中央部にはP13・ P14・ P15・ P16が

あり、P16は地床炉を切っている。Pi。は第131号住居

上の主柱穴と重なっており、P12は 第131号住居l■の

主柱穴である。出入口部は壁際に施設が集中してい

るPl・ P2の付近と推定される。炉は地床炉で、拡張

前は中央に位置していたが、拡張後は中央よりやや

出入口側へ寄った位置となっている。

遺 物 覆土からは前期末の上器片が比較的多く出土している。 1は床面から出上した中期初頭の深鉢形

土器の口縁部である。上製円板 (2)が 1点あるが、これは混入品とみられる。

石器は石鏃 1、 磨製石斧 1、 原石 1の他は黒曜石の手J片類である。

時 期 時期決定資料に欠けるが、図示した床面出土土器から一応中期初頭Ⅱとみておきたい。

第 133号住居址 (第389～ 391図 )

遺 構 北側台地の内側の平坦な場所で、中央部よりやや東北よりの、G-68グ リッドを中心とする位置

にある。南側を第134号住居l■に切られており、北壁には第582号土損が重複している。

平面形はやや不整な円形で、規模は4.6× 4.2mほ どぁる。主軸方向はN-52°一Eを示す。壁は北西側が高く、

東側と南側へ低 くなるやや軟らかい壁である。周濤は壁下に比較的幅広く設けられている。床は平坦で堅い。

主柱穴はPl・ P2・ P3と 第134号住居址内の P4・ PSの 5カ所とみられる。出入口部は南西側のPlと P5の間

である。出入口部の施設は主軸線上の壁下に短かい周濤状の濤と浅い P″があり、P7の脇にも浅いP6が設け

られている。炉は中央より東北の奥壁側へ寄った主軸線上の位置に設けられている。浅い掘方をもつ100× 60

cmの長方形の石囲炉で、中央に深鉢形土器の口縁部を立てている。炉石は痛平な人頭大の河原石を維に組ん

で囲ったものであるが、焚口部にだけ角柱状の礫を酉直している。焚口部の礫は中央で 2つに割れており、そ

の角には月ヽ礫が詰められている。炉石は奥の東側と、それに続く東の角の炉石が 2枚はずされていた。浅い

炉底は凹凸があってよく焼けているが、焼土はかき出されてまったく残っていない。中央の土器は炉底に埋

設されておらず、高くなった底に置かれた状態にある。土器内には焼上が残っていなかった。

遺 物 土器は 3個体ある。 1は炉内の炉体土器とみられる深鉢形土器の口縁部である。口縁部の縁は焼

けただれたように白色化しており、重弧に構成された細い粘土組が部分的に黒J落している。 2は炉の南側の

床近くから出上した深鉢形土器の胴部で、X字状把手が付けられている。 3は炉の西側の床近くから出土し

たものである。

石器は打製石斧 6、 横ガ型石器 2、 大形石匙 1、 磨石 1の他は系J片類である。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

9   1  PCm

第388図  第132号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5)

θσ7
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第389図  第133・ 134号住居址 (1/60)
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第390図  第133号住居址出土土器 (1/4, 3は 1/3)
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第391図  第133号住居址出土石器 (1/3)
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第 134号住居址 (第389・ 392・ 393図 )

遺 構 北側台地の内側の平坦な場所で、中央部よりやや東北寄りの、G-66グ リッドを中心とする位置
にある。北狽」に続く第133号住居l■を切って設けられている。

平面形は5.7× 5。 lmの規模がある隅丸五角形で、主軸方向はN-48°一Wを示す。台地の内側の平坦な場所

に設けられた住居址で比較的掘り込みも深いため、壁は40cmほ どの高さで全周している。全体に堅い良好な

壁である。周濤は小穴を伴うもので壁下を全周している。また奥壁側を除く三方向には拡張前の周濤が同心

円状に検出されており、南西側ではさらにもう一本内側に検出されている。床は平坦で堅緻であり、ことに

北狽Jが堅い。主柱穴はP8・ P9・ Pi。・P12の 4カ所である。P8と P121ま I日柱穴と重複しており、 P13も 旧柱

穴とみられる。出入口部にはP llが設けられている。炉は中央より北西の奥壁側へ寄った主軸線上に位置して

いる。隅九方形を呈する掘方の炉で、炉底は炉石を組む部分よリー段低 く楕円形に掘られている。炉石は抜

かれてすべて残っていないが、炉石の根詰めと考えられる季大の小礫が遺存している。炉底は凹凸が多く、

θ%θ

♀       |      1昨 m

第392図  第134号住居址出土土器 (1/4, 3は 1/3)

0                 1ocm
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9    1    PCm

第393図  第134号住居址出土石器 (1/3)

全体によく焼けている。埋甕 (第392図 1)は出入口部で主軸線上に位置している。底部を欠く曽利系の深鉢

形土器で、縁を床面に合わせて正位に埋設している。埋甕には平板石の石蓋が床面につくように平らになさ

れている。土器の内には粘性、締りともにない暗褐色上が詰まっていたが、土は土器の縁までいっぱいに詰

まっておらず、石蓋との間に若千の空間があった。石蓋の脇の床には厚い痛平な河原石がわずかに重ねられ

て置かれていた。炉の東の床には浅い円形のP14があるが、性格は明らかでない。

遺物の出土状態で注目されるのは上記の埋甕である。その他は北壁下のP9の西脇の床に深鉢形土器の口縁

部が置かれた状態で出土している。性格は明らかでないが、伏甕に通ずる行為の所産であることも考えられ

る。また炉の掘方の南側の中段には、根詰めの礫と共に土器片が 3点遺存していた。

遺 物 土器は曽利系 (1～ 3)と加曽利E系 (4)がある。 1は埋甕で底部を欠き、口縁部は全周を打

ち欠いている。 1と 2は胴部に同じ文様の構成をもつものである。 3は綾杉状のハの字文が施文されている。

4は小波状の連続する日縁の深鉢となるであろう。

石器は打製石斧 3、 横刃型石希 1、 凹石 4、 ハンマー 1の他は手U片類である。

時 期 中期後葉IVと みられる。                     ,

刀
川
―Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｖ

θZZ
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第 135号住居址 (第394～ 396図 )

遺 構 北側台地の先端に近い台地の北縁部で、A-71グリッ
1/3ほ どは未発掘である。また炉の東側には第583号土竣があり、

B 8811,9 ビ
一

翻

ｉ

一輯
一
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●
コ
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図
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９５第

0                2m
I            I            I

第394図 第135号住居址 (1/60)

ドを中心とする位置にある。住居l■Lの北側

南壁際にも土竣状の遺構が重複している。

平面形は4.5× 4.3mほ どと推

定される規模の円形で、主軸方

向はN-60°一Wと なろう。壁は

西側が高く東側へ低い。高さは

15cm前後で、 全体に攪乱による

黒色上がからんで軟らかいが、

北西部は堅い。周濤はないが、

南側の壁から若干離れた内側の

位置に短い濤が設けられている。

上墳状の遺構が中央を切ってい

るため詳細は明らかでない。西

壁下と南コーナー部の壁下には

河ヽピットがある。床は中央部が

平坦で主柱穴付近から外側がや

や高く皿状となる。凹凸はある

が堅い床である。主柱穴は PI・

P2・ P5・ P6・ P7である。 Plと

P7は建替えが考えられるので、

基本的には 4本主柱の構造とみ

られる。出入口部は東壁側で、

施設は浅い円形の穴とP3が設

けられている。炉は中央よりわ

ずかに西の奥壁側へ寄った位置

にある。九みのある河原石を維

に組んで丸 く囲った石囲炉で、

焚口部の西側の角に河ヽ礫を配し

θ72

第135号住居址出土土器 (1/4)

9        ,       1 01cm
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第396図 第135号住居址出土石器 (1/3, 1・ 2は 1/1.5,13～ 15は 1/6)
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ている。また北側の炉石は割れた石皿を転用したもので、凹面を内側にし、割れ口を底につけて維に据えて

いる。炉底は凹凸があって凸部が焼けているが、焼土はかき出されて残っていない。炉の東側には第583号土

獲がある。北側の土娠状の遺構には貼床がなされていたが、第583号土羨にはなされておらず、底近 くに礫が

3点遺存していた。出入口部横の南コーナー部には袋状を呈するP4がある。遺物は出土していないが貯蔵用

の施設ではないかと思われる。西壁下の床には人頭大の厚い河原石が置かれている。礫は上面が皿状に凹ん

だものであった。

遺 物 土器は覆土中から出土しているがすべて破片で一括出上のものはない。いずれも中期中葉のもの

であ り、比較的大形の破片 2点を図示 した。

石器は石鏃 2、 打製石斧 6、 横刃型石器 3、 凹石 2、 磨石 1、 石皿 3、 磨製石斧 1、 黒曜石の両極石器 1

の他は崇」片類である。14は炉石に転用されていた石皿の破片である。

時 期 時期決定資料に欠けるが、覆土からの出土土器 と炉の形態から、一応中期中葉IVと みておきたい。

第 136号住居址 (第 397～ 400図 )

遺 構 北側台地の北縁部に近い内側の平IEな場所で、 E-69・ 70グ リッドを中心とする位置にある。第

148号住居址と同地点で重複 しており、第148号住居址の南側部分に設けられている。攪乱の著しい住居址で、

炉の東側の床には大きな攪乱が及んでいる。本址の東側には第137号住居址が接している。

平面形は4.2× 4.Omと 推定される規模の隅九方形で、主軸方向はN-63°一Wを示す。壁は南壁と東壁が10

cmほ どの高さで検出されている。北壁と西壁は第148号住居址の覆土中に設けられている。このため北壁は検

出されなかったが、西壁では中央から北コーナーにかけて、周濤から立ち上がるわずかな壁の部分が検出さ

れている。周濤は西壁下と南壁下に部分的に設けられている。床は全体に皿状で出入日部が特に低い。炉の

東側の床には大きな攪乱がある。床は攪乱のためか全体に凹凸があるが比較的堅い。主柱穴は Pl・ P2・ P3・

P7の 4カ所と考えられる。出入日部の施設は壁Tに P4と P5があり、床には浅い P6が設けられている。炉は

中央より西の奥壁側へ寄った位置にある。方形の掘方をもつ石囲炉であるが、炉石は南側を残して抜き取ら

れている。南側の炉石は花同岩の一枚石を 2つに割ったものを縦に据えているが、炉石は土圧によるためか

内側へ傾いている。炉底は凹凸があってよく焼けている。

♀   I  qcm
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第397図  第136号住居址出土土器 (1/4)
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♀   !  甲帥

第400図  第136号住居l■出土石器(跡 (1/3)

遺物の出土状態では P5か ら磨製石斧 (第399図 9)と 石錘 (第 399図 12)が出上しているのが注目される。

また、 P7の北近 くの位置で、床上16cmの覆土中から軽石製品 (第399図 ■)が出土している。

遺 物 復元できた土器は 2個体ある。 1・ 2共に曽利系のやや小形の深鉢形土器である。 1は平縁で地

文に縄文が施文されている。 2は小さな波状口縁で、地文はハの字状の短い沈線である。

石器は石鏃 1、 石錘 1、 打製石斧 8、 凹石 4、 磨石 2、 磨製石斧 3、 黒曜石のスクレイパー 1、 同両極石

器 1、 軽石製品 1の他は刹片類である。9の磨製石斧と12の石錘は P5か らの出土である。11の軽石製品はP7

に近い北側の覆土中から出上したものである。頭部と両側面に肩のような低い突起をつくり出したもので、

頂部には浅い凹みがある。石棒状 とも動物形とでもいえるような形態の軽石製品である。

時 期 中期後葉Vと みられる。

第 137号住居址 (第 398・ 401・ 402図 )

遺 構 北側台地の先端部の西側で、台地の北縁部に近いC-70グ リッドを中心とする位置にある。西側
はわずかに第148号住居址と重複関係にあり、また第148号住居址と同地′点で重複する第136号住居址と接して

いる。

平面形は4.8× 3.8mの規模をもつ六角形状の楕円形で、長軸方向はN-6°一Wを示す。壁は10～ 20cmほ ど

の高さがある。やや開きぎみの傾斜のある壁で、攪舌とによる黒土がからんで軟弱な壁となっている。周濤は

小ピットを伴う浅いもので北壁下に設けられている。東壁下では連続する小ピットが周濤状にめぐらされて

いる。床は中央が低 くなる皿状の床で、中央よりも周囲の床面の方が堅い。柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ P5°

P6° P7・ P8が検出されている。このうちPl・ P4・ P5は 長軸線上に位置するが、 Plは他の主柱穴に比べる

と浅い。出入口部はP6と P4・ PSの間とみられる。この部分の壁際の床には段がつけられており、またP4と

P6の間には浅いピット状の施設が設けられている。炉は中央よりわずかに北へ寄った長軸線上の位置にあ

る。深鉢形土器の口縁部を床面から10cmほ ど高く出るように埋設した埋甕炉である。土器は東側の部分が抜

かれ、炉の上を蓋でおおったような状態で出上した。炉内と周辺共に焼土はまったく残っていない。

遺物の出土状態では上に記した埋甕炉のあり方が注目される。また、炉の東の床面には彫刻ある石皿 (第

402図 4)の先端側の半欠品が置かれていた。その他一括土器が出入口部の床近 くから出上している。

遺 物 土器は埋甕炉に用いられていた抽象文をもつ深鉢形土器 (1)と、出入口部の床近くから出土し



第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

9         ,       10Pm

第蠅1図 第137号住居址出土土器 (1/4)

P   I  ttCm

第402図  第137号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5, 4は V6)

たやや小形の深鉢形土器 (2)がある。

石驀は石鏃 1、 打製石斧 3、 横刃型石器 1、 石皿 1の他は劉片類である。 4は炉の東の床面から出上した

石皿の半欠品である。先端部と凹面の両側の表面に半円形の陰刻文を彫刻しており、先端の文様は円形の凹

みを囲む同心円状の文様を構成している。

時 期 中期中葉 Hと みられる。

973



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第 138号住居址 (第403～ 406図 )

遺 構 北側台地の中央部の平坦な場所で、 J・ K-65グ リッドを中心とする位置にある。

平面形は出入口部が張り出す隅丸五角形で、規模は5,8× 5,7mぁ る。主軸方向はN-22°一Eを示す。壁は

西壁が高く東壁側が低い。西壁は高さが25cmほ どあり、南壁も出入口部付近で25cmほ どある。北壁と東壁は

低く、東壁は中程でローム面へ尽きている。西壁と南壁は堅いが北壁は攪舌とが入って軟らかい部分が多い。

周濤は北壁下が部分的で、南コーナー部では壁から離れた位置に設けられている。小ピットを伴うもので西

壁下の周濤はしっかりしている。周濤と並んで内側の床に検出されている濤は拡張以前の旧住居の周濤であ

る。北壁は同一のプランとみられることから、拡張はその他の三方向へ同心円状になされているものと考え

られる。床は平坦で堅いが、南コーナー部の壁と周濤間の床は軟らかい。主柱穴はPl・ P3・ P5・ PO・ P ll

二 881719
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第403図  第138号住居址 (1/60)
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第404図  第138号住居址遺物出土状態 (1/40)

の 5カ所とみられる。 P2・ P4・ P XO・ P12は拡張以前の旧住居の主柱穴と考えられ、 P4・ P10は 同地点での

2カ 所の重複である。出入口部は対ピット状のP7と P8の 間であり、この部分は壁が張り出して周濤も「コ」の字

形に設けられている。P6も 出入口部の施設の 1つであろう。また、出入口部西の内側の床に検出されている

「く」の字形の濤は旧住居の出入口部施設と考えられる遺構である。 炉は中央より北の奥壁へ寄ったPl近

くに設けられている。隅丸方形の掘方をもつ石囲炉であるが、炉石は南側に 2個残るほかは抜かれて残って

いない。炉底は焼けているが焼土はかき出されてほとんど残っていない。

遺物は炉内と炉の南西側の床近 くの覆土中から一括土器群が出土している。とくに炉内には深鉢形土器 3

個体ほどが、礫と共に叩きつぶされたような状態で、上面から底辺までびっしりと入っていた。

遺 物 復元した土器は 5個体ある。 1～ 3は 曽利系とみられる土器である。 2は古型式の要素をもつも
ので、炉内からの出上である。 4・ 5は唐草文系の深鉢で、 4は炉内からの出土である。

石器は石鏃 1、 打製石斧 4、 凹石 3、 礫器 1、 黒曜石の石鏃ブランク1の他は祟U片類である。

時 期 中期後葉Ⅲとみられる。
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第硝5図 第138号住居址出土土器 (1/4)
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第刺6図 第138号住居址出土石器 (1/3, 1は 1/1.5)

第 141号住居址 (第 407・ 408図 )

遺 構 北側台地の東縁部で、南西側の谷に面した場所に近いK-54グ リッドを中心とする位置にある。
東側の第142・ 143号住居J■、南側の第119号住居l■ と重複しているが、本上が最も新しい時期の住居l■であ

る。

平面形は4.2× 4.2mほ どと推定される規模の隅丸方形になるものと思われ、主軸方向はN-47°一Wを示す

とみられる。壁は北西側の奥壁が検出されている。高さが30cmほ どの堅い良好な壁である。周濤は検出され

ていない。床は炉の周辺では平坦で堅くしまっているが、南東側は傾斜する軟らかい床となっている。未検

出ではあるが、南東側はおそらく貼床であったと思われる。また、第■9号住居址と重複する南側の床は貼床

であったことが確認されている。主柱穴は第142号仁居址と重複する部分にあるP2ヽ 第143号住居址内に位置

するP3ヽ 第■9号住居l■の周濤部に設けられたP6で、南のコーナー部の柱穴はP5が相当するであろうか。位

置関係からみるとPsはやや東側へ寄っているので、この部分の主柱穴はあるいはP5の西側の第■9号住居l■

の覆土中に設けられていたことも考えられる。またPlは奥壁下の主軸線上に位置する楕円形の穴であるが、

浅いことから柱穴とは考えにくい施設である。P4は本址に伴う柱穴であるのか判然としない。炉は中央より

北西の奥壁側へ寄った位置にある。方形の掘方をもつ石囲炉であるが、炉は破壊されている。炉石は南側の

縦に組んだ花南岩の厚い一枚石が残されており、これは火熱によるためかひび割れている。また、炉の中に

は、奥壁の炉石と思われる厚い花聞岩の一枚石が、手前に倒されるようにして伏せられている。伏せられた

382
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第蠅7図  第141号住居址 (1/60)

第 3飾 縄文時代の遺構とその出上遺物
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炉石の下には覆土と同様な土が炉を覆うように堆積していることから、炉石は炉が上で覆われた後に伏せら

れたものと推定される。炉底には焼土が残っていた。

遺 物 土器は 2個休ある。 1は炉の西側の床近くから出上した曽利系の深鉢形土器である。 2は奥壁下
のPl内から出上した加曽利E系の深鉢形土器の口縁部である。

石器は打製石斧の欠損品 1点 と黒曜石の崇J片類が 2点あるにすぎない。

時 期 中期後葉Ⅳとみられる。

第 142号住居址 (第 409～ 411図 )

遺 構 北側台地の東縁部でも中程の場所で、J-56グ リッドを中心とする位置にある。東側は第144号住
居址、南側は第141。 143・ 145号住居址と重複している。また西側の上面には平安時代の第140号仁居l■が設

けられている。

平面形は6.5× 5.8mほ どと推定される規模の楕円形になるものと思われ、長軸方向は北を示すとみられる。

壁は北西側が高く、北壁の中央部から東側へ徐々に低 くなっている。高さは北西部の高い部分で50cmほ どあ

り、堅くしまった壁となっている。周濤は北西の壁下に顕者である。小ピットを伴うもので、壁には周濤内

の小ピットに続く維位の細い掘方の痕跡が縞状に残っている。周濤は東コーナー部では部分的で小ピットが

めぐらされている。床は中央部が平坦な堅緻な床でやや東側へ傾斜している。主柱穴を結ぶ間仕切濤の線か

ら外側の床は中央部より若干高く、堅さも中央部に比べると軟らかい。南側はロームブロックを厚さ5～ 10

cmに敷いた第143号住居l■への貼床であったが、間仕切濤の外側にあたる部分は貼床が未検出である。主柱穴

はPl・ P2・ P3・ P6と 第143号住居址内に位置するP4・ P5の 6カ 所とみられ、P2と P5は 長軸線上に位置し

ている。出入口部はP5付近であろう。主柱穴間には小ピットの伴う間仕切濤が設けられている。Plと P6の

間は図に表況されていないが、刻ヽ ピットのつながるごく浅い濤

状の痕跡がある。他の部分ほど顕著ではないが、ここにも同様

の施設があったと考えてよいだろう。 P5と P6の間にも設けら

れているが、第143号住居址と重複するP5側では未検出である。

同様にP4と P5の間も未検出であるが、本来は設けられていた

ものと思われ、全体では六角形の構成であったと推定される。

炉はほぼ中央に位置している。浅い方形の掘方をもつ石囲炉で

あるが、炉石は北西の角に縦に組まれ、中央で 2つに割れたも

欝 3

ぐ    ,    OPm

第409図  第142号住居址出土土器 (1/4)
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第410図  第142号住居址出土石器 (1/3)
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のが 1つ残っているだけである。炉底はよく焼けているが焼土は少ない。炉内の上面には深鉢形土器の同一

個体の破片が遺存していた。炉に近い南東側の床にあるP7は袋状の穴で、出上遺物はないが、これは貯蔵施

設の一種 とみられる遺構である。

遺 物 復元できる土器は炉内から出土した指圧痕を地文とする深鉢形土器 (第409図 )が 1個体ある。石

器は打製石斧 3、 礫器 1、 黒曜石の両極石器 1の他は黒J片類と原石である。

時 期 中期中葉Ⅲとみられる。

第 143号住居址 (第411・ 412図 )

遺 構 北側台地の東縁部でも中程の場所で、 J-54・ 55グ リッドを中心とする台地の肩部に位置してい

る。東側は第145号住居址の上面に設けられており、北側では第144号住居址を切っている。また、北側の第

142号住居址 と西側の第141号住居址は本 l■の上面に設けられた住居址である。

平面形は明らかでないが、検出された部分 と第145号住居 l■への貼床の範囲から、5.0× 3.3mほ どと推定さ

れる規模の楕円形の住居llLと みられる。その場合の長軸方向はN-29°一Eを示す。壁は第141・ 142号住居址

の床面に立ち上がる西壁が検出されている。西壁の中央部で20cm前後の高さのある堅いしっかりしたローム

の壁である。壁は南側へ徐々に低 くなっており、南壁は西コーナー部がわずかに検出されただけで、南側は

ピットを境にローム面となって壁は検出されていない。一方の北壁もローム壁であったが、攪乱のため壁は

残っていない。周濤は設けられていない。床は皿状 となる堅い床であるが、南側は凹凸がある。また東側は

第145号住屋 l■への貼床である。貼床は顕著ではないが Pi。・P ll付近まで検出されている。柱穴は P8・ P9・

P12と 第145号住居址内に位置するP10・ P llが考えられる。炉は中央よりやや北東の奥壁側へ寄った位置にあ

る。下位の第145号住居址の壁上に設けられた刻ヽ形の石囲炉である。炉石は刻ヽ形の河原石を維に組んで囲って

いるが、北側の 1枚は第142号住居址の出入口部の柱穴とみられるピットで切られて残っていない。炉底は焼

けているが焼土は残っていない。また、炉に続 く南側の床面が焼けていた。

遺物の出土状態では Psの北脇の床に伏せられていた深鉢形土器の底部が注目される。

遺 物 出土遺物は少ない。土器は床に伏せられていた深鉢形土器の底部 と、第412図 1に示した搭沢式と

みられる深鉢形土器の大破片がある。

石器は打製石斧 3、 横刃型石器 1の他は象J片類である。

時 期 中期中葉 Iと みられる。

2♀     !    110Cm
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第412図 第143号住居址出土土器 (1/4)・ 石器 (1/3)
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第 144号住居址 (第 411・ 413図 )

遺 構 北側台地の東の縁で、 H・ I-56グ リッドを中心とする位置にある。東側を第157号住居JI、 西側

を第142・ 143号仁居址、南側を第145号住居址に切られている。また東南側は攪乱穴で掘られており、住居 l■

は全体の1/4に みたないごくわずかな部分が検出されただけである。

プランは明らかでないが、南東方向に出入口部をもつ楕円形の住居l■ではなかったかと推定される。ロー

ム面への掘り込みが比較的浅い住居l」_であるため、台地の縁の肩部に設けられたプランの南東側の部分は早

い時期に流出してしまったことも考えられる。壁は第142号住居址の東ヨーナー部から続く北壁の一部が検出

されている。高さは15cmほ どで、攪乱による黒土がからんだ軟弱な壁である。周濤は検出されていない。床

は皿状を呈する床で、攪乱による黒上がからんで軟弱である。柱穴はP13・ P14・ P15° P16° P17° P18が検

出されている。同地点で2カ所が並んで 3地点に設けられており、各地点間はほぼ等間隔に配されている。

P14と P17の 中央で、攪乱穴に削られた床に地床炉の一部とみられる焼土l■が残っていた。おそらくこの焼土

址が本址の炉であると思われる。位置的には中央より西北の奥壁側へ若千寄った長軸線上に相当するものと

考えられる。

遺 物 土器は深鉢形土器 (第413図 1)が 1個体ある。浅い平行沈線の施文された土器で、地床炉周辺か

ら出上した。

石器は打製石斧 1、 大形石匙 1、 黒曜石の両極石器 1の他は黒曜石の争J片類である。

時 期 中期初頭Hと みられる。
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第413図 第144号住居址出土土器 (1/4)。 石器 (1/3)

第 145号住居址 (第411・ 414・ 415図 )

遺 構 北側台地の東縁部でも中程の場所で、 I-54グ リッドを中心とする台地の縁に位置している。北

側の第144号住居址を切って設けられており、西側の上面には第143号住居 ld・が構築されている。

住居址の南側は攪乱と流出でプランの不明な部分 もある。また、東側の台地の縁となる部分に一部未発掘

部分を残すが、プランの全体に関してはほぼ捉えることができた。それによると、平面形は4.7× 4.5mと 推

定される規模の円形で、軸方向はN-35°一Wを示すとみられる。壁は堅 く良好なロームの壁で、高さは北壁

で20cmほ どあるが、北壁から東壁にかけては攪乱で削られて低 くなっている。南壁は南コーナー部まで検出
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されているが攪乱で壁は切れている。周濤は設けられていない。床は北壁側から西壁側にかけての主柱穴を

結漆線の外側の部分が高い。炉を中心とした中央部は平坦で、炉の南側は緩く傾斜している。床はそれほど

堅緻ではない。柱穴はP19。 P21・ P22が検出されている。東側の柱穴は未発掘部分に位置しているものと思

われ、全体では 4本主柱の構成が考えられる。炉は中央よりわずかに北西側へ寄った位置と思われる場所に

ある。浅い楕円形の掘方の中央に深鉢形土器の底部をわずかに傾けるように据えた埋変炉である。土器内に

は焼土がなく、土器の南側の床が焼けている。その他の施設は北壁側にP20が設けられている。断面形が袋状

を呈するピットで、これは貯蔵用の施設ではないかと思われる。また南側の出入田部付近の床には礫が 2′ミ

遺存していた。

遺 物 土器は埋甕炉に用いられていた楕円区画文のある深鉢形土器の底部 (第414図 1)がある。背の低
い深鉢形土器になるものと思われ、欠損部は磨って口縁として再生している。土製品は土偶が 2″ミ(第415図

1・ 2)と 把手 (3)が 1個ある。土偶は胴部 (1)と 片脚部 (2)で、覆土から出土したものである。胴

部は平坦な背面の両側縁が突出したもので乳房を欠損している。一方の脚部は連続刺突文が施文されたもの

である。

石器は石鏃 1、 黒曜石の手J片石器 2の他は手」片類である。

時 期 中期中葉 Iと みられる。

〆 #2

0                         5cm

第414図 第145号住居址出土土器 (1/4)。 石器 (1/1.5)
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第415図 第145号住居址出土土製品 (1/2)
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第 147号住居址 (第416～ 420図 )

遺 構 北側台地の先端に近い台地の東縁部で、A′・ B′ -66グ リッドを中心とする位置にある。第153・

154・ 155号住居址が本上のプランの内に位置して本l■ と重複しており、また南側は第156号住居lLと 重複して

いる。本l■の中央部に位置する第154号住居l■と南壁部に重複する156号住居l■は本l■以前の住居址であるが、

中央北の第153号住居址と東側の第155号住居址は本址より新しい時期の住居址である。

本址は北側から東側にかけてのプランの1/3ほ どに相当すると思われる部分が未発掘である。このためプラ

ンの正確なところは不明であるが、その大略についてはうかがい知ることができる。平面形は西壁と南壁の

中央がやや張り出しており、おそらく北壁と東壁の中央部も同じようにやや張り出した形の円形になるので

はないかと推察される。規模は推定で12.5× 12.5mほ どになるとみられる巨大な住居l■である。壁は北壁の

一部と西壁、それと南壁が部分的に検出されている。南壁以外はやや開き気味に立ち上がるロームの壁で、

壁は堅くしまっている。高さは北壁部で70cmほ どあり、西側から南側へ徐々に低くなっている。南壁は第156

号住居址の覆土中に設けられた壁と、それに続く台地の肩部に設けられた東側の壁が検出されている。第156

号住居上側はロームと漸移層の黄褐色上のやや堅い垂直な壁であるが、第156号住居址に続く東側の壁は、褐

色土に移行する壁となってやや判然としない。周濤は設けられていない。床は中央部が低 く壁際が高くなる

皿状の床であるが、南壁側では壁際の床が低 くなっている。広 く平坦で堅い床であるが、床面には地山の礫

が出ているところもあり、叩き固めたような堅緻さはない。第154号住居l■ と重複する部分の床は貼床ではな

い。しかし第154号住居址の覆土は責褐色上の 1層で非常に堅い。このため本l■の床は第154号住居址を埋め

立ててそのまま床にしたのではないかと考えられた。また、第156号住居址と重複する部分の床はロームブロ

ックからなる責褐色土の埋土とみられる堅い土層である。このため本址の構築にあたっては第156号住居l■も

埋め戻されたものと考えられた。主柱穴はP15・ P16° P17・ P18が検出されている。いずれも壁から等距離

に、柱穴間も同じ間隔で配されている。第153号住居址と第155号住居址内にも予浪1されるため精査したが、

同じような大きな掘方をもつ柱穴は検出されなかった。P15は大きな掘方の割には底部の小さな柱穴であり、

しかも底部は楕円形である。 P16° P18は 同地点で重複関係にあるが、建答えによるものか構造上の特徴であ

るのか判然としない。P17は 隣接する柱穴と濤で結ばれており、協の床には浅い楕円形の掘方と刻ヽピットが伴

っている。柱穴の配置構造は不明だが、検出された柱穴のあり方からは8カ所の主柱穴の配置が考えられる。

出入口部は特定できない。炉の位置からみると、反対方向の西壁側に出入口部が想定されるが、西壁側にそ

れらしき施設は検出されていない。炉の反対方向からは南にずれるが、あるいは主柱穴の付近に月ヽさなピッ

トが集中し、それらの遺構と主柱穴間が比較的狭いP17と P18の間であることも考えられる。この部分の壁は

やや張り出した南壁の中央部であり、方向としては真南にあたる。炉は中央より東側へ寄った位置にFlと

F2が 2カ所ある。 2カ所共大形の深鉢形土器を埋設した埋甕炉で、両者は 2m離れて設けられている。北

西に位置するFlは 口縁部を欠いた大形で桶形を呈する深鉢形土器 (第417図 1)を正位に埋設したもので、

底に口縁部の破片が 3,点置かれていた。焼土は第H層にだけ含まれている。第H層は焼土と炭化物を含むが

1～ 2 cm大のロームブロックも含んでおり、中に焼上の大きなブロックが 1点ある。また第H層の上面はロ

ーム粒の混入した貼床状の第 I層で蓋をしたように覆われており、土器内の上層は埋められた状態にあるも

のと考えられた。東南のF2に比べると焼土は顕著でなく、土器の周囲の床も焼けていない。埋甕炉として

は土器の底が抜かれておらず、完全でかつ土器自体もしっかりしている。第H層 中に焼土は混るものの、こ

の場所で火が焚かれたとは思われない。一応炉として扱ったが、 F2と 関係する何か特殊な施設と考えた方

がよい遺構のように思われる。東南のF2は大形深鉢の胴部の中程の部分 (第417図 2)を埋設した炉であ

99r
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第417図  第147号住居址出土土器(1)(1/4)
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る。炉のセクションの上層は 5層が観察される。第 I層はローム塊と焼土塊を含んでいる。第H層はローム

の赤色化したもので、上器内の第H層 は赤色化したブロックと焼土塊が者しい。第Ⅲ層はローム鬼と焼土を

含んでいる。第Ⅳ層は焼上塊を稀に含むロームの埋土で、第V層には焼上の混入がない。土器の周囲の床面

は土器を中心に径90cmほ どの範囲が円形によく焼けている。上器は火熱を受けているためかもろい。内部も

よく焼けており、北西のFlと は異なり、炉としての機能が果されている遺構である。その他の床面の遺構

では、第154号住居l■の西壁上の床面に河ヽさな焼土l■が検出されている。

遺物の出土状態では上記の 2カ所の埋甕炉に用いられていた深鉢形土器の出土状態が特記される。その他

では、中央西南に位置するP19の上面から深鉢形土器 (第 417図 3)が 1個体出土している。また、中央東南

に位置するやや浅い円形のP29か らは黒曜石のコア 3点 と予U片 1点が出上しており、これはあるいは黒曜石

の集石遺構であったことも考えられる。

遺 物 覆土からはそ沢式～藤内 I式までの上器片が分量に出土しているが、復元できた土器は深鉢形土

器 4個体と小形上器が 3佃体である。 1は北西のFl炉 として埋設されていた桶形を呈する大形の深鉢形土

器である。日縁部を欠損するが、残る日縁部の 3点の破片は底に置かれていた。日縁以下は完形である。 2

は東南のF2炉に用いられていた大形の深鉢形土器の胴部である。ややもろい胎上の上器で、文様に北陸系

の要素がうかがえる。3は P19の上面から出土した深鉢形土器である。やや厚手ではあるが、平出三A系の要

素をもつ土器である。 4は覆土からの出上である。 5～ 7は小形土器で、 5は 3と 同様な文様が施文されて

いる。上製品では土偶の右腰部と思われるものの破片 (12)が 1′ミと土製円板が 4点 (8～ 11)である。

石器は石鏃 5、 打製石斧54、 横刃型石器 2、 大形石匙 1、 凹石 1、 敲石 1、 磨石 1、 磨製石斧 1、 礫器 3、

黒曜石の剥片石器 1、 同石鏃ブランク 2の他は手J片類である。31は第■7号住居l■ との接合関係をもつ輝緑岩

製の敲石で、全面に磨減痕がある。

時 期 中期中葉 Iと みられる。

第418図  第147号住居址出土土器121(1/2)・ 土製品 (1/2)
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第420図 第147号住居址出土石器121(1/3)

第 148号住居址 (第 398。 421図 )

遺 構 北側台地の北縁部に近い内側の平坦な場所で、E-70グ リッドを中心とする位置にある。南側の

大半を第136号住居址で切られているため、プランの北と西側がわずかに残っているにすぎない。比較的掘り

込みの浅い住居l■であり、かつ攪乱を受けているため残存部も判恭としない部分が多い。また、東側はわず

かに第137号仁居址と重複している。

平面形・規模共に明らかでない。しかし推定される主柱穴の配置や、炉の一部ではないかとみられる遺構

のあり方から推察すると、4.8× 4.4mほ どの規模をもつ、南東側にやや張り出すような隅九方形のプランが

考えられる。その場合の軸方向はN-35°一Eを示す。壁は北壁と西壁が検出されている。高さは15cmほ どあ

るが、攪苦しと黒上がからんだ軟弱な壁である。周濤は西壁下に設けられている。北コーナー部から東側にか

けての北壁部は攪乱のため壁・周濤共に判然としない。床は凹凸があり、攪乱も加わってやや軟弱な床 とな

っている。主柱穴は Ps・ P9・ P10と 、第136号住居址内に位置するP ll・ P12が考えられる。また、北コーナ

ー部に想定される柱穴は、攪乱個所 と重複 しているものとみられるのである。炉は中央より北東側
へ寄った、

第136号住居l■内の北側に検出されているP13を 中心 とする場所であったと考えられる。P13は 第136号住居l■

で削られた浅い小さな穴で、ピット内には炉体土器 とみられる埋設された深鉢形土器の胴部 (第421図 1)が

残っていた。おそらく土器埋設の石囲炉ではなかったかと推察されるのである。

遺 物 土器は炉体土器 (1)と みられるものの他は覆土からの出上である。また、第136号住居址 として

とり上げた遺物の中にも覆土出土土器 と同型式のものがかなり混じっている。炉体土器 と推定される土器は

火熱を受けた痕跡が認められる。頸部は隆起線の上に刺突文が施文されており、部分的に小さな隆帯がC字

形に貼付けられている。石器は出上していない。

時 期 中期後葉 Iと みられる。
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第421図  第148号住居址出土土器 (1/3, 1は 1/4)

第 149号住居址 (第422～ 424図 )

遺 構 北側台地の東縁部で、 B・ C-63グ リッドを中心とする位置にある。西南側は第150号住居llLに切
られている。また、西壁中には第426号土墳があり、南コーナー部にも土墳状の遺構がある。そのほか中央東

の床には大きな攪乱穴がある。

平面形は5.2× 5.Omと 推定される規模の円形で、長軸方向はN-60°一Wを示す。ロームの壁は西壁が30cm

ほどの高さであり、北コーナー部から北壁は東へ向かって徐々に低 くなっている。東コーナー部から東壁は

褐色上の壁で軟らかい。周濤は東壁下に小ビットの連なる浅い濤が設けられている。床は壁際が高く、中央

の炉に向かって低 くなる皿状の床であるが、出入口部の想定される東壁側は一段低 く、東側へ傾斜している。

全体に凹凸のある床で、炉を中心とした中央部が堅い。柱穴はP9・ P10,PH・ P12・ P13・ P14・ P15が検出

されている。このうちP15以外は各コーナー部に2カ所ある。このため建替えのなされたことも考えられ、基

本的には 4本主柱の構造をもつものではなかったかと思われる。炉はほぼ中央に位置している地床炉である。

その他の遺構では、南コーナー部に円形で断面形がやや袋状となる土獲状の遺構がある。底に礫が数′ミ遺存

していたほかは遺物は出土していない。本llLよ り新しい時期の遺構である。また、北ヨーナー部の床に人頭

芦
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第422図  第149号住居址出土土器 (1/3, 5は 1/2)
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1                         2

♀   I  PCn

第424図 第149号住居址出土石器 (1/3)

大の礫が 1点遺存していた。

遺 物 土器は中期初頭とみられるものの破片が若千

あるほかは無文の小形土器が 1点ある。小形土器 (5)

は覆土からの出土である。石器は打製石斧 4′くの他は劉

片類である。

時 期 中期初頭 Hと みられる。

第 150号住居址 (第423・ 425～ 429図 )

遺 構 北側台地の東縁部でも中程の場所で、D-61・ 62グ リッドを中心とする台地の肩部に位置してい

る。北東側の第149号住居址を切り、南東側は第152号住居址の上面に設けられている。

住居址の北東側は第149号住居址との重複であるが、遺構のあり方からプランはほぼ推定できる。しかし南

∩

――キ

ーー‐

――‐

Ⅷ

398

第425図  第150号住居l■遺物出土状態 (1/40)
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第乾6図  第150号住居l■出土土器(1)(1/4)
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第紀7図  第150号住居址出土土器(2)(1/4)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

東側は深い位置にある第152号住居址への貼床であるものの、床面は判然とせず、この部分の遺構は捉えられ

なかった。このためプランの不明な菩卜分もあるが、その大略は明らかにすることができた。それによると平

面形は推定6.5× 6.4mほ どの規模をもつ椿円形で、長軸方向はN-50° 一Wを示す。壁は主として北壁から西

壁にかけての部分が検出されている。高さは50cmほ どあり、西側から南側へ徐々に低 くなっている。北壁か

ら西壁にかけては堅いが、西コーナー部から南側にかけては黒土がからんでやや軟らかい。周濤は北西の奥

壁下と、一部北コーナー部の壁下に小穴を伴う濤が設けられている。また南ヨーナーの壁下には小ピットが

設けられている。床は間仕切濤から夕隙Jの部分が中央部より若千高くやや軟らかい。間仕切濤から内側の部

分は平坦な床で堅緻である。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ P7・ PSの 6カ所が検出されている。このうちP3

は西側が袋状になる遺構であることから別の施設の可能性もある。あるいはP3に 続く攪乱部分に主柱穴が設

けられていたのかもしれない。また、南東の第152号住居址と重複する部分にも主柱穴の存在が推定され、基

本的には 7カ所の主柱穴の配置構造をもつ住居l■ではなかったかと思われる。間仕切濤は主柱穴を結ぶよう

に六角形状に掘られている。このうち西コーナー部と北コーナー部ではわずかに二重になる部分がある。ま

た東コーナー部から南側に続く間仕切濤は主柱穴のP4か らではなく、 P4の内側に位置する刻ヽピットから南

側へ掘られている。それと、南コーナー部に位置するP″ と壁下の刻ヽ穴を結ぶ短い濤も住居の構造上注意され

る施設である。炉は中央よりわずかに奥壁側へ寄った長軸線上に位置している。六角形状の浅い掘方をもつ

石囲炉であるが、炉石は東側と北側の一部を残して抜き取られており、東の焚口部とみられる炉石は火熱の

ためか割れている。炉底は焼けているが焼上はかき出されてわずかに残っているにすぎない。その他の施設

では出入口部周辺に設けられているPs・ P6がある。両遺構とも袋状となる深い穴で、特に第152号住居址の

西壁中に位置するP51ま フラスコ状を呈している。P5か らは一括土器が出土しているが、P6か らは遺物の出

土はない。P3も 同類の可能性が強く、いずれも中央から手前の空間に設けられている点が注意さ絶る。貯蔵

用の施設とみられる遺構である。

覆土はほとんどが黒褐色上の単層である。遺物は住居址中央西側の床近 くの覆土中から一括土器群が出土

している。土器群は西壁側のものが60cmほ ど浮上している。炉周辺から東側のものは 5～ 10cmほ ど浮いてい

るが、炉上の一括土器は炉石の上面に接している。石皿(第429図 20)が 1点 P4の西脇の床近くから伏せられた

陥国出13

ぽ プ旧

第150号住居址出土土器131(1/4,13。 14は 1/2)

を0ヱ
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第 3節 縄文時代の遺構 とその出土遺物

状態で出土している。その他の遺物の出土状態ではP5か らの深鉢形土器の出上が注目される。深鉢形土器は

2個体 (第427図 6・ 7)あ り、底から12cmほ ど浮いた底近 くの位置に横に置かれた状態で、丸い扁平な河原

石 1ッミと共に遺存していた。そのうちの 1個体はわずかに日縁部を欠くだけの完形品である。

遺 物 底近くから出上した土器で復元・実測のできたものは14′ミある。 1～ 4は施文された隆帯や刺突

文 。沈線文など、いろいろな文様で複雑に飾られた深鉢形土器である。そのうち 2は変形した櫛形文をもつ

やや小形の土器で、底部が抜かれているほかはほぼ完形である。 6～ 11は縄文をほぼ全面に施文した特徴的

な深鉢形土器の一群である。このうち 6・ 8・ 9は 口縁に突起状の把手が 1カ所設けられたもので、把手は

いずれも蛇体をかたどったものではないかとみられる。■は深鉢形土器の底部であるが、欠損部は擬似口縁

に再生されている。6。 7は P5か らの出土であり、6は 口縁部を一部欠損する他は完全な形で出上した。5'

12は焼町系とみられる土器であるが、 5はやや古い様相をもつ土器のように思われる。12は飾られた橋状把

手が 4カ所付くやや大形の深鉢形土器である。環状突起の付 く隆線と玉抱三又文を基本とするやや彫の深い

特徴的な文様で全面が飾られている。13。 14は小形土器であるが、13は手捏で平行沈線が施文されている。

石器は石鏃 1、 打製石斧20、 横刃型石器 3、 凹石 1、 石皿 1、 磨製石斧 3、 礫器 1、 黒曜石の象J片石器 1、

同両極石器 1の他はまU片類である。20の石皿はP4脇の床近 くに伏せられていたもので、裏面には凹面を作出す

ための痕跡と思われる凹穴が点綴している。

時 期 中期中葉IVと みられる。

第 151号住居址 (第430～ 435図 )

遺 構 北側台地の東縁部でも中程の場所で、F,G-60グ リッドを中心とする位置にある。南側の台地

の肩部に設けられた第157号住居址とは壁がほとんど接するような位置関係にある。また南東の壁中には第

612号土墳が設けられている。

平面形は6.2× 4.8mの規模をもつ楕円形で、長軸方向はN-2°一Eを示す。壁は堅い良好なローム壁が全

周している。高さは北壁が70cmほ どあり、南へ徐々に低くなって南壁は20cmほ どの高さとなっている。比較

的掘り込みの深い安定したつ くりの住居址である。周濤は北壁下に小ピットを伴う浅 く短い濤が部分的に設

けられているだけである。そのうち北東のコーナー部の濤は、P2と 間仕切濤から外に伸びる短い濤でコの字

状につながっており、濤の角の内には小穴が設けられている。間仕切濤と関連し構造上注目される施設の 1

つである。床は間仕切濤から外側がわずかに高くなる部分もあるが、ほぼ全体的に平坦で堅緻な床である。

主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ P8・ P9の 6カ 所で、 P5° P6'P7は出入口部に関わる施設とみられる。間仕

切濤は小穴を伴うもので、出入口側がやや変則的だが、主柱穴を結ぶように六角形状に設けられている。P2

から外に伸びる濤については前に記してある。炉は中央よりわずかに北の奥壁側へ寄った長軸線上に位置す

る小形の石囲炉である。炉石はやや丸味のある痛平な河原石を維に組んで六角形状に囲ったものだが、奥の

石はやや斜めに据えており、また焚回の炉石には角柱状の礫を据えている。奥の左右に配された炉石は火熱

のためか 2つに割れているが、西側のものは大きく割れて片側は隅に詰められたような状態にある。炉底の

焼け方は少なく、焼土はかき出されてまったく残っていない。炉の北と南東側の床に浅い穴があるが、北の

穴は底に地山礫が出ている。

遺物は床と、床近 くの覆土中から一括土器群が出上している。床面からの出土土器は南壁下の浅鉢 (第432

図 7)と 、P9の東側の床で、別の上器の底部円板を中に入れて正位の状態で出上した底部再生器台 (第432図

8)がある。その他の一括土器は主として炉の西南側の場所で、床近 くと床上30～ 40cmの高さに浮いた覆土
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第 3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物

中からの出土である。

遺 物 復元・実測のできた土器は■点ある。比較的大形の深鉢形土器 (1・ 4・ 9)、 中形の深鉢形土器

(2・ 5。 6)、 やや小形の深鉢形土器 (10。 11)の他に台付鉢 (3)、 浅鉢 (7)、 底部再生器台 (8)が各

1点ある。 3の台付鉢はやや大形の高lThと でも言える器形のもので、内面は黒色処理されている。坑状に開

くとみられる口縁部を欠くが、楕円形に構成される連続刺突文の一部がわずかに 1カ 所残っている。また、

大きな脚部には連続刺突文の施文された円形の窓が 2カ所と、三角形の窓が 2カ 所交互にあけられている。

7は南壁下の床から出上した浅鉢で、口縁部がわずかに欠けている。8は P9の東側の床から出上した深鉢形

土器の底部を再生した器台である。以上の他に土製品 (第434図 )が 1′点ある。小形土器の口縁部付近とみら

れるものの破片であるが判然としない。

石器は打製石斧25、 横刃型石器 1、 石錐 1、 黒曜石の手U片石器 2、 同両極石器 1、 軽石製品 1の他は原石

と手U片類である。20は表面にやや大きな深い凹みのある碗状を呈する軽石製品である。

時 期 中期中葉Ⅲとみられる。

第431図  第151号住居址遺物出土状態 (1/40)

Fθ5
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飴

0                 10cm

第弼2図  第151号住居址出土土器(1)(1/4)
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0                 10cm

第姻3図 第151号住居址出土土器(21(1/4)

0                  5cm

第弱4図  第151号住居址出土土製品 (1/2)
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第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第 152号住居址 (第 436～ 439図 )

遺 構 北側台地の東縁部でも中程の場所で、C-60グ リッドを中心とする台地の縁に位置している。南

側の第157号住居l■を切って設けられており、北西側の上面には第150号住居上が設けられている。本l■は発

掘区の関係でプランの西側の1/3ほ どの部分を調査し得たにすぎず、東側は未発掘である。しかし予測される

住居上の東側菩h分は地形が流出したか、あるいは削られたことによるものか急傾斜する地形となっており、

プランはその一部が残っているにすぎないものと思われる。

検出された部分は北コーナー部から西コーナー部にかけての西壁側の著Б分である。発掘区の壁際で確認さ

C 880819

I 黒色土
‖:暗褐色土
‖2暗掲色土 (l cn大 のローム塊が稀に入る)
‖s暗褐色土 (3 cm大 のローム塊を稀に含む )

‖4暗褐色土 (1～ 5 cmの ローム塊 )

‖5暗褐色土 (微細なローム粒 )
‖c暗褐色土
‖7暗褐色土 (ロ ーム粒の混入 )
‖1黒褐色土
Ⅲ2黒褐色土 (l eln大のローム塊が稀に入る)

第弔6図 第152号住居址 (1/60)

Ⅲ3黒褐色土
Ⅳ!明褐色上 (挙大のローム塊50%)
Ⅳ?明褐色土 (1～ 2 cm大のローム塊多)
Ⅳ。明褐色土 (2～ 5 cm大のローム塊多)
Ⅳ4明褐色上

Z09
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れたプランの規模は南北方向に7.Omぁ る。全

体のプランは明らかでないが、やや大形な楕

円形の住居址になるのではないかと推察され

る。比較的掘り込みの深い住居l■であるため

壁も高い。壁は開きぎみの堅いロームの壁で、

高さは■Ocmほ どある。床は堅級で平坦だが壁

際がやや高い。周濤は設けられていない。主

柱穴はP3・ P6が相当するものと思われる。主

柱穴の間にはPl・ P2と P4・ P5が設けられて

いる。また西壁際には刈ヽビットが設けられて

第 3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物

0                  5cm

第嘲8図  第152号住居址出土土器121(1/2)。 上製円板 (1/2)

いる。間仕切濤は主柱穴とみられるP3と P6を結ぶように設けられている。小穴を伴う浅い溝で部分的にとぎ

れており、中程ではP4と も接続している。炉は検出されていないが、東側の未発掘部分に遺存しているもの

と予測される。

覆土は厚い。セクションの観察では、比較的初期の段階に北側からの上層の堆積がより強く進んだものと

考えられた。ただしこれが自然堆積を示すものか人為的な堆積によるものかは判然としなかった。遺物はほ

とんどが覆土からの出上である。一括土器は平出三Aの深鉢形土器 (第437図 1)が 1個体、北壁際で床上

30cmの位置から出上している。その他では完形の小形土器 (第438図 22)が発掘区の壁側の覆土上部から出土

している。
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遺 物 復元できた土器は北壁際から出土した平出三Aの深鉢形土器 (1)が 1個体あるほかはほとんど
が小破片である。破片は猪沢式 (2～ 12)と みられるものが多く、やや古い時期の要素をもつもの (13～ 15)

もある。また、北陸系とみられる土器 (16～ 20)も若干含まれている。小形土器は 2点ある。21は底部付近

で、内面に赤色塗料が付着して残っている。22は覆土上部から出上した完形の小形土器で、表面には指痕が

ある。上製品では土製円板 (23)が 1点ある。

石器は石錘 1、 打製石斧16、 横刃型石器 3、 磨製石斧 1、 黒曜石の象」片石器 1、 同石鏃ブランク 1の他は

手U片類である。

時 期 中期中葉 Iと みられる。

第 153号住居址 (第416。 440,441図 )

遺 構 北側台地の先端に近い台地の縁辺部で、A′ -68グ リッドを中心とする位置にある。巨大な第147号

住居址内の北側に設けられた住居上であり、また本址の南側の下位には第154号住居址が位置している。北東

側が未発掘であり、かつ第147号住居址の覆土中に設けられた住居址であるためプランの全体については詳し

く知り得ない。しかし炉址が検出されていることから、炉址を中心にプランの大略をうかがうことはできる。

プランは明らかでないが、6.3× 5.5mほ どと推定される規模の楕円形を呈する住居l■ではないかと考えら

れる。長軸方向はN-10°一Eを示す。壁は北壁から続く西壁が中央部まで検出されている。プランのあり方

から見て、北壁は第147号住居llLの北壁と重複し、部分的に同じ壁を共有するような状態にあることが推察さ

れる◎周濤は西壁下に短い濤が部分的に設けられているだけである。床は平坦で堅いが、西側の間仕切濤と

壁間の床は中央部よりやや高く、堅さも弱い。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ P5・ P6° P7'P8・ P9が検出

されている。第154号住居l■内で長軸線上に位置するP7以外はいずれも同地点かほぼ近い位置に 2カ所設け

られている。 P3と P4は同時存左と考えられるが、Plと P2、 PSと P6ヽ PSと P9は建替えているものとみら

れる。したがって発掘部分での主柱穴は 5カ所の配置となるが、全体では7カ所ほどの酉己置構成となるだろ

う。出入口部はP5'P6・ P7の付近とみられる。間仕切濤は珂ヽピットを伴う深さ10cm程度の浅い濤で、西側

上 L4

を
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第40図  第153号住居址出土土器 (1/4)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

に位置する3カ所の主柱穴を結ぶように設けられている。南側の第154号住居J■ と重複する部分では未確認と

なってしまったが、全体では六角形状に設けられていたものと推定される。炉は中央より北の奥壁側へ寄っ

た長軸線上に位置している。炉石は縦に組んで囲っているが、北側のやや大きな 1枚は斜めに据え、その西

に続く炉石は裏に礫を詰めて二重に配している。また、焚口部の炉石の左右の角には小礫を詰めてふさいで

いる。炉底は焼けているが焼土はかき出されて残っていない。

遺 物 土器はいずれも覆土からの出土である。 1・ 2はやや刻ヽ形の深鉢形土器である。 3は胴部に指圧
痕の地文をもつ筒形の深鉢で、口縁部には蛇体状の突起が 1カ所ある。 4は 台付土器の台脚部である。

石器は石鏃 1、 打製石斧10、 横刃型石器 3、 凹石 2、 磨製石斧 1、 礫器 1、 黒曜石の両極石器 1の他は手J

片類である。

時 期 中期中葉Ⅲとみられる。

第 154号住居址 (第 416・ 442・ 443図 )

遺 構 北側台地の先端に近い台地の東縁部で、A′ -67グ リッドを中心とする位置にある。巨大な第147号
住屋址の中心部となる場所で、第147号住居址の床面の精査中に存在の明らかとなった住居址である。本llLは

発見された位置とその平面プランのあり方から、現象的には本址とほぼ同期とみられる第147号住居上の中心

部につくられた内部施設のようにもみられる。また、本址の北側上面には第153号住居址も設けられている。

平面形は3.8× 3.Omの規模をもつ楕円形で、長軸方向はN-85°一Eと なろう。壁は軽石や安山岩を含むロ

ーム層まで掘り込んでいるため堅い。高さは15～ 25cmほ どあり、奥壁になると思われる東壁はやや浅く開き

ぎみである。周濤は設けられていない。床は中央の炉に向かって低 くなる皿状の床である。床面には軽石や

安山岩が露出しており、硬質であるが緻密さはない。主柱穴は Pl。・P ll・ P13・ P14の 4カ 所が検出されてい

る。比較的小形な掘方をもつ柱穴であるが、 Pi。は他の主柱穴に比べると掘方は大きいものの深さはやや浅

い。出入口部は壁のプランが変則的な西壁側になるものとみられ、P12と それに続く短かい濤は出入口部の施

設と考えられる。炉は30× 30cmの 刻ヽ形の石囲炉で、住居址の中央に位置している。浅い円形の掘方のなかに

0                        10cm
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＝
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第42図  第154号住居址出土土器 (1/3, 1は 1/4)



第 3節 縄文時代の遺構 とその出土遺物

扁平な河原石を縦に組んで囲ったものだが、西と東の角の炉石が抜かれ

ている。炉底は焼けているが焼土はかき出されて残っていない。

覆土は粘土質で非常に堅い責明褐色上の単層である。第147号住居址の

床面精査の段階では、色調・堅さ共にほとんど同址の床とみられるよう

な状態であった。このため、本址は同地点への第147号住居址の構築にあ

たり、埋め立てられた住居l■ではないかと考えられた。遺物は西南壁下

のコーナー部床面から一括土器と石匙が出上している。

遺 物 土器は西南壁下の床面から一括出土したものである。 1は桶形を呈すとみられる深鉢形土器の底

部付近であり、切断された部分を回縁部 として再生している。 2～ 6は同一個体 とみられる深鉢形土器の破

片である。指圧痕の地文 と細い隆線、深い連続刺突文で文様が構成されている。

石器は大形石匙 1、 黒曜石の崇J片石器と両極石器が各 1の他は黒曜石の手J片類である。

時 期 中期中葉 Iと みられる。

第 155号住居址 (第416・ 444・ 445図 )

遺 構 北側台地の先端に近い台地の東の縁で、C′ -65グ リッドを中心とする位置にある。巨大な第147号

住居l■の東南部の覆土中からローム層中へかけて深 く掘 り込まれた住居 l■である。東側が一部未発掘である

が、プランについてはほぼ知ることができた。

平面形は東西方向が推定4.5m、 南北4.Omの規模をもつ楕円形で、長軸方向はN-62°一Wと なろう。壁は

40cmほ どの高さで全周している。軽石や安山岩が露出した非常に堅い壁である。周濤は設けられていない。

=
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第443図 第154号住居JIL出土
石器 (1/3)
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第444図 第155号住居址出土土器 (1/3)
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第■I章 発掘された遺構と遺物

q    l  PCm

第45図  第155号住居址出土石器 (1/3)

床は平坦だが炉を中心とした中央部がやや低い。床面に軽石や礫が露出した非常に堅い床である。主柱穴は

P20・ P21・ P22・ P23の 4カ所 とみられる。炉は中央より若千西側へ寄った位置に設けられている。 5個の河

原石を維に組んで囲った月ヽ形の石囲炉で、炉石は焚口部に厚い一枚石 を据え、あいた北の角には小形の礫を

配している。このため平面形は不整な五角形を呈している。炉底は焼けているが焼土はかき出されてまった

く残っていない。また、炉の周囲の床は焼けて硬化している。

遺 物 土器の出土量は少なく、すべて破片である。その中では新道式とみられるものがやや多い。また、

終沢式や藤内 I式 と判定できるものも若千ある。最も新 しい段階のものは曽利式が数点ある。

石器は打製石斧 5、 横刃型石器 2、 凹石 1、 磨製石斧 1、 黒曜石の石鏃ブランク 1の他は手じ片類である。

時 期 時期決定資料に欠けるが、中期中葉 Iの第147号住居址を切っていること、それに住居l■及び炉址

の形態と出土土器を参考に、ここでは中期中葉 Hと みてお く。

第 156号住居址 (第416・ 446・ 447図 )

遺 構 北側台地の先端に近い東縁部で、A′ -63グ リッドを中心とする台地の縁に位置している。北側が

本l■ とほぼ同期 とみられる第147号住居址と重複している。

平面形は4.5× 4.Omの規模 をもつ椿円形で、長軸方向はN-70°一Eを示す。壁は全周している。ローム壁

は西側で30cmほ どの高さがあり、南側へ低 くなって南壁では15cmほ どの高さである。第147号住居址 と重複す

る北壁は20cm程度の高さがある。全体にローム壁は堅いが、特に北壁が堅い。周濤は設けられていないが、

壁下には小ピットが点在 している。床は中央の炉に向かって低 くなる皿状の床であるが、出入口部の想定さ

れる南西側は平坦である。全体に堅い床である。主柱穴は P24・ P25'P26° P27・ P28の 5カ所とみられ、出

入口部はP27の付近となろう。炉は中央に位置している。胴部を欠く平出三Aの深鉢形土器を、口縁部が床面

より若千高く出るようにして正位に埋設した埋甕炉である。炉内には焼土がみられない。その他の地設では、

中央から西側の床面に礫が数点置かれている。出入口部には扁平な厚い礫が 2点あり、P28の脇にはやや大形
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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第型6図 第156号住居址出土土器 (1/4,12は 1/2, 5～ 11・ 13は 1/3)

の九い礫が置かれている。またP26の北側の床には、小形の礫と共に完形の石皿が伏せられていた。

覆上のあり方は自然堆積としてはやや不自然で、人為的な堆積を示すものと考えられた。特に北壁側の、

第147号住居址のプランと重なる部分にだけ認められる第�層は、床に厚く平らに積まれた状態であった。第

�層はほとんどロームブロックからなる黄褐色上で、これは第147号住居址の床の上と同質のものであった。

このため本址は第147号住居l■の構築に合わせて埋め戻された仁居l■ではないかと考えられた。

遺 物 土器は埋甕炉の平出三Aの他はほとんどが覆土上部からの出上である。埋甕炉として使われてい

た平出三Aの深鉢 (4)以外に復元・実測のできたものは、やや小形の深鉢形土器の口縁部 (2)と 底部 (1・

3・ 12)がある。

石器は打製石斧 6、 横刃型石器 2、 石皿 1、 磨製石斧 1、 礫器 2、 黒曜石の予J片石器 1の他は系J片類であ

る。

時 期 中期中葉 Iと みられる。
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第m章 発掘された遺構と遺物
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6
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第型7図 第156号住居址出土石器 (1/3)

第 157号住居址 (第448～ 452図 )

遺 構 北側台地の東縁部の中程の場所で、E-56・ 57グリッドを中心とする台地の縁に位置している。
東側は一部に未発掘部分を残すが、プランの1/31ま どの部分はすでに流出してしまったのか、削られたような

傾斜する現地形の斜面となって残っていない。また、第144号住居址から続く南西の壁の部分も攪乱を受けて

いる。遺構の重複関係は、北東側を第152号住居l■にわずかに切られ、北西側では第151号住居l■と接してい

る。また、西側の第 1号竪穴状遺構 (第 146号住)と 第144号住居址を切っている。

平面形は10.0× 8.3mと 推定される規模の楕円形になるものとみられる。大形の住居址で、長軸方向はN―

39°一Eを示すと思われる。壁は北壁と西壁が検出されている。高さは80cmほ どあり、高く堅い良好なローム

の壁となっている。周濤はないが、壁下には刻ヽピットが点左するように設けられている。床は、柱穴と間仕

切濤から壁までの間の外側の床がやや高い位置に設けられている。この部分の床は平坦で、炉を中心とした

中央部の床に比べると堅緻さがなく、やや軟らかい。中央部の床は中心部の炉へ向かってわずかに低くなる

皿状の堅い床である。東側は貼床で設けられていたものと推察される。主柱穴はPl・ P2・ P3・ P4・ P5'P6

が検出されている。Plと P2ヽ P5と P6は隣接して設けられているが、P3と P4はやや離れている。しかしこ

れらの柱穴は建替えではなく、いずれも同時に機能していたものと考えられるのである。発掘部分から想定

される主柱穴の配置はおそらく六角形状を呈する構成で、見方によっては入角形状とでもいえるような規則

的な配置であったと思われる。また、各主柱穴の内側には、主柱穴に対応するように小形の柱穴であるP″・

P8・ P9・ PI。・ P llが設けられている。炉を間にはさむP9以外はいずれも主柱穴から等間隔の位置にある

が、P9・ Pl。 。P llは規模がさらに小さい。このうちP10。 P llは掘方の刻ヽさな柱穴で深さもやや浅い。おそ

らくP5'P6と 関係する施設であろう。いずれにしてもこれらの柱穴は住居の構造上注目される施設の1つで

ある。出入口部は明らかでないが、P6の南に続く濤が壁側へ向かって幅広くなり、浅い不整なピット状の遺

構となるあたりではないかと思われる。間仕切濤は主柱穴を結ぶように設けられているが、P3と P4の間には

ない。この部分にはごく小さな穴が 2カ所あるだけである。また、P4と P5の間の北側の部分は濤にならず、

小さな穴を間に段差がつけられている。Plの東の床に濤が検出されなかったことから、奥壁側の柱穴とPlの

を
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魃7図 第156号住居址出土石器 (1/3)

9場所で、E-56・ 57グ リッドを中心とする台地の縁に位置している。
ρ
ランの1/3ほ どの部分はすでに流出してしまったのか、削られたような

ζいない。また、第144号住居址から続く南西の壁の部分も攪乱を受けて

彗152号住居址にわずかに切られ、北西側では第151号住居址と接してい

(第146号住)と 第144号住居址を切っている。

規模の楕円形になるものとみられる。大形の住居址で、長軸方向はN―
Ξ西壁が検出されている。高さは80cmほ どあり、高く堅い良好なローム

:下には小ピットが点在するように設けられている。床は、柱穴と間仕
〕高い位置に設けられている。この部分の床は平坦で、炉を中心とした

やや軟らかい。中央部の床は中心部の炉へ向かってわずかに低 くなる

1す られていたものと推察される。主柱穴はPェ 。P2・ P3° P4・ Ps・ P6

6は隣接して設けられているが、P3と P4はやや離れている。しかしこ

も同時に機能していたものと考えられるのである。発掘部分から想定

状を呈する構成で、見方によっては八角形状とでもいえるような規則

各主柱穴の内側には、主柱穴に対応するように小形の柱穴であるP7・

。炉を間にはさむ P。以外はいずれも主柱穴から等間隔の位置にある

さい。このうちPl。・ P llは 掘方の小さな柱穴で深さもやや浅い。おそ

いずれにしてもこれらの柱穴は住居の構造上注目される施設の 1つで

の南に続く濤が壁側へ向かって幅広 くなり、浅い不整なピット状の遺

〉間仕切濤は主柱穴を結漆ように設けられているが、P3と P4の間には

汐所あるだけである。また、P4と P5の間の北側の部分は濤にならず、
Pェの東の床に濤が検出されなかったことから、奥壁側の柱穴とPlの
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第 3節 縄文時代の遺構 とその出土遺物

第蠅図 第15拝詞コ訂正面■土器(1)(1/4)
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第Ш章 発掘された遺構と遺物

間には間仕切濤は設けられていなかったと思われる。炉は石囲炉址が 2カ所発見されている。中央の炉は長

軸線上で、若千奥壁側へ寄った位置にある。65× 55clnの大きさで、やや丸 く厚みのある痛平な河原石 7個を

縦に組んで丸 く囲った、美しい花形の石囲炉である。炉底は焼けているが焼土はかき出されて残っていない。

底の中央には、表面に焼けた痕跡をもつ炉石 と同じような人頭大の河原石が置かれていた。また、焚口部と

反対の、炉に続く奥壁側の床面が焼けていた。もう1カ所の石囲炉は、中央の炉から西南側へ2.5m離れた長

軸線の西側で、内側の柱穴のP9の脇に位置している。中央の炉に比べるとやや規模の刻ヽさな石囲炉で、40X

40cmの大きさがある。炉石は九みのあるやや厚い痛平な河原石 5個を縦に組んで五角形状に囲ったものであ

る。炉底は焼けておらず、焼土もまったくない。その他の床面の施設では、中央の炉の東南側に河ヽさな柱穴
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第450図 第157号住居址出土土器121(1/2)。 土偶 (1/2)
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第II章 発掘された遺構と遺物

状の遺構が 3カ所ある。このうちP12と P13はやや炉に近 く、また位置的にも検出されている他の柱穴群とは

対応しないが、あるいは内側の柱穴であることも考えられる。

遺物で床近 くから出土したものは、中央の炉の南西約50cmの場所で、床面から5 cmほ ど浮いた位置から土

偶の胸部 (第450図14)が出土している。その他の遺物はいずれも覆土からの出上であり、中にはP3東の床上

55clllの高さから出上した土偶の臀部 (第450図 15)がある。また、中央の炉の北西の位置で、床上40cllaの高さ

の覆土中から、北陸系とみられる深鉢形土器の胴下部の大破片 (第449図 9)が出上している。

遺 物 土器はいずれも覆土中からの出土である。一括出上のものでも完形に復元できたものはなく、破

% 
ω  

野

″ 孝

第452図  第157号住居址出土石器121(1/3)



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

片実測も含め13点を図示した。図示した土器はほとんどが深鉢形土器であるが、中に有孔鍔付土器 (4)と

やや小形で無文の浅鉢 (10)がある。深鉢形土器では楕円形の区画文や連続刺突文を施文した中形の深鉢 (1

～ 3・ 7)が特徴的である。その他にやや小形の深鉢 (5・ 6・ 8)と 小形土器 (11～ 13)がある。 9は大

形の深鉢形土器の胴下部で、これは北陸系の上器ではないかと思われる。土偶は 2点 (14・ 15)あ る。14は

中央の炉の南西の床近くから出上した胸部で、両腕と乳房が表現されている。乳房下には沈線による
FJK線文

が施文され、腹部にかけては連続刺突文で正中線も表現されている。背年の平らな大形の上偶である。15は

P3近 くの覆土中から出上した土偶の左臀部である。側腹部から腰と尻部にかけて文様が施文されており、腰

部では三角陰刻文を施して玉抱三叉文のような構成をとっている。背中の平滑な出尻形の上偶である。

石器は石鏃 2、 打製石斧14、 横刃型石器 1、 大形石匙 1、 凹石 9、 磨製石斧 3、 礫器 6、 黒曜石の剥片石

器 2、 同両極石器 6、 軽石製品 1の他は原石と手U片類である。

時 期 中期中葉 Iと みられる。

第 159号住居址 (第 132・ 453。 454図 )

遺 構 南側台地の西側山裾の中央部で、ケー37グ リッドを中心とする位置にある。同地点の第49号住居

址の上面に重複して設けられた住居l■である。北東側は第48号住居l■、北側は第56・ 78号住居l■、西側は第

51号住居 l■Lと 重複関係にあるが、時期的には本l■がいずれの住居l■よりも新らしい。また本l■の東南側には、

本址とほぼ同期とみられる第73号住居luLがやや内側へ寄った位置にある。

平面形は6.2× 6.2mと 推定される規模の円形で、主軸方向はN-44°一Wを示すとみられる。壁は第56号住

居址を切る北壁の一部が検出されているだけである。周濤は小穴を伴うもので、北壁下と南壁下と考えられ

る位置に部分的に検出されている。南壁側のプランに続く南コーナー部には、南壁下の周濤内に設けられて

いる河ヽピットと同様なピットが、周濤から続くようにめぐらされている。他の部分と同様に、南側も重複と

攪乱のためプランは判然としないが、南コーナー部に検出されているそれらの小ピットは、あるいは南壁下

から続 く周濤の痕跡であるのかもしれない。また、奥壁には拡張前の旧住居の周濤と思われる濤が部分的に

検出されている。東壁側と西壁側は重複関係があって明らかでないが、南側にそれらしき遺構が検出されな

かったことからみると、本址は主として北西の奥壁側へ拡張のなされた住居址であると考えられる。床は炉

第巧3図 第159号住居址出土土器 (1/4)・ 土製円板 (1/2)
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第454図  第159号住居址出土石器 (1/3, 1・ 2は 1/15)

を中心とした奥壁側の部分が本址本来の床である。この部分の床は堅いが、重複と攪乱のためか四凸が多い。

炉の南東側は地形に沿って緩 く傾斜する床であるが、これは本址の下位に位置する第49号住居址の床 と考え

られる。第49号住居址の炉石が抜かれることなく完存していることから、本址の床は第49号住居上の床上面

への貼床であったと考えられるが、貼床は未検出となってしまった。主柱穴は PI・ P2・ P3・ P4・ P5の 5カ

所と考えられる。炉は中央より奥壁側へ寄った位置にある。東側に続 く旧炉の焼土址を切って、旧炉 と同じ

ように浅い平らな掘方を設け、その中央部に床面から 5 cmほ ど縁が出るように深鉢形土器を埋設して炉体土

器としている。石囲炉であったと思われるが、炉石はすべて抜き取られている。

遺 物 復元できた土器は 2個体ある。 1は覆土からの出上である。日縁部には垂下する隆帯が 1カ所あ
る。日縁部が欠損しているため隆帯は何力所付けられていたのか不明であるが、おそらく1カ所ではなかっ

たかと思われる。胴部はワラビ手状の沈線と横位の短線で文様が構成されている。 2は炉体土器である。無

文とみられる日縁部 と底部付近を欠損するもので、胴部の地文は整然と施文された平行沈線である。土製品

では土製円板 (3)が 1点あるが、これは後期の遺物である。

石器は石鏃 5、 打製石斧 6、 横刃型石器 2、 大形石匙 1、 磨製石斧 1、 黒曜石の崇J片石器 3、 同両極石器

7、 石鏃ブランク 2の他は原石 と象J片類である。

時 期 中期後葉 Iと みられる。

竪穴状遺構

竪穴状遺構は 2基ある。第 1号竪穴状遺構とした遺構は、調査期間中第146号住居l■ として扱ってきた遺構

である。同じように、第 2号も第158号住居l■ としてきた遺構である。しかしこの 2つの遺構は住居l■Lと して

の性格に欠けると思われる遺構であるので、ここでは竪穴状遺構 として報告するものである。なおこの 2つ

の遺構に関しては、巻末に付した一覧表等では第146号住居址 。第158号住居址として記してある。
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第 1号竪穴状遺構 〔第146号住居址〕(第 448・

455図 )

北側台地で、 G-57・ 58グ リッドを中心とする、

台地の東縁部の中程の場所に位置している。東側

を第157号住居址で切られている。

平面形は長軸が東西方向で推定3.2m、 南北2.8

mの楕円形を呈するものと考えられる。壁は堅 く、

やや斜めに立ち上がっている。高さは、地形が東

に傾斜 している関係から西側で30叩ほどあり、南

側は10cm程度 と低い。床は水平で比較的堅 くしま

っている。床面にはピット等の施設が何 も設けられていない。

構である。

出土遺物はそれほど多くない土器片と土製円板 1点のほか、

出上しているもののうちでは中期中葉 I・ Hの ものが多い。

ものである。

本址は中期中葉 Iの第157号住居ldLに切られている。また、

中期中葉 Iに帰属する可能性が強い。

第3師 縄文時代の遺構とその出土遺物

9   1  甲Cn

第巧5図  第1号竪穴状遺構出土土製円板 (1/2)・ 石器 (1/3)

全体として掘り込みの浅い、皿状を呈する遺

打製石斧 2点 と若干の制片類がある。上器は

土製円板は平出三Aと 思われる土器片利用の

伴出土器に同期のものが認められることから、

第 2号竪穴状遺構 〔第 158号住居址〕 (第311・ 456図 )

北側台地で、S-48グ リッドを中心とする、地形区となる谷に面した南側の場所に位置している。東側1/

2ほ どが第■0号住居址に切られた状態であり、かつ第112号住居址が上に重複する関係にある。

平面形は南北方向に長軸のある楕円形を呈するものと思われる。規模は南北方向に2.9m、 東西方向は推定

2.4mで、ローム面からは深いところで40cmほ どある。床はほぼ水平であるがそれほど堅緻ではない。第■0

号住居址との重複部での貼床は認められず、また床面には柱穴等の施設はなにもない。注意されるのは中央

?            1            今
OCm

第456図 第2号竪穴状遺構出土土器 (1/60)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

部の覆土中に検出された集石状の遺構である。集石状を呈する礫は人頭大の礫 1′ミと石皿の破片 2点であり、

それらは一個所に集めて置かれた状態に遺存していた。

出土遺物は万皿の破片 2点の他には土器片が数′点ある。土器片は中期後葉 Hと みられるもの 2片 と同Шと

みられるもの 1片で、他の 2片は不明である。

本上の帰属時期は明らかでないが、中期中葉Vの第110号住居址に切られていることから、それよりも古い

時期の遺構ではないかと思われる。

方形柱穴列

第 1号方形柱穴列 (第457図 )

南側台地の北東側に位置するO-26。 P-27グ リッドに、柱痕と思われる黒褐色上が垂下する土層をもつ

土墳が 2基 (228。 257号)検出された。これに連らなるように、O・ P-28グ リッドにも同様な土羨が 2基

(250・ 251号)検出され、これらがある一定の規格で配されていることから本址の存在が明確となった。本
l■の南西側土獲 (228号)の範囲が第 2号方形柱穴列と重複関係にある。

本址を構成する土竣間の距離は、短辺2.Om、 長辺3.6mを測り歪みのない長方形の平面形を呈する。この

土獲に挟まれた範囲の面積は7.2m2を測る。長軸方向はN-1° 一Wを示し、ほぼ南北方向を向く。

本址を構成する土援は 4基で、径85cm前後の不整円形を呈している。257号土墳は不整楕円形を呈する土竣

と重複関係にあるが、その土獲の状況は257号土墳に関わる掘方的なものである。深さは251号土墳を除き100

c/m前後を測り、深い掘方をもつ。土墳の断面形は円筒形を呈するものがほとんどで、底面はほぼ水平となる。

壁はしっかりしており、丹念なものである。各土墳の覆上の状態は自然堆積を思わせるものではなく、土墳

のほぼ中央部に、径45cm前後の黒褐色土の柱痕と思われる垂下層が観察されている。垂下層は円筒形状に垂

下し、底面まで至っているものと、底面との間に 6 cm前後の隙間があるものが見られた。この層と壁間には

埋め土と思われるローム塊を多量に含有する茶褐色土が認められた。この土層はその状況より、土墳内に埋

設された柱の根固めとして埋め戻されたものとして捉えることができる。方形柱穴列の範囲内から焼土・床

等の検出はなく、遺物の出土状況もこの範囲内に特に集中するといった傾向はみられなかった。

本址に直接伴う遺物は不明であるが、228号上渡から後期Ⅲ l′く、250号土獲から中期後葉Ⅳ 4′く、縄文勉

文 1点、不明 4′くの各土器片が出土しているが、本l■の時期を決定し得るだけの資料は得られていない。

第 2号方形柱穴列 (第458図 )

南側台地の北東側、O-27グ リッド周辺に位置し、北東側が第 1号方形柱穴列と重複関係をもつ。検出当

初は 6カ所の土獲で構成される長方形プランが想定されていたが、北辺と南辺上に柱穴状の236。 256号土羨

が検出されたことにより、六角形の平面形を有することが確認された。

本址は北西から南東方向に長軸をもっており、南・北両辺上の張り出しまで含めると長軸9,74mを測る。

長辺である東辺は6.Om、 西辺は5。 82mを 測 り、東辺が18cmほ ど長い。短辺である北辺は3.22m、 南辺は2.84

mで北辺が38cmほ ど長く、平面形はやや歪む形を呈する。南・北両辺側に突出して検出された上墳は、北辺
の場合ほぼ中央の位置に配され、南辺では40cm東側に寄った位置に配されている。そのため、平面プランが

歪みのある六角形となっている。なお、長軸方向はN-38°一Wを さす。面積は23.72∬ を測り、第 8号方形柱
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第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

穴列に近い規模にある。

本址を構成する土墳は 8基で、径62.4cm、 深さ69。 4cmを平均 とする。平面プランが不整円形のものである。

この規模は特に大きいとはいえず、第13・ 14号方形柱穴列に類似する。面積規模に比べ柱穴の規模は小さい

ものである。土獲には238号上墳のように、建替え等により平面プランが不整形になるものや、土墳の掘方と

思われる浅い土獲と重複する136号土墳のようなものもある。土層の状態で明確に柱痕と思われる垂下層が認

められた土墳は229'238号土獲で、この両者共柱痕と思わたる垂下層を囲むようにローム塊を混入する土層

により埋め、根固めされている。柱穴列に囲まれた範囲からは焼土、床等の検出はなく、土間等の構造では

なかったことがうかがえた。

遺物は225号土墳より後期 Iの深鉢、236号土羨より前期 H・ Ⅲ 2、 237号土羨より後期粗製 3、 256号土羨

より後期 Hlの各土器片が出上している。これらの遺物より、本l■は後期 Iに帰属するのではないかと思わ

れる。なお、225号土羨内より磨製石斧も出土している。

第 3号方形桂穴列 (第 459図 )

南側台地の中央部よりやや東寄 り、土墳群 と住居群の間の場所の、M-21グ リッド周辺に位置する。本址

は検出当初平面形が長方形を呈するプランが想定されていたが、短辺上に柱穴状の上獲が検出され、六角形

の平面プランを呈するものと変更された。南西側の柱穴は他の上獲と重複関係をもっており、171・ 223号土

獲を切って構築されている。

本l■は東北から西南方向に長軸をもつ六角形を呈する。東辺3.85m、 西辺3.66mを測り東辺が19cm長い。

北辺は2.58m、 南辺2.56mで北辺が 2 cmほ ど長いが、ほぼ差がない。また、南・北両辺側に突出して検出さ

れた土墳は、北辺の場合ほぼ中央の位置に配され、南辺では70cm東側に寄った位置に酉己されている。そのた

め東・西両辺の長さの差と関係し、平面形は不整形な六角形を呈している。第 3号方形柱穴列の面積は約13.3

m2を測る。長軸方向はN-38°一Eを さす。

本址を構成する土羨は 6基で、平均径90.5cm、 深さの平均は99,7cmで不整円形を呈する。しかし、170。 194

号土渡は不整楕円形を呈する浅い土羨と重複しており、これらは深い土獲の掘方に関わる可台を隆が考えられ

る。また、 6基中で南・北両辺側に突出して検出された 2基の上獲は他の上獲よりも規模が小さく、径52cm

前後、深さは50cm前後を測る。上墳の断面形は円筒形を呈し、掘方はしっかりしており、底面はほぼ水平と

なる。各土墳の土層の状態は自然堆積とは思われず、土渡のほぼ中央部に黒褐色ないしは茶褐色上の柱痕と

思われる垂下層が見られ、これを囲むようにローム塊を混入する土層を埋めている。南辺に突出して検出さ

れた土獲上面には、柱痕部分を囲むように根固めと思われる礫が検出されている。

柱穴列に囲まれる範囲からは焼土、床等の検出はなく、遺物の出土状態等に特殊な状況を見いだすことは

できなかった。本址を構成する土墳内よりは中期中葉～後期中葉の土器片が出上しているが、的確に本l■の

時期を決定し得るだけの資料は得られていない。

第 4号方形桂穴列 (第460図 )

第 3号方形柱穴列の南東側に並列する形をとり、約1.8mの距離を置いている。L-19グ リッド周辺に位置

する。南側に位置する168号土援が166号土獲を切っているだけで、他の土渡は重複関係が少ない。

本l■は東北から南西方向に長軸をもつ平面形が長方形を呈する。東辺3.14m、 西辺3.12mを測り、東 。西

両辺はほとんど等しい。北辺は2.26m、 南辺は2.66mで南辺が40cm長 く、そのため全体の平面形が歪んでい
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

る。第 4号方形柱穴列の面積は約7.7m2である。長軸方向はN-42°一Eと なる。

本l■を構成する土羨は 4基で、径77.8cm、 深さ79,7cmを 平均とし、他の方形柱穴列を構成する土墳と比較

すると河ヽ規模なものである。土墳の平面形は不整円形や楕円形を呈し、土羨の一隅が大きく張り出して歪む

もの (159号土獲)も 見られた。上装の断面形は円筒形を呈し、掘方はしっかりしている。土墳の上層で明確

に柱痕と思われる痕跡が認められたのは■2号土墳であるが、そのあり方は径22cmで、他の方形柱穴列の柱痕

と比較した場合細い特徴が指摘できる。本l■に伴うと思われる焼上、床等の検出はなされていない。

遺物は本 l■を構成している土墳より中期中葉Ⅲから後期Ⅲにわたる土器片が出上しているが、本l■の時期

を決定し得るだけの資料はない。しかし、168号土媛と重複関係にある166号土墳より中期中葉Vの大形深鉢

が出上しており、168号土獲が166号土墳を切って構築されていることより、本l■は中期中葉V以降に帰属す

るものである。
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第 5号方形柱穴列 (第 461図 )

第 3・ 4号方形柱穴列の南西方向に約 3m離れた、住居l■の分布域 と接する場所の、O-19グ リッド周辺

に検出された。本 l■は第29号住居 l■ と重複しており、第29号住居址を跨 ぐような位置格好に構築されている。

他の方形柱穴列 と異なり、北辺側の上墳に建替えによると思われる移動が認められ、乳象的には 2基の方形

柱穴列が重複 しているような形となっている。

本l■は検出された柱穴列の中では東北から南西方向に最も長い辺をもつもので、平面形は長方形を呈する。

短軸方向の163号 -220号土媛間は2.46m、 160号 -221号土獲間は2.56m、 190号 -219号土羨間は2.4mを測

り、北辺が 6～ 16cmほ ど長い。長軸方向では163号 -190号土獲間が7.44m、 この辺に相対する220号-219号

土娠間は7.56mで東辺が12cm長 い。160号 -190号土損間は7.14m、 この辺に相対する221号 -190号土獲間は

7.3mで、ゃはり東辺が16cmと わずかに長い。そのため全体の形はやや歪んだ長方形を呈する。南東と北西の

辺は他の方形柱穴列と比較すると長く、それに比べ、東北と西南の辺はやや短い傾向にある。柱穴列の面積

は163号 -220号 -219号 -190号土墳で約18.2m2、 160号 -221号 -219号 -190号土墳で17.9m2を測り、両者は

ほぼ同規模である。長軸線は建替えによる移動が見られ、N-43°一Eと 、N-48°一Eと なる。

本址を構成する土墳は基本的には 4基で、径82cm、 深さ105.6cmを 平均としており、他の方形柱穴列と比較

すると掘方が深い傾向にある。土獲の平面形は190号土娠以外は円形であるが、190号土壊は建替え等による

ためか不整形を呈している。土羨の断面形は円筒形を呈し、掘方もしっかりしている。土層のあり方に柱痕

と思われる痕跡は認められなかったが、埋め土と思われるローム塊を多量に含有する土層は確認されている。

本l■に伴うような焼土、床等の検出はなされていない。

本上を構成している土損より前期Ⅳ、中期後葉 I～Ⅳ、後期の各土器片が出土しており、特に中期後葉か

ら後期にかけての上器が主体を占めている。また、第29号住居址をおおうように本址が構築されていること

などから、本J■は中期後葉H以降に帰属するものと思われる。

第 6号方形桂穴列 (第 462図 )

第 5号方形柱穴列の北西側へ2.2m離れた住居址分布域の内側部分の、PoQ-19グ リッド周辺に位置して

いる。本址を構成する96号土娠は第 7号方形柱穴列と併用となっているが、96号土援の調査では第 5・ 6号

方形柱穴列の新旧関係は把握できなかった。

本址は第 3・ 4・ 5号方形柱穴列と同様に東北から西南方向に長軸をもち、長軸方向はN-53°一Eを示

す。平面形は長方形プランを呈する。規模は長軸方向の東辺4.46m、 西辺4.4m、 短軸方向の北辺3.08m、 南

辺2.6mを測り、長軸側に比べ短軸に48cmの差が認められ、そのため平面形が歪む形となる。面積は12.6m2を

測り、方形柱穴列では中形に属する。

本址を構成する上娠は 4基で、96号土援以外は径52～ 72cmの割合小さな土墳である。深さは153号土娠以外

は lm以上あり、断面形は円筒形を呈する。96号土墳を除き3カ 所は他の上墳と重複関係をもっており、す
べて他の上羨を切った形で設けられている。96・ 207・ 217号土墳に柱痕と思われる暗褐色ないしは黒褐色土

の垂下層が見られる。この層は96。 217号土娠では径30～ 40cmあ り、207号土媛では径18cmと 細いものである。

本址に伴うような焼土や床は検出されていない。

遺物は96号土羨より無文土器片 4、 西側土獲と重複関係にある153号土墳からは中期後半 I・ Ⅲ、後期Ⅲの

土器片が出土している。土渡との重複関係等のあり方より、本址は後期に帰属するのではないかと思われる。

を34



策E―節 驚文時代の遺簿とそ9虫主造効

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ゝ

⑤

1鳥袴色土

増艤

鷲梅色土

(口‐ム如設 笠

黒褐色主

←‐本翔
雑

kl
こIЪ

「

丘

“

1

褐色エ

(●―ム獅島利

暴終色i
(幕色■善。―ムオ翔

築悟色上

増褐

“

主
(口 ‐ム熟醐

煮綺色土       
“

'口~ム路タ
ー

(ローム輝醐 |

0                  2m
i          I          I

l 熱縛色土 (P‐ぬ耐

I′ ▼‐ム級多
‖ 賛終色i(‐―義婚

■
目

ｏｌ

‘

二 8atl.9

E 380.む 10 皇8Bc.719= ■ 880,719-二

第姫図 第5号方形柱穴列 (1/60J
籍



禁醇 ―発譲斎れた建構と通妨

Ⅲ中‐‐‐‐‐|

・ｔ

　

・く

０
．一
協
「ｉ

Ｄ

一 ф
「目

。
―
‐

．

G“〕.書

_E880,719

蝉

(2僻大り
'‐
ネ翔

職播色エ

(43～●cnA分■―A41

二 880.110二

線 五

1/1hコ■五湛洵

鞠 上

(H ム擁協八)

II

II

Iv

Vi

⊇ B80.1

G880.719

黒褐色主

(ユ ■,“大り0‐

^必
囲

鞘韓も主

て工屈工り,‐ム嘉の球 多―

く安体年粒子含む)
韓

('‐4繰

^4与
)

1嗜脅色主

(▼
エム粒湧対

暗鶴色土

律働 一ヽ Ajp■ 時 ム妙 ,
攀 0■
(P‐範 子

…
4勲 潮

|!                                                             1                                                        .2  

μ

とい。コ,二

鶴

第競図 第0,方形柱京列 (1/6の



第 3節 縄文時代の遺構 とその出土遺物

第 7号方形柱穴列 (第463図 )

第 6号方形柱穴列と96号土墳を共用しており、第 6号方形柱穴列の北側に構築されている。

本l■は東西方向に長軸をもち、平面形は南西側隅が張 り出す台形を呈する。規模は長軸方向の北辺4.3m、

南辺4.52m、 短軸方向の東辺3.2m、 西辺4.14mを測る。長軸方向で22cm、 短軸方向で94cmの差があり、この

長さの差は検出された方形柱穴列のなかで最 も大きなものである。そのため平面形に歪みがある。面積は16.1

m2を測る。長軸方向はN-85°一Eを さし、併設している第 6号方形柱穴列 と32度のずれがある。

本l■を構成する土獲は 4基で、34・ 47号土羨は径が60～ 70cm、 38・ 96号土娠は径が■0～ 120cmと 前者に比

して大きい。深さは66～ ■5,7cmの ものまで様々であるが、平均すると85.5cmと なり、割合浅い掘り込みであ

る。断面形は円筒形を呈し、しっか りした掘方をもつ。土層は34・ 38・ 96号土獲に黒色・暗褐色土の垂下層

が認められ、これが柱痕となるものであろう。柱痕は96号土墳を除き径24cmの細いものである。本址に伴う

ような焼土や床は検出されていない。

遺物は34号土渡より中期後葉 I、 後期、38号土羨からは前期Ⅵ・ⅥI、 中期後葉Ⅲ、後期、47号土渡からは

中期後葉 H・ Ⅳ、後期Ⅲ・V等の上器片が出土している。47号土渡のあり方や重複関係などより、本址は後

期に帰属するのではないかと思われる。

第 8号方形柱穴列 (第464図 )

第 7号方形柱穴列の西側 lmで、集落の中心部に最も近い位置にある。検出当初はW-22グ リッドに位置

する13号土渡を中心とする、 4基の土獲で構成される方形柱穴列とされていたが、261号等の上墳が検出さ

れ、本址は 7基の土羨より構成されることが明確となった。この南・北両辺に連なる土墳が検出されたこと

により、本l■の規模等が明確となった。本址近辺には多くの上装が検出されており、本址を構成する土獲は

他の土墳と重複している。13号土獲の場合、中期中葉に属すると思われる粗大石匙を2点出土している40号

土墳を切って設けられている。

本址は第 5号方形柱穴列の次に長い辺をもつもので、平面形は長方形を呈する。東西の長軸方向の北辺6.00

m、 南辺6.34mを 測り、南辺が34cm長い。短軸方向の東辺3.82m、 西辺3.86mで西辺が 4 cm長いが、長軸方

向ほどの差はない。しかし、長軸方向も13号土墳に建替え等の痕跡が認められ、旧位置での長さは6.30mで

差が少なくなる。面積は23.7m2で他の方形柱穴列の約 2倍の大きさをもっている。長軸方向はN-96° 一Eを

不している。

本上を構成する土羨は 7基で、他の方形柱穴列と構造的にちがいがみられる。基本的には 6基の構成とな

ろうが、短軸東辺の中央部にも 1基の土娠を配している。上壊の規模は13号土墳を除き、径60～ 80cm前後の

不整円形を呈する。18号土渡は261号土墳に建替えられたと思われ、13号土獲も建替えによる重複が認められ

た。建替えが認められたものは長軸北辺に位置する傾向がある。深さは60～ 80cm前後あり、平均は73.5cmで

面積のわりには浅い掘方をもっている。断面形は円筒形を呈し、直に近いしっかりした壁をもっている。

土墳の土層は13・ 19。 23・ 261号土援に柱痕と思われる黒色・黒褐色・暗褐色上の垂下層が認められ、13号

土獲では建替えによると思われる柱痕の重複が観察された。柱痕の太さは径24～ 32釦で割合細く、第 7号方

形柱穴列の柱痕と類似する。本l■に伴う焼上、床等は検出されていない。

上獲内よりは中期後葉 I・ Ⅲ、後期 I・ Ⅲの上器片が出上している。13号土墳を切っていることなど、本

址は中期中葉以降であり、後期の出土上器が主体を占めることから後期に帰属する可能性がある。
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第H章 発掘された遺構と遺物

第 9号方形柱穴列 (第465図 )

南側台地 と北側台地をつなぐ地形となる場所の、Y-41グ リッド周辺に位置し、第92。 93。 94号住居址と

重複 して検出された。第92号住居llLの柱穴精査に伴い、他の柱穴に比べ規模が大きく、深さのある柱穴が方

形に並んで検出され本址の存在が明確 となった。

東西方向に長軸をもつ平面形が長方形を呈し、ちょうど第92号住居l■内におさまる形に設けられている。

長軸の北辺4.36m、 南辺4.14mで、北辺が22cm長 い。短軸は東辺2.94m、 西辺2.72mを測り東辺が22cm長 く、

そのため全体形は歪みをもつ。面積は12.Om2を 測り、第 6号方形注穴列と同じ規模である。長軸方向はN―

100°一Wを さす。

本址を構成する土墳は 4基で、径77cmの不整円形を呈するものを平均とする。土竣は、第92号住居址の壁

際の状況よりみると、覆土中から掘り込まれていたと思われ、深さは141.5cmを平均とし、検出された方形柱

穴列の中では最も深い数値を示している。そのため掘方も丹念で、断面形はほとんどが円筒形を呈している。

本址は第92・ 93号住居址と重複関係をもっているが、柱穴列を構成する西辺の土羨群が第92号住居l■の西

壁を切る点、また北東部に位置する土娠の覆土上に位置する礫 (土墳に伴うと思われる礫)が第92・ 93号住

居址の周濤上に位置し、ちょうど両住居l■を切る形をとっている点などより、本址は第92・ 93号住居l■より

も新しい時期に帰属するものであろう。方形柱穴列の範囲内から焼上、床等の検出はなされておらず、本l■

に直接伴うと思われる遺物の出土もない。しかし、第92・ 93号住居址との重複関係を考慮すると、中期後葉

H以降に属するものであろう。

第 10号方形柱穴列 (第 466図 )

南側台地でも地形区となる谷に近い北寄 りの場所で、V-31グ リッド周辺に436。 528・ 584・ 600号の深い

掘方をもつ土墳が 4カ所検出され、これらが四角形に配されていることで方形柱穴列として捉えることがで

きた。

本址は南】ヒ方向に長軸をもちN-5°一Wを示すが、南北方向と東西方向の長さに大きな差がなく、平面プ

ランも正方形に近い形を呈する。北辺2.94m、 南辺2.76mで北辺が18cm長い。東辺は3.08m、 西辺は3.06m

を測り南・北両辺ほどの差はない。しかし、南・北両辺の若子の長さの差のために全体形がやや歪んでいる。

面積は8,7m2で ある。

本l■の 4基の土獲は径80.5cmの 不整円形を呈するものが平均的で、深さは97.4cmを 平均とする。この数値

は第 5号方形柱穴列と類似し、割合浅目の掘方をもつ。

本址を構成する土墳の 1つである584号土娠は438号土娠と重複関係をもっている。438号土獲は甕被せ葬と

思われる加曽利BI式の浅鉢が土獲南側寄 りに検出されている。そしてこの上娠に伴うと思われる礫が584号
土墳上に位置していることから、本址は後期Ⅳより古い時期に帰属しよう。本址に伴うような焼上、床等の

検出はなされておらず、直接伴うと思われる遺物の出土もない。しかし、438号土墳との重複関係より後期Ⅳ

以前に構築されたものである。また、方形柱穴列上に集石遺構が構築されていた点なども考慮すると、集石

遺構が構築される以前に本l■が存左していたと思われる。

をZ0
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物
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第466図  第10号方形柱穴列 (1/60)

第 H号方形柱穴列 (第467図 )

南側台地のU-18グ リッド周辺の32・ 87・ 92・ 100号土竣の 4基で基本的に構成されている。当初はこれら

が四角形に配されているものと捉えていたが、図面整理の段階で、東・西両方向へ張 り出す位置に42号と152

号土墳が見い出された。あるいはこれらが本l■に関わる遺構であるとすると、本址の全体形は六角形を呈す

ることとなる。

本l■は平面プランが四角形とすると長軸方向はN-2°一Eを示すが、六角形を平面形プランとするとN―

90°一Wと なり、長軸方向が90度変わることとなる。西辺2.92m、 東辺3.14mを測 り、東辺が22cm長い。北辺

は1,9m、 南辺1.8mを 測 り北辺が10clll長いが、東・西両辺ほどの差は認められない。東 。西両辺の長さの差

のため、92号土竣が北東方向へやや突出した形となる。東・西両辺の突出した位置に検出された土羨は、42

号土渡の場合西辺のほぼ中央に配されているのに対し、152号上獲は中央より33cm北側に寄った位置にある。

また、東辺からの距離も42号土獲ほど離れておらず、そのため平面形は不整な六角形になる。

本址を構成する土羨は6基で平均径は74.7cln、 深さの平均は64.3omで、平面形はいずれも不整円形を呈し

ている。152号土羨は西側の不整楕円形を呈する浅い土墳と重複している。このような現象は第 1。 2・ 3・

6号方形柱穴列にもみられ、土層状態等のあり方より、深い土渡の掘方に関わるものとして捉えることがで

きよう。土羨の断面形は円筒形を呈するものがほとんどであるが、掘方は方形柱穴列のなかでは浅い部類に

をク



第3飾 縄文時代の遺構とその出上遺物

属している。土層の状態を把握し得たものは92。 152号土羨である。152号土援の場合は土竣のほぼ中央部に

暗褐色土の柱痕と思われる垂下層が認められ、この脇を固めるように叩きしめた状態の明褐色土が検出され

ている。また87号土墳は中心部に礫が斜位に遺存しており、これは根固めに関わる礫ではないかとも考えら

れる。32・ 87・ 100号土羨は他の上獲と重複関係をもっており、すべて他の上墳を切った状態で検出されてい

L/~
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V 暗褐色土 (稀にローム塊が混入 )

第蝠7図 第11号方形柱穴列 (1/60)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

る。87号土羨は東側に重複する浅い土竣から中期中葉 Iと みられる小形深鉢 (第487図 12)が出土しており、

この上獲を切って設けられている。

遺物は各上羨内より中期中葉から後期中葉の上器片が出上している。特に後期の精製土器が主体を占めて

いる。87号土墳の重複関係と土渡からの出土土器などより、本址は中期後葉から後期に帰属するものと思わ

れる。

第 12号方形柱穴列 (第468図 )

南側台地でも北西へ奥まった山裾に近い場所で、イー36グ リッド周辺に位置する。調査時には本址の存在

は明確でなかったが、柱痕と思われる痕跡の認められた468号土羨周辺に、深さ70cm前後の上獲が四角形に配

列することで本址の存在が明確となった。
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

本l■は東西方向に長軸をもちN-67°一Eを示すが、南北方向と東西方向の長さに大きな差がなく、平面プ

ランが正方形に近い形を呈する。東辺3.02m、 西辺2.46mで、東辺が56cm長い。北辺は3.06m、 南辺は3.2m

を測り南辺が14cm長 い。面積は8.6∬ あり、第10号方形柱穴列とほぼ同じ大きさである。

本址を構成する上羨は 4基で、径64.5cm、 深さが84.lcmを 平均とするが、468号土装の他は規模も小さく、

その差は径で28,7cln、 深さ40.3cmを 測る。なお、468号土墳は他の上渡と深さの差が大きいため、根石 と思わ

れる扁平な礫を深さ64cmの位置に入れている。また土層の状態は、土墳のほぼ中央部に柱痕と思われる茶褐

色上の垂下層が認められ、これを囲むようにローム粒を含有する黄褐色土が埋められていた。

柱穴に囲まれた範囲に後期後葉から晩期初頭と思われる敷石遺構が検出されているが、468号土羨上に敷石

遺構を構成する板状の花南岩が位置しており、本l■の方が敷石遺構より古い時期の遺構であることが確認で

きた。468号土墳内より中期中葉Ⅲ・Ⅵ、中期後葉Ⅲの上器片が出上しているものの、本l■の時期を決定し得

るだけの資料ではない。

第 13号方形柱穴列 (第 469図 )

南側台地でも北西へ奥まった山裾に近い場所で、第12号方形柱穴列の西側の I-35。 36グ リッド周辺に位

置する。本l■は図面整理の段階に至ってその存在が明らかとなった遺構である。

平面プランは長方形で長軸はN-40°一Eを示す。長辺である西辺3.22m、 東辺3.46mで東辺が24cm長い。

短辺にあたる北辺1.84m、 南辺2.12mで、南辺が28cm長 い。そのため平面形に歪みがみられる。面積は6.6m2

で、検出された方形柱穴列のなかでは最も小規模である。
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

本上を構成する土墳は 4基で、径62.5cm、 深さ60cmを 平均 としている。割合小規模な土墳で構成されてお

り、同様な例に第 2号方形柱穴列がある。なお、西辺に位置する土壊に比べ東辺に位置する土装が浅いのは、

地形が西から東へ緩 く傾斜しているためであろう。

他の上墳 との重複関係は 4基の上墳に認められた。土援の前後関係を把握し得たものはないが、重複関係

をもつ土獲内よりの遺物をみると、373号土竣は中期後葉 H、 後期 Vの上器片がある。375号土墳は中期中葉、

中期後葉 H・ Ⅳ・ V、 後期Ⅳの上器片である。376号土墳は後期、508号土獲は後期 Hの上器片が出上してい

る。これをみると、中期後葉の上器と後期の上器が検出されていることになる。本 l■の帰属時期を決定し得

るだけの資料は得られていないものの、重複する浅い土墳を後期のものとすると、本址は中期後葉から後期

に属する可能性がある。

第 14号方形柱穴列 (第470図 )

南側台地 と北側台地をつなぐ地形となる場所に位置してお り、北側には第 9号方形柱穴列が隣接する。アー

40グ リッドに検出された509号土羨に柱痕 と思われる痕跡が認められ、図面整理の段階でこれと結びつ く土墳

が判明し、本址の存在が明確 となった。

本 l■は東西方向に長軸をもち、長軸方向はN-62° 一Wを示す。平面プランは南辺が長い台形を呈してい

る。南辺は4.68m、 北辺は3.86mで南辺が82cm長い。西辺は2.46m、 東辺は2.3mで西辺が16cm長いが、南・

北両辺の差ほど大きいものではない。南・北両辺の長さの差のために平面プランが台形状 となっている。面

積は10.2m2で、その規模は第 6。 9号方形柱穴列に近い。

本址を構成する土墳は509・ 512・ 525・ 526号土墳の 4基で、径68.5cm、 深さが79.5cmを 平均 とするが、西

辺の509号土竣は512号土渡よりも深 く、その差は60cmを 測る。509号土墳は土墳のほぼ中央部に柱痕 と思われ

る茶褐色土の垂下層が認められ、これを固めるように、埋めら絶たとみられる割合 しまりのある責褐色土が

観察されている。

本址の時期を把握できる資料は得られていない。また柱穴に囲まれた範囲より床や焼土等の検出はなされ

ていない。

孝をδ
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土 羨

土装で特徴的なのは礫や遺物を伴う遺構である。礫のほかには一括土器がイ半うもの、垂飾等の装飾品が伴

うもの、石匙が伴うもの、焼土や骨片が伴うもの、土偶が伴うもの等であり、そのうち礫の伴うものの代表

的な例は第474・ 475図に示した。ここでは礫を伴う土羨以外の特徴的な土装について簡単に記す。このうち

一括土器が伴うものについては、どちらかというと大形の上器が伴うもの、副葬されたのではないかとみら

れる比較的刀ヽ形の上器が伴うもの、土器が伏せられた状態のものに分け、この順で説明することとする。な

お、土墳の分本上の主要部を第509～ 523図に分割して示した。図中の各土羨には土渡の番号を記してある。

巻末に付した土墳に関する一覧表等と合わせて参照されたい。

C8816
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

第98号上境 (第476・ 488図 )

W-21グ リッドに位置する。平面形は95× 90cmのほぼ円形で、深さは46.5cmあ り、北側は袋状である。底

部には平板な鉄平石が敷かれており、その上に比較的大きな礫が数個積み重ねられている。一括土器は積み

重ねられた礫の上部北壁寄りの位置に、内面を上につぶれた状態で出上した。上驀の上には数点の扁平礫が

重なっており、これらの礫と折り重なる一括土器の内側やその付近には骨片と焼上が認められた。一括土器

は後期 Iの深鉢形土器 (第488図 4)である。

第 130号上墳 (第 476。 488図 )

J-26グ リッドに位置する。平面形は84× 72cmの 円形で、深さ28cmの浅いタライ状を呈する土獲である。

西側の浅い土娯を切って設けられており、土羨には平出三Aの大形深鉢 (第 488図 7)が立てられている。土

装の覆土は土器内の土層と同様の黒褐色上の 1層である。

大形深鉢は乳高51cmで、口縁部と底部、それと胴部を1/41ま ど欠損する。胴部がやや丸く張った大柄な器形

で、型式的な特徴から中期中葉Hの上器ではないかとみられる。その他の出土遺物には黒曜石の制片 1点が

ある。

第226号土颯 (第 476・ 490図 )

N-26グ リッドに位置する。平面形は93× 63cmの楕円形で、深さは25cmと やや浅い。中央の底に、口縁部

を欠く胴部の九い深鉢形土器 (第490図 10)が斜位の状態で出土した。他に出土遺物はない。

第297号上境 (第 476・ 491図 )

S-23グ リッドに位置する。東側の円形の上獲をAと し、Aに切られた西側の土羨をBと した。Aは 106×

103cmの 円形の上墳で、深さは52cmあ る。覆土は 2層で、底部には痛平な礫が 1個ある。上面からは後期Vの

粗製深鉢 (第491図 5)がつぶれた状態で出土した。また、覆土中には骨片がしばしば認められた。土壊の東

壁上には80× 60cmの 範囲で、厚さ10cmほ どの焼土Inがある。土獲にかかるような状態で検出されているが、

本lFに 直接関わる遺構であるのかは明らかでない。

Bは Aに切られた楕円形の土竣である。推定100× 60cmほ どの規模をもつと思われる。浅いタライ状の上娠

で、中央に中期後葉Ⅱの大形深鉢 (第491図 6)が直立している。土器は胴部がA土墳によって切られてお

り、日縁部と胴部を欠損するが底部はある。注意されるのは、本l■から南へ25m離れた位置にある、第32号

住居址の床上から出上した12点の破片と接合関係にあるということである。現高68.5cmの 胴部の細長い筒形

の大形深鉢である。他に出土遺物はない。

第298号土境 (第476'492図 )

0-16グ リッドに位置する。平面形は125× 94cmの楕円形で、深さ33.2cmの浅いタライ状を呈する土獲であ

る。土娠の中央には中期後葉Hの完形の深鉢形土器 (第 492図 1)が直立しており、土器に接する北側には厚

い痛平の河床礫からなる石組がある。上援の覆土は単層であるが、直立する土器内の上層は 3層に分けられ

る。上器内の上層は中央に明褐色土、その両側に褐色上があり、わずかに黒色上が認められる。出上遺物は

完形土器の他に石錐 (第492図 2)が 1点ある。本l■は 2カ所の土獲の重複の可能性もあるが、その場合直立

土器と石組は別々ではなく、両者は 1つの遺構に伴う施設とみられるのである。

をを8



第304号上境 (第 476・ 492図 )

F-2グ リッドに位置する。平面形は90× 87cmの 円形で、

中央やや南の位置に、口縁部と底部を欠損する深鉢形土器

出上した。その他の出土遺物には黒曜石の制片類がある。

第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

深さ12cmの浅いタライ状を呈する土渡である。

(第492図 5)が、南向きに横位につぶれた状態で

第305号上損 (第 476'492図 )

E-27グリッドに位置する。平面形は100× 93cmの楕円形で、深さ21.7cmの浅いタライ状を呈する土墳であ

る。覆土は黒褐色上の単層である。上墳中央の覆土中に深鉢形土器 (第 492図 6)が横位に置かれた状態で出

土した。他に出土遺物はない。

第313号上壊 (第 476・ 493図 )

H-7グ リッドに位置する。平面形は76× 68cmの隅丸方形で、深さは42cmあ る。南側の浅い土壊を切って

設けられており、中程に中期中棄 Iの大形深鉢 (第493図 1)が、破片を重ね並べて直立した状態に埋められ

ている。上獲の覆土は明褐色上の単層であるが、上器の内部の上層は黒褐色上で土羨の覆土とは異なる。

大形深鉢は現高57.6cmで、押圧ある隆帯による抽象的な文様が特徴的である。他に出土遺物はない。

第364号土境 (第476・ 494図 )

ケー35グ リッドに位置する。平面形は86× 75cmの円形で、深さ42cmの タライ状を呈する土羨である。同地

点での数力所の土渡の重複であるが、一括上器を伴う中央の本址が最も新しい。一括土器は覆土上面の南側

に遺存している。

一括土器は底径ncmの深鉢形土器の一個体分である。復元すると半完形の個体になると思われるが、欠損

部が多くて接合がむずかしく、器形を復元していない。中期中葉Vの深鉢形土器である。その他の出上遺物

には石錐 1点 (第494図 4)と 黒曜石の象J片類がある。

第371号土境 (第 477・ 494図 )

工・オー38グ リッドに位置する。平面形は119× 113cmの 円形で、深さ71cmの桶状を呈している。覆土は黒

褐色土と黄褐色上の 2層で、責褐色土は壁際にわずかに認められる程度である。覆土からは後期Vの精製・

粗製土器が多く出上しているが、特に底部近 くには一括土器が遺存する。それらの土器は、南壁下に横転す

る胴下半を欠損する壺形土器 (第494図 7)と 、西壁下にある鉢形土器の口縁部 (第494図 6)等の比較的大

形の破片である。出土遺物は上記土器のほかは黒曜石の崇J片類がある。

第417号上境 (第477・ 499図 )

シー23グ リッドで、第67号住居址内に位置する。175× 120cmの 長楕円形のプランであるが、東側の突出し

た部分は第67号住居llLの柱穴と重複している可能性もある。深さは80cmで桶状を呈している。覆上には入頭

大の礫があり、上面からは後期Vの粗製深鉢の胴上部 (第 499図 13)と 底部 (第499図 14)が、破片となって

散乱した状態で出土した。また、土器と礫の遺存する覆土上部からは骨片が散発的に認められた点は注意さ

れる。その他の出土遺物には石鏃 2点、打製石斧 1点、黒曜石の最U片類等がある。
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第420号土墳 (第477・ 500図 )

S-39グ リッドに位置する。 2つの上墳の重複で、全体の大きさは138X120cmあ る。重複関係はセクショ

ンの観察では捉えられなかったが、大形深鉢の直立する南側の浅いAが新しい時期のものである。

Aは推定115× 105cmほ どの規模をもつ深さ42cmの タライ状の上壊で、土墳中央の覆土上部に中期中葉Vの

大形深鉢 (第500図 7)が正位の状態で直立している。土器は底部を残す深鉢形土器の胴下部で、胴部に横帯

区画文をもつものである。

Bは 113× 95cmの楕円形の土娠で、深さは78.5cmあ る。土渡内からは中期中葉 Iの大形深鉢 (第500図 6)

を含む 4個体分の上器の破片が多量に出土した。そのうちの 1個体は平出三Aである。これらの土器群はA

土渡の直立する土器の下位に、破片を集めて積み重ねられた状態にあった。おそらく直立していた土器など

が、A土援の構築によってこわされてしまったのではないかと思われる。その他の出土遺物には石鏃 1と 黒

曜石のまJ片類である。

第425号上境 (第477・ 502図 )

R-49。 50グ リッドで、第111号住居l■炉脇の覆土中にある。平面形は100× 88cmの楕円形で、プラン確認

面からの深さは27cmあ り、断面形はタライ状を呈している。底近 くの東壁際に中期後葉Ⅳ～Vの底部を欠く

深鉢形土器 (第 502図 1)が横転した状態で遺存しており、その脇には人頭大の痛平礫と幸大の小礫がある。

人頭大の礫は覆土中にもあり、覆土からは完形の石皿も出上している。

第461号土墳 (第 477図 )

T-28グ リッドに位置する。平面形は130× 100cmほ どの楕円形で、深さ18.4cmの 浅いタライ状を呈する土

渡である。上渡の北壁上に後期の粗製深鉢の胴上部2/31ま どが一括出上した。その他の出土遺物には凹石 1′ミ

がある。

第510号土蠣 (第477・ 505図 )

イー41グ リッドで、第85号住居址の南壁際に位置する。深さ13.7cmの浅い不整形の上墳で、プランからみ

ると2つの土媛の重複ともみれる。土羨東側の中央部に、人頭大のやや丸い礫と2つの角礫からなる集石が

あり、深鉢形土器 2個体分が伴っている。 1つは加曽利E系の深鉢形土器の口縁部で、これは礫の下に逆位

で、やや斜めの状態で出上した。もう1点は唐草文系の深鉢形土器 (第 505図 6)で、礫の上下とその周辺か

ら破片となって出土したものである。出上した上器から、本l■は中期後葉Hの上渡とみられる。他に出土遺

物はない。

第535号土填 (第477・ 505図 )

T-40グ リッドで、第96号住居址の炉l■北側に位置している。平面形は90× 83cmの 円形で、第96号住居l■

の床面からの深さは29cmあ る。中央やや東寄りの覆土中に、中期後葉Ⅳの大形深鉢 (第 505図 10)が直立した

状態で出上した。この上器はX字状把手の付 く現高47cmの大形土器で、口縁部、胴部、底部を欠損している。

土器内の上層は土墳の覆土と同様の黒褐色上であった。他に出土遺物はない。
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第656号土墳 (第 477図 )

D-64グ リッドに位置する。平面形は82× 82cmの 円形で、深さは31cmあ る。同地点で3カ 所の上墳が重複

しており、南西側には同じような規模の第655号土墳が接して瓢箪形を呈している。土獲の底部には拳大の礫

が数個あり、礫の上には深鉢形土器が横転してつぶれた状態で遺存している。

深鉢形土器は中期中葉 Iの比較的大形の上器で、底部側を欠損している。胎土は脆くボロボロしており、

復元がむずかしい土器のため、復元していない。同期の上器としては他系統のもので、新崎式系の上器では

ないかと思われる。第104号住居上の大形深鉢と第147号仁居 l■Lの埋甕炉の上器などが、本遺跡での代表的な

類例である。他に出土遺物はない。

第658号土境 (第477・ 508図 )

サー28グ リッドで、第57号住居址の炉の位置に設けられている。平面形は142× 126cmの円形で、深さ56.7

cmのタライ状を呈する土竣である。覆土上面には土器片が散乱しており、中央やや南寄りの位置から後期H

の深鉢形土器 (第508図 9)が出上した。他に出土遺物はない。

第H号土境 (第478。 485・ 486図 )

V-23グ リッドに位置し、西側にある楕円形の浅い土竣を切った状態で検出されている。平面形は132× 99

cmの楕円形で、深さは24.2cmと やや浅い。南壁下に深鉢形土器の底部 (第485図 7)を正位に置き、これにか

かるような状態で中央に偏平で厚い角礫を伏せている。礫の両脇には土器を配している。南側の上器 (第485

図10)は深鉢形土器の胴下部で逆位に傾いた状態にある。東側には櫛形文をもつやや小形の深鉢 (第485図 9)

と、美しい文様で装飾された小形の深鉢 (第486図 1)が横位につぶれた状態で一括出上した。出土遺物は上

記の上器 3個体のほか、定角式磨製石斧 1点 と黒曜石の手J片 1点がある。

第95号土境 (第 478・ 488図 )

W-23グ リッドに位置する。146× 91cmの不整楕円形で、深さは25.2cmと 浅い。南側の第94。 101号土娯と

重複しているが、第95号土墳はこれら両土獲を切って設けられている。底部には東壁に沿って人頭大とやや

長めの角礫を据え、その間には注目の付いた深鉢形土器 (第488図 3)が、口縁を東側につぶれた状態で遺存

している。西側の壁下にも小形の深鉢形土器 (第488図 1)があり、これらの上器をおおうように、痛平な大

形礫を底部の礫と組んだ状態に据えている。大形礫の西端には胴下半を欠く小形の深鉢形土器 (第488図 2)

が遺存し、大形礫の上にも礫が 2点乗せられていた。覆土は大形礫を境に上層が黄褐色上で下層が茶褐色土

の 2層である。

出土遺物は上記の上器が 3′点である。このうち注口の付いた深鉢形土器は、胴下位から口縁にかけて器壁

で仕切られた屹立する筒状の注目部をもつもので、 2段の横帯区画文で飾られた見事な土器である。胴上部

から注目部にかけてと内面の一部に炭化物の付着が認められる。土器内の液体を注目部から注ぐ場合は、器

壁にあけられた注目部の穴の位置より下の部分に溜るごくわずかな量が可能で、ほとんどは口縁部からあふ

れ出てしまう。あるいは逆に、土器の中に注ぎ込む口であるのかもしれない。いずれにしても特殊な土器で

あるということができる。土器は底部を一部欠損している。口縁部までの高さは22cmで、角状に突出した注

目部までは27cmの 高さがある。口径は13.6cmあ り、注回の回の大きさは 8× 5 cmで隅の丸い三角形状を呈し

ている。出土遺物は土器 3個体の他にはない。
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第 155号土填 (第478。 489図 )

N-18グ リッドに位置する。平面形は170X150cmの 円形で、深さ38.9cmの タライ状を呈する土装である。

平坦な底の西壁際に、中期中葉 Iの完形小形深鉢 (第 489図 3)が横転した状態で遺存していた。

土器は高さ18.5cmで黒茶褐色を呈しており、内面はヘラで磨かれている。新崎式系の上器であるが、胎土

の状態や土器が小形であることから、北陸方面から直接搬入されたものかは問題とされる点である。その他

の出土遺物には黒曜石の象J片類等がある。

第330号土堰 (第478・ 493図 )

Z-29グリッドに位置する。平面形は210× 202cmの楕円形で、深さ38clnの タライ状を呈する土墳である。

九く平lElな底の北壁下に、やや刻ヽ形の浅鉢形土器が正位に置かれた状態で出上した。

浅鉢形土器 (第493図 3)は赤色塗彩された 4単位の抽象的な文様の突起をもつもので、口縁部と底部をわ

ずかに欠損している。その他の出土遺物には黒曜石の手J片 1点 と水晶 1点がある。

第434号土娠 (第 478・ 502図 )

S・ T-31グ リッドに位置する。平面形は145× 145cmの隅丸方形で、深さ50cmの タライ状を呈する土羨で

ある。平坦な底の西壁寄 りの位置に、中期中葉 Iの船元式系の小形の鉢形土器 (第502図 6)がつぶれた状態

で出上した。

上器は小さな底部の内側が縁の部分よりも一段突出した形態のもので、平坦な面に置くと横転してしまう。

灰黄褐色を呈した焼成の良い土器で、搬入品ではないかと思われる。その他の出土遺物には黒曜石の手U片類

がある。

第550号土境 (第 479・ 505図 )

J-70グ リッドに位置する。平面形は107X105cmの 円形で、深さ29.5cmの タライ状を呈している。底の南

壁際に完形の小形深鉢 (第505図12)が横位の状態で遺存していた。

小形深鉢は高さ10.lcmで、凹凸の強い丁寧な指頭圧痕がある。口縁に連続刺突文と山形の押引文を施文す

るもので、中期中葉Ⅲの上器とみられる。他に出土遺物はない。

第553号土墳 (第 479・ 506図 )

M-62グリッドに位置する。平面形は■3× 112cmの楕円形で、深さ30cmの タライ状を呈する土渡である。

中央やや東寄りの土墳の底に、中期初頭 Hと みられる完形の小形鉢 (第506図 1)が正位に置かれていた。

小形鉢は 4単位の波状口縁で、高さ10.2cmの 黒灰色を呈した焼成の良い土器である。その他の出土遺物に

は石鏃 1点等がある。

第554号土境 (第 479・ 506図 )

M-69グ リッドに位置し、東側にある同規模の第558号土墳を切って一段低 く設けられている。平面形は

132× 121cmの楕円形で、深さ42.lcmの タライ状を呈する土羨である。覆土は 3層 で、東壁寄りの第 I層中に

厚い扁平礫、北壁に接する第H層中に無文の深鉢形土器の胴下部 (第506図 5)が遺存する。その他の出土遺

物には黒曜石のまU片類がある。
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第568号土境 (第 479・ 506図 )

M・ N-64グ リッドに位置する。北側には第579。 580号土渡が重複 して続き、第580号土援に切 られてい

る。平面形は120× 107cmほ どの円形で、深さ18.5cmの 浅い皿状を呈する土墳である。南壁と東壁の底の縁に

小形の深鉢形土器の胴下部が置かれた状態で遺存している。

南壁下の上器 (第506図 7)は現高10cmで、指頭圧痕を地文 とするものである。東壁下の上器 (第506図 8)

は現高9.3cmで 、帯状の輪積痕 と指頭圧痕文をもつものである。他に出土遺物はない。

第574号土娠 (第 479・ 506図 )

K-64グ リッドに位置する。平面形は96× 79cmの椿円形で、深さ21cmの 浅いタライ状を呈する土獲である。

南側には楕円形のやや深いピットが重複 している。西壁は傾斜が緩 く、この部分に人頭大の礫と土器が 2個

体並んでいる。上器は西側のものが小形有孔土器 (第 506図 10)で、正位の状態に置かれている。口縁部を欠

損する乳高3.8cmの 大 きさで、孔が13カ所あけられている。もう 1つはやや小形の中期初頭 Iと みられる深鉢

形土器の底部で斜めに置かれた状態にある。図示 してないが、底径 7.2cm、 現高 6 cmで、底部近 くまで地文の

LR縄文と縦位の平行沈線が全面に施文された土器である。他に出土遺物はない。

第579号土墳 (第 479・ 506図 )

M-65グ リッドで、南側にある第580号土墳に切られている。平面形は107× 100cmほ どの楕円形で、深さは

13.5cmで浅い皿状を呈している。北壁際の底に小形の浅鉢形土器 (第506図 6)が南に傾いた状態で遺存して

いた。他に出土遺物はない。

第580号土墳 (第479図 )

M・ N-64グ リッドで、北側の第579号土墳と南側の第568号土獲を切っている。平面形は100× 98cmほ どの

楕円形になると思われ、深さ25.5cmの皿状を呈している。上獲の中程に中期後葉 Iの深鉢形土器が床面から

2～ 3 cm浮いて、横転した状態で遺存していた。

上器は図示してないが、高さ19cm、 口径 13cm、 底径6.5cmで、小さな凹凸の連続する波状口縁の上器であ

る。他に出土遺物はない。

第643号土墳 (第479・ 508図 )

T・ U-62グ リッドに位置する。平面形は推定140× 78cmの楕円形で、深さ34cmほ どのタライ状を呈する土

墳である。北壁際の底に刻ヽ形の深鉢形土器 (第508図 5)と 、その南脇に石匙 (第508図 6)が遺存していた。

小形の深鉢形土器は高さ13.8cmで、日縁に山形の突起を 1カ所つけ、胴部には輪積痕を残している。中期

中葉Ⅲの上器ではないかと思われる。石匙は輝緑岩製の横型の粗大なものである。その他の出土遺物には水

晶 1点がある。

第653号土娠 (第 479。 508図 )

N-66グ リッドに位置する。平面形は147× 140cmの楕円形で、深さ30cmほ どのタライ状を呈する土獲であ

る。中央東寄 りの底に人頭大の礫があり、反対の西側覆土中には小形の深鉢形土器 (第508図 7)が横位の状

態に遺存する。
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小形の深鉢形土器は高さ10.6cmの ほぼ完形で、口縁に 4カ 所の小突起をもつ縄文施文の土器である。その

他の出土遺物には石鏃 (第508図 8)1´ミと黒曜石の崇J片類がある。

第62号土娼 (第 480。 487図 )

0-24グ リッドに位置する。平面形は124× 110clnの隅九方形で、深さ 8 cmの浅い皿状を呈する土墳である。

東側の上獲を切って設けられてお り、覆土は明褐色上の単層である。東壁脇の覆土中に後期Ⅱの深鉢形土器

の口縁部 (第487図 8)が伏せられた状態で出上した。土器は口縁部の全体を1/4ほ ど欠損するものである。他

に出土遺物はない。

第342号土境 (第480・ 494図 )

アー30グ リッドに位置する。平面形は■0× 83cmの楕円形で、深さ22cmの タライ状を呈する土坂である。土

墳中央の東壁際で底からやや上の位置に、後期Ⅲとみられる完形の浅鉢形土器 (第 494図 1)が伏せられてい

る。

浅鉢形土器は日縁が十角形の小さな波状となるもので、頂部をわずかに内折させ、その下に孔をあけてい

る。文様は口縁の内側にあり、孔を中心とした文様構成がとられている。その他の出土遺物には黒曜石の両

極石器 1点 と象」片類 5′ミがある。

第438号土墳 (第 480・ 502図 )

VoW-30。 31グ リッドに位置し、第442号土墳と並んでいる。196× ■6cmの楕円形を呈する土媛である

が、これは 2つの土墳の重複とみられる。浅鉢形土器の伴う土獲は黒色土を覆土とする東側の上獲で、140×

100cnほ どの規模がある。深さ20cmほ どの浅いタライ状を呈しており、南壁際の底近 くに後期Ⅳの完形の浅鉢

形土器 (第502図 7)が伏せられている。北壁際には余大の礫が 4個平らに並べられ、西端にある人頭大の扁

平礫は立てられている。礫は東側の覆土中にも1点ある。

浅鉢形土器は灰黒色を呈し、まく研磨された焼成のよい土器である。文様は斜位の細沈線と帯状に区画す

るやや太い沈線とで構成され、内面の文様帯は 4分割されている。底部は小さく、内面は一段低 くなり、裏

には網代痕がある。その他の出土遺物には打製石斧の欠損品 1点 と黒曜石の崇J片類 2点がある。

第442号上填 (第 480・ 503図 )

V-30グ リッドで、第438号土渡の東隣りに位置している。平面形は140× 90omの不整形で深さ10cmほ どの

浅い皿状を呈している。傾斜の緩い南壁上に後期Ⅳとみられる底部を欠損する浅鉢形土器 (第503図 3)が伏

せられている。土獲の中央部には、土器を含めて円形になるような構成で礫が配されている。礫は余大と人

頭大ほどのやや痛平な礫であり、土獲の底からわずかに浮いた覆土中で、伏せられた浅鉢形土器と同レベル

にある。浅鉢形土器は 4単位の大きな波状口縁で上面観が四角形となるものである。日縁の頂部と谷部に孔

があり、文様は口縁部の内側に施文されている。その他の出土遺物には黒曜石の争」片類 3点がある。

第446号土墳 (第 481・ 504図 )

V-28。 29グ リッドに位置し、東側には第445号土墳がある。平面形は227× ■9cmの長楕円形であるが、こ

れは 2つの土媛の重複とみられる。後期Ⅳとみられる逆位の浅鉢形土器が伴う土墳は東側の黒褐色上が覆土

をσを
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となる部分で、150× 120cmの規模がある。平面形は楕円形で、深さ15cmほ どの浅い皿状を呈する土獲である。

完形の浅鉢形土器 (第504図 1)は、土渡の西壁際にあたる位置の底近 くにわずかに傾いた状態で伏せられて

いる。土器の下の上層は土獲の覆土と同じだが、東側に一部黒色上の層があり、明褐色土の小さなブロック

が中程にある。

浅鉢形土器は口縁に丸い突起を3カ 所付け、その中間に 8の字形の小さな突起を配している。文様は口縁

の内側にある。細い沈線とやや太い沈線で帯状の文様が構成されており、九い突起下に 1カ所だけ他と異な

った特徴をもたせている。底径は11.2cmと やや大きく、底部には網代痕がある。他に出土遺物はない。

第556号土填 (第481'506図 )

L-66グリッドに位置する。平面形は174× 147cmの楕円形で、深さ26.4cmの タライ状を呈する土装である。

覆土は黒褐色土と褐色上の 2層で、底部には凹凸がある。土渡の東北壁下に中期後葉Ⅳとみられる口縁部を

欠損する浅鉢形土驀 (第506図 3)が、壁の角に押し付けて伏せられた状態で出上した。また、土器の西側に

は季大の礫が 2個並んで遺存していた。

浅鉢形土器は口縁部が低い隆帯で楕円形に区画される文様構成になるものと思われる。胴部は無文で縦に

ヘラナデされており、底部がやや張り出す特徴をもつものである。他に出土遺物はない。

第 5号土墳 (第482・ 485図 )

U-24・ 25グ リッドに位置する。A・ B・ Cの上娠と、Aの北側覆土中にある小さな土羨の、計 4カ 所の

同地点での重複である。

Aは 230× 200cmの楕円形で、深さ92.lcmの 深いタライ状を呈する大形の上墳でBを切っている。出土土器

は前期から後期のもので、帰属時期は明らかでないが中期後葉の可能性があるように思われる。Bは推定

170× 120cmほ どの楕円形の上渡であると思われる。時期は明らかでない。 Cは 130× 130cmほ どの円形で、深

さは40cmほ どあり、Aの南側覆土中に設けられた後期の上渡である。Aと 重複するプランの覆土上部から、

後期Vと みられる一括土器群 (第 485図 4～ 6)が出上した。Aの北側覆土中にも後期とみられる小さな土羨

が設けられている。

垂飾 (第 485図 3)は Aの西壁側で、底から40cm上の第H層 中から出上した。調査時の所見では、土墳の重

複によるBか らの混入ではないかとみられたが判然としない。ここではAに伴うものとみなしておきたい。

垂飾は乳白色の混った薄い緑色の翡翠製で、大きさは4.0× 2.2cmで重さは16gぁ る。頂部が厚く、下部がや

や薄く楔形となるもので、中央に孔が 1カ所あけられている。出土遺物はその他に石鏃 (第485図 1・ 2)2

点と黒曜石の手」片類がある。

第310号上娠 (第481・ 492図 )

L-4グ リッドに位置する。平面形は116× ■lcmの円形で、深さは74.6cmあ る。断面形は中央が九く一段

低い鉢状を呈している。中央西の覆土中に一括土器が遺存し、土器の周辺には数点の礫が伴っている。一括

土器より20cmほ ど上部の覆土中から攻状耳飾の半欠品が出土した。

一括土器は中期初頭Hの筒形を呈する深鉢形土器 (第492図 8)で、底部と口縁部を欠損している。攻状耳

飾 (第 492図 7)は滑石製の半欠品で小孔があり、欠損面は磨減している。出土遺物は上記の 2点の他は黒曜

石の象J片類がある。
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第356号土墳 (第 482・ 494図 )

イ・ウー30・ 31グ リッドに位置する。平面形は203× 171cmの楕円形で、深さ15cmの浅い皿状を呈する土羨

である。底は東側がわずかに高くて不整形であり、この部分は同じ黒褐色上の覆土でも含有物が若千異なる。

琥珀製垂飾 (第494図 5)は土羨中央で、底から8 cmほ ど浮いた覆土中から出土した。

琥珀製垂飾の大きさは4.4× 3.6cmで重さは24gぁ る。楕円形で厚みのある玉の中心部に子とがあるが、孔は

片側の径が大きい。全体になめらかで色のよい美しい玉である。他に出土遺物はない。

第401号土墳 (第 481・ 498図 )

コー32・ 33グ リッドで、第55号住居址内に位置する。平面形は135× 126cmの 円形に近い隅丸方形で、深さ

33cmの タライ状を呈する土獲である。底部近くの覆土中に後期Vの上器の破片が散乱した状態で検出された。

それらの遺物は壁寄 りの部分からは発見されず、土墳の中央を中心に水平の面をなすような状態にある。中

央やや東の位置では、それらの土器片の間から岩版が出土した。また、覆土中に骨片と木炭片が多く認めら

れた点も注意される。

出土した土器は後期Vの精製土器 4個体分 (第498図 1～ 4)と粗製深鉢 1個体分である。岩版 (第498図

8)は砂泥質の軟らかい輝緑岩の風化したもので、わずかに黄色がかった乳白色を呈している。全体の1/2ほ

どが欠損しており、7.8× 6.5cm、 厚さ2.9cmで重さは59gぁ る。文様は表裏と側面にある。三角形と菱形の陰

刻を沈線でつなぐような構成をもつもので、それらの文様の内部は赤色塗彩されている。その他の出土遺物

には石鏃 3点 (第 498図 5～ 7)と 黒曜石の剖片類等がある。

第499号土境 (第 482・ 505図 )

カー29グ リッドに位置する。数力所の上墳の重複であるが、耳飾の出上した土渡は中央の楕円形を呈する

浅い皿状の上媛である。覆土は褐色土の単層で、中央の底から耳飾 (第505図 5)が出土した。

耳飾は長さ1.8cmの小形の耳栓で、1/2ほ どを欠損している。上面と下面が凹んで中心部が孔となるもので、

赤色塗彩されている。その他の出土遺物は後期とみられる無文の上器片である。

第585号土墳 (第 482・ 506図 )

X-32グ リッドに位置する。北側の第587号土墳を切 り、南側にある同規模の第586号土墳に切られている。

プランは94× 60cmほ どの楕円形になるものと推定され、深さは50.4cmである。垂飾 (第 506図 11)は北壁下の

底に近いところから出上した。

垂飾は大きさが5.0× 2.4cmの 九みのある半円形を呈したもので、重さは23gぁ る。厚さは0.9cmで、表裏共

平滑な面をなし、全周は面をなして縁どられている。中心からやや片側に寄った位置に孔がある。孔は片側

の径が大きいもので、丁寧にあけられている。透明感のない乳灰白色の地にあざやかな緑色の部分が縞状と

斑点状に現われたもので、石材は翡翠と思われるが判然としない。丁寧につくられたきれいな垂飾である。

他に出土遺物はない。

第590号土墳 (第 482・ 507図 )

Z-33グ リッドに位置する。土墳のほとんどは南側の第589号土援に切られているためプランは不明だが、

同様の垂飾を出上した第585号土渡と同じような、それほど規模の大きくない楕円形の上墳ではなかったかと

を5δ
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思われる。残ったプランの北壁下から翡翠製の垂飾 (第 507図 1)が出上した。

垂飾の大きさは5.8× 2.7cmで、重さが44gぁ る。厚 くやや九みのある長方形に近い形態のもので、中心部

よりわずかに頂部へ寄った位置に孔があけられている。表裏共に剥離痕 と研磨の稜線が残るやや大形の翡翠

製垂飾である。他に出土遺物はなく、南の第589号土羨からも遺物は出上していない。

第40号土境 (第 483・ 487図 )

V-22グ リッドに位置する。平面形は170× 160cmほ どの隅丸方形で、深さ27.3cmの タライ状を呈する土授

である。中央東寄 りの底に大小 2つの石匙が 2 4El並んで遺存している。北側の石匙 (第487図 1)は緻密な質

の輝緑岩製である。薄 く痛平に手Uぎ取られた幅 16。 7cmの見事な完形の大形石匙である。表面には石の目にあ

たると思われる筋があり、風化して乳灰白色を呈している。もう 1点はやや小形で完形の縦型石匙 (第487図

2)である。出土遺物は上記の石器以外にはない。

第223号土娠 (第483・ 490図 )

0-20グ リッドに位置する。隅丸方形のタライ状を呈する土羨で、東側に礫を配した第191・ 247号土獲が

ある。石匙 (第 490図 7)は西壁寄 りの底から出土した。また、第247号土羨からも石匙 (第490図 12)が出土

しており、この石匙は本址に伴ったものである可能性が強い。

第441号土填 (第 483・ 503図 )

W-29・ 30グ リッドに位置する。平面形は135X125cmの 円形で、深さ15ctlの 浅い皿状の上羨である。中央

には本 l■以前 とみられるピットがある。上獲の北側には石匙が 2点遺存している。中央寄 りの底近 くにある

石匙 (第503図 1)は黒曜石製で、北壁下の底にある石匙 (第503図 2)は輝緑岩製である。他に出土遺物は

ない。

第452号 土娠 (第483。 503図 )

S-30グ リッドに位置し、東側に第115号住居址が接 している。平面形は175× 128cmの不整楕円形で深さは

27.6cmあ る。南側に張 り出した不整な部分は別の上墳の重複であるとみられる。タライ状を呈する土墳の西

側の底に、壁に沿ってスクレイパー 1点 と石匙 2点が遺存している。北壁側にあるスクレイパー (第 503図 8)

は縦型石匙 と類似するもので、南壁際の位置が想定される小形の石匙 (第503図 9)と 共にチャー ト製であ

る。一方の西壁際のやや大形の石匙 (第503図 10)は輝緑岩製である。土羨の上面には38× 34cmほ どの円形の

焼土l■があるが、これは本 l■ とは直接関係のない遺構 とみられる。出土遺物は上記の石器の他に黒曜石の手J

片類がある。

第489号土垢 (第483・ 505図 )

R-50・ 51グ リッドで、中期中葉IVの第111号住居址によってプランの南側1/2ほ どが切られている。楕円

形になると思われるタライ状の上羨で、北側と南側の底に横型の粗大石匙が遺存している。北側の石匙 (第

505図 2)は幅9.Ocm、 南側の石匙 (第505図 3)は幅10.6cmの共に輝緑岩製で、いずれも表面は風化してい

る。他に出土遺物はない。
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第630号土境 (第483・ 508図 )

O-67グ リッドに位置する。平面形は153× 145cmの円形で、深さ53.3cmの タライ状を呈する土渡である。

土墳の中ほどの底に横型の粗大石匙 (第508図 1)が 1枚遺存する。石匙は幅12cmの輝緑岩製で、表面は風化

してやや黄色みのある乳白灰色を呈している。刃部が薄くなるように禁Jぎ取られた見事な石匙である。他の

出土遺物は数点の上器片がある。

第642号土娯 (第484・ 508図 )

U-62・ 63グ リッドに位置する。平面形は134× 79cmの楕円形で、深さ58cmの鉢状を呈する土羨である。底

部には小ピットがいくつか設けられている。西壁の落ち込み際から輝緑岩製の大形石匙 (第 508図 4)が 1点

出土した。その他の出土遺物は打製石斧、黒曜石の制片と若子の上器片があるが、石匙も含め、これらの遺

物は混入の可能性がある。同じ等高線上で、西10mの第120号住居l■内に位置する第534号土獲と同類の遺構

とみられる。

第56号土境 (第484図 )

QoR-24グ リッドに位置する。平面形は140× 110cmほ どの楕円形で、深さ24.8cmのタライ状を呈する土

墳である。土獲の中ほどに、骨片とブロック状の焼上を多量に含む上のかたまりが検出された。その大きさ

は70× 64cmで、厚さは10cmほ どある。特に北側の30× 20cmほ どの半円形の部分に骨片の集中が著しく、この

部分では骨片と焼上が攪乱されて、炭と共に入り交った状態であり、骨片は焼上のブロックの中にも含まれ

ている。土墳には焼けた形跡が認められない。それと骨片と焼土の遺存状態からみると、骨片は別の場所で

焼かれたものが、焼土と共に 1つのまとまりとなってこの土獲に埋められたものと思われる。出土遺物はな

いが、長さ35cmほ どの角柱状の礫が 1点ブロックの上に置かれていた。

第419号上墳 (第484・ 500図 )

T-38グ リッドで、中期後葉 Iの第96号住居址の東壁中に設けられている。163X146cmの楕円形の上装で、

ローム面からの深さは82.5cmで断面形は鉢状を呈している。覆上の大部分は第Ⅳ・V層であり、第Ⅳ層の上

に土墳をふさぐようにロームブロックからなる厚い第H層 を積み重ねている。焼土は第H層の上面にある。

皿状に浅く掘り凹めた部分に推積しており、120× 95cmほ どの楕円形で、厚さは20cmほ どある。微量ではある

が骨片が混入している点は注意される。焼上の南脇に小さな掘方があり、棒状の礫が立てられていた。出土

遺物は中期と後期 (第 500図 4)の上器片が若千あるほか、打製石斧 2点 (第500図 5他 1)と 黒曜石の象J片

類等がある。

第421号土墳 (第484・ 501図 )

S-36グ リッドで、中期後葉Hの第113号住居ll14の北壁部にある。平面形は148× 133cmの楕円形で、深さ55

cmの鍋底状を呈する土墳である。土獲の底には人頭大礫の集石があり、黒褐色上の第Ⅲ層が覆っている。焼

上の堆積は土獲の中央部で第Ⅲ層の上面にある。100× 90cmほ どの範囲で上下 2層に分けられるが、焼土は第

I層に特徴的である。骨粉が第 I・ H層 に認められ、第Ⅲ層では骨片が多く認められた。骨粉・骨片が覆土

全体に認められた点は注意される。出土遺物は後期末から晩期初頭と思われる土器片 (第501図 1～ 16)が多

く、他には黒曜石の崇J片類がある。

イ58



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第422号土墳 (第484・ 501図 )

R-34グ リッドで、中期後葉Hの第113号住居址の東壁中に設けられている。平面形が146× 123cmの楕円形

の上竣で、深さ70cmの鉢状を呈している。上渡は第ⅥH層の黒褐色上で全体が覆われているが、中央の上部は

鍋底状に凹んでおり、この部分は焼土を主とする細かな上層の堆積となっている。焼土は第 I層から第VII層

まで認められるが、第 H・ Ⅲ・Ⅳ層に特徴的で、なかでも第Ⅳ層はほとんどが焼上である。骨片
。骨粉・炭

化物が覆上のほぼ全体に認められており、特に骨片・骨粉の多さが注意された。上面の焼上の脇にやや大き

な礫が 1点、焼上に添えられるような状態に遺存していた。出土遺物は晩期前半とみられる小形深鉢 (第501

図17)の ほか、打製石斧と黒曜石の手J片類がある。

第423号上壊 (第484図 )

R-32グ リッドで、中期後葉 Iの第■4号住居l■の西壁際の覆土中に設けられている。底部は第114号住居

址の床面で、住居l■のP3と 周濤が下部に続いている。平面形は104× 96cmの 円形で、深さ40cmの タライ状を呈

する土援である。覆上のほとんどは第Ш層の褐色上で、上面に焼土と第H層の褐色上の堆積がある。第H層

には骨粉が認められた。焼土は第H層の凹んだ部分に堆積しており、厚さは10cmほ どある。土墳の南壁際の

第Ⅲ層の上面に、やや大きい痛平な河床礫が置かれたような状態で遺存していた。出土遺物は中期と後期と

思われる土器片であるが、後期と思われるものが夕い。その他の出土遺物は打製石斧と黒曜石の手」片類であ

る。

第453号土墳 (第484・ 502図 )

T-30グ リッドに位置する。平面形は110X103伽の円形で、断面形は深さ52cmの鉢状を呈している。覆土

のほとんどは褐色上の第Ⅲ層で上面に焼上がある。焼土は90× 85cmで厚さは10cmほ どある。上面が皿状に凹

んだ堆積を示している。覆土中には骨片が分く認められ、礫も含まれている。また土器の出土量も比較的多

く、特に加曽利B期の上器が多い。その中で注目されるのは晩期前半とみられる高台付鉢 (第502図 8)の出

土である。

高台付鉢は雲形状の彫刻的な磨消縄文を特徴とする焼成の良い土器で、他の地点からの出土品と接合関係

にある。出土遺物は各期の上器の他は黒曜石の剥片類がある。

第500号土墳 (第 471～ 473図 )

Y-30グ リッドに位置する。西側には不整形の浅い土獲が 2カ所あり、本上はピットの伴う東側の小さな

土獲を切って設けられている。土娠付近は木の根とみられる月ヽさな穴の攪乱が著しく、攪乱はローム層
へ達

し、その部分は黒色上が入って黒い斑点状を呈している。根による攪苦しは土獲のほぼ全体に及んでいる。

平面形は東西方向に長軸のある楕円形で、開田部で79× 70cm、 底部は71× 46cmの規模がある。壁は小さな

穴の凹凸が重なって不整形に歪んでいる。北壁は小さな段をなして開くように立ち上がるが、南壁は垂直に

近く、東壁と西壁はわずかに傾斜しながら立ち上がっている。上墳全体の断面形は浅いタライ状で、プラン

確認のローム面から底までの深さは18.5cmである。攪乱は底にも及ぶため、底面は小さな穴による凹凸があ

る。壁と接する底の縁はやや丸みがあって明瞭さに欠け、底部は軟弱な傾向にあった。

覆土は壁際に褐色上の第Ⅳ層が堆積し、中央部は黒褐色上の第V層である。土偶はほとんどの部分が第Ⅳ

層中に遺存していた。

Z59



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物                  ‐

土偶は土墳の南西の壁際に、頭を西、足を東、正面を南向きにし、底より頭部が18cln、 足の先端が 3 cm浮

いていた。頭の位置を高くして、横に寝かせた状態で、やや正面に開いた姿勢で出土した。出土遺物は土偶

だけである。

土偶 (第471。 472図 )は左耳前の縁が着千欠損しているほか、頭部中央から右側の庇状の部分にかけてと、

右側の腰から足にかけての部分が軟質化して脆 くなり、表面が一部剥落している。そのほかは完全な形を保

っている。なお、左腰から股にかけての部分と左脚は、腰との付根で割れて出土したため、この部分を接着

してある。高さ27.Ocm、 最大幅12.Ocm、 厚さ9.2cm、 重さは2.14kgあ り、腕を開いて真直に立った状態の立像

形の土偶である。

頭部は冠帽状のものを着用した表凱となっており、文様はこの部分に特徴的である。頂部は平坦で、円形

の凹みを中心に沈線による渦巻文が施されている。頭部の前面には、上端を縁どる沈線文と、下の庇状の部

分を縁どる沈線文がある。上の沈線は左側の半肉彫文へ続き、下の沈線は刺突状の列点文から右側の半肉彫

文へと続いている。右側面は、頂部の渦巻文から垂下する沈線によって区画されている。文様は同心円文と、

C

イδ0

第町1図 第500号土疲出土土偶(1)(1/2)

0                  5om



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

内側が弧状になる三角形状の半肉彫文、およびごく小さな列点状の刺突文で、これらの文様は玉抱三又文の

変形とでもいえるような構成をとっている。また、前面の庇状の部分を縁どるように、三角形状のやや大き

めの半肉彫文がある。左側面は、耳の上に沈線によるワラビ手状の渦巻文があり、前面から伸びてきた半肉

彫の文様とで玉抱三又文状の構成をとっている。耳の部分は半肉彫の文様となり、冠帽状の着用物から、耳

だけが外に出たような表現となっている。左側面から後の面にかけては沈線で矩形の区画をつくっているが、

後の部分は内側の沈線の先が渦巻になった、逆位のワラビ手状の文様となっている。区画の中は、内側が弧

状になる三角形状の半肉彫文とそれに続く列点状の刺突文があり、下端には 2本の沈線が下に開く弧状の沈

線文を2つ配している。後の面は、上端に低い円形の突起をつけている。突起と接する部分の頂部平坦面の

端には、ごく小さな子とがある。針であけたような細く深い孔であるが貫通していない。低 Vヽ突起の右側には、

文様の下書とでもいえるようなごく細い線で、凹凸を表現した文様が上下に 1つずつ描かれている。その凹

凸の文様は、両者が上下に合わさると、すんなりとおさまって 1つのものになる状態に描かれている。頂部

の中心にある円形の凹みと端の刻ヽさな孔、後の面の上端にある低い円形の突起は、みな土偶本体の中心線上

0                  5cm

第472図  第500号土疲出土土偶12)(1/2)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

A880769

I 明褐色土 (ロ ーム粒子多く含 )
‖ 暗褐色土 (若干のローム粒子 )
Ⅲ ローム
Ⅳ 褐色土 (ロ ーム粒子混入 )
V 黒褐色土 (若千の炭化物粒子・ ローム微粒子)

B 880.819 B′

50cm

第T3図 第500号土竣 (1/20)

に位置している。耳は両方とも小さな突起状に表現されており、両方とも中心部に正面から針であけたよう

な孔がある。施文された頭部の文様のうち、浅い半肉彫文は削られたままの状態である。沈線は縁がややも

り上がっているものの、丁寧に調整されてざらついた感はない。

顔は丸い小さなハー ト形をしており、つ り上がった切れ長の目とやや低い鼻、それに日が表現された、愛

くるしい顔だちである。鼻には、針の先で突いたような、ごく小さな深い鼻の孔が 2つある。日と口は、ヘ

ラのようなもので一気に深く突き刺して表現した、シャープな形をしている。顔面は、額の部分がえぐられ

たように凹んで庇状の部分へ続いており、まるで仮面を付けているようにも見受けられる。

首は太くて安定し、省略された腕へと続いている。胸には小さな突起が水平に 2カ 所あり、乳房が表凱さ

れている。粘土をつまんで整形しただけの簡単なものである。

腹と腰は特に誇張した表現となっている。腹はやや下がりぎみに一段とふくらんで突き出し、妊娠の状態

を表わしている。その先端には、内部まで深 くあけられた刻ヽさな丸い子とで勝が表現されている。下腹部は、

弧線で画された左右対称の半肉彫文で股間へ至っている。

足は、腰部との付根の部分から前後に張 り出している。太くて底部の大きい安定感のある足である。両足

の間はあいており、右足はやや短かい。底は平坦だが、右足は表面から底面にかけて刹落している部分があ

る。

背か ら尻にかけての背面はよく磨かれた平滑な面 をなし、腰が強 くくびれ、尻は大 きな逆ハー ト形を呈し、

をδ2

９
一
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〇
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第3節 縄文時代の遺構とその出■透物

後ろに張り出して安定感がある。

色調憾赤褐色 (代緒色)を呈すっ前面では頭部、腹部、腰部、脚部にすすけたような黒色を三する部分が

ある。背面は頭部と首の部斉●ほか、尻の右側の低い位置にも斑点状に暴色を呈する部分が 1カ所認められ

る。

表面―からの観察では製作撲法についてほとんど知り得ないため、X線写真を撮影した。X線写真からうか

がわ―れる土偶の製作技法に関してはarv章で記すことにする。成1形は丹なで、全体の調整など丁寧に行われ

ている。胎上に,ま雲母のほか白色・黒色粒子を含み、表画全体に金雲母がとき出し、特に前面では著しいこ

胎土・成形…焼成共に良い●均斉のとれた見事な上の人形である。

なお、本と偶に関tては、『考古学雑剥 第75巻第1号に資料紹介した|が、観藤が不十分であった点につい

ては本稿をもって蔀苗こ代えることを付記しておく。

翠σ9



第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

生 880919

I

‖

黒褐色土 (ロ ーム粒 )

茶褐色土 (ロ ーム塊 )

A880,919

I 黒色土 (ロ ーム粒混入 )
‖ 黒色土 (ロ ーム塊混入 )

1 黒色土
‖ 黒褐色土

0

をσを

第474図 第81・ 183・ 215・ 296・ 300・ 366号土竣 (1/40)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

A881.H9 Ａ

一

A 881.2

I 漆黒土 (ロ ーム粒・炭化物 )
‖ 黒色土 (ロ ーム粒・焼土粒 ) 0                 1m

(1/40)

あ

黒褐色土 (ロ ーム塊・炭化物含 )

黒褐色土 (ロ ーム粒・炭化物含 )

明黒褐色土 (ロ ーム粒混入 )

ヴ 叫

A 881739

412・ 491・ 533号土竣



第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

焼土

茶褐色土

黒褐色土

(ロ ーム粒 )

黒褐色土

▲881319      ▲:

を66

第町6図 第98・ 130。 226・ 297・ 298。 304・ 305。 313。 364号土羨 (1/4め



第 3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物

A880,719

I 黒褐色土 (ロ ーム塊 )

I 黒褐色上

A 88099

O                 Im

(1/40)

生 881619

8881719

A881819

A381.519

A880919

黒褐色土

黄褐色土

A8813

セクション

▲ 880819

砂
解
Ｊ
し）上期年生

I 黒褐色土  ‖ 明褐色土

第η図 第371・ 417・ 420。 425。 461・ 510・ 535・ 654・ 655'656・ 658号土墳
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第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

_■ 880,719

B880719

A880779
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1繋監豚
翔

‖ 茶褐色土 (ロ ーム粒 )
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、

ク
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／
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鶴
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をδ3

生 881419

第T8図 第11,94・ 95。 101。 155。 330・ 429・ 434号土獲 (1/40)
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第 3飾 縄文時代の遺構とその出土遺杉
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‖ 褐色土

‖ 攪乱層
Ⅳ 明褐色土

① 4

▲8823
▲8820

O                Im

第479図  第550・ 553・ 554・ 557・ 558・ 568・ 574・ 578・ 579・ 580。 643・ 653号土羨 (1/40)
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第距章 発掘された遺構と遺物
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第3飾 縄文時代の遺構とその出主遺物
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

.▲ 880.719

▲ 881.219

I 黒褐色土 (黒 ELul
‖ 暴褐色土 (漆黒土粒)

と 880,7

コンヽクエ

ど72

第482図 第 5



第3節 縄文時代の選構とその出土遺物

A880,719

A 882.219

と 880.919

脂
奪

０
　
　
・０
魏

779

第483図  第40,191・ 223・ 247・ 441・ 452・ 4的・630号土猿 (1/40)



第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺惨

▲ 882264 Ａ
一

A880623

A880_919

焼土 (ロ ーム粒子・炭化物粒子・黒色土粒子・骨片微量 )

ローム塊

黒褐色土 (炭化物粒子 )

黒褐色土 (ロ ーム粒子・焼土粒子・炭化物粒子 )

黒褐色土

黒色土

明黒色土

A881019

I 焼土 茶褐色土 (骨粉 )
H 黒褐色土 (焼土粒子多 炭化物少・骨粉 )
W 黒褐色土 (焼土粒子 炭化物・骨片 )

焼土

褐色土

(骨粉 焼土粒子 )
褐色土

(ロ ーム粒子 炭化物 )

A880819

A880919

褐色土 (焼土粒子 )

焼土・掲色土 (骨片・炭化物 )

焼土・暗褐色土 (骨片・炭化物 )

焼土 (漆黒色土プロック・骨片 )

茶褐色土 (焼土粒子 ローム粒子 )
茶褐色土 (焼土粒子 )

黒褐色土 (ロ ーム粒子・焼土粒子・炭化物・骨粉 )

黒褐色土 (ロ ームブロック・炭化物・骨粉 )

と 880819

1

‖

Ⅲ

IV

V

VI

‖

‖1

lV

V

Ⅵ

V‖

V‖

焼土

(赤色 )

黒褐色上

(焼上壮と)

褐色上

(脆 に粒 r・ ローン、

*士
!F・
41'I 多】

0                 1m

骨片・焼土遺存箇所

Z密

第484図  第56・ 419・ 421・ 422・ 423・ 453・ 642号土墳 (1/40)
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第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

ヒ    I    10Cm

葵緯謂ヽ

26手〕

第486図

9    1    ,Cm

第11・ 13。 22・ 26・ 38・ 39号土娠出土遺物 (1/3,

39号

1は 1/4,  4 ・ 71よ 1/2)
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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第40。 46・ 47・ 48・ 59・ 62・ 69・ 82・ 83・ 87・ 88号土療出土遺物

(1/3,  4 ・ 7 ・111ま 1/1.5,  5 。 10'131よ 1/2,  6 ・ 8 。 121ま 1/4)
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第Ш章 発掘された遺構と遺物

5 6寸

イ78

第488図  第95,98・ 130・131・ 132号土娠出土遺物 (1/4, 5は 1/1.5, 6は 1/3, 7は 1/6)



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物
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第Ⅲ章  発掘 された遺構 と遺物
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第176・ 178・ 186。 200。 207・ 222・ 223・ 225。 226・ 247号土獲出土遺物

(1・ 11は 1/1.5, 2・ 9は 1/2, 4～ 7・ 121ま 1/3, 3・ 8。 101ま 1/4)480



第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

2491}
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3
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297号 A

0                 1ocm

297号 B

20cm

第則1図 第249・ 253。 267・ 295。 297-A・ 297-B号土羨出土遺物 (1/4, 3・ 4は 1/1.5, 6は 1/6)
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第523図 土獲分布図10(1/100)

ピ ッ ト,辞 (第524・ 525図 )

調査された1,270カ所に及ないわゆる「穴」状の遺構の中で、比較的規模が大きく遺物が出土する土装とは

異なり、径30～ 60cm(中 でも径40cm前後のものが主体を占める)、 深さ20～ 60cmの ちょうど竪穴住居址の柱穴

に類似するピット群が、南側台地の住居l■群に囲まれた広場 とみられる区域の東側に位置する I～ U―

14～ 26グ リッドの範囲364m2内 に253カ 所が検出された。そこは主として土羨群の分布域と住居群に挟またた

位置である。また、この位置は環状にめぐる住居群の唯一大きく開いた部分にもあたり、方形柱穴列址とも

σ
=″



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

重複関係をもっており、本遺構の性格を考える上に興味深い。

ピットの平面形は基本的に円形と楕円形であり、断面形は逆台形状や円筒形を呈し、全体の様オロは「穴」

としてのイメージが強い。掘方は竪穴住居址の柱穴と同様に割合しっかりしている。ピット内の土層では第

265。 266号土渡の覆上に黒色上の垂下層が認められ、これが柱痕となるものではないかと思われた。

これらのピットの分布は一見すると散左 しているようにもみうけられるが、第524図に示すようにある一定

の群を構成している。ピット群は東群と西群に大別でき、西群によリタくのピットが密集する傾向が看取で

きる。ピット群はまた、その配置も無秩序なあり方ではなく、大きな環状に連なりをもつ群が重なっている

ようにも見える。その環状の連なりの規模は竪穴住居址の大きさと類似するものが多い。第525図に線引きさ

れたピット群は、その中でも一定の距離と位置関係をもつものである。しかし、これらが掘立注建物址の柱

穴のように機能的な関連をもっていたのかは判断のむずかしいところである。柱穴間で重複関係が認められ

たものは11カ所で、検出されたピット数より考えると重複関係をもつピットは少ないと言え、それよりも近

接関係をもつものが多く認められる。このことは柱等の建替えが同地点で頻繁に行なわれず、他にずれた位

置に行なわれたために生じたものと理解でき、ピットの性格を考える上に重要である。また、直接ピット群

に伴うものであるのか明確にはならなかったが、U-19グ リッドのピット群に囲まれた範囲に第 7号 (U―
19)焼土luLが検出されている。

東側に位置するピット群はそれと思われるものの一部が第22号住屋址と重複関係にある。それらのピット

には貼り床が検出されなかった′ミなどより、第22号住居l■を切ってピットが構築されていることも考えられ、

ピット群が第22号住居l■より新しい時期に構築されている可能性もある。また、ピット群と土媛、方形柱穴

列との関連を明確に把握できている部分は少ない。しかし方形柱穴列との重複関係をみた場合、方形柱穴列

に切られているものもみられ、両者に時間差があることがうかがえる。ピット内よりの出土遺物は 7カ所に

認められた。出土している54点の上器は前期 Hか ら後期Ⅵまでのもので、ほとんどが小破片である。しかし、

174号土羨からは中期後葉IVの深鉢の底部が出上している。さらにピット群が検出された範囲における遺物の

●土 墳
日方形柱穴列

▲柱 痕
Oビ ッ ト状

81 .

第524図  ピット状遺構の径・深分布
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出土分布状況は、他の部分に比べると濃密で、4,570点 にも及ぶ土器片が出上している。他の遺構外の範囲と

比較するとその量は多く、その種類も縄文早期末から後期中葉に至る各期の上器が出上している。中でも中

期後葉Ⅳ～V、 後期粗製が量的に多い。これらの遺物やピット内からの出土遺物のあり方、それと他遺構と

の重複関係等よりみると、ピット群は中期後葉 Iか ら後期までの遺構である可能性を指摘できる。なお、ピ

ット群に関する一覧表を巻末に付したので、本文と合わせて参照されたい。
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集石 遺 構 (第 526～ 531図 )

南側台地で、南側台地と北側台地の地形区となる谷に面した場所に、大規模な帯状をなす集石遺構が北西か

ら南東方向にかけて検出された。集石遺構は検出当初からその規模が大きく内容が繁雑なために、遺構全体

が一つの構成をなすものか、あるいは数力所のブロックが重なった結果によるものか判断できなかった。し

かし、集石を構成する礫の状況や、西端に位置するサークル状の集石のあり方等より、本遺構は数力所のブ

ロックで構成されていることが判明した。それによると西側よりAブロックとBブロック、Bブロックの南

側にCブロック、Bブロックの東側にDブロック、Dブロックの東側にEブロック、Eブロックの東側にF

ブロックとGブロック、 Fブロックの北側に突き出すように石列Aの合計 8カ所のブロックより構成されて

いる。

Aブロックは検出されたブロック中で最も規模が大きく、構造に特異性のみられるものである。平面プラ

ンは南側に柄部を有する柄鏡形を呈するが、西側外縁は耕作により攪乱されており検出できなかった。東側

はBブロックと重複 しており、北西側の礫が除去されていることなどより、全体は割合雑然とした配列を呈

していたが、礫の大きさ、礫の形状、倒置状況などより本l■の全体構成が把握された。それによると、主体

部となる部分は径約6.2mの南北方向にやや歪む不整円形を呈する。主体部の外縁は礫の配列に規則性が少な

く、礫の大きさも大小様々で、密に詰め込んだような部分もみられ、中には石皿の破片がある。この内縁に

長軸が lm前後の板状を呈する花南岩が長軸方向に傾斜をもち他の礫上に横たわって、径約4.8mの放射状に遺

存していた。その状況はあたかもサークル状に直立していたものが倒壊したのではないかと考えられた。こ

のサークルの内縁は、サークル外縁よりも板状の礫が用いられ、平坦な面を敷くように据えた部分も検出さ

れている。この内側は径約60cmほ どの空白部となり、この部分がAブロックの中心となる。この主体部南側に

柄部が張り出すが、Bブロックと重複し、柄部を構成する礫が雑然としていることなどより、明確に柄部を

摘出することはできなかった。しかし柄部の東と西辺と思われる位置に板状の花商岩礫が傾斜した状態で検

出され張り出すことより、約3.0× 2.lmの範囲が柄部に該当するものと推定した。この柄部にはある程度大

きさのそろった礫を、長手部を出すように配してある。主体部と柄部の接する部分には、大きな凹穴のある

自然石を配しており、これは意図的なものと思われる。また、柄部には無頭石棒・有頭石棒 (第 531図 5)・ 九

石 (第 531図 8)の 3点が中央よりやや南側に寄った位置に検出されている。基部に空自部があることから石

棒はその空白部に立てられていた可能性が強い。九石も有頭石棒と並ぶ形で検出されており、両者の有機的

関連性は強いと思われる。柄部の西南側には石棒片 (第531図 7)が遺存している。Aブロック北西際のZ―

32グ リッドより第529図 3の小形深鉢が出土している。内外面共にヘラ研磨の整形がなされた精製土器であ

る。

BブロックはAブロックに北西側を切られ、南西側、南側がC,Dブ ロックを切る形で検出された。西側

は攪乱等により礫が抜き取られているため全容をす巴握することはできなかったが、検出された他の音る分より

推定すると、平面プランは径約 5mの円形を呈するものであろう。北西側がAブロック、南側がCブロックと

重複関係にある。礫のあり方はAブロックがBブロックを切り、CブロックはBブロックに切られた状態で

ある。ブロックの構造は、外縁に幅1.5m前後の帯状に、割合偏平な礫を密集させて並べ、これに囲まれた中

央部分は礫の状態が異なり、柱状の礫が倒れた状態で検出された。おそらくこれらの柱状の礫は立てられて

いた可能性が強い。ブロックのほぼ中央部であるW-31グ リッドより深鉢形土器の口縁部破片 (第529図 1)

σ′9
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B881519

D881.519

F881519

G 8815,9

H 881 219                                                                  H′

1 881219

J881219

L 881 219 ⊥ 881219

旦 881219       N′

I 黒色土
‖ 黒褐色土
Ⅲ 漆黒色土
Ⅳ 褐色上
V 明褐色土

° 881219                        0′

E881569
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第528図 集石遺構(21(1/60)



第 3飾 縄文時代の遺構とその出土遺物

が出土している。内外面共にヘラ研磨がなされているが、施文はなく、日縁部に小突起が付けられている。

CブロックはBブロックと重複する形で検出されたが、中央部と東西部分がBブロックにより切られてい

る。検出できた南と北の外縁の状況より推定すると、平面プランは径約3.4mの割合小形の円形を呈するもの

であろう。構造はA・ Bブロックほど集石を構成する礫数が多くなく、外縁の状態も平坦な礫が一重に並べら

れているだけである。ブロックの中央部はBブロックに切られており把握できなかったが、長さ88cmと 96cm

の柱状礫 2点 と、縦に二つに割れた同一個体の石棒が接近した位置に検出されている。また、柱状礫をはさ

んだ東側には祗石 (図版192-5)が遺存している。Bブロックの状況等より、Cブロックも中央部に柱状礫

や石棒が立てられていたものと考えられる。

Dブロックは北辺をB・ Cブロック、北東辺をEブロックとそれぞれ重複関係をもっており、全容を把握

するには至っていない。礫の重複関係よりB・ CoEブ ロックに切られている状態である。検出できた南縁
の状況より、径約 5mの円形の平面プランを呈するものであろう。構造はBブロックに類似する。外縁に板状

の割合大形の礫を平坦に据え、この内側には幅1.4mの帯状に礫を詰め込んでいる。中心部と思われる位置は

外縁帯とは異なり、径1.6m前後の円形の空自部となっている。空白部には他のブロックにみられたような柱

削  /5

♀   I  TCm

鞄

々

③

中
0                  5cm

第529図 集石・敷石遺構出土土器 (1/3, 1は 1/4)・ 土製円板 (1/2)
ν Z



第■1章 発掘 された遺構 と遺物

状礫や石棒は遺存していなかった。遺物は南東外縁帯のU-29グ リッドより台付異形土器 (第529図 6)が破

片で出土している。異形土器は胴部に注口部と思われる部分のあるもので、磨消縄文が抱文されている。土

器の器形 。文様等より縄文後期末に帰属するものであろう。

EブロックはA～ Dブロックのように礫がまとまりをもって検出されてはいない。Dブロックの東側を切

る形で弧状のブロック外縁帯が検出され、一つのブロックを構成するものと捉えた。しかし東側は礫が抜き

去られており、全体の構造を捉えることはできなかった。検出された外縁の礫の状況より考えるとB～ Dブ

ロック等と同様な円形プランをもつもので、規模等も類似するものであると思われる。外縁の礫は大きさの

そろった礫の長手部を縁とするように据えられている。

FブロックはDブロック南側の外縁に接するように割合広い範囲にFJK状にのびる礫が検出されており、こ

の列を外縁とする円形プランを呈する。西側は礫が抜き去られており、ブロックの全容を把握することはで

きなかった。平面形は推定径5.6mの 円形を呈する。構造は他のブロックと若千異なる。中央部に礫を密集さ

せて径約 3mの核ブロックを設け、若千の空間をおき、外縁を幅1.2m前後の帯状に礫を密集させている。礫は

522

第530図  集石遺構出土石器(1)(1/3)・ 自然石 (1/2)
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鋳と齢 i縄支時代ぬ選構をその出土灌物

♀    !   10Cm

繁凱図 集石遺濤41土石器り (V61

■い部のプロッタに割合未彩なものを用い、外巖部がやや小彦の礫輔 されている。申心部のプロックと

外綴帯の間の1東allには萩状の割合大きな礫が側れたような状況で検出されているがtあるいはこれらの礫が

Aデロックで考.え られたサークル狭の遺構を撥成するもの|である可能性もある。Dプロックと繊する北西縁

醐
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

の礫間の空間部には、尻石とも呼ぶべき鉱物質の特殊な礫 (第530図 4)が石英礫と共に遺存していた。
GブロックはFブロックの東側に接するように、径約2.5mの割合小規模なブロックとして検出されている。

A～ Fブロックのような構造はもたず、大小の礫がまとまって検出されたにすぎない。しかし、大形の板状

礫が平坦面を出すように据えられている。

石列Aは Fブロック北東側に突き出すような形で検出されている。長さ5。 4mを測 り、礫を一列に直線状に

並べている。礫の長手部を出すように据えられている。石列の北東端より直角に西方向にのびる石列状のも

のが検出されたが、これは礫の並べ方が雑然としている。石列Aの構造は平面プランを見る限りでは、方形

の石囲い状を形成しているように見える。この中に位置し、Dブロック外の東側となる場所には、完形の無頭

石捧 (第531図 6)が遺存していた。

各集石ブロックの時期決定をなし得るだけの資料は得られていないが、ブロックの重複関係より、A～ G
ブロックはG→ F→ E→ D→ C→ B→ Aと 南東側から北西側に移 りながら連続してつ くり続けられているも

のと考えられる。また、 F・ Gブロックの下位には後期の土獲が検出されているが、集石遺構はその配置等

より下位の上墳と直接関わるものではないようである。Gブロックの下位には後期 H・ Ⅲ、 Fブロックの下

位には後期Ⅳの土墳が検出されており、集石遺構はこの時期、もしくはそれ以降に構築されたものとみること

力予できる。

A 881569

Ｏ
Φ
め
〓

∞
∞
　
ｍ
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第532図 敷石遺構 (1/60)
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

敷 石 遺 構 悌529・ 532・ 533図 )

集積遺構の北西へ続くアー35グリッド周辺に検出された遺構で、そのあり方から敷石遺構とし、集石遺構

とは区別して取り扱った。

本l■の北側は平安時代の第 1号住居址により切られており、全体の約1/2を把握し得たにすぎない。検出さ

れた敷石部分は8× 4mの半円形に残った部分で、推定すると径 8mの円形プランになるものと考えられる。

o                        20cm

第533図 敷石遺構出土石器 (1/6)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

構造は長さ1.lm前後の板状の花南岩を敷きつめており、すき間に河ヽ形の礫を詰めている。敷石外縁の南側の

部分に石櫃と柱状礫が並列して検出されている。また、第12号方形注穴列が同地′点で重複して検出されてい

るが、柱穴列を構成する土渡上部に敷石がなされていることより、第12号方形柱穴列よりも敷石遺構が新し

い時期の遺構であることが確認できた。

敷石遺構内より石櫃 (第533図 )と石皿 (第497図 5)の片側が出上している。土器は第529図 2のほか、敷

石遺構下の第475号土獲から、後期末から晩期初頭とみられる赤色塗彩された小形の上器 (第504図 2)が出
上している。このため本址は後期末から晩期初頭頃に構築されたものと考えられる。

屋 外 炉 址

第 1号 (U-50)屋外炉l■ (第300図 )

U-50グ リッドに位置している。中期後葉 Iの第109号住居址南壁際のPs脇にある。

礫を方形に組んだ石囲炉で、83× 72cmの規模がある。炉石は南側に厚い河原石を据え、北側には板状の鉄

平石、東側には花蘭岩の一枚石をそれぞれ縦に組んでいる。また、西側の炉石は花南岩であるが、火熱のた

めか小さく割れており、黒褐色上の堆積する内側へ崩れ落ちている。南側と東側の炉石は火熱を受けた痕跡

が特に強く、いずれもいくつかに割れている。本址の下位には楕円形の浅い掘方があり、本址の掘方もこれ

と部分的に重なっている。北側はローム層に掘り込んでおり、焼土は炉底の立ち上がる部分にだけ認められ

た。遺物は出上していない。

第 2号 (X-38)屋外炉址 (第534図 )

集石遺構の北側で、X-38グ リッドに位置している。第 2号 (X-39)焼上址が本l■の北東側1.5mの位置

にあり、両者はごく近い位置で並んでいる。

炉址は50× 38cmほ どのピット内に、日縁部と胴下部を欠く深鉢形土器を正位に埋設した上器埋設炉である。

59δ

第534図  第 2号 (X-38)屋外炉址 (1/40)。 出土土器 (1/4)



第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

炉内には焼土が残 り、ピット周辺も74× 56cmの範囲が椿円形に焼けて赤化 している。

土器は口縁部 と胴下部を欠 く。頸部には隆帯が 1本め ぐり、胴部にはヘラ削 りの痕跡がそのまま残ってい

るだけで文様はない。おそらく後期の粗製土器ではないかと思われる。

焼 土 址 (第535。 536図 )

第 1号 (V-36・ 37)焼土址

集石遺構の北側になるV-36グ リッドと37グ リッドの中間で、中期後葉 Hの第98号住居址の覆土中に発見

された。大きさは■8× 83cmあ り、骨片を含む焼土混 りの黒色上が20cmほ どの厚さで堆積している。焼土址の

縁には礫が遺存しており、火熱を受けた痕跡の認められるものもあった。遺物は出上していない。

第 2号 (X-39)焼土址

集石遺構の北側で、X-39グ リッドに位置している。本上の南西1.5mに は第 2号 (X-38)屋外炉 l■があ

6号 (W-26)
I 黄褐色土 (焼土混入)
‖ 焼土

Ａ
一

▲881319

2号 (X-39)
1 焼土
‖ 褐色土

3号 (ア ー 32)

1 焼土

‖ 黒褐色土 (ロ ーム粒)

▲881119    A′

4号 (ア ー31。 32)

1 焼土
‖ 黒褐色上
Ⅲ 黒褐色上 (焼土粒 )

▲880919  ▲|

―

7号 (U-19)

I 茶褐色土 (焼土粒)
‖ 黄褐色土
‖ 焼土

Ａ
一

▲ 880919
A881019

5号 (Y-27)
I 黄褐色土
‖ 焼上
Ⅲ 風fヒローム

1号 (V-36・ 37)
十 焼土混黒色上 (骨片)
‖ 黒褐色土
Ⅲ 98仁覆土

O                 Im

第535図  第 1・ 2,3・ 4・ 5・ 6・ 7号焼土址 (1/40)
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

0                  10cm

第536図  第 2号焼土址出土土器 (1/4)

る。円形に残る厚さ10cmほ どの焼上の上面に、深鉢形土器の底部がつぶれた状態で遺存していた。つぶれた

土器の協には、土器の大形破片の上に、火熱を受けた痕跡のある長さ約20cmの角柱状の礫が 1点遺存してい

た。上器 (第 536図)は深鉢形土器の底部約1/2ほ どの部分である。やや上底となる小さな底部に網代痕があ

り、内外面共に付着物は認められない。おそらく後期前半段階の上器であるとみられる。

第 3号 (アー32)焼土址

集石遺構の西側で、アー32グ リッドに位置し、第 4号焼土l■Lと は1.5m離れて並んでいる。厚さ10cmほ どの

焼上の堆積が63× 60omの範囲にみられ、上面には焼けた痛平礫が 1点遺存していた。出土遺物はない。

第 4号 (アー31。 32)焼土址

第 3号焼土址と並漆アー31・ 32グ リッドに位置している。厚さ10cmほ どの焼上の堆積で、76× 59cmの大き

さがある。第 I層の焼土中に小礫が 1点遺存していたほかには遺物はない。

第 5号 (Y-27)焼上址

集石遺構の南側でY-27グ リッドに位置し、第 6号焼土址 と並んでいる。焼土は深さ40cmほ どのピットの

上面中央部に 5～ 6 cmの厚さで認められる。土層の推積状態からは、黄褐色土と風化 したロームでピットを

詰め、その上で火が焚かれたものと観察された。焼土はビットに伴うものであるから、単なる焼土址とみる

よりも、遺構としては焼上の伴う土羨とみた方がよいだろう。遺物は出上していない。

第 6号 (W-26)焼上址

W-26グ リッドに位置し、第 5号焼土l■の東 4mの位置にある。焼土の堆積は厚さ 4 cmほ どで南北方向に

長いプランとなり、100× 52cmの大きさがある。北の端の上面に礫が 1点遺存していたほかには出土遺物はな

ヤ萬。
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第 3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第 7号 (U-19)焼上址 (第 535図 )

集石遺構からやや離れたU-19グ リッドに位置している。周辺には土墳、ピット群の分布が著 しいが、特

にピット群によって周囲を囲まれた状態の位置関係にある。焼上の厚さは 8 cmほ どあり、40× 30cmの 大きさ

で楕円形を呈 している。遺物は土器片で諸磯 Cl点、無文 3点、後期の粗製と思われるもの 1点が出上して

いる。

10 ロームマウンド

第 1号 ロームマウン ド (第 323・ 526・ 537図 )

集石遺構に接する東側の P・ Q-30グ リッドに位置し、地形区となる谷に面した場所にある第■5号住居址

の北壁にかかって住居 l■Lを切っている。遺構確認作業の段階で礫を含む黄褐色上の小さな山が現われ、精査

の結果、この黄褐色上の山がロームマウンドであることが判明した。

ローム面からの落込みの規模は240× 200cmで、南西側がやや張った隅九長方形を呈している。ローム面か

らの深さは50omほ どある。断面形は中央部が深いタライ状を

呈しているが、南西に張 り出した部分は段がついて不整形で

ある。ロームを多く含んだ黄褐色土はプランの中央部に島の

ように浮いている。検出当初の平面形は人頭大ほどの礫を含

んでやや不整形であった。黄褐色上の下は、黒褐色土と茶褐

色土が底部に沿った状態で礫を含んで帯状に堆積している。

責褐色上の下面も底部に沿って西側が深くなっている。

出土遺物は完形の石鏃 (第537図 )が 1点あるほか、中期か

ら後期の上器片が若千出上している。

第 2号 ロームマウンド (第515・ 526図 )

集石遺構の南端に接したS-26グ リッドに位置している。

ローム面からの落込みの規模は160× 145cmほ どあり、不整

な楕円形を呈している。なお、プラン北側の上位には集石遺

構の礫が 1点かかっている。ローム面からの深さは東側が14

cmと 浅いが、西TRJは一段と深い。この深い部分には小さなピ

ットが 3カ所あり、深さは北から33・ 36・ 44cmである。プラ

ンの中央南側にロームを含んだ責褐色土が100× 100cmほ どの

大きさで、円形のマウンド状に認められた。出土遺物はない。

第 3号 ロームマウンド (第526・ 538図 )

集石遺構の商側で、第 5号 (Y-27)焼土址の西 2mの Z・

アー27グ リッドに位置している。

落込みは 2つのピットの重複のようにみえ、北側が60cmで

0                  1m

第538図  第 3号 ロームマウンド (1/40)
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第1■章 発掘された遺構と遺物

南側が32cmほ どの深さがある。ロームは底部から浮き上がり、落込み部を基 ぐようなマウンド状を呈してい

る。ロームと底までの間には 3層が介左し、このうち第 I層 とした漆黒色土はマウンドの脇から上面にも認

められた。

出土遺物は前期から後期にかけての上器片が若千出上しているだけである。

11 屋外の単独 出土土器 (第 539・ 540図 )

住居J■や上墳などの遺構に伴わず、単独に出上した一括土器は5個体ある。いずれも完形ではないが、実

測によって器形のうかがわれる状態に復元できるだけの一括量をもつものである。

1は現高約59cmの大形の深鉢形土器で、胴上部が張る器形になると推定される。中期中葉Ⅳとみられ、K―

19グ リッドの褐色上下面より出上した。

2は胴部の径が33cmほ どになる、やや大形で構形を呈する有孔鍔付土器ではないかとみられる土器である。

立体的、彫刻的な文様で飾られ、表面には赤と黒色の塗料で彩色された痕跡が認められる。完形であったら

見事な有孔鍔付土器であったろう。中期中葉Ⅳ～Vと 推定される。カー21グ リッドからの出上である。

3は現高40cmの筒形を呈する深鉢形土器の胴部である。区画文と抽象文を特徴とする、中期中葉Ⅲの大形

の深鉢形土器である。ウー24グ リッドからの出土である。

4は 中期後棄IVの深鉢形土器である。全体の約1/2ほ どが現存する。 R-17グ リッドからの出上である。

5は 0-19グ リッドから直立した状態で出上した中期の上器の底部である。内面には炭化物の付着が著し

ヤヽ 。
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第3節 縄文時代の遺構とその出土遺物

第539図 屋外の単独出土土器(1)(1/4)
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第540図 屋外の単独出土土器(21(1/4)
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第4節 縄文時代の遺物

第 4節 縄文時代の遺物

1土 器

1)上器の概要と器形の分類

棚畑遺跡より出上した縄文土器は早期から晩期の各期に亘るもので、推定 5tと いう膨大な量がある。そ

のためこれらの資料の中から可能な限り特徴的な土器を遺構内、遺構外より取り上げて分類、分析、整理を

行い、棚畑遺跡に於ける大まかな土器群の変遷について捉えてみたい。なお、中期の上器群に関しては、主

として遺構内から出上した復元資料を基に分類、分析、整理の操作を行った。

上器分類の基準は、早期から晩期の時期枠の内で特徴的なまとまりをもつ土器を「群」として捉え、同一

の群内での属性の差を「類」、類内での細かな施文等の差を「種」として整理していくこととする。なお、こ

れらの分類により分別された上器群は、住居址等の遺構内より出上したものは住居址単位をまとまりとして

捉えて段階設定を行った。そのため各群の消長に時間幅の見られる場合がある。

器形で確認し得たものは深鉢、鉢、浅鉢、壺、有孔鍔付土器、両耳重、吊手上器、器台が認められた。こ

れらは部位 (口縁部、頸部)形態により細分ができる。また、法量的にも大型 。中型・小型・極小の四者が

認められた。特に中期の上器群は複雑な器形を呈するが、基本的には下記の器形分類に包括できよう。

深鉢 :器高値が口径値よりも大きく基本的には口縁部が開くもの。

Aェ、頸部にくびれをもち、口縁部が内湾気味に開く所謂キャリパー形。

A2、 頸部にくびれをもち、口縁部が直線的に外反する。

Bl、 胴部が直線的に開き、日縁部で内湾気味となる。

B2ヽ 胴部から口縁部にかけて外反し、所謂ラッパ形を呈する。

B3、 胴部から口縁部にかけて直線状に立ち上がり、円筒形を呈する。

Cl、 頸部に段状のよくらみをもち、日縁部が内湾する。

C2、 頸部に段状のふくらみをもち、口縁部が直線的に外反する。

鉢 :器高値が深鉢ほどなく、浅鉢のように器高値が小さくない。口径値も浅鉢ほど大きくはないもの。

Al、 頸部でくびれをもち、日縁部が内湾気味に開く。

A2、 頸部でくびれ、口縁部が直線的に外反する。

B、 胴部上半で屈曲し、頸部でくびれ口縁部が直線的に外反する。

C、 胴部上半で屈曲し、日縁部が直線的に内湾する。

浅鉢 :口径値が器高値よりも大きく、回縁菩るが大きく開くもの。

Aェ、休部が直線的で口縁部がやや内湾気味に開く。

A2、 体部上半で口縁部が大きく内湾し屈曲状となる。

B、 体部が直線的に開き頸部でくびれ、口縁部が直線的に外反する。

有孔鍔付土恭 :頸部に鍔がめぐり、鍔上に孔を穿つ。日縁部は直立する。胴部形、器高等より二つに分け

られる。



第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

A、 胴部中程に最大径をもち、器高値が高く、構形を呈する。

B、 胴部中程に最大径をもち、器高値は低 く、壺形を呈する。

この他の両耳壺、吊手土器、器台についてはまとまった資料が得られておらず、器種別に器形の特徴を抽

出することはできなかった。

2)早期の上器

出土土器の分類

早期の上器の出土量は他の時期に比べるとそれほど多くはない。大別すると押型文系・条痕文系・八形文

系の 3群が認められた。

第 I群 (第 541図 1)押 型文を施文する一群である。
1類 (第 541図 1) 山形押型文を維位に施文する。山形の波形は割合まるく、不規則である。

第H群 (第541図 2～21)条痕文を有する一群で、施文部位、施文具の差異等で貝殻を用いた条痕 (1類 )
と絡条体を用いた条痕 (2類 )に分類できる。

1類 A種 (第541図 2～ 9)内 外面に貝殻を原体とする割合明瞭な条痕を有する。胎土中には繊維を含有
する。焼成は割合堅緻である。

1類 B種 (第541図 10～ 13)外面または内面に貝殻を原体とする条痕、他の面には擦痕状の条痕が施文さ

れる。胎土・焼成共に 1類A種に類似する。

1類 C種 (第541図 14～ 16)外 面だけに貝殻条痕が施される。内面は雑な指頭ナデ整形が行なわれる。
2類A種 (第541図 17・ 18) 内外面に絡条体を原体 とする不規則な条痕が施される。条痕の状況は 1類に

比較すると不明瞭で、部分的に絡条体の原体を押し止め圧痕状となったもの (17)がある。胎土中に割合多

量の繊維を含有し、焼成も1類ほど堅緻ではない。

2類 B種 (第 541図 19・ 20)外 面だけに絡条体条痕が胞される。
3類 (第 541図21) 集合沈線状の条痕が格子目状に施文されている。胎上・焼成は 1類 と類似する。

第Ⅲ群 (第 541図 22) 爪形が施文されるものである。

1類 (第 541図22)八形文が連続的に施文されている。胎土中には少量の繊維を含有し、焼成は良好であ
る。

3)前期の上器

出土土器の分類

前期の上器群は前期初頭、前葉、中葉、後葉、末業の群より構成され、量的に差があるもののほぼ全時期

の土器群が検出されている。遺構も39号・51号・59号住居l■、377号・379号土援等が検出されており、これ

らの遺構内から割合まとまった資料が得られている。

第 I群 細片のため図示できなかったが、前期初頭に帰属すると思われる胎土中に多量の繊維を含有し、

割合ラフな縄文が施文される一群である。器厚は厚手で指頭による整形痕や、早期第 I群 1類 B種に見られ

た擦痕状の内面整形痕が観察される。特徴等より前期初頭花積下層式に比定できよう。

第 II群 (第 109図 1・ 2、 第134図 1～ 12、 第168図 1～ 5、 第495図 13・ 14、 第496図 3～ 5、 第541図

23～ 28、 第542図29～45) 縄文が施文されている一群である。器形を窺えるような資料が得られておらず、

縄文の他に付加文をもつと思われるものも含まれている。第H群は無節・単節の縄文原体を斜状構成に施文
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第 III章  発掘 された遺構 と遺物

する 1類、羽状構成 となる 2類、縄文が帯状施文され斜状・羽状縄文構成をとり、焼成・整形に特徴をもつ

｀  3類 、縄文構成は 1・ 2類 と同様であるが胎土中に繊維を含む 4類、胎土中に繊維を含み特徴的な縄文原休

を用いる 5類に分類できる。第H群は39号・51号 。59号住居 l■の例より考えるとかなりの時間幅の中に存在

する群である。

1類 A種 (第541図 23・ 24) Rま たはLの原体を用い斜状縄文構成 となる。胎土中には長石・石英・雲母

粒子を含有し、内面は指頭整形後ナデ整形が加えられているものが多い。

1類 B種 (第541図 25～ 28、 第542図 29・ 30) RLま たはLRの縄文原体を用い斜状縄文構成となるもの。

本類内には節の撚 りが強いものと、29の ように節が毛羽立ち不明瞭なものがある。胎土・内面整形共にA種

に類似する。

2類 (第542図 31～ 34)RLま たはLRの縄文原体を用い、同一原体で回転方向を変化させることによっ

て羽状縄文構成となるもの。異原体施文により羽状縄文構成 となるものである。 1類 B種と同様に節のバラ

エティーがみられる。胎土・整形は 1類と類似する。

3類A種 (第542図 35～37)原 体末端を変化させたり、結節した特殊な斜状縄文が施文される。胎土中の

含有物は 1・ 2類に比べ小粒の石英 。長石細粒子を少量含有 している。焼成は堅緻で内面整形は指圧整形後

丹念な指頭ナデ整形が行なわれ平滑となる。

3類 B種 (第 134図 9、 第542図 38) 胎土 。焼成・整形はA種 と同様である。縄文原体の回転方向の変換

により羽状縄文構成を作 り出す。 9は 口唇部に鋭利な爪形が不規則に施文される。

4類A種 (第 134図 5。 7) 1類 B種と文様構成等は同様であるが、胎土中に繊維を含有する特徴をも

つ。繊維の含有量は多量から微量のものまで変化がある。

4類 B種 (第 134図 4、 第496図 4、 第542図 39。 40) 文様構成等は 2類 と同様であるが、胎土中に繊維を

含有する特徴をもつ。

5類A種 (第495図 13) 直前段合撚の特殊な縄文が施文される。胎土中には長石・石英・褐鉄鉱粒子を含

有する。

5類 B種 (第542図41～45)ル ープ文、直前段合撚の特殊な縄文を施文する一群で、斜状構成、羽状構成

の二者が認められる。胎土中には繊維を割合多量に含有している。内面整形は割合丹念なミガキ整形がなさ

れる。

第III群 (第542図 46・ 47) 櫛状工具による連続刺突文が施文され、地文に縄文が施文される一群で、縄文

の様子により2種に分類できる。前期前葉神ノ木式に比定される一群である。

1類 A種 (第542図 46)横 位に櫛状工具による連続刺突文が施文され、地文は束の縄文による。胎土中に

は長石・石英・雲母細粒子を含有する。内面に指頭整形による凹凸を残す。

1類 B種 (第542図 47)櫛状工具による施文はA種 と同様であるが、地文は単純な斜状縄文が施文される。

第Ⅳ群 (第 134図 35～ 39、 第135図 41、 第495図 12、 第496図 1。 2、 第542図 48～ 60、 第543図 55～ 60) 櫛

状工具による連続刺突文が非連続的な列点状刺突文 (1類 )と なり、これに櫛状工具による条線文が力日わる

もの (2類)がある。また、半我竹管状工具による爪形文 と列点状刺突文が組み合わさるもの (3類 )、 爪形

文だけのもの (4類 )、 平行沈線文をもつもの (5類 )がある。これらは胎土中に繊維を含有するものと、無

繊維のものに分けられる。特徴より本群は前期前半有尾式や、これに共伴すると思われる黒浜式の範疇に入

る一群である。

1類 A種 (第542図 48・ 49) 櫛状工具による列点状刺突文が施文される。文様の構成は菱形構成を呈す
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る。胎土中には若千の繊維を含有する。

1類 B種 (第496図 2、 第542図 50) 櫛状工具による列ィミ状刺突文を有する。文様構成は菱形を基調とす

る。胎土中に繊維は含まず長石粒子を含有する。

2類 A種 (第 134図 38、 第542図 51'52) 櫛状工具による列点状刺突文と条線文が組み合わされている。

文様構成は菱形を基調としている。胎土中には繊維を含有する。52は 内面に擦痕状のナデ整形が行なわれて

いる。

2類 B種 (第 134図 39、 第542図 53) 文様構成はA種と基本的に変化がないが、胎土中に繊維を含有しな

い点に特徴がある。

3類 (第 495図 12、 第542図54) 櫛状工具による列点状刺突と半我竹管状工具による平行沈線と「 C」 字

形爪形刺突文を施文する。平行沈線、八形文の構成は菱形と曲線を基調とするものが認められる。胎上中に

は繊維、長石粒子等を含有する。

4類A種 (第 496図 1、 第543図55～ 57) 半載竹管状工具による平行沈線と「 C」 字形爪形刺突文が組み

合せられている。文様構成は平行に走行するものと、菱形構成があるが、 1の場合この両者の組み合せとな

っている。爪形文の文様帯下方は羽状構成等の縄文が施文されているようである。胎土中には繊維を含有し

ており、内面はミガキ整形がなされるものが分い。

4類 B種 (第543図58) A種の文様に波状沈線が加わる。胎土・整形共に類似する。

5類A種 (第543図 59・ 60) 半裁竹管状工具による平行沈線が施文される。沈線構成は横位で、割合不規

則な間隔で施文されている。胎土中には長石粒子、繊維を含有している。

5類 B種 (第 134図 35～ 37、 第135図41) 施文具はA種と同様の半我竹管状工具を用いるが、菱形構成と

なるものがある。胎土中には繊維は含まず、長石・石英粒子を含有する。

第V群 (第 109図 30、 第134図 13～ 31・ 33・ 34、 第168図 6。 7・ 10、 第543図 61～67)半 我竹管状工具に

よる爪形文や平行沈線文、円形刺突文などが発達し、文様構成も複雑な組み合わせとなる。文様帯は胴部上

半を中心に施文され、胴部下半は縄文だけの施文となる。第Ⅳ群にみられた含繊維土器はなくなり、雲母粒

子を含有するものが多い。施文等の特徴より前期後半諸磯 a.b式系の一群である。
1類 A種 (第 134図 13。 16～ 19、 第168図 6・ 7・ 10、 第543図 61～ 63) 半裁竹管状工具による平行沈線内

に連続爪形文が施文される。文様構成は横位に数条の連続爪形文が施文される。円形竹管の円形刺突を維位

に加えたものもある。

1類 B種 (第 134図 20、 第543図 64) 半裁竹管状工具による平行沈線内に爪形文が入り、この平行沈線に

より入組状の区画がなされ、区画内の縄文は磨消し状となる。平行沈線は細いものと、細くないものの二者

がある。20は 唯一器形の判明したもので深鉢B2を呈する。

2類 (第 134図 14・ 15) 地文に縄文が施文され、これに円形竹管の円形刺突が縦位に施される。

3類A種 (第134図 21・ 23・ 26) 地文に不明瞭な縄文を用い、これに所言胃木葉文構成に半裁竹管状工具に

よる平行沈線を施文する。胎土中には雲母・長石粒子を割合多量に含有する。

3類 B種 (第 134図 22。 24・ 25。 27～ 31・ 33・ 34、 第543図 65) A種のように縄文の地文をもたない。他

の文様モチーフはA種と同様である。また、これに円形刺突が加わるものがある。焼成・胎土はA種と同様

で雲母の含有が特徴的である。

4類 (第543図66)貼付隆帯を口唇部に有し、隆帝上に「 C」 字形の爪形刺突を施文する。口縁部には半

裁竹管状工具による波状平行沈線による変形凸レンズ状の文様が横位に連らなるように施文される。
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5類 (第543図67)横位の貼付隆帯をもち、隆帯上に箆状工具による刻み、隆帯脇には「C」 字形の爪形

刺突が施される。胎土中には長石粒子を割合多量に含有し、第V群内では特徴的である。

6類 (第 109図30) 斜状縄文を地文として半散竹管状工具を用いた集合沈線を加える。

第Ⅵ群 (第543図 68～ 70) 地文に斜状・羽状縄文を施文し、この上に貼付隆帯をもつ一群。爪形等に特徴

があり、第V群 とは系統的に異なるものであろう。

1類A種 (第543図 68・ 69) RL・ LR結束縄文原体を用いた羽状縄文を地文とし、これに貼付隆帯が横

位に施される。隆帯上は棒状工具による刻みがなされる。胎土・焼成は第V群 と類似し、雲母粒子を割合多

量に含有する。

1類 B種 (第543図 70) 斜状縄文を地文とし貼付隆帯が加わる。隆帯上は鋭利な爪形の刻みがなされる。

また口唇部にも同様な刻みがなされる。胎土中に混入物は少なく焼成は堅緻である。爪形の状況、胎土・焼

成が第V群とは異質である。

第VII群 (第 135図 48、 第543図 71～ 74) 器厚が薄く焼成が堅緻で、胎土中への混入物も少なく明らかに第

V群の土器とは異系統の上器である。施文の状況等より東海系の清水上 I・ H式に帰属する。

1類 (第543図 71・ 72) 半我竹管状工具による平行沈線が格子目状に施文され、これに横位一段の/1k形文

が施される。器厚は薄 く堅緻である。

2類 (第543図 73・ 74) 1類 と施文が異なり、ラフな爪形や73の ように貝殻腹縁による鋸歯状の押圧がな

されている。

3類 (第 135図48) 1・ 2類に比べ器厚が 6 mmとやや厚く、混入物の量も多目である。施文は有段部に箆

状工具による綾杉状の刻みを横位に施す。

第Ⅷ群 (第 135図 42・ 43、 第543図 75～ 80) 第Ⅶ群と同様に薄手、堅緻な群である。施文は半我竹管状工

具を 2・ 3連にし「 3」 字形刺突をもつ一群である。器厚は 4 mm前後で胎土は混入物を余 り含有せず緻密で

ある。「 3」 字形刺突の連結形態、内面整形法により3類に分類できる。本群は施文 。胎土・焼成等の特徴よ

り瀬戸内・関西方面の羽島下層H式に相当する。

1類A種 (第135図 42、 第543図 75。 76) 半裁竹管状工具を2連にし「 3」 字形刺突を施す一群である。

内面に貝殻条痕による整形痕を残す。

1類 B種 (第543図 77) 「 3」 字形刺突がなされるが、A種の原体とは異なったものを用いている。内外

面の整形も異なり、本種は指頭圧痕整形後ナデ整形を加え器面を平滑にしている。

2類 (第543図 78～80)半裁竹管状工具を3連にし、変形「 3」 字形刺突を施す。文様構成は 1類 と同様

に横位の帝状をなす。内外面整形は指頭圧痕整形後ナデ整形を加える手順を基本とするが、79・ 80内面のよ

うに故意に指頭圧痕を残しているものもある。

3類 (第 135図43) 1・ 2類のように連結した半我竹管状工具を用いず、 1個 1個の「D」 字形爪形刺突

により文様が構成される。文様構成は多段で構成され、 1・ 2類が横位帯状に構成されるのに対し相違がみ

られる。しかし、基本的には 1・ 2類に見られた「 3」 字形刺突を意識し、「D」 字形爪形刺突を重ね施文し

ている部分がみられる。整形は内外面共に貝殻条痕が施されているが、 1類 A種のように明瞭ではない。

第Ⅸ群 (第 135図44～ 47、 第543図 81) 薄手で焼成が堅緻な一群で連続的な「C」 字形爪形文、所謂綜紹

状爪形文を施文する。第ⅥH群 と比較すると器厚はやや厚手となり5 mm前後である。内外面整形は指頭整形後

ナデ整形を加え器面を平滑に整えている。八形文の状況により2類に分類できる。施文等の状況より関西方

面の北白川下層Ha式に比定できよう。
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1類 (第 135図44～47)連続的な「C」 字形爪形文が多段で密に構成されている。爪形文は爪形上下端が
明瞭に、中央部が不鮮明に施文された特徴的なもので千鳥状の文様効果となっている。整形は指頭整形を消

すように丹念なナデ整形が加えられている。

2類 (第 543図81)連続的な「 C」 字形爪形文が横位直線状と蛇行状に配されている。爪形の状況が 1類
とは異なり、爪形中央部が盛り上がっている。外面には指頭整形痕を残しているが、内面は丹念なナデ整形

により平滑に整えられている。

第X群 (第134図 40、 第543図82) 第VⅢ o Ⅸ群と同様に連続的な爪形文を施文する一群であるが、半我竹

管状工具による平行沈線内に八形文が施されている。器厚は 4 mm前後と薄 く焼成も堅緻で、胎土中に混入物

は少なく緻密である。爪形文の状況により2類に分類できる。施文等の状況より北白川下層Ⅱb式に比定で

きよう。

1類 (第543図82)口縁部にナデと摘み出しによる小三角形突起が付く。口唇部はナデ整形により平滑に
されやや張り出す。文様は口縁部に横位直線状と鎖状構成の爪形文が施される。爪形文は原体となる管の外

側を押圧した「D」 字形爪形が半裁竹管状工具による平行沈線内に刻まれる。

2類 (第 134図40)平縁となるが、口唇部に施されるナデ整形は部分的で、ナデ整形の施されない部分は
微隆起伏となり、 1類にみられた刻ヽ三角形突起の簡略化されたような状態を示す。文様は半裁竹管状工具に

よる平行沈線内に「CJ字形爪形文を充填したものを横位に数条施す。

第�群 (第543図83)地文に縄文を用い、これに連続爪形刺突の加わる浮線文が施される。器厚は 4 mmと
薄く堅級で緻密な焼成である。

1類 (第 543図83) 口唇部に「V」 字形の切り込みをもち口縁部が有段状となる。地文にRLoLRの縄
文原体による羽状縄文を用い、これに連続八形刺突のある浮線文が力Hわ る。なお、この浮線は貼付によらず

半裁竹管状工具により引き出されたもので、この上に幅の狭い半裁竹管状工具を用いた連続八形刺突がなさ

れている。そのため、浮線側縁には粘上のはみ出しが生じている。内面整形は特徴的でラフな八形を多段に

故意に残している。

2類 地文には撚 りの強い縄文が施文され、これに横位結節状浮線文が貼付される。浮線上の爪形は「C」
字状ではなく「く」の字状で、浮線側縁に爪形の上下端が明瞭に残る特徴的なものである。

第�I群 (第 109図 4～ 36) 基本的には半裁竹管状工具による集合沈線を地文とし、これにボタン状突起

や結節状浮線文力功日わる一群。文様の組み合せにより4類に分類できる。胎土中には長石・褐鉄鉱粒子、河

砂などを混入しており、第V群にみられた雲母粒子の混入は顕著でなくなる。施文等の特徴より諸磯 C式に

相当する。

1類A種 (第109図 5～ 7・ m～ 15。 18・ 20～ 23) 半我竹管状工具を用いた条線間が盛 り上がるものを地

文とする。条線構成は縦位、横位、斜状、弧状等様々である。

1類 B種 (第109図 4・ 8～ 10。 16・ 17。 19・ 26) A種 と同様に条線だけ施文されている一群で、条線が

沈線状となる。施文構成はA種と同様であるが弧状構成を呈するものは少ない。

2類A種 (第 109図 25。 27)地 文は 1類A種と同様でこれにボタン状突起を貼付したものを本類とする。
2類 B種 (第 109図24)地文は 1類 B種と同様で、 2対一組のボタン状突起が貼付される。24の器形は深
鉢B2を呈する。

3類A種 (第 109図 31・ 32・ 34・ 35) 地文は 1類A種 と同様で、これに結節状浮線文が付 く。結節状浮線

文は31。 32のように渦巻状をなすものと、34・ 35のように垂下状のものがある。
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3類 B種 (第 109図33)A種 と地文が異なり、 1類 B種と同様な条線で貼付される文様構成はA種と同様
である。

4類 (第 109図28) 半裁竹管状工具による結節状沈線が密に勉文される。

5類 (第 109図36)無 文の有孔土器である。胴上半を大きく屈曲させ頸部に有孔部をもつ。
第�II群 細片のため図示できなかったが、施文が第�I群 と類似した半裁竹管状工具による結節状浮線文
や結節状沈線が発達した一群がある。地文は第�畔 にみられた半裁竹管状工具を用いた集合沈線等はみられ

ず、縄文が施文されるものが主体を占める。結節状浮線、結節状沈線等より3種に分類することが可能であ

る。特徴等より前期末葉に帰属する。

1類 地文を縄文とし、これに結節状浮線が加わる。胎土中には長石・雲母粒子を含有する。
2類 地文をもたず、結節状浮線が割合密に施文される。
3類 結節状沈線が密に施文される。

4)中期の上器

出土土器の分類

中期の土器は検出された資料の内で質量共にそろっており、住居l■や上娠よりまとまって検出され、土器

群の構成を考える上で多くの情報が得られている。中期は初頭から末葉まで全期間に亘り多くの系統の土器

群が存在し、これらが互いに影響を与えながら構成されている。そのため文様構成が複雑で、かつ器形等に

も多くのバラエティーが認められ、個体の差異をそのまま「群」として捉えざるを得ないような資料もあっ

た。そのような状況のために群構成が繁雑 となっている部分がある。また、有孔鍔付土器のように特殊な文

様構成をなすものについては別枠をもうけて分類を行った。なお、中期は初頭、中葉、後葉の各期ごとの群

構成で考えることとし、土器群の代表的なものを第544図から第554図に分類して集成してある。

中期初頭の上器群

中期初頭の上器 (第544図 )に は基本的には半栽竹管状工具を用いた沈線を基本とする群と縄文系のものが

認められ、文様構成等の特徴は前期第�囲宮からの影響を大きく受けていることが窺える。

第 I群 (第48図 1・ 2、 第111図 2・ 3、 第413図 1、 第492図 5) 半我竹管状工具を用い平行沈線を幾何
学構成に組み合せる群である。平行沈線の状況、地文の状況により3類に分類することができる。器形は深

鉢 BI・ B2が認められる。

1類A種 (第 111図 2)半 我竹管状工具を用いた平行沈線を斜状構成に施文し、これにクロスするように
箆状工具による斜状沈線が施される。これらの文様が弧状や横位の平行沈線により区画され、幾何学的な構

成を呈する。胎土中には白色粒子、褐鉄鉱粒子を含有している。

1類 B種 (第48図 2) A種 とは異なり、半我竹管状工具の平行沈線が維位に垂下して分帯し、区画内に
稲妻状の集合沈線が充填される。

2類 (第 413図 1) 1類と同様に半裁竹管状工具を用いた平行沈線を基本文様とするが、 1類のように沈
線が浮線状とならず、単位の短い平行沈線が矢羽根状構成で施文される。なお、胴部は垂下隆帯により分割

されており、この手法は第Ⅲ群 1類に共通する。

3類 (第 48図 1、 第111図 3、 第492図 5) 半我竹管状工具による文様は基本的には 1類 と大過ないが、
地文に縄文が力Πわる。特に胴部下半は縄文だけが施文されるものが基本であろう。胎土中には長石粒子と雲

母粒子を含有している。

542



第4飾 縄文時代の遺物



第m章 発掘された遺構と遺物

第H群 (第 111図 1) 地文を縄文とし、これに横位隆帯が貼付される。器形は深鉢Alを呈する。
1類 (第 111図 1)無 節縄文を地文とし、これに横位隆帯が貼付される。隆帯上には鋭利な半我竹管状工
具による「C」 字形の連続爪形文が施される。

第Ⅲ群 (第26図 1、 第277図 3)第 I群に施文されていたような半裁竹管による断面がポジティブの沈線
文はみられず、単なる平行沈線と隆帯区画が中心となり、地文には縄文が用いられる。第26図 1の ように底

部が大きく張り出す器形も本群の特徴である。文様構成等より九兵衛尾根H式に帰属するものである。

1類 (第26図 1、 第277図 3) 1類の典型的な資料は第26図 1である。日縁部を弧状構成の隆帯により4
分割し、胴部も「 Y」 字形構成の垂下隆帯により4分割される。隆帯脇は半裁竹管状工具による2条一組の

平行沈線が施文される。地文には縄文が施される。第277図 3の浅鉢も日縁部の文様帯のあり方より本類に帰

属するものであろう。

第Ⅳ群 (第487図 6)第 I～ Ⅲ群のように器面全体に文様を施すという傾向がみられず、口縁部、頸部の
みに施文が行われる。地文に用いられた縄文なども消失する。胎上には長石粒子、雲母を含有し第Ⅲ群と類

似する。器形は深鉢 Clが認められる。

1類 (第487図 6)口 縁部と頸部に半我竹管状工具による平行沈線や結節状沈線が施文される。結節状沈
線は後出の中期中葉第 I群にみられる角押文に共通するものと捉えることができよう。

中期中葉の上器群

中期中葉の上器 (第 544～ 549図 )は文様内容も複雑、装飾的で夕くの群より構成されている。大まかに概

観すると隆帯区画構成、付加される刺突等により大別が可能であり、22の群に分類できる。

第 I群 (第 280図 1、 第330図 1、 第412図 1、 第414図 1、 第417図 1、 第449図 1～ 3・ 7、 第500図 6、 第

544図 1。 2) 隆帯区画とこれに「コ」の字状押引きの所謂角押文が加わる群である。隆帯区画の構成、角
押文の状況により細分することが可能である。胎土中には雲母・石英 。長石 。白色粒子を含有する。文様構

成等より佑沢式に帰属する一群である。

1類 (第 544図 1・ 2) 隆帯区画は認められず、日縁部に「口」状の区画を沈線や角押文で描いている。
1は 口縁に交互刺突を有しており、この交互刺突は中期初頭第Ⅳ群にみられることより何らかの関連が考え

られる。角押文は 1条ずつ割合不規則な状況で施文される。 2のように胴部に鍵手状等の構成をとる隆帯が

貼付されるものもある。胎土中には他の群に比べ雲母や石英 。長石粒子を多量に含有している。

2類 (第 330図 1、 第500図 6) 隆帯により横位の長楕円区画がなされ、この脇に沿うように角押文が 1
条施される。胴部には長楕円区画と組み合わされた垂下隆帯等が貼付される。器面整形は指頭圧痕を意図的

に残している。 6は扇状の大きな波状口縁となり、その状況は阿玉台 Ib式にみられるものに類似する。
3類A種 (第280図 1、 第412図 1、 第414図 1)隆 帯による横位の楕円区画が重帯的な構成をもち、隆帯
脇に沿うように 1条の角押文が加えられ、区画内には縦位と横位波状構成の角押文が充填される。

3類 B種 (第417図 1、 第449図 2) 隆帯による区画構成等には変化がないが、隆帯脇の角押文が 2条一
組となり施文される。

3類 C種 (第449図 3) 隆帯による区画が楕円区画より変形し五角形となり、区画がより崩れた形とな
る。隆帯脇には幅の広い角押文がめぐる。日縁部の文様集約部には捻りを加えた隆帯が貼付される。

3類 D種 (第449図 1)日 縁部に隆帯による複合三角区画文が構成され、胴部には横位楕円区画等が構成
される。隆帯脇は角押文がめ く

｀
り、これに沿うようにペン先状工具による連続刺突がなされ、区画内には横

位構成のペン先状工具による刺突が充填される。
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4類 (第449図 7)隆 帯による楕円区画がなされ、 1～ 3類にみられたような区画内への角押文等の充填

はみられず、それにかわって斜状沈線や波状沈線が施される。

第H群 (第26図 2・ 3、 第179図 1、 第401図 1・ 2、 第417図 4、 第432図 1・ 7、 第442図 1、 第487図 12、

第493図 3、 第505図 12) 口縁部、胴部に隆帯による複合三角区画や楕円区画等がなされ、隆帯脇をペン先

状刺突がめぐる。第 I群と比較すると刺突文の状況が複雑となり、また、付加文にも多くのバリエーション

をもつ傾向が看取できる。胎土は第 I群と同様な傾向であるが、雲母の量に差異がみられる。器形は第 I群

とほとんど変化はないが、バケツ形の深鉢はみられなくなる。

1類A種 (第 26図 2、 第401図 2、 第432図 1'7) 隆帯により口縁部や胴部に複合三角区画や楕円区画、

抽象的構成の隆帯が施され、この脇にペン先状工具による刺突がなされる。区画内には玉胞き三叉文や結節

状沈線が充填されている。第432図 7の浅鉢の口縁部文様帯のあり方も本類と同様な構成をとる。

1類 B種 (第 179図 1)隆 帯構成はA種と大きな相違はないが、隆帯脇に施される刺突に特徴をもつ。A

種の刺突が鋭 く「く」の字形を呈するのに対し、本種は幅広の箆状工具に近い工具を用いた刺突がなされる。

1類 C種 (第 417図 4、 第442図 1) 本類は隆帯区画に特徴をもつ。日縁部や胴部に連続菱形区画と三角

区画が組み合わされたものが施され、隆帯脇にペン先状刺突等がなされる。区画構成より複合三角区画と近

縁関係をもつものと考えられる。

1類 D種 (第 401図 1)楕 円隆帯区画が重帯状の構成となり、これにサンショウウオ文が組み合わされて
いる。隆帯脇にはペン先状刺突がなされる。

2類 (第26図 3) 1類 とやや趣きの異なる類である。胴部の資料しか得られていないが、それによると

垂下隆帯により胴部を分割し、分割内に波状沈線や平行沈線が施文される。第 I群 4類にみられた土器の影

響下にあるものであろうか。

3類 (第487図 12、 第493図 3、 第505図 12)胴部に数段の指頭圧痕による整形痕を明瞭に残し、これを主

文様とする。これに11の ように連続刺突が加わるものもある。第 I群 2類の指頭整形痕を残す類の系譜に帰

属しようか。また、同様な整形痕は第H群 1類D種にもみられる。

第Ⅲ群 (第 337図 1～ 3、 第338図 5、 第339図 9。 10、 第341図 18、 第433図 9) 基本的な文様構成は第H

群と近いものがあるが、脇にめぐる連続押し引きに相違がみられる。押し引きはより幅広の変形逆爪形とな

る。隆帯の文様構成により5類に分類できる。胎土中には白色・長石 。石英粒子を含有している。器形には

様々なバリエーションがみられ、大きく口縁部が膨み波状を呈するようなものもみられる。本群は文様構成

等より藤内 I式に帰属する一群である。

1類A種 (第 337図 3)口 縁部に崩れた形の複合三角区画がなされる。区画の集約部には環状の突起が貼

付される。同様の突起は第■群 1類 D種にもみることができるが、本類のものはより簡略化されている。隆

帯脇に施される連続押し引きは部分的に途切れている。

1類 B種 (第 337図 1)口 縁部に複合三角区画が大幅に変形したモチーフが構成され、これにペン先状刺

突が加えられる。胴部には複合三角区画が退化した「W」 字形構成の隆帯が施され、その脇に連続押し引き

がなされる。

2類 (第339図 9・ 10) 本類は大きく膨み波状を呈する口縁部に特徴をもつ。この部分には半裁竹管状工

具による維位の半隆起線が充損されている。胴部には複合三角区画がなされ、その内部には三又文が構成さ

れている。

3類 (第 338図 5) 2類 と同様に胴部に複合三角区画が構成されるが、この部分を除き地文に縄文が施文
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第 4節 縄文時代の遺物

されている。また、器形も深鉢B3を 呈する。

4類 (第341図 18) 胴部に横位楕円区画が重帯的に構成されるが、その構成は崩れた様相を呈している。

隆帯脇は連続押し引きがなされ、所謂キャタピラ文状となる。

5類 (第 337図 2、 第433図 9) サンショウウオ文が胴部に構成される類である。文様構成は第H群 1類

D種と同様であるが、用いられる連続刺突やサンショウウオ文構成に相違がみられる。第337図 2は本類の中

でも異質な要素をもち、例えば器形、口縁部区画文との組み合わせなどに問題を有し、別類として取り扱う

のが妥当であろうか。

第Ⅳ群 (第339図 12～ 14、 第432図 5。 6) 第H群と異なり隆帯による区画や押し引き等の装飾的な文様

は極端に少なくなり、縄文だけが施文される一群である。

1類 A種 (第339図 14、 第432図 6) 第Ⅲ群 1～ 5類が隆帯による複合三角区画や楕円区画のモチーフ構

成であったのに対し、本類は地文を縄文とし、口縁部に数条の波状沈線や押し引きが施される。器形はA～ C

種共に深鉢B2し か認められない。

1類 B種 (第339図 13)A種 の口縁部にみられた波状沈線や押し引きがより簡略化されたと思われる太目
のナデ状沈線が 1条め ぐらされている。

1類 C種 (第339図 12、 第432図 5) A・ B種にみられた口縁部の施文はなく、地文だけとなる類である。

第V群 (第 123図 1、 第238図 1・ 4、 第307図 8、 第409図、第426図 1・ 3) 第Ⅲ群に比較し隆帯脇の押

し引きがなくなり、先端が平らな箆状工具による連続的な刻みへと変化する。文様構成も複雑となり、隆帯

による区画内に渦巻文や三叉文が充填されるようになる。本群は特徴より5類に分類することが可能である。

1類 A種 (第307図 8) 器形や文様構成は第Ⅲ群 5類第433図 9の構成との類縁関係が窺えるが、楕円区

画内には渦巻文と二叉文が組み合わさったものを充損しており、より装飾的となる。

1類 B種 (第 123図 1)低 い隆帯による楕円区画が重帯構成で配され、区画内は半我竹管状工具による連

続爪形を施す半隆起線が充填される。口縁部には蛇体を思わせるような把手が付 く。

2類 (第 238図 4)口 縁部が内湾して無文帯となり、頸部に隆帯による横位楕円区画がなされる。区画内

には半裁竹管状工具による垂下沈線を充損する。

3類 (第 238図 1、 第409図 ) 胴部に「Y」 字形に垂下する隆帯で分割され、区画内に三叉文等が充填さ

れる。隆帯上には連続爪形文が施されるものもある。

4類 (第 426図 3)口 縁部が内湾し無文帯となる。胴部に隆帯が抽象的な構成で施される。区画内に半裁

竹管状工具による沈線が充損される。口縁部に蛇体把手が付 くものもある。底部が屈曲する特徴をもつ。

5類 (第 426図 1)器 形に特徴があり、口縁部に達鎖状の隆帯が横位に配され、環状把手が付けられてい

る。胴部には低隆帯により変形複合三角区画がなされ、交互に半裁竹管状工具による垂下沈線が充填される。

底部形状は 4類 と同様である。

第Ⅵ群 (第306図 5、 第427図 6～ 9)器 形が特徴的で底部が張り出す深鉢 Blの変形となる。胴部全面に

縄文を施文し、口縁部に蛇体把手状のモチーフが付 く。

1類 (第 306図 5、 第427図 6～ 9) 胴部に縄文だけが施文され、他の文様はみられない。縄文の方向は

基本的には維方向となる。縄文施文という点で第Ⅳ群と近縁関係が考えられるが、器形や蛇体装飾を考慮し

た場合第V群 4類に近いものがあるように思える。

第Ⅶ群 (第224図 1、 第326図 1、 第486図 1、 第488図 3) 第V群の影響を強く引く一群で変形複合区画

や楕円区画に特徴がある。区画内に平行沈線や三叉文が充損されるが、第V群のように連続爪形文や連続刻
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みの縁どりをもつ三叉文等はみられなくなる傾向が看取できる。区画構成の状況より2類に分類できる。

1類 (第224図 1、 第486図 1) 第V群 5類 と同様な変形複合三角区画をもつ。区画構成は第V群 5類に

比べると複雑な傾向がみられ、区画内に三叉文等が充填されている。

2類 (第326図 1、 第488図 3) 第V群 1類 B種と文様構成にほとんど変化がない。第V群と比較すると

区画内に充填する文様要素が簡略化される傾向が看取できる。

第ⅥⅡ群 (第 14図 1、 第143図 1～ 4)渦 巻状沈線と二叉文の組み合わせが文様の主要素となる。胴部を区

画する隆帯のあり方により3類に分類できる。

1類 (第 14図 1、 第143図 2・ 4) 口縁部に捻りを加えた「 8」 字形の突起を付ける。主文様帯は頸部に

貼付された庇状の隆帝により分帯される胴部にある。胴部には渦巻状沈線と二叉文の組み合わせが構成され

る。

2類 (第143図 1)所 謂「人体文」構成の隆帯により胴部が区画される。区画内には 1類と同様に渦巻状

沈線や二叉文が施される。

3類 (第 143図 3) 口縁部に渦巻文と二叉文が横帯状に構成される。

第IX群 (第 143図 5。 6、 第144図 7・ 8、 第172図 3)第 Ⅵ群と同様に胴部に縄文が施文される群であ

る。これに逆「 J」 字状の隆帯が加えられるものや、単に縄文だけのものがある。

1類 (第143図 5、 第144図 7、 第172図 3)胴 部に逆「 J」 字状の垂下隆帯が貼付される。 7の ように隆

帯上に逆「ハ」の字形の刻みを有するものもある。

2類 (第143図 6、 第144図 8) 1類 のような付加文はなく縄文だけが施文される。

第X群 (第280図 5、 第417図 2、 第449図 9、 第489図 3、 第547図 1)半 裁竹管状工具による半隆起線を

基本的な文様要素とし、胴部と口縁部の文様構成に差がある。胴部は縦状の区画を基本とし、口縁部は横位

構成を基本とする。地文は縄文のものと、格子目状構成の沈線のものが認められる。胎土中には長石・石英・

白色粒子を多量に含有する。第280図 5の場合多量のパミス状の自色粒子を含有しており、重量が軽く、他の

上器群とは異質である。文様の特徴等より北陸系新崎式の範疇に入る群である。地文のあり方より3種に分

類できる。器形は深鉢A2・ B2が認められる。

1類 A種 (第449図 9、 第489図 3) 胴部に半裁竹管状工具の半隆起線による縦位区画がなされる。地文

は縄文が施される。口縁部には横位の半隆起線と爪形が施される半隆起線とが交互に配される。

1類 B種 (第280図 5、 第417図 2)A種 の胴部にみられた縦位区画構成はみられず、半隆起線による「同」

形区画構成がなされる。縄文を地文とし、第417図 2の ように結節縄文となるものもみられる。口縁部文様帯

はA種と同様であるが、これに矢羽根状構成の平行沈線が加わる。

1類 C種 (第547図 1)A種 と同様な文様構成をもつが、区画内に箆状工具による鋭い細線を格子目状の

構成に施す。口縁部には蓮華状文を有する。

第�群 (第506図 1) 第X群にその内容はよく似た点があるが、隆帯構成や空間処理等に相違がみられ

る。文様構成等より北陸系上山田式に比定できようか。

1類 (第 506図 1)胴 部は波状口縁の波頂下より垂下する隆帯により分割され、区画内には大きな渦巻状

隆帯が組み合わされる。この隆帯上には連続八形が施文されるが、第X群にみられた爪形文とはその状況に

相違がみられる。また、隆帯脇は半隆起線により縁どられる。隆帯により区画された空間には三角形陰刻が

なされている。地文は縄文である。

第�畔 (第 502図 6、 第547図 2) 口縁部に棒状工具による円筒形刺突を弧状構成に施し、頸部に特異な

σを9
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連続押し引きをもつ異系統の上器である。驀厚は薄手で色調も淡黄褐色を呈してお り、他の上器と異なる。

その文様の特徴等より中国・近畿地方を中心に展開した船元式に比定できる。

1類 (第502図 6)文 様は口縁部 と頸部にある。口縁部には円筒形刺突が弧状に構成され、頸部には幅広

の箆状工具による押し引きがなされる。地文には撚 りの悪い縄文が施される。胎土・焼成が他の上器とは明

らかに分離でき、文様構成に崩れがみられない点などより、中国 。近畿地方より搬入されたものと考えられ

る。

2類 (第547図 2) 1類のように典型的な船元式の上器ではないが、頸部の押し引き、波状構成の不規則
な隆帯、胴部の不明瞭な縄文を考慮すると本類は船元式の影響下に生まれたものと考えることができる。

第�II群 (第 277図 2、 第337図 4、 第493図 1) 第X群 1類 B種の影響を文様内に色濃く残す群である。

抽象的な構成をもつ隆帯、隆帯の先端にみられる環状の貼付文等に特徴がある。地文は縄文が施される。器

形は深鉢Alが認められる。隆帯の構成、口縁部構成の差より2類に分類できる。

1類A種 (第 277図 2)口 縁部に大きな波形の波状沈線を施し、胴部上半に抽象的に隆帯を配し、隆帯の

先端には環状の突起を貼付し「 9」 字形構成となる。

1類 B種 (第 493図 1)口 縁部に斜状沈線を充損した区画をもつ。胴部には抽象的な構成の刻みをもつ隆

帯が貼付される。胴部上半にはA種よりも波形の小さい波状沈線が施される。地文には縄文が施され、これ

に蛇行沈線が加わる。このモチーフは第X群 1類 B種にみられた結節縄文と同様な文様効果を出している。

2類 (第387図 4)日 縁部に第Ⅲ群 1類 A種と同様な変形複合三角区画構成をもつ。胴部の隆帯構成は 1

類ほど抽象的でなく、単に弧状に貼付されるだけである。

第�V群 (第 221図 2、 第338図 6～ 8、 第432図 2)第 X群の影響を強く引き継いだと思われる半隆起線
による維帯区画を基本文様とする。区画内に充損される文様により3類に分類できる。尚、胴部を分割する

垂下隆帯のあり方は第�群と類似する。器形は深鉢Al・ B2が認められる。

1類 (第338図 6)胴 部は連続八形を施した隆帯で分害Jし、この空間を半裁竹管状工具による半隆起線の

縦帯区画が密に構成される。区画構成は非常に不規則で複合三角区画等も組み合わされる。半隆起線の脇に

はペン先状刺突がなされる。地文には撚 りの強い縄文が施される。

2類 (第221図 2、 第338図 7、 第432図 2)半 隆起線による区画構成は 1類に比べると縦帯区画が基調と

なっている。区画内には斜状、格子目状の細線が充填される。他の類にみられない要素として第X群 1類 C

種にみられた蓮華状文をもつものがある。

3類 (第338図 8) 1。 2類に比べ半隆起による区画が規格的となり、構成も縦帯だけとなる。区画内は

横位の角押文が充填される。

第 XV群 (第 340図 15～ 17、 第350図 1、 第426図 5、 第428図 12) 曲線的な構成をもつ隆起線を主要素と

し、その構成は複雑を極める。第�I贈生1類 A種等にみられた環状突起を貼付しており、これらからの系譜を

考えることができる。胎土は特徴的で長石・石英粒子や雲母を多量に含有しザラつき、色調も赤褐色、黒茶

褐色を呈する。器形は深鉢 Al・ B2が認められる。文様等の特徴より焼町系と呼ばれる土器群である。地文や

文様構成により5類に分類することが可能であるが、縄文等を地文とする 1・ 3類は分離して考えるべきで

あろうか。

1類 (第340図 15。 16) 胴部の文様構成は第�II群 1類A種と非常に類似しているが、日縁部文様帯に隆

起線を主体とする文様を配することに差異がみられる。

2類 (第340図17)隆起線による曲線的な構成が発達し、胴部に曲線的な区画を有する。隆起線間の空間
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処理に三又文を充填する。

3類 (第 350図 1)基 本的な隆起線の構成は 2類と同様であるが、横位結節沈線に特徴をもつ。胴部に垂

下する隆帯は抽象的な構成をとる。

4類 (第428図 12) 基本的な文様構成は 2類 と同様であるが、より隆起線による曲線的な構成が発達し、

空間部がなくなるまでに埋めつ くしている。

5類 (第 426図 5) 4類 などのように隆起線の構成が不規則ではなく、回縁部が複合三角区画、胴部には

凸レンズ構成の区画をもつ。区画内は 4類に用いられていたような沈線が充填される。文様構成等より第Ⅲ

群等との折哀型かと思われる。

第XⅥ群 (第297図 1、 第426図 4) 第XⅣ群と共通する縦帯文を有するもので、より縦帯区画が規格的
となる。

1類 (第297図 1、 第426図 4) 口縁部に庇状の隆帯がめぐり、これより曲線状の隆帯が垂下する。区画

は縦帯区画が主体となるが、口縁部には楕円区画も組み合わされる。区画内には半裁竹管状工具による沈線

が充填される。

第� II群 (第 280図 3、 第289図 1、 第417図 3、 第437図 1、 第488図 7)器 厚が中薄手で胎土中に長石粒

等を含有する。施文は半栽竹管状工具による2本一組の平行沈線により波状、斜状、括弧状、「同」状構成等

が施文される。本群はその特徴より平出第二類Aと 総称されるものである。器形はほとんどが深鉢Alを呈す

る。胴部文様帯の様オロより3類に分類することが可能である。

1類 (第 280図 3、 第437図 1、 第488図 7)胴 部に斜格子目状の沈線を施文後 2本一組の沈線による「口」
状構成を描 く。

2類 (第 417図 3) 1・ 3類 とは胎土の質感、器厚、色調に相違があるが、胴部等にみられる斜格子目状

の沈線は 1類の影響下にあるものであろう。しかし、沈線の施文具は 1・ 3類のように半裁竹管状工具では

なく箆状工具に転化している。

3類 (第 289図 1)胴 部の斜格子目状の沈線は失われ、 1類の口縁にみられた指圧痕を有する垂下隆帯よ

り派生したと思われる連鎖状隆帯に特徴をもつ。

第XⅥl群 (第 426図 2、 第485図 9、 第488図 1) 第XⅦ群の器厚、胎上に類似する一群で、口縁部と胴部
に施文が行われ、胴部に櫛形状の特徴的なモチーフをもつ。器形は深鉢Alしか認められていない。口縁部、

胴部の文様構成により2類に分類できる。

1類 (第 426図 2、 第485図 9) 口縁部は横位長楕円区画が 4単位構成される。区画内は縦位沈線が充装
される。胴部には所謂櫛形文が施文される。

2類 (第 488図 1) 1類 とは口縁部、胴部の文様帯に変化がみられる。口縁部の横位長楕円区画は変形の

長方形区画へ、また胴部の櫛形文も変化する。

第XIX群 (第 172図 4)全 徐の文様構成は第XⅥIttFと 同様な傾向にある一群であるが、胎土、器厚、口縁

部文様帯に相違がみられる。器形は第XⅥI・ �Ⅲ群同様深鉢 Aェが認められる。

1類 (第 172図 4)口 縁部が隆帯により変形複合三角区画状となる。区画内は基本的には沈線が充填され

るが、三叉文が入るものもある。

第恵 群 (第 172図 2、 第302図 7) 口縁部の資料しか得られてはいないが、その傾向は第XVⅢ群などと共

通する一面を日縁部区画文帯内の充装のし方等に保持している。本群の特徴は口縁部の下段にみられる連続

凸レンズ状構成の低隆帯である。器形は他の群ではみられなかった深鉢 C2が認められる。

D~O~2
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1類 (第 172図 2、 第302図 7) 頸部に主文様帯を有する。隆帯により変形の長方形区画を作り出し、区
画内に沈線を充填する。区画隆帯の下段は凸レンズ状の低隆帯となり、三叉文等が施文される。

第承 I群 (第301図 2・ 3) 地文を縄文とし、これに半我竹管状工具による半隆起線が加わる。半隆起線
の構成や状況はるI群等にみられたものに類似する。尚、胎土も長石粒や雲母を含有し類似する。

1類 (第301図 2・ 3) 口縁部、胴部上半を中心に半裁竹管状工具を用いた半隆起線が施文される。半隆
起線の構成は曲線状となっている。2の 口縁部にみられる結節をもつ半隆起線は第XV群 3類にみられたもの

と類似している。特徴等より第X 「ヽ群の系譜にあたるものか。

第濁]I群 (第224図 2、 第280図 4、 第341図 19。 20、 第449図 4)他 の上器分類とは異なり、有孔鍔付土

器の特徴的器形のものを一括した。この土器は個体により文様構成の差が激しく、一括することはむずかし

いが、大まかな特徴により分類を試みた。

1類 (第280図 4、 第449図 4) 環状把手を鍔部下の相対位置に貼付する一群で、胴部等に施文はなされ
ない。器形は有孔鍔付土器 Bである。

2類 (第341図 20) 胴部上半に隆帯による文様帯が構成される。空白部には赤色・黒色塗料による幾何学

的な文様が描かれる。

3類 (第224図 2)胴 部に縄文が施文される。

4類 (第 341図 19)無 文のものであるが 2類にみられたような赤色・黒色塗料による彩色が施される。
中期後葉の上器群

中期後葉の土器 (第549図 。第554図 )でも初期の上器は多くの部分で中期中葉の上器群の影響を色濃く残

している。その点で中葉と後葉を分類するのに問題となる点が多々あると思われるが、ここでは一応従来の

区分に従い土器群の分類を行う。中期後葉の上器群は大きく3系統に分類することが可能である。大雑把に

みると地文の特徴により沈線を地文にもつ唐草文系、条線を地文にもつ曽利系、縄文を地文にもつ加曽利E

系と分けることが可能である。しかし、各系統の要素を折哀したような、系統の判断がむずかしい資料もあ

るものの、主文様の構成のあり方から判断して各系統に帰属させた。

第 I群 (第273図 2)中 期中葉末の土器群に顕者にみられた渦巻状沈線や凸レンズ状の低隆帯が施文され
るところは中期中葉第Ю辟 と類似し、あるいは新たに一群として捉えることはできないのかもしれない。

1類 (第273図 2)点 数が少なく一群を成すかやや疑間も残るが、一応器形等の特徴より設けた。しかし

中期中葉第齢 等に内包される可能性も強い。

第H群 (第 69図 1、 第196図 2、 第254図 3・ 4)他 の群に比べ器厚が薄く、胴部に櫛形状の特徴的なモ

チーフをもつ。また器形も深鉢Alし か認められないこと等の特徴より中期中業第XⅥ I・ 承群に類似関係を求

めることができる。

1類 (第 69図 1、 第196図 2、 第254図 3・ 4) 中期中葉第XⅧ・承 群等と口縁部の文様に相違がみられ
る。第潮辟 にみられた複合三角区画は崩れ、波頂下に楕円菱形状の区画が配され、区画内には縦位沈線が充

填される。また、この区画に横位の三日月形構成が組み合わされている。

第Ⅲ群 (第 301図 1)胴 部の資料しか得られていないが、本群の大きな特徴は地文に垂下沈線が用いられ
ている点である。このような地文は中期中葉の土器群には見られなかったものである。

1類 (第301図 1)地 文の垂下沈線上には中期中葉第ⅥII群 2類にみられた「人体文」状構成の隆帯がみら
れる。地文の沈線は箆状工具による。

第IV群 (第51図 1、 第64図 1、 第84図、 第115図 2・ 3、 第191図 1、 第196図 3、 第254図 2、 第287図 1・
554
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2、 第322図 1・ 2、 第421図 3) 本群は文様構成の大きな特徴を口縁部 と頸部、胴部にもつ。口縁部は違

弧状の区画や招曲状の隆帯、沈線が構成されている。頸部は梯子状構成の隆帯、膨みをもち斜状構成の貼付

隆帯をもつものが認められる。胴部は縦位及び斜状沈線を地文とし、これを区画するように隆帯が「人体文」

構成をとる。口縁部の文様構成により6類に分類することが可能である。

1類 (第287図 2、 第322図 1) 口縁部を弧状に隆帯で区画し、区画内は半裁竹管状工具による斜状沈線
を充填する。また、口縁部には小突起を配する。胴部には第Ⅲ群と同様に「人体文」構成の隆帯を配するが、

地文は半我竹管状工具による。

2類 (第 64図 1、 第196図 3、 第287図 1) 口縁部に招曲状構成の隆帯を配し、頸部には三日月形の低隆
帯とこれを継ぐように刺突をもつ隆帯が施される。胴部には 1類のように隆帯による「人体文」構成をとる

ものはみられない。地文は半裁竹管状工具による垂下沈線が施される。

3類 (第 84図、第322図 2、 第421図 3) 本類の口縁部文様帯は 2類でみられた格的状構成の隆帯が沈線
に置換されている。沈線の地文具は棒状工具や半裁竹管状工具による。頸部には梯子状構成の隆帯が貼付さ

れ、環状の小把手が付けられている。胴部には「人体文」構成等の隆帯が始される。地文は 2類 とは異なり、

棒状工具による斜状沈線となっている。また、胎土が特徴的で内部に多量の雲母 。長石 。石英粒子を含有し

ている。

4類 (第 254図 2)本 類は口縁部文様帯に特徴がある。 1～ 3類の口縁部にみられた櫂曲状隆帯や沈線か
ら変化したと思われる垂下隆帯が貼付される。

5類 (第 51図 1、 第191図 1) 3類の口縁部にみられた招曲状沈線はなくなり無文となる。胴部文様構成
は 3類 と同様な構成をとる。

6類 (第 115図 2。 3) 1～ 3類の日縁部文様帯にみられた招曲状構成の施文とは異なり、沈線と貼付隆
帯の組み合わせによる格子目状のモチーフが構成される。また、器形も頸部に膨みをもち、独特で 1～ 5類

とは異なる様相を呈するが、胴部文様構成が 1・ 2類 と変りない点などから同一の群 として捉えることがで

きよう。

第V群 (第55図 1、 第69図 2、 第101図 1、 第176図 1、 第196図 1、 第217図 1、 第254図 1、 第273図 1、

第381図 1、 第453図 2)第 Ⅳ群とは異なり、基本的には口縁部文様帯をもたない。器形も画一的で深鉢A2・
B2が認められるだけである。胴部の文様構成により3類に分類することが可能である。

1類 (第 101図 1、 第196図 1、 第381図 1、 第453図 2) 半我竹管状工具を用いた垂下沈線を地文とし、
この上に結節状隆帯が貼付される。

2類 (第 69図 2、 第217図 1、 第254図 1) 胴部の地文は半裁竹管状工具による垂下沈線であるが、 1類
は沈線間がポジティブであったのに対し、本類は平行沈線となっているソミに相違がみられる。また「 C」 字

形の隆帯が貼付される。

3類 (第55図 1、 第176図 1、 第273図 1) 1・ 2類の胴部地文のように規則的な平行沈線は施されず、
箆状工具や棒状工具による割合不規則な沈線となる。また、単に平行沈線だけでなく、沈線間に渦巻状や梯

子状の文様を加えることに特徴がある。

第Ⅵ群 (第 97図 1、 第196図 4、 第374図 1) 結節状隆帯を横位に数条連続させる特徴的な一群である。
1類 (第 196図 4、 第374図 1)横 位の結節状隆帯を密に施文する。器形は深鉢 B3を呈する。
2類 (第 97図 1) 横位の結節状隆帯はみられるが、全体の文様構成は 1類 とはかなりの部分で異なり、
円筒刺突や地文に縄文を配すなどの特徴がみられる。
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第Ⅶ群 (第20図 1・ 2、 第34図 2、 第188図 2、 第214図 1、 第372図、第492図 1) 本群の大きな特徴は

胴部の地文に櫛状工具を用いた条線を加えることにある。これに加え、剣先状渦巻文や腕骨文のモチーフが

沈線で表現されている。また、回縁部を隆帯により4単位等に分割するソ点にも特徴がある。胴部の文様構成

に注目し3類に分類することが可能である。

1類 (第 20図 1、 第188図 2、 第492図 1) 胴部の地文を櫛状工具による条線文とし、これに父U先状渦巻

文構成の沈線が組み合わされる。剣先状渦巻文は個々が連結する構成となる。

2類 (第20図 2、 第372図)地 文の状況には大きな差異はみられない。 1類のように剣先状渦巻文の崩れ

た構成や蛇行沈線が主体となる。

3類 (第 34図 2、 第214図 1)腕 骨文構成の沈線が胴部の主体文様となる。地文等には変化はみられな
い。尚、口縁部の分割された区画内には 1類 と同様に垂下沈線が充填される。

第Ⅵ瞬詳 (第36図 1、 第76図 1・ 2、 第93図 3、 第118図 1・ 2、 第157図 8、 第183図 3、 第207図 3、 第247

図 2・ 3、 第260図 1、 第322図 4、 第354図 1、 第370図 1。 2、 第505図 6)胴 部文様構成に特徴をもつ。

渦巻文、腕骨文、蛇行構成等の隆帯が貼付され、空間部に綾杉状を基本とする沈線が充損される。胎土中に

は長石・石英粒子、雲母を割合含有している。器形は深鉢 Al・ A2・ C2が認められる。隆帯と沈線の構成に

より7類に分類することが可能である。

1類 (第 118図 1、 第322図 4、 第354図 1)頸 部より垂下する隆帯が胴部を分害Jし、区画内には箆状工具
による割合長日の綾杉状沈線を充損する。垂下隆帯の構成は 4・ 1のように腕骨文構成をとるものもある。

2類 (第36図 1、 第118図 2)1類 と基本的な文様構成は同様であるが、頸部に膨みをもつ深鉢 C2の より

退化 した器形をもつことに特徴がある。膨み部には縦位の沈線が施文される。

3類 (第247図 2・ 3、 第260図 1) 大きな 2・ 4単位の立体的な把手をもつ。胴部に構成される隆帯は

変形腕骨文状や剣先状等様々な構成をとる。充損される沈線は 1・ 2類よりも長さが短 くなる傾向がみられ

る。 2の ように 2類の頸部文様帯の影響が頸部に縦位構成の沈線を施す例もみられる。

4類 (第93図 3、 第207図 3、 第370図 1) 口縁部、頸部、胴部に文様帯が構成される。日縁部は渦巻状

隆帯により分割され、胴部には渦巻状隆帯が施文される。維位沈線を充損するものが基本であるが、 3のよ

うに斜状沈線となるものもある。また、 1の ように交互刺突を横位に加えるものもある。

5類 (第 183図 3、 第370図 2、 第505図 6)文 様構成は基本的には 4類 と変化はないが、胴部を分割する

ように垂下する腕骨文構成等の隆帯に特徴がある。地文は棒状工具による維位沈線である。

6類 (第 76図 1・ 2)器 形差を除けば口縁部・胴部文様帯共に 4類に類似する。胴部に施文される渦巻

状隆帯は割合不規則である。地文の沈線は箆状工具による沈線間隔を考慮しない不規則なものである。

7類 (第 157図 8)口 縁部文様帯をもたず、胴部文様帯が中心となる。地文の沈線は棒状工具を用い太目
となり、斜状を基本に施文される。口縁部付近が縦位となることは 2類等からの影響であろうか。

第IX群 (第 17図 2、 第66図 3。 4、 第76図 3、 第82図 3、 第183図 6・ 7、 第193図 2、 第312図 1、 第360

図 1・ 2、 第370図 3、 第379図 2、 第405図 4・ 5) 基本的な文様構成は第Ⅷ群と同様である。器形に特徴
をもち深鉢Blを 基本とi'る。 文様帯

`よ

大きく口縁部と】同部に分かれる。 打同部には大きな渦巻状・剣先渦巻状

構成の 2本一組の隆帯が配され、この構成が唐草文状の構成をとる。渦巻状隆帯の構成のあり方、地文の沈

線構成等により8類に分類することが可能である。

1類 (第82図 3)胴 部に剣先渦巻状構成の隆帯が連結する構成をもつ。また、胴部を分割するように変
形腕骨状隆帯が垂下する。地文は棒状工具による沈線が等間隔で密に施文されている。全体の文様構成は割
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合規則性をもつ。

2類 (第 183図 6・ 7) 2本 一組の隆帯による渦巻文が胴部に配される。渦巻は一部で分枝 して枝状の構

成をもつ。口縁部は隆帯により楕円形区画がなされ、交互刺突文が施される。地文の沈線は 1類 と同様に密

に施文される傾向である。

3類 (第 66図 3・ 4、 第193図 2、 第360図 1・ 2、 第405図 4・ 5) 2類 と文様構造は類似するが、胴部
に配される渦巻文が大きな渦巻状 となり、充損される沈線も長 くなる傾向がみられる。基本的には 2類内に

包括させてもよいのかもしれない。

4類 (第 379図 2)胴 部の文様構成は 3類 と同様な傾向を示すが、口縁部文様帯に変化がみられる。 3類
が隆帯による横位区画を作 り出し、区画内に交互刺突を加えるのに対し、本類は隆帯による区画が崩れ交互

刺突が円筒状刺突と蛇行沈線に置換されている。

5類 (第 370図 3) 1。 2・ 3類等とは基本的な文様表出で異なりをもつ。それは胴部にみられる渦巻状

隆帯が渦巻状沈線であり、かつ地文の沈線が施文されていない。

6類 (第 76図 3) 1・ 2・ 3類のように渦巻状隆帯は発達せず、崩れた形の渦巻が連結する構成をとり、

胴部に区画を作 り出す。区画内には長い沈線が横位に施文される。なお、胴部上半の沈線の構成は維位 とな

る。この傾向は 3・ 4類にみることができる。

7類 (第 17図 2) 胴部に隆帯による崩れた形の剣先形渦巻文が構成される。地文は縦位沈線が充填され、

他の類とは異なった様相を呈する。

8類 (第 312図 1) 3類 の文様構成が簡略化された様オロを呈している。胴部の渦巻状隆帯は蛇行隆帯に、
綾杉状の沈線は不規則な間隔の縦位沈線へ と変化している。また、交互刺突も円筒状刺突へ と変化 している。

第X群 (第34図 1、 第183図 1、 第193図 4、 第203図 1、 第357図 1) 本群の大きな特徴は口縁部にみら

れる弧状・斜状等の沈線と、胴部に貼付される細い紐状の隆帯にある。口縁部の文様構成は第Ⅳ群の櫂曲状

隆帯等と深い関係を考えることができる。器形は基本的には深鉢 A2と なるが、日唇部が内部に屈曲する特徴

を有する。口縁部の文様構成により4類に分類することが可能である。

1類 (第 193図 4)口 縁部に半我竹管状工具を用いた半隆起による連弧状のモチーフが構成される。頸部
の横位の半隆起により口縁部と胴部は分断され、胴部は櫛状工具による条線を地文 とし、これに組状の隆帯

が蛇行構成に貼付される。

2類 (第34図 1、 第183図 1) 1類 の口縁部にみられた弧状構成の沈線は、 2類では斜状構成 となる。胴

部文様構成は 1類 と同様である。

3類 (第 357図 1) 2類の口縁部にみられた斜状構成の沈線にクロスするよう紐状隆帯が貼付され籠目状
構成となる。胴部の地文も1・ 2・ 4類 とは異なり半我竹管状工具による平行沈線が用いられる。

4類 (第 203図 1) 1～ 3類 とは若干様相が異なるが、口縁部文様帯のあり方が 1～ 3類より変化したも
のとも考えられ、本群に包括した。

第�群 (第 121図、第200図、第357図 3)χ 字状把手付と総称される一群である。地文の状況により2類
に分類することが可能である。

1類 (第 121図)胴 部文様帯の地文を縄文とし、これに貼付隆帯が垂下する。本群の特徴であるχ字状把
手は胴部上半に付 く。

2類 (第 200図、第357図 3) 胴部の地文は箆状工具による列点文で、これに半裁竹管状工具による隆起
線が変形「人体文」構成に配される。χ字状把手は頸部のくびれた部分に付 く。
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第�酵氣第45図、第51図 2、 第66図 2、 第69図 3、 第■5図 1、 第138図 2、 第231図 1、 第247図 1、 第491

図 6)】同部の地文が縄文となり、これに半我竹管状工具による隆起線や隆帯等を施す。 1類にみられるχ字

状把手や胴部文様構成は第�群に関連があるものと思われる。器形は深鉢A2・ 鉢A2があり、日縁部が無文

帯となることも第�群に類似する。隆起線・隆帯の構成により4類に分類できる。

1類 (第45図)頸 部よりやや下位にχ字状の把手が付き、把手間を数条の隆起線で連結し、胴部上半と頸

部の間に区画を設ける。区画内は円筒状刺突や平行沈線が充損されている。

2類 (第 115図 1、 第247図 1、 第491図 6)文 様構成は基本的には 1類 と類似するが、把手や胴部上半に

文様帯をもたない点等より分離して考える。

3類 (第51図 2、 第69図 3、 第138図 2、 第231図 1) 1・ 2類にみられた隆起線は主休とならず、貼付

隆帯が主体をなす。隆帯の構成は蛇行し、垂下するものが多い。

4類 (第66図 2) 1～ 3類 とは隆起線・隆帯を用いない点で異なるが、地文に縄文を用いるため一応本

群内に包括しておく。

第�II群 (第41図 3、 第93図 2、 第164図■、第183図 2、 第193図 1、 第405図 1、 第505図 10)胴 部の隆

帯脇にナデが加えられた大きな渦巻文を特徴とする。渦巻文の構成等は第Ⅷ群に類似する。器形は深鉢A2の

他、両耳壺が認められるが、地文のあり方より本類に分類できる。

1類 (第41図 3、 第164図 11、 第183図 2) 地文に櫛状工具を用い、これに隆帯脇にナデが加えられた大

きな渦巻文を配する。隆帯は第Ⅸ群のように幅の狭い断面形が凸状のものであったのに対し、本類のものは

幅広で低いものである。櫛状工具による条線も第Ⅷ群にみられたものが幅の一定しない条線の細いものであ

るのに対し、本類のものは幅もある程度の規格があり明瞭に施文する傾向がある。

2類 (第93図 2、 第405図 1)基 本的な文様構成は 1類 と同様であるが、地文の条線を櫛状工具ではなく

半哉竹管状工具を用いて同様な効果を出している。

3類 (第 193図 1) 隆帯の構成は 1・ 2類 と変化はないが、地文に箆状工具による雨垂れ状列点文が用い

られる。

4類 (第505図 10) 1～ 3類のように胴部に大きな渦巻状隆帯はみられないが、半我竹管状工具による平

行沈線を用いて渦巻文を描いている。地文は 2類 と同様な工具を用いて沈線を綾杉状に施文している。本類

はその内容により第�I酵幸からは分離すべきものであろうか。

第XⅣ群 (第41図 1、 第58図 1・ 2、 第82図 1、 第163図 2、 第207図 2、 第392図 1) 地文に櫛状工具等

による条線が施文される一群で、日縁部文様帯と胴部文様帯に分けることができる。口縁部文様帯は波状構

成の低隆帯により区画がなされるもの等がある。胴部は脇にナデをもつ低隆帯が垂下して分割する。口縁部・

胴部文様帯のあり方等より4類に分類することが可能である。

1類 (第58図 1) 波状構成の隆帯により口縁部は分帯され、部分的に渦巻文が配される。胴部には蛇行

沈線が垂下して胴部を分害1する。地文は半裁竹管状工具を用いて条線を施文する。これと同じ方法は第�畔

2類にみることができる。

2類 (第58図 2、 第82図 1) 脇にナデが力Πわる低隆帯が波状構成となり、日縁部に半月形の区画を作り

出す。胴部には脇ナデの低隆帯が変形「H」 字形構成となり垂下する。地文は 1の ように半裁竹管状工具に

よる条線、及び櫛状工具による条線が施文される。条線の構成は縦位となる。

3類 (第 207図 2) 基本的には 2類 と同様な文様構成であるが、口縁部文様帯に若千の変化をもつ。

4類 (第41図 1、 第392図 1)口 縁部文様帯が 2類に類似するが、区画内に条線を充填しない点などに特
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徴をもつ。胴部には脇にナデが加わる低隆帯が垂下して「M」 字形の区画を作り出す。地文は矢羽根状構成

の条線で、集約部に「 C」 字形を縦に連ねた蛇行沈線を施す。

5類 (第 163図 2) 日縁部文様帯が簡略化され、横位構成の「 S」 字形沈線や楕円区画に変化する。胴部
は「日」形構成に沈線で分割され、矢羽根状構成の条線が充填される。

第XV群 (第 10図 1、 第17図 1、 第23図 1・ 2、 第43図 1、 第82図 2、 第156図 1～ 3・ 6・ 7、 第163図

1、 第164図 7～ 10、 第203図 3、 第207図 1、 第251図 1、 第268図 2・ 3、 第379図 1、 第397図 1、 第405図

3、 第408図 1、 第502図 1) 第XⅣ群と基本的な文様構成に大過はないが、口縁部文様帯が簡略化の一途

を辿り構成されなくなる。主文様は胴部にあり、規格性の強い構成をもつ。胴部文様帯の分害Jの状況より8

類に分類することが可能である。器形は深鉢 A2ヽ B2が認められる。

1類 (第 156図 1、 第207図 1) 胴部には脇にナデが力日えられた低隆帯が「H」 字形構成に垂下する。地

文は櫛状工具による条線が施される。

2類 (第 156図 2、 第164図 10) 1類の胴部には「H」 字形の低隆帯が垂下したのに対し、本類は「Y」

字形構成となる。地文は櫛状工具による条線の他に半裁竹管状工具による平行沈線を条線の代用とするもの

もある。

3類 (第 10図 1、 第82図 2、 第156図 3・ 7、 第164図 7・ 8)脇 にナデが加えられた低隆帯が垂下して
「同」形区画を作 り出し、区画内には矢羽根状や横位構成に櫛状工具による条線を施文する。条線の集約部

には蛇行沈線が垂下する。

4類 (第164図 9、 第251図 1、 第268図 3、 第379図 1、 第397図 1、 第408図 1、 第502図 1)3類 の低隆

帯はなくなり、沈線だけで 3類 と同様の文様構成を作り出している。条線のあり方等も3類 と同様な傾向を

示す。

5類 (第163図 1) 本群の中ではやや異質な類で、他の類にみられないワラビ手状の沈線が施文される。
6類 (第 17図 1、 第156図 6) 4類 と基本的な文様構成は同様であるが、条線構成が縦位となる点、 6の

ように半裁竹管状工具による平行沈線への置換に特徴がある。尚、 4類に比べると文様構成が簡略化する傾

向がある。

7類 (第 23図 1・ 2、 第405図 3) 4～ 6類等にみられた垂下沈線による胴部の分割はみられず、櫛状工

具による条線と蛇行沈線が施文されるだけの単純な構成の類である。

8類 (第 43図 1、 第203図 3)胴 部は沈線により「口」形区画となるが、 4類のように整っておらず崩れ

た様相を呈する。区画内の地文は簡略化され不規則な「ハ」の字状の沈線がまばらに施文され、 1のように

地文を施さないものもある。

第XⅥ群 (第 41図 4、 第163図 3・ 4、 第203図 2・ 5。 8、 第268図 4、 第397図 2) 本群の大きな特徴
は箆状工具を用いた「ハ」の字状沈線を地文とする′ミである。沈線による区画構成等により4類に分類できる。

1類 (第203図 2、 第268図 4) 沈線による口縁部、胴部の区画構成は第�V群 5類に類似している。
2類 (第163図 3・ 4) 変形の「同」形区画内に箆状工具による「ハ」の字状沈線が充填される。この文

様にワラビ手状の沈線が組み合わさる。

3類 (第 203図 5、 第397図 2) 2類 にみられた変形の「口」形区画はみられず、ワラビ手状の沈線だけ
となる。地文の「ハ」の字状沈線も1・ 2類に比べると構成が崩れ、単位の短いものとなる。

4類 (第 41図 4、 第203図 8)変 形の「の」形の低隆帯による区画が口縁部にみられる。同様の構成は第
XIX群の口縁部にもみられ、何らかの関係が考えられる。胴部を分割するように垂下する2本一組の沈線間の
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空間帯も第XⅨ群では普遍的な手法で、本類の基本的文様構成が第XⅨ群より派生していることがわかる。

地文に用いられる「ハ」の字状沈線は割合長い単位で、その構成は第Ⅸ群の沈線の様相と共通するところが

ある。

第XⅦ群 (第163図 5、 第165図 16、 第203図 4・ 6) 第XⅥ群 3類 と地文の問題を除けばワラビ手状沈線

等に類似する面をもつ。本群は縄文を地文とする。

1類 (第 163図 5、 第165図 16、 第203図 6)ワ ラビ手状沈線が施される類である。 5の ように複雑にワラ

ビ手状沈線が入り組むものと、 6・ 16のように単純な構成のものとがある。

2類 (第203図 4) 1類 にみられた特徴的なワラビ手状沈線はなく、沈線による「∩」形区画をもつ。

第 X ⅥⅡ群 (第 126図、第243図 1) 本群は加曽利E系の群である。日縁部が変形波状隆帯により分割され、

区画内に沈線が充填される。胴部は地文を縄文とし、これに腕骨文状の隆帝が貼付されるものがある。胴部

の隆帯の有無により2類に分類できる。

1類 (第243図 1) 口縁部に立体的把手をもち、これに続くように波状隆帯が配され口縁部を分帯する。

胴部には腕骨文状隆帯や渦巻状隆帯が配される。地文には撚りの強い縄文が施文される。胎土・焼成・文様

等に他の土器とは異なりがみられ、搬入された可能性をもつ類である。

2類 (第 126図)口 縁部の基本的な構成は 1類 と同様であるが、 1類よりも崩れた様相を呈する。胴部へ

の施文は縄文だけであり、この点も1類 とは異なる。

第 X IX群 (第 10図 2、 第72図 1・ 2、 第157図 9～ 11、 第165図 13～ 15、 第184図 9、 第186図 1、 第204図

9、 第207図 5、 第247図 5、 第268図 5。 6、 第269図 7～ 10、 第379図 4・ 5、 第392図 4、 第408図 2) 口

縁部文様帯と胴部文様帯より構成され、口縁部文様帯は隆帯により区画され、胴部は垂下沈線等により分害J

される。地文は縄文となる。文様等の特徴より加曽利E系に帰属するが、細部に亘ってみると糸屯粋な加曽利

E式 とは異なっている部分がみられる。口縁部。胴部文様帯構成により7類に分類できるが、 1類の一部 (第

72図 1。 2)は文様内容に相違がみられ、新たに分離した方がよいのかもしれない。

1類 (第 72図 1・ 2、 第157図 11、 第247図 5) 隆帯により口縁部が長方形に区画され、部分的に渦巻状

隆帯が配される。胴部は 2本一組の沈線が垂下し分割している。分割内には蛇行沈線や変形の剣先渦巻状沈

線が施されるものもある。

2類 (第 186図 1) 口縁部は「の」形構成の隆帯により区画される。胴部には 2本一組の隆帯による大き

な渦巻文が構成される。他の類と比べ胴部文様構成がやや異質である。

3類 (第 10図 2、 第157図 9、 第165図 14・ 15、 第184図 9、 第269図 8、 第379図 4、 第392図 4) 口縁音Ь

は 2類 と同様な「の」形構成の隆帝区画がなされる。胴部には 2本一組の沈線が垂下し、この沈線間は磨消

帯となり、地文の縄文は施文されていない。

4類 (第207図 5、 第268図 5。 6、 第269図 7・ 9、 第379図 5、 第408図 2) 基本的な文様構成は 3類 と

同様であるが、磨消帯に分割された部分に蛇行沈線が垂下する点に特徴があるため本類を設けたが、基本的

には 3類に含めて考えるべきであろう。

5類 (第 165図 13、 第269図10) 口縁部の文様構成は他の類と大過ないが、胴部文様構成に若千の相違が

みられる。胴部は沈線または隆帯により「口」形に区画される。 6の ようにワラビ手状沈線が加わるものも

ある。

6類 (第 157図 10)胴部文様構成は 3類 と同様な構成をとるが、口縁部文様帯に特徴をもつ。他の類が隆

帯を用いて区画を作り出すのに対して本類は沈線による区画へと簡略化されている。
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7類 (第 204図 9)】同部文様帯は 4類 と同様であるが、他の類が口縁部区画内に縄文を充填するのに対し、

本類は斜状況線を充填することに特徴 をもつ。胴部地文の縄文を除けば第 XⅥ群 4類に類似する部分がある。

第�群 (第93図 1) 口縁部が弧状隆帯により区画され、胴部に連弧状沈線の文様構成をもつことに特徴

がある。

1類 (第93図 1) 弧状隆帯により口縁部は分割され、区画内は半裁竹管状工具による平行沈線が充填さ

れる。胴部には半我竹管状工具による平行沈線で連弧状構成を作 り出す。地文は半我竹管状工具による平行

沈線が縦位に施文される。

第承 I群 (第90図 3、 第93図 4) 本群は横位に違結するワラビ手状沈線等に特徴をもつ。胎土等には他

の中期後葉のものには少ない雲母粒子を比較的夕く含有し、割合薄手である点などより、他地域よりもたら

された異系統の群 と考えられる。日縁部文様帯のあり方より2類に分類することが可能である。器形は深鉢

Al,C2が認められる。文様構成等より本群は伊那谷方面より搬入された東海系の一群であろう。

1類 (第 93図 4) 日縁部に円筒状刺突を弧状構成に施文する。

2類 (第 90図 3) 口縁部に長方形区画を構成し、区画内に棒状工具による弧状沈線を施文する。 1・ 2

類共に胴部地文に縄文を用いる。

5)後・晩期の上器

出土土器の分類

後期の上器は中期に次ぎ多種多様な資料が得られている。これらは土娠・集石等を中心 とした範囲より検

出され、後期初頭から後期後葉のものまでほぼ全期間に亘る土器群が検出されている。また、若千ではある

が後期土器群に継続するように晩期初頭の上器群も検出されている。なお、粗製土器については文様的特徴

が少なく帰属時期を明確にはできなかったが、土羨等の伴出例などよりある程度の共伴関係を把握し得た。

器形の伴明し得た資料は深鉢A2・ Bl・ B2、 鉢 A2、 浅鉢Alの他に壺や注口土器、異形台付土器が力Hわ リバラ

σδσ
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エティーに富む。

第 I群 (第488図 4、 第490図 8、 第555図 1)沈 線により「 J」 字形構成等の区画がなされ、区画内には

縄文が充損される。区画構成等より数類に分類できる。文様構成等より後期初頭称名寺式に比定できる。

1類 (第488図 4、 第555図 1) 口縁部より沈線による「 J」 字形区画が垂下し、 4の ように「 J」 字形

区画が横帯区画により連結し、 1の モチーフとは異なりがみられ、分類でき得る可能性を示すが、一応「 J」

字形区画をもつ一群として捉えておく。

2類 (第490図 8) 1類のような「 J」 字形区画はみられず、縦位の縄文帯や三角形の縄文帯が組み合わ

さって文様が構成される。胎土・焼成共に 1類に比べ良好で、内面整形も割合丹念なナデがなされている。

器形は深鉢A2を 呈している。

第H群 (第487図 8、 第491図 1、 第508図 9、 第555図 3・ 4) 本群に帰属する土器は破片を含めると多

量の資料が得られている。そこで取扱う資料は器形を窺うことの可能なものに主眼を置いた。本群の特徴的

な文様は、胴部は地文を縄文とし、これに比較的太い沈線による区画がなされる。刻みをもつ低い隆帯が頸

部と口縁部にみられるものと(1類 )、 隆帯の貼付はみられず頸部に刺突がなされ、隆帯上の刻みと同様な文

様効果を出しているもの (2類)に分類することが可能である。器形はすべて鉢 Bに類似し、第487図 8の よ

うに所謂金魚鉢形のような特徴的な器形をもつ。文様構成等より後期前葉堀之内 I式に比定できる。

1類 (第508図 9)頸 部に 1条の刻みをもつ隆帯と「 8」 字状貼付文が施される。口縁部からも刻みをも
つ隆帯が「V」 字形に垂下する。胴部には 2本一組の沈線により弧状区画がなされ、この区画内に縄文が充

填されている。

2類 (第487図 8、 第491図 1) 口縁部文様帯の有無により分類でき得る可能性がある。 8は 1類 と共通

する要素が多く、頸部の刻みをもつ隆帯が刺突に、日縁部より垂下する隆帯が 3本一組の沈線へと転化して

いるものと理解できよう。 1は 口縁部文様帯の欠除が 8と は異なるものの、胴部への 2本一組の沈線による

区画と、区画内への縄文の充損は共通する。

第Ⅲ群 (第 2図、第494図 1、 第497図 6、 第499図 1、 第555図 5・ 6) 第Ⅱ群と比較すると、胴部文様

帯に特徴がある。胴部文様構成が第H群と異なり、帯状縄文が主体を占め、その構成は長方形、菱形等とな

り、「 8」 字状貼付文が加えられるものもある。器形は深鉢 B2、 鉢 Bが認められ、新たに浅鉢 Aとが加わるよ

うになる。特徴等より堀之内H式に比定できる。

1類 (第 497図 6、 第499図 1) 横位の長方形区画構成の縄文帯をもつ。 1は横位の紐線を2条巡らせ、

紐線間を「 8」 字状貼付文で連結している。

2類 (第 2図、第555図 5・ 6) 菱形構成の沈線と帯状縄文の組み合わせの文様が口縁部に施文されてい

る。第 2図 と第555図 5に は「 8」 字状貼付文がみられる。また、第 2図は菱形構成の文様帯を囲むように組

線が配される。 2類は精製土器で丹念な研磨整形がなされている。

3類 (第 494図 1)上 面観が十角形を呈する浅鉢である。施文は内面口縁部に円形とこれを囲むように弧

状構成の割合太目の沈線が施文される。この文様帝が波頂下に施文され、これを3本の沈線で連結する。

第Ⅳ群 (第 502図 7、 第503図 3、 第504図 1、 第529図 3、 第555図 7～ 11)第Ⅲ群からの系譜を引くと思われ

る帯状の縄文構成が主体をなし、これに横位沈線区画や鍵ノ手状の沈線が加わるものや、沈線区画内に細い沈

線を充損し、帯状縄文を凝似化させたもの、沈線文が施文されるものが認められる。これらの文様は精製土器

に見られ、深鉢・浅鉢・注目土器等の器形が認められる。文様等より後期中葉加曽利BI式に比定できる。

1類 (第555図 7・ 8) 帯状の縄文をもち、これに横位区画沈線が加わるものが出上している。内面口縁



第■1章 発掘 された遺構 と遺物

部付近に横位沈線が施文されているものが多い。

2類 (第502図 7、 第503図 3、 第504図 1) 2類は浅鉢に顕著にみられる文様で、横位沈線区画内を斜状

沈線を充装している。充損される斜状沈線は細く規則正しく施文され、撚 りの細い縄文を施文したような状

態と類似している。製作法は丹念で、内外面共に研磨がなされている。第504図 1は 3単位の円形突起状の把

手を貼付する優品である。

3類 A種 (第 555図 9・ 10、 第529図 3) 3類 は集合沈線の施文される一群であり、集合沈線の状況等よ

り2種に分類できる。A種は 2本若しくは 3本一組の沈線が斜状や菱形構成等で施文される。沈線の連結部

には横位の「 S」 字状沈線が組み合わせられている。器厚は薄く内外面共に良く研磨されている。

3類 B種 (第555図11)A種 とは異なり、集合沈線が幾何学文様構成で施文される。注目土器に多用され

る文様である。

第V群 (第494図 6・ 7、 第497図 8,10、 第498図 1・ 4、 第499図 5。 7・ 11・ 12、 第555図 12～ 18) 第

Ⅳ群 1類の帯状縄文に近縁関係を求めることができ得る一群で、帯状縄文の構成に特徴がある。上下の弧線

文様により凹レンズ状などの帝状縄文が構成され、これを分割するように括弧形の沈線、垂下沈線等が配さ

れている。本群は多くの器形バラエティーをもち、特に胴部上半が大きく張り算盤玉状となる深鉢が新たに

加わる。凹レンズ状の帯状縄文の構成より2類に大別できる。

1類 (第 494図 6・ 7、 第497図 8。 10、 第498図 1・ 4、 第499図 5'7・ 11・ 12) 弧状沈線により区画

された凹レンズ状構成の帯状縄文が横位に数段施文され、この凹レンズ状構成の帯状縄文を分割するように

括弧状の沈線が垂下するが、 7の ように蛇行沈線に省略されているものもみられる。弧状沈線により区画さ

れた凸レンズ状区画内は丹念な研磨が加えられている。器形は深鉢 B2・ 鉢 C、 新たに壺が加わる。

2類 (第555図 12～ 18)直線と弧線により変形凹レンズ状構成の帯状縄文を横位に施文し、弧状沈線の集
約部には垂下沈線や円形刺突文が施される。大きく張る胴部の稜部に刻みをもつものもある。15～ 18は胴部

上半が大きく張り算盤玉状となる深鉢形となろう。胎土・整形等が 1類 と異なり、 1類に顕著にみられた研

磨整形は少なく、また胎土中への混入物も白色粒子等を割合多く含有している。

第Ⅵ群 (第555図 19～ 24)口縁部に横位で幅の狭い縄文帯が無文帯をはさみ構成される①また、第V群に

みられた凹レンズ状構成の縄文帯がより簡略化された構成をとるものもある。縄文帯構成より2類に分類す

ることが可能である。文様構成等より加曽利 BⅢ式に相当しようか。

1類 A種 (第555図 19～ 21) 1類 は縄文帯に付加される文様により2種に分類できる。A種は口縁部に 2

条の幅の狭い縄文帯が無文帯をはさみ構成されている。20のように縄文帯が連結して長楕円形構成となるも

のであろう。無文帯は丹念な研磨がなされ、縄文帯の部分が削り出されたような低い凸帯状を呈する。19・

20は胎土中に混入物が少なく薄手であるのに対し、21は胎土中に川砂等の混入物を含有し割合厚手となる二

者が存在する。

1類 B種 (第555図 22・ 23) 縄文帯のあり方はA種と同様であるが、口縁部が強く届曲し稜部を呈する部

分に刻みがなされる。23は変形環状把手とこれに「川」の字形の沈線が垂下する。

2類 (第 555図 24) 縄文帝が環状構成となり、この連結部には括弧状沈線の筒略化したものが垂下する。

第Ⅷ群 (第555図 25～ 29、 第556図 30。 31) 縄文帯の構成は第Ⅵ群と同様であるが、縄文帯とその脇の沈

線が集約する部分に瘤状の突起が貼付される。口縁部の無文帯は強い研磨整形がなされ、そのため縄文帯の

部分が低い突帯状となる。胴部には粗雑な構成の羽状沈線が数段施文される。縄文帯の構成等により3類に

分類することが可能である。胎土中に川砂を割合夕く含有する。器形は口縁部が内側に屈曲するものが多い。
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文様・器形の特徴等より本群は後期後葉の曽谷・高井東式に帰属しよう。

1類 (第 555図 25。26)横 位の弧状沈線により三日月形に区画された縄文帯をもち、集約部には瘤状の突
起が貝占付されるが、25の場合 2類の27と は異なり瘤を指頭により引番伸している。

2類 (第 555図 27・ 28、 第556図 30,31) 1類 とは異なり横位縄文帯が帯状に構成される。瘤も貼付した

だけで割合低い。胴部には箆状工具による横位構成の羽状沈線が施文されている。

3類 (第 555図 29) 1。 2類共に日縁部に研磨による無文帯をもつが、本類は無文帯をもたず、縄文を横

位に施文する際に若千の間隔を作 り、無文帯の効果を表現している。集約部と思われる位置には小さな突起

が貝占付されている。

第ⅥⅡ群 (第556図32)区画内に縄文が施文される群 とは異なり、縄文のかわりに刺突が施される特異な群
である。

1類 (第 556図 32)上下の弧状沈線により凸レンズ状の無文帯を構成し、この外縁部に棒状工具による刺
突がなされる。口縁部には横位の「 8」 字形突起が付 く。胴部には羽状の沈線が施文される。

第Ⅸ群 (第505図 8、 第556図 33～ 55、 第557図 56～64) 箆状工具による沈線が斜状・横位羽状構成に施文

される一群である。沈線の状況や整形法等により4類に分類することができ、時間的にも幅があり数段階に

分類することが可能である。深鉢 A2、 Blが認められる。

1類A種 (第556図 33～ 35)口縁部に割合鋭利な箆状工具による羽状沈線が密に規則正しく施文されてい

る。口唇部に刻みがなされ、内面に隆帯や沈線をめぐらす。内面は割合丹念な研磨整形がなされる。

1類 B種 (第556図 36～ 40)胴 部を横位に区画するように沈線がめぐり、区画内に羽状沈線が施文され
る。羽状沈線の状況はA種に類似している。整形は割合丹念な研磨がなされる。

1類 C種 (第556図 41・ 42) B種が羽状沈線部分を横位沈線で区画するのに対し、本種は箆状工具による

刻みをもつ横位隆帯により区画が行われる。

2類A種 (第505図 8、 第556図 43)刺 突をもつ平行沈線により区画し、区画内に羽状沈線を充損する。
2類 B種 (第556図 44～ 47)口縁部に無文帯を設け、胴部が屈曲する部分に分帯するように刻みをもつ平

行沈線を配する。胴部には羽状沈線を配するが、沈線の構成は 1類のように密なものではなく割合雑に施文

されている。

3類 (第556図 48～ 55、 第557図 56～58)羽状沈線の施文法が 1・ 2類よりも粗雑な箆切 り状となる。56～ 58

のように横位沈線により区画された区画内に羽状沈線が充装されている。胎土中には川砂を含有しているも

のが分い。

4類A種 (第557図59)羽状況線は最も雑に施文される。沈線は 1～ 3類に比べると鈍角な構成で稲妻状
に垂下する。口縁部はやや厚味をもち、 3条の横位沈線が施文される。沈線の集約部には瘤状の突起が垂下

する。 2つの瘤状突起により口縁部が小突起状を呈する。

4類 B種 (第557図60)口縁部文様帯がA種とやや異なる。口縁部をめぐる4条の沈線は浅 く不明瞭とな
る。沈線の集約部には相対する「C」 字形の隆帯が貼付される。

4類 C種 (第557図64) 日縁部を2条の細い沈線で分帯し、区画内に箆状工具による列ッミ文を施文する。

胴部に施文される斜状沈線は羽状構成になると思われる。細く力のない沈線でA・ B種よりも疎に雑然と施

文されている。胎土中には川砂を含有しており、これはA・ B種に共通する。

第X群 (第557図 65～ 67)口縁部に 3条の沈線をめ ぐらす群である。沈線の状況等より第Ⅸ群と近縁関係
があることが窺え、特にB種にはその傾向が顕著に現われている。
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1類A種 (第 557図 65)棒状工具による浅目の沈線が 3条施文される。胴部には部分的に軽い削り整形が
施される。胎土中には川砂や雲母を含有する。

1類 B種 (第 557図 66。 67) 口縁部は厚味をおび波状を呈し、棒状工具による沈線が 3条施文される。67
は沈線が不明瞭で第IX群 4類 B種の沈線と類似する。

第�群 (第501図 10・ 11、 第557図 68～ 73) 口縁部に隆帯を貼付する一群である。隆帯の状況等により5
類に分類することが可能で、これらは内容からみて時間的に幅を有するものであろう。

1類 (第557図68)日縁部は箆状工具による刻みをもつ隆帯により横位に分帯され、これに垂下隆帯が加
えられ小さな長方形区画が構成される。区画内には 3条の沈線が施文される。日縁部はやや厚味をもつ大き

な波状を呈する。

2類 (第501図11)隆帯により口縁部は横位に分帯されるが、隆帯は不明瞭となり刻みはなされない。口
縁部は 1類 と同様に垂下する隆帯により小さな不整長方形に区画され、区画内には 2本一組の沈線が楕円形

構成で施文される。胎土中には混入物が少なく内外面共に割合丹念な研磨整形がなされる。

3類 (第501図 10、 第557図 70) 口縁部に箆状工具による刻みをもつ隆帯を 1条めぐらせ、集約部には隆
帯が垂下し長楕円形区画を構成する。口縁部は大きく外反し、垂下隆帯の部分は若千の小波状を呈する。胎

土中には自色粒子を混入している。10は 内面に割合雑な箆削り整形がなされる。

4類A種 (第 557図 69) 1・ 2類が口縁部の分帯に横位の上下 2条の隆帯を用いていたのに対し、本類は
3類 と同様に隆帯 1条により口縁部文様帯を作 り出している。なお、隆帯は低 く貼付の状況が明瞭でない。

日縁部の区画内には大く浅い不明瞭な沈線が 2条施文される。集約部は突出し小波状を呈する。胎土中には

若千の長石粒子を含有する。

4類 B種 (第 557図71)文様構成的にはA種とほとんど差異がなく、隆帯や集約部の突起がより不明瞭と
なる。整形は割合丹念な研磨整形がなされている。土器の様相は 5類 A種に近い。

5類 A種 (第 557図72) 4類に比べ隆帯はより不明瞭となり、研磨により作り出された断面形が低いカマ
ボコ状を呈する。日縁部文様帝は 1～ 4類に施文されていた沈線の名残りか太い横位のナデが施され、この

部分に赤色彩色痕が残る。集約部には低い隆帯が垂下し口縁部が小波状を呈する。

5類 B種 (第 557図 73)A種 よりも隆帯は不明瞭となり無文に近い状態となるが、日縁部が屈曲する部分
に強い横位の研磨整形を加え隆帯様の表現を出している。集約部も不明瞭な刻みをもつ隆帯が貼付される。

A・ B種共に内外面共研磨整形がなされ、胎土中には混入物が少ない。

第�I群 (第558図74) 日縁部がやや凸帯状となり、この部分に 3条の沈線を地文し分帯する。凸帯部に
イま縄文が施される。

1類 (第558図 74)太 目の 3条の沈線により口縁部の凸帯部は分帯され、この部分に撚 りの強い縄文が施
文される。胎土中には川砂粒子を若千含有する。縄文を除けば 3条の沈線のあり方や口縁部の凸帯は第X群
1類 B種 と類似する。

第�I畔 (第504図 2、 第558図 75～ 79)瘤状の突起が貼付される特徴的な一群で、瘤の状況や文様構成に
より分類することが可能である。

1類 (第504図 2、 第558図 75) 貼付される瘤状の突起が割合大きく、先端が尖るものである。突起は粘
土を貼付した際に指頭で摘み出しただけで形は不整形を呈する。 2個一対のものと1個だけのものとがある。
地文は縄文が施文され、これを横位沈線で区切 り帯状縄文を作 り出し、この部分はやや凸帯状を呈する。胎

土は責白褐色を呈し自色粒子を含有する。 2は赤色彩色が内外面に施される。瘤状突起、やや凸帯状の帯状
σ″
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縄文等より安行式系と近縁関係をもつものと考えられる。

2類A種 (第 558図 76。 78・ 79) ボタン状の瘤状突起が貼付されるもの。文様は弧状沈線により区画がな

され、沈線の集約部にボタン状の瘤状突起が付される。区画内には縄文が充損される。胎土は灰色を呈し石

英細粒子を含有する。外面に赤色彩色が施される。78。 79は ボタン状突起は認められないが、文様・胎土等

が類似するため本類に帰属するものと捉える。

2類 B種 (第 558図 77)文様構成、ボタン状の瘤状突起、胎土等はA種と同様であるが、弧状沈線による

区画内を条線で充損する点に相違がみられる。

第�V群 (第 485図 4・ 6、 第490図 3、 第491図 5、 第496図 14、 第497図 1・ 3、 第499図 2・ 13、 第501図

12。 13、 第504図 5、 第558図 80～ 84) 粗製土器を一括した。特徴的な文様に欠け単独で時期決定を行うこ

とはむずかしいが、整形法や付加文等により数類に分類でき、無文のもの、櫛状工具による条線が施文され

るもの、隆帯が買占付されるものの 3類が判明している。器形は割合単純で深鉢 Bl・ B2が認められる。底部に

網代痕をもつものが多い。

1類 (第 490図 3、 第491図 5、 第497図 3)無 文を呈し粗雑な製作法によりできている。胴部には幅広の

箆状工具により箆削り整形されるものが主体を占める。 5は 口唇部に輪積み痕を残し変化を出している。ま

た、口唇部に刻み状の刺突を加え波状を呈するものもある。胎土中には長石粒子等を含有する。

2類 A種 (第 558図 80・ 81) ナデ整形等により器面を平滑に整形した後、櫛状工具により弧状。蛇行構成

に条線を施文する。

2類 B種 (第 558図 82・ 83) 器面をナデ整形により平滑に整形した後、箆状工具により格子目状構成の沈

線を施文する。

2類 C種 (第 496図 14、 第499図 2) 器面を箆状工具により削り、平滑に整形する。整形後半裁竹管状工

具による平行沈線が縦位の凸レンズ構成に施文される。日唇がやや特徴的で、指頭整形痕を残すことで口縁

を小波状に仕上げている。類似する表現は 1類にもみられる。

3類A種 (第485図 6、 第499図 13) 日唇部に棒状工具による刻みをもつ隆帯が貼付される。そのために

口縁は小さな波状を呈する。輪積み成形後ナデ整形または箆削り整形が外面に施されるが、内面には割板の

木田部を用いたと思われる条痕が残される。

3類 B種 (第485図 4、 第497図 1、 第501図 12・ 13、 第504図 5、 第558図 84)棒 状工具による刻みをもつ

隆帯が口縁部下や胴部に貼付される。隆帯上に施される刻みの状況により細分でき得る。隆帯の構成は横位

に 1条貼付されるものが一般的であるが、 1の ように 2条に、84の ように波状となる口縁の波頂部より斜状

に貼付されるものがある。整形はナデ整形が他の類に比べ割合丹念に行われている。

第XV群 (第501図 2・ 4、 第558図 85～88) 三叉文の施文される一群である。三叉文の構成により入組み

状のものと、非連鎖状三又文のものが認められる。器形は浅鉢 Al・ 深鉢A2が認められる。本群はその特徴よ

り晩期初頭に帰属しよう。

1類 (第 501図 4、 第558図 85。 86) 沈線により入組み状の三又文を構成し、沈線間に縄文帯が施文され

ている。86は 口縁部に装飾的な突起をもつ。

2類 (第 501図 2、 第558図 87・ 88) 半肉彫 り状の二叉文が非連鎖状に施文される。87は三叉文とはやや

異質であるが、三叉文を左右合せ菱形構成を作 り出しているものと思われる。部分的に 2個一対の瘤状突起

が貼付されている。また、変形三又文に組み合わせ羊歯状文を施文しており、他の 2類 とは分離すべきであ

ろうか。

5密
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第Ⅲ章  発掘 された遺構 と遺物

第 XⅥ群 (第558図89) 羊歯状文の施文される群である。胎土・焼成 。整形共に他の土器群とは異質で、

他の地域より移入されてきた上器である可能性が高い。文様等より晩期前葉に帰属しよう。

1類 (第558図89) 全体に研磨整形がなされる。文様は羊歯状文が施文される。第XV群 2類の87に も羊

歯状文がみられたがそれよりも精巧な施文となっている。

第XVII群 (第501図 17、 第502図 8、 第558図 90～ 92)所 謂雲形文が発達するもの、あるいは沈線間に列′ミ
状の刺突が加えるもので、第XⅥ群の羊歯状文より変化したと思われるような構成を呈する。文様等より晩

期中葉に帰属しよう。

1類 (第502図 8、 第558図 90) 雲形文が発達する類である。90は丹念な製作で胎土等に相異がみられ移

入されたものであろうか。これに対し8は雲形文の入り組み方や台部に施文される入組み状沈線に稚拙さが

みられる。

2類 (第501図 17、 第558図 91,92) 2条 の沈線間に列点状の刺突が加えられる。91・ 92は縄文が数条の

沈線により横位に区画され、区画内に刺突が加えられる。17は 口縁部に数条の沈線を施文し区画内に刺突を

加えるが、91・ 92の ような連続性に欠け割合雑に施文されている。また、胴部地文に原体末端を結節した縄

文を施す。

第�Ⅲ群 (第558図93) 不明瞭な沈線による横位区画がなされ、区画間が低い隆起状となる。

1類 (第 558図93)棒状工具によるナデ状の割合太目の不明瞭な沈線を横位施文しており、その構成は粗

大工字文状にもみることができる。日唇部にはやや崩れた形の連鎖状三又文が施文される。

第XⅨ群 (第529図 1、 第558図 94。 95) 無文の粗製土器であるが第 XⅣ群の粗製土器とは整形等に異な

りがみられ、また、口縁部に突起が付 くものもあり第 X IV群とは分離できよう。 1にみられる突起の状況、

共伴関係より晩期に帰属すると思われる。

1類 (第529図 1、 第558図 94) 口縁部に突起が付けられる類で94は山形状の小突起を、 1は「M」 字形

の州ヽ突起と山形突起を交互に貼付している。整形は指頭で、輪積痕は整形後幅の狭い箆状工具による雑な研

磨がなされ、部分的にナデ整形が加えられる場合もある。胎土中には長石粒子、雲母を含有する。器形は深

鉢A2が認められる。

2類 (第558図95) 口縁部が平縁を呈し、整形等は 1類 とほとんど変りがない。

2 石  器

本遺跡より検出された主な石器 (Tool)は 24種類で、個々の点数は次のようになる。石鏃354点、小形石匙

31′点、石錘 36′く、打製石斧 1,142′く、横刃型石器131点、大形石匙 96ッく、凹石439点、敲石 9点、磨石併用凹石

67点、磨石併用敲石 4!く、磨石34点、石皿 62′く、磨製石斧171点、礫器 62′く、石錐 92′く、ハンマー12点、象J片

石器 5′く、黒曜石製手J片石器263′ミ、黒曜石製スクレイパー23点、石槍 1´ミ、祗石 1点、台石 1点、蜂巣石 1

点の合計3,037点 である。その他、石器製作に関わる石核・象J片類等には石核、手」片、砕片、原石、黒曜石両

極楽J片、黒曜石砕片・黒」片、石鏃ブランク等がある。ここではそれらの石器について器種別にその特徴等に

ついて記すこととする。

1)石 鉄

石鏃は354点が検出されている。その内約55%の 195点が先端・脚部等に欠損をもっている。石鏃の形状は

5%δ
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様々で、他の遺跡に認められる資料と大差ないが、基部形状が平基・凸基を呈するものが少なく、円基・凹

基を呈するものが主体を占める。全体的に調整は丹念であるが、稀に粗雑な調整や部厚い断面をもつものも

みられる。その他に特徴的な石鏃として縄文早期の押型文土器に伴う局部磨製石鏃 1点 (第559図 1)があ

る。石鏃の石材はチャー ト2点、水晶 1ィミを除けばすべて黒曜石で、混入物の少ない上質な黒曜石を用いて

いる。

石鏃ブランクとして取り扱ったものが175点ある。象」片の周縁には形状調整のための調整崇J離や、象J片の厚

い部分を薄 くするための調整崇J離が顕者にみられるが、完成品とならない時点で一部が破損して放棄された

ものや、調整争J離途中で素材が不適切なため放棄されたもの等がある。完成品354点に対しブランクは175′ミ

で、割合多くのブランクが生じている。数量的な関係よりすべての系J片について詳細に観察したわけではな

いが、石鏃ブランクが完成品の約49%を 占める点を考慮すると、遺跡内で活発に石鏃の製作が行われていた

ことが窺える。出土状況は209′点が住居・土墳・集石等の遺構内より出土しており、全体の約59%を 占め、特

に住居上の覆土中より出土する傾向が認められる。

2)小形石匙

小形石匙は31点である。欠損率は約 19。 4%で遺存率は高い。欠損部位をみると、摘み部と刃部先端等を欠

損している場合が分い。月ヽ形石匙の形状は大別すると2種類に分類できる。

A類―刃部中央部上に摘み部をもつもの。

B類―摘み部が左右どちらかに片寄るもの。

数量的にはB類が夕い。細部に亘りA類 とB類を比較すると、A類の刃部断面形が凸レンズ状を呈するの

に対し、 B類は肉薄の「V」 字形を呈する。また調整象J離もA類が割合丹念であるのに比べるとB類は刃部

を中心に調整争J離を加えるだけで、素材の自然面を残留している資料が数点みられる。石材はA類が黒曜石

を主体とするのに対し、B類はチャー ト・頁岩を用いる例が比較的多い。

3)石 錘

石錘は所謂礫石錘で36″ミが検出されており、八ヶ岳山麓の他の遺跡に比べると出土量は多いといえる。遺

存率をみた場合、検出された36点の内欠損しているものはわずか 2点で、ほとんどが完形品であった。尚、

欠損品は礫の上下端に糸懸けの狭りをもつものであった。形状より2種に分類することが可能である。

A類一分類基準は糸懸けの位置により、短辺方向に打ち欠きによる糸懸けを具備するもの。

B類一長辺方向に糸懸けを具備するもの。

A類は10点、B類は26点で数量的にはB類が主体となる。A類・B類の特徴には石材や形状等に差がみら

れる。石材を比較するとB類が安山岩を主体とするのに対し、A類は粘板岩等の安山岩以外の石材を利用し

ている割合が高い。また、素材選択においてもA類は断面が厚 く長細い礫を素材とするのに対し、B類は扁

平な円盤状の礫を素材としているという異なりがある。

糸懸け部の調整について詳細にみると、A類、B類共に素材側縁を打面として簡単な手U離を加え、狭り込

みを作 り出しているものが主体となるが、第248図 7の ように敲打によって狭り込みを作るものもみられる。

重量は素材の大きさにも左右されるが、A類の場合12～ 77gま での幅で平均は約36g、 B類は21～ 219gで

平均約71gと なり、B類のものが大きく重い錘であることがわかる。B類は重量に大きなバラつきがみられ

たが、大別すると100g以上、50～ 100g以下、50g以下の 3グループが認められ、特に50g以下の場合は35～ 40

5密
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第Ш章 発掘された遺構と遺物

gに集中する傾向がある。これは素材選択の際にある程度の重量規制を行なった結果生じたものであろう。

4)打製石斧

打製石斧は1,142点があり、本遺跡で検出された石器 (Tool)の 内で最も多い。このことは遺跡内で多くの

打製石斧が消費されたことを物語っている。また、遺跡内での消費度が高かったことを裏付けるように打製

石斧の約65,4%が欠損品であることは注意される。

打製石斧は全体の約67.5%の 771点が住居址を中心とした遺構内からの出土で、特に第■9・ 147号住居址か

らは多くの打製石斧が出上している。

打製石斧は様々な大きさと形をもっている。まず大きさでみると、長さ15cm以上の大形のもの、10～ 13cm

前後の中形のもの、それと119号住居址出土の第343図 30～ 32のように長さ6.5～ 7 clll前後の小形のものとに分

けられる。住居l■を中心とした遺構内からの出土資料の241点について長さと幅の相関関係をみると (第561

図)、 幅が長さの100～60%以内のもの (幅広のもの)を I群、60～ 40%の ものをH群、40%以下のもの (細

身のもの)をШ群として分けることが可能である。I群 26点、H群176点、Ш群39点で、幅と長さの比率が 1:

2の割合となる打製石斧が主体となる。幅の差は打製石斧の刃部と密接に関連があるものと考えられ、特に

第205図 4、 第234図 9～ 11のような刃部が尖頭状となるものは I・ H群とは異なった着柄や使用法が考えら

れる。一方、側縁形状、刃部形状により分類すると次のようになる。

A類―側縁が平行になる所謂短冊形。

B類―側縁が「ハ」字状に開く。

B′類―B類に比べ大きく「ハ」字状に開く。

C類―側縁が「ハ」字状に外湾する。

D類―側縁はほぼ平行となり、中央部に狭 りをもつ所謂分銅形。

E類―側縁が「ハ」字状に開き、側縁上部に浅い狭りをもつ。

F類―側縁が膨みをもち、平面観が凸レンズ状となる。  i
G類―側縁の一部に突出部がみられる。

長さ (cHl)

25

第561図  打製石斧の長幅分布
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第562図  打製石斧の側縁形状とその点数
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第562図 に示すように、量的にはB類の側縁形状を呈するものが最も多く全体の約43%、 次にA類で約34%

である。D類の分銅形は最も少ない。このことは短冊形とそれに類似したかたちの打製石斧の使用頻度が高

かったことを示しているとみられる。

刃部形状は直刃 。円刃・尖刃 。偏刃が認められる。円刃を呈するものが最も多く、これに偏刃が次く。刃

部に使用痕と思われる痕跡が観察されるのは磨痕状のものと、激しい衝突によると思われる刃部の潰れであ

り、これらは特に刃部肩を中心に認められる。使用痕とは異なるが、叡!縁を故意に敲打して潰した例が多く

みられ、これは着柄に関連があるのではないかとみられる。

打製石斧の素材には禁J片を用いるものと礫核を用いるものがあるが、数量的には剥片を用いたものが多い。

素材*J片の製作には様々な方法があり、第94図 3の接合資料のように石材の節理を生かして幸」離作業を行っ

ているものが主体となるが、中には第559図 3のように大形の横崇Jぎの最J片を用いているものもある。

5)横刃型石器

横刃型石器は131点が検出されている。その内95点の約72.5%が住居址内よりの出上である。横刃型石器は

素材とその形状により2種類に分類できる。

A類―素材崇J片の鋭利な側縁をそのまま刃部とし、打面部等をそのまま背部とする。形状が割合不定形で

ある。

B類―製作法は打製石斧と似かよった方法をとるが、背部と刃部を作り出す点等に相違がみられる。形状

も打製石斧に類似する。稀に所謂鎌形を呈するものもある。

数量的にはA類が多く全体の約60%を 占める。欠損品は38点で全体の29%と なり、割合遺存率の高い道具

であることが知られる。欠損している横刃型石器はB類に多く、欠損部位は先端部が多い。打製石斧のよう

に全体の1/2ほ どが欠損してしまうような大きな欠損品は少ない。

A類とB類は基本的に素材獲得の段階で異なりがある。A類の場合横崇」ぎの貝殻状象J片 を多用するのに対

し、B類は打製石斧にみられた素材の節理を生かした崇J離方法による剣片を用いている。このことはA類、

B類の石材選択にも影響がみられ、A類は硬砂岩・輝緑岩等で石材選択がバラエティに富んでいるのに対し、

B類は粘板岩・石墨片岩等の節理が明確な石材を選んでいる。

製作方法ではA類が素材黒J片の形状に手をかけないが、B類は基本的な製作法が打製石斧のそれと大差な

Vヽ。

6)大 形石匙

所謂粗大石匙で96′点がある。その内約16%の 73′ミが遺構内より出上し、特に土墳内出上の比率が高いこと

が看取できる。

欠損品は96点の内26点で約27%である。欠損品の出土傾向は住居 l■に偏より、住居址内出上の48点の内約

42%の 20点が欠損品である。欠損部位は摘み部を残し、先端や刃部を欠損しているものが多い。このことは、

先端部や刃部の破片が大形石匙の欠損品であると認定しがたいことに起因するとも考えられる。一方、住居

址内の大形石匙の欠損率が高いのに対し、土娠内のものは完形のものが多く、第40号土頻の資料のように幅

約16cmを測るものも完形で遺存していた。このようなことから、住居址内出上の大形石匙と土獲出上のもの

とは性格が異なるものと考えられる。住居址内のものは欠損率が高かったことより、打製石斧などと同様に

廃棄されたものと考えられるが、土獲内出土のものは遺存率が高いことなどから埋納されたものと捉えるこ
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とができよう。

大形石匙には摘み部と刃部の位置関係より維型 (A類 )と横型 (B類)が認められる。量的にはA類より

もB類が多く、特に土娠出上のものはB類が主体をなすが、第40。 597号土獲のようにA類、B類の両者が埋

納されているものも認められる。

A類の刃部状況をみると、摘み部に相対する位置に刃部先端が作られるものが一般的である。このA類に

は、刃部が両刃となり先端部が「V」 字形となるもの① (第487図 2、 第507図 4)、 背部と刃部を作り、その

形状が横刃型石器B類に類似する構造をもつもの② (第559図 16)の二者が認められる。特に両刃のものの中

には明らかに「V」 字形の先端部を意識した製作をとっているものがある。第507図 4の ように先端部に使用

痕と思われる磨痕が認められるものもあり、②とは使用法に異なりがあったと考えることができる。

B類の刃部形状は外反する円刃・内湾刃・直刃が認められる。外反する円刃の代表例は第487図 1な どで、

内湾刃は第331図 15等である。円刃の多くは土娠内より出上したものに多く、これに対し住居l■より出上した

ものには直刃が分く認められた。円刃の場合表裏からの交互崇」離により鋸歯状を呈しているものが多く、使

用された痕跡が認められない資料が多い。この傾向は土媛出土の大形石匙に凱われている。円刃 。内湾刃の

決定は素材手U片選択の段階でなされたと考えられ、円刃の場合、素材象J片の鋭利な側縁をそのまま刃部とす

るものがある。

大形石匙の素材象J片は基本的にはA類とB類では異なる。特徴的な素材手U片のま」離はB類に認められる。

B類の場合原石の自然面を打面としているものが多く、打点部のパルブ部分を摘み部の位置としている。B

類の素材象J片は主要手」離面がポジティブとなる貝殻状最J片 を分く用いる傾向があり、B類の素材Fi ll片の象J離

法は原石である円礫をスライスしていくような方法が用いられたと想定できる。尚、この傾向は土渡出上の

大形石匙を中心にみられ、特に輝緑岩を原材とする一群に顕著に認められる。以上のことより考えると、土

墳出上の大形石匙は住居址出上のものとは形態的、技術的な面などで差がみられ、一般的に利用される道具

としての大形石匙とは一線を画するものと考えられようか。特に第40。 630号土媛出上の大形石匙は、その状

況より上獲埋糸内用として製作された可能性が強い。

7)凹石・敲石・磨石

凹石は磨石と併用されているものも合せて553点があり、打製石斧の次に出土数の多い石器である。約49%

が遺構内からの出上であり、そのほとんどが住居l■内で、土渡内からの出土は稀れである。遺構外からも約

51%が出土している。

欠損品は42点 と非常に少なく、全体の約 8%に過ぎない。全体の1/2程度を欠損するものが多く、その欠損

部は素材礫の亀裂に沿って割れた状態を示すものが割合多く、凹石自体を強打したために欠損したような状

況を示すものは認められなかった。

凹みは表裏に 2～ 3ケ所を有しているものが主体で、片面だけのもの、側面にも凹みをもつもの (第347図

107等 )は少ない。凹みの状況は多くの細かな敲打が集中しているものと、深 く明瞭な孔を有するものが認め

られ、数量的には前者が多い。尚、細かな敲打状の凹みの場合は比較的広い範囲に敲打が広がるのに対し、

深い孔をもつものは、孔が縦に連続するような特徴がある。

表裏にタール状の付着物がみられるものは12点で、磨石と併用されるものに多く認められる。タール状の

付着物は周縁に認められる場合が多く、凹み内には認められない。

敲石は磨石と併用されているものも含めて13点が出土している。欠損品は 3点で、凹石同様欠損率の低い
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石器である。このことは磨石にも共通していえる。

敲石の作用部は敲打痕が集中してアバタ状を呈し、その典型

は第■9図 8にみられる。なお、敲石にもタール状の付着物がみ

られるものがある。

磨石は34′ミある。全面に磨痕が認められ、形状が石鹸状を呈

するものが主体を占める。

凹石・敲石・磨石共形状に類似する点が夕く、また併用され

る傾向がある。これらの長幅の大きさを第563図に示した。これ

によると、凹石・敲石・磨石の素材礫はある程度の規格性を保

持した礫が用いられているようで、長さ1lcm、 幅 8 cm位のちょ

うど握 り季よりやや大きめの長楕円形の礫を選択して用いてい

る。

8)石 皿

第4節 縄文時代の遺物

長さ(cm)

25

第563図  凹石・磨石類の長幅分布

石皿は62点が出上しており、その数は他の遺跡に比べ多いと

言えようか。石皿の石材は閃緑岩製 3点を除きすべて安山岩製である。

欠損品は35点で全体の約56%である。皿部が 2分割、 3分割されるように大きく割れたもので、あたかも

分割されたような状況を呈している。第274図 18の ように皿部中央に加撃を加えて 3分割したと思われる接合

資料もある。おそらく欠損品の多くは人為的に壊された可能性が強い。尚、欠損品内には側縁が欠損してい

るものが 4点あり、この状況にも作為的なものが感じられる。出土した石皿は皿部の状況により大きく2種

類に分けられる。

A類―第128図 2、 第136図 2の ように皿部が板状的で、側縁部と皿の区別が明瞭でないもの。

B類―皿部が明瞭に凹み、側縁と皿部が区男Uさ れるもの。

主体をなすものはB類でA類は稀れである。

側縁に彫刻をもつ石皿は 6点が検出されている。彫刻は第331図 19を 除きすべてが沈線により、弧状。渦巻

状・直線状のモチーフが陰刻されている。第331図 19は環状突起が側縁にみられる類例の少ない資料である。

また第497図 5の ように裏面に突起状の脚を作り出しているものもある。

石皿裏面に凹みが認められたものは 4点あり、その状況は第37図 6のような「U」 字形構成を意識してい

るものと、第52図 9の ように円形構成をとるもの、第216図 2の ように凹みが割合不規則に多子と質となるもの

などがある。「U」 字形・円形構成をとるものは、その状況から裏面への皿部を作 り出す調整と考えるより

も、石皿の安定をよくするために調整を加えたものとも考えられる。

9)磨製石斧

磨製石斧は171点ある。その内約60%の 103点が遺構内からで、特に住居址からは96点が出上している。磨

製石斧は平面形・断面形等により5種類に分類できる。

A類―製作時の敲打痕を割合明瞭に残し、断面形が楕円形を呈する棒状の所謂乳棒状磨製石斧。

B類―全面に研磨が行なわれ、A類に比較すると断面形がやや方形となる棒状のもの。

C類―全面に研磨が行なわれ、平面形が台形状を呈し、断面形が長方形となる所謂定角式磨製石斧。
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D類―C類 と平面形が割合類似するがC類ほど規格的でなく、厚さもC類ほど厚くはない。研磨が全面に

行き渡らずに製作時のキJ離痕を残す。

E類―A～ C類に比べ小形でC類を薄く小形化したようなもの。

以上のA～ E類が認められる。住居址内出上の磨製石斧をみると、A類 -19、 B類 -20、 C類 -21、 D類―

10、 E類 -5、 不明-21で、棒状を呈するA類、B類タイプの磨製石斧が主体をなす。

欠損品は171点の内109点で約64%を 占め、欠損しているものが多い。特に住居址内からの磨製石斧に欠損

品が分く、96点の内約65%の 62点が欠損品である。欠損部位は基部欠損、刃部欠損の資料が多く、基部・刃

部共に欠損して胴部のみが遺存している例は少量である。欠損のあり方は様々であるが、その多くは強度の

力の加わることによる剥離状の折れである。この折れた部分を詳細にみると、欠損部の断面が鋭角となる系J

離状の折れと、欠損部が切断されたような折れが認められ、前者は刃部を中心に、また後者は基部を中心に

認められる傾向がある。このことは磨製石斧の使用法、着柄などと密接な関連性があるものと考えられる。

また、欠損品として分類したものの中には、欠損品を再成し再利用していると思われるものが多く認めら

れる。それらの中には第298図 3のように、欠損部のまJ離状の折れた部分を再成刃部として利用したため細か

な黒J離が認められるものや、第264図 13、 第419図 26のように崇J離状に折れた部分を研ぎ直し刃部を再成した

もの、第282図25のように切断されたような折れ面を利用してハンマーに転用したものなどがある。

欠損の状況と磨製石斧のかたちでは、刃部に大きなダメージを有するものはA類、B類の棒状の形状を呈

するものである。C類の定角式のものは基部が欠損する場合が多く、全体の1/2位が欠損しているものでも第

12図 5の ように再利用しているものがある。この場合、基部を切断したような欠損面を打面とした細かな崇U

離痕が観察でき、これらのことより欠損した定角式のものを楔として利用したことが想定できる。

10)礫器・ハンマー

礫器と分類した石器 (Tool)は 62点 あるが、詳細にこれらをみると、礫器には 2種類を認めることができ

る。それは素材礫の一辺に簡単な争」離を加えて鋭利な刃部を作 り出すもの (第 419図 30、 第441図 12)と 、割

合痛平な円礫を素材 とし、縁辺に鈍角な刃部を作 り出すもので、所謂円盤状石器 と総称されるものを含む。

本遺隊においては後者が特徴的で57点が検出されている。素材的にも前者が輝緑岩等を用いるのに対し、後

者は安山岩を素材 とする点に特徴がある。刃部の状況や形状に相違がみられる点より同等の道具として捉え

ることはできないが、素材礫の原形を残す点などを考慮し、あえて分離することはしなかった。尚、ここで

の記述は別々に進めることとする。

素材礫の縁辺に割合雑な調整を加え、一辺に鋭利な刃部を有する礫器は 5点あり、その内 2点が住居l■内

からの出上である。礫器の素材は輝緑岩等の割合大粒の礫を用い、この縁辺に雑な素」離を加え刃部としてい

る。

礫器の中で主体を占めるものは所言胃円盤状石器 と称される一群である。この石器は素材礫や刃部の状況に

特徴があり、刃部の位置等により4種類に分類することが可能である。

A類―痛平な礫を素材とし、全周に崇」離が加えられ、この部分が刃部となる。

B類―素材はA類 と同様であるが、系J離は全周に及ばず一辺に集中するか、または′ミ在する形で調整が行

なわれる。

C類―A・ B類の調整 と異なり、素材礫周縁の一部に敲打による潰れ状の痕跡がみられる。

D類―BoC類 の折哀したもの。
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B類が24点 と最も多く、D類 7点、C類 3′点、A類 2′ミが認められた。

周縁の象J離は素材礫の平坦面を打面とし、直角に近い黒J離角度で行なわれる。そのため刃部は鈍角となり、

果して刃部として機能するのか疑間となる資料もみられる。周縁の敲打による潰れ状の痕跡は、使用による

潰れか敲打による調整かを見極めるのに苦慮する。第429図 18な どは使用により生じた潰れと思われる状況を

示し、 C・ D類はA・ B類の使用頻度が高かったので刃部が潰れてしまったものと理解できようか。このよ

うに解釈すると、本群はよリハンマーに近い機能を有していた道具と捉えることができよう。

素材はすべてが板状の安山岩を用いており、大きさも径 7～ 8 cmである。重量は70～ 100g、 140～ 180g、

200g以上の 3種類が認められたが、平均的なものは140～ 180gでぁり、礫の大きさ、かたち、重量を選択し

てVヽ ること力¥党える。

ハンマーに用いられたと思われる礫は12点ある。いずれも住居址内からの出土であり、それらを重量で分

類すると200g以上 4点、120g以下 3点 となる。重量のあるものは輝緑岩等の礫を用い、軽量のものは石央

塊を用いている。重量のあるものは敲打の痕跡が比較的潰れ状を呈しているのに対し、軽量の特に石英塊を

用いるものは細かな系J離が集合したような状況を示している。また、第32図 4には潰れ状の痕跡の他に所謂

線条痕も観察でき、その使われ方には興味深いものがある。

ハンマーの点数は他の石器に比べると少ないが、他遺跡と比較すると分い。黒曜石やその他岩石の手J片・

砕片・石核などと組み合わせて考えると、遺跡内で石器生産が行なわれていたことが窺える。

||)砥 石

祗石は 1点が集石内より検出されている (図版192-5)。 29.5× 21cmの長方体の安山岩を素材とし、 4面

に研磨面がみられる。研磨面は頻繁に作業が行なわれたためか皿状の凹みをもつ。研磨面には線条痕跡等は

観察できず、研磨面において線的な研磨よりも面的な研磨作業が行なわれたことが窺える。祗石全体の大き

さを考慮すると、磨製石斧の研磨に係わっていた可能性が強い。

12)剣片石器・スクレイパー

象J片石器の構造は刃部を中心に構成されており、素材象」片の縁辺に簡単な刃付けをすることで道具として

用いている。素材崇J片の石材差により、輝緑岩 。石墨片岩等を用いるものと、黒曜石を用いるものに分ける

ことができる。

輝緑岩・石墨片岩等の手J片 を用いる禁J片石器は 6点あり、石器全体の中では微々たるものである。詳細に

剖片類を分析するともう少し点数が増加すると思われるが、ここでは明確に刃部調整を行なっているものに

ついて取り扱った。制片石器は構造的には横刃型石器に近いものがあるが、横刃型石器よりも薄刃で、形状

も不整形なものが多い。

黒曜石を用いる手J片石器は263点ある。黒曜石崇」片の縁辺に簡単な二次加工を加え道具として用いているも

ので、刃部の位置は様々であるが、素材の長辺を刃部とするものが多い。黒曜石製の象J片石器の約56%の 14

8点が住居lLか らの出土である。

黒曜石製スクレイパーは23点があり、その内21点を図示した。すべて住居l■内からの出上である。スクレ

イパーは象J片石器に比べ明確な刃部調整を行なうことに特徴があり、素材剖片の状況や刃部位置のあり方よ

り4種類に分類することが可能である。
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第564図 原石から剖片への刹離過程
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A類―板状の自然礫を素材とし、自然面を残したまま長辺部左右に刃部が構成される (第 12図 2他 8′ミ)。

B類―素材選択等はA類 と同様であるが、刃部が長辺の片側にしか構成されない (第 159図 8他 6点 )。

C類一手U片 を素材とし、長辺部左右に刃部が構成される (第70図 1他 3点 )。

D類―C類の象U片 と状況は同様であるが、刃部が片刃となる (第282図 13)。

これらを概観すると、A・ B類とした板状の自然礫を素材とする一群が特徴的である。板状の自然礫を素

材とするものは16点、全体の約73%を 占めることより、スクレイパー用の素材として板状の自然礫を選択し

ていることが窺える。

刃部は手」片石器などとは異なり、割合丹念な調整が加えられ、表裏交互からの象」離により刃部が鋸歯状に

近い形態になるものもある。

13)石核・象」片 。砕石・原石

石核・子J片・砕石・原石はその石質により大きく緑色岩系統のものと、黒曜石製のものとに分けられる。

緑色岩系統の石核・崇J片・砕片・原石は757点が検出されている。この内象」片が449′点で約59%を 占める。

黒J片はその多くが不整形な傾向を示し、主要楽J離面を残すものも僅かではあるがみられる。全体的に黒J片は

薄く、不整形なものが主体を占めることなどより、手J片の多くは素材象」片が放棄されたものと考えるよりも、

素材黒J片 を得る過程での不用なものとして捉えることができるのではないか。原石
。手」片・砕片・石核・ハ

ンマーの存在などを考慮すると、遺跡内に原材が運び込まれ、素材手J片の生産が行なわれていたことが窺え

る。第94図 3な どの接合例をみると、打製石斧の素材手J片 を得るために石材の節理を生かした手」離を行なっ

ており、系」片・砕片等の分析を詳細に進めることにより、打製石斧等の製作技術が解明されよう。

黒曜石の手J片・砕片は19,073点の分種多様な制片・砕片が検出されている。縦長状象J片等の素材や争」片目

的に剥離作業が進められていると思われるものは少量であり、不定形な楽J片が中心で、手」離方向も任意なも

のが多い。象U片が不定形で崇U離作業も一定でないことなどによるものか、石核も明瞭なものが得られていな

い。

一般的な争J片・砕片とは剣離方法で一線を画する、両極打法による制片類が431点検出されている。このよJ

片は所謂ピエス=エスキーユと称されるものと同様で、両極打法による特徴的な階段状系J離が黒J片の両端に

みられる。

第108号住居址出上の原石から手」片への手J離過程をみると第564図のようになる。

第 1段階 粒状・柱状の黒曜石原石を両極打法により象J離が開始された段階―黒曜石原石の両端に潰れ状

の崇J離が重なる。

第‖段階 第 I段階の石核から手J離が進行し、石核は薄く小さな個休へと変化する段階―第 I段階の石核

に比べ自然面の残存部は少なくなり、上・下端よりの崇J離が進行し、所謂ピエス=エ スキーユ状となる。

第 I段階では自然面を残留する、割合横広の小さな手JttAがよ1離され、第Π段階の石核より両極素」片やス

ポール状の象」片が手」離されている。この段階の手U片は概して小形で板状に薄いものが中心となる。また、第

H段階で石核となったものにも調整が加えられて石器の素材となるものがある。

以上のことより、両極打法によるキ」離法は、粒状 。板状の黒曜石原石から素材象J片 を獲得するのに有効な

手段であったことが窺える。両極打法による多量の制片類の出土は、遺跡内で黒曜石製石器の製作が頻繁に

行なわれていたことが窺え、黒曜石製の石器の点数や両極手U片の大きさを考慮すると、354点 もの多数の点数

が検出された石鏃生産に関わっていた可能性が高い。
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時間的制約等で詳細なる千J片・砕片の分析ができなかったが、剰離方法等には黒曜石を意識し、この素材

を如何に有効に利用しようとしたかというあり方が窺える。

原石、特に黒曜石の原石は剥離作業が行なわれないまま多くの数が遺存していた。 5× 4 cmの粒状のもの

が多く、余大のものは 1点が出土しているに過ぎない。 5× 4 cm以下で2× 2 cmの小粒なものもみられる。

このことは、黒曜石原産地より原石を選択して搬入したとは思えず、原産地の所謂ズリ部より粒状のものを

播き集めてきた状況が窺える。

本遺跡に搬入された黒曜石の総重量は■0.17kgである⑥黒曜石原石の平均的重量が約25gでぁることから

類推すると、約4,400個 以上の原石が搬入されたことになる。また、石鏃の数に換算すると(石鏃の平均重量

は0.5gでぁる)、 なんと220,340点 もの石鏃が作られるだけの量が搬入されていたことになる。これを他の遺

跡と比較すると、八ケ岳山麓に立地する与助尾根南遺跡では、調査面積当り1.7g、 藤塚遺跡では lg、 上川

をはさんだ棚畑遺跡の対岸に位置する中原遺跡では2.9g、棚畑遺跡と同様に霧ヶ峰南麓に位置する高風呂遺

跡では31.8g、 棚畑遺跡では12.5gと なる。この数値には遺跡の時期、遺構数等が加味されてはいないもの

の、単純にみれば、霧ヶ峰南麓の遺跡で黒曜石が多く消費されていることが窺える。

黒曜石の出土状態においても所謂黒曜石集積遺構が第45。 108・ 117・ 131・ 147号住居址より7カ 所が検出

されている。特に第108号住居址からは3カ 所もの集積遺構が検出されている。それらの集積遺構からは計86

点の粒状・板状等の黒曜石原石と共に、第117号住居址No 8・ 9、 第131号住居址Nα 6・ 16の所謂ピエス=エ

スキーユが出土している。これらの属性については巻末の黒曜石集石遺構出土黒曜石計測表に示してあるが、

多くが原石で占められ、大きさのバラつきが少ないことからは、原石を選択していることがわかる。このよ

うな貯蔵的遺構が数多く見られることなども、本遺跡が黒曜石への依存度の高い集落があったことを窺わせ

る。

土製品

土製品として取扱うのは土偶、土製円板、土器片錘、

面把手、石皿状土製品、石棒状土製品、ヘラ状土製品、

ついては本章第 3節でもふれているので参照されたい。

ミニチュア土器、土製垂飾、耳栓、土笛、土鈴、顔

未焼成粘土などである。なお、遺構に伴う土製品に

|)土 偶

土偶の概観

発見された土偶は、縄文時代中期に属する土偶が大多数である。45点の総数のうち後期土偶は 2点、時期

判別の困難な土偶部分は17点 となる。時期の判別困難な土偶部分はほとんど中期の上偶の部分とみられる。

土偶総数のうち完形品は 2点であり、土偶が破壊されるという状況は他遺跡と共通しているといえる。

出土状況からみると、遺構出土のうち住居址内 (覆土 。床面も含む)出土は21例である。縄文時代の住居

址数149軒のうち14%に あたる。土羨出土例は 1点、遺構外出土は15点である。

一土偶の部位が接合できたり、あるいは同一個体の部分の例はきわめて少ない。 4個の土偶の脚が出土し
た131号住居址内の 2体分の例。遺構外で巨大な足首がオー43グ リッドとV-48グ リッドから出上した例があ

る。

完形土偶では500号土媛から出土した大きな土偶がある。また遺構外0-49グ リッドから小形であるが腹部
588
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を円空にし、三角透し文の施された土偶が発見されている。また40号住居址出上の中央のくびれた長方形平

板の上製品は、バイオリン形の範疇に入れて中期初頭に出てくる土偶とみてよいと考える。遺構/1・W-53グ

リッド発見のバイオリン形の小形土偶も完形品である。

上偶の出土遺構、土偶の文様から所属時期をみてみると、中期初頭に属す土偶は、40号住居l■出土と遺構

外出上のバイオリン形あるいは円筒形土偶の 2例である。中期中葉の搭沢から新道式期は遺構 8例、遺構外

2例。藤内式期は遺構 6例、遺構外 1例。井戸尻式期は遺構 4例、遺構外 2例。中期後業の曽利式期は遺構

■例。時期不明の上偶は大半が脚 。足部で、いずれも円柱状あるいは足裏が広い形で、土質などから中期後

葉の上偶の部分が多いとみられる。一方、後期前半の上偶は明確な住居址が確認できず、いずれも遺構外出

上で 2例である。これからみて、棚畑遺跡の縄文中期集落の各期の規模、特に中期後葉83軒の住居址規模か

らすると、上半身、顔面部位は少ない。

土偶に関する研究経過は長い。形式分類、形態、文様の研究、そして出土状況の追求がなされてきた。今

日では土偶の用途、機能の解明をめざす方向にある。大方の見解は、第二の道具観として、宗教的儀式用具

とするもので、破壊される女性像にある。

上偶の分類
(1)

棚畑遺跡における出土土偶の分類方法は、土偶の破壊される前の状態を追求して分類してみたい。完形土

偶は僅少であるから、土偶の遺存部位から考察することになる。

A 安置・携帯形

土偶の形は小形平板形で、外形は三角形、バイオリン形などで、女性的特徴 とか顔面などの表況が少ない。

また小形円柱状の外形をなすものを指す。前者は平板なので屋内、屋外のある位置に安置、あるいは携帯を

するのに者焉合よい。後者は小形円柱状であるため持ちあるき、つまり携帯できる。両者は小形で掌中に入る

ほどの大 きさであるから、衣服の一部、ポケットなどに入れて携帯可能といえる。当地方の例では、中期初
(2)

頭梨久保式期に小形円柱状 (エ ンピツ位)の出上がある。

棚畑遺豚例では40号住居址出土土偶 (第 112図 )、 遺構外のW-53グ リッド出土土偶 (第565図 2)が本目当す

る。

B 懸垂形土偶

土偶の頭部に上方から維に小穴の貫通している土偶、または耳の部分に耳栓 とか耳飾の表現で横に穴の貫
(3)

通している土偶がある。古くは茅野市の広見発見の上偶で注意されているものであるが、懸垂用小穴につい

ては報告書に落ちている例がみられる。頭部に懸垂するための小穴は 1～ 3孔ある。理想は三点懸垂である。

小形の上偶の場合、 1穴の例もみられる。この月ヽ穴は土偶を吊す紐穴、懸垂孔とみられ、一定位置に懸垂し

たと考えたい。

棚畑遺跡例は103号住居JI出土土偶頭部 (第277図 4)が頭部の両側面に貫通している。500号土墳より出土

した大形完形土偶 (第 471・ 472図 )は、後頭部上方からの小穴は未貫通。左右耳の小穴は横に貫通している。

重量のある土偶であるから2孔による懸垂は不可能。形態から独立立像形土偶である。

C 独立立像形有脚土偶

土偶の足、脚、臀部、腰部が太く、あるいは大きく作られ、ささえがなく立っている形の上偶をいう。近
(4)

年、有脚尻張り上偶と呼称された土偶と同意味の上偶もある。独立立像形の上偶は、その第一条件は臀部の

張り出すもので、臀部の張出しから脚部も太く作 り、立つ様に造作されている。一方、無脚で足のつけられ

ていない座像形の土偶もある。
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500号土竣発見の上偶 (第471・ 472図)は その代表である。高さ27.Ocm、 頭部の冠帽状部分 8.5cm、 乳房部

分の胸厚5,Ocm、 腹部の厚さ8.Ocm、 臀部は厚さ10.Ocmで幅は12.4cmである。足底部は7.8× 5.4cmの楕円状で

ある。全体観は 6等身の、出腹、出尻、足太の下半身に重ッふのある安定した独立立像形上偶である。本土偶

には頭部の冠状部分の後頭部に上方からの小穴があるが、貫通 していない。左右の耳にある耳栓状部分に横

の小穴が貫通している。懸垂は無理で、独立立像形土偶の代表例である。

胴下半部だけの資料から独立立像形土偶 とすべき上偶は、次の通 りである。

7号住居址出土土偶 (第26図 4) 腹部を背面から押し出すという、中期初頭の上偶にみられる手法を用
い、臀部は横に張るだけで脚部を太 く作 り、足底を九 く広 く作っている。

106号住居址出上上偶 (第 290図 2) ハー ト形に張出した臀部、その下方の脚部は両脚の粘土塊がlt入、

接合するもの。

i30号住居址出土土偶 (第381図 3)106号住居址出土土偶 と類似 した土偶である。ハー ト形に張 り出す臀

部、それに続 く太い脚部はそこで折損している。

145号住居址出上土偶 (第415図 1) 中胴部だけである。板状であるが、下方に広がるようにみえる。腹

部、臀部にかけ太 くなり、脚も独立立像形となるとみられる。

147号住居址出土上偶 (第418図 12)臀 部の破片であり、ハー ト形の臀部の張 り出しがみられ、157号住出
上の第450図 15の上偶 とよくにている。

157号住居址出土土偶 (第 450図 14)中 胴部のみであり、平板形である。この部分だけで観ると500号土獲

出土完形土偶の同じ部分 と比較し、より大きい。首と腹部の破面に粘土塊の接合面がみられる。やはり下半

部は張 り出し、独立立像形になるとみられる。

157号住居址出土土偶 (第450図 15) 臀部の破片であるが、ハー ト形に張 り出した臀部からみて、独立立

像形であったとみられる。

V-43グ リッド出上上偶 (第565図 3) 胴部のみの上偶であるが、500号土獲出土土偶の胴部と類似する

小形土偶である。脚部は折損し、そこに粘土塊を接合 したときの木心がみられる。本土偶 も独立立像形であ

ったとみられる。

D 独立座像形土偶

独立立像形有脚土偶 と体形に変 りない土偶で、ハー ト形腎部の張出しもあり、臀部直下で完結した土偶で

ある。つまり臀部の下に脚がつけられず、そのまま座 した半身像土偶である。

53号住居址出土上偶 (第 144図 14)腹 部と臀部のみである。腹部の中央部に打痕があり、臀部は張 り出し
とハー ト形の表現がある。臀部下の底面は平滑に作られ、脚をつけた痕はない。これも安定 して座す形の上

偶である。

55号住居址出土土偶 (第 150図 1)独 立座像形土偶の代表例である。頭部 と両手を欠落しているものの、

胴部の高さ13cmで、500号土墳出上の大土偶に劣らない大きさである。底面は滑らかでやや丸味をもち、安定

して立っている。

92号住居址出土土偶 (第243図 5)腹 と臀部だけの土偶部分で、腹部の表現と臀部はハー ト形文様 と張り

出しがある。腹部の下に足先が突出してつけられていたとみられるが、欠損 している。下底面は平滑で安定

して座す形である。

O-49グ リッド出土土偶 (第565図 1)完 形土偶であるものの、頭部の表現 と胴部には手足の表現がな
い。胴部は円錐形で中空。張 り出した腹部中央に貫通孔があり、腹部 と背部に三角形、または三叉文様の透
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し文がつ く。底面は平滑で中央に小指の入る程の穴がある。施文からみて新道式期の上偶である。従来、円

錐形土偶 と呼ばれるものの範疇に入るだろう。腹部の中空状態からみて、内部に物 (球形)を入れていた可

能性もある。円錐形土偶にみられるように、安定した形で座す半身像である。

Y-49グ リッド出土土偶 (第566図 9)腹 と臀部のみの上偶残存部で、しかも正面中央から三分割されて
いる。腹部は脚に向って末広に開き、裾に沈線で指を表現。臀部はハー ト形文 と張 り出しがあり、底面は平

滑で安定した座 りである。沈線文内に赤彩がみられる。

E 土偶の脚 。足

棚畑遺跡では土偶の脚・足の出上が多い。いづれも足裏は偏平で広 くつ くっている。本体の独立立像を十

分ささえるだけの面積であるとみられる。足裏の大きさには 7～ 8 cmの長さのものがある。

両足の 1対となる出土例は、131号住居址の第384図 1・ 2と 3。 4。 遺構外オー43グ リッド (第565図 7)

とV-48グ リッド (第565図 8)がある。
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0                  5cm



第 4節 縄文時代の遺物

オー43と V-48グリッド出上の両足は同一個体のものである。足首から土踏まずに隆帯で表現しているの

は履物の一種とみられ、注目される。土質・焼成・色調はまったく同じである。

独立立像形土偶の足部出土を記載しておく。31号住居JI(第 89図 )。 53号住居址 (第 144図 13)。 70号住居l■

(第 191図 2)。 131号住居址 (第384図 1・ 2と 3・ 4)。 145号住居址 (第 415図 2)。 O-52(第 565図 6)。

オー43(第 565図 7)と V-48(第 565図 8)。 W-53(第 566図 10)。 Q-54(第 566図■)。 X-47(第 566図

12)。 B-67(第 566図 13)。

F 後期土偶

中空土偶 (第566図 14)遺構外O-21グ リッド発見の土偶の腕部分である。外側に文様、内側は良好な仕

上げで焼成もよい。

板状土偶 (第566図 15) 遺構外 Z-15・ 16グ リッド発見で厚さ約 l cmの板状の胴部。頭部と脚部は欠損し

ているものの、頭部は残存部からみて仮面をつけた形とみられる。脚には粘土塊の接合痕がみえる。乳房の

突起は極端に大きく、焼成は硬い。文様からみて堀ノ内H式期の仮面上偶とみられる。形態からみて安置形

の上偶であろう。

2)上製円板

総数69点で、遺構外出土 (第 567図、第568図 15～ 32)は 32′点である。すべて土器の各部分を再利用してい

る。したがって文様の有るもの、無い部分、底部もある。土器の時期は縄文中期全般から後期が多く、前期

未葉土器片利用のものも2個ある。製作は打欠きとすり (磨)があり、円形に作 り、直径は 3～ 5 cmである。

重さも10gが平均である。
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第4飾 縄文時代の遺物

3)上器片錘

総数13′ミある。住居l■から発見された上器片錘は 8点。同一住居址内から複数の出土例はない。住居址の

時期は中期中業 (■6号住居址)か ら中期末葉までみられる。

遺構外の発見数は 5点 (第 568図33～ 37)で、うち33・ 35。 36の 3点は後期土器片利用である。重量は22g

から31gま での楕円形をしている土器片錘が多い。時期的に注意されるのは、名沢・新道式期の上器片利用

が約半数みられることである。

棚畑遺跡における漁綱錘としての対象河川は上川とみられる。上川はこの地域では河床が大小の礫である。

したがって錘具に上製は好適ではないとみられ、使用方法、季節など考慮されるべきと思われる。

4)超小形土器

通常の上器に比べて極端に刀ヽさく、実用に耐えない超小形土器を指す。 ミニチュア土器、極小土器、小形

土器、袖珍土器などの呼び方もある。ここでは器高約10cm以下の上器を超小形土器と呼び、10cm以上の上器

を小形土器とする。
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第Ⅲ章 発掘さ礼た遺構と遺物

超小形土器は容量からして極小で、土器本来の機能を超小形性が否定している土器といえる。日常器具と

はいえない土器ということになる。

、  本遺跡においては約70個の出上がある。そのうち遺構外出土は13個である (第 569図 )。 時期別にみると前
期末 1、 中期初頭 1、 中期中葉 I期 4、 同H期 2、 同H期 8、 同Ⅳ期 6、 同V期 1、 同Ⅵ期 3、 中期後葉 I

期 3、 同H期 1、 同Ⅲ期 0、 同Ⅳ期 1、 同V期 0、 後期 2、 晩期 1で、それ以外は時期は不明である。

器形を分類してみる。超小形土器であり、破損品もあって十分に器形分類ができたかは疑問もある。深鉢

形27、 鉢形10、 重形 7、 塊形 9、 高台付 6、 有孔 1、 有孔鍔付 1、 浅鉢 1、 蓋状 1と なる。

上器の製作法を観察してみると、手捏 9、 輪積 5、 手捏 2段 1、 手捏 6段 1と なる。また指圧痕のある土

器 3、 赤色顔料塗彩土器も3個ある。

以上からして、超小形土器のもっとも多い時期は中期中葉Ⅲ～Ⅵである。製作法は手捏と輪積方法が夕い。

しかし手捏という手扶 りで作るのが、超小形土器の作 り方としては普通的であるといえる。

超小形土器の施文については、住居l■Lに伴出した場合、主体の上器の施文と同一の例がもっとも多い。赤

色顔料の塗彩された超小形土器は、その内部に入れる物を暗示するように思える。今後の化学的調査も要望

されるものである。

5)土製垂飾・耳栓

415号上獲出土の上製垂飾 (第499図 10)は、土器の口縁部突起を再利用している。形は玉状に仕上げて中

央に子とがある。

499号土墳出上の耳栓状耳飾 (第 505図 5)は、滑車形で中央に穴が貫通している。全体に赤色に塗彩して

ある。

いずれも土墳出土例であり、副葬品ないし装飾品として埋葬したものだろう。

6)土 笛

40号住居址出土 (第 112図 )。 9.0× 7.Ocmの 長方形で中央がくびれる。維の穴がある所から笛とみられた。

上方部の円形穴と全体形をバイオリン形とみて、土偶とする方がよい。

7)土 鈴

57号住居址出上の第158図 2は 1/3の破片で半球状をしている。100号住居址出土 (第263図 3)の半球状の

上鈴は、その半分が106号住居址から出上し、一体の上鈴となった。全体形は痛平の円形土鈴となり、半球づ

つ作って接合したことが判る。W-53グ リッド出土 (第566図 16)は小破片である。

8)顔面把手

100号住居l■出上の第263図 5は 口縁の一部をつけたままの内側を向いた顔面把手である。厚さが約10cmと

厚い顔面で、口と目は透しで内部の中空部に通じている。後頭部の円文は貫通し、中央の隆帯の文様は斑′ミ

文であり、一体 となって蛇体を表現している。日・鼻・口は縄文中期の入ケ岳山麓出土の上偶の特徴をもっ

ている。文様の特徴から藤内～井戸尻式期の顔面把手である。104号住居址出上の281図 7は小形の顔面把手

であるが中空。目。鼻は上方によっているものの、中期土偶の顔面の祖形をみせている。111号住居l■L出上の

第309図 3は 日縁部分がついており、内側を向く顔面把手である。顔面の眉は粘土組で表現され、日がつくだ

996



第 4節 縄文時代の遺物

けである。左右耳に大きい耳飾りが目立っており、文様では三角文、三本刻目文がある。後頭部には円文が

結髪のようにある。

145号住居上出上の第415図 3は把手で、顔面はない。円形突起と隆帯文で構成され、全体を刺突文で飾っ

ている。

9)石皿状 。石棒状土製品

104号住居址出土 (第281図 11・ 12)で、同レベルで約1.5m離れて並んで出上した。 5 cmと小形であるが、

石皿状とは女陰を表現し、石棒状とは男根を表乳している。土質・焼成から同人、同時に製作されたもので

あることが確実である。石皿と石棒が同一住居址内で相接して発見された近例は、諏訪市穴場遺跡18号住居

l■にみられ、中期中葉期であった。

10)ヘラ状土製品

123号住居址出土 (第360図 4)で、羽根先状をなし、厚さ0。 9mmである。曽利式期の文様特徴を施してい

る。土偶の手との見解もある。

II)小形土器

151号住居址出上 (第434図 )で、二つの透し状穴、同心円文があり、波状の口縁をもつ。器形、用途不明

の上製品。

12)未焼成粘土

119号住居l■出土 (第342図 40)の粘土塊で、100gはどである。白色粒子を含む粘土で、指・手痕はみられ

ず、棒状の物での刺突痕がみられる。

13)注 目部

注口土器の筒状をなす注口部は12個ある (第571図 )。

後期の注口土器は比較的薄手で胴部球形のため、胴部は

第570図 注目土器の注目部の長さと角度の関係
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第H章 発掘された遺構と遺物

破損が多い。注口部は円筒形のため物理的にも破損せず残り易い。

ここでは注目部の長さ、角度についてみてみたい。長さは注目部の下部、取付根元から口先端まで。角度

は注目接着部の上縁と下縁を結ぶ直線に対し、注目部の下部内側に線を引く。その角度を測った (第 1表・

第570図 )。

少ない例品であるが、読みとれる事は、長い注目は角度が強い。短い注目は直角の突出である様相がみら

れる。

現在の注目形厨房具 (ド ビン・ヤカン等)は、注目先端と本体の口縁線は水平に作られる。つまり口縁一

杯に水を入れる場合、注口先端がそれより低い (短い場合と角度の少い場合)と 口縁まで水が入らない。後

期注目土器はそこまで注意していたか不明確である。本例の観察結果は、完形の注目土器を観察し、対比す

♀   I  qCm

第571図  注口土器 (1/3)
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第 4節 縄文時代の遺物

ることにより、一層の成果が上るものと考えられる。

註(1)富坂光昭「縄文人の昴Eり 」『オール諏訪』28、 1985

2)宮坂光昭「土偶 (1)」 『信濃考古』16、 1966

13)八幡一郎「信濃諏訪郡豊平村広見発見の上偶」『人類学雑誌』37-8、 1922

僻)神村 透「下伊那性を示す有脚尻張り立像土偶」『中部高地の考古学』HI、 1984

4 石製品

本項で言う石製品とは、石器所謂Tool以外の物を指す。ただし、本文や石器一覧表・石器観察表で石製品

として取 り扱っているのは軽石製品を表しているので、最初に区男Uして断っておきたい。なお、遺構外出土

の軽石製品については第572図 にまとめてあるので巻末の出土石器観察表とあわせて参照されたい。

本遺跡からは総計 110′ミの石製品が出上している。その内訳は、石碗 4′ミ、攻状耳飾 り2点、垂飾 7点、飾

玉 1′く、石棒 13コミ (図示は 9′点)、 岩版 1′点、平石 1′点、立石 1′点、九石 23′点 (図示は 5,ミ )、 坑石 1′く、海

浜礫 4′く、台石 1′く、石櫃 1点、パレット1点、軽石製品49点 (図示は42点)である。

石製品の内、安山岩製品 (軽石製品を含む)は石製品の種類も多く、石棒、パレット、九石、岩偶、石櫃、

平石、立石のほか石碗・皿 。凹石・筒などの容器状のものや、板状、洋梨状、石錘状、定角式磨石斧状、亀

甲状、紡錘状、不定形などの軽石製品がある。

滑石製品は 5点出土している。その内、垂飾が 3′ミで映状耳飾が 2′ミである。

琥珀製品は垂飾が 1′ミ出上している。

砂岩は台石が 1点出上している。

粘板岩製品は海浜礫が 1′ミ出上している。

石英質結晶体質製品は尻石が 1点出上している。

輝緑岩製品は 3′点で、その内岩版が 1点、変質輝緑岩の石棒が 2点出上している。

チャー ト製品は 4点出上している。その内訳は、海浜礫が 3点、飾玉が 1点である。

翡翠製品は 3点出上しており、すべて垂飾である。

|)平石・立石

安山岩の特に板状節理の発達した鉄平石を切断し、第 2号住居l■の入口部に主軸線をはさむように30cm程

離して設置していた (平石)。 立石は安山岩の自然礫であるが、第100号住居JILと 、それと思われる礫が第 2

号住居址の入口部の協に遺存していた。

2)丸 石

図示した 5点はすべて安山岩製である。住居址から4点、集石から1点が出上している。第88号住居址の

もの (第231図 11)に は敲打痕が認められる。また、第123号住居l■の九石 (第 361図 7)に は敲打痕と見られ

る凹みの他に裏面に円形孔がある。他は自然礫である。

3)台 石

第66号住居址から出上している (第 185図 16)。 砂岩製。図上では剖離面を明瞭に表しているが、かなり磨
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滅している。特に使用痕は認められない。

4)海浜礫

海岸などで拾えるような磨減が激しく角がとれ、磨かれているような礫を総称している。 4点が出上して

いる。石質で見ると、チャー ト製が 3′く、粘板岩製が 1点である。チャー ト・粘板岩とも当地方でも産出す

るが、当地方産とは明らかに異なり、持込まれたものと理解できる。

5)石 棒

図示した 9点のうち安山岩製が多孔質安山岩製のもの 1′ミを含め 7点、変質輝緑岩製のものが 2点である。

安山岩製のものは、欠損品を含め大形で重量があるのに比して、変質輝緑岩製のものは月ヽ形で軽量である。

また、有頭石棒が 3′く、無頭石棒が 2点で、他の 4点は両端を欠き不明である。住居l■出上の石棒は 4点で、

うち2点が炉辺から出上し、 1′ミが壁際から出土、 1点が覆土中からの出土である。集石出上の石棒も3点

(第531図 5。 6・ 7)あ るが、どれも大形で重量のあるものである。変質輝緑岩製の石棒は遺構外からの出

上で、第572図 11は B′ -66グ リッド、第572図 12は ウー20グ リッドの出上である。住居l■及び集石から出土の

安山岩製のものが大形で、遺構外出土の変質輝緑岩製のものが小形という点が注目される。住居l■出上の石

棒は中期後葉、集石出上の石棒は後期以降の所産である。

6)垂 飾

総計 7点が出上している。住居址から出土した垂飾は第 3号住居址 (第 15図 6)、 第40号住居址 (第113図

8)か らの 2!点で、共に滑石製である。上竣からは 4′ミ出上しており、翡翠製が 3点、琥珀製が 1点である。

遺構外からも1点 (第 572図 15)出上しているが、滑石製である。土獲については時期の明らかでないものが

分いが、住居l■出上の滑石製のものは中期初頭から中葉にかけてのものである。

7)飾 玉

飾玉は第97号住居l■から 1′ミ出土している (第258図 7)。 住居址西壁下周濤内からの出上である。チャー

ト製。周囲は面取 りされ、良 く磨かれている。時期は中期中葉も終 り頃のものである。

8)狭状耳飾

攻状耳飾は 2点出土している。第310号土墳出土 (第492図 7)の もの、ケー18グ リッド出土 (第572図 14)

のもの共に滑石製である。

第310号土獲出上のものは約半分が欠損しているが、後に穿孔され、垂飾に転用されている。中期初頭のも

のである。

9)石 櫃

石皿が凹みの一方が開いていて、悟 り潰したりしたものを掻き出せる構造になっているのに比して、全体

に深い穴となっており、容器 としての性格の強いものと思われる。また、石皿が凹んだ面全体に磨痕がある

のに比して、この石櫃は凹みの底面にわずかに磨痕を残しているだけで内面のほとんどは凸凹している。後

期中葉以降の敷石遺構から出土している (第533図 )。

δθ0
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10)パ レッ ト

形状は不定形であるが、凹み穴に赤色塗料が付着している。その穴内には削痕も認められる。中期後業の

第122号住居l■から出上している (第358図 4)。

H)岩 版

輝緑岩製。かなり風化している。やや責色味のかかった乳白色を呈する。約1/2を 欠損している。三角形と

菱形を繋 ぐ陰刻文を施文している。文様内の全箇所に赤色塗料が認められる。後期後半に属する第401号土媛

から出上している (第498図 8)。

12)尻 石

石英質の結晶体で、表面になめらかな球形の突起が多出している。加工を施した痕跡はなく、自然のまま

持出してきたものと思われる。後期中葉以降と考えられる集石から出上している (第530図 4)。

13)軽石製品

形状により凹石・石碗・皿・筒 。亀甲状・洋梨形・岩偶等に分類し、それ以外を不定形とした。凹石と石

碗・皿・筒については分類が難しいが、石の縁辺部から穴まである程度長さがあり、深さの浅い物を凹石と

し、石の大きさに比して穴が大きく深い物を石碗とした。また、全体の高さの低いものを皿とし、高いもの

を筒とした。本項では容器状石製品として一括して扱っている。

まず、軽石製品の利点及び弱′ミについてそれぞれ考えてみたい。

まず利点についてであるが、文字通 り軽いこと、普通の礫に比して加工が容易であること、土製品が焼成

を行わなければならないのに比して、そのまま利用できること、霧ヶ峰・八ヶ岳山麓では収集が容易である

ことなどがあげられる。また、軽石製品の弱点についてみると、もろいこと、保水性に劣ることなどをあげ

ることができよう。

容器状軽石製品

本文あるいは付表の出土石器観察表において、石碗あるいは皿・筒・凹石状の石製品としているものがこ

れに当る。ここではおもに軽石製品について述べる。軽石製の石碗は18点、凹石は 4点、皿と筒は各 1ッミが

出土しているが、石器としての用途がある程度明確になっている石器を除いて、第98号住居lLの安山岩製の

石碗 (第261図 12)な ど4点 も含めて述べてみたい。大きさについてみると、20cm以上もある大形のものから

5 cmに満たないものまで様々であることが認められる。この内、大形の容器状石製品については、他のもの

に比してある程度使途を明らかにできる可能性がある。例えば、第19号住居l■出上の石碗 (第57図 6)お よ

び第89号住居址の石碗 (第234図17)の 2つには内面にタールが付着していたり、第91号住居址の石碗 (第 241

図27)に はカーボンが付着していた。それらが何に用いられたかについては明確にできないが、軽石製品で

あっても容器としての性格を持っていたことは明らかである。一方、 5 cm前後の小形の容器状石製品につい

ては、彫刻が施されているものがあるなど (第572図 9等 )、 どちらかというと実用以外の祭祀にでも使われ

たのではないかと思われるものも見受けられる。軽石製の容器として細分するよりも、大きさであるとか、

実用・非実用という分類を行うことによって、さらに使途を明確にして行 くことが出来るものと思われる。

遺構の上器などの出上遺物によると、時期は中期中葉の初めから後期初頭にかけてのものである。
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第 4節 縄文時代の遺物

板状軽石製品

第27・ 58・ 157号住居址から各 1点出上している。どれも良く面取 りされているが、使途については明らか

でない。時期は中期中葉から後葉にかけてのものである。また、アー39グ リッドから出上の定角式磨石斧形

の軽石製品も形態こそ四角形と三角形 と異なるが、同様の性格をもつものではないかと思われる (第572図

10)。

洋梨状軽石製品

上部が細く、下部が膨らむ洋梨状の形態を示す。上部に孔が穿たれているが、その孔のところで欠損して

いる。出土した第50号住居址は平安時代のものであるが、他の平安時代の住居址には軽石製品は見られない

ので、縄文時代の遺物の混入と考えた方がよいと思われる (第593図 3)。

岩偶

全体像が明らかになるものは少ないが、4点すべて住居l■からの出上である。第103号住居址出上のものは

背から尻にかけてのものであろうか。足はなく、胸より上は欠損している(第278図 15)。 第■9号住居l■から

は 2点の出上があった。どちらも突起があり、胴体部になるものと思われる (第346図 95。 96)。 第136号住居

址のものは造形的に頭部から胴体にかけてのものの様に見える (第399図■)。

亀甲状軽石製品

格子状に沈線を施す他、横位に 1状沈線をめぐらし、頭部を分離している。使途は明らかでないが、横位

の沈線は紐を掛けるものであろうか。中期中葉の第104号住居址から出上している (第283図 39)。

紡錘状軽石製品

一部欠損しているが、ラグビーボール状を呈しており、頂部にさらに突起を有する。中期中葉の第119号住

居址から出上している (第346図 97)。

石錘状軽石製品

R-18グ リッドからの出上であり、時期は明らかでない。両側面に扶入がみられる (第572図 8)。

不定形軽石製品

形状 。大きさに規貝J性がないものを一括した。中期中葉から後葉にかけての住居l■から出上しているが、

使途は明らかでない。

δθθ
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第 5節 平安時代の遺構 と遺物

竪穴住居址

第 1号住居址 (第 573・ 575～ 577図 )

遺 構 Y・ Z・ ア・イー36～ 39グ リッドに位置する。縄文時代後期の配石遺構の北側にあり、これを一
部壊す形で建てられている。平面形態は長方形で、規模は長径6.lm、 短径5.4m。 主軸方向はN-89°一W。

床面は竃周辺及び中央は褐色土の凹凸が多く、壁際は軟らかい。壁は約50cmを測る。堅く、残りも良い。周

濤はゆるいU字形で、ほぼ全周している。柱穴は 9本検出された。検出状況からみて、 2回の建て替えが行

ヽ
紡垂草

饉

1 黒掲色土 (炭化物 焼土粒 )

δ陸

B 881.6

第573図 第1号住居址 (1/60)
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第■章 発掘 された遺構 と遺物

なわれたものと思われる。電は東壁やや南よりにあり、石組の粘上を覆ったものである。火災にあった住居

で、覆上に焼土及び炭化材が多い。床面にも炭化材が多く、中には加工をしたと思われるものもある。加工

痕には、ホゾ穴・切り込み・凹みなどが見られる。

遺 物 本遺跡の平安時代住居址中、最も夕くの遺物を出上しているが、完形の物は僅か 2点 と少なく、
ほとんどが復元実測である。住居内北西隅から須恵器大甕、東北隅から灰釉陶器が出上している他、紡錘車・

麻皮制器などの鉄製品、竃内から土師器耳皿も出上している。

土師器は不・高台付不・高台付坑・塊・耳皿がある。 1の高台付塊は、内面が黒色処理された、いわゆる

内黒土器であるが、この内面には十字形の暗文が施されている。 3も 同様の器形を呈するが、内面黒色処理

されていない。また、 1が底部の糸切 り痕を残しているのに対し、 3が糸切り痕を撫で消していると言う違

いが見られる。同様な高台付塊は、第34号住居llLか らも出土している (第579図 1・ 2)。 2は 1・ 3に比し

てやや小振りである。内面が黒色処理されている。暗文は花弁状である。 4も 高台付坑である。内面全体が

良く磨かれているほか、蕨手状の暗文が見られる。 1～ 3に比して大振りで、高台も大きく、やや開き気味

の口縁である。11は高台付lThであるが、邪部を欠いている。 1～ 4に比して、高台の形態が異なっているほ

か、高台の法量も1～ 3と 4と の中間に位置しているため、体部の形態も前 4者 とは異なった物になるので

はないかと思われる。12も 高台付不であるが、裾が長く広がる高脚と言って良いものである。残念ながら底

部のみの出上で、不部の形態を窺い知る事はできない。20は土師器の耳皿である。内外面黒色処理されてい

る。電内から完形で出上した。放射状の暗文を有し、作りも丁寧であるが、他の高台付lThの ような全体を磨

くというような作業は行なわれていない。 5～ 10は土師器の不で、高台を持たないものである。法量によっ

て大形の 5'6と やや小振りの 7～ 10の 2タ イプに分類することができる。小振りの不が精錬された良質の

粘土を使用しており焼成もやや軟質なのに対して、大形の不は胎土に 1～ 2 mmの小砂粒を多く含み、焼成は

堅緻である。

灰釉陶器は坑・皿・長頸瓶がある。坑は 8点出上している。13が釉を刷毛により牲卜けているのに対し、他

は漬け牲卜けによる。13・ 14・ 15・ 20・ 21の 5点は内面に重ね焼きの痕跡を残す。14は 口縁部が輪花状になっ

黒色土

(木炭多 ,焼土粒多)

粘土風化ローム

粘上

焼土 (ス クリーン トーン)

A881419
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第575図  第 1号住居址カマ ド (1/40)
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第577図  第 1号住居址出土鉄製品 (1/2, 3は 1/3)

ている。底部の切 りはなしは、21が回転箆削りのほかは回転糸切 りによっている。皿は丈の短い断面円形の

紐状の高台が、棒状の工具の先端を当てるようにして貼 り付けられている。器形は高台よりやや広 くほtぎ水

平に広がった後に立ち上がる。底部は回転糸切 りの後外周が撫でられている。釉は口縁部内面に刷毛で継卜け

られており、外面は口縁端部で終っている。長頸瓶は2/3が遺存している。口縁部を欠く。色調は灰白色を呈

する。混入物の少ない粘土を使用しており、焼成も良好である。ロクロ成形で、底部回転箆削り、体部下半

も箆削りによっている。釉は雑な刷毛掛けである。底径は12.6cmを 測る。推定回径14.4cm、 推定器高28.6cm。

須恵器は甕がある。甕は1/3が遺存している。口径41.5cm、 胴部最大径58.5cmを 測る。推定器高66.5cm、 推

定底径23.Ocm。 青灰色を呈し、胎土に自色砂粒を含む。焼成は良好で、堅緻である。胴部外面は平行叩目が

全面に残るが、内面は当て具の痕跡を消している。口縁部内面に太さ6～ 7 mmの棒状の先端を押し当てた痕

跡が 4～ 4.5cm間 隔で認められる。成形時に歪みを矯正するために支えたものと思われる。

鉄器はヘラ状鉄器・麻皮剣器 。紡錘車の 3′点がある。ヘラ状鉄器は先端の軸部を欠く。用途不明。図上、

下端中央に 1個の鋲留めが見られる。長さ7.4cm、 幅3.8cm、 厚さ0.5cmを測る。重量30.Og。 麻皮手J器は刃部

の長さ6.8cm、 幅2.Ocm、 厚さ0.3clnを測る。両端の着柄部の内、片側先端を欠くが、遺存する部分には木質の

着柄痕が残る。着柄部を含めた全幅4.6cm、 着柄部での現長9,3cmを測る。重量18.Og。 紡錘車はほぼ正円形

の鉄円板に鉄軸を嵌めたもの。片側を欠損しており全長は不明であるが、現長は15.5clnを 測る。円板径は4.4

cm、 厚さ0.3cmを測る。重量26.Og。 この他、石鏃が 1′ミ多数の縄文土器と共に出上している。

第34号住居址 (第578～580図 )

遺 構 ア・イ・ウー17～ 19グ リッドに位置する。縄文時代中期後葉の第41号住居址を切る形で検出され
た。平面形態は方形で、長径5。 lm、 短径4.9mを測る。主軸方向はN-82°一W。 床面は全体に堅く、突き固

められて凹凸がある。壁はほぼ直立している。周濤は認められない。竃は東壁の南隅近 くにあり、石組を粘

土で覆ったもので、両袖が遺存している。覆土は黒色土・焼上粒・ローム粒が混じったもので、人為的な埋

め戻しと思われる。

遺 物 住居址内北東部に灰釉陶器・土師器不、竃上に墨書土器、北西隅ピット内に合子形に合わせた不
が出上している。

上師器は高台付不・高台付塊と不がある。 1。 2は 内黒の高台付坑で、色調は赤褐色。胎土に黒色微粒子・

褐鉄鉱粒子を含み、焼成も良好である。ロクロ成形によっており、高台を付けた後に回転糸切り痕を撫で消

している。法量もほぼ同じで、共に十字形の暗文を有す。 1には「五」字の墨書が見られる。 3～ 5は高台
δ鉗



第5飾 平安時代の遺構と遺物

＞

∞
∞
０
・
り
ヽ
ｏ

一　

抑
い
ト

一一　
灘
沖
酎
い
ト

〓一　
瀞
卜

（※
ヽ
こ
―

＼

ア
ー
く
）

B′B880849
デ

0

第578図  第34号住居JI(1/60)

付郭で、底部から直線的に広がる体部を持つ。 5は高台部を欠くが、 3・ 4は共にやや高い高台を持つ。い

ずれも高台を付けた後に回転糸切り痕を撫で消している。辱は 6～ 12の 7点が出上している。10は 口縁部を

欠損しているが、他はいずれも底部から口縁部に向かって直線的に開くものである。色調は肌色で、胎土に

長石粒子を含む。ロクロ成形されており、底部は回転糸切 り離しによっている。器表面の摩滅が著しく、磨

消しているかの印象を受ける。焼成が良好で摩減のやや少ない10のように、底部外周に板または集状の圧痕

が認められるものもある。

灰釉陶器は塊がある。完形品。混入物の少ない良質の粘上を用いている。底部から内湾気味に立ち上げて

いる。底部は回転糸切りの後高台を付けており、外周を撫でて糸切 り痕を消している。釉は漬け巻卜けによる。

内面に重ね焼きの痕跡が認められる。この他、石鏃 1点、石錐 1点、凹石 2点が多数の縄文土器と共に出土

している (第580図 )。
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第579図  第34号住居址出土土器 (1/4)

第580図  第34号住居址出土石器 (1/3, 1・ 2は 1/15)

第46号住居址 (第581～ 585図 )

遺 構 オ・力 。キー30～ 32グ リッドに位置する。縄文時代中期後葉の第73号住居l■を切る形で検出され
た。平面形態は隅丸方形で、長径4.7m、 短径4.6mを測る。主軸方向はN-78°一W。 床面・壁とも軟弱。壁

高は約10cnl。 竃は東壁中央にあり、石組を粘上で覆ったものである。覆土は焼土粒子・ローム粒子を含む漆

黒上で、発掘時の所見では、火災住居のように思われた。床面北方に土墳が検出されている。また、南壁付
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第581図  第46号住居址 (1/60)

Im

第582図 第46号住居址カマド (1/40)

近に床下土墳があり、表面を砂質粘上で貼床している。柱穴は認められない。

遺 物 住居址内北東部から鉄釘・祗石が出土している他、東壁北端の浅い土羨から須恵器が出上してい

る。
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7

第583図  第46号住居址出土土器 (1/4)

第584図  第46号住居l■出土遺物 (1は 1/2, 2は 1/3)

土師器は不と刻ヽ形甕である。不は 2点

出土している。いずれも内面黒色処理さ

れた、いわゆる内黒のものである。法量

もほぼ同じである。胎上に砂粒・褐鉄鉱

粒子を含んでおり、焼成は良好である。

底部は回転糸切り離しによる。刻ヽ形甕は

胴部下から底部にかけてのものが 2点出

上している。いずれも積み上げ成形の後

ロクロ調整している。底部に回転糸切り

痕を残す。 4が内面の凹凸を撫で消して

いるのに対し、 5は そのままであるとい

う相違が見られる。外面はカキロ整形。

灰釉陶器は坑と瓶がある。坑は約1/2が

遺存している。ロクロ成形。底部は回転

箆削りで、高台を付けるため周辺を撫で

ている。釉は内面全体にみられるが、外

面にはまったく見られない。瓶は胴部1/

4ほ どが遺存している。ロクロ成形によ

る。上半が撫で、下半が箆削りである。

胎土に黒色粒子を含むが、焼成は良好で

堅緻である。釉は刷毛掛けによる。

須恵器は瓶が 2をく出土している。 7は

δ
=2

第585図 第46号住居址出土石器 (1/3, 2は V2)
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色調が灰色を呈し、胎土に 3 mmほ どの小石粒・黒色粒子を含むもので、焼成は良好で堅緻である。 8は色調

が青灰色を呈し、胎土に 1～ 2 mmの小石粒・長石粒子を含むもので、焼成は良好で堅級である。いずれも肩

部から胴部の破片で、外面に自然釉が掛かっている。

石製品の祗石は流紋岩製。約半分を欠損している。両面を使用しているほか、それ以外の面についても削

痕がみられる。

鉄製品の釘は頭部を欠くが、基部が両端から潰されており、潰した後に先端を折り曲げて頭部にしたもの

と思われる。現長6.3cmで、幅は0,7× 0。 4cmの断面長方形である。この他、横刃型石器 1点、万錐 1点が多数

の縄文土器と共に出土している。

第47号住居址 (第586～ 589図 )

遺 構 コ・サー16～ 18グ リッドに位置する。縄文時代中期後葉の第65号住居址を切る他、北側で第62号

住居l■、南側で第60号住居址を切る形で建てられている。平面形態は方形で、長径5,lm、 短径5.Omを測る。

Oi

A881319

第586図  第47・ 65号住居址 (1/60)

δヱ∂
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A881019

孟
|

主軸方向はN-70°一W。 床面は平らで堅い:壁は

垂直で 4方 ともはっきりしている。壁高20cmを測

る。周濤は全周に認められる。竃は西壁中央にあ

り、石組の粘上を覆ったものである。宅北側にピ

ット、南に丸い小土墳がある。また西方に床下土

獲があり砂質粘土を貼っている。柱穴は認められ

ない。

遺 物 土師器は皿と小形甕である。皿は口縁

部が1/3遺存しているだけである。色調は外面が赤

褐色を呈する。内面が黒色処理されたいわゆる内

黒の上器で、内面はよく磨かれている。胎土に 2

mmほ どの刻ヽ石粒と長石の細粒を小量含む。刈ヽ形甕

は3/4が遺存する。ロクロ成形されている。底部は

回転糸切りによる切り離しが行なわれている。外

面胴部および口縁菩Ь内面にカキロが施されている

他は、撫で整形である。色調は茶褐色を呈し、胎

黒色土 (粘土塊 焼土混入 )
粘質焼上 (粒子含有粘土 )

焼J:(ス クリーン トーン)

0 Im

第587図 第47号住居址カマド (1/40)

土に自色粒子・褐鉄鉱粒子を含むが、焼成は良好である。

須恵器の不はカマ ド内から出土した。底部は回転糸切 りによる。色調は灰青色を呈する。胎土に 1～ 2 mm

の小石粒の他、 l mm以 下の微細な白色粒子を含む。焼成は良好である。内外面に火欅の痕隊が認められる。

灰釉陶器の長頸瓶は頸部のみの出土である。色調は灰色を呈する。釉色は淡い緑色である。微細な黒色粒

子を大量に含むほか、 l mm以 下の自色粒子も含んでいる。焼成は良好で堅級である。同一個体 と思われる長

頸瓶の口縁部も出上しているが、残念ながら接合 しなかった。この他、打製石斧 1′ミ、石錘 1点、凹石 2点、

磨石 1′ミ、海石 1点が多数の縄文土器 と共に出土している。

― ―
 宗

|

第588図  第47号住居址出土土器 (1/4)

第50号住居址 (第590～ 593図 )

遺 構 シ・ス・セー31～ 34グ リッドに位置する。縄文時代前期の第59号住居址、縄文時代中期中葉の53

号住居址の上に貼床をして建てられている。重複がなく地山のロームを掘り込んだ所は水平で堅い床面を持

つ。平面形態は南・西の両壁を欠くためはっきりしないが、おおよそ方形になるものと思われる。長径4.9

m、 現存する短径3.8mを測る。主軸方向はN-16°一E。 周濤は壁の残る北壁側と東壁側にある。おそらく全

σヱを
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第589図 第47号住居址出土石器 (1/3, 2・ 6は 1/2)

第 5節 平安時代の遺構と遺物
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第剛図 第50号住居址 (1/60)
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第591図 第50号住居址ヵマド (V40)

1議経岳越
・難炭勲

‖ 擁土 (女 クリーントーン)
Ⅳ ポロドロのローム

2592図  第50号住居l■出土土器 (1/4)

∧‖

2

第593図 第50号住居祉出土石器 (1/3,

δZδ

1は 1/1.5)。 軽石製品 (3は 1/2)
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周していたものと思われる。竃は北

壁東隅にあり、石組を粘上で覆った

ものである。柱穴は認められない。

遺 物 灰釉陶器の瓶 と坑がある。

瓶は竃西側、北壁近 くの床面から出

土している。底部から胴部にかけて

約 1/2が遺存している。胴部および底

部は回転箆削りによる。色調は灰白

色を呈し、釉色は淡い緑色である。

胎上に黒色粒子・長石粒子を含み、

焼成は良好である◎婉は日縁部が輪

花状になっている。底部は回転糸切

りで、高台装着時に外周を撫でてい

る。色調は灰白色を呈する。釉は刷

毛桂卜けによる。胎土に黒色粒子を含

むが、全体に精錬された粘土を用い

ており、焼成も良いため、手触 りも

滑らかである。この他、石鏃 1´く、

横刃型石器 1点、石製品 1′くが多数

の縄文土器と共に出上している (第

593図 )。

第71号住居址 (第594～ 598図 )

遺 構 ソ・夕・チー24～ 26グ リ

ッドに位置する。縄文時代中期後葉

の第77号住居址の上に貼床をして建

てられている。南側が未掘のため、

平面形態 。規模は明らかでないが、

北壁と東西の壁の様子からみて一辺

が4,3mを 有する方形ないし長方形

を呈するものと思われる。主軸方向

はN-32°一 E。 ロームを10cmほ ど掘

り込んでいるが、軟質。竃は北壁中

央やや東よりにある。石組を粘上で

覆ったものと思われるが、袖部の粘

第594図  第71号住居址 (1/60)

A 88 H9

1 黒色土 (ロ ーム 焼土粒 )
‖ 粘土 (焼土粒 )
‖ 黒褐色土
Ⅳ 焼土 (ス クリーントーン)
V 粘土

第595図  第71号住居址カマ ド (V40)

A 881 H9

8881079

Ａ
一

土が流出し、天丼部も落下しており、袖石の一部が遺存するだけであった。北壁竃の西側と東壁北側に円形

の土墳を有する。柱穴は検出されなかった。

遺 物 竃内から土師器と灰釉陶器が出上しているほか、住居址内北方の貼床下から鋤、覆土内から釘が

σ
=7
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I

10cm

第596図  第71号住居址出土土器 (1/4)

出上している。

土師器は図上により復元できた物が 2点ある。1は底部は完形であるものの、口縁部は1/3遺存するだけで

ある。ロクロによって成形されており、底部は回転糸切りによっている。器形は底部から内湾気味に立ち上

がった後口縁部に至って外方に開くが、器高は低い。口径13.Ocm、 底径5.6cm、 器高3.lcmを測る。胎上に 2

～ 3 mmのスコリアおよび 3 mmの砂粒を含む。粘上自体は精緻で、焼成も良く、硬 く焼き上がっている。色調

は肌色を呈する。 2は 口縁部が1/3遺存するだけで、底部を欠いている。 1に比して厚手で、混入物も夕く、

色調も口縁部が灰白色の他は内外面および断面によって観察される器壁内とも黒灰色である。そのためか焼

きが甘いように感じられるが、以外に硬 く焼き上がっている。

灰釉陶器は 3の坑。口縁部、底部とも1/3が遺存する。器形は、底部から内湾気味に大きく広がり口縁部に

至って外反するが、器高は低い。胎土に微細な黒色の粒子を含む。釉は口縁部から体部にかけて内外面に薄

くみられる。また、にない緑色の釉が斑点状になってみられる。

鉄製品には鋤と釘がある。鋤は住居l■内北方の貼床下から出上した。完形品。鈴が全面に吹いており、一

部亀裂・崇」離等が見られるが、全体的に遺存状態は良好。長さ18.Ocm、 幅9。 4cm、 厚さ2.3cmを測る。重量は

293.Og。 刃先部が長く、また一般に「U字鋤」あるいは「風呂鍬」と言われるものに比して先端が尖ってお
(1)                 (2)

り、「V」字形と言った方が良い形状をしている。類例は塩尻市吉田川西遺跡、新潟県上越市今池遺跡にも見

◎
∩
Ｕ

10cm

られるが少ないようである。先端の形状が

異なるのは地目によるものか、作業自体が

異なるのかは不明で、今後の類例の増加を

待ちたい。釘は先端を欠損している。現存

長3.6cm。 断面は長方形で、幅1.4× 0。 7cmを

測る。頭部が環状になっている。

土製品では土錘が 1点ある。径 1.9cm、 長

さ4.3cm、 孔径0.6cmの 紡錘形土錘。約半分

を欠損している。乳重量は約10g。 焼成は

堅緻である。

この他、石鏃 2点、石匙 1′ミ、打製石斧

1′点、磨石 1′くが多数の縄文土器 と共に出

上している (第598図 )。

σ
=8

第門7図 第71号住居址出土遺物 (1/2, 1は 1/3)
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∴a ∧‖2

第598図 第71号住居址出土石器 (1/3, 1・ 2は 1/15)

第76号住居址 (第 599。 600図 )

遺 構 チ・ツ・テー28・ 29グ リ

ッドに位置する。西側半分が未掘の

ため、平面形態・規模は明らかでな

いが、方形ないし長方形を呈するも

のと思われる。主軸方向はN-43°一

E。 谷状の深い黒土堆積層の上に貼

床して作られているが、貼床は不明

確である。火災住居とみられ、炭化

材・焼上が広がるが、その面が床面

になるものと思われる。竃は東北壁

にある。柱穴は検出されなかった。

遺 物 土師器は高台付皿・不・

高台付不 。甕である。高台付皿は底

部回転糸切 りの後、高台が付けられ

ている。内面は黒色処理されている。

また、丁寧によく磨かれている。色

調は赤褐色を呈する。胎土に黒色粒

子・褐鉄鉱粒子を含む。焼成は良好。

外面に一対の蕨手になるかと思われ

る暗文が見られる。不は底部のみの

出上である。内面はよく磨かれてお

卜⑤
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い
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第599図  第76号住居址 (1/60)

り、黒色処理されている。色調は暗褐色を呈する。胎上に微細な長石粒子を含む。焼成は良好で堅緻である。

底部は回転糸切 りによる。高台付邪も底部のみの出上である。回転箆削りの後、高台が付けられている。色

調は灰色を呈する。内面はよく磨かれ黒色処理されているが、んヽなり摩減 している。胎上に微細な長石およ

ビ
一

δ
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第600図  第76号住居址出土土器 (1/4)

びスコリア粒子を含む。焼成は良好である。甕は口縁部から胴部に欠けて、約1/3が遺存する。幅 2～ 2.5cm

の粘土帯を積み上げて成形している。外面維位、内面斜位の刷毛目整形が施されている。日縁部は大きく外

側に外半し、ほぼ水平な面を作っているが、そこにも刷毛目を施している。色調は赤褐色で、胎土に長石粒

の他雲母も含んでいる。焼成は軟質であるが、良好である。

灰釉陶器は壺がある。壷は日縁部が1/4遺存する。第34号住居l■から出土した胴部破片と接合している。外

面は肩部まで箆削りされている。色調は灰白色で、胎土に微細な黒色粒子を含む。焼成も良好で堅級である。

釉色は淡い緑色を呈する。

第 139号住居址 (第601・ 602図 )

遺 構 H・ I-59～ 61グ リッドに位置する。北西隅の一部が残存しているのみで、平面形態・規模は明
らかでない。現存する範囲は、南北3.6m、 東西2.4mほ どでぁる。主軸方向はN-5°一E。 東側に縄文時代

中期中葉の第151号住居址があり、その上に建てられたと思われるが、比高差が大きく、貼床等も流失してい

る。北壁に竃があり、住居址と認められた。竃は粘上を貼ったものであるが、石組の存在は確認できなかっ

た。竃の西側となる住居址北西隅と西壁中央付近に土墳がある。このうち、西壁中央付近の上装からは水晶

が 2個出上している。竃の前方約 lmの所に径40cm、 深さ10cmの ピットがあるが、柱穴等は検出されなかっ
た。

遺 物 土師器不 1(6)、 娩2(3・ 5)、 高台付lTh l(4)、 高台付塊 2(1・ 2)、 小形短頸壼 (7)
が出土している。短頸壺を除いた什器 6個のうち、完形で出土した6以外は内黒である。また、短頸壺を含

むすべてがロクロにより成形されている。

高台付不の4は底部のみの出上である。体部は薄手に作られている。底部は回転糸切りの後高台が付けら

れており、外周の糸切り痕を撫で消している。色調は肌色を呈するが、内面は黒色処理されている。胎土に

は微細な黒色粒子の他、褐鉄鉱を含む。焼成は良好で硬く焼けている。

δ20

0



郭の 6は、日縁部および底部を少し欠 くが、

接合によりほぼ完形となった。回転糸切 り痕

をそのまま残す底部は、厚手で低い高台を付

したかのようである。器肉の厚さにはかなり

バラツキが見られ、器形も歪みが大きい。色

調は内外面とも肌色を呈している。胎土には

微細な黒色粒子・スコリアを含む。焼成は良

好であるが、軟質である。

塊の 3は底部のみの出上である。ロクロに

より成形されている。回転糸切 り痕をそのま

ま残す底部は厚手で、低い高台を付したかの

ようである。体部も同様に厚手である。色調

は灰色を呈するが、内面はよく磨かれ黒色処

理されている。胎土には微細な自色および黒

色の粒子を含む。焼成は良好であるが、軟質

である。 5は ロクロ成形で、回転糸切りのま

まの厚い底部は低い高台を付けたかのようで

ある。色調は赤褐色を呈する。内面はよく磨

かれ黒色処理されている。胎上には褐鉄鉱粒

子を含む。焼成は良好である。

高台付塊の 1は約1/2が遺存する。やや小振

りの作りで、ロクロにより成形されている。

第 5節 平安時代の遺構と遺物

暗褐色土

黒色上

暗褐色土
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Φヽ

の
受
麗

司

第601図 第139号住居址 (1/60)

回転糸切 りの後高台が付けられている。色調は赤褐色を呈するが、内面は黒色処理されている。内面はよく

磨かれており、変形の卍状の暗文が施されている。胎土には黒色の微粒子の他、褐鉄鉱粒子を含む。焼成は

良好である。2は 3/4が遺存している。ロクロ成形で、底部は回転糸切り痕を全面撫で消して高台を付けてい

る。色調は赤褐色を呈するが、内面はよく磨かれ黒色辺理されている。胎上には白色および黒色の微細な粒

子を含む。焼成は良好であるが、軟質である。

壷は約1/2が遺存する。ロクロにより成形されており、外面は箆削りの後よく磨かれている。全体に丹念な

沌三二圭圭室ζ 4
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第602図  第139号住居址出土土器 (1/4)
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作りである。色調は暗褐色を呈する。胎上に黒色の微細な粒子を含むが、精練された粘上を用いているよう

で、手触りは良い。焼成も良好である。

第 140号住居址 (603図 )

遺 構 K・ L-55～ 57グ リッドに位置する。西壁が遺存するだけである。平面形態・規模は明らかでは

ないが、西壁の状態を見ると、一辺が3.3mほ どの方形ないし長方形を呈するものと思われる。N-77°一W。

東側に縄文時代中期中葉の第142・ 143号住居l■ と、縄文時代中期後葉の第141号住居址がある。それらの住居

塗_880919

二 880919  二

0                 2m

第603図  第140号住居址 (1/60)

ス関係遺跡発掘調査報告書 1 今池遺跡』 新潟県教育委員会、

掘立柱建物址

址の覆上を床面にしていたと思われる

が、現在は流失していて確認できなか

った。北西隅の床面が比較的堅い。壁

は西側に10cmほ ど残るだけである。竃

は西壁やや南よりにあるが、粘土の袖

がわずかに残っていただけである。北

壁に周濤が一部見られるが、西壁・商

壁には見られず、全周していたとは考

えられない。柱穴等は検出されなかっ

た。

遺 物 図示できるものはなかった

が、羽釜片・鍔片の出上があった。

註(1)月 松ヽ 望 ほか  『中央自動車

道長野線埋蔵文化財発掘調査報告

書 3 吉田川西遺跡』 長野県教

育委員会、1989

修)折井 敦 ほか  『上新バイパ

1984

平安時代に帰属する掘立柱建物址 3棟がある一定の範囲にまとまり検出されている。すべて側柱の構造を

もっている。これらは重複関係をもってはいないが、棟方向に差がみられる点、建物同志が近接しすぎてい

る点などより、ある程度の時間差を有するものと理解できる。

第 1号掘立柱建物址 (第 604・ 605図 )

クー25グ リッドより鉄津がある一定の範囲に集中し検出されたため、何らかの遺構の存在が窺えたが、本

址が褐色土中に掘 り込んでいたために全容の把握には手間どった。また、鉄滓を伴出する土獲は南側に攪乱

を受けており、全体形の把握には至っていない。この鉄滓が検出された当初は、竪穴住居址の存在を考えて

いたが、壁の掘方が確認されなかったィミや、鉄滓を伴出する土装の周囲に 8カ 所の柱穴が検出されたことに

より、掘立柱建物址内に取 り込まれていることが判明した。

ワ



阜造をもつ倉庫等の

なヽVヽ。柱配置、柱

]、 桁行 2間の建物

!m、 西辺4.45mを

、桁行の東辺で12

:は第 2号建物址と

。深さも20～ 30cm

｀
、倉庫等の性格が

形態も長円形で、

が出上したことに

から、縄文時代の

欠損している。現

、時期は不明であ

られる割には鉄製

η子 1点、紡錘車

とまとめてあった

らる。遺構内出土

ヒVヽ。

ぜ⑥

⑤

第5節 平安時代の遺構と遺物

Ю
◎
Ａ

一

Ь i

◎ 必
′

Vヽ′

①望

⑥
第 1号建物址

第 3号建物址 ⑤

巳と一一
⑤-0ビ

Ⅲo

第 2号建物址 /

♀             1            21m

第側図 第 1・ 2・ 3号掘立柱建物址 (1/60)

623 ・ 6ワ堅



第 5師 平安時代の遺構と遺物

B 881 189
漆黒色土 (炭化物含 )

暗褐色土 (ロ ーム粒子含 )

漆黒色土 (若子のローム粒子 )

暗褐色上と鉄洋

黒褐色土

第帥5図 第1;掘立柱建物址内小鍛冶址 (1/40)

キ～ケー24～ 26グ リッドの範囲に 8カ 所の柱穴が検出され、この柱穴配列より棟方向はN-1°一Eを示

す。棟方向より考えると、梁行 2間、桁行 3間の長方形の建物址である。柱間は桁行東辺5。 47m、 西辺5.74

mで西辺が27cm長い。梁行北辺4.00m、 南辺3.76mで北辺が24cm長 く平面形に歪みがみられ、北東隅が張り

出す。規模は桁行5.61m、 梁行3.88m、 面積21.8ぜ である。柱穴は不整楕円形を呈するものがほとんどで、

径25～ 35cmの小形のものである。深さは検出面との関連より浅いものが多く、柱穴内には褐色土粒子を含有

した割合しまりのある黒色上が堆積していた。この柱に囲まれた範囲のほぼ中央部に103× 53cm、 82× 46cmの

平面形が長方形を呈する土媛が重複して検出された。この上壊はその状況より別々のものの重複ではなく、

同一構成をなしていたものと考えられ、長軸185cm、 短軸53cmの羽子板状の掘方をもつ土墳として捉えること

が妥当であろう。土授は西側より階段状の掘方をもっており、東側の最も深い80× 56cmの不整長方形を呈す

る掘方部分に、鉄滓が47× 28cmの範囲で検出された。細かな粒状の鉄滓が暗褐色上に混じった層が上層に、

この下層に粒状の鉄滓が遺存し、東側の上獲壁との間に若千の炭化物も見られた。この上竣壁に板状の花南

岩を垂直に立てた部分が検出され、土墳内を仕切るような構造となる。上墳内底、堆積土等に焼土は検出で

きなかった。土墳壁東・西側部分に他の部分より硬化している個所がみられた。この土獲はその状況よリフ

イゴ等に関わる掘方と思われ、鉄滓の遺存がこれを裏付けている。

本址はその構造より小鍛冶に関わる遺構と考えられる。鉄滓上面より黒色土師器小片が出土しており、本

址は平安時代に帰属するものである。

第 2号掘立桂建物址 (第 604図 )

第 1号掘立柱建物l■の南東隅に位置する柱穴に隣接する形で柱穴列が検出され、掘立柱建物l■が存在する

ことが明確となった。検出当初は南北方向に長大な建物上が想定されていたが、南北方向の柱間に差がみら

れ、 2棟の建物址となることが判明した。

柱穴は8カ 所が検出され、この柱穴配列は、東西方向が南北方向より長 く、棟方向はN-63°一Wを示す。

柱穴配列、棟方向より考えると梁行 2間、桁行 2間の建物址である。柱間は桁行の北辺で95cm、 南辺で28cm

の差がある。全長では北辺が南辺よりl cm長い。梁行の柱間は東辺で 4 cm、 西辺で 5 cmを 測り、全長では東

辺が西辺よりl cm長いがほとんど差がない。規模は桁行3.44m、 梁行2.88m、 面積9.9m2である。柱穴は第 1

号建物j」_よ りも規模が大きく、径45～ 55cmの不整円形を呈するものがほとんどである。建て替えは南東隅の

柱穴に見られるだけである。柱穴の検出が褐色土層中において行われたために、深さは20～ 30cmと 浅く、柱

625
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第Ⅲ章 発掘された遺構と遺物

穴内には漆黒色土が堆積 していた。

柱間等に差が少なく、柱穴の掘方がしっか りしている点などより、割合 しっかりした構造をもつ倉庫等の

建物と考えられる。

第 3号掘立桂建物址 (第604図 )

第 2号掘立柱建物址の北側に隣接する建物 l■で、約80cmし か離れていない。

柱穴は 7カ 所が検出され、北辺の 1カ所については掘方が浅かったためか検出されていない。柱配置、柱

間等より棟方向を南北方向にもつと考えられ、N-25°一Eを示す。棟方向等より梁行 2間、桁行 2間の建物

址が考えられ、柱間の梁行の全長は北辺で36.5m、 南辺で3.66m、 桁行の全長は東辺4。 44m、 西辺4.45mを

測り、梁行全長、桁行全長共に差が l cmと ほとんど歪みがない。梁行の柱間は南辺で 2 cm、 桁行の東辺で12

cm、 西辺で■cmの差がある。規模は桁行4.45m、 梁行3.66mで面積は16.3ド である。柱穴は第 2号建物址と

同様な平面プランを呈するものであるが、規模的にはややJヽさく径30～ 45cmの ものとなる。深さも20～ 30cm

と浅 く、漆黒色上が堆積 していた。

第 2号建物 l■と同様に柱間に差が少ない点等より、割合 しっか りした構造をもつ建物で、倉庫等の性格が

考えられる。

土 羨

第 178号土娠 (第490・ 514図 )

Y-20グ リッドに位置する。平面形態は隅九方形で、長径 51cm、 短径47cmを測る。底面形態も長円形で、

長径 36cm、 短径28cmを測る。断面は筒状を呈しており、深さは44.5cmを 測る。紡錘形土錘が出上したことに

より、平安時代に位置づけたが、他に平安時代 と考えられる土渡が検出されていないことから、縄文時代の

上渡になんらかの原因によって紛れ込んだとも考えられる。

上錘 (第490図 2)は径2.Ocm、 長さ4.6cm、 孔径0.6cmの 紡錘形の上錘である。約半分を欠損している。現

重量は約 7g。 焼成は堅緻である。

遺物は土錘の他、前期の繊維土器 2点、中期の曽利Ⅳ式上器 1点、後期の注目土器 1点、時期は不明であ

るが縄文を施文した土器 2点、底部 1点の計 7点の縄文上器が出上している。

遺構外の平安時代遺物

鉄製品 (第606図 )

掘立柱建物址から鉄滓が出土するなど、棚畑遺跡が小鍛冶に関係する遺跡であると考えられる割には鉄製

品の出土は少なく、わずか13点が出上したに過ぎない。内訳は鋤 1点、鎌 1点、釘 7点、刀子 1点、紡錘車

1点、ヘラ状鉄器 1点、麻皮刹器 1′ミである。最も多い釘も出土住居llLがバラバラで製品をまとめてあった

と言うものではなく、各家で使用していたものが残ったと考えた方が良いと思われる物である。遺構内出土

の鉄製品については各遺構の項で述べたので、ここでは遺構外出上の鉄製品について記したい。
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第側6図 鉄製品 (1/2)

釘は遺構外からは 5`点出上している。この内、 3は先端部だけで頭部がなく、他は頭部を有する。また、

完形のまま出土したと思われるのは 5だけで、全長約15.5cm(1寸 3.03cmと して約 5寸)を測る。頭部が遺

存するもの 4点 (1・ 2・ 4・ 5)の うち、 1。 2・ 4が難を入れ叩き延ばし、その後頭部を折 り曲げた形

態をとるのに比して、 5は単に折り曲げただけの感を受ける。 3は鉄製品一覧表で第42号住居址としている

が、縄文時代中期後葉の住居址であり、なんらかの原因で紛れ込んだものと思われる。

鎌は基部が遺存するだけである。一応鎌として扱ったが、折り返し部 (かえり)の位置が鎌と異なってお

り、何か別の鉄器になる可能性もある。鉄製品一覧表で第120号住居址としているが、縄文時代中期後葉の住

居l■であり、なんらかの原因で紛れ込んだものと思われる。

刀子は跳存長4.8clnを測るが、先端より3.5cmの ところで折れ曲がった状態で出土した。以下基部に至るま

でを欠損している。

石製品 (第607図 )

祗石と思われるものは 2点ある。 1は安山岩製。両端を欠損している。図上、裏面が祗石として使用され

てお り、表面と左辺には削痕が認められる。 2は普通輝石安山岩製。U-12グ リッドから出土。欠損品。表

裏両面を使用している。また、端部に削痕が認められる。

け

Ｑ

第607図 祗石 (1/3)

10cm

δ27
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第 6節 中世・近世の遺構 と遺物

近世に帰属すると思われる遺構には、土層の堆積状況や遺構からの出土遺物より、掘立柱建物l■、柱穴列、

集万土墳等がある。

掘立柱建物址 (第608図 )

X～ Z・ ア・イー21～ 25グ リッドにかけて、漆黒色上を堆積土とする柱穴が53カ所検出された。これらの

柱穴群は、その堆積上の状況より平安時代の建物l■ (第 1～ 3号)よ り新しい時期の遺構と判断された。そ

して土層の堆積状況が近世磁器を出土した第31号土竣と同様なものであったことより、近世に帰属する遺構

であることが確認され、その配置より建物群を構成するものと考えられた。

第 4号掘立柱建物址

本址は台地のほぼ中央に位置し、アー25～ 26グ リッドの範囲に柱穴が検出されている。建物址の南西側は

⑥乙怒札_ど _ぽ

〇

⑪

④  ∂     ③臓
①

◎
:。r恥
＼＼_身‐3建
物址        香巻
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第側8図 近世の遺構 (1/120)



第6飾 中世・近世の遺構と遺物

第 5号掘立柱建物址と重複関係をもつ。

東側の部分は柱穴が検出できず、全体の規模等の把握には至っていないが、第 5号掘立柱建物址の状況等

より考えると、北東から南西方向に棟方向をもつ建物址が想定できる。規模は第 5・ 6号掘立柱建物址と同

様なものとして考えると、梁行 1間、桁行 2間の側柱建物l■ と考えられる。

柱穴は不整円形若しくは隅九方形を呈している。柱痕等は検出されていない。遺物は検出されていない。

第 5号掘立柱建物址

第 4号掘立柱建物l■ と東側を、北東側柱穴は第 6号掘立柱建物l■ と重複関係をもつ。

建物l■の規模は梁行 1間、桁行 2間の側柱建物址である。棟方向はN-80°一Eを示し、第 4号掘立柱建物

jIと ほぼ同じ棟方向にある。柱間は梁行で42cm、 桁行では14cmの差があり、梁行の南東方向がやや張り出す

不整形な平面プランをもつ。規模は桁行4.05m、 梁行2.33m、 面積9.44m2である。

柱穴は第 4号掘立柱建物址と同様なプランを呈し、主に隅九方形の平面プランを有するものが主体を占め

る。遺物は検出されていない。

第 6号掘立柱建物址

Z～ イー21～ 23グ リッドに検出された柱穴によって本l■の存在が明確となった。北西側の柱穴は第 5号掘

立柱建物l■ と、東辺は柱穴列と重複関係をもつ。

建物l■の規模は梁行 1間、桁行 2間の側柱建物である。棟方向はS-61° 一Eを示し、建物l■東辺に検出さ

れた柱穴列に直行する。柱間は梁行で 9 cm、 桁行で46cmの差があり、北西隅がやや張り出す形を呈する。規

模は桁行3.92m、 梁行3.27m、 面積は12.8m2で、検出された掘立柱建物址の中では最も大きな規模をもつ。

柱穴は6カ 所が検出されており、隅九方形を呈すものが主体を占める。遺物は検出されていない。

2  眉二うミラ可(第 608図 )

第 6号掘立柱建物l■東辺に平行する形で、北東方向から南西方向に柱穴列が検出された。柱穴列は26の柱

穴より構成され、ほぼ直線的に並んでいる。走行方向はN-24°一Eで、第 6号掘立柱建物l■の梁方向とほぼ

平行である。

柱穴の配置は約 2mの間隔で、数回にわたる建答えの痕跡が認められる。柱穴のプランは隅丸長方形を呈

するものが主体を占める。柱穴の配列等より棚列に関わるものであると思われる。遺物は検出されていない。

3 土 羨 (第609図 )

Y-21・ Z-20グ リッドより、建物 l■・柱穴列 と同様な漆黒色土を覆土とする土墳が 2基検出された。ま

た、第31号上装内より近世染付磁器が出土していることなどから、これらの上竣は近世に帰属することが判

明した。その他にも数基の土獲があるが、ここでは第25。 31号土渡について記す。

第25号土娠

Y-21グ リッドに集石が検出され、この集石下に上獲が構築されていることが判明し本l■ とした。本 l■は
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31号土城

A 881019

Im

第609図  第25・ 31号土羨 (1/40)

北東隅が第185号土羨と重複関係にあり、第185号土墳を切る形で構築されている。

平面プランは口径1.64× 1.33mの円形を呈し、北東隅には舌状に突出する形態の穴を有する。深さは79。 3

cmと割合深く、壁の状態はしっかりしており、やや内湾気味となる部分がある。底面の壁際には径 6 cm前後

の小子とが配されている。覆土は上層に漆黒色上が、下層には褐色土層が堆積していた。集石に用いられてい

た礫は最大のもので長さが80cmあ り、比較的大形のものが多い。礫は全体的に平滑な面を出すような形で漆

黒色土中に検出された。遺物は出土していない。

第31号土娠

Z-20グ リッドに第25号土娠と同様な構造をもつ土羨が検出され本址とした。本址の南側は第22号土墳と

重複しており、第22号土羨を切る形で構築されている。

平面プランは日径1.3× 1.2mの円形を呈している。深さは43omを測り、断面形はタライ状を呈する。壁の

状態は直線的に外傾している。底面壁際には径 5 cm前後の小孔がめぐらされている。覆土は漆黒色上が堆積

しており、上面には第25号土壊よりも小振りの平坦な礫が検出された。遺物は集石内より第611図 21の染付磁

器碗が出土している。

中世の出土遺物

中世に属する遺物は土器類が 3点出土しているにすぎない。そのうち器形のうかがえるものは図示した2

点だけであるが、この他に常滑窯産と思われる大菱の胴上半部破片がS-9グリッドより出土している。
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い 三¬         声
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第610図  中世陶磁器 (1/3)

青磁碗 (第 610図 1)

青磁碗の口縁部破片が 1点、A-69グ リッドより出上している。素地は青灰色を呈し級密で、若千内部に

黒色粒子を含有する。焼成は堅緻である。器形は、大振 りな碗である。口縁部が大きく開き、日唇部がやや

外反気味となる。体部には蓮弁文を削り出している。釉は均―で発色は緑青色を呈する。特徴等より、龍泉

窯系青磁碗 と思われ、13世紀後半～14世紀中葉に帰属する。

大 菱

大甕の胴上半破片が 1点 S-9グ リッドより出土している。素地は灰色を呈し内部に黒色粒子を若千含有

している。焼成は堅緻で焼き締っている。器形は大甕胴上半と思われ、口縁部に向かい内傾する。特徴等よ

り常滑窯産と思われる。

内耳土器 (第610図 2)

口縁部破片がイー25グ リッドより1点出土している。胎土は、黒色粒子を若干含有するだけで、混入物が

割合少なく上質である。焼成は堅緻である。口唇部の断面は方形を呈し、ナデが加わっている。口縁部の一

部だけで器形の全体は把握できないが、休部が直線的に立つ器形を呈するものであろう。

これらの遺物に示される中世の遺構等は検出されなかったが、青磁碗、常滑窯産大甕等より考えると、

13～ 15世紀頃に何らかの形でこの地が利用されたことがうかがえる。中世居城・居館・集落でない本遺跡の

ような場所になぜ中世の遺物が検出されるのであろうか。市域において中世の遺物、特に青磁が出土してい

る遺跡は高部遺跡、磯並遺跡、前宮遺跡、御社宮司遺跡、阿弥陀堂遺跡、下河原遺跡、山寺遺跡、高風呂遺

跡の 8カ所である。これらを遺跡の性格から分類すると、諏訪神社等に関わるもの 4、 沖積段丘上の集落 2、

山麓部台地の集落 1、 散布地 1と なる。今回の調査例は、遺構を伴わず生活の場としての痕跡が認められな

いことなどより高風呂遺跡の例と類似している。

青磁等輸入磁器を出土する遺跡は一般的な集落とは性格の異なるものとして取り扱われることが多いが、

今回の例を見る限りでは特殊性はうかがえない。本遺跡の南西に位置する埴原田地区には諏訪刻ヽ太郎の居城

であったとされる埴原田城等があり、これらとの関連も考慮すべきであろう。

近世の出土遺物

近世の遺物は磁器・陶器を主体に145′ミが調査区のほぼ全域から出土している。いずれも破片が中心であ

る。この他に銭貨 2点 と帰属時期の不明な鉄釘も出上している。
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第Ⅲ章 発掘 された遺構 と遺物

磁 器 (第611図 1～ 34)

種 類 磁器は総数で68点が出土した。そのうち、図上復元できたものは34点である。1/3～ 1/5程度の小
破片が主体を占め、これらを強いて図上復元した関係上、器形法量等に若千の誤差があろうが、器種認定に

ついての誤認はないと思われる。器種は碗27′く、筒形碗 1′ミ、皿 4点、猪口1点、蓋 1′くで碗が主体を占め

る。

碗は法量より大振 りなもの、普通のもの、小振 りなものの 3種類がみられ、普通 。小振 りが主体をなす。

器形には大別 して 3種類が認められる。休部に丸味をもち口縁部に開く器形、体部が直線的に開く器形、休

部がやや九味をもち口縁部が外反する器形のものである。高台部が残存していたものは 6点だけであるが、

「ハ」の字状に外反するものと、高台端部がやや内湾するものがあり、22のようなものを除くと割合低めの

高台をもつ。

皿は小皿に属するものだけである。平皿 2点 と輪花皿 2点が認められる。平皿は既して肉厚のものである。

輪花皿は各々異なる形態をもつ。28は花弁表現が九味をもち、27は 4花弁が表現されている。27は その表現

法、製作法等が優れている。

猪日は、典型的な形を有するものである。

蓋は、割合小振 りであるがその作りは丹念で上物である。

図上復元した他の破片で器種が認定できるものは10′点で、全体の約15%に 当たる。それによると、碗 7′く、

皿 3点で碗が主体を占める。詳細な器形、法量は明確にはならなかった。

今回の調査により得られた磁器は、そのすべてが供膳具であり、仏具等の器種は含まれず、一般的な生活

用具として提えることができる。この傾向は陶器についても同様な傾向をみることができる。

釉色・染付 。素地 釉色は大別すると、灰白色 。青灰白色・白色 。青白色・乳白色の 5種類が認められた。
主体は灰白色を呈するもので、磁器破片全体の46%を 占める。これに続き青灰白色・自色 。青白色等が続く。

予し白色のものは、図上復元した16の他 5点で量的には少量である。

染付されている呉須の状態は、 くすんだ藍色・藍色発色のものが主体となり、コバル トブルー発色のよう
な明るいものは 1点 と少ない。染付の状態は58′ミが手描きにより、 3点が版型による招 り込みである。手描

きによる染付の呉須発色は概してくすんだ藍色を呈し、招 り込みによるものはヨバルトブルーを呈する傾向

が認められた。

素地の色調は大別すると、灰白色・白色・乎し白色の 3種がみられたが全体を占めるのは灰自色、白色の色

調のものである。素地が乳白色を呈するものを除くと堅緻なものが主体となるが、この内には緻密と、そう

でないやや気泡状を呈する資料が認められる。また、素地内に黒色微粒子が混入しているものもみられる。

磁器のうち染付のなされているものは全体の91%で、このうち文様意匠の判明したものは出土した資料が

細片のこともあり17′点と少ない。最も多かった意匠は草花文、花文に属する意匠である。34のアヤメ、33の

梅花、16の菊花がこの代表的なものである。この他に30の氷裂文、 3の「雨降り柳」、27の「蛤唐草」などの

特徴的な意匠を染付するものも認められた。図示しなかったが、版型による招り込み染付の中に近代磁器特

有の青海波文と菊花文が描かれているものもある。

生産地 68点出土している磁器のうち、その生産地が明確となったものは24点 と少ない。出土した資料が

細片が中心であったこと等により、生産地が判明したもののうちには誤認もあると思われるが、肥前系と瀬

戸・美濃系の 2者が認められ、特に肥前系が主体を占める。肥前系磁器に属するものの中には、いわゆる“く

らわんか茶碗"に属するものもみられる。
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第 6節 中世・近世の遺構と遺物
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第II章 発掘された遺構と遺物

出上分布 遺構と伴出している資料は21と 他 1点が土渡より出土しているだけである。他の資料について

は、黒色土中より故在する形で出上している。表土層を重機により削除したこと等もあり、出上分布につい

て問題があるが、出土密度をみた場合調査区の南半分に偏在することが看取できた。その中で、X・ Y-32～ 38

グリッド周辺に出土密度の高い部分が認められた。また、調査区の北半分のU-55グ リッドも密度が高い。

これらの範囲に近世に属する遺構の確認はできなかったが、出土密度の傾向より考えると、黒色土中に何ら

かの遺構の存在していた可能性もあり得る。

これらの磁器・陶器はその多くが遺構に直接伴出したものではなく、また資料が細片を主体とすることも

あり、時期決定はむずかしかった。出上した遺物の特徴を概観すると、18世紀後半から19世紀にわたる近世

後半と近代のものが認められた。

陶 器 (第611図 35～ 47、 第612図 48～ 62)

種 類 陶器は79点が出土し、そのうち28点が図上復元しえた。多くは細片で器形の判明し得る資料は少

なかったが、塊、皿、鉢、悟鉢、蓋、甕等の器種が認められ、器種は磁器と同様に一般的な生活用具が中心

となり、磁器には認められない器種である甕や鉢等が主体をなした。坑には休部に丸味をもつもの、口縁部

が外反するもの、直線的に開くものの三者が認められた。

悟鉢は悟目が割合密に付けられた大振りの器形を呈する。

甕は法量の少ない小振りのもので、日縁が内湾する特徴的な器形を呈するものが出土している。

釉色 。素地 施釉は大別すると灰釉、長石釉・鉄釉の三者が認められ、鉄釉施釉のものが全体の約51%、

灰釉が47%を 占めた。鉄釉の施されている陶器は鉢、括鉢、甕等が中心で、灰釉は坑等に施される傾向がう

かがえた。

素地は大別すると白色・白灰色・白黄色の色調を呈する。婉は概して焼成が軟質な傾向を示し、甕などは

r
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第 6節 中世・近世の遺構と遺物

焼き締った焼成であった。

生産地 生産地が明確となった資料はほとんどないが、資料の状況を考慮すると、瀬戸・美濃系陶器に属

するものと思われる。

出上分布 陶器の出土状況はある程度の偏在性を捉えることができた。その分布は磁器と同様な傾向を示

している。

このような近世磁器、陶器が江戸時代後半に卓越し出土する傾向は他地域の状況と類似し、江戸時代後半

の一般庶民の生活史をうかがう上にも貴重な資料である。

銭 貨 (第613図 )

2点が出上しているが図示しえたものは 1′くだけである。銭径のわりに穿径が大きく、資がいわゆる八宝

銭となるところより新寛永に属するものであろう。銭銘の寛・永に特徴がある。

o                    2.5cm

第613図 出土古銭 (1/1)
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第 1節 棚畑遺跡に於け る縄文土器群の構成について

第 1節 棚畑遺跡に於ける縄文土器群の構成について

守 矢 昌 文

イまじア)に

第Ⅲ章第 4節 1において、本遺跡出土土器の属性を分類 。検討したところ、早期 2群、前期13群、中期47

群、後・晩期19群の上器群に群別された。これらの群設定の規準は「特徴的なまとまり」という概念により

規定されてきたが、これを一歩進め、「特徴的なまとまり」を系統の中の一段階と解釈し、時期的区分=段階

を横軸に、系統を縦軸に捉えて土器群の構成を考えたい。その場合、「群」の他の分類基準である「類」。「種」

の取り扱いについては、「群」内での「類」差を類型差と、また「種」の差は製作差と認識したい。なお、類

別された各土器群の編年的位置は、第 2表の編年対比表にまとめてある。

縄文早期末土器群の構成と検討

縄文早期第 I群から第Ⅲ群の上器群は遺跡外からの出上で、遺構内からの共伴関係により上器群の構成を

考えることはできなかった。また、器形を窺えるだけの資料はないことなども土器群の構成を組み立てられ

ない一因となっている。しかし、第H・ Ⅲ群の上器群のあり方は、条痕文原体が貝殻ではなく、絡条体によ

ることより、条痕文系土器群でも後出する時期のもののようである。絡条休圧痕文系土器や東海系の薄手上

器群などを伴出しないことや、雑な絡条体条痕を表裏に施文するものが多いことなどを考慮すると、絡条体
(D         鬱)

条痕文系土暴群内では古い段階、高風呂遺跡第43号住居 l■L、 頭殿沢遺跡�Io �隣等と同様な段階に帰属する

ものであろう。

第HoⅢ群土器群に後出する早期最終末～前期最初頭の上器群は検出されておらず、土器の段階を細かく

みた場合空白な部分となっている。本遺跡と同様に霧ヶ峰南麓に位置する遺跡の駒形遺跡、よせの台遺跡、

高風呂遺跡には、早期最終末～前期最初頭の良好な資料が割合多量に出上している傾向とはやや対照的であ

る。

縄文前期土器群の構成と検討

縄文前期の上器群は初頭より末葉まで量的に差はあるものの、大枠での段階では全期間の資料が得られて

お り、それらの上器群は13群に分類されている。中でも前期後葉の諸磯 a、 諸磯 C式は伴出遺構の検出もあ

り、割合多 くの資料が得られている。

前期土器群の特徴と構成について 前期初頭の上器群は第 I群が比定される。量的に少なく、また、遺構

伴出ではないために詳細な点については不明だが、早期最終末～前期最初頭の上器群が稀薄な傾向を、前期

初頭まで存続しているものと捉えることができる。

前期土器群内で最もポピュラーな土器は第H群 とした縄文のみが施文された群である。原体、縄文構成、
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第Ⅳ章 考  察

関 東 中 部 棚畑遺跡
時  期 】U類群

早

期 茅    山

細 久 保 早期  I
H
I群 1類

H群 1～ 3類、Ш群1類

一刷
　
　
期

花積 下 層

関   山
黒   浜
諸 磯 a
b

ｃ

提韮
ロ
一一一
十

十

神 ノ 木

有  尾
南 大 原

上  原
下  島
晴 ケ 峰

前期   I
H
HI

IV

V
VI

VⅡ

Iえ辞

H群 1・ 2・ 4・ 5類、Ⅲ群1類

Ⅱ群Ⅲ2・ 4・ 5類、Ⅳ群1～ 5類、ⅥI群、VIllH

H群 1～ 3類、V群 1～ 4類、Ⅸ群、X群

V群 5・ 6類、Xl群

H群Ⅲ2類、XII群

�I』辞

中

期

五領ケ台 I

コ
梨 久 保

中期初頭 I

H
I群 1・ 3類、H群

I群2類、Ⅲ群、Ⅳ群

Ｉ
　
　
　
　
Ｈ
　
　
Ｈ

坂勝

猪  沢
新  道
藤 内 I

II

井戸尻 I

H
III

中期中葉 X

H
III

IV

V

Ⅵ

I群、X群、XII群、Xm群1類 A種、XⅧ群Ⅲ2類、XXH群 1類
II群、XⅢ群1類 B種

Ⅲ群、Ⅳ群、XIII群 2類、XⅣ群、� 群Ⅲ2類、�I群、XVl群3類、XXII群2・ 4類

V群、Ⅵ群、�群 4・ 5類、�覇闇類、削 I群3類

Ⅷ群、�X群 2・ 3類

VⅢ群、Ⅸ群、�X群、XX群1類

Ｉ

　

Ｈ
　
　
Ш
　
　
Ⅳ

加曽利E
曽 利 I

H

HI

IV

V

中期後葉 I

H

III

IV

V

I～Ⅲ群、IV群Ⅲ2・ 4・ 6類、V群、Ⅵ群、ⅦI類1類、�I群2類、�胆群、中葉XX群

Ⅳ群 3・ 5類、ⅥI群、Ⅷ群1～ 5類、IX群 3・ 5類、X群 1～ 3類、�群、
�I群 1'3・ 4類、XIII群3類、�潮れ。2類、XX群、剛 群

ⅥI囲F4・ 6類、Ⅸ群 1・ 2・ 6・ 7類、� 群2類、�曝社～3類、�X群3類

Ⅷ膠

'7類

、IX辞 4類、X群4類、�I群 1類、�V群4・ 5類、�群、�畔 、� I群
XIX群 3～ 7類

IX群8類、�群 4・ 8類

後

　

　

期

称 名 寺
堀 ノ 内 I

H
力口曽不」BI

II

III

曽谷・安行

十

十

十

+

十

十

+

後期   I
H
III

IV

V
VI

VII

IX群 1類、�V群1～ 3類

IX群2類

Ⅷ群、Ⅸ群 3・ 4類、X群、�群 1類、�I群、�I群1類

畔
畔
際
際
埒
昭
畔

晩

　

期

佐 野 I

H
氷   I
H

晩期  I
H
�群2,3類、XШ群2類、�群

�群4・ 5類、�I群、� I群

蹴

σZ0
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第 1節 棚畑遺跡に於け る縄文土器群の構成について

胎土中への含有物により大別され 1～ 5類に分類されている。 1・ 2類は同類のグループとしても内容的に

差異がなく一つのグループとして捉えてもよいと思われ、全体の文様構成は口縁部破片を中心に考えると縄

文だけが施文されるものである。 1・ 2類は文様が縄文だけで特徴的な文様帯がなく、位置付けを行なうこ

とがむづかしい。そこで遺構からの伴出例をみると第51・ 59。 39号住居址で検出されており、諸磯 a式から
(3)

諸磯 C式の幅の中に包括されている群であることがわかる。前期中葉の良好な資料を多出している阿久遺跡

の例をみると、単位文様 aと する縄文のみが施文される群は阿久Ⅲ・Ⅳ・V期に認められており、本遺跡の

例と類似する。

3類は 1・ 2類 とは内容的に相異がみられる。焼成が堅級で薄手である点、 1・ 2類にみられなかった原

体末端を結節や変化させる点、日唇部に鋭利な爪形等を加える手法などに特徴がある。薄手である点、整形

手法、施文などが 1・ 2類の左地系土器群と異なる点などより、 3類は関西・東海方面の土器群と考えられ
(4)

る。鳥浜貝塚第 8群土器に類似していることから、北白川下層H式内の縄文施文の上驀群を本類に比定でき、

第Ⅸ・X群土器と共伴関係をもつものであり、 1・ 2類とは区分すべきであろう。第51号住居l■等の例より

諸磯 a式内に包括されるものであろう。

5類は特殊な縄文、胎土中への繊維等より関東方面を中心に分布する土器群であると思われる。得られた

資料は胴部破片だけであるが、日縁部に付加文を持つ可能性が高く、第H群 (日縁から底部まで縄文だけが

施文されている一群)と は切り離して考えるべきであろう。また、 4類は 1・ 2類 と5類の影響内より生ま

れた折哀的な土器群と考えることもでき、 1・ 2類、 4類、 5類は共存する可台を隆が強い。 5類の縄文原体

のあり方を考慮すると、関山式の新しい段階に位置付けられ、その一部は黒浜式の段階までのびよう。

第Ⅳ群の有尾式の範疇に入る一群は第51号住居址、第377・ 379号土墳内に断片的に認められている。第51

号住居址は新旧の拡張が認められており、第Ⅳ群の上器は旧住居に伴うものであろう。この第Ⅳ群土器に第
(5)

H群 1・ 2類の一部、 4類が共伴するものと考えられ、同様な上器群構成はよせの台遺跡第 5号住居址等に

みることができる。

第V群の上器を伴出する遺構の検出は市域に於いては数少ない。今回検出された第V群土器を出上した遺

構は第51・ 59号住居llLで、第V群の他に第H群 1。 2類が伴出しており、相当高い比率で第V群内に入り込

んでいる。この傾向は阿久遺跡Ⅳ期の状況とも共通しており、第H群 1。 2類が息の長い群であることが理

解できる。

前期に於ける異系統の上器群について 関西 。東海系と思われる第VII～ X群が第51号住居址より出土して

いる。第Ⅵl～ X群を概観した時、すべてが第V群に共伴しているとは考えにくく、土器群の系統を考慮する

と、東海系の第Ⅷ群 (清水上 I・ II式 )、 瀬戸内。関西系の第ⅥⅡ群 (羽島下層H式 )、 関西系の第Ⅸ・X群 (北

白川下層Ha,Hb式 )に分類でき、かなりの時間幅を有していることが理解できる。また、第51号住居址

が新旧の拡張を有している点、第Ⅳ群土器を断片的に含む点などより、その一部の第Ⅶ・ⅥⅡ群は第Ⅳ群に伴

うものである。時に第ⅥI群に一括した群は阿久遺跡では「Ⅲ群 Cの加わった一群が、黒浜式上器段階のある
い)

時期まで続いた」とされており、本遺跡の場合も同様に考えることができよう。また、阿久遺跡の例などよ

り第Ⅸ・X群は諸磯 a式上器内に含まれるものと考えられる。

関西・東海方面の上器群の共伴関係を整理すると、まず第Ⅲ・Ⅳ群 (神ノ木式、有尾式)段階 (前期Ⅱ・

Ⅲ)では、東海系の第Ⅷ群、瀬戸内・関西系の第Ⅷ群が共伴し、第V群 (諸磯 a式)段階 (前期Ⅳ)では関
υ)

西系の第Ⅸ・X群へと転換する。このような傾向は中部地方の動向と同様である。

以上H・ Ⅲ・Ⅳ群の上器を中心として各段階に於ける土器群の構成を概観してきたが、今回検出された土

δをZ



第Ⅳ章 考  察

器群は前期中葉後半から前期後棄のものが主体を占めており、遺構、特に住居址が構築される時期 と一致す

る。

縄文中期土器群の構成

中期は検出された土器群内で最も多種多様の土器群より構成され、複雑な内容をもつ。中期は土器群の特

徴より中期初頭、中期中葉、中期後葉とに分離できる。

中期初頭上器群の特徴と構成 中期初頭は半我竹管状工具を用いた文様を主体とする第 I群 1・ 2類、半
我竹管状工具による沈線と縄文が組み合わさる I群 3類、縄文とこれに付加文のある第H・ Ⅲ群、結節状沈

線が施文される第Ⅳ群に分けられている。このうち縄文施文される第 I群 3類、第III群のあり方をみると、
(8)

第48図 1、 第111図 3な どの I群 3類は、三上徹也氏の中期初頭上器の分類に従えば縄文系・沈線文系両要素

をもつ土器のHa段階に比定でき、第26図 1の第Ⅲ群は縄文系土器 HC段階と思われ、第 I群 3類 と第Ⅲ群
は時間差を有 していることが理解できる。中期初頭の土器群の中で第H群は特異な様相の上器で、第 I o III

群 とは異系統のものであろう。

中期中葉土器群の特徴と構成 中期中葉の上器群は内容的に複雑であり、整理しきれていない部分が多い。
系統的に土器群をみると、区画文、抽象文等装飾性に富んだ文様構成をもつ勝坂式系統のもの (在地系)と、

他地域から搬入されたもの (他地域系)、 異系統の影響を強く受けたもの (在地系と他地域系の折哀系統)の

3者に大別することが可能である。

中期中葉は22群に分類されているが、第 I～Ⅲ・V・ Ⅶ・ⅧI群は基本的な文様構造に共通性がみられる。

それは隆帯による区画と区画内への文様の充填という表況である。例えば第 I群 としたものは隆帯による横

位椿円区画等、第H群では複合三角区画と楕円区画との組み合わせという具合になる。

これら第 I～ Ⅲ・V・ Ⅷ・Ⅷ群を基本的な変遷を示す指標とし、これらに伴う特徴的な土器群について 2・

3の考察を加えたい。

第 1群の細分について 第 I群は一部の類を除き、隆帯区画のあり方、「コ」字状押引き等より格沢式に比
定される群である。 I群の土器を出土する住居l■は第78。 103・ 104・ 107・ ■7・ 143・ 145・ 147。 152・ 154・

156。 157号住居上の12軒で、中期中葉の内で最も多くの住居llLが確認されている。この内で重複関係をもつ

住居址が 3ケ所認められ、また第103。 104号住居址のように近接しすぎるものもあり、第 I群が細分される

ことが判明している。

個々の住居址よりの上器群を検討すると、 1類は隆帯区画が発達せず、角押文が押引き状の連続刺突とな

らないで刺突状となり、文様構成に中期初頭Ⅳ群の影響の窺える「日」状区画をもつ。このようなものはよ
(9)

り古い段階に位置付けられており、これらは第104号住居址より出土している。第104号住居址は他にも古い

段階の第X群も伴出することなどより、中期中葉 Iの内でも早い段階に位置付けられよう。また、古い段階

の第 I群は第117号住居l■でも出上している。

3類は角押文の状況と隆帯区画構成により4種に分類されている。C種にみられる幅広の角押文、D種の

ペン先状工具による連続刺突、C種の五角形隆帯区画、D種の複合三角区画は第H群へ続 くものと理解でき、

第 I群内でもより新しい段階に属するものと思われる。

4類 と分類した楕円区画内に斜状沈線を充填するものは、「斜行沈線文を多用する土器群」と呼称されるも
llつ

のである。梨久保遺跡の例などや、本類が 3類 C・ D種と共伴関係をもつことなどを考慮すると、第 I群内

542



第1節 棚畑遺跡に於ける縄文土器群の構成について

でも新 しい段階に属するものと考えられる。第H群 2類の文様構成も4類の延長線上にあることが窺え、第

7号住居l■の共伴関係より第Ⅱ群 (新道式)に属するものと捉えられ、区画内を斜行沈線で充填する方法が

割合息の長い手法であったことが窺える。尚、斜行沈線文系土器は千曲川水系や松本平
に類例が分く、第 I

群の角押文を多用する土器群とは分離し、別系統のものとして捉えることができよう。

異系統上器群について 異系統と思われる土器群は第X～�I畔で、第 I・ H群とは基本的文様構造に差異

がみられる。異系統のものは内容的には様々である。その中で他地域の上器群の影響を色濃く残し
ていると

思われるものを取り上げてみる。

第X群は文様構成より北陸系新崎式、あるいはその影響が窺えるものである。A種の第489図 3は新崎第Ⅳ
l141

様式に比定でき得るものである。C種は新崎第V様式に比定でき、同様な資料は梨久保遺跡第346号土渡、大

石遺跡第22号住居翌、後沖遺跡第19号住居l■より出土している。B種、特に第280図 5は胎上の状況、日縁部

の突起、結節浮線の状況等に北陸系の色彩が窺えるが、日縁部に施文される矢羽標状沈線等な
どよりやや異

質な要素を含むものと思われ、深沢遺課等より出土する新崎式を
ベースにしたような土器群と共通するとこ

ろがある。これら第X群の影響を受けたと思われる土器群に第�Io �V・ ふI群等がある。 1類 B種の縄文を

地文 とし、半栽竹管状工具による半隆起線をもつ文様構造は、第�Io XV群 1類に影響を与えたと思われ、 1

類A・ C種の半隆起による維位区画は、第XⅥ群の基本文様構造で、C種にみられた通華状文が変化した逆

「U」 字形モチーフを口縁部に配するもの (第338図 7、 第432図 2)がある。第X群は第104・ 147号住居址

等より出上していることより、中期中業 I(拾沢式)に共伴関係をもつものであろう。

第�爾盟 類は胎土・焼成等より搬入品であると思われ、船元 正式A類に比定できる。同様な船元式の出土

は南信地方天竜川水系に多く、諏訪地方では大石遺跡第 4号、第13号旧、第36号住居llL、 頭殿沢遺課、荒神

山遺課等から出土しており、中期中葉名沢式から新道式初期に搬入されてきたと考えられて
いる。本遺跡の

例は土渡内単独出上で、他の上器との共伴関係を把握することはできなかった。しかし本遺構
に於いては、

土獲内へ土器を埋納する事例は中期中葉に盛行するようで、第�腑出 類も中期中葉 I～ ■に共伴関係を求
め

ることができよう。

第 X III・ XV群の上器について 第�H・ �群の上器は第 I～ Ⅲ・V・ Ⅷ・V皿群とは基本的に文様構造に差異

があり、他地域の上器群の影響により派生したものと捉えられる。この中で特に第XV群につ
いて考えてみた

Vヽ 。

第Ⅲ章第 4節 1では、第 XV群の上器群について焼町系と呼ばれる土器群 として取 り扱った。しかし第XV

群 を詳細に分類すると様々な内容を含んでいることが理解でき、 1類等は第XV群 より分離す
べき内容を多く

含んでいる。

1類と同様な文様構造をもつ土器群は「後田原遺跡第Ⅳ類土淋」、「馬高式的土器の祖型」、「新巻類型」な
1241

どと呼称され、近年その実体が「焼町土器」と共に徐々に明確になりつつある土器群である。本遺跡からこ

のような土器は第106。 119号住居llLよ り計 3′ミが出上している。また、類似するものが第�II群 1類にあり、

これらは第106。 ■9号住居址よりやや古い時期の第103号住居址から出土していることより、第XV群 1類の

派生について考えられる資料である。そこで、長野県内の出土例を踏まえて第XV群 1類の分布
・出自とその

1251

展開について整理してみたい。尚、第XV群 1類の名称及び概念については、山口逸弘氏が房谷戸遺跡の報

告書中で本群と同様な土器群を取り上げて特徴をまとめているので、これに従いた
い。

長野県内に於いて「新巻類型」を出上している遺跡は、久保左家遺課SB-0と、大仁反遺課第 4g号住居

址、大石遺課第 3号住居址、棚畑遺跡第106。 119号住居II、 荒神山遺課第49号住居 l■、後田原遺課仁居址



Nα 2、 上向遺課第15号住居址、梨久保遺課第11号住居j■ L、 樋国内城館址遺課第136号住居llL、 北丘B遺課第 2

土媛群、反目遺課第94号住居址、吉日向井遺課第 3号住居址・ 1号遺物集中区、坪ノ内遺課土器集中区の13

遺跡で、東信、諏訪湖盆、上伊那、松本平に分布することが窺える。この分布は「焼町土器」の分布と一致

し、また「斜行沈線文系上器」などとも共通する。

これらの遺跡から得られた資料は地文の状況、口縁部・胴部文様帯のあり方より7群に分類できる。

1群 (第 614図 1～ 3)口 縁部は平縁を呈し、基本的には国縁部文様帯をもたず、環状突起が付 くものも
ある。胴部文様は地文を縄文とし、これに環状突起の付 く曲線状構成の隆帯が配される。また、割合大きな

波状沈線が横位に施文される。 4は他の土器とは口縁部の文様構成、曲線状隆帯に異なりがみられ、口縁部

文様帯に斜状沈線が充損されることなどより、「斜行沈線文系上器」と1群との折衷型と捉えられよう。

2群 (第 614図 5・ 6) 1群 に比べより曲線状隆帯が発達し、隆帯脇に沿う平行沈線も発達する。空間処
理に三又文や沈線を充損する。

3群 (第 614図 7～ 14)波状口縁が主体となり、口縁部文様帯と胴部文様帯に分かれる。房谷戸遺跡に於
いてV群 2類に分類されているものであるが、10～ 13のように空間処理に三叉文が配されるものは含まれて
いない。本群は蛇行沈線等の沈線が発達するもの (7・ 8・ 13)と 、空間処理に三叉文を配するもの (10～ 13)

に分離することができよう。

4群 (第 615図 15。 16) 1～ 3群のように地文をもたず、隆帯と沈線のみで構成される。
5群 (第615図 17～ 22) 4群 と同様に地文をもたず、隆帯脇に沿う施文が沈線と連続刺突とになる。空間
処理に三叉文を配するもの (17・ 22)があり、二者に分離でき得る。

6群 (615図23)隆帯の構成状況は 1群 と類似する部分があるが、空間処理に沈線充損を用いることより
6と の共通′隆も考えられようか。

7群 (第 615図24) 「新巻類型」とするよりも「斜行沈線系土器」として取り扱うべき土器であるが、胴
部に構成される環状突起の付 く曲線状隆帯によリー応本群に所属させておく。

1～ 7群に分類した土器群がどのような構成をとるものであろうか。共伴関係をもつ他系統の上器から考

えると、 1が棚畑遺跡第103号住居l■ (各沢式)の炉体土器として利用されていたことから該期まで本土器群
が泌れることがわかる。久保左家遺跡SB-01では新道式、阿玉台式が18～ 21・ 23・ 32と共伴している。 7・
8。 10～ 12・ 22は藤内 I式と共伴している。これらのことより「新巻類型」土器は大きく3段階に分けるこ

とが可能であると考えられ、第 3表にその変遷案を示した。

第 I・ H段階のものは I群が相当する。平縁のもので、環状突起をもつ割合太目の曲線状隆帯が大きな構

群 別

段 階

新巻類型 斜行沈線系

1犀辞 3雇辞 4晃辞 2群 5え洋 6群 7犀辞

第 1段階
(格沢式)

1

第 2段階
(新道式)

3・ 2 24, 4

第 3段階
(藤内 I式 )

7 ・ 8 ・ 131  15。  16

10・  11 ・ 12 5・ 6

第 3表 新巻類型の変遷案

δをを



第 1節 棚畑遺跡に於ける縄文土器群 の構成について
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成で施文されるものが基本で、これに5群の18のような阿玉台式の影響を受けて成立したと思われる蛇行沈

線、連続刺突をもつ土器群が第H段階に伴うものと考えられる。また、 4・ 23。 24のような「斜行沈線系土

器」の影響を受けたと思われる空間処理に斜状沈線を用いる6。 7群 も第H段階に伴うものであろう。

第Ⅲ段階 (藤内I式期)になるとその内容は複雑となり、房谷戸遺跡V群 2類に相当するものが主体とな

る。しかし、房谷戸遺跡V群 2類の場合、空間処理に二叉文は認められず、 3群の10～ 12は勝坂式等他の上

器群の影響等を授受したものと捉えることができよう。尚、房谷戸遺跡V群 2類は阿玉台H式期で、所謂新
081

道式に類例が多く集中しているとされており、棚畑遺跡第119号住居址の 7・ 8な どは房谷戸遺跡V群 2類に

非常に類似し、三叉文をもつものとは分離し、古いタイプの範疇に属するものであると捉えられよう。そこ

で、 3群を古いタイプの 7・ 8、 新しいタイプ10～ 12と に分ける。17・ 22は地文に縄文をもってはいないが、

基本的な文様構成は10～ 12と 共通しており、同時期のものと捉えられる。

XV群 1類については曲線状構成の隆帯より「焼町土器」に類縁関係が窺えるが、第XV群 1類から「焼町

土器」へと短絡的な図式ではなく、第Ⅲ段階の3群の一部、 5群の一部や第XV群 2類等を介在することによ

り、「焼町土器」が成立したものと考えることができよう。

直接的には第XV群 1類 とは異なるものであるが、曲線状構成の隆帯、半我竹管状工具を用いた隆線より第

X 「ヽ群の延長線上に位置すると思われる第XXI群 1類が第109号住居址より出土している。このような土器群は

あまり類例がなく、居沢尾根遺課第108号土墳、郷原遺課などより出上しており、加曽利E系統の模倣、「焼
1421

町土器」と二原田式の折哀式などと捉えられており、今後注意したい土器群である。第III章第 4節 1では中

期中葉の上器群として取り扱ったが、他の遺跡例や第109号住居llLの他の上器群 との構成とを考慮すると、曽

利 I式に伴出するものと考えられる。

以上のようにXV群 1類を中心に具色な土器群について考えてきたが、棚畑遺跡の中期中葉の上器群構成

は、八ケ岳山麓部にはみられない異色な土器を分数含んでおり、同様な土器群構成をもつ諏訪湖盆、松本平、

千曲川水系に近縁を求めることができる。

中期後葉土器群の特徴と構成 中期後葉の上器群は唐草文系、曽利系、加曽利E系の 3系統を基本とし、
これらが相互に影響を与えながら土器群を形作っている。そこで21群に分類した土器群を各系統別にまとめ

てみたい。

唐草文系 第Ⅳ・VI～Ⅸ群が唐草文系に帰属する群である。第Ⅳ群は唐草文系の中でも特徴的で梨久保B
1431

式と呼ばれる一群である。 1・ 2類の地文のあり方は曽利系であるV群と余 り変化がないが、日縁部文様帯

の連弧状や招曲状の文様構成に特徴があり、文様構成より1類→ 2類→ 3類へと変遷したように思われる。

第51図 1、 第84図の上器が中期後葉Hの住居址より出土していることより、ある程度の時間幅内に含まれる

ものであると理解できる。第Ⅶ～Ⅸ群が最もポピュラーな唐草文系である。第ⅥⅡ・Ⅸ群はかなり時間幅をも

ち、第322図 4は第Ⅳ群を伴う第■4号住居l■の炉体土器として用いられており、最も早い段階の綾杉状沈線

を施文する例であろう。第Ⅷ・Ⅸ群は中期後葉 I～ Vま でに認められる。大雑把に変遷をみると、地文に用

いられる沈線に変化が認められる。中期後葉 IoHの段階では沈線が規則正しく施文されるが、HI～ Vの段
階では沈線が規則性のないものへと変化する。また、第ⅦI群の 1～ 3・ 5類にみられる腕骨文をもつものは

中期後葉 Hに限られ、他の類にはみられない。

曽利系 第Ш・X～ XⅧ群が曽利系に帰属する。曽利系は他の系統の要素を取 り入れるものが多い。例え
ば第X群の口縁部文様帯の構成はⅣ群の招曲状隆帯の影響が窺え、第�I畔の胴部に構成される大きな渦巻文

は第Ⅸ群の渦巻状隆帯に近縁関係があろう。また、第�VoXV群の地文に多用される櫛状工具による条線も
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第Ⅶ群の条線よりの波及と考えられており、多くの面で曽利系の上器群は唐草文系の文様要素を授受してい

ることがわかる。棚畑遺跡に於いては縄文を地文とする曽利系の土器は少なく、八ケ岳山麓の遺跡とはやや

様相を具にしている。

加曽利E系 第 XⅥloXⅨ群が加曽利E系の影響下にある土器群である。加曽利E系の上器は中期後葉 I
～Ⅳまですべてにみられ、特に中期後葉IVに終いては量的に多くなる。第XⅨ群 3～ 6類の様子は加曽利E

式的ではあるが、口縁部区画等に崩れや変化がみられることより、関東地方の加曽利E式が直接流入してき

たものとは考えられず、中継地で若千づつ変化しながら入ってきたものと理解できる。

唐草文系・曽利系・加曽利 E系の構成 二者の異なる土器群が棚畑遺跡内でどのような構成となっていた
のであろうか。中期後葉 I～ ■に於いては唐草文系が卓越し、土器群の様相は諏訪湖盆に近 く、八ケ岳山麓

とは相違がみられる。中期後葉Ⅲに入り曽利系が次第に数を増すが、唐草文系も依然残る。中期後葉IVに入

り唐草文系は姿を消す。同期の第57・ 58号住居l■に於いては全体の約90%が曽利系、約10%が加曽利E系、

唐草文系は 2～ 3片が出土しているに過ぎない。このように唐草文系にかわり加曽利E系が増加する傾向は

同期から顕著になる。八ケ岳山麓に比べ加曽利E系の上器を含む割合は夕く特徴的である。

以上のように、棚畑遺跡の中期後葉の上器群は中期中葉の上器群 と同様に、八ケ岳山麓の上器群の構成と

は相違がみられ、諏訪湖盆に近縁関係が強いことが窺えた。

縄文後・晩期土器群の構成

後期から晩期にかけての上器群が、晩期末を除きほぼ全般に亘 り検出されている。諏訪地方に外いて後期

から晩期中葉までの上器群が検出されている遺跡は上ノ段遺跡等数少なく、今回得られた資料は大変貴重な

ものである。しかし、土墳 。集石よりの出上資料であるため、共伴関係を明解に捉えられたものは少ない。

また、粗製土器等特徴が少なく変化のない土器については変遷や共伴関係を提えることがむずかしかった。

第Ⅳ・ XⅣ群土器について 後期土器群内で特徴的な基本文様構成は精製土器に施文される帯状構成の縄

文であろう。文様構成等より考えると第111群帯状縄文区画が後出の第Ⅳ群等に強く影響を与えていることが

窺え、帯状縄文が種々のモチーフに変遷していくことを捉えることができる。第Ⅳ群 1類は第Ⅲ群 1。 2類

と同様な帯状縄文の施文されている上器群であるが、第Ⅳ群 2類は横位沈線区画内に縄文を充填するのでは

なく、縄文施文と同様の文様効果を細線の充填により表現している。出土量の割合は第Ⅳ群 1類よりも2類

の比率が高い点に特徴がある。

これらの群とXⅣ群に一括した粗製土器との関係をみた場合、第 5。 401・ 417号土獲等に伴出例が認めら

れ、ある程度の共伴関係を把握し得た。それによると第XⅣ群 1類は後期前葉には認められ、それ以降後期

末まで継続するようである。第XⅣ群 2類のように条線、沈線が施文されるものは後期前葉の上器群と共伴

関係をもつようである。第 X IV群 2類 C種は成形等が 1類に類似している。また、口唇部の指頭整形痕は 1

類の一部と3類 A種に認められる。

羽状沈線文様をもつ上器群について 羽状沈線文をもつ上器群は第Ⅷ群 2類、Ⅷ・Ⅸ群が相当する。その

時間幅は後期 Vから晩期 Iに亘る長い時間幅に包括される。そのため数段階に変遷すると思われるが、明確

にそれを捉えることはできなかった。ただ、第Ⅸ群の羽状沈線のあり方をみると、シャープで細い沈線が密

に施文されるものから、ラフな箆切 り状の沈線による稲妻状の文様構成へと変化していくものと思われる。
140              1461

この他 に も特徴的 な土器 としては第 XШ群 とした瘤付 土器が あ る。長野県内では深町遺跡、浦谷 B遺跡等
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にみられ、後期末に位置付けられている。

後・晩期の土器群の様相は、本遺跡と同様に上川沿いに位置する上ノ段遺跡と類似 している。入ケ岳山麓

には該期の良好な資料を出土する遺跡はなく、棚畑遺跡、上ノ段遺跡が立地する霧ヶ峰・蓼科山麓 とは対照

的である。

結 び

棚畑遺跡に於ける縄文土器群の構成の一端を記してきたが、Ill畑遺跡の上器群は中期に於いては八ケ岳山

麓 とは土器群の様オロに相違があることが理解でき、むしろ諏訪湖盆 との近縁関係を認めることができた。ま

た、広域的には千山水系、北関東方面からの影響の窺える異系統の上器群が在地系の土器 と共伴 しており、

地域的な交流が頻繁に行なわれていたことがわかる。このことは和田峠より産出する黒曜石を媒体にして多

くの文物が中部高地に入 り込んできたことを表わしており、その余波が大門峠・霧ヶ峰を越えて上川を下 り、

棚畑遺跡に至ったものと考えられる。また、上川流域は諏訪湖念 と千曲水系を継 ぐ重要な路であったことが

窺がわれる。
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第 2節 棚畑遺跡の石器組成について

守 矢 昌 文

はじめに

棚畑遺跡から出上した主な石器は24種類で、その数は3,037ィミである。打製石斧が全体の約25%を 占め、次

に凹石 。磨石類の約18%でこれに石鏃約12%が続くが、この石鏃の全体の石器中への占有率は高いと言え、

特徴的である。また、黒曜石製の崇J片石

器も約 8%を 占め、量的には割合夕くの

点数が出上している。第Ⅲ章第 4節 2で、

黒曜石の崇J片 。砕片の多さより、黒曜石

製石器の製作が遺跡内で頻繁に行なわれ

ていたことを想定したが、本遺跡が黒曜

石 と密接な関連をもつことが石器の占有

率にも窺える。

ここではやや具体的に住居」lLか ら出土

した石器を基に、第616図 に示した各時期

別の石器組成のあり方を概観してみるこ

ととする。なお、この図には石棒・丸石

や石製品等の類、及び数量的には最も多

い黒曜石の象J片・砕片類等は含まれてい

ないことを付記しておく。

組成内での石器のあり方

石鏃 石鏃の全体数量が多いことは前

述しているところである。これらがいつ

頃のものに帰属するかであるが、それら

の多くは前期に帰属するもののようであ

る。そこで、石鏃は各時期でどのような

変化をたどるのであろうか。前期Ⅳに占

有率の高かったものが中期中葉Ⅲ～Vに

は減少し、再び中期中棄Ⅳでやや増加し、

中期後葉Vま で変化なく割合安定した形

で継続する。この傾向は他の遺跡とはや

前 期Ⅳ

VI

中期初 I

H

中期中 I

H

III

IV

V

VI

中期後 I

II

III

IV

V

第616図 石器組成の変遷図
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や異なり、一般的には中期中葉に減少傾向に転じたものが中期後葉まで継続するのと対照的である。

打製石斧 打製石斧は本遺跡の中で増減等の変化の少ない器種の一つである。数量的には中期後葉Ⅲを除
きすべての時期で最多数を占める。

大形石匙 大形石匙は中期中葉IV～Ⅵに多く集中する偏在性が窺える。構造的に類似する横刃型石器が、
中期中葉 Iか ら中期後葉Ⅱまで数量的には少ないものの、増減等の少ない安定した石器であり、大形石匙の

あり方とは対照的である。このことは大形石匙のもつ性格が割合特徴のある石器であったことに起因してい

るのではないかと思われる。

凹石類 凹石・磨石類は中期に限って考えれば中期中葉 Iか ら徐々に増加し、中期後葉H以降では打製石
斧と同様な占有率をもつほどにまでになる。中期後葉に凹石・磨石類が増加してくる傾向は高風呂遺課、居

修)

沢尾根遺跡等でも認められており、植物採集が活発に行なわれていたことが考えられている。

凹石・磨石と密接な関係にあるとされる石皿について併せて考えてみると、石皿は中期初頭 Iか ら数量的

には少ないものの、増減の変化が少なく割合安定している。凹石・磨石類の増減に関わることなく一定の量

で継続しており、これらのことを踏まえると、直接的に凹石・磨石類は石皿とは関連が少ないものである可

能性が出てくる。このような相関関係は他の遺跡でもみることができる。

磨製石斧 磨製石斧も割合増減の変化の少ない石器である。しかし、中期中葉に盛行した乳棒状石斧をみ
ると、中期中葉Ш・Ⅳにピークもっているようで、中期後葉の定角式磨石斧が割合安定しているのとは対照

的である。

礫器 本遺跡に於いて特徴的な石器で、増減等変化の激しいものである。前期Ⅳから中期後葉Vの間で 2

度のピークを示す。 1度目は中期中葉 Iで、 2度目は中期後葉Vに認められる。このような増減等変化の多
い石器は通常的な道具とはやや考えにくく、一定の作業のみに限定して用いられたものと理解できないだろ

うか。

石錘 石錘は主に中期中葉 Iか ら中期後葉Vま で、量的に増減はあるものの連続的に認められる。石錘が

石器組成内に認められる遺跡は諏訪湖盆を中心とする地域や、上川流域では茅野市域のIB8畑遺跡、駒形遺跡、
(3)

茅野和田遺跡、下ノ原遺跡等より検出されている。

石器組成の変化

上記のようにな器種の時期的な変遷が認められたが、個々の器種をその用途より狩猟具、植物採集具、調

理具、加工具に分類して組成の変化をみてみたい。

狩猟・魚捗具 石鏃、小形石匙、石錘が狩猟・魚扮関係の石器であると思われる。前期は狩猟のウェー ト
が害1合高かったものが中期中葉Ш～Vに は低下し、再び中期中葉VI以降は割合安定した状態で存続する。こ

れに対し魚榜関係は中期中葉Hよ り中期後葉IVま で途切れることなく細々と続けられていることがわかる。

上川、横河川に臨む立地が、本遺跡で魚扮が細々とでも途切れることなく続けられていた要因であると考え

られる。

植物採集具 打製石斧、横刃型石器、大形石匙がオ直物採集関係の道具であると考えられる。大形石匙を除
き、これらの石器は割合安定した形で存続している。このことは、本遺跡が安定した生産基盤をもっていた

ことに起因するものと考えられる。
(4)

大形石匙が多量に検出される遺跡は、長期間に亘り集落が営まれた拠点的な遺跡であるようで、本遺跡も
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第 2節 棚畑遺跡の石器組成について

同様なことが言える。

調理具 石皿、凹石 。磨石類であるが、特に石皿は安定した形で存続する傾向が認められる。このあり方

は生産手段の変化 (狩猟具の減少と植物採集具の増加への変化)と は直接には関係が少なかったことが窺え

る。石皿の性格上、その数量が安定して存在するということは、本遺跡が集落として安定していたことを示

しているのではないかと思われる。

加工具 磨製石斧、礫器、石錐、ハンマー、剖片石器等が加工具に相当する。これらの石器も占有率は低
いものの、割合変化の少ない安定した形で存続しており、そのあり方は調理具のそれと類似する。

結 び

以上、棚畑遺跡に於ける石器組成について概観してきたが、棚畑遺跡の石器組成のあり方は石鏃、凹石・

磨石類を除き、各器種共安定した形で存続している傾向が窺える。特に打製石斧は量的に安定して存続して

おり、このことは本遺跡の生産体系に余 り変化がなかったことを示しているものと思われる。また、黒曜石

の手J片・砕片類は全石器に占める割合が特に高いため、石器組成の変遷図には含めて表すことはしなかった。

しかし、それらの黒曜石類は前期から中期、ことによると後・晩期まで、縄文時代の各期を通じ、一定量で

存続しており、黒曜石を用いた道具の生産が伝統的に継続していたことが窺われる。棚畑遺隊が存続時期の

長いJIL点的集落となった要因の一端は、安定した生産基盤と、黒曜石を用いた伝統的な道具生産と考えるこ

とができるのではないだろうか。

註(1)鵜飼幸雄「入ケ岳山麓の縄文人の生活」『茅野市史』上巻、1986

121 高桑俊雄ほか「居沢尾根遺跡」『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書―原村その4-』、1981

(3)宮坂光昭「諏訪湖水系における漁網錘の研究」『中部高地の考古学習HI、 1984

(→ 上敷領 久「南関東における縄文時代中期の石器一特に大形石匙について一」F東京考古』 7、 1989
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第 3節 第500号土残出上の大形土偶の製作方法について

―X線写真からの考察

鵜 飼 幸 雄

X線写真のCTと CR

土偶はほIF完形で出土し、かつ表面が丁寧に調整されている。このため製作方法を示すような痕跡はほと

んど認められず、表面の観察では土偶の製作方法を明らかにすることはできない。そこでX線写真を撮影し、

それによって製作方法を推察することとした。土偶の製作技法を明らかにするためにX線を利用することに
(D     修)

ついては、最近では山梨県釈迦堂遺跡群の上偶研究 を行 なった小野正文氏や櫛原功一氏によって、その観察

の有効性力ヽ確認されているところである。

今回のX線写真の撮影には諏訪中央病院放射線課の協力が得られ、写真は放射線副技師長中村光昭氏と放

射線技師藤森一広氏によって撮影されたものである。撮影さんたX線写真はCT(断層写真)と CR(コ ン
ピューター処理のX線写真)の 2種であり、それらは図版196～ 201に示してある。

CT(図版197～ 201)は、頭部から脚部に向かい、全体を l cm間隔で輪切 り状に切断した横断位の断層写
真である。図版197の写真には、CRと 同様に正面から撮影されたX線写真に、設定された各切断位置が明示

されている。切断箇所は26カ所で、写真は 1～ 25を写したが、26は写してない。CTでは表面からあけられ
た目・鼻 。日・勝などの孔以外は、自色の本体に黒い部分や影のようにぼけた部分等が写っており、それら

の特徴は製作上の痕跡を示すのではないかと推察される。

一方のCR(図版196)は正面からのものであり、黒色の本体に自く抜けた隙間や傷のような線が写ってい

る。これについては既に指摘されているように、粘土塊を接合した際に生じた隙間などもあるものと考えら

イ化る。

ただし、本土偶は出土時に左腰から股にかけての部分、それと左脚が腰部との付根で割れて出土したため、

この部分は接着してある。この点に関してはCTの正面からのものとCR共に明瞭に写し出されている。ま
た、頭部の一部と、右脚から右腰にかけての部分は胎上が脆いため、この部分にはバインダー水溶液を含滲

させてある。CTの主として18～ 22の右腰部に表われている黒く滲んで影のようにみえる部分は、そのこと

に関係していると考えられる。CTの 15・ 16に表われている中空となる黒色部分は、割れた際に胎土が脆く

て崩れてしまった部分であると考えられる。

製作方法の復元

CTか らは土偶の骨となる粘上の塊のあり方や、粘上をつないだ状態等、土偶の製作上の痕跡を示すので

はないかと推察されるような特徴を観察できる。第617図は、CTの各切断部にそのような特徴を見いだして

示すことで、土偶全体の製作方法を推定した図である。これにCRでの一致点を補足し、土偶の製作方法を
推察してみよう。
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第617図 土偶製作の推定図 (1/2)

それによると、土偶には粘土塊をつないで作った土偶の「骨」となる部分がある。骨は脚部・胴部・首頭

部の 3つの部分から作られているようである。並行に並ぶ脚部は柱状で、上1/21ま どの部分は土偶の体部の中

にあるが、下部はそのまま脚とされている。左の脚部は、腰との境の位置を中心に木芯らしきものを通して

一体のものとしている。一方の右脚の腰との境の位置には、CRでみると隙間が認められる。しかしこれは

CTの切断位置では確認できない。ひび割れのつながりでは、21と 22の間で粘土が異なっているようにも見

受けられる。しかし左脚のような木芯痕らしき痕跡も明確でないし、顕著な接合の状態も認められない。し

たがって右脚は一体のものとして考え、CRで認められる隙間に関しては、多方向からのX線写真の撮影を

まっての今後の検討課題である。胴部は三角フラスコに似た形態の粘上の塊である。首頭部は粘上をころが

して九く棒状に伸ばしたものとみられる。

骨となる脚部と胴部は、脚部の先端に凸部を設け、胴部の下面に左右 1カ所ずつ凹穴をあけ、両者をこの

位置の中心部でソケット状につないでいるものと思われる。胴部側の凹穴の痕跡とみられる円形の空間が、

18の写真の左腰部に黒く表われているのは注意される。CTの正面からの写真とCRでみると、ソケット状

につないだ位置に粘上の櫂曲が表われており、特に左腰部では著しい。また、首頭部と胴部は胸の位置でつ

ないでいる。胴部側に凹穴を設け、首頭部の下を長く尖らせて胴部へすげるようにし、胴部側の粘土を首頭
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部の尖らせた角のあたりまで押し上げてつないでいるようである。

骨の部分に別の粘土をつけて形を作っているとみられる箇所もある。腰の下の部分は骨の脚部に粘土を巻

きつけて厚みをもたせており、腹部は骨の胴部に粘上をつけて厚みを出している。また、顔から頭部の前に

かけての部分は骨の首頭部につけており、それに続く冠帽状の部分は骨の部分に巻きつけるようにして作っ

ている。腕の部分の作り方はCTではよくわからない。CRでみると胸部に欅状に切れる際間が表われてお
り、CTからの復元では胸部での骨と腕側との間にみられる陳間の説明がつかない部分がある。このためC
Rに表われているように、腕は骨の部分につけるようにして作っていると思われるが判然としない。腕の部

分の粘上に表面全体を被う粘土と等質な部分があるとみられることから、あるいは最後の段階に作られたこ

とも考えられる。いずれにしても胸の位置で、胴部と首頭部の接合箇所を補強するような状態で作られてい

ると考えられる。

各部位の製作順位については判然としない。頭部は別に作って出来上がっていたものを、胸の位置ですげ

たことも想像できる。しかし首頭部の骨と、顔面部及び冠帽状の部分との粘土が、互いによくなじんでいな

いとみられることから、首頭部の骨の部分はいくらか乾燥して硬くなっていることも考えられる。とすれば、

骨の部分が先で、顔面部と冠帽状の部分は後で作られた可能性がある。要するに、脚部の上に他の部分を次々

につなぎ、まず全体の骨組を作ったと考えられるということである。そして最後の段階に、柔らかい良質な

粘上で表面全体を被って形を整え、乳房もこの時′ミでつけられているように見受けられる。

分割塊製作法との対比

縄文中期の上偶の製作法については、最近では山梨県釈迦堂遺跡群から出上した土偶の研究を進めている

小野正文氏によって明らかにされてきた部分が多い。河ヽ野氏は、釈迦堂遺跡群から出土した土偶の製作法に

は「分割塊製作法」、「手こね法」、「輪積法」、「塑像法」の4つの方法があることを明らかにしてい】
)。

棚畑

遺跡から出土した45点の上偶の中にも、小野氏の言われるような分割塊製作法や手こね法で作られたとみら

れるものがある。
(4)

小野氏によると、分割塊製作法は「個々の粘土塊を合わせて土偶を作る方法」であるとされている。そう

した場合、本土偶に関しては、輪積法、塑像法は関係なしとしても、手こね法で作られていないという点で

は、分割塊製作法と言われる製作法の概念に広く含まれる方法で作られていると言える。しかし、単に各部

分の粘土塊を寄せ合わせる、あるいはつなぎ合わせて作るという方法ではない。つまり、前節で記したよう

に、最初にしっかりした骨組を作り、それを軸に各部分を作っているという点で異なるのである。

土偶の製作者は、土偶の高さをほぼ 3等分した骨組で考えているらしいことなど、作者の頭脳には、当初

から完全な設計図が用意されており、全体の姿を十分イメージしながら作っているものと思われる。そうし

た点で、本土偶を作るのに、最初にしっかりした骨組を作るという方法は、無理のない、壊れる危険性の少

ない、かつ完成後も壊れにくいという、合理的な製作法ではなかったかと考えられる。だとすれば、本土偶

は、「個々の粘土塊にそって壊すことを目的とした」分割塊製作法で作られなかったという点で、あるいはは

じめから、壊すことを前提として作られた土偶ではなかったとさえ推測される。壊される宿命にあった幾多

の上偶の中で、本土偶がそれとは別の目的で製作されたとは考えられないだろうか。
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X線写真撮影への課題

土偶の製作方法を明らかにする上に、X線写真を撮影して観察することは確かに有効である。今回はCT
とCRの 2種を撮影したが、撮影当初の頃はCRで認められる際間のあり方から、本土偶は分割塊製作法で

作られたものと理解していた。ところがCTの観察を進めると、土偶の骨組とでも言える部分のあることが

判明してきた。このため本稿は主としてCTの観察から記述が進められている。しかし、切断位置によっては

判然としない部分があり、また、写し出された特徴を理解する時′くで事実誤認のあることも懸念される。

そのような点で、CTに関しては、切断位置の間隔をさらに狭く設定することや、正面と横方向からの縦

断も必要となる。またCRでは、両側面と背面からのものが用意されれば、X線写真からのより正確で細か

な追求が可能となるであろう。

本稿は、日村和郎・小平 恭・守矢昌文・小林深志との討議の結果に、鵜飼が若子の私見を加えてまとめたもので
ある。

註(1)小野正文「釈迦堂の上偶と博物館のオープン」『月刊文化財』303、 1988

(2)櫛原功―「考古学におけるX線の利用法―土製品への応用―」『帝京大学山梨文化財研究所剖 6、 1988

(0 小野正文「土褐の製作法」『山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第21集 釈迦堂Ⅱ』山梨県教育委員会。日
本道路公団、1987

樅)小野正文「土偶の製作法」(前掲)

(0 小野正文「上偶の製作法」 (前掲)
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第 4節 第500号土残出上の大形完形土偶について

宮 坂 光 昭

1 土偶出上の遺構と状況

第500号土渡から発見された大形土偶は、出土以来、完形土偶として注目されてきた。調査関係者間では縣電

文のビーナス」と愛称されている。平成元年 6月 に国の重要文化財に指定された。

土偶出土遺構、および出土状況については第Ⅲ章第 3節 4で詳細に述べられている。ここでその概略を述

べると、第500号土墳は、棚畑台地に展開する縄文時代中期集落址のうち、南環状集落上の中央部の非居住域

広場の上援群中で、やや北に位置している。

本土渡の平面形は、ほぼ東西方向を長軸とする不整楕円形で、上端は79× 70cm、 下端は71× 46c/mで、確認

面から底までの深さは18.5cmである。断面形は確認面から浅いタライ状をなす、ローム層に掘りこまれた土

獲である。底面は凹凸があり軟らかい。土媛中の堆積土は壁際に褐色土 (第Ⅳ層)、 中央部は黒褐色上 (第 V

層)である。本土偶は土羨の南西側壁近 くに出上し、褐色土中からの出上である。

土渡中の上偶の状況は、頭部を西方、足部を東に、南面を向くがやや上方に体を開く姿勢で横臥していた。

また頭部は底より18cm高 く、足の先で 3 cm浮 くという状況であった。したがって土獲全体の位置からみると、

土媛の北側に空間部を有する状況であった。

2 土偶の形態

本土偶は全長27.Ocm。 頭部の冠帽状平面で直径7.6cm。 両手幅■ .2cm。 トップバスト4.8cmで、乳房高0.8
cm。 腹部は膀穴位置の横幅7.6cm。 もっとも豊満に目立つ腎部は正面幅12.Ocm、 横幅10.lcmである。腹部中央

下部に勝穴があり、細い穴が約 2 cm、 上方向きにあけられている。脚部は太い円筒状で、片足底面で正面幅

5.4cm、 横幅7.8cmの楕円形をしている。

土偶表面の粘土は光沢のある良質粘上で、所々に金雲母が混じ、輝いている。出土時、土圧で足部つけ根

から折れていたが、欠損部のない、重量2.14kgの 完形土偶である。

頭部は円形で、頭頂部を平らに冠帽状に製作し、両耳部に耳栓状の耳飾とみられる突起が冠帽から出た様

に作られている。

顔面はハー ト形の輪郭で全体からみると小形である。日はつり上って切長で、鼻は鼻梁のはっきりした鼻

すじで、穴は針先で刺したような深い小穴 2個がある。日はおちょぼ口がつくが、日と同様ヘラ状の道具で

一気に切 りこんで表現している。耳は耳栓状であり、中央に針穴状の穴があけられている。顔面は冠帽の正

面に刻みこまれた様に作られているから、仮面状にもみえる。

首部は顔幅くらい太く、両手に向かってつらなり、肩はなで肩状で腕との区切りはない。

腕部は左右に仲ばし、彫刻文も文様もなく単純な表現である。

胸部は厚味に対して乳房が0.8cmと 刻ヽ形で、左右 2個が表面粘上で作 り出されている。
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腹部は突出する表現であるが、やや垂れ気味で勝穴がある。形状からみて妊娠状況を表現したものとみら

れる。下腹部は半肉彫状の弧線で左右対林に描写され、股間に下っている。

臀部はもっとも重量感のある表現で、首から裾広がりの安定感ある製作をみせている。臀部は出尻り形で

あり、中期中葉初めから表現される出尻形は、本土偶をもって完成された形となっている。

脚足部は臀部直下に接続しているが、下半部の重量感を受止めるに十分な、安定感のある三本の楕円形で

円筒状の脚である。両脚間は僅かに間隔があり、右脚が少し短か目で、それがいかにも歩き出しそうにみえ

る。右脚つけ根部分に焼成不十分な部分があり、表面が荒れている。

背部は後頭部直下から腰にかけ僅かに内反りするが、臀部にかけ約3.Ocmと 突出する、いわゆる「出尻り形」

となり、見事なカーブを出している。臀部は安産形を示すような大きな逆ハー ト形に作られ、中央の切り目

は狭く深く股間に入って行 く。

土偶全体観としては、下方に重心のある安定した独立立像形土偶である。しかし特徴的に目立つのは、大

きな冠帽状の頭部、八ケ岳山麓特有な中期土偶の顔、妊娠を況わす膨張した腹部、極端に誇張された臀部、

安定感ある太い脚部である。

本土偶は独立立像形 (有脚)であり、製作時からその目的で作られた。製作法は骨格を作り、組立てて接

合 (ソ ケット方式)し、肉付け、表皮整形をする。その完成の姿態は、前面、側面、後背部ともに集落内外

の人々の衆人環視を目的とした形態といえよう。

土偶の文様

本土偶の文様については頭部の冠帽状に作られた部分にみられる。首部以下の体部には肉体的特徴の表況

のみで、文様 といえるものはみられない。

冠帽状の頂上部は平坦で円形に作られ、中央部の円形の凹みを中心に渦巻文が二巻き半ほど沈線で施され、

末端は右後部に垂下している。正面頭部は上端を縁どる沈線文が右端で三角形の半肉彫文へ続き、顔面上部

の庇状部分を縁どる沈線文は右から中央で列点文となって左に続き、三角形の半肉彫文を施し、三角刻文を

左右対称にしている。

左側面は頭頂部からの垂下する沈線文により区画され、中央に同心円文、その両側に内側が弧状になる三

角形状の半肉彫文が対称的に施される。この施文は基本的には玉抱き三叉文である。また耳飾 り部分から前

額部にかけ三角形半肉彫文がある。右側面は耳飾を囲んで長方形区画の半肉彫文。その上に蕨手状の沈線文

があり、これも前額部の三角文 と組み合わさり、玉抱き三叉文の変化 とみられる。後頭部にかけての文様は

沈線文で長方形区画を作 り、沈線文末端は逆位の蕨手状文 となる。区画内には三角形状の半肉彫文、下端に

沈線文による弧状文が二重に 2個施文されている。

後頭部正面の上端には小さな円形突起をつけ、接着面に上方から針穴大の穴を途中まで刺している。この

円形突起の右側に細線で上に凹、下に凸を表現した文様がある。文様の下絵と考えられるものである。

以上が冠帽状部分に施文された文様である。これをみると、沈線による渦巻文
。二重弧文、そして三角形

刻文 。同心円文・蕨手状文による玉抱き三叉文構成がみられる。

玉抱き三又文からみると、梨久保式期に出現し、井戸尻 III式期まで継承される。その施文手法をみると、

三又文 と円文が刻文で施文され、次第に刻文 と平行沈線文の混合、そして平行沈線文になる。平行沈線文に

よる玉抱き三叉文の盛行するのは井戸尻式期にみられ、同Ⅲ式期においては玉抱き三叉文のデフォルメされ
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た施文に変り、消滅していく。

平行沈線文による玉抱き三叉文をもつ土器は、藤内H～井戸尻 I・ H式期に属すとみられる第85号住居址、

井戸尻 I・ H式期に属す第37・ 110号住居址のなかにみられるほか、井戸尻Ⅲ式期に属す第53・ 60号住居址の

出土土器に良好にみられる。また第55号住居址出土の上偶の胴部文様も近似する文様である。

玉抱き三叉文からすると、本土偶の所属する時期は井戸尻式期とみられる。また上偶の完成度からみても

井戸尻期が妥当とみられる。上偶の文様はしばしば住居址出土土器より先行する文様を施文する傾向がある。

したがって、本土偶は井戸尻 I・ H式期に属するとみたい。

土偶製作方法と目的

土偶の製作法に関しては、画期的ともいえる物理的な技術の導入によって観察された。近年、土偶製作法

を解明するためにX線による撮影を用い、粘土塊を接合している手法が観察されてき摺。

本資料については、X線写真のCT、 CRに よって観察された。したがってCTに より各層にわたリスラ

イスされて内部の状況が観察され、その結果は本章第 3節に述べられている。ここではそれを基に第618図に

示した製作の工程について考えてみたい。

第618図 大形土偶の製作工程

第 1工程 として、胴部・首頭部・脚部 (2個 )を作る。胴部は痛平な円筒状で形は三角形となる。上方部

中央にV字形の凹部を切込み、下方も左右両 2カ 所にV字形凹部を作る。首頭部は粘土をこねた状態で、両

端が絞られた九棒状である。脚部 2本は底面が平で上方を絞る三角錐状の粘土塊に作る。つまり主要骨格部

の製作である。

3個の粘土塊は胴部の上方と下方にオ入できるように意識的に作 り、一定時間をおいて、第 2工程である

骨格の組立てのため粘土塊を結合、成形作業を行なう。この時点で独立立像させるためのバランス計算がな

されているらしい。つまり、側面図でみると首頭部粘土塊は中心線より後方に反っており、立体的な顔面を

つける意図がみられる。また正面図でみると中心線 (首頭部中央と腰部最大幅部)ん らヽみて左に片寄ってい

る。この補正のためであろうか、腰部の外皮粘上を右側に厚く盛るようになる。

第 3工程は、骨格の組立がすむと理想的土偶像のための肉付作業がみられる。まず顔面製作のため、前額

部、鼻、顎と顔側面にかけ半環状に粘上を貼る。腹部も妊娠を現わすため肉付する。臀部にも厚い肉部をつ

けるが、二つの目的がうかがえる。 1つは顔、腹部の肉厚の重量に対し、立像にするためバランスを保つ重
さを入れる。 2は胴と脚のオ合部の補強とみられる。大腿部の肉は補強と、臀部、大腿部の豊満性を表現す

るためとみられる。

δδ0

順 序

作業工程

(1)

骨格作成

一

組

1首頭部 (凸形)|

1胴 部 (凹形)一 1結
1脚 部 (凸形)| ~~~

顔面・冠帽部

腹部

臀部・大腿部

(4)(2) (動

立 ― ― 肉 付 ― ― 外 装 ― ― 整 形

| ‐外皮塗布 ―一
一
合

一

顔面彫刻

乳房突起

勝穴
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第 4工程は肉付がすむと外皮塗装である。良質粘土をもって塗布するが、もしかすると第 3工程はこの段

階で同時進行したかも知れない。外皮塗布は骨格部と肉付部分を被覆していく。このとき乳房が盛りあげら

れる。外皮塗布工程は、すでに出来ている骨格部粘土塊と、表皮粘上に乾燥度の差があることになる。つま

りCT写真でみた粘土のなじまない音Ь分であろう。

第 5工程は、外皮粘土に竹ベラ等の工具が使用可能になると、冠帽部文様、顔面の彫刻を行なうものであ

る。そして焼成過程となる。
(2)

上偶製作法としては「分割塊製作法」、「手こね法」、「輪積法」、「塑像法」が明らかにされた。本土偶につ

いては、製作法を観察すると「分害U塊 (粘土塊)製作法」の範疇に入る。しかしソケット手法のオ合は、完

壁なまでの壊れずらい入念な製作を行なっている。

粘土塊接合による土偶製作には木心による結合、粘土塊同志の直接接合、そして本土偶にみるように、胴

部の大粘土塊に首部と脚部を対入させる田部を作り、首都と脚部は凸部を作って財入させるいわゆるソケッ

ト方式がみられる。製作法でみるかぎり前二者の製作法による土偶からすると、本土偶の製作法は、前節で

も考えられているように「壊れずらい土偶」であり、「壊されない土偶」という目的をもつものであろう。

本土偶の製作方法を考察したなかで、製作法を名づけるならば「骨格組立成形法」と呼ぶべきである。中

期中葉の有脚独立立像形の、大形中実上偶にみられる一製作方法である。

土偶製作の背影

本土偶の施文からの考察、製作方法からみて完成度の高い技術からして、中期中葉Vに製作された土偶と

考察した。

中期中葉Vの集落のあり方は本章第 5節で論ぜられている。総体的に観察すると、中期中葉 Iか ら中葉IV

までの棚畑遺跡の集落の変遷は、北環に住居が集中し、次第に南環に多くなる傾向を示し、中葉IVでは北環

3軒、南環 4軒 となる。中葉Vでは北環 3軒、南環 8軒。中葉Ⅵは北環 1軒、南環 8軒 というように、南環

の集落が大きくなり、しかも継続するという安定度を示している。

中期中葉V・ Ⅵの集落構成をみると、南台地の中央部を馬蹄形に取りかこみ、西側に入口道とみられる部

分があり、この道を境に集落は東群と西群に分けられる。両群の集落戸数はほぼ同数で共存する。

中期中葉V・Ⅵの集落構成の中央やや北にある第500号土獲は、集落全体のなかで強く意識された位置であ

るとみられる。

第500号土墳の位置は、中期中葉集落のうち、ことに中葉 V・Ⅵには南台地上の南環集落において、東群と

西群集落の両者において祭式の執行された位置ではあるまいか。その位置に、将来祭式を執4子すべき人と、

第二の生産用具を不本意ながら埋納するため選定されたとみられる。

土偶の性格

ILI畑遺跡出上の大形土偶のもつ性格を考えてみよう。中期中葉V・ Ⅵの時期、南環に中心をおく継続的な

集落の中央部に埋設された土偶であった。上偶の休形からして冠帽部と顔面、巨大な臀部と大腿部および腹

部は注視さるべき性格を示し、加えて乳房を有することから決定的に妊娠女性像である。しかも製作方法か

らは独立立像形であり、骨格組立成形法の壊れずらい土偶である。出土状況からみると小形の土渡中出土で、

δδユ
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第619図 土偶の衣裳想像図 (1/2)

一側に空間のある事は有機物質の共伴が考えられ

る。

本土偶は中期中葉V・ Ⅵ、環状集落の中央部に

独立して据えられ、集落の人たちの目にふれられ

ていた。休部に性徴の外、文様の施文されていな
(3)

い所から、第619図に示すように土偶であっても衣

裳をつけていたかも知れない。この上偶は製作法

からみると他の土偶と異り、壊されない性格をも

った上偶とみられ、土偶の所有者あるいは所有者

となるべき人が幼童で死亡したので、一所に埋葬

されたものと考えてみた。

大型土偶が比較的破損されずに出上することか

ら、マツリの対象とされ、破壊目的から別扱の上

偶として存在したとの考え方も出されていな七た
しかに中期中葉土偶になると目立つのは腹部、臀

部、性器などにあって、ことに本土偶の巨大な下

半身は注視される。冠帽状の頭部 とつ りあうのは、

衣裳を着せる場合 も想定されるべきとしておきた

V再。

骨格組立成形による中実上偶で、しかも独立立

像できる本土偶は小形土墳から発見された。中期

の大形土偶の発見状況の例をまたなければならな

いが、将来集団の祭祀を司祭すべ き幼女の早逝に

直面し、埋葬にさいして共に埋糸内されたものと考

えられる。

註(1)櫛原功―「考古学におけるX線利用法―土製品への応用―」『帝京大学山梨文化財研究所報』 6、 1988

修)小野正文「土偶の製作法」『山梨県埋蔵文化財センター調査報告書第21集 釈迦堂 H』 山梨県教育委員会。日

本道路公団、1987

●)衣裳デザインは伊東みゆきによる。

は)植木 弘「土偶の大きさ」『季刊考古学』30、 1990
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第 5節 棚畑遺跡の縄文時代集落の概観

鵜 飼 幸 雄

はじ′)に

棚畑遺跡では、縄文時代早期から晩期前半までの上器が、時期によってはその量的な多寡はあるとしても

ほぼ間断なく発見されている。また、遺構は早期のものが不明なほかは、前・中・後 。晩期のいずれの時期

の遺構も検出されている。なかでも竪穴住居址は数力所の前期のもの以外はすべて中期に属すものであり、

中期にはそうした多数の住居址や土墳群などで構成された双環状の集落として発展した。これとは対照的に、

後 。晩期は大形の集石遺構や上墳群、あるいは長方形柱穴列といった遺構だけであり、住居址とみられる遺

構が発見されていないことは、前 。中期に対して象徴的である。

棚畑遺跡のそうした大きな時代的な流れは、この土地の拠点集落であると考えられる遺跡だけに、大勢と

しては棚畑遺跡が位置する八ヶ岳山麓の縄文文化の動向を反映しているものと思われる。ただ、広大な入ヶ

岳山麓でもその西山麓のいわゆる北山浦と称される地域は、入ヶ岳山麓と霧ヶ峰南麓が合わさる、地形的に

単調でない土地である。そしてそのほぼ中央を、諏訪湖に注ぐ最大の河川である上川が両者の地形区をなし

て流れている。霧ヶ峰の南麓は黒曜石の原産地を背後に擁する土地である。また上川は、天竜川水系と千曲

川水系の異なる2つの地域を入ヶ岳山麓を介して結漆、言わば交通上の重要な役割をもつと考えられる川で

もある。棚畑遺跡がそのような地理的環境を背景とする土地に位置していることは、棚畑遺跡の性格を考察

する上に最も重要な点の 1つ となるはずである。そのことを踏まえ、棚畑遺跡の縄文集落を、繁栄した時期

である中期を中心に概観してみることとする。

早・前期の集落

棚畑遺跡に最初に縄文人が現われたのは、押型文土器の時期である早期 Iのころであった。しかしそれか

ら前期Ⅲまでは、土器が上竣から少量発見されてはいるものの、竪穴住居址はなく、まだ本格的な居住の場

とはされていない。

前期Ⅳには、南側台地の奥まった西側の山裾に、初めて 2軒の竪穴住居が並んで営まれた (第620図 )。 隅

丸長方形のやや大形の51号 と小形の59号である。51号は拡張されているようで、59号は同地点での建替えが

考えられる。両者の間に位置する中期の52号の旧住居址は、時期はわからないが、推定されるプランや方向

等からみると、あるいは51・ 59号に近い時期の住居ではなかったかと思われる。住居址の前面の広く平坦な

場所で、中期に至って広場となる部分に位置する土羨の中に、前期Ⅳの土器を出土するものがわずかにある。

前期Vの竪穴住居址は検出されておらず、若千の上壊が設けられたとみられるだけであり、前期Ⅳに営ま

れた小規模な集落の生活は一時期だけで中断している。しかし次の前期Ⅵでは南側台地に39号住居址と土墳

群、北側台地に上竣群が検出されており、小規模な集落が営まれた。

前期Ⅵの南側台地の上羨群は、住居に接する北側の場所で、中期に至って広場とされる区域に集中してい
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第620図 前期Ⅳ・Ⅵ・Ⅷの集落 (1/1,000)

る。一方の北側台地では、ここも中期に至って広場とされる場所に、土援が 3カ所ほどの月ヽさな群をなして

分布しているようである。住居址は南側台地に 1軒あるが、北側台地からは検出されていない。中期の段階

に境乱されている可能性があるとしても、中期に典型的な、両台地が同時期に何らかの生活の場とされると

いう関係がうかがわれるのは注目されるところである。

しかし次の前期Ⅷの竪穴住居址は発見されておらず、かつこの時期とみられる土羨もごく少ない。本格的

な集落の形成は、間もなく中期初頭を迎えて始まるようになる。

H 中期の集落構造と霧ヶ峰南麓の遺肋群

I 集落の形態と規模

双環状の集落跡 台地の平坦面は、東側の中程の場所に入る谷状の地形が地形区となり、台地の北側の位
置で東の方向に張り出した地形と、南側の位置で東南の方向に張り出した地形との 2つの地形に分かれてい

る。面積的には南側の広い部分が約6,200m2、 北側の狭い部分が約2,400mBあ る。中期の集落は、そうした地
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形区となる谷を境に北方向へ向かって「 L」 字形をなす、台地平坦面の全域に営まれている (第621図 )。

南側の集落は、地形区となる谷へ向かって開いた環状を呈している。北側の集落は、西側の背後となる山

側に一部未調査部分を残すとはいえ、この方向に開いた半環状を呈している。つまり棚畑遺跡の縄文中期集

落は、同一台地上の異なった地形の場所に営まれた 2つの環状の集落が接する、双環状の形態をもつ集落跡

ということができるのである。

両者の接する場所は、地形区となる谷の頂部に続く平坦な地形がごく狭 くなる、括れたような地形の場所

である。それにもかかわらず、住居址が狭い廊下状の地形に、南・北の両環に架かる橋のような形態で重複

して並んで設けられている。その中の100号は住居址の長軸線をはさんだ左右対称の位置で、北東側 (北側台

地の環状集落側)に大きな立石が祭られており、南西側 (南側台地の環状集落側)の床からはほぼ完形の石

皿が出上した。しかもそれぞれの側の床の対称となる位置には、床がよく焼けた焼土址がある。100号住居址

の北側に発見された石組の第 1号 (u-50)屋外炉は、炉の形態からみて中期後葉の可能性があり、同期の

屋外炉とすれば特】Uな遺構である。また、西の山側となるやや高い場所に、住居址にかかる位置ではあるも

のの、根の深そうな安山岩の巨石がここにだけ 1カ所あったことも、南側台地と北側台地の集落がこの場所

で接しているという点で、なにか象徴的であった。指摘できる事実は多いとは言えないが、ともかく南側台

地の環状集落と北側台地の環状集落を、一面では強く結びつけるような状況が、両者の接する場所には認め
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第621図 縄文時代中期の集落跡 (1/1,000)
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られるということである。

棚畑遺跡の双環状の集落跡は、住居llLの分布からみると、中期初頭から終末まで、各期の住居址数の変動

はあるとしても、中期の全期間に渡って営まれ、その結果として双環状をなしたと考えられる。ただそれら

の住居址はでたらめに設けられたものではなく、集落構成全体の上からも計画的に配されたとみられるので

あるが、そのことについては後で述べる。

南環集落の形態 南側台地の環状集落 (以下南環と略す)は、台地の長軸方向に長い約120× 80mの規模が
ある。広い台地の平坦面がやや凹んだ地形となる場所に、広場や墓域などで構成された、台地の長軸方向に

沿って長い、約50× 35mの略円形を呈する区域がある。そこには、中央よりやや西南側の住居域へ寄った場

所で、遺構の分布がいくなん薄くなる径約20mの円形をなす広場とみられる区域と、その北側から東側にか

けての外側 となる場所に上獲が集中する、墓域と考えらたる区域とがある。

住居群はそうした形態の空間を九く包み込むように、幅約20mの帯状の区域の内に位置している。しかし

台地の先端部では弧状にめぐる帯状の区域から外れ、やや空間をおいて台地の先端側に分布する一群がある。

また、地形区となる谷の頂部に近い台地の肩部では、帯状をなす住居域が狭まる広場の縁に、わずかに 3カ

所が 1列に並んで検出されている。

このように、帯状をなして円形の広場を九く囲むようにめ ぐる住居域は、地形区となる谷の頂部付近にも

認められはするものの、全体としては東北の方向から入り込んでくる谷へ向かって開いた形態をなしている。

注目されるのは、円弧をなしてめぐる帯状の住居域の間が切れて大きくあいた区域が東側と、やや狭 く切れ

る場所が南4貝Jに各 1カ所あることである。

住居域が大きく切れる東側の間隔は約20mぁ り、そこには土墳、柱穴状のピット群、方形柱穴列などの施
(1)

設が設けられている。おそらくそこが集落の出入口であり、道は地形区となる谷から台地下へとつながって

いたのであろう。検出されている柱穴状のピット群の中に、木柱を建てた痕跡であると考えられる土層の堆

積状態を示すものがあったのは、この場所が集落の正面の出入口部と考えられる点と関連し、集落の景観を

考える上にも興味深い。

一方の南側は、台地の軸線をはさんだ対称の位置で、強く張り出した地形が括れて緩 く湾曲する地形に移

る位置である。ここには台地の縁から円形の広場とみられる区域へ続く狭い帯状の空間がある。おそらくこ

の場所にも中期のある時期には集落の裏側へ通ずる出入口があったものと思われる。出日付近とみられる場

所には土墳がわずかに分布する程度であり、ピット群や方形柱穴列が検出されている正面の出入口付近とは

好対照をなしている。

北環集落の形態 北側台地の環状集落 (以下北環と略す)は、中央に径約35mの半円形を呈す広場とみら
れる区域をもつ、南北方向に約70mの規模を有する環状ないしは馬蹄形状を呈する。中央の広場とみられる

区域には土羨が分布して墓域が形成されているほか、若千の住居l■ も分布する。しかし住居l■の夕くは、広

場を丸く囲むように帯状をなす区域の内で、背後の山側に開いた形で台地の縁辺に沿って弧状に分布してい

る。

広場の縁に並ぶ住居l■は、台地の肩や縁に設けられたものが夕い。中には縁の角に設けられたため、片側

のプランが流出しているものもある。また、背後に壁のようにそびえる山のため、日当りも良いとは言えな

い条件の場所である北側の縁にまで住居址が発見されている。要するに、そうした住居lIの分布上のあり方

は、狭い地形の場所に営まれた集落が、ある一定の広さを保つ中央の広場に規制された姿でもあるとみられ

るのである。

δδδ
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南環の開口部が集落への出入口と考えられる谷へ向いて開いていることは指摘した。それとは対照的に、

北環は中央の広場を中心に、台地の縁に並ぶ住居址が山へ向かって開いた集落の形態である。南環と同じよ
(2)

うに、集落の開口部が集落の出入日の方向にあるとすれば、北環へ通ずる道は西の山側か、あるいは北西の

山裾から入る道がついていたのであろうか。いずれにしても南環と北環の集落を対比する上に、最終的な姿

であるとはいえ、両者が開口する方向の異なる集落形態にあることは、興味深い問題であるように思われる。

2 集落を構成する諸遺構の様相

住居址の特徴 棚畑遺跡で発掘された146カ所の縄文中期の竪穴住居址には、平面形と柱穴配置のあり方か
ら分類すると34の型式がある(第 4表、付表 1)。 第622図はそれらの型式の時期的な現われ方をみたものである。

それによると、住居l■の平面形は初頭から中棄にかけては楕円形と円形の2つの形態の流れがあり、後葉

に至ると円形と新たに出現した隅丸方形、隅九五角形の形態が主流となる。

中葉の住居址で注目されるのは大形の住居上の存在である。時期的には中葉 I～Ⅲまで認められ、中葉 I

ではA3・ A15・ B6の 3型式で4軒がある。中葉H・ ⅢはA14型式だけで、各期各 1軒である。また、大

形の住居llLも含め、主柱穴を結ぶように主柱穴間に間仕切状の濤や段を設けた構造のA9・ A10。 All・ A
12・ A13・ A14・ A15・ B9・ B15型式の住居址は後

葉には認められず、中葉の住居上の特徴として指摘で

きる。

後葉の住居上には中葉にみられたようなきわだった

規模の差は認められない。大きさは平均化し、隅九方

形や隅九五角形といったプランの住居址が多くなる。

隅丸五角形プランの住居址で特徴的なのは 2号である。

埋甕等の存在から主軸線上の張り出した部分が出入口

部と想定されていたが、この場所の壁外から出入口郡

の施設とみられる柱穴が発見されたことで、隅九五角

形プランの住居址の出入口部の位置はほぼ確定的とな

ったと言えよう。

上に指摘してきたような特徴をもついくつかの住居

l」Lの型式は、中期全体を通してみた場合、中葉の段階

では中葉 I・ Vに、後葉の段階では後葉 I・ Hに 多く

現われていることは注意される現象である。

また、住居内に貯蔵穴らしき遺構をもつ住屋址は、

中期の全住居址というわけではないが、中期のほぼ全

期間を通して認められる。特に断面形がフラスコ状を

呈するような遺構を備えた住居址は、中葉Ⅲ～V、 後

葉Hに認められる。いずれにしてもそうした住居址で

の貯蔵穴らしき遺構の存在は、後で述べる土羨の中に

貯蔵穴とみられる遺構が少ないことと関連して注目さ

れるのである。

ざ
A B C D E

楕円形 円形
丸

形

隅

方

隅丸

五角形
方形

l EEl Al Bl Cl Dl El

2 ① A2 B2 C2 E2

3 0 A3 B3
4 ◇ B4 C4 D4

5 牌 A5 B5 C5 D5

0 B6 C6

7 Φ A7 B7 C7

0 A8 B8

① A9 B9

Φ A10

⑭ AH

0 A12

0 A13

Φ A14

③ A15 B15

第 4表 住居型式の組列
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第622図 住居型式の消長

大形の住居l■と老の性格 146カ所発見されている住居址の中で、規模がきわだって大形の住居址が 6カ

所ある。

中葉 Iの A3型式の117号は、北環の谷に面した南側の台地の縁に近い場所にある。炉は地床炉で、住居の

中央に 5カ所 と中央からやや離れた北西側に 2カ所、計 7カ所の地床炉がやや不規則に設けられている。地

床炉はいずれもよく焼けているが、掘方のあるものとないもので円形や細長い形態に焼けたものなどがあり、

使われ方の異なる炉ではなかったかと推察される。北西側の方形の浅い掘方を伴う炉の脇の床には工作台の

ような角柱礫が遺存していた。出土遺物では石器が多い。変わった形態の石皿が出上してはいるものの、信

仰的な遺物はほとんどない。また、住居廃絶後、人為的に埋め戻された凹地で祭祀的な行為が行われ、覆土

の上面には小さな黒曜石の集石がなされてもいた。以上のような点で、■7号はあるいは共同の作業場的な性

格を合わせもった住居址ではなかったかと思われるのである。

A15型式の157号は、北環の台地東側の中程の場で台地の縁に位置している。主柱穴の内側に小さな柱穴を

配した空間構成をとる住居址で、花形と五角形を呈するかわいらしい河ヽ形の石囲炉が 2カ所ある。この住居

址からは、完形であったら相当に大形であろうと思われる土偶が 2点出上している。西側の刻ヽさな炉はほと

んど焼けていない特殊な炉であり、土偶の出土と合わせ、祭万E的な様相のうかがわれる住居址である。

B6型式の104号は、北環の南西側でやや奥まった山裾に位置している。中央の埋甕炉を中心に、それを丸

く囲むような位置に 5カ所ほどのよく焼けた地床炉が等間隔に配されている。117号の地床炉の配され方とは

異なり、埋甕炉を中心に規則的な配置の構成をとることから、何らかの集団関係のもたれる場であったと考

えられる。出土遺物はいろいろなものが豊富にあり、その中には石棒状と石皿状とでも言えるような土製品

のほか、亀甲状を呈する石製品等の信仰的な遺物がある。その点で祭祀的な様相がうかがわれるのであるが、

土偶は 1′くも出土していない。

B6型式の147号は北側台地の先端に位置している。中央からかなり東側へ片寄った位置と思われる場所に

大形の埋甕炉が設けられており、炉はよく焼けていた。それに付随するかのように底のある大形の深鉢が埋

668



第 5節  lll畑 遺跡の縄文時代集落の概観

められていたが、これは炉とはみなせない特別な施設であった。打製石斧の多いのと、ごく小さな黒曜石の

集石がなされていたらしいほか、信仰的な遺物では混入とみられるような上偶の小片が 1点 と数点の上製円

板がある。地床炉は設けられていないことから、そこには■7号のような性格はうかがわれない。また同じ型

式の104号ほど信仰的な遺物も顕著でない。特徴的なのは大形の炉と、それと並ぶ位置にある底の完全な大形

深鉢を埋設した遺構であり、かつその炉等を片側に寄せ、住居の中に広いスペースを用意しているというこ

とである。これに屋根裏の空間も利用したら、相当数の人や分量の物資を収容できたはずである。

中葉 H・ Ⅲでは円形プランをもつ大形の住居は消え、楕円形プランのA14型式となる。中葉Hの 7号Aは、

南側台地先端部の南側の突端となる場所に設けられている。大形の円形石囲炉が出入日の片側へ寄った位置

にあるほかは、特別な炉は設けられていない。高い段を設けたべ ッヽド状の床の構造をもつもので、主柱穴の

内側に小さな柱穴を配した空間構成をとる。遺物では土偶と小形土器の出上が注意される。住居の構造と出

上遺物のあり方は中葉 Iの 157号 と類似し、また住居内での炉が片側に寄った位置にあるという点では147号

と似た面がある。

中葉Ⅲの119号は、北環の谷に面した南側で台地の縁に位置している。主柱穴の内側に小さな柱穴を配した

空間構成をとる住居址で、中央には大形の円形石囲炉がある。土齢や石器のほか、信仰的・祭祀的遺物など

いろいろな遺物が豊富に出上している。型式的にも中葉Hの 7号 Aの流れを受ける住居址であるように思わ

れる。

八ヶ岳山麓の中期中葉の集落で、他の住居址に比べやや大きい住居l■が 1軒ほど加わって集落が構成され
(3)                                (4)                                      (5)

る遺跡と住居址は、徳久利遺跡第12号住居 l■、頭殿沢遺跡第 4号住居 J■、判ノ木山西遺跡第 7号住居址、大
(6)

石遺跡第24号住居址等がある。 しか しそれ らの例は、棚畑遺跡の住居址で言えばいずれも中形の部類に含 ま

れる程度の大 きさの ものである。
は)

長野県内では、伊那谷北部の拠′ミ集落の 1つ とみられる伊那市月見松遺跡第59・ 61号住居l■が、大形家屋
(8)

とみなすことが可能な住居l■Lと して知られているにすぎない。月見松遺跡第59・ 61号住居l■Lは、ほぼ同じ時

期とみられる棚畑遺跡の大形の住居址の中では、形態的な特徴からみて117号が類似していると思われる。ま

た大きさの点では104・ 117・ 157号 と中葉Hの 7号 A、 中葉IIIの 119号などともそれほど違わないが、147号に

比すと一回り小さい規模とみられる。

つまり大形の住居址の中にもいろいろな形態のものがあり、集落の集団構成に関わるような類のものと、

相当に広い地理的な範囲の集団関係の中に位置づいているというような類のものなどがあるのではないかと

思われる。その点でも棚畑遺跡の中葉 Iの 4軒の大形の住居l」rは、それぞれにその主たる機能が異なるよう

であり、そのあり方には興味深いものがある。

棚畑遺跡の大形の住居上については、住居の構造と共に、それらの住居址が台地の突端や縁辺といった、

集落の外からみて見通しのきく場所に設けられている目標となりやすい施設であるということは重要な点と

して指摘できる。そしてそのような類の大形の住居址が、棚畑遺跡の位置する八ヶ岳山麓や諏訪湖周辺とい

う地理的範囲の中にまだ発見されていないということも、現実的な課題として考えてみる必要があるだろう。
(9)

長野県内では今までに2,000カ 所を越すとみられる数の中期の竪穴住居l■が発掘されているにもかかわらず、

特に147号のような巨大な住居l■がないとすれば、それは長野県を中心とする中部高地での棚畑遺跡の固有な

性格というような面を検討してみる必要があると思われるのである。

炉形態とその変遷 入ヶ岳山麓の縄文中期の遺跡では、住居址の炉形態の特徴と、その炉が中期を通して
l101                                       111)

変遷 していく様子が南麓の井戸尻遺跡群や西山麓の茅野和田遺跡でのあり方に捉えられている。棚畑遺跡の
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住居l■に設備されている炉の形態もそれらの遺跡でのあり方と基本的に変わるところはないと思われるが、

どのような形態の変化があるのか、その流れを第623図にまとめ、関連する 2・ 3の問題点について記してお

くこととする。

炉の形態の分類は、完形の炉で、内径がおおむね50× 50cmを小 (A)・大 (B)の別の目安とし、主として

平面形と炉石の組み方を基準としてある。

a:地床炉。 b:埋甕炉。ACi小 型方形石囲炉。Ad:小 型五角形石囲炉。これにはやや小形の一枚石
を組むものと、河ヽ礫をいくつか五角形状に配したものとがある。Ae:河、型円形石囲炉。小礫や痛平な河原

石を斜め縦に組んで丸く囲ったもので、花形を呈すものがある。Af:小 型円形石囲炉で、炉石を掘方の縁
に平らに並べて配したもの。Ag:月、型円形石囲炉で、炉石を維に深く組んで囲ったもの。Ahi刻 型ヽ円形
土器埋設石囲炉。Bi:大型円形石囲炉で、炉石の組み方がACと 同様のもの。Bj:大型円形石囲炉で、
河原石を掘方の縁に平らに並べて配したもの。平面形がやや長方形に近いものもある。Bk:大型方形土器
埋設石囲炉。BI:大型長方形石囲炉。河原石をいくつか使って囲ったもので、炉の掘方が浅い特徴もある。
Bm:大型方形石囲炉。各辺がすべて一枚石でなく数個の河原石等で囲ったもので、焚口部に平らな礫を据
えたものもあり、掘方の深さも著しく深くならないものがある。Bn:大型方形石囲炉で、四辺が大形の一

枚石で組まれた掘方の比較的深いもの。以上、棚畑遺跡の中期の炉は14類に分類されるが、他に炉を有しな

い住居llL(住居l■ としてよいかは疑問)が初頭Hと後葉Hに各 1軒ある。

図からうかがわれる全体的な傾向は、地床炉・埋甕炉から小形の石囲炉へ移行し、後葉ではほとんど大形

の方形石囲炉となる。Bi類は大形の住居l■に限られている点で特徴的である。

炉石の抜き取り等で炉を破壊する傾向は中葉Ⅲ・Ⅳ頃から始まり、後葉に至っては顕者となる。後葉では

類別

時期

A B

a    b C d e f g h 1 J k l    rn   n

初
　
頭

Ｉ

　

Ｈ

中

葉

I

II

III

IV

V

VI

後

葉

I

H

III

IV

V

δ筋

第623図  炉形態の消長



第5節 棚畑遺跡の縄文時代集落の概観

各期とも相当に高い割合で炉の破壊が行われており、後葉全体では80%を越す高い率になる。つまりどちら

かというと、例えば第 2・ 123号の石棒を有する炉を典型とし、むしろ完存している炉の方が特殊であるとさ

えみられるのであり、後葉においては住居を移す際に炉を破壊することは 1つの習俗であったとすら考えら

れる状態である。

炉の破壊と関連して注目されるのは炉内に残る焼上のあり方である。大勢として、炉があまり破壊されな

い中葉の炉内には、炉石は焼けているにもかかわらず、焼上が掻き出されたのかきれいに残っていない例が

多い。後葉においても、炉底の地山が焼けて厚く赤化してはいるものの、第68・ 72号等の若千例以外は、多

くの住居址で焼土・灰・炭化物等が掻き出されたとみられる状態にあった。そうしたあり方は、生活するこ
l121

とをやめた状態を示す住居址の炉としては不自然であり、炉の破壊と関連する事象としても注目されること

を指摘しておきたい。
l131

竪穴状遺構のあり方 竪穴状遺構と考えられる遺構が北環に 2カ 所ある。 1号からは土製円板 1,点 と打製
石斧 2点、及び黒曜石の争J片類等が出上している。 2号は中央に石皿の破片 2′くと礫からなる集石状の遺構

があって注目された。時期は判然としないが 1号が中葉 I、 2号が中葉V以前である。 1号は台地縁辺部で

も東側の中程の場所にあり、 2号は谷に面した南側の場所である。

両遺構は住居域の中に設けられているという特徴があり、かつ異なった住居群に位置している。つまり竪

穴状遺構は住居との結び付きが比較的強い、日常的な性格をもつ施設であると考えられる。そのような′ミで、

1号については出土遺物のあり方からは判然としないが、 2号などは貯蔵施設である可能性もあると思われ

る。しかし棚畑遺跡の場合、住居址数に比して遺構数はごく少なく、どの住居群にも付随するという施設で

はない。また中期の比較的限られた時期の遺構であるらしい点など、この種の遺構の性格を限定できない要

因もある。

上境とその出土遺物 北環の上獲は広場とみられる区域の中に位置している。分布の上では広場の中央で

北寄りの場所に集中する群と、南東側へ寄った場所に 1つの群があり、それらの群よりは規模の小さい一群

が東側へ寄った台地の先端に近い場所と、南西側の山裾の場所にある。

南環では中央の広場とみられる区域を中心に、その外側となる台地の先端側にも波及するように分布し、

台地上のほぼ全域に認められる。分布の中心は広場とみられる区域の北側の奥まった場所と、東南側の谷へ

向かって開いた場所から南側の前列に並ぶ住居l■の背後にかけての場所の 2カ所である。そのほかに谷へ向

かって張り出す地形の場所と、東南側の台地突端部に近い場所にも小さな一群が形成されている。

約1,200カ所掘り上げた土墳・穴からは遺物が出上しない例が夕い。まして同地点での重複が激しいため、

明らかにその上墳に伴ったと判断できるような遺物の出土例は限られる。言い換えれば土獲には遺物が伴わ

ないのが普通であり、墓に入れられたとみられるような遺物を伴う土獲はむしろ特例の類に属すのではない

かとさえ考えら/tる。

遺物を伴う土羨で特徴的なもののうち、一括土器を伴う土墳では、完形ないしはそれに近い形態の比較的

小形の土器が伴う類と、比較的大形の深鉢や相当に大形の上器を伴う類との 2類型がある。時期的には前者

が初頭 Iか ら中葉の全期間と、遅くとも後葉 Iま でに限られるのに対し、後者は初頭から後葉まで、中期の

ほぼ全期間に渡って認められる。やや特異な例としては、浅鉢を壁際に伏せた、北環中央に位置する後葉Ⅳ

とみられる556号がある。これなどは本遺跡でも後期に至って特徴的となる、浅鉢を伏せた形態の上羨墓の先

駆的な例であろう。

土墳から出土する石器で件数・出土量ともに比較的多いのは打製石斧であり、次いで大形粗製品匙、石鏃、

δ々



第Ⅳ章 考  察

凹石である。その他若千例の出上が認められる石器もあるが、横刃型石器や磨石類はほとんど認められない。

また、石棒・丸石 といった類の石器がまったく出上していないことは注目される現象として指摘できる。

これらの石器を出上した土墳のうち、大形粗製石匙を出土する土墳で一括土器の伴うものは2例ある。 l

つは石匙 2点と中葉Vの深鉢が伴出した南環の597号で、もう1例は石匙 1′ミと中葉Ⅲとみられる小形の深鉢
t41                                1151

が伴出した北環の643号である。また、大形粗製石匙の年代観や、東京者る八王子市神谷原遺跡の例などから

も、大形粗製石匙を出土する土羨は中期中葉に限定できるものと思われる。その他の石器を出土する土羨の

年代観は捉えにくい。それは、上墳が中期を通して墓域内でくり返し掘 り続けられた結果、それらの石器が

本来の上墳を離れている可能性があるからである。しかし集落の中央にある広場ないしは墓域において、そ

れらの石器が作られたり使われるというような事は少なかったと思われる。まして広場は通常においては丁
l10

寧に清掃され、管理されていたとすれば、帰属する土墳は不明であっても、墓域を構成する土獲から発見さ

れるそれらの石器も、本来的には墓に埋められたものであったはずである。その点で棚畑遺跡の上援から出

土する遺物で一般的な黒曜石の手J片類も、墓に入れられた遺物であったと考えるべきであろう。

上器・石器以外の遺物では土偶と垂飾の玉類の出上がある。希少例ではあるものの、他の上墳と共に墓域

に位置付 く土娠からの出上であることが指摘できる。特に500号の場合、小さな浅い土渡ではあるものの、横

たわる土偶の北側にややあいたスペースのあることは注目される。上偶の年代観に関しては前節で中期中葉

I・ Hと 考察されている。また、垂飾りでは硬玉製大珠 3点 と琥J自玉が 1点ある。上川を間に東南に約900m

の地′くに位置する中原遺跡では、後棄の集落の中央に位置するとみられる墓域の土獲から硬玉製大珠 1点 と
llり

琥珀の大珠 と玉が各 1点ずつ出上している。藤田富士夫氏によると、硬玉製大珠は、製作遺跡のある北陸地
l10

方では中期後半に多くが検出されているというから、中原遺跡の大珠と共に、棚畑遺跡の硬玉製大珠につい
l191

ても中期後葉の年代観を与えておきたい。琥珀玉については寺村光晴氏の研究と中原遺跡の例からみて、硬

玉製大珠と同様の中期後葉の年代観を想定しておくこととする。

上に記してきたような遺物を伴う土援は、基本的には中期初頭の段階で一応出揃っているようである。ま

た、住居の配置と墓域の形成といった、集落構成上の基本的な形態が始まるのも中期初頭の頃であるらしい。

そしてそれらの遺物を出土する土獲は北環と南環の両者に認められるのであるが、注目されるのは土偶と玉

類を出土する土墳が南環にだけ認められるということである。このことについては後でふれる。

なお、礫や集石を伴う土墳の時期的な傾向については明らかでないが、中期の上羨の中にもそのような形

態のものがある。また、ごく少量ではあるが、クリ等の堅果類の炭化した木の実を出土した土娠が 4例ある。

私どものみたところでは14号 と253号がクリ、301号が ドングリ、367号がクルミとみられた。時期的には253

号が後葉Ⅳの可能性があり、367号は後葉Hの 74号住居址に伴うものと思われる。301号は住居域に位置して

いるものの、14・ 253号は墓域の中にあり、貯蔵穴の可能性は少ないように思われる。

方形柱穴列の形態と時期 方形柱穴列は発掘時に確認されたものと整理の段階に至って確認されたものを
合わせ、南環に14カ所ある。上墳とした遺構の配列の捉え方によっては、あるいは新たに見い出される遺構

があるとしても、ゴヒ環にはなく、南環にだけ設けられていることは注目される。
981

発見 された14カ所の長方形柱穴列 を石井 寛氏の分類に従 って類別すると、A2-2種 とされた柱穴が 1周

し、短辺 と長辺が 2本の柱穴で構成されるもの と、 A3-3種 とされた柱穴が 1周 し、短辺 と長辺が 3本の

柱穴で構成 されるもののほか、 A3-2種 とでもすべ きものの 3種類が存在する。これをさらに規模の面か
911

ら分析するため、佐々木藤雄氏の長軸の長さの基準を手掛かりに分類すると以下のようになる。

A類 :A2-2種 とされたもので、長軸の長さが 4m未満の月ヽ形とされるA型のもの。 1。 4・ 10。 11・
δ72



第5節 棚畑遺跡の縄文時代集落の概観

12。 13号の 6基がある。

B類 :A2-2種 とされたもので、長軸の長さが 4m以上 6m未満の中形とされるB型のもの。 6。 7・

9・ 14号の 4基がある。

C類 :A2-2種 とされたもので、長軸の長さが 6m以上10m未満の比較的大形とさ紀るC型のもの。 5

号が 1基ある。

D類 :石井氏の分類にはないが、石井氏の方法に沿えばA3-2種 とでも分類されると思われるもので、

3号が 1基ある。

E類 :A3-3種 とされたもので、長軸の長さが C型のもの。 2・ 8号の 2基がある。

以上の5類型のうち、D類の3号とE類の2号は短辺中央の柱穴が外側に強く張り出しているものの、E
921

類の 8号はほぼ線上にある′くで両者には形態上の異なりがある。このことに関しては石井氏も指摘しており、

両者の分類の有意性については将来を期 したい。ここでは棚畑遺跡においてもD類 とE類 とした方形柱穴列

の中に、短辺のあり方で 2形態の認められることを指摘するにとどめる。

方形柱穴列の中には他の遺構 との切 り合い関係の捉えられているものがある。A類では 4号が中葉 Vの 16

6号土羨 を切っている。10号は後期Ⅳの438号土墳に切られ、上面には後期 V前後から形成され始めたと考え

られる集石遺構が構築されている。11号は中葉 Iの 87号土獲の浅い部分を切っている。12号の真上には後期

末から晩期初頭とみられる敷石遺構が構築 されていた。 B類では 9号が後葉 Iの 92号住居工 と後葉Ⅱの93号

住居址 を切っている。D類では 3号が中葉 とみられる223号土竣を切 り、E類の 8号 も中葉 とみられる40号土

竣を切 っている。

また、 C類の 5号は後葉 Hの 29号住居 l■ と重複関係にあるほか、後葉Ⅱの25号住居 l■Lと も接近した位置関

係にある。B類の 6号 も後葉 Hの 29号住居l■ と接近 した位置関係をもち、かつ中葉とみられる200号上墳の上

にまたがっている。

方形柱穴列どうしではA類の 1号 とE類の2号が重複関係にある。B類の 6号 と7号は96号土装を支点に

どちらかへ移して建替えられているらしい。これに接するC類の 5号もそれと連動しているかのようで、6・

7号 と同じようにどちらかへ移して建替えられているらしい。そのほか同時存在の認められないような、位

置的に接近しすぎているのではないかとみられるものがある。

方形柱穴列は中期の墓域に位置しているため、遺構を構成する土娠は他の上壊との同地点での重複が激し

い。そのため切り合いの状態や、あるいは遺物が伴う場合は伴出遺物の捉え方などの見極めがむずかしく、

記録化に際して適確さが欠けてしまっているものもあると思われる。指摘してきたような遺構の重複関係や、

方形柱穴列を構成する土獲からの出土遺物の傾向などをみると、A類のものの中には中期後葉の可能性のあ

るものがある。後で述べるが、後期の土器は主として 2・ 3・ 4・ 5・ 6,7・ 8号のあたりに分布してお

り、A類の方形柱穴列とはあまり重ならないようである。また、E類は後期の可能性が考えられ、BoC・

D類の中では 6号が後期の可台を陛が強いものの、時期的な類別はできそうにない。
981

八 ヶ岳西山麓の縄文中・後期 の遺隊では、棚畑遺跡か ら上川の上流に約 5.5kmの 地 く́にある上 ノ段遺跡から

方形柱穴列 らしき遺構が発見されているほか、上川の下流に約 2.5kmの 位置にある下 ノ原遺跡か らは 6例が発
1241

見されている。

上ノ段遺跡の例は、宮坂英式氏が竪穴住居 l■の全体を完全に発掘し始めた頃の昭和16年の調査で、中期よ

り新しい時期の住居址と考えているらしい小形の第2号住居址にまたがるような位置格好で検出されている。
1251

この遺構が方形柱穴列らしき遺構であることについては指摘 しておいた。石井氏の分類に従えばA2-3種
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であり、大きさは長辺4.5m、 短辺の北側3.Om、 南辺4.Omと 報告されている。この時の発掘で出土した土器

のあり方などから、この遺構は後期の遺構である可能性があると思われる。また、下ノ原遺跡には上ノ段遺

跡と同類のA2-3種 が 5例 とA3-3種 が 1例ある。いずれも堀ノ内 Iか ら加曽利BI頃 までの後期 とみ
られる時期の遺構である。

若千例ではあるが、以上のような類例のあり方から、同じ地域の中に位置する棚畑遺跡のE類については

後期の可能性がありえる。しかし後期とみられるA2-3種 が棚畑遺跡にないこと、また逆にA2-2種 と
A3-2種 が下ノ原遺跡にないことは、それらが中期の可能性をもつものであるのか、あるいは遺跡の様相
差というようなことになるのか、今後の類例の増加をまたなくてはならない。いずれにしても棚畑遺跡の方

形柱穴列は中期後葉から後期にかけての期間内で時間的な前後関係があると予測されるものの、確実な時期

決定はむずかしいというのが実状である。

棚畑遺跡の方形柱穴列は住居域の内帯で、軸方向が中央を向かず、住居の配列の円弧にそって設けられて

いる。その′点では中期の集落構成全体の上からも規則的な配置のあり方が認められる。特にA類はそれぞれ

がほぼ等間隔で酉己されていることは注目される。しかしA類も含め、方形柱穴列は集落の出入田部近くの場

所と、北環側へ寄った集落のやや奥の場所とにある。しかもいずれもが墓域とみられる区域に位置している

ことが、棚畑遺跡の方形柱穴列の特徴として指摘できるのではないかと思われる。

ビット群と広場のあり方 南環の谷へ向かって開いた場所から、南側にまわる住居域の内帯にピット群が
ある。ピット群の分希する場所は墓域であり、かつそこは方形柱穴列の分布する場所でもある。しかしピッ

ト群は墓域の内側から広場にかけての空間ではなく、墓域の比較的外側の場所に著しい。つまリピット群は

集落の出入日付近で墓域と重なりながらも、基本的には墓域と住居域の間の空間に形成されている。時期的

には中期後葉から後期までの可能性があるとはいえ、子旨摘してきたような中期の集落構成全体の中に位置づ

くような規則的な配置のあり方がうかがえるのであり、時期を限定することはむずかしい。

ピット群の中には木柱状のものが建っていたのではないかと考えられる土層の推積状態を示すものが数カ

所確認されている。しかも分布の上からはピット群がある程度のまとまりをもっていることがうかがえな。

しかしその間隔や配置には方形柱穴列のような規格性はなく、ピットの規模が小さい点でも、大形の上屋構

造を支えられる施設であったとはやや考えにくい。

八王子市神谷原遺跡は、ピット群が中央の上羨を囲むように住居域の内帯にめぐらされている典型的な例

であり、その性格については何らかの人間の精神生活に由来する遺構ではないかと考えられてい思。棚畑遺

跡の近くでは新水掛遺跡の広場の付近とみられる場所から中期中葉のピット群が発見されてい思ものの、そ

の実態はまだ明らかでない。

401畑遺跡のピット群のあり方は、時間的、空間的な隔たりであるのか、神谷原遺跡にみられるような墓域

の全体を囲むような形態ではない。しかし墓域と部分的に重複するとはいえ、住居域の内帯で、墓域との間

に位置しているという′ミでは集落構成の上で類似している。棚畑遺跡の場合はそれが集落の出入口部付近に

位置しているという点に特徴があるだろう。いずれにしても棚畑遺跡のビット群に関しては、神谷原遺跡の

ピット群に考えられているような性格の遺構ではなかったかと思われるのである。

次に広場についてみてみよう。北環の広場は、西の山側がやや高く、東の台地縁辺側に徐々に低くなる、

地形に沿った傾斜をなしている。中央の広場には墓域が形成されているものの、南環の墓域の内側にみられ

るような円形の空間やピット群、方形柱穴列といった特別な遺構や遺物の出土はない。

δ密
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南環の広場は地形が浅 く皿状に凹む場所に設けられている。広場には北側から東側にかけて墓域がある。

墓域の内側で、台地の付根部の西南側から入る谷の方向へ寄った場所に、若千の上獲が検出されているとは

いえ、遺構の分布が薄 くなる径約20mの円形をなす区域がある。この区域の南側から西側にかけては直ちに

住居域となり、この方面の住居域と広場の間には墓域がまったく形成されていない。集落の出入口部からは

奥まった場所であり、南環全体からみれば西へ寄った広場の片隅とでも言える場所である。集落の出入口部

の 1つではないかと思われる、南側の住居域が帯状に狭 く切れる場所 もこの区域へと続いている。

時期の特定できない若千の上羨のほかには特別な遺構は認められない。しかしわずかに 2例ではあるもの

の、ほぼ中央の場所から単独に出上した一括土驀のあることは注目される。それらの上器は中葉Ⅲ～Ⅳとみ

られる土器で、 1つは大形の深鉢であるが、もう1つは完形であったら見事な有孔鍔付土器であろうと思わ

れる、彩色の施されたやや大形の上器である。

八ヶ岳南麓の藤内遺跡では、存在が確認されている22カ 所の住居址群にとり囲まれた集落の中央部から、
1281

土器群を中心 とする 7つのグループで構成される特殊遺構が発見されている。棚畑遺跡の場合はわずかに 2

個体ではあるが、その数量の少なさは、その後の集落の展開の仕方で動かされたものもあるかもしれない。

上器の少なさや遺構の異なりはあるとしても、時期的な関係、集落内での位置、構成される土器の器種など

の点で藤内特殊遺構に通ずる性格がうかがわれる。そうした,点で上に記してきた 2例の上器が、集落の中央

でも墓域でない広場とみられる区域に位置していることは、同じような類の遺構の性格を考える上に示唆的

である。なお、遺構外の一括土器は数個体がピット群の分布域からも発見されている。

3 集落の構成

住居址群の群別と集落の分割 棚畑遺跡の縄文中期集落は、146カ 所の住居址が南・北 2つの環状に配され

た形態をもつものであるが、それらの住居l」 r_は広場を囲むように配された住居域の中でも、それぞれの場所

ごとに一定のまとまりをなして分布しているようである。

中期中業の段階 (第624図 )では、南環は西側の山裾から南側の台地の縁にかけてA～ Eの 5つの群で構成

されている。A群は台地の先端部でも南側の場所に位置する群。B群は台地の南縁辺部が緩 く湾曲する地形

の場所に位置する群。C群は台地の縁辺部が南側に強く張り出した地形の場所に位置する群。突端部は発掘

してないが、造成時の確認では住居址の存在は認められなかった。D群は地形がテラス状に高くなる西側の

山裾に位置する群。E群は南環の北側で、北側の台地に続く地形の場所にある群。

北環は台地の縁にそってF～ Jの 5つの群で構成されている。 F群は南西の山裾に位置する群。G群は地

形区となる谷に面した南側の場所に位置する群。H群は東側の台地縁辺部の中程の場所に位置する群。 I群

は東側に張り出した台地の先端部に位置する群。」群は台地の北端となる場所に位置する群。西へ続 く未発

掘の台地の縁辺部には住居址の存在が考えられる。

中期後葉の段階 (第625図 )では、南環はA～ Kの 11の群で構成されている。このうち南側から東側にかけ

ての主としてA・ C・ D群は一挙に集落の内側へ移って形成されている。また、新たな場所にK群が形成さ

れるなど、集落の再編成のなされたことがうかがえる。A群は台地先端部でも台地の長軸線が通るほぼ中央

の位置から北側にかけての場所に分布する群。B群は台地先端部でも南側の突端に近い場所に位置する群。

円弧をなす帯状の住居域の外周に位置することは、隣接するA・ C群 との関係で注目される。C群は台地先

端部でも台地の長軸線が通るほぼ中央の位置から西南側にかけての場所に分布する群。台地のほぼ長軸線上

に位置する29号は住居域の内側へ出て設けられた住居址であり、西側の山裾で同様の位置にある73号 と広場
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第6Z図 中期中葉の住居址群とその群別 (1/1,000)

をはさんで向い合った位置にあることは興味深い。D群は台地の南縁辺部が緩 く湾曲する地形となる場所の

肩部に位置する一群。 E群は台地の縁辺部が南側に強 く張 り出した場所に位置する群。 F群は台地の付根部
で、西南側から入り込んだ浅い谷に面してやや低 くなりかける場所に分布する一群。68号は西側1/2ほ どが不

安定な黒土中に床の設けられた住居址であった。G群は山裾の地形が浅い谷へ向かって開けた地形となる場

所に位置する群。谷寄りの西側の低 くなる地形の場所に位置する72。 77号は西側1/3ほ どが黒土中の床となる

住居址であった。H群は地形がテラス状に高くなる西側の山裾の中央部に位置する群。 I群は西側の山裾の
地形から続く南環の北コーナー部に位置する群。 J群は地形区となる谷に面した北側台地へ続く平坦な廊下

状の地形となる場所に位置する群。K群は地形区となる谷の頂部付近の場所で広場の縁に分布する一群。台
地の縁の場所でもあり、発掘区の状況からみても、背後となる谷側には住居J■の存在する可能性はないもの

と思われる。

北環はL～ Pの 5つの群で構成されている。南環でも認められたが、住居群は台地の縁辺部から主として

内側の場所に住居域を移して形成されている。 L群は南環へ続 く地形の場所に位置する群。M群は台地のほ

ぼ中央部から地形区となる谷に面した場所にかけて分布する群。N群は台地のほぼ中央部から先端側にかけ

て分布する一群。O群は台地のほぼ中央部から北側の縁辺部にかけて分布する一群。 P群は台地の北端とな

δ密
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第625図 中期後葉の住居址群とその群別 (1/1,000)

る場所に位置する群。

南・北両環の住居域に分布する住居址群については以上のような群男Uが可能ではないかと思われる。各群

は円弧をなす住居域の中央から放射状に分割されたような構成をとる。ただ、後葉の南環A・ C・ D群と北

環では住居l■が前後に間隔をとって並ぶような、住居域が同心円上に分害Jされるという傾向も認められない

ことはない。そうした点で、南環の帯状の住居域の外周に位置する後葉段階のB群のあり方は注意されるべ

きであるが、放射状に分割されたA群の背後に続く配置の形態にあることも考慮されなくてはならないだろ

う。ともかく住居群はそれぞれの小さく分割された場の中に位置付いている。そのことは、他に適地がある

にもかかわらず、平坦な地形とならない山裾の場所や、谷の地形にかかる不安定な場所に住居が設けられて

いることなどにもうかがえる。

住居址群の群別から注目される!ミに、群別された各群がさらに大きなまとまりとして認められ、そのあり

方から集落が分割されるという可能性のあることがある。その1つは北環と南環の分割であり、もう1つは

南環の中での分割である。

北環の住居址群と南環の住居址群は、北側台地と南側台地の地形区となる、谷の頂部で括れた地形の付近

で分割されるようである。北環は南環のように大きく分割される構造にはないようで、北環全体が 1つの大

エ
//

身

ル
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きなグループ (北群)と も考えられる。一方の南環は、集落の開口部となる谷の頂部付近とその奥の場所を

結び、円形の広場の中央を真直に通る形態の軸線で、西側の山裾に近いグループ (西群)と 、台地の南側か

ら先端側にかけてまとまるグループ (東群)と に分けて考えられる。開口部と反対側の奥となる場所は、主

として中葉段階では、台地の付根部に西南側から入る浅い谷の地形となる場所ではなかったかと思われる。

この場所は、南側から台地に入るのには最も登 りやすい地形の場所である。しかし後葉段階にはこの場所に

F群が形成されるためか、後葉のある時期には南側に張り出した地形が括れる場所のD群とE群の間に移っ

たようで、開口部とを結ぶ軸線は円形の広場の中央あたりで折れ曲った形態をなすようになるらしい。北環

と南環を分ける位置には考えにくいとしても、南環の住居域を分ける位置に集落の出入口部のある可能性に

ついては前に指摘してある。

第 5表は、分割された集落と各住居群を構成する住居址を時期毎に整理し、集落の動きと各群での住居の

流れをみたものである。同じ時期の枠の中で並列する番号の住居址は同時期存在の推定されるものである。

縦に並漆番号の住居址は、接近する位置関係等から、近 くに場所を移して建春えた住居等と思われる時間的

に前後の関係があると考えられるものである。ただし、住居の流れと連続性をみる場合、住居の廃絶された

時期の認定に厳密さが欠けていることもあると思われる。また、住居の新築と継続性や廃絶というような住

居のもつ単純でない時間的な性質が、時期的な区分の基準となる土器型式のもつ時間的な性質と、かならず

しも調和していないというようなことも実際にはあると考えてみるべきであろう。

そうしてみると、各群ともだいたい 1～ 2軒ほどで構成されるようであり、大形の住居が含まれたり、分

南 環 環
住居跡数

南 計

初

　

頭

I 〇 ⑩ ◎ 3 0 3

H 〇 ⑩⑩⑩ 1 3 4

東 西

A B C D E F G H I J

中

葉

I ① ⑪⑩⑩⑩
l冦 Si0 l

④ ⑩ ⑩ ⑮ 1 3 4

⑬    l②  l⑭ ⑩ ⑭ ⑩ ⑪ ⑩ l⑩ ⑪ l ⑩ 5

IV ④ O  : ⑮ ① ⑪ l ⑩  ⑮ 4 3 7

V ③    l⑫  ⑬ l ④ ⑦ O⑩ ⑦ l⑩ clD⑩ l 8 3 11

VI ⑤ l② ⑩ Θ ① ①  l ⑩ ⑩ ⑭ 8 1

東 西

A I B I C i D E FIGiHI I I J K L M N O P

後

葉

I ⑩ ② ② l① ⑮ ① O ⑫ l ⑫ lO Θ ◎
1謬
〇 ⑮
①

⑩

⑮ 認l⑩ l⑫ 17 6

抵醤も l④◎② ① ⑫堕 1迦拶 8◎⑬lO ⑮⑩ ］
⑭

⑪  C)l   ⑭ 6

⑩ ④ O④ l ◎
l⑫ 諷 ⑩ ⑭ 8 2

IW 〇 ② ⑥
③

① ⑫ ○ ⑪ ⑩ ⑩ ⑭ 7 4

V ⑭ 〇 ⑩ ⑩ 2 2 4

不 明 2 2

第 5表 縄文中期集落の構成と住居址の変遷変
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散して新たな流れができたり、また1つの流れにまとまるというようないろいろな複雑な動きが認められる。

そうした各群の動きを一々説明することは煩雑になるのでしないが、伝統的な中葉段階の群の構成が、後葉

Iに住居数が増えて再編成されていることは注目される。また、南環が東 。西の 2つの群に分割されるとみ

られることは墓域の構成のあり方にも認められるが、そのことについては後で述べる。ともかく棚畑遺跡の

縄文中期集落について、隣接する2つの集落が大きく3つに分害Jさ れるような構造をもつものであるらしい

ということと、計画的に配された住居域の中で、小さく分害Jさ れたいくつかの場所で住居が継続性をもって

営まれているとみられることが指摘できる。そしてそのように認識されたそれぞれのことが、集落の集団関

係や社会組織というような′くで何を意味するのかということについては、上に行ってきたような分析上の方
1291

法的な問題点と合わせ、そうした方面の諸研究の成果が長崎元広氏によってまとめられているのでここでは

ふれない。
001

ただ、住居域での分割される住居l■群については、基本的には戸沢充則氏が言うように、「集落における最

刻ヽの人間集団 (氏の言う単位集団)の生活空間といえる」のであり、「たとえ集団構成員が増加してもその空

間からはみ出ない、かなり長期にわたる固定された関係が、その空間内に形づくられていた」と考えるべき

であろう。したがってそこでの住居l■の移り変わりは、「日常起居をともにし、共通の感情と共通の利害で結

びついた人間社会の最小単位」である「単位集団」の移動の軌跡として捉えることができるものと考えられ

る。

墓域の構成 南環の墓域は住居域の内側で、遺構の分布が希薄な円形の広場 とみられる場所の北側から東

側にかけての区域に形成されている。一方の北環の墓域は中央の広場とみられる場所に形成されている。

第626。 627図 は、北環 と南環の中央部の土墳群 とその出土遺物の分布を示した図である。この図では、明

らかに中期以前とみられる土獲と中期よりも新 しい時期 とみられる土獲、及び方形柱穴列を構成する各土羨

を削除して示 してある。土疲の出土遺物については前に記したが、ここでは主として土獲の時期を捉えやす

い遺物について示してある。このうち土器については、比較的小形で副葬されたのではないかと思われるも

のと、比較的大形ないしは相当に大形の土器で、甕棺などの性格が推定されるものとに分けて示してある。

第626図 は南環の中央部の墓域を示した図である。中期前半では広場に近い内側に土偶を出上した500号が

位置している。外縁部との中間帯には石匙と小形の上器を出土する土獲があり、外側には大形の上器を出土

する土羨が位置するようである。後葉では垂飾を出土するものが 4例あり、いずれも広場に近い内側に位置

しているが、中でも琥珀玉を出土した356号は最も内側に位置している。垂飾を出土する土渡の外側は、中期

前半の石匙や小形の上器を出土する土装の区域を間に置番、その外縁に大形の土器を出土する土墳が位置し

ている。

また、土獲群全体の分布と出土遺物のあり方からは、前に記したように、集落の開口部と円形の広場の中

央を通して集落の奥の部分とを結ぶ軸線で、墓域が住居群と対応し、東側と西側の群に大きく2分されるの

ではないかと考えられる。点数の少ない遺物では西側に土偶と琥珀玉のほか硬玉製大珠が 2′ミあり、東側に

硬玉製大珠 1,点があるというのも象徴的である。つまり南環の墓域は同心円上の分割のほかに東西に 2分さ

れる構造をもつものでもあるらしい。そのィ点で墓域を構成する土渡数の多さは東と西の 2つの大群に直ちに

対比できない一面があるのであり、土獲の数に関しては、同心円上にも分割されるという観点からも検討さ

れる必要があるように思われる。

一方の北環の墓域 (第627図 )は、中期前半では山側に近い中心部に石匙を出土する土獲があり、それらと

接する外側の区域には小形の上器を出土する土娠がある。最も外側となる広場の縁の部分には石匙と大形の
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第626図 南環中央部の上墳群 と出土遺物の分布 (1/400)

土器を出土するものが位置するようである。後葉では中期前半の小形の上器を出土する土羨の分布域に、同

じように比較的小形の上器を出土する土墳が小さな群をなして位置している。

北環の墓域は、土羨の分布と出土遺物のあり方から、中期前半ではブロック状をなす小さな群が広場のほ

ぼ全域に同心円上の構成をとるとみられるのである。しかし後葉には集落の一角に 1・ 2カ所ほどにまとま

って小さな墓域が構成されるようである。中期前半の同心円上の構成は南環の墓域にも認められはするもの

の、墓域を大きく2つに分けるような傾向は認めがたい。まして後葉の墓域のあり方は様相が大きく変わっ

ている。出土遺物では石匙や土器のあり方に南環とそれほど異なるところはないが、北環の上羨から土偶と

垂飾が1点 も出土していないのは、両者の関係を考察する上に注目されるべきことであるように思われる。
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第627図 北環中央部の上媛群と出土遺物の分布 (1/400)

4 集落の動態

集落の変遷 ここでは主として第 5表を基に、住居群の動きを中心に集落の変遷を概観してみる。なお、

住居址に伴って出上した特殊遺物のあり方などについては、記述が煩雑になるのでここではごく簡単にふれ

る程度にとどめる。巻末の住居址‐覧表を合わせて参照されたい。

初頭 I 南側台地の山裾、南縁辺部、先端部といった台地の要所をおさえる位置に、16。 40・ 56号の 3軒

がほぼ等間隔に配されている(第628図 )。 墓域の東群と西群に土娠があり、西群には小形鉢を伴う470号土墳

がある。また、台地の南突端部には深鉢を伴う304号土羨がある。生活の中心が南側台地にあったらしく、北

側台地ではこの時期に帰属するとみられる遺構は明らかでない。

初頭 ‖ 南側台地には台地の南突端部に小形で炉のない 7号 Bが 1軒ある。出土遺物の連続性などからみ

て、これは後に大形の 7号Aに 引き継がれたと思われる。その点でも7号 Bは何か特殊な施設ではなかった

かと思われる。墓域では東群に深鉢を伴う48・ 50号土獲がある。そのほかには、後々まで住居の設けられな

い台地先端部の南側の場所に、深鉢と攻状耳飾の半欠品を出上した310号土獲がある。

北側台地には台地の縁に132・ 144・ 149号の 3軒が、やや北寄りの位置に等間隔で弧状に並んでいる。中央

の広場には小形の上器を伴う574号土獲、深鉢を伴う539号土墳などがあり、環状集落の前芽的な形態が認め

ら″化る。

中葉 I 南側台地は西D群に78号がある。墓域の西群には小形の上器を伴う330。 434号土墳と大形の深鉢

が伴う420号土援があり、東群には小形の上器を伴う87。 155号土墳などがある。また、台地先端部の南側で

住居の設けられなかった場所に、大形の深鉢を直立させた313号土媛がある。

▲

■

●
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第628図 中期初頭の住居址の分布 (1/1,000)

北側台地では台地の縁を中心に■軒の住居が弧状に並ぶ。大形の住居は各群に 1軒ずつあるが、弧状の住

居域の両端に円形プランの住居が位置し、中央には楕円形の 2軒が設けられている。それぞれの大形の住居

の性格については前に記したのでここではふれない。I群にある147号は最大で、どうしたことか同地点に営

まれていたやや小形の154・ 156号の 2軒を廃絶して埋戻し、154号 を中心とする同じ場所に建てられている。

H群の157号は152号に部分的に切られており、この群には竪穴状遺構が 1基伴っている。G群の117号では廃

絶後に何らかの祭祀的行為がなされている。F群の104号は中央に位置する埋甕炉を囲むように、よく焼けた

地床炉が 5カ 所ほど等間隔で円形に配されている。それらの地床炉のあり方は、住居群が北群に4カ 所、南

側台地の西群に 1カ所形成されていることと対応するようにも思われ、集落の集団関係を考える上に注目さ

れる住居l■である。104号からは土偶の出土はないが、隣接する103号からは土偶と岩隅らしき遺物が出土し

ている。103号は深い位置に床の設けられた火災住居JILである。床に残る焼土や壁面の焼け方、また覆土の上

部に堆積する厚い黒色土とそこからの上偶の出土など、人の手が加えられて埋められた住居址にしても、や

や特殊な例とみられる住居址であった。広場の墓域には小形の土器を伴う548・ 568・ 579号土墳、大形の深鉢

が伴う656号土墳などがある。

中葉 ‖ 南側台地には台地の南突端部に大形の 7号Aが 1軒ある。初頭Hの時期に小形で特殊な 7号 Bが
●82
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設けられていることから、この位置は棚畑の集落にとって重要な意義をもつ場所ではなかったかと思われる。

7号 Aか らは初頭 H、 中葉 IoH・ Ⅲの上器が出上しており、量的には中葉 I・ Hが多い。おそらく7号 B
から続く住居址ではなかったかと思われる。墓域の上墳には東群に大形深鉢を直立させた130号土墳がある。

北側台地にはF群に120号、 I群に137・ 155号の 3軒があり、中央の広場には小形の土器を伴う553号土羨
がある。

中葉 III 南側台地には東A群に18号、 B群に27号、C群に64号の 3軒があり、西D群に49号、E群に84・

106号の 3軒がある。北環と接する位置にある106号からは土偶が出上している。土羨は深鉢を伴う305号が東

群で、集落の出入口部付近にある。また有孔鍔付土器などが集落の奥に位置する広場に据えられている。

北側台地ではG群に108。 119号、H群に142・ 151号、 I群に153号の 5軒がある。G群の■9号は大形の住

居で、土偶や岩隅などの信仰的な遺物も多い。同群の108号は黒曜石の集石遺構を3カ 所にもつやや小形の住

居J■であり、あるいは石器の製作などが行われたことも考えられる住居址である。広場の墓域には小形の土

器を伴う550・ 653号土渡と、石匙と小形の上器を伴う643号土娠がある。

中葉Ⅳ 南側台地では西D群に48・ 79号、E群に85。 91号の 4軒がある。
北側台地ではG群に111号、H群に150号、 I群に135号の 3軒がある。南環と北環の接する付近にある111

号からは顔面把手が出上している。広場の墓域には深鉢の伴う615号上援がある。

中葉 V 南側台地では東A群に 3号、B群に37・ 38号、C群に44号の 4軒がある。このうちB群37号 とC
群44号の出土土器はやや古い様相をもつと思われる。西群ではD群に54号、E群に97。 99・ 100号の 4軒があ

る。南環と北環の接する位置にある100号は、長軸線をはさんだ壁寄りの対称の位置で、北東側 (北環側)に

は大きな立石が立てられており、南西側 (南環側)の床にはほぼ完形の石皿が置かれていた。立石と石皿の

手前となる内側の床には、やはり長軸線をはさんだ対称の位置によく焼けた焼土l■がある。焼土l■は出入口

側にも1カ所あり、 3カ所が等間隔に配されているのは、集落の集団構成を考える上にも示唆的である。ま

た100号には特殊遺物もあった。墓域の西群には石匙と深鉢を出土した597号土墳、深鉢の出土した364号 と大

形の深鉢が直立していた420号土墳がある。東群には小形の土器を伴う■・95号土娠と、大形の深鉢が直立す

る166号土墳がある。

北側台地ではG群に110。 116号 と小形の118号の 3軒がある。土装では中央の墓域から南側に離れた位置

に、切断されて小形化した深鉢の底部付近を伴う429号上娯がある。

中葉Ⅵ 南側台地では東B群に35号、C群に21・ 60号の 3軒がある。西群ではD群に53・ 55・ 83号、E群
に89・ 102号の 5軒がある。このうち西D群の53・ 55号からは土偶が出上しており、やや大形の55号の床には

よく焼けた焼土址が 3カ所等間隔に配されている①

北側台地では J群に128号が 1軒ある。

後葉 I 南側台地では東A群に30号、 C群に22・ 24号、D群に33・ 36号、E群に41・ 45号の 7軒がある。
A群の17号は後葉Hに属すが、30号 と共に後葉 Iか ら続く住居の可能性が高い。C群22号は出入口部が西側

を向いている。西群ではF群に62号、G群に82号、H群に73。 159号、 I群に81号、 J群に90。 92・ 96号、K
群に114・ 115号の10軒がある。東E群の41号には埋甕らしき特殊な施設がなされており、同群の45号には黒

曜石の集石遺構があった。一方の西 J群の90号には逆位の埋甕がなされている。東群は全体に集落の内根」ヘ

移っており、それまで設けられなかった集落の出入口部と奥の部分にも住居が設けられている。また各群は

1・ 2軒で構成されるが、 2軒のものは前後に並んで設けられている。西H群の73号は方形プランの変わっ

た形態の住居llLで、住居域から内側ヘー段深 く入った位置に設けられていることは注目される。
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北側台地ではL群に105・ 109号、N群に133・ 148号、O群に130号、 P群に127号の 6軒がある。広場の墓

域には小形の上器を伴う580号土壊がある。

後葉 ‖ 南側台地では東A群に 5・ 9。 10・ 11・ 12・ 15。 17・ 19号、C群に23・ 25・ 29号、D群に31・ 32

号の13軒がある。このうちA群 9号 とC群25。 29号は出入田部が西側を向いている。29号は台地の長軸線上

で、後葉 Iの西H群の73号 と向い合う位置にある。しかも互いに住居域よりも内側へ入った位置に営まれた

住居であった。埋甕はA群 11号 とC群23・ 29号にある。伏甕は11号にあり、25号の覆土からは石棒が出上し

ている。また後で述べるが、後葉 Iの D群 33・ 36号 と後葉Ⅱの31・ 32号のあり方から、この時点で集落の分

割軸が変わり、E群が西群へ編入されたものと思われる。西群ではE群に42・ 43・ 61号、F群に63・ 67・ 68

号、G群に70。 72号、H群に52号、 I群に74・ 80・ 86・ 88号、 J群に93・ 98号、K群に113号の16軒がある。

埋甕はF群の67・ 68号、G群の72号、 I群の74・ 80号がある。F群の68号の埋甕は出入口部とは90度異なる

方向にあり、奥壁部には伏甕もある。また68号は火災住居l■ とみられる遺構であった。後葉Hの住居址数は

各時期を通じて最も多い。しかし住居の建替えが頻繁に行われているとみられるのもこの時期の特徴である

ことは注意される現象である。墓域の西群には深鉢が伴う510・ 543号土墳があり、東群には大形の深鉢が直

立していた297・ 298号土娯がある。

北側台地ではM群の121・ 122・ 123号、O群の125。 131号、P群の126号の 6軒がある。埋甕はM群の123

号、P群の126号にあり、伏甕は0群の125。 131号にある。また、M群の123号は埋甕のほかに炉辺型石棒を

もち、かつ丸石も備えた祭万B的性格の強い住居l■であった。

後葉 III 南側台地では東A群に20号、B群に 4号、C群に26。 28号の 4軒がある。注目されるのはA群の

背後の場所に 4号が設けられたことである。埋甕はB群28号にあり、26号には伏甕がある。西群ではF群に

65号、G群に66・ 69'77号 の 4軒がある。埋甕はG群の66号にある。

北偵!台地ではN群の138号、O群の124号の 2軒がある。

後葉Ⅳ 南側台地では東A群に13号、B群に 2・ 6・ 8号の 4軒がある。埋甕は 2・ 8。 13号にあり、炉
辺型石棒をもつ 2号には伏甕もある。祭万B的性格のうかがわれる2号の設けられた場所は、初頭Hから中葉

Hに 7号の設けられた場所に近い位置であることは注目される。 6号には埋甕はないが石棒片が出上してい

る。西群ではG群に57・ 58号、 I群に75号の 3軒がある。埋甕はいずれの住居址にも設置されている。墓域

は西群に深鉢の伴う253号土獲と大形深鉢を直立させた535号土壊があり、東群には深鉢の伴う132・ 138号土

媛がある。

北側台地ではL群の101号、M群の141号、N群の134号、O群の129号の 4軒がある。埋甕はM群の141号以

外はすべての住居l■にある。墓域では浅鉢を伏せた556号土獲と、墓域から南へ離れた位置で深鉢を伴う425

号土娠がある。

後葉 V 南側台地と北側台地の両端に各 1軒 と、北環と南環の接する場所に 2軒の計 4軒がある。南側台

地では東A群の14号 と西 I群の95号であり、95号には埋甕がある。墓域では西群に深鉢が直立していた661号

土娠がある。

北側台地ではL群の112号、N群の136号の 2軒がある。

住居の流れと群の系譜 中期後葉に至って形成された西 F群とK群の位置する場所は、もともと南環を

東・西に分ける分割軸が通る集落の出入口部付近と奥の場所である。集落の出入日部に近い場所に新たに設

けられたK群の115号は、同じ時期のうちに北隣りの114号に移 り、次の後葉Hにはまた北隣りの113号に移っ

たものと思われる。そうした115号から113号 までの住居の動きは、集落全体の中での、集落の出入口部に規

684
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制された動きではなかったかと考えられる。

東D群は、後葉 Iの 33・ 36号の 2軒が、次の後葉Ⅱには31・ 32号へそれぞれ移っていると考えられる。後

葉 Hには、伝統的に南環を東 。西に分ける軸線の通る片側の場所である西南側の浅い谷に面した地点に F群

が形成されている。このため分割軸が東側の括れた地形の場所に変わったと思われ、D群の 2軒の住居の動

きはそのことと関係しているのではないかと思われる。D・ K群 ともにその後の住居は営まれず、比較的短

期間だけ続いた群であった。

ところで、DoK両 群での住居の動きは、集落全体の構成に関わる場所でのできごとであったと考えられ
る。それだけに、それらの住居の廃絶された跡はきれいに埋め戻されて平らな地形に戻されていたと考えら

れる。それと同じように、各群でも新しい住居に移った後は、廃絶された古い住居の跡が放置されておくと

いうようなことはなく、すべてきれいに埋め戻されたと考えられる。住居の跡が埋め戻されたと考えられる

所見はいくつか得られている。例えば、住居址と炉の覆土とのあり方と炉の破壊行為との時間的関係から、

炉や住居址がある程度人為的に埋め戻された後で炉が壊されているとみられるのはそのことの1点である。
Cゆ

また、指摘されているのように、発掘される住居址の状況が、風雨にさらされるような状況に放置されてい

たのではなく、すぐにでも埋め戻されたとしか考えられないほど、いずれの住居址の保存もよいというよう

なこともある。家のまわリカЧFこ ぼこ凹んでいたのでは生活もしづらかったはずである。また、古い住居の

跡を埋めるに際し、何等かの祭万E的な行為のなされたことは、炉内から土器が出土することや、覆土中に検

出される焼土J■Lの存在などからもうかがわれる。家族の間に古い家のあった場所が言い伝えられていたとい

うようなことも実際にはあったであろう。要するに、十竪穴住居の廃絶は、集落内に連続居住される限り、上
021

屋の解体と埋戻しを伴っていたもの」と考えられるということである。

そこで次に、分割された各場での住居址群がどのような住居の移 り変わりを経て形成されてきたのかを、

後葉段階の南環を構成するA・ B両群での住居の流れをたどることで 1つの群の系譜を推察してみようと思

う。本来ならすべての群についてふれるべきであるが、南環の東群の住居l■群は西側の山裾を中心とした西

群の住居址群とは異なり、広い場所に設けられたためか重複関係が少なく比較的流れをたどりやすい。また、

円弧をなす住居域の外周に位置するB群の性格は、A・ B両群の関係と共に、分害Jさ れた住居域の性格とい

うようなことを考える上にも重要であると思われる。ただしそれぞれの住居の関係に関しては、 2・ 3の発

掘時の所見に基づ くもので、ほとんど推測の域を出るものでない点を付記しておく。

A群は後葉 Iに 17・ 30号がまず最初に営まれたものと考えられる。東群のCoD・ E群と同じように、住
居は広場に向かって前後の関係で並んで建てられたのであろう。17号は後葉Hま で続くが、炉の形態や土器

群の中にやや古い様相が認められる。17号はその後同じ場所で19・ 20。 14号へと建替えたものと思われる。

17号と19号の間にはわずかなロームの壁が残されており、17号の壁が崩れていないのは、17号が廃絶されて

直ちに埋め戻されたことを示している。住居の型式は異なるが、出入口部はよく似た形態で同じ方向を向い

ている。14号はそれらの旧住居の付近で、狭いながらもローム面の残る安定した場所の12号 と17号の間に設

けられている。14号の北コーナー部は17号の南東のコーナー部を避けるように配されている。17号が上の下

でも、そこには古い家のあったことを知っているかのような配置の構成である。

30号から北側の、集落の出入口部付近となる場所には住居が設けられていない。したがってA群の分割さ

れた場は、17・ 30号から南側の場所である。つまり30号からの流れをもつ住居址は、17号の流れに乗らない

南側の一群にあると考えられる。おそらく30号は10号 と12号に分かれ、17・ 19号の背後となる東狽」と南側の

あいた場所にそれぞれが住居を構えたのではないかと思われる。このうち同地点で重なる後葉Hの 9'10・
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11号は、重複関係から10号が古い。11号は10号の軸方向にある。11号 と9号は、共に炉の東側の柱穴の脇に

石皿が置かれている点で特に共通性が強い。 9号はプランと壁下の小ピットや周濤のあり方が、後葉IVの、

あるいはもう少し新しい時期まで続いたとも考えられる13号に似ているし、 9号の炉石は完存している。ま

た、13号はH号の床を一部ではあるがそのまま再不U用 したことが考えられ、関連性がうかがわれる。それら

のことから、おそらく10号は■号へ建答え、同じ時期のうちにまた 9号へ建替え、その後向かい合う位置に

13号を新築して移ったものと考えられる。炉石は炉が一枚石を使う構造のものに変わったことから移されな

かったのであろう。

一方、30号から12号へ続いた住居の流れは、その後10号の系譜にあるグループの背後のあいた場所から南

側を指向しながら、後葉Ⅱのうちには15号から5号へ移ったものと思われる。 5号は分割されたA群の参所

の最も後の位置にある。 5号の西側はC群の分割域であり、その背後のあいた場所は、土墳のほかはなぜか

伝統的に住居の設けられない区域である。そのためであるのか 5号は10号のグループからやや離れ、かつ西

側の住居の設けられない場所との関係から、いくぶん南東側の位置を指向しているようにみえる。また 5号

の炉石が完存することは、10号からの流れにある9号のあり方と類似している。

円弧をなす住居域の外周で、A群の背後となる位置に形成されたB群の 4号は、A群の 5号に系譜のつら

なる仁居ではないかと思われる。隣接するC群の24号は23号へ建替え、23号はその後26・ 28号へと移ったと

思われる。23号がC群の住居域から外へ出て、背後の空地を越えて 4号へ移ったとは思われない。 4号は円

形プランの住居から同心円上に一度拡張して建て直しているが、南壁が直線的な形態をなして出入口部が張

り出すプランに変わっている。 4号の東側に隣接する2号は、 4号との間にわずかにロームの壁となる部分

を残してつくられているものの、古い 4号の東側コーナー部の壁は崩れていない。 4号の流れは、おそらく

祭祀的性格の強い 2号 と一方の 6号へ分かれ、 6号はさらに 8号へ続いたものと思われる。 6号の覆土と8

号の炉内から出上した土器が接合したことも、両者をつなげる何等かの意味があるように思われるのである。

5 祭祀的要素の諸相
031

遺構と遺物の変遷 第629図 は、長崎元広氏によってまとめられた八ヶ岳西南麓での祭式関係の遺構・遺物

に、棚畑遺跡で発見された宗教的遺物を加えてそれらの消長をみたものである。屋外の施設は土獲との関係

があるのでここではふれてない。

これによると、棚畑遺跡の場合、屋内の祭祀施設が出況するのは中葉Vで、100号の立石 と116号の埋甕に

類似した遺構をその初現とすることができる。後葉では埋甕と伏甕が主な施設で、炉辺型石棒をもつ住居が

後棄H・ Ⅳに各 1軒ある。

遺物のうち土製品では土偶 。土製円板・小形上器が伝統的な遺物であり、石製品では軽石製品が伝統的で

ある。上偶が中期を通して一般的であるのに対し、石棒が中葉段階に 1点 もないのは、500号土娠の上偶の扱

われ方と関連しても象徴的である。後葉では埋甕が一般的であるのに対し、石棒は比較的限られており、か

つ数も少ない。また、それらの祭祀的な要素が中葉 Iと 後実Ⅱに比較的夕いことは、住居・住居型式・炉形

態が多出する時期 と符合して注意される現象であると思われる。

屋内の祭祀施設 屋内の祭万E施設には立石 と炉辺型石棒、及び埋甕と伏甕がある。立石は棒状の自然石を

用いるため、床に直立していないものについては施設としてはやや捉えにくい。棚畑遺跡の場合は100号に明

確な立石遺構があるだけである。

炉辺型石棒をもつ住居址は 2号 と123号の 2軒がある。123号は北環の中央に位置し、後葉 Hでもやや新し

6Sδ
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第629図 祭祀施設・遺物の消長

いか、あるいは後葉Ⅲまで下る時期の住居址と考えられ、集落の外側となる炉の北辺の中央に石棒を立てて

いる。一方の 2号は、南側台地では南環にとって伝統的に重要な参所であったらしい、台地先端の南突端に

ごく近い位置にある。石棒は123号とは対照的に炉の南東側であるが、炉に対しては123号と同じように集落

の外刺となる位置であることは注目される。こうした集落の端部に石棒施設を有する住居が位置しているこ
041

との意義については、石棒・立石祭祀の復元などと共に、既に長崎元広氏によって論述されている。なお、

住居内に九石の遺存する例が後葉 I・ IIに あり、殊に炉辺型万棒をもつ123号に遺存していたのは特徴的であ

った。

埋甕は23軒で28例がある。また、埋甕と類似した遺構が中葉Vの■6号にある。これは出入口部のピットに

高さ約50calの 大形深鉢を割って埋設した遺構である。本格的な埋甕とは異なる埋設の方法をとっているとは

いえ、埋甕の系譜を考える上に貴重な類例 となるであろう。

埋甕は出入口部に埋設されているのが一般的であるが、出入口部以外の埋甕は後葉 Iの 41・ 90号、後葉H

の68号、後葉IVの 13・ 75号にある。いずれも南環の住居l■であり、後葉 Iの埋甕は41・ 90号以外にない。特

に41号の埋甕は土羨状の大きな掘方をもつ点で、以降の一般的な埋甕とは異なるあり方を示している。また、

正位の埋甕は30例中20例である。ただ同一住居l■で複数個埋設されているものの中には、13・ 23号のように

正位と逆位の両者をもつものもある。底部の有無では、底部の完全に残るものは 7例 と少ない。底部を残さ

ないものの中には、後葉 Iの90号 と後葉Hの 80号のように、逆位の埋甕で底部に穿孔したものがある。また、

石蓋のなされた埋甕は 4例あった。
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埋甕の土器の様式は、後葉 Iの初現時では梨久保 B・ 唐草文系であり、後葉Ⅱには曽利系が加わり、わず

かに加曽利E系が現われる。それが後葉IVには伝統的な唐草文系がほとんどなくなり、曽利系と加曽利E系

がほぼ半々ずつの構成となる。複数イ回を埋設した住居址では、後葉 Iの 41号が共に梨久保 B・ 唐草文系、後

葉 Hの 23号 と後葉Ⅲの28号は唐草文系と曽利系、後葉Ⅳの13号は 1例が不明だが 2例は共に曽利系、75号は

加曽利E系と加曽利E系に他系統の様式が折哀した型式のもの、129号は加曽利E系 と曽利系という組み合わ

せであった。

棚畑遺跡の位置する上川水系の八ヶ岳西山麓は、中期後葉では前半が唐草文系、後半が曽利系の上器がそ

れぞれにやや優勢する傾向が認められる。それと同様に注意されるのは、後半になると加曽利E系の上器が

多出する傾向があるということである。このことは埋甕のあり方にも現われており、異系統埋甕から考えら
eFOl

れる婚姻関係・通婚圏というようなことからも、人の動きと地域的なつながりが注目されるところである。

伏甕とした遺構は後葉Hに ■・68。 125。 131号の 4軒 4例、後葉Шに26号の 1軒 2例、後葉Ⅳに 2号の 1

軒 1例がある。このほかにもそれらしき遺構は中葉Ⅵの102号、後葉Hの 52・ 80・ 88号、後葉Ⅳの101号にあ

る。このうち奥壁近くに伏甕のなされたものは 2・ 26・ 68・ 125号である。26号の 2例のうちの 1列 を除く

と、他の 4列はすべて主軸線から左側の主柱穴間で、奥壁に接するような限られたごく狭い場所にある。そ

してそれらの上器の切断部はほとんどが丁寧に切 り取られたような状態のものである。与助尾根遺跡第 7号

住居l■の例に典型的であるが、それらの伏甕は長崎氏の言うように、何等かの際式に伴う器貿であったのか

もしれない。一方その他の伏甕は奥壁近い狭い場所にある伏甕とは異なり、炉周辺から出入口側へ寄った比

較的広い、限定されない空間の中に位置している。このためそれらの伏甕は奥壁部の限られた場所にあるも

のとは別に考えた方がよいと思われる。つまりそれらの伏甕は、住居の廃絶に伴う特殊な行為であったり、

あるいは甕被葬との関連が考えられる埋葬留の上器といった解釈に、より妥当性があるように思われるので

ある。

6 棚畑集落と遺跡群の構成

棚畑の双環状集落の性格 同一台地上の異なった地形の場所に接するようにして営まれた棚畑遺跡の双環
状の集落は、南側台地の南環、北側台地の北環共に縄文時代中期の全期間にわたって営まれた集落であった。

ただ住居の移 り変わりからみると、中期初頭の段階では、南側台地から北側台地へ100mほ どのわずかな距

離ではあるが、場所を移して住居が営まれているらしい。至近の位置に隣接する集落が、集落ごとそっくり

移って営まれた遺跡としては茅野和田遺跡のあり響が典型的な例とされている。しかし棚畑遺跡の場合は、

住居が移ってあいた台地には特殊な住居と土羨が営み続けられており、南側の台地は生活の場の一部とされ

ている。中期中葉に入ると引き続いて北側台地が生活の中心的な場となり、土羨は設けられるものの、南側

台地が広くあいた状況は次の中葉Hま で続く。こうした南側台地の広い空間がどのように利用されていたの

かはわからないが、有用植物の管理や栽培の場ではなかったかと思われるのである。

棚畑の双環状の集落は、北側台地では中期初頭H以降、また南側台地では主として中期中葉Ⅲ以降に住居

が弧状に配列されるようになり、その配列の構造は中葉Ⅵまで続くようである。それも後葉 Iに は再編され、

再編された構造は中期終末まで維持されるらしい。つまり南環と北環の集落は、広場や住居の配置といった

集落構成のあり方や、分割された住居域の場での住居群の継続性といったようなことから、かなり計画的に
1391

つ く られ た拠 点 集 落 で あ っ た と考 え られ る。 要 す る に 、 北 環 と南 環 の 2つ の 集 落 は 、 茅 野 和 田遺 跡 の あ り方
1401

や、一土器型式内といった細かな時間幅での両集落間での移動の結果というような類の集落ではなく、集落

688
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の発展期となる中葉以降の時期においては、両集落は同時に営まれたと考えるべきであろう。同時期に同一

台地上の異なった地形の場所に接して営まれた集落では、棚畑遺跡の近 くでは入ヶ岳山麓の尖石遺跡とその
141)

周辺の 2・ 3の遺跡の関係が宍日られている。

ところで、そうした定住性のある両集落は、それぞれに広場と墓域をもつという点では自立性が強い。そ

ういう点からみると、商環は住居群と墓域のあり方から東・西 2群に分割される伝統をもつ集落であり、東・

西それぞれの群は、北環を北群とすれば、その群に対応するような性質をもつものではないかと思われる。

しかしそうした自立性が各々に完結するようなものでなかったことは、北環と南環の両者が接近した同一台

地上の位置であり、なによりもまったく別の独立した地形に集落立地を求めなかったこと、それと両者の接

する場所に両者を結びつけようとする傾向が認められるということにもうかがわれる。また、南環の広場や

墓域の構造、それとピット群・方形柱穴列が南環に設けられているというようなことから、一面ではそれぞ

れが南環の広場で強く結びついているとも考えられる。500号土墳出土の大形土偶が埋められた位置などは、

そのような点からも問題とされてよいように思われる。また、土墳から出土する遺物で希少例なものに、中

期後葉の年代観が考えられる垂飾がある。垂飾は北環からは発見されず、南環の西群の墓域から琥珀玉 1と

硬玉製大珠 2、 東群の墓域から硬玉製大珠 1が出土している。これらの玉類を出上した上墳は東・西に分か

れて位置しているとはいえ、広場を中心に同心円的な分割構成もとる墓域の中では同じような空間の中に位

置しているのであり、広助を中心とした結びつきの強さがうかがわれる。

長野県内で、棚畑遺跡と同じような双環状をなすと考えられる中期の集落は、諏訪溺盆の荒神山遺解と梨
1431                             e41                       1451

久保遺跡、筑摩山地西麓の俎原遺跡、伊那谷の辻沢南遺跡などが知られている。集落の形成過程や集落の構

成にそれぞれ異なりはあるものの、いずれの集落もその地域での定住性の強い拠点集落と考えられているこ

とは注目される。あいた広い空間をどのように生活の中に取り込んで活用していたのか、集落の機能はどの
140

ようなものであったのか、また水野氏が言われるような相関する2つの集落の性格など、それぞれに今後の

分析が期待されるところである。

棚畑遺跡と霧ヶ峰南麓の諸遺跡 霧ヶ峰の南麓は、突出した山脚の先端が上川の崖縁となる朝倉山、駒見
石の山、城山の 3つの山脚先端部と、これに九山の独立丘が地形区となって地理的には大きく2つのまとま

りをなしている。

棚畑遺跡はそれらの山脚の中では駒見石の山の北に隣接する台地上に位置している。指呼の間に並列する

駒見石の山から南に約1.5kmの城山までの上川沿いの山裾には、縄文時代の遺跡は数力所の存在が記録されて

いるものの、地形的にみてそれらの場所に大形の集落が形成されていたとは考えにくい。また、棚畑遺跡の

ある上川沿いの狭い地形から丸山の独立丘付近までの地域にも数遺跡があるが、そこでの大形集落は棚畑遺

跡である。つまり霧ヶ峰南麓でも丸山の独立丘から城山の山脚あたりまでの、上川沿いの比較的狭い沖積地

が中心となる南部地域の遺跡群では、拠″ミ集落とみられる遺跡は棚畑がただ 1カ 所あるということである。

一方、丸山の独立丘あたりから東北側の朝倉山までの間の土地は、北大塩を中心とするやや広い沖積地を

中央に開けた地形となっており、そこを弧状にめぐる山裾にはいくつかの遺跡がある。そのうち拠点集落と

考えられる遺跡は、桧沢川の扇状地の中央で、最大の水源地である大清水にごく近い位置にある駒形遺跡、

藤原川と前島川の扇状地の中央に位置する一ノ瀬遺跡の 2遺跡とみられる。棚畑から駒形までは直線距離に

して約2.5km、 駒形と一ノ瀬間は十五社の山を間に挟んで約700mの位置関係にある。要するに霧ヶ峰の南麓

は、霧ヶ峰へ通ずるすべての刻ヽ河川の出口をおさえる位置に営まれた拠点集落を中心に、それぞれの場所に

小さな遺跡群が構成されており、中期には全体で 3・ 4カ 所ほどある。そのなかでは地理的にも中央に位置
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する駒形遺跡が最大で、霧ヶ峰南麓での中核をなす遺跡であると推定されている。

霧ヶ峰商麓で今 までに発掘された遺跡は、棚畑遺跡のほかには丸山遺跡、駒形遺跡、よせの台遺跡、高風

呂遺跡があり、それらの概要は『茅野市史』翌巻にもまとめられている。第 6表は、それらの遺跡で発掘さ

れた住居址の中で、時期のほぼ確定できるものの数を各時期毎にまとめたものである。遺跡は棚畑と丸山が

同一群、よせの台と高風呂がそれぞれ別の群に属すとみられる関係にある。いろいろなことが考えらたるが、

ここでは遺跡間の関係について若千ふれておきたい。

まず、棚畑遺跡が判点集落として発展した中期には、住居が営まれなかったり、あってもごく少数で、し
1481                1491             1501

かも継続性に欠ける集落がある。九山遺跡、よせの台遺跡、高風呂遺跡では中期の住居址は発見されている

ものの、その時期の墓とみられるような土墳は検出されていない。そのことは、よせの台遺跡と高風呂遺跡

が丹Uの群に属すとはいえ、棚畑遺跡の中央広場に形成された墓域のあり方と対比した時、 1つの群を構成す

る拠点集落と周辺遺跡とが結び付 く関係をうかがわせる。また、祭祀的な要素という′ミでは、よせの台遺跡

に石棒 1´ミと河ヽ型土器、及び埋甕があるほかは、九山遺跡、高風呂遺跡ではほとんど認められない。棚畑遺

跡での祭祀的要素の伝統と内容の豊かさを考えると、こうした面

にも拠ィミ集落と周辺集落の関係のあり方がうかがわれる。集落の

形態の異なりや方形柱穴列などの特殊な遺構の有無というような

ことも、一面ではそのような集落間の関係を少なからず示してい

るのではないかと考えられるのである。

ところで、棚畑遺跡は中期でも中葉 Iの時期に突如大形の住居

をもつ拠点集落として発展した。棚畑遺跡の属する遺跡群には、

高風呂遺跡のような前期のある時期に拠′ミ集落として発展したと

考えられる遺跡は今のところない。したがって中期に入っての拠

点集落としての成立は、 1つの群の中での時代的な拠点集落の移

動というようなことではなく、霧ヶ峰南麓の全遺跡にかかわるよ

うな社会的な要因があるのではないかと予測される。

高風呂遺跡は、主として前期前半に拠点集落として発展した遺

跡である。前期 Iの時期には住居数が著しくふえ、かつ集落の中

程の位置に遺物を多く伴う集石遺構が形成されている。また次の

前期 Hに は霧ヶ峰南麓では初めての方形柱穴列遺構が出現した。

そして注目されるのは、発見された4カ 所の黒曜石集石遺構のう

ち、やや時期の確定しない 1カ所を除く3カ 所が、いずれも高風

呂遺跡が拠′ミ集落として繁栄した前期初頭とみられる時期の遺構

であることである。

一方棚畑遺跡では、住居 l■数がとくにふえる時期である中葉

IoШ、後葉 I・ Hに黒曜石の集石遺構が認められる。この時期

は住居数の他にも住居型式、炉形態、祭祀的要素などの文化的な

諸要素の数が多く現れるというような現象もある。つまり、黒曜

石の原産地を背後に控えた土地である霧ヶ峰南麓の諸遺跡のあり

方には、黒曜石に関するさまざまな問題が、少なからず影響を及

遺 跡

時期

棚
　
　
畑

丸

　
　
山

駒
　
　
形

よ

せ

の
台

高

風

呂

早期 3

前期

I

H

HI

IV

V

VI

VI

2

1

1

1

1

1

1

1

ユ

14

7

5

3

2

中期

初

頭

一　
　
　
中
　
　
　
葉

I

II

I

II

III

IV

V

VI

3

4

1

1

2

2

1

12

5

11

7

11

10

後

葉

I

H

HI

IV

V

23

35

10

11

4

3(P)

1(P)

3

2

3

1

4

1

1

不明 2 5

第 6表 霧ケ峰南麓の

縄文時代遺跡の住居址数

δ%
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ぼしているのではないかと予測されるのである。

黒曜石の搬出ルー トと棚畑遺跡の位置 星ヶ塔・和田峠を中心とする霧ヶ峰一帯は、本州で最大の黒曜石

の原産地だといわれている。この霧ヶ峰産の黒曜石は、中部 。関東から北陸、東北南部にかけての広範な地

域で、先土器時代、縄文時代を通じた長い期間、原始時代の石器の主要な原材として使われてきた。そうし

た霧ヶ峰産の黒曜石を生活の必需品である石器の原材とするという、それこそ長い文化的な伝統は、社会の

なかに人々が原産地と関わるいろいろな関係を形成してきたと考えられる。黒曜石の露頭近くの場所に、黒

曜石の採取や石器の製作を行なったと考えられる先土器時代の遺跡のあることなどは、そのことと少なから

ず関係していることだといえるだろう。

霧ヶ峰一帯の黒曜石の原産地へ入るには、地理的にみて数力所ほどの地域から登ることが可能であったと

思われる。千曲川の支流である依田川の上流に、依田川の本流や支流の大門川の渓谷沿いに入るのは、主に

北側の斜面である。諏訪湖の北岸から東岸に至る霧ヶ峰山塊の西斜面では、北岸側では祗川とその支流の東

俣の渓谷、東岸側では角間川の谷沿いに入るルー トが考えられる。八ヶ岳山麓側に広がる霧ヶ峰山塊の南斜

面もその 1つの地域である。このほかには松本平の東部から、薄川の谷を登り詰めるようにして入るコース

も考えられる。そしてこれらの地域に下ろされた黒曜石は、千曲川や天竜川など、主要な河川や地形伝いに

中部地方一帯に広まっていったものと思われる。

霧ヶ峰の南麓に搬出された黒曜石は、その地理的位置から、主として入ヶ岳山麓に沿って山梨・関東方面
151)

へと広まっていったのであろう。縄文中期には、関東から運ばれる琥珀の経路は、発達していた黒曜石の運

搬ルートに重なるみちであったとも考えられる。琥珀に限らず、それぞれの土地での特産物と黒曜石の原石
621

との交易というようなことがあったとする考えは、今日の研究者の間にも定着していることである。

霧ヶ峰山塊の南斜面には、諏訪湖に注ぐ最大の河川である上川の支流となるJヽ河川がいくつかあり、それ

らの渓谷をたどることで霧ヶ峰の平原へ出られる。主な河川は、北から順にあげると、上川の源流の 1つで

ある音無川の支流となる車川、藤原川、前島川、桧沢川、横河川である。このうち車川以外の 4河川は、北

大塩を中心とする米沢の開けた土地に流れ出て、九山の独立丘付近で横河川に集まり、棚畑遺跡の前で並流

してきた上川へ流れ込んでいる。要するに、霧ヶ峰山塊の南斜面に広がる上川水系の諸河川は、すべてが米

沢の土地に集まるという地理的な特徴があるということである。第630図に示すように、棚畑遺跡は、そうし

た米沢の土地への出入口となる上川沿いの場所に位置している。そしてそこは、霧ヶ峰山塊の南斜面を流れ

下った諸河川が上川に合わさるという、地理的には重要な場所なのである。

霧ヶ峰山塊の南斜面に発達したいくつかの小河川の谷筋の道からは、今までに先土器時代、縄文時代、平

安時代の遺物が採集されており、先土器時代、縄文時代にはそれらの山道が霧ヶ峰からの黒曜石の運搬ルー
631

卜であったと考えられている。また、山麓の谷の出口をおさえるような位置にある集落の中には、黒曜石の
641

搬出拠点とみられる遺跡がいくつかある。棚畑遺隊もそうした拠点集落の 1つ とみられる遺跡であることに

ついては前に述べた。

棚畑遺跡は霧ヶ峰南麓でも地理的に重要な場所に占地している。上川を介して地域間や人の交流があり、

また黒曜石を求めて人々が集まってきたことも少なくなかったと考えられる。相当大きな建物で、人々の目

標にもなるような大形の住居が、見通しのきく台地の突端や縁辺部に設けられているということは、この土

地への人の出入りや交流が盛んであったことを、一面では示しているものと思われる。巨大な147号住居址

は、そのような点で棚畑においてはきわめて象徴的なものの 1つである。

69′
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後

第冊0図 霧ケ峰南・西麓の縄文時代遺跡と霧ケ峰南麓の遺跡群 (1/100,000)

7 集落の繁栄とその背景

棚畑遺跡は縄文中期に霧ヶ峰南麓の拠点集落の 1つ として繁栄した。特にその前半には巨大な住居が建て

られたり、見事な土偶を作るすばらしい技術をもった人がいたらしいことなど、文化的な高まりのあったこ

とがうかがわれる。外来系の土器も多く、巨大な住居址の存在と共に、相当に広範囲から人が集まってくる

ような性格のある集落ではなかったかと思われる。また後半では多数の竪穴住居が営まれ、多くの人口のあ

ったことが知られるのであり、その中には琥珀玉や硬玉製大珠を身に付けるような人もいた。

中期全体を通してみると、中葉の前半と後葉の前半段階に文化的な高まりがあるようである。また黒曜石

の出土量は夕く、遺跡全体では約■Okgの出土量があり、かつ中期の黒曜石集石遺構も発見されている。

棚畑遺跡の位置する八ヶ岳西山麓の北山浦は、山梨 。関東方面へ向かって開けた入ヶ岳山麓の地形が、守

692                                                         ヽ
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屋 。入笠山塊の東側斜面と霧ヶ峰山塊の南斜面で壁のように閉ざされて袋状の地形をなす地域である。そし

てそこに流れる上川は、諏訪湖盆と千曲川水系の上小、佐久地方とを結ぶ、文化交流上の経路ともなる川で

ある。山梨・関東方面から八ヶ岳山麓へ入った人や文化は、この袋のような土地に行き着き、天竜川や松本
6FOl

平方面の人や文化は、諏訪湖盆を経由して上川沿いに入ヶ岳山麓へ入ってくる。東信火山群山麓地域やさら

にその東の北関東方面などとも、この上川とその支流に沿う経路で北八ヶ岳のいくつかの峠を経て交流がな

されていたと考えられる。棚畑遺跡から出上した上器や埋甕に、東海・北陸や北関東につらなる要素をもつ

とみられる土器のあることは注目されるところである。霧ヶ峰南麓がそうした文化交流上の中継点となるよ

うな環境は、地理的位置の特殊性というようなことのほかに、原産地を控えた黒曜石に関わる、伝統的な文

化交流によっても育まれてきたと考えられるのである。

霧ヶ峰南麓の北大塩を中心とする米沢の土地は、霧ヶ峰一帯にある黒曜石の原産地へ入る山の登リロとな

る場所である。そしてそこに占地する遺跡からは、今までに信じ難いほどの莫大な量の黒曜石と黒曜石製の
150

石器が採集されている。藤森栄一氏はその者『縄文の世界』の中で、「米沢の一の瀬の後期遺跡では、宮下正

三さんが300余個の石鏃を採集している。私もまた、ここに近い後期縄文の大桜遺跡で、畑の中に坐ったまま

67の石鏃を拾った実績がある。歩きまわる必要はなかった。じっと地面を凝視していると、つぎつぎにい

くらでも見えてくるのである。日実文朗さんは大正年代同じ遺跡で1,000アM固を採集している。」と書いてい

る。今から20年ほど前までは、この土地の遺跡で、藤森氏に類する経験をもつ少年達はけっして少なくない。

棚畑遺跡は、そうした黒曜石の原産地との関係が考えられ、かつ夕量の黒曜石と黒曜石製の石器の存在で特

色づけられる米沢の土地への出入口となる、上川を眼下に置く地理的には重要な場所に位置しているのであ

る。

霧ヶ峰の黒曜石を搬出するルー トは、霧ヶ峰山塊の南斜面に広がる小河川の谷沿いに形成されていたと考

えられるが、そうしたルー トの発達は、同時に奥深い山の森への生活の依存度を高めていったと考えられる。

霧ヶ峰南麓の人々の生活領域が、上川を越えた相対する八ヶ岳山麓側の土地にまで広がっていたとはやや考

えにくい。八ヶ岳山麓側の土地には、発達した台地を単位に、山麓側の人々の生活領域が形成されていたと
6り

考えられるからである。棚畑遺跡も含め、おそらく霧ヶ峰南麓の縄文人の生活領域は、背後の深く広い霧ヶ

峰の山地に求められていたのではないかと思われるのである。

また、棚畑遺跡の台地下を流れる諏訪湖に注ぐ上川は、山麓では貴重な食料と味覚である魚類をとるため

の、数少ない大切な漁労の場であったと考えられる。上川と、上川に流れ込む横河川を中心とする米沢の諸

河川は、今日では主としてアマゴ・イワナを中心とするサケ科淡水魚の諏訪地方での渓流釣場として漁協に

管理されているが、縄文時代には今よりも魚種が多く、季節によっては諏訪湖からさかのぼる魚の量も豊か

であったと考えられる。棚畑遺跡が縄文中期に繁栄した背景にはいくつかのことが考えられるが、以上に記

してきたような要因も少なからず影響していたのではないかと推察されるのである。

Ⅲ 後・晩期の棚畑遺跡

縄文中期に繁栄した棚畑の集落も、中期終末にはかげりが顕著となって後期に入った。そしてその直後の

後期 Iに は出土する土器の量も少なくなり、土墳が数力所設けられる程度にまで凋落する。しかし後期Ⅱ以

降は土器の出土量も多くなりはじめ、中期の南環集落の広場であった場所を中心に再びにぎわった感がある。

しかしそのにぎわいは中期のそれとはやや異なるものであったと考えられる。それは住居跡とみられる遺構
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が発見されないにもかかわらず、墓と思われる土渡があったり、祭祀的な性格をもつと考えられる大形の集

石遺構が形成されていることなどにうかがわれる。

第631図は、発見された方形柱穴列のすべてと、集石遺構を中心とする後期以降と考えられる遺構の全体図

に、後期から晩期の上器の分布範囲を重ね合わせてみた図である。方形柱穴列は時期の確定できないものが

あるが、中には後期に属すとみられるものもある。その方形柱穴列の 1基 (第 10号)と 若千の上渡と重複関

係をもち、やや傾いて南北方向に並ぶ集石遺構を中心に、遺構や土器の分布の全体が構成されているという

特徴が看取される。

集石遺構は東北側から入る谷に面した場所にある。そこは中期の南環集落の主に西側の墓域にあたる場所

の一部であり、眼前には蓼科山が手に取れるような位置にぽっかりと浮いている。

集石遺構は長さ約20m、 最大幅約 8mの帯状をなしている。南端部の下部には後期Ⅲとみられる一括土器

を伴う448号土頻等があり、中程の位置の下部には後期Ⅳとみられる完形の浅鉢を伏せた438・ 442・ 446号土

墳がある。しかしそれらの上羨と、立石や石棒などを中心にもつというような集石の各ブロックとは、直接

には関係がなさそうである。そして時期が新しくなると考えられる北側の集石下には、その時期らしき土獲

は設けられていない。また、集石遺構全体からは、主に後期末から晩期初頭の上器が出上している。北側の

敷石遺構は第 2号方形柱穴列の真上に重なってつくられており、そのほぼ中央に位置する475号土壊からは後

期末から晩期初頭に位置するとみられる小形の上器が出土している。つまり集石遺構は一時期につくられた

―…  堀 ノ内
一-4-力口曽希JB I  II

一一― カロ曽利 B II

一 一 粗 製

――一―晩 期

圏  集 石
▲  土 偶

0

ρ9
◎
餌

２９６
的

◎

ｍ

州⑨刹s
O

412Ω
9

“
9③“

2

◎ぐノ

0
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ものではなく、後期Ⅳ以降に形成され始め、南側から北側へ徐々に拡大し、晩期初頭頃には北側の敷石遺構

もつ くられて全体の形をなしたと考えられる。

集石遺構をはさんだ北側 と南側には方形柱穴列があるが、南側に位置する方形柱穴列には後期 H・ III・ Ⅳ。

Vの上器の分布範囲が重なる傾向にある。細かな時期の特定はできないが、後期 とみられる粗製土器の出土

量が多いのは、この場所で食物の煮たきや食事が盛んに行なわれたことを示している。範囲は狭いが、同じ

ように土器の分布する場所が集石の北側にもある。集石の囲りに分布する焼土址や、焼土を伴う土獲の分布

のあり方と関連して注目される。また、後期末から晩期初頭の土器は集石の北側への拡大によるものか、主

に集石の北側に分布している。

集石遺構の北側から西側と南側にかけての場所には焼土llLが 6カ所ある。焼土llLは谷へ向かって開く形で、

1・ 2号、 3・ 4号、 5。 6号がそれぞれ 2カ 所で 1組 となり、ほぼ等間隔で弧状に配されている。 2号焼

上l■の上面に遺存していた土器の胴下部は、後期でも前半に属すのではないかと思われる。なお、 2号焼土

址の南にはX-38屋外炉が並んでいる。

これとは対照的に、遺構の東側から北側には上部に厚い焼土が堆積し、中に骨片や骨粉の混る特徴的な土

墳がある。焼上の伴う土獲は、北から順に419・ 421・ 422。 423・ 453号の 5カ 所である。それらの上娠は集石

遺構北端の最大のブロックを中心とするかのように、その中央からほぼ等距離で、かつ土墳間も等間隔で弧

状をなして並んでいる。谷に向かず、集石側に開いた配置の形態は、集石をはさんで相対する焼土址の分布

のあり方と対照的である。土獲の時期は、後期中葉以降の上器も混じって出土するものの、ほぼ後期末から

晩期初頭に位置するのではないかと考えられる。

集石遺構下の上獲は後期Ⅲ oIV頃 までのものであり、その時期の土援も含め、それ以降の時期の上墳は集

石の周辺に分布している。なかには一括土器の伴うもののほか、土製の垂飾を出上した415号、耳栓を出土し

た499号、岩版を出土した401号など、集石から離れた西側の位置にあるものもある。56号からは焼けた人骨

が出上しており、それらの多くは墓ではないかと考えられる。以上が集石遺構を中心とした後期から晩期初

頭にかけての遺構全体の概要である。

後期 Hか らのにぎわいも、方形柱穴列があるとはいえ、定住性を示すような住居址は発見されていない。

しかしそれにもかかわらず粗製土器の量が多いということは、この場所に人が集まって食物を煮炊し、何等

かの食事の行われたことを示している。発見された6カ 所の焼土址のあり方は、それと関連した集団関係を

考える上に重要ではないかと思われる。発見された上竣の多くは墓であると考えられるが、高部遺跡のよう
681

な墓域の構成のあり方は明確でない。しかし分布の上からは、土娠を数グループに群別することもできるよ

うに思われる。つまり後期の遺構は、はじめはそのような墓域を中心に全体が構成される構造をもっていた

と思われる。そしてそれらの施設や場が、かつて繁栄した村の墓域に位置しているということは何か象徴的

なものがある。

しかしそうした形態も後期V以降はやや変わったように見受けられる。それは中央の場所に集石が始まり、

晩期初頭までには大きな集石遺構として発達した。後期V前後の墓とみられる土羨は、集石遺構からやや離

れた、主に山裾側の場所に位置している。しかし後期末から晩期初頭の墓とみられる土墳はほとんどない。

後期末から晩期初頭の上獲は、集石遺構を囲むように配された焼土を伴う土娠があるだけである。それらの

上獲は 5カ所ともほぼ同規模で規則的な配置の構成をとっている。あるいは集まる何等からの集団を示すも

のであるのかもしれない。上媛や焼土の中に混じる骨粉は獣骨の可能性もある。土獲の付近に広がる土器の

あり方からは、この場所でも食物の調理や食事の行われたことが推察されるのである。要するに、後期末か
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ら晩期初頭は墓を中心に人が集まるというのではなく、集石遺構を中心として人が集まる、集石遺構を中心

とした祭扉B的な場へ徐々に変わってきたのではないかと考えられるのである。

結 び

棚畑遺跡は、台地上の縄文集落が、台地ごとほぼその全体が発掘された遺跡として、また、棚畑遺跡と前

後して長野県内で発掘された塩尻市俎原遺跡、駒ヶ根市辻沢南遺跡などと共に、100カ所を越す竪穴住居址が

発見された縄文中期の環状集落跡として、発掘当初から注目されてきた。しかし発掘によって得られた莫大

な数の遺構や遺物は、その資料を提示するのが精一杯で、それらの分析を通した集落の研究ということはほ

とんどなし得なかった。そのため本稿は、発掘調査や遺物整理の時点で得られた所見や気のついた点、また

それらの作業を通して感じたことを中心に縄文時代の集落を概観してみようとしたものである。棚畑遺跡の

縄文集落の本格的な分析と研究はこれからなされるであろうが、本稿がそれらの研究にいくらかでも資する

ところがあるとすれば幸いである。

註(1)馬蹄形集落の場合、村の正面が開口部であり、必ず奥にも出入口部のあることが指摘されている。水野正好
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第 6節 棚畑遺跡出土の人骨

西 沢 寿 晃

本遺跡の多数の上羨から検出された骨は、すべて焼骨であり、きわめて微細な小片ないし骨粉状を呈して

遺存するもので、人骨・獣骨の判明は一切不明である。

ただし、第56号土墳出上の骨は、やや多量の細片が一括されるもので、わずかながら形状を保つ部位も認

められ、これらはすべて火焼を被った人骨であると見倣される。

以下、出土骨の内容について略記する。

56号土竣 :すべてが焼骨であり、いちじるしく細片化が進んでいる。しかし、刻ヽ片ではあるが骨粉状では

なく、火熱により崩壊し、骨の無機成分の融合の結果、堅い骨質に変化して残存したものである。わずかな

大形の破片には輪状に割れたり、亀裂や歪みを生じた焼骨特有の性状が現れており、また完全燃焼により色

調は総じて銀ねず色を呈するが、一部の骨片の随腔には、低火熱により炭素が付着し黒色に変化した部分も

みられる。

頭蓋骨一平たい板状の骨片は脳頭蓋を構成する部位であるが、全細片中でかなり量が多い。 4× 4 cmの も

の 1片がもっとも大きく保存されるもので、他はすべて2× 2 cm程度の断片となっている。これらの中には、

後頭骨の項平面で後頭稜の認められるもの、ラムグ縫合が離開した縁辺を残すものなどが多い。その他、頭

蓋底の各所の破片も多く含まれている。歯の歯根のみが 2本残るが、歯種は不明である。

上腕骨一滑車関節の一部が認められる。

尺骨 (右)一肘関節のうち滑車切痕部 (鈎状突起 。撓骨切痕・尺骨粗面を含む部位)は もっとも原形を上

める部位である。

手骨―中手骨の頭部が 1片。その他、わずかな長骨の破片は前腕骨の骨体の一部と推定されるが、他のす

べての細片とともにその帰属は不明である。

以上の内容からみた特徴的な傾向として、頭蓋骨片の残存する割合は多いが、全体としては極く一部であ

り、小量であること、全身の骨格のうち、緻密質が厚く長大・頑丈な骨の部分で、火葬骨としても通例やや

大形な破片として保存に耐える分くの部位が全く欠失していることなどから、同一個体の人骨と推測しなが

らも、限られた一部の骨の遺存の結果が窺えるものである。

このような状況は、第Ⅲ章第 3節 4の発掘所見による、「・・―・骨片と焼上の遺存状態からみると、骨片は別

の場所で焼かれたものが、焼土と共に 1つのまとまりとなってこの上墳に埋められたものと思われる。……」

という観察がおよそ妥当であるものと言えよう。なお、本人骨の性冴U。 年齢等の詳細は不明である。

第 4・ 185。 297・ 389。 403・ 411・ 412。 413・ 417・ 421・ 422。 453号土娠 :各土獲から検出された骨はすべ

て焼骨であるが、自色の微量な骨粉状のものである。それぞれ量的にはわずかながら多寡があるが、土中に

痕跡的に残存する程度のものが殆どである。
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第 7節 棚畑遺跡の平安時代住居址の年代について

小 林 深 志

遺跡の位置

霧ヶ峰山鬼の一部である永明寺山が大きく張り出し、諏訪湖盆地と山浦地方とを分けているが、また、独

立丘である小泉山・大泉山の存在により、北山浦地方に流れる河川の多くが鬼場橋とその約500m下流の栗沢

橋周辺に集まってくる。現在の道路もこの鬼場橋と栗沢橋を中心に扇状に広がり、各集落を結んでいるが、

これと対照的に各集落間を等高線状に結ぶ道路は未発達で、特に車での移動の場合、一度市街地に下った後

再び上った方が早い場合が多い。本遺跡はその鬼場橋から上川沿いに約 2 km遡ったところにあり、諏訪地方

から大門峠を経て上田 。佐久地方に至る、茅野停車場八子ケ峰公園線に面した台地上に位置する。

諏訪地方に於ける平安時代の大きな集落は、主に諏訪湖周辺に限られている。山浦地方には本遺跡から東
(1)

へ約 2 kmにある山寺遺跡にかなりまとまって住居址が検出されている他は散発的で、わずか数軒の住居址が

散見される程度である。遺跡の一部を掘る調査が多く、本遺跡のように台地を全面発掘した例が少ないため、

今後遺構数が増加する事も考えられるが、本遺跡の規模は山浦地方では大きい部類にはいる。これは入ケ岳

山麓の中でも中央自動車道関連で調査された、原村と市内金沢地区周辺の諸遺跡を含めてみた場合でも、遺

跡の規模は似たようなものである。

これら山浦地方の平安時代集落が、10世紀の後半に突然出現し、11世紀の前半には消滅してしまう事につ
修)    俗)

いては、原村史・茅野市史編集の折りにも指摘されている。山浦地方の水田開発の多くが、江戸時代の後半

における汐の開発以降である事から、10世紀代の山浦地方への進出も、荒れ地を畑地にするためのものであ

ったと考えられる。それが 1世紀たらずの間に消減してしまうのは、高地での開発が困難であった事もあろ

うし、諏訪湖周辺での開発に呼び戻されたためでもあろう。

住居址の位置と構造

本遺跡で検出された平安時代の遺構は、竪穴住居址が 9軒、掘立柱建物跡が 3棟である。その内 7軒の竪

穴住居址と掘立柱建物跡のすべてが、北側台地 と南側台地が「 L」 字状に広がる基部に当たるところに集中

して検出された。そして、やや離れた北側台地上に 2軒の竪穴住居址が検出されている。

各住居l■間で重複しているものはみられないため、切 り合い関係によって新旧関係を明らかにすることは

不可能である。それぞれの住居l■に付属するカマ ドの位置を見ると、西壁にカマ ドを有するものが第47・ 140

号住居 l■の 2軒、北壁に有するものが第50・ 71・ 76'139号住居址の 4軒、東壁に有するものが第 1・ 34・ 46

号住居 J■の 3軒である。

掘立柱建物跡は竪穴住居址に国まれるように建てられているが、建物跡の棟方向がそれぞれ異なっている

こと、建物間が近接していることなどから同時に存在したとは考えられない。それぞれの建物跡と竪穴住居

l■ との関連であるが、第 1号建物跡は東壁にカマ ドを有する第 1・ 34・ 46号住居l■ とほぼ主軸方向が一致 し、
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第7節  llll畑遺跡の平安時代住居址の年代について

第 2号建物跡は西壁にカマ ドを有する第47・ 140号住居l■と、さらに第 3号建物跡は北壁にカマ ドを有する第

50。 71・ 139号住居址にほぼ一致する。カマドの位置が同じ方向の住居l■から出土する遺物がほぼ同じ様相を

示す事は後述するが、それらと考え併せても、建物跡や竪穴住居址が主軸方向によってある程度規制されて

いた事が理解される。また、本遺跡の平安時代集落が竪穴住居址 2～ 4軒に 1棟の掘立柱建物跡を有する構

造であったと推察される。

遺物について

各住居址出上の遺物を見ると、すべての住居l■に各器種がそろって出土しているわけではない。そのため

住居址から出上した器種についてそれぞれ形態・技法などから前後関係を見、さらに伴出する器種から住居

l■Lの同時期のものを見つけだす作業を行う。その際、住居址に付属するカマ ドの位置や、住居l」Iが遺跡内の

どこに位置するか等も考慮していく必要があると思われる。

出上した遺物を見ると、第47号住居址に須恵器の不があり、最も古い様相を示す。この住居址と同じ西壁

にカマ ドを持つ住居l■ として第140号住居址がある。この住居址からは、図示できる遺物の出土はなかった

が、羽釜が出上している。

北壁にカマ ドを有する住居址は、第50・ 71'76・ 139号住居l■Lの 4軒である。このうち、第139号住居l■に

ついては第 1・ 34号住居l■にみられる土師器高台付坑が出上していることからほぼ同時期に比定できる。他

の 3軒については前述した住居址に類例がなく、比較は困難である。出土遺物からは、第76号住居l■出土の

厚く折れるような口縁部が付 く上師器甕にやや新しい様相を見る事が出来るが、伴出している土師器高台付

皿にワラビ手の暗文がみられること、須恵器のlThがなく、土師器の不と灰釉陶器の高台付筑だけになってい

ることなどから、やはり前述のものと大差ない時期であろうと思われる。

第 1号住居llr_と 第34号住居址からは、内面に十年の暗文を施した土師器の高台付坑が出土している。また、

同様の形態の坑は、第139号住居l■からも出土しており、同時期と考えてよいと思われる。この 2軒の住居l■

は共に東壁にカマ ドを有している。東壁にカマ ドを有する住居址は他に第46号住居址がある。この第46号住

居址からは内面黒色処理された土師器不が出上している他、最も古い様相とした第47号住居址にみられたカ

キロを施す刻ヽ形の甕も出上している。遺物については、第46号住居址がこれら一群よりも古いと思われる第

47号住居llLに近い様相を持ちながらも、カマ ドの位置など住居形態に於いて第 1号住居址と第34号住居址に

近い形態を示す事からみて、この間には大きな時間差はなく、継続している事を示していると思われる。

これら住居址を市内各遺跡の住居l■等と比較してみると、第 1号住居址と第34号住居l■から出上している
律)               

“

)

土師器lTh・ 高脚状の高台を持つ土師器不が狐塚遺跡の第 1・ 2号土羨墓、高部遺跡の第 3・ 26号住居l■から

出土している。形態の他、焼成・胎土も似ているが、土師器不の法量を見ると、本遺跡出上のものが口径

10.2～ 13.Ocm、 底径4.6～ 6.6cmであるのに比して、狐塚遺跡のものの日径が10.1～ 11.3cm、 底径が3.9～ 5。 4

cmで、本遺跡出上のものの方が若千大きめである。また高脚状の高台を持つ不も、本遺跡出上のものが回径

13.2～ 14.6cm、 底径6.8～ 7.5cmであるのに比して、狐塚遺跡のものが口径12.5～ 13.4cm、 底径6.5～ 8.2cmと 、

やはり本遺跡出上のものの方が大きめである。一般に供膳形態の上器が、新しくなるとともに月ヽ形化するこ

と、前述の内面黒色処理され暗文を施す土師器高台付坑が出土することを考慮すると、前述した 2遺跡より

も古い段階であると考えられる。また、第 1・ 34号住居址から出上している「十」字の暗文を持つ土師器高
(6)

台付坑は本遺跡から東へ 2 km弱の権現林遺跡でも出上している。
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17)

次に阿弥陀堂遺跡13号住居址出土の遺物と比較すると、器種の多く出上した灰釉陶驀高台付坑の法量は口

径が15.5～ 18cln、 底径が7.5～ 10.2cm、 土師器郭の法量は口径が10.2～ 13.Ocln、 底径が4.6～ 6.6omと ほぼ同じ

である。しかし、本遺跡第47号住居址出土の須恵器不との比較では本遺跡のものの方が大形で、やや古くな

るものと思われる。

本遺跡よりも古いと思われる遺跡を見ると、阿弥陀堂遺跡第10号住居址がある。土師器・須恵器・灰釉陶

器の 3者がみられるものの、主体は土師器である。土師器には不と皿が認められる。不は口径12.4～ 16.lclll、

底径4.4～ 7.3cmで、本遺跡ものより大形である。ほとんどが黒色処理されている他、内面に暗文状の磨きが

施されているものも多い。灰釉陶器も前段階のものである。

これら住居址の年代については、明確に実年代を示す資料がないが、灰釉陶器から、一応10世紀の後半の

位置を与えておきたい。

註(1)a、 宮坂宛次「長野県茅野市山寺遺跡について」『信濃』20-4、 1968

b、 宮坂虎次『山寺遺跡』茅野市教育委員会、1982

12)宮坂光昭「山麓の開拓に入った人たち」『原村誌』上巻、1985

13)臼田武正「考古学からみた古代の茅野」『茅野市史』上巻、1986

僻)小林深志ほか『狐塚遺跡』茅野市教育委員会、1990

傷)鵜飼幸雄ほか『高部遺跡』茅野市教育委員会、1983

6)宮坂英式「信濃国諏訪郡南大塩部落小字権現林出上の埴部土器報告」『歴史地理』72-1、 1938

P)守矢昌文ほか『構井・阿弥陀堂遺跡』茅野市教育委員会、1983
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第 8節 棚畑遺跡の平安時代集落の構成とその性格

宮 坂 光 昭

集落の構成と変遷

遺構 と遺物の項で述べたように、平安時代の遺構には10世紀後半の住居址群、および掘立柱建物址がある。

土師器・灰釉陶器・須恵器からみて、第47号住屋l」_出土の須恵器がもっとも古相を示すが、総体的には同一

時期の住居l■群とみられる。

住居址は 8軒発掘され、掘立柱建物址 3棟の発見もあった (第632図 )。 また、かつて平安時代住居址 1軒
(1)

も発見されている。今回発掘された住居址と掘立柱建物l■については、第 7表に示すように 3つのグループ

に分類できる。

aグループは第47。 140号住居址、それに掘立柱建物址 2号である。住居l■はカマ ドの設置されている位置

＼
―

/

第側2図 平安時代の遺構分布 (1/1,000)
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遺構

力匹 プ
住 居 址 建物址

a 47号住 140号住 廻圭2

b 1号住 34号住 46号住 建 1

C
住
住
号
号

５０

７６

71号住
139号住

建 3

第 7表 平安時代の住居址・建物址の分類

と、棚畑地籍の「L」 字状平坦地の角に占地し、

また最大の住居面積と、もっとも遺物の多い第 1

が西壁のグループである。また、第 2号掘立柱建物址は

建物方向が西にカマ ドを有する住居址の主軸方向と一致

する。

bグループはカマ ドの位置が住居址東壁に設置されて

いる第 1・ 34・ 46号住居址である。また掘立柱建物址第

1号は、東壁にカマ ドを有する住居l■の主軸方向と建物

l■主軸方向がほぼ一致する。このグループの配列をみる

東方に開く半環状に並ぶが、西隅に掘立柱建物址がある。

号住居址が含まれ、その位置も「 L」 字状台地の中心部に

位置 している。

Cグループは第50'71・ 76・ 139号住居l■で、いずれもカマ ドの施設が住居llL北壁にある。また掘立柱建物

址第 3号は、これら住居址の主軸方向とほぼ同一主軸方向である。本グループは掘立柱建物址第 3号を東端

として、住居l■は台地西隅の山裾にかたまっている。

以上の住居址群のあり方は、各住居l」Lにおけるカマ ド位置からのグループ化を試みたものである。そして

それに住居l■主軸方向と、住居址の主軸方向に合う掘立柱建物llLを対応させた。住居址の群在する位置は台

地上の「 L」 字形平坦部の西隅山際にある。つまり東方と北方平坦地の見渡せる要地といえる位置である。

東・北方の平坦地は農耕地として利用されていたものとみられる。V字形の鉄鋤先出土は、固い農地の耕作

をうかがわせる。

掘立柱建物J■ 3棟は近接して存在する。しかも住居l■群 3グループのほぼ中央に位置する。 3棟の掘立柱

建物が同時に存在していない事は前節でも考察されている。掘立柱建物址第 1号は、 2間×3間の建物の中
に鉄滓を有す土坑が発見された。小鍛冶に関係する建物址と考えられる。この鍛冶遺構建物は、第 1号住居

l■ と深い関係を有する建物とみられる。ほかの 2棟の掘立柱建物址は倉庫と考えられるものの、近接しすぎ

ていて同時存在の可能性は少なく、しかも前後関係についても判明しない。

棚畑遺跡の平安時代住居址と建物l■をa・ bocの 3群にグルーピン員した。 3群の前後関係については
同一土器型式内とみられ、不明である。ただ、第47号住居址出土の須恵器に古い様相が認められ、このグル

ープが相対的に古いとみられる。

3軒に倉庫 1棟 (工房)を加えたグループを 1単位とみた場合、 3群の変遷を仮定すると、 3世代と単純
にとらえ、また同一土器型式内とすると、短期間の平安時代村落の生起であったことになる。

平安時代集落のあり方

棚畑遺跡にみられる平安時代集落のあり方は、住居 2～ 4軒に掘立柱建物 1棟 (工房)で一単位を形成し、
3回の変遷があったことが推定される。上器型式によっても一型式内とみられるが、いずれにしても長期継

続集落とはみられない。その実年代については前節で10世紀後半と考察されている。

八ケ岳山麓の平安時代集落のあり?は、(1)長峰状尾根南斜面に等高線にそって帯状に集落をつ くる。(2)

集落南下方に小河川がある。 (3)3～ 4軒で 1群 となる。 (4)群は 2～ 3群で、同一土器型式での変遷が
みられる。 (5)時期は10世紀後半から11世紀前半である。 (6)鉄製品の出上が多くなり、鍛冶関係遺構も
みられる。
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棚畑遺跡の平安時代集落址は霧ケ峰南麓にある (第633図 )。 広域的には入ケ岳西麓と生活立地が同じであ

る。よって八ケ岳西南麓の平安時代集落址のあり方と同じとみてよい。平安時代集落の生起 。発展・消滅の

あり方は、10世紀後半から1世紀未満でほとんど消滅している。推定したように、 2世代あるいは 3世代で、

山地の開拓に従った人々は撤退したものとみられる。
(3)

平安時代集落が10～■世紀に消滅する例は、入ケ岳山麓原村内の諸遺跡で明らかにしたが、茅野市内では

次の事が判る。

まず、八ケ岳西麓にある集落と平坦部にある集落とのちがいに気がつく。山麓部の集落は小規模で集落継

続期間が短い。一方平辺部では、山麓の集落に経済的、政治的に影響をあたえたであろう位置を占める構井・
(4)                                                                    (5)

阿弥陀堂遺跡は長期継続集落である。また諏訪神社に近い高部遺球をみると、ここも長期継続型集落であり、
い)     υ)

そのほか有賀峠直下の諏訪市千鹿頭社・十二ノ后遺跡も長期継続の集落である。このことは平坦地の拠′ミ集

落と、山麓の短期小集落の存在を示すものである。

長期継続の拠点集落は、腑日名抄』に出てくる諏訪郡の七郷 (う ち 3郷は上伊那)の なかの主要集落であろ

う。山麓の刻ヽ集落は、拠点的集落から山麓の開拓に出た人々の村であった可能性が高い。

短期間で開拓した村をすてなければならなかった理由は、律令体待1の崩壊と荘園の盛行であったと述べた
(8)

事がある。諏訪地方の荘園の実体についてはほとんど不明である。しかし上社周辺から行なわれた荘園の拡

大、条理田の整備 (神日の成立)は、水田の拡張にともない、山麓に入った開拓農地の低生産性に見切 りを
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第開3図 霧ケ峰南麓とその周辺の平安時代遺跡の分布 (1/100,000)
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第Ⅳ章 考  察
(9)

つけ、農民の逮住をうながしたものと推察した。

松本平における平安時代集落の調査によると、塩尻市の丘中学校庭・俎原・内田原の諸遺跡、松本市赤木

山 。中二子・和手・下神・神戸の諸遺跡などは10世紀末から■世紀で集落はなくなる。一方長期継続型集落
l101

として連続するのは吉田川西 (塩尻)。 北栗。三の宮・北方の各遺跡だとされている。山地開拓のあり方は入

ケ岳山麓に類似し、10～■世紀の信濃の変動する社会をうかがうことができる。

鉄製品と鍛冶遺構

平安時代の住居址から鉄製品の出土する例はかなり多くなり、鉄製品の普及がうかがえる。ことに山麓の

開拓には開墾具として大形鎌、鋤、鍬等が必要である。本遺跡においては小鍛冶跡とみられる掘立柱建物が

確認された。出土鉄製品は、鋤、鎌、刀子、紡錘車、ヘラ状鉄器、苧引金具が各 1点、釘 7点、そして祗石

2点の出上があった。

鋤先は第71号住居l■Lから発見されたもので、形が「V」 字形をしている。この形は「U」 字形の鋤先に比

し例が少ない。機能的にみると固い土地の耕作に向いていると考えられるが、作業面からの考察も必要であ

ろう。

紡錘車、手引金具、ヘラ状工具は第 1号住居J■から出土した。この住居址は火災に遭った住居で、炭化材

が多かった。 3′くの鉄製品は繊維加工工具であって、床面上に据えられていた木製具は布を加工する道具と

いう印象が強かったが、炭化しすぎていたため判然としない。本住居址は大形住居で出土土器も多彩であり、

鉄製品に繊維力H工具の出上した点などから中心的住屋であったとことがうかがえる。

鍛冶遺構は掘立柱建物内部で作業が行なわれたものである。本例の鍛冶址が本遺跡のみの需要を充してい

たのか、より広い範囲の要望を充たしたかは今後の研究による。入ケ岳西南麓の例をみると、中級の河川で

区切られる一単位内の数遺跡 (住居址数10～ 12軒)に 1箇所の鍛冶遺構が認められる。したがって 1軒の鍛

冶工房は、ある一定範囲内の鍛冶作業をフォローしていたことになる。

千葉県山田水呑遺跡の発掘調査から、鍛冶遺構の研究によると、10軒の住居に対し鍛冶工房は 1軒の割合
tl)

であると述べられている。これは八ケ岳西南麓の例とも類似している。

棚畑遺跡の平安時代の集落において、鍛冶工房の役割がどの位の範囲をフォローしたかは今後の周辺遺跡

の調査にかかっているが、今日までの分布調査、僅少の発掘調査例によると鉄津の発見はみられない。少な

くとも霧ケ峰南麓 (米沢地区)く らいの範囲は、本遺跡発見の鍛冶工房がフォローした可能性が高い。今日、

棚畑遺跡周辺を「鋳物師屋」と呼称しているのも、無関係とは考えられないのである。

註 (1)

似)

13)

(4)

(5)

(6)

(7)

Иθδ

宮坂虎次「棚畑遺跡」『茅野市史』上巻、1986

a、 宮坂光昭「山麓の開拓に入った人たち」『原村誌』上巻、1985

b、 自田武正「考古学からみた古代の茅野」F茅野市史』上巻、1986

宮坂光昭「山麓の開拓に入った人たち」 (前掲)

守矢昌文ほか『構井・阿弥陀堂遺跡』茅野市教育委員会、1983

鵜飼幸雄ほか『高部遺跡』茅野市教育委員会、1983

宮沢匡之ほか「千鹿頭社遺跡」『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書―諏訪市その3-』、

笹沢 浩ほか「十二ノ后遺跡」『長野県中央道埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書―諏訪市その4-』、
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第 V章 総  括

発掘調査の成果

棚畑遺跡の緊急発掘調査報告書を刊行するにあたり、棚畑遺跡の発掘調査の成果と意義をのべるとともに、

一つの集落遺跡の湮減という現実に対し、棚畑遺跡発掘調査以後のあり方も含め、総括してみたい。

棚畑遺跡の工業団地計画案では、埋蔵文化財の調査対象地面積は、台地上南西の約6,000m2であった。しか

し、しだいに工場予定地が台地上全体に及ぶ事が判 り、粘りづよい交渉を行ない、台地上全面積の約9,000m2

にわたる発掘調査を行なう事になった。結果的には、台地北端部に存在した拾沢式期の住居址群、ことに大

形住居llLの確認となり、従来盗沢式期の縄文文化の内容が十分に判っていなかったことから、解明への緒口

になるものと期待される結果となった。

棚畑遺跡のある八ケ岳西山麓は、八ケ岳山麓でも上川寄りの西麓と、蓼科 。霧ケ峰山麓にかけての、俗に

「北山浦」と呼ばれる地域にほぼ相当する。そこは縄文中期文化の宝庫であり、大小さまざまな多数の遺跡

が埋蔵されている。縄文中期の遺跡の発掘は、同じものをいくつ発掘しても同じではないか、という発言を

聞く。どのような刻ヽさな遺跡でも、そこには人々の生活の跡があり、 1人だけで生活していたわけではなく、

他との関係を保って社会生活を営んでいたわけである。したがって、集落の構成、社会の復元のためには不

可欠である。八ケ岳西山麓の縄文文化の研究に取り組んだ宮坂英式氏の研究の視′ミもそこにあった。また、

縄文時代の諏訪にはどの位の人数の人が生活していたかという間題も、諏訪の歴史の上にとって何も解決さ

れてはいない。そんな歴史研究をみると、まだまだ考古学の発掘調査は十分ではない。

棚畑遺跡の例のように、集落全体を発掘調査した遺跡は諏訪地方でも例が少なく、茅野市玉川の茅野和田

遺跡のほかにはみられない。しかしこれからは大規模開発はますます多くなる傾向であり、それに伴って一

つの集落を全部発掘するケースもあるだろうが、和田遺跡、棚畑遺跡例のように、緊急発掘調査とはいいな

がら、より学術調査に近づける努力をしてきた。しかし実際には無理な場面もなかったとはいえない。残念

なことである。

また、遺跡調査の総面積についても、計画段階から十分に検討し、設計変更を含む計画変更の要望や、未

発掘調査部分のないよう、また少しでも遺跡を現状保存するような努力をしなければならない。

棚畑遺跡の発掘調査の結果、検出された主な遺構は、縄文時代住居址149軒 (前期 3・ 中期 146)、 竪穴状遺

構 2、 方形柱穴列14、 土墳643、 集石遺構 7、 敷石遺構 1、 屋外炉 2、 焼土址 7、 ロームマウンド3、 平安時

代住居址 9軒、建物址 3(小鍛冶llL lを含む)、 土羨 1、 近世以降建物J■ 3、 柱穴列 1、 土墳 8な どであっ

た。さらに縄文時代のピット状の遺構を含めると、土獲を含めた穴状の遺構は1,000個以上となる。

棚畑台地上の縄文中期集落の形成過程を大まかにみると、台地北部の風の少ない温暖な地形の場所に、縄

文中期中葉 Iの住居が11軒で集落を作る。同じ時期、南方台地上には 1軒みられるのみ。北方台地上には、

中葉 I～Ⅳまで、集落規模は拡大したり縮少したりしながら継続する。一方商方台地上は中葉 Iの 1軒から

しだいに増加する傾向をみせ、中業V(井戸尻 I・ H式期相当)にいたると、台地中央を囲んで 8軒の住居
は環状に集落を形成している。つづ く中葉Ⅵも8軒の住居がみられ、北台地には 1軒だけとなる。

南方台地の中央、環状集落の中心近 くに位置する中葉 V・Ⅵ頃の第500号土羨から、独立立像形大土偶が完

形のまま発見されている。全国的にみても稀有な例 として注目された。

中期後葉の集落のあり方については、後葉 I～Ⅳまで、南北台地上に環状集落を形成し、数多い住居の集

落を作っている。ところが後葉Vに なると、南北両環状集落は大きく衰退化している。中期後葉の集落のあ

り方は、八ケ岳西山麓の同期の変遷と軌を―にしているとみられる。

7Zヱ
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方形柱穴列という遺構については、中期後葉から後期の遺構と考えられる。環状集落の中央部に作られて

おり、柱のある構造物とみられるが、今後の研究を待ちたい。

上器については、中期中葉 Iの格沢式期の住居址が北方台地に11軒集中しており、 2世代 くらいの変遷が

あるらしい。各沢式上器も量が多く出上し、猪沢式期の解明に役立つ資料だとみられる。

炉は井戸尻式期が円形 (花弁状)で河原石、曽利式期になると板状安山岩を用い方形。井戸尻式期から曽

利式期に移行する時期は、河原石と板状安山岩の両者が混合して使用されているなど、注目すべき問題もあ

る。中期後葉の曽利式期については、急増する住居l■、やや大形の住居址は隅九方形プランをもつ。

曽利式期第 2号住居l■は第123号住居址とともに、炉縁石の中に石棒が埋め立てられていた住居址である。

第 2号住居址は東南方向に入口をもち、突き出た屋根の入口をもち、埋甕、平石の割石、炉の石棒、炉、奥

壁の伏甕などがみられる。南台地における最東南端に位置しており、入口から炉までの直線は、入口から入

る日光、それも冬至の日光を意識した住居ではないのだろうかと密かに思っている。

出土品のうち注目すべき遺物は多いが、完形の独立立像土偶は別論した。医学の物理的な技術を導入した

CRoCTの利用によるχ線写真の撮影は、今後考古学研究の面に利用できるという、貴重な一面を提出した

事になる。

遺跡に残された自然物、石材のうち、黒曜石の総量はきわめて多量で、原石のストックされた住居lJ_も み

られた。背後の山地を経て、霧ケ峰高原から星ケ塔・和田峠という、黒曜石原産地からの交易ルー トの一拠

点としても重要な遺跡であったとみられる。また軽石製品が多々みられた。地山層の中に含まれる軽石を掘

り出して加工したもので、石材不U用の一面である。

南北台地の境界辺に築造された敷石遺構、集石遺構に用いられた石材について記述しておきたい。第 8表

のように、棚畑遺跡の集石遺構に用いられている石材をみると、大きい石は 1ト ン級から人頭大以上595個。

人頭大以下238個である。総数833個、砂岩系総数554TEl、 花筒岩255個である。総数の66%は砂岩系で、上川

を中心に採集し、運搬したもの。花蘭岩は31%で、全般的に平板石が多く、棚畑遺跡背後の山地に産出する

石を運搬してきたとみられる。意外に少ないのは安山岩系 (鉄平石)である。また西山山地 (伊那郡境)に

集石遺構

大石 砂岩系 (硬砂岩含) 398個
花筒岩      173
安山岩 (鉄平石)   5
緑色岩系      8
軽石         5
石英系       6

小 石 (人頭大以下 )

砂岩系

花商岩

敷石遺構

花筒岩       10
安山岩       1
砂岩系       7

第 8表 集石・敷石遺構の石材別礫
の個数

7Z2

産出する緑色岩系の石材も使用されていた。軽石は当地層の

下層から産出する。石央は、結晶品が集石遺構の東北端の円

形サークル状の中心に集められており、産地は北隣の沢から

出るといわれている石材である。

翡翠・琥チ自の出土は土羨に多かった。生前身につけていた

玉を、遺体につけて埋葬したものと考えられる。翡翠は硬玉

製大珠といわれる垂飾玉で、やや刻ヽ形である。新潟県糸魚川

市姫川支流の小滝川原産地と、青海町青海川椅立原産地から、

姫川を上って交易されたものとみられる。琥珀も例の少ない

大形の玉で、国内原産地は岩手県久慈町・千葉県銚子市・岐

阜県瑞浪市・兵庫県神戸市が知られている。棚畑遺跡のもの

は、千葉県・岐阜県産の可能性があり、千葉県産の琥珀とみ

たい。黒曜石との交易品と考えられる。

平安時代集落址の分析では、発掘された住居址と掘立柱建

物址はカマ ド・住屋址主軸方位等から3群に分類した。 3群
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は同一土器型式内とみられるものの、時間差を想定できる。しかし10世紀代における棚畑台地の開拓、撤収

という時間は 2世代程度と考えられる。

鍛冶遺構については、建物内の工房とみられ、当時としてはかなりの規模の工房 とみてよいかも知れない。

鍛冶工房のあり方も、当該遺跡専門の工房と考えるより、ある一定範囲の平安時代集落の鍛冶作業をまかな

っていたものと考える方がよい。今後の研究待ちである。

第 1号住居址は大形住居l■で、繊維加工具の揃っている点́、麻、手加工、麻布の生産が想定される。麻布

が集落内消費用品か、調布・庸布としての租税対象品であるかは、研究を要する事である。

開発の中の調査

棚畑遺跡の発掘調査体制については、棚畑地籍に米沢工業団地の計画がなされて以来、当時の社会教育課

文化財係を中心とした関係者は、この大規模発掘調査に対し、いかに対処するか研究してきた。調査員・調

査補助員の不足、さらに日程の切迫など幾多の困難もあったが、市の担当課当局の努力、そして作業員をふ

くめた調査団全体の熱意によって、ともかくも、縄文時代集落研究上きわめて重要な成果をおさめて調査を

終了することができたのは、幸いであった。

棚畑遺跡に近い尖石遺跡は全国的に最も著名な縄文時代中期の遺跡として知られ、今日、「縄文の里」とし

て活用しようとしているが、これからの開発によって、尖石以外のいくつの縄文遺跡が残るのだろうか。遺

跡をどんどん掘って、大上偶や完形土器を数多く並べるのが考古学だと思ったり、「縄文の里」だと考えたら

大きなあやまちである。

縄文のビーナスと呼ぶ大土偶は、茅野市の「縄文の里」のシンボルである。縄文のビーナスを生み出した

入ケ岳山麓の風土を、われわれは郷上の誇りとしなければならない。茅野市を訪れる人々に、一見して印象

をあたえるように、茅野駅なり、市役所前なりに 2メ ー トル大の縄文のビーナスを設置して市のシンボルと

し、地方としての自信と誇りをもたせる事も、遺跡を大切にする心を養うであろう。

棚畑遺跡の発掘調査は、縄文のビーナスをはじめ、多量の上器、石器等の生活文化財を収集保存し、現場

の記録を保管し、それらを報告書として刊行した。だがしかし、仁居址、土墳群、集石、敷石遺構はすべて

運滅した。私達は記録保存事業を終了し、祖先の文化遺産を破壊する痛1長の念とともに、記録保存が正確に、

見落とさずに出来たかどうかぶり返っている所である。祖先の遺産は、私達と子孫の共有の財産である。私

達の時代に運減させるのは重い罪と受け止めなくてはならない。

棚畑遺跡調査団は持てる総能力を出し合って記録保存に当った。この報告書を手にして、後世の人達に、

棚畑遺跡は消滅したが、本報告書に記録された事項は、いささかの自信を持って伝えたいと思う。本報告書

が考古学研究上、数多く利用される事を望むものである。

棚畑遺跡の発掘終了後、 4年経過した。この間、整理、復元、作図、写真、データ収集、報告文執筆と、

少人数での努力は、日の経つのが早かった。関係者の協力により、今 日刊行できた事を慶事としたい。

この間、大阪文化財センター理事長 坪井清足先生、明治大学 戸沢充則先生には現地に臨んで御指導いた

だき、御礼申しあげます。

また、 7ケ月間にわたる発掘調査に従事された作業員の方々に、厚く御礼申したい。一方、茅野市の関係

諸機関当局の御理解、御協力に御ネし申しあげます。

調査団長 宮 坂 光 昭

盈θ
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表
1 
住
居
址
一
覧
表

番
号
平
面
形
規
模
(m
)
柱 数

主 穴

居 式

住 型
軸
方
向

炉
 
址
炉 路

祭
昴B
施
設

特
殊
遺
物

重
 
複

時
期

備
考

1
長
方
形
61
 
×
 5
4

N-
89
°
一 W
栞
カ
マ
ド

(石
組
粘
土
)

紡
錘
車
、
麻
皮
劉
離
器
、
土
師

器
耳
皿

配
石
遺
構
を
切

る
。

平
 
安
火
災
住
居
址

2
隅
丸
五
角
形

×
4
Dl
N-
55
°
一 W
石
囲
炉

(石
棒
直
立
)

Bn
埋
甕
、
伏
甕
、
石
棒

石
棒

中
期
後
棄
Ⅳ
主
軸
線
上
に
出
入
口
部
・
埋
甕
・
配
石
・
石
棒
・
炉
上
が
並
ぶ
。

壁
外
出
入
口
部
ピ
ッ
ト
、
出
入
日
部
に
礫

3
円
 
形
67
×
6.
2
8
B8
N-
92
°
一 W
石
囲
炉
Ac

垂
飾

中
期
中
葉
V

4
円
 
形
6.
9 
×
 6
8
8
B8
N■
1°
W
(石
囲
炉
)

中
期
後
葉
皿
出
入
口
部
張
り
出
し
、
拡
張

5
円
 
形
47
×
4.
5
5
B4
N-
33
°
一
E
石
囲
炉
Bm

軽
万
製
品

中
期
後
葉
H

6
隅
丸

三
角
形
54
 
×
 4
7
4
Dl
N-
30
°
― W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ｂｎ ω
石
棒

中
期
後
葉
Ⅳ
出
入
口
部
張
り
出
し
、
出
入
口
部
撹
乱
、
石
棒
破
片
東
南

壁
際
に
出
土

7
A楕
円
形

B円
 
形

(1
05
)×
(8
5)

37
×
3.
5

１
０

４

A1
4
Bl
N1
8°
一 W

N-
91
°
一ヽ
V
石
囲
炉
な
し

BI
A土
偶
、
土
製
円
板
、
小
形
土

器
A、
 B

A中
期
中
葉
H

B中
期
初
頭
H
7住
Aは
大
形
住
居
址
、
段
状
遺
構

丸 形
隅 聯

4.
5×
(4
.4
)
4
Dl
N-
20
°
一
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ｂ
ｎ ω
埋
甕
(逆
位
、
口
縁
部
)

中
期
後
葉
Ⅳ
出
入
日
部
張
り
出
し
、
東
南
側
プ
ラ
ン
流
出

円
 
形
4.
9 
×
 4
.7

Bl
N-
95
°
一
E
石
囲
炉
Bm

10
住
を
切
る
中
期
後
葉
H
P3
脇
に
石
皿

隅
丸
方
形
5,
7X
(5
4)

Cl
N-
16
°
一
E

9・
13
住
を
切
る
中
期
後
葉
H

11
円
 
形
5.
2 
×
 5
2

B4
N-
5°
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ｂ
ｍ ω
伏
甕
1

13
住
が
の
る
中
期
後
葉
H
有
孔
鍔
付
口
縁
部
床
面
密
着
出
土
、
P9
脇
に
石
皿

不
整
円
形
5,
lX
4.
6

B5
N-
6°
W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

石
垣
?

14
住
が
の
る
中
期
後
葉
H

隅
丸
五
角
形
6.
0×
50

5
C4
N-
50
°
一 W
石
田
炉

(炉
石
抜
取
)

埋
甕
No
 l
看
蓋
、
正
位
、
日
縁
欠

Nα
 2
逆
位
、
底
部
欠

No
 3
正
位
、
胴
下
部
破
片

10
住
を
切
る

11
住
に
の
る

中
期
後
葉

Ⅳ
～
出
入
口
部
張
り
出
し
、
拡
張

隅
丸
方
形
44
 
×
 3
5
4
Cl
N-
82
°
一 W
石
囲
炉
Ac

12
住
に
の
る
中
期
後
葉
V

尊 灘 四

Ｎ 【 式



Ｎ 【 ∞

番
号
平
面
形
規
模
(m
)
柱 数
主 穴

居 式

住 型
軸
方
向

炉
 
址
炉 聴

祭
祀
施
設

特
殊
遺
物

重
 
複

時
 
期

備
考

15
隅
丸
方
形

×
4
Cl
N-
43
°
一
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ｂ
ｍ ⑭

中
期
後
葉
H

不
整
円
形

B3
N 
ll
°
一
E
地
床
炉

a
中
期
初
頭
I
拡
張

17
隅
丸
方
形
60
 X
 5
0
5
C4
N7
°
E
石
囲
炉
BI

小
形
土
器
、
土
偶
手
部
、
器
台
20
住
に
切
ら
れ
る
中
期
後
葉
H
出
入
日
部
張
り
出
し
、
拡
張
、
P8
脇
に
石
皿

円
 
形
(5
2)
×
(4
9)
5
B4
N-
50
°
W
石
囲
炉
Ad

中
期
中
葉
II
I
南
側
流
出

隅
 
丸

五
角
形
52
 
×
 5
0
4
Dl
N9
°
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

軽
石
製
品
、
石
碗
、
九
石
、
小

形
土
器

中
期
後
葉
H
出
入
日
部
張
り
出
し
、
拡
張

隅
丸
方
形

×
Cl
N3
3°
一
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bn
釣
手
上
器

17
・
19
住
を
切
る
中
期
後
葉
Ⅲ
出
入
田
部
施
設

楕
円
形
(5
5)
×
(5
5)
6
A2
N1
0°
一
E
(石
囲
炉
)

42
住
に
切
ら
れ
る
中
期
中
葉
Ⅵ

隅
九
方
形
63
 
×
 6
2
7
C6
N-
95
°
一
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bl (P
)

土
製
円
板

中
期
後
葉
I
拡
張

隅
丸
方
形

X
C4
N-
31
tW
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

埋
甕
No
l逆
位
、
底
郡
欠
(唐
草

文
系
)

Nα
21
お
と
、 
だ
ミ
吉
焉
う(

小
形
土
器

24
住
を
切
る
中
期
後
葉
H

隅
丸
方
形
70
 
×
 6
5

C5
N8
0°
Vヽ
石
囲
炉
Bi

23
住
に
切
ら
れ
る
中
期
後
葉
I

不
整
円
形
5,
2 
×
 4
9

Bl
N 
l1
2°
E
石
囲
炉
Bm

土
偶
、
石
棒

中
期
後
葉
H

隅
丸
方
形
51
 
×
 4
4

4
Cl
N-
32
°
一 W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ｂｎ ⑭
伏
甕
2(
唐
草
文
系
)

中
期
後
葉
Iコ

楕
円
形
60
×
50

A7
N-
46
°
一 部
r
石
図
炉
Ad

軽
石
製
品

中
期
中
葉
II
I

隅
 
丸

五
角
形
51
×
4.
8
4
Dl
N-
35
°
一ヽ
V
石
四
炉

(炉
石
抜
取
)

埋
甕
Nα
l正
位
、
口
縁
部
・
底
部

欠
(唐
草
文
系
)

Nα
2正
位
、
底
部
欠
、
曽
利
系

中
期
後
葉
m
出
入
田
部
張
り
出
し
、
出
入
部
施
設
、
旧
炉
P拡
張

楕
円
形
48
 
×
 4
4
5
A7
N1
06
°
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

BI
埋
甕
 
正
位
、
底
部
欠

中
期
後
葉
H



Ｎ 【 ℃

番
号
平
面
形
規
模
(m
)
柱 数

主 穴

居 式

住 型
軸
方
向
炉
 
址
炉 路

祭
ll
B施
設

特
殊
遺
物

重
複

時
期

備
考

隅
丸
方
形
6.
8×
(6
3)
4
Cl
N-
50
°
W

中
期
後
葉
I
北
東
側
削
平

円
 
形
4.
6 
×
 4
.5
4
Bl
N-
52
°
一 W
石
囲
炉
Bm

釣
手
土
器

中
期
後
葉
コ
出
入
日
部
施
設
、
出
入
口
部
石
皿

丸 形
角

隅 五
52
×
51
5
D4
N-
95
°
一ヽ
V
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bm
小
形
土
器
、
土
偶
、
土
製
円
板

中
期
後
菜
H
出
入
口
部
張
り
出
し
、
出
入
日
部
施
設
、
29
7土
羨
B内

の
独
立
土
器
と
本
l■
L床
上
出
土
土
器
12
点
と
接
合
す
る

隅
丸
方
形

×
6
C2
N■
00
生
w
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ｒ 〕

，

・

丸
石

中
期
後
葉
I

方
 
形
51
X4
.9

N8
2°
Vヽ
東
カ
マ
ド

(石
組
粘
上
)

墨
書
郭

平
安
灰
釉
壺
76
住
と
接
合

不
整
円
形
(5
4)
×
(4
9)
9
B8
N-
86
°
一 W
石
囲
炉
Bi (P
)

中
期
中
葉
Ⅵ
南
側
流
出

隅
丸
五
角
形
4.
8 
×
 4
.5

4
Dl
N-
89
°
一 Ⅲ
V
炉
石
抜
取

中
期
後
葉
I

桔
円
形
(6
.3
)X
(5
,7
)
7
A■
N-
32
°
― W
石
囲
炉
Ae

中
期
中
葉
V
南
側
流
出
、
炉
址
北
側
石
皿

楕
円
形
(4
0)
×
(3
8)
6
A7
N-
20
°
一 W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

中
期
中
葉
V
境
乱
多
、
南
西
側
プ
ラ
ン
流
出

楕
円
形
4.
4 
×
 3
8
4
Al
N-
5°
一ヽ
V

中
央
に
66
0土
羨
前
期
Ⅵ

楕
円
形
(7
5)
X(
6.
2)
8
A3
N-
46
°
― W
埋
甕
炉
b

垂
飾
1、
土
笛
(上
偶
)1

中
期
初
頭
I
南
西
側
流
出
、
39
5号
土
羨
石
皿

円
 
形
59
 
×
 5
.6
6
B2
N9
5°
一ヽ
V
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

埋
4N
o 
l正
位
、
底
部
欠

Nα
 2
正
位
、
日
縁
欠
、
斜
位

埋
設

中
期
後
葉
I
拡
張

隅
九
方
形
46
 
×
 4
.6
4
Cl
N-
12
5°
一ヽ
V
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bm
21
住
を
切
る
中
期
後
葉
H

隅
丸
方
形

×
4

N-
83
°
―ヽ
V
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bm
軽
石
製
品

中
期
後
葉
コ
北
側
へ
拡
張

楕
円
形
(7
.0
)X
(6
8)
8
A1
2
N-
52
°
一ヽ
V
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
P)
Ac

45
'6
1住
が
の
る
中
期
中
葉
V
入
角
形
の
間
仕
切



雨 ６

番
号
平
面
形
規
模
(m
)
柱 数

王ヽ 穴

居 式

住 型
軸
方
向

炉
 
址
炉 恥

祭
祀
施
設

特
殊
遺
物

重
 
複

時
 
期

備
考

隅
丸
方
形
(6
0)
X(
54
)

A2
N-
85
°
W
石
囲
炉

(炉
肩
抜
取
)

Bm
61
住
に
接
す

44
ri
に
ク 9
る
中
期
後
葉
I
黒
曜
石
集
石
遺
構
、
出
入
日
部
に
大
石
皿

方
 
形
47
 X
 4
6

N-
78
°
W
東
カ
マ
ド

(石
組
粘
土
)

平
安

方
 
形
51
 
×
 5
0

N7
0°
Vヽ
西
カ
マ
ド

(石
組
粘
土
)

65
住

平
安

不
整
円
形
59
 
×
 5
8
7
B2
N6
°
E
石
囲
炉
Ac

土
製
円
板

74
・
15
9住
が

の
る

中
期
中
葉
Ⅳ

石
囲
炉
Ad

51
住
に
の
る

15
9住
が
の
る
中
期
中
葉
Ⅲ

方
 
形
49
×
(3
8)

N-
16
°
一
E
北
カ
マ
ド

(石
組
粘
土
)

平
安

隅
 
丸

長
方
形
73
×
54

4
El
N1
3°
Vヽ

52
・
54
住
が
の

る
前
期
Ⅳ
拡
張

隅
九
方
形
56
×
(5
.5
)
6
C2
N-
51
°
Vヽ
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

BI
50
住
に
切
ら
れ
る

51
・
53
住
に
の
る
中
期
後
葉
II
重
複

円
 
形
(5
2)
X(
52
)
6
B2
N-
6-
ヽ
V
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

上
偶
、
小
形
土
器

52
・
72
住
に
切
ら

れ
る
59
住
に
の
る
中
期
中
葉
Ⅵ
吹
上
パ
タ
ー
ン

隅
丸
方
形

52
住
に
切
ら
れ
る

51
住
に
の
る
中
期
中
葉
V

楕
円
形
(7
5)
×
73
8
A8
N-
25
°
一 W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

可 判 っ
上
偶

73
住
が
切
る
中
期
中
葉
Ⅵ
焼
±
3カ
所
、
土
偶
ピ
ッ
ト
内
よ
り
出
上
、
炉
西
焼
土
脇

に
石
皿

楕
円
形
(6
5)
×
(5
5)

N4
7 
W
地
床
炉

78
住
と
重
複

74
・
15
9仁
に
切

ら
れ
る

中
期
初
頭
I

隅
九

五
角
形
48
 
×
 4
5
4
Dl
N-
50
°
― W
V

埋
甕
系
正
位
、
底
部
欠
、
普
利
土
鈴
、
翡
翠
小
形
磨
石
斧

82
住
を
切
る
中
期
後
葉
Ⅳ
出
入
日
部
施
設
、
吹
上
パ
タ
ー
ン

隅
丸
方
形

×
4
Cl
N-
45
°
一 W
石
囲
炉
Bn
埋
甕
 
石
蓋
、
正
位
、
胴
下
部

欠
、
加
曽
利
E系

軽
石
製
品
、
小
形
土
器
、
土
製

円
板

82
・
83
住
を
切
る
中
期
後
葉
IV
吹
上
パ
タ
ー
ン

隅
 
九

長
方
形
45
 
×
 3
5
4
El
N3
0°
Vヽ
地
床
炉

72
住
に
切
ら
れ
る

53
住
が
の
る
前
期
Ⅳ
同
地
′点
で
の
2軒
の
重
複

難 　 　 難



熾 【

番
号
平
面
形
規
模
(m
)
柱 数

主 穴

居 式

住 型
軸
方
向

炉
 
址
炉 路

祭
昴E
施
設

特
殊
遺
物

重
 
複

時
 
期

備
考

楕
円
形

×
A2
N-
45
°
W
土
器
埋
設

万
囲
炉
Ah

65
住
と
重
複

61
住
と
接
す
中
期
中
葉
Ⅵ

隅
丸
方
形
(4
9)
X(
48
)

C4
N-
90
°
W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bm
45
住
と
接
す

44
・
64
住
に
の
る
中
期
後
葉
Π
炉
址
内
に
台
付
鉢
遺
存

隅
丸
方
形
40
 X
 3
9

4
CI
N 
l1
5°
二ヽ
v
石
圏
炉
Ag

63
仁
が
の
る

47
・
65
住
と
重
複
中
期
後
葉
1

隅
丸
方
形
(4
7)
X(
43
)

N-
68
°
W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bm
62
仁
に
の
る

67
・
68
住
と
重
複
中
期
後
葉
H

椿
円
形
54
 
×
 4
8
6
A7
N4
6°
W
石
囲
炉
Ac

小
形
土
器

61
住
と
重
複
中
期
中
葉
Ш

隅
丸
方
形
61
×
60

47
住
に
切
ら
れ
る
中
期
後
葉
Ⅲ

隅
 
丸
三
角
形

×
5
D5
N-
48
°
Vヽ
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ｂｎ ⑭
埋
甕
 
逆
位
、
胴
下
部
欠
、
加

曽
利
E系

69
住
を
切
る
中
期
後
葉
Ⅲ
出
入
日
張
り
出
し
、
拡
張

隅
 
九
二
角
形
(4
5)
X4
4
5
D4
N-
72
°
W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ac
埋
甕
 
正
位
、
日
縁
部
1/
2欠
、

底
部
欠
、
加
曽
利
E系

軽
石
製
品

63
住
と
重
複

68
住
に
切
ら
れ
る
中
期
後
葉
H
出
入
日
部
張
り
出
し

円
 
形
66
×
(6
.5
)
3
B4
N-
27
°
W
石
囲
炉
Bn
甕 甕
埋 伏
東
壁
正
位
、胴
下
半
部
欠

北
壁
主
軸
線
上
逆
位

63
住
と
重
複

67
住
を
切
る
中
期
後
葉
H
炉
址
内
に
焼
土
多
量
に
残
る
。
火
災
住
居
l■

隅
 
丸

五
角
形
57
 
×
 5
2
5
D5
N-
87
°
W
焼
土
残
る

66
住
に
切
ら
れ
る
中
期
後
葉

H～
Ш
出
入
日
部
張
り
出
し

不
整

隅
丸
方
形
58
 
×
 5
5
6
C4
N9
5°
W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

土
偶

82
仁
を
切
る
中
期
後
葉
H
拡
張

方
 
形
(P
)×
43

N-
32
°
E
北
カ
マ
ド

(石
組
粘
土
)

平
安
南
側
未
掘

円
 
形
(6
5)
X(
59
)
3
Bl
N-
18
°
一 W
V
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bn
埋
甕
 
正
位
、
底
部
抜
、
口
縁

部
欠

53
・
59
住
を
切
る
中
期
後
葉
H
北
西
部
未
掘
、
商
側
流
出

方
 
形

E2
N-
52
°
E
土
器
埋
設
盾

囲
炉
(炉
石
抜

取
一
部
残
る
)

Ｂｋ ⑭
55
住
を
切
る
中
期
後
葉
I
炉
址
の
南
側
床
面
に
焼
土

隅
九
方
形
68
×
59

C2
N-
60
tW
石
囲
炉
Bm
埋
甕
 
逆
位
、
底
部
欠
、
胴
部

子
し
2カ
刃
†

48
・
56
・
79
住
を

切
る

75
住
が
の
る
中
期
後
葉
H

奪 � μ



趙 雨

番
号
平
面
形
規
模
(m
)
柱 数

主 穴

居 式

住 型
軸
方
向
炉
 
址
炉 恥

祭
祀
施
設

特
殊
遺
物

重
 
複

時
期

偏
考

隅
九
方
形
(5
0)
X(
45
)

Cl
N-
62
°
Vヽ
石
囲
炉
Bn
埋
甕
2カ
所
 
逆
位
口
縁
部
の
み

74
・
79
・
80
住

に
の
る

中
期
後
葉
Ⅳ

方
 
形

N4
3°
一
E
北
カ
マ
ド

平
 
安
西
側
未
掘
、
火
災
住
居
址
、
灰
釉
壷
34
住
と
接
合

不
 
整

隅
九
方
形
6.
3 
×
 5
8
4
Cl
N2
8°
W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

土
製
円
板

70
住
と
重
複
中
期
後
葉
m
旧
炉
残
る

楕
円
形

54
住
に
切
ら
れ
る

56
住
と
重
複
中
期
中
葉
I
P6
内
に
土
器

楕
円
形

石
囲
炉

74
・
80
4と
に
t】

ら
イを
る

中
期
中
葉

IH
～
IV
南
側
流
出
、
床
面
に
炉
址
残
る

隅
丸

五
角
形

X
5
D5
N3
1°
Vヽ
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ｂ
ｍ い
埋
甕
 
逆
位
、
底
部
穿
孔
土
製
円
板

79
・
81
住
を
切
る
中
期
後
葉
H
建
直
し
、
旧
炉
(P
)残
る
、
埋
甕
の
底
部
穿
孔
部
に
土
製

円
板
、
炉
址
東
深
鉢
底
部
次
す
、
埋
甕
北
に
彫
亥
U石
皿
反

転
、
奥
壁
部
に
集
石

隅
丸
方
形
60
×
(5
8)
6
C2
N-
43
°
WV
埋
設
土
器

焼
土
残
る
Ｂ
ｋ 田

80
住
に
切
ら
れ
る
中
期
後
葉
I

隅
丸
方
形
(5
4)
X(
53
)
4
Cl
N-
55
°
Vヽ
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ｂｍ ⑭

57
・
58
・
70
4と

に
切
ら
れ
る

8斬
主
を
切
る
中
期
後
葉
I

円
 
形

5
埋
設
土
器

残
る

58
・
77
・
82
住

に
切
ら
れ
る
中
期
中
葉
Ⅵ
北
西
側
流
出

円
 
形
46
×
(4
.6
)
5
B4
N-
56
°
Vヽ
石
囲
炉
Ae

小
形
土
器

85
住
に
切
ら
れ
る
中
期
中
葉
m

不
整
円
形
62
×
59
8
B9
N8
5°
Vヽ
石
囲
炉
Ae

小
形
土
器

89
住
に
切
ら
れ
る
中
期
中
葉
IV
間
仕
切

方
 
形
40
 
×
 3
4
4
El
N-
52
°
E

な
し

中
期
後
葉
コ
88
住
吊
手
上
器
と
接
合
資
料

不
整
円
形
3.
6×
(3
.3
)
4

88
住
に
切
ら
れ
る
中
期
中
葉

隅
丸
方
形
47
×
(4
2)
5
C5
N1
8°
W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

BI (P
)

丸
石
 
釣
手
上
器

85
。
89
住
に
の
る
中
期
後
葉
H
拡
張
、
炉
脇
に
深
鉢
伏
す
、
86
住
出
土
吊
手
破
片
接
合

円
 
形
(7
0)
×
(7
0)
8
B9
N-
66
°
W
土
器
残
る

小
形
土
器
、
石
碗

92
住
に
切
ら
れ
る

90
住
に
の
る
、
91

住
と
重
複

中
期
中
葉
Ⅵ
間
仕
切
、
炉
址
脇
の
P2
5伏
甕
(9
0住
埋
甕
?)



番
号
平
面
形
規
模
(m
)

柱 数

こヽ 穴

居 式

仁 型
軸
方
向

炉
 
址
炉 際

祭
lT
B施
設

特
殊
遺
物

重
 
複

時
 
期

備
考

隅
九
方
形
(5
3)
X(
50
)

石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

BI
埋
甕
 
逆
位
、底
部
穿
孔
、P
Z

内
89
,9
1住
に
の
る
中
期
後
葉
I
89
・
91
住
覆
土
中
、
91
住
炉
脇
に
周
溝
一
部
残
る

楕
円
形
7,
3X
(6
.6
)
9
A1
0
N4
0°
一 W
石
囲
炉
(土

器
片
図
い
)

Ａｅ ω
小
形
土
器
、
石
碗
、
土
製
円
板
89
・
10
0住
重
複
、

90
'1
02
住
が
の
る
中
期
中
葉
Ⅳ
間
仕
切
、
炉
石
の
北
東
に
一
括
上
器
、
床
面
に
完
形
浅
鉢

正
位
、
炉
の
北
覆
土
中
に
石
碗

円
 
形
55
×
5ユ

5
B5
N1
2°
一
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

土
偶
、
軽
石
製
品

89
。
94
住
を
切
る

93
住
に
切
ら
れ
る
中
期
後
葉
I
第
9号
方
形
柱
穴
列
、
西
壁
に
54
3土
渡

隅
九

五
角
形
53
 
×
 5
1
5
D4
N-
13
°
一
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bm
軽
石
製
品

92
・
94
住
を
切
る
中
期
後
葉
H
出
入
日
部
張
り
出
し
、
拡
張
、
覆
土
上
面
に
第
2号
(X
―

39
)焼
土
址

隅
 
丸

五
角
形
(5
0)
X(
49
)
6

N 
ll
°
一 W
焼
土
残
る

92
・
93
4と
に
七牙

ら
ヤt
る

中
 
期

隅
丸
方
形
4.
2 
X 
36

6
C2
N4
2°
一 W
石
口
炉

(炉
石
抜
取
)

埋
甕
 
正
位
、
底
部

軽
石
製
品

99
住
を
切
る
中
期
後
葉
V
北
壁
下
に
無
文
完
形
深
鉢

円
 
形
59
×
57
5
B5
N1
0°
一
E
土
器
埋
設

石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bk
98
住
に
切
ら
れ
る
中
期
後
葉
I
炉
北
に
53
5土
羨

楕
円
形
62
 
×
 5
7
7
Al
(
N-
0°

石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ａｅ ⑭
垂
飾
(未
成
品
)

中
期
中
葉

Ⅳ
～
V
問
仕
切
、
南
壁
下
に
石
皿
、
石
皿
壁
下
周
溝
内
に
垂
飾

円
 
形
59
 
×
 5
8
7
B2
N-
22
°
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bm
土
製
円
板
、
軽
石
製
品
、
石
碗
96
住
に
の
る
中
期
後
葉
H
拡
張
、
出
入
口
部
施
設
、
炉
址
北
に
焼
上
、
炉
址
南
に
一

括
土
器
、
炉
の
北
に
66
1土
装
、
炉
内
よ
り
骨
片

楕
円
形

(P
)

石
囲
炉

(炉
石
動
く
)

A王
95
仁
に
切
ら
れ
る
中
期
中
葉

V～
Ⅵ
巨
石
(住
居
内
に
入
る
)

楕
円
形

×
Al
こ
N-
28
°
Vヽ
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bj
炉
東
立
石

顔
面
把
手
、
土
偶
手
、
土
鈴
9的
三
と
重
複

10
1住
が
切
る

11
2住
が
の
る

中
期
中
葉
V
間
仕
切
、
炉
の
南
に
焼
土
址
3ケ
所
、
P■
脇
に
石
皿

隅
九
方
形
58
×
57
4
Cl
N-
53
°
W
石
図
炉

(炉
石
抜
取
)

Bn
埋
甕
 
正
位
、
加
曽
利
E系

土
偶
足
2、
軽
石
製
品

10
2・
10
6住
を

切
る
11
2住
と
重
複
中
期
後
葉
IW
拡
張
、
吹
上
パ
タ
ー
ン
、
炉
址
南
側
の
床
に
一
括
土
器
、

深
鉢
口
縁
伏
す

楕
円
形
(5
2)
X(
48
)
6
A2
N 
l1
8°
ll
J
石
四
炉
Af

軽
石
製
品
、
器
台

10
10
三
に
切
ら

/L
る

91
住
に
の
る
中
期
中
葉
VI
石
皿
3分
割
で
炉
石
に
転
用
、
炉
址
内
に
一
括
土
器
、

Pl
に
器
台
、P
4脇
床
面
に
日
縁
部
伏
す
、P
3に
小
形
深
鉢

楕
円
形
53
 
×
 5
0
7
A1
0
N-
54
°
W
埋
甕
炉
b

土
偶
、
岩
偶
、
軽
石
製
品

中
期
中
葉
I

間
仕
切
、
出
入
日
部
張
り
出
し
、
炉
址
北
に
焼
上
、
出
入

部
壁
外
に
浅
鉢
、
火
災
住
居
址

円
 
形
89
 
×
 8
5
7
B6
N■
■
°
W
埋
甕
炉
b

土
製
円
板
、土
器
片
錘
未
成
品
、石
棒
状
・
石

皿
状
土
製
品
、顔
面
把
手
、小
形
有
子
し 鍔
付
土

器
、軽
石
製
小
形
石
碗
、亀
甲
状
犠
石
製
品

10
9イ
主
が
切
る

10
5住
が
の
る
中
期
中
葉
I

床
面
に
焼
±
6カ
所
、
P3
内
に
小
形
有
孔
鍔
付
土
器
、
P7
、
8間
の
床
面
に

大
形
甕
―
括
、
P1
0脇
の
月ヽ
ピ
ッ
ト
内
土
器
片
錘
未
成
品
、
炉
址
東
覆
土

中
に
10
5住
炉
、
P1
4の
縁
に
礫
と
筒
形
深
鉢
一
括
、
大
形
住
居
l■

４ � μ

総 嗚
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番
号
平
面
形
規
模
(m
)

柱 数

こヽ 穴

居 式

住 型
軸
方
向
炉
 
址
炉 聴

祭
祀
地
設

特
殊
遺
V/
J

重
複

時
期

備
考

隅
丸
方
形
,

(N
-1
0°
―
E?
)
石
囲
炉
BI

軽
万
製
品

10
9住
と
接
す

10
4喧
Jこ
フ 9
る
中
期
後
葉
I
10
4住
覆
土
中
、
貼
床
不
明

楕
円
形
65
×
(5
2)

7
A1
5
N4
3°
一 W
焼
土
残
る

土
偶

10
1奄
iに
切
ら

/L
る
10
9住
に
の
る
中
期
中
葉
Ⅲ
間
仕
切

円
 
形
41
×
(3
8)

2
10
80
iに
tD
ら

れ
る

中
期
中
葉
I

円
 
形
48
 
×
 4
2
6
B7
N-
36
-ヽ
V
石
囲
炉
Ad

10
7住
を
切
る
中
期
中
葉
Ⅲ
黒
曜
石
集
石
遺
構
3カ
所
、
P1
0内
に
一
括
土
器

隅
九
方
形
(6
5)
X(
57
)
5
C4
N-
72
°
W
万
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bi
卜
形
土
器

10
6・
 1
07
tと
に

の
る

中
期
後
葉
1

東
側
流
出
、
10
6住
覆
土
中
に
深
鉢
直
立
、
西
壁
際
に
深

鉢
一
括
、
P5
内
小
形
土
器
、
10
6住
内
西
壁
際
に
深
鉢
一

括
、
深
鉢
3個
体
―
括

楕
円
形
50
 
×
 4
6
8
A9
N7
7°
Vヽ
石
囲
炉
Ae

器
造

15
8イ
主
を
切
る

1■
住
に
貼
床
中
期
中
葉
V
間
仕
切
、
11
1住
か
ら
の
建
答
え

不
整
円
形
68
 
×
 6
5
8
B 
lE
N-
31
°
― W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ae
顔
面
把
手

11
0住
が
の
る

11
6住
と
重
複
中
期
中
葉
Ⅳ
間
仕
切
、
P1
7は
袋
状
の
貯
蔵
穴
、
11
0住
建
春
え
、
北

半
部
に
黄
褐
色
土
半
円
形
に
詰
ま
る

隅
九
方
形

石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

10
0。
10
1・
10
6・

11
0
・
1■
・
15
8住

に
の
る

中
期
後
葉
V
東
側
流
出

円
 
形

×
B7
N5
0°
一
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

小
形
有
孔
鍔
付
土
器

中
期
後
葉
II
拡
張
、
炉
内
に
一
括
土
器

円
 
形
48
×
47

4
Bl
N-
53
°
E
土
器
埋
設

石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bk
11
5住
に
の
る
中
期
後
葉
I
炉
内
に
一
括
土
器
、
炉
址
脇
に
軽
石

隅
丸
方
形

×
5
C5
N-
42
°
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

11
4住
が
の
る
中
期
後
葉
I
1号
ロ
ー
ム
マ
ウ
ン
ド
に
切
ら
れ
る

楕
円
形
67
×
60
6
A8
N-
43
°
W
二
重
石
囲
炉
Ae
埋
甕
P

小
形
石
皿

1■
住
と
重
複

11
9住
に
の
る
中
期
中
葉
V
炉
址
脇
に
小
形
石
皿
、
P4
内
に
大
形
深
鉢
埋
設

楕
円
形
(9
.0
)×
7.
8
6
A3
N7
1°
Vヽ
地
床
炉

土
製
円
板
、
彫
刻
石
皿

11
9住
に
切
ら

ヤを
る
11
8住
が
の
る
中
期
中
葉
1
床
面
に
焼
土
、
覆
土
中
に
焼
上
の
土
擬
頭
、
覆
土
上
面
に

黒
曜
石
集
石
、
大
形
住
居
址

円
 
形
38
×
(3
7)

4
Bl
N-
33
°
W
石
囲
炉
Ae

土
製
円
板

11
7住
に
の
る
中
期
中
葉
V

楕
円
形
10
5×
90

A1
4
N-
39
°
一
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bi
軽
石
製
品
、
岩
偶
、
有
孔
鍔
付

土
器
、
器
台
、
ガ
形ヽ
土
器
、
土

製
円
板
、
土
偶
、
未
焼
成
粘
土

11
6
・
14
1住
が

の
る
11
7
1主
を
切
る
中
期
中
業
Ⅲ
間
仕
切
、
商
側
床
近
く
に
焼
上
、
炭
、
吹
上
パ
タ
ー
ン
、

P1
4内
に
月ヽ
形
台
付
脚
、
大
形
住
居
址



祀 嚇

番
号
平
面
形
規
模
(m
)

柱 数

工ヽ 穴

住
居

型
式
軸
方
向
炉
 
址
炉 聴

祭
lT
B施
設

特
殊
遺
物

重
複

時
期

備
考

楕
円
形
(5
8)
X(
54
)
6
A2
N-
50
°
Aヽr
石
囲
炉
Ae

土
偶

中
期
中
葉
H
P4
内
に
土
偶
、
P1
2内
に
台
付
深
鉢
、
東
・
南
側
は
流
出
、

53
4土
羨

隅
丸
方
形
40
 
×
 3
8
4
Cl
N-
3°
一
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bn (P
)

中
期
後
葉
H
炉
内
に
集
石

円
 
形
63
 
×
 6
2

7
B6
N-
75
°
Vヽ
石
囲
炉
Bm

パ
レ
ッ
ト

12
3住
と
重
複
中
期
後
葉
H
拡
張

隅
九
方
形

5
C4

N-
0°

看
囲
炉

(北
辺
に

石
棒
直
立
)

Bn
埋
甕
 
石
蓋
、逆
位
、胴
下
半
部
欠

唐
草
文
系

土
製
品
、
石
棒
、
九
石

12
2住
に
の
る
中
期
後
葉
H
主
軸
線
上
に
埋
甕
・
炉
址
・
石
棒
が
並
ぶ
、
P4
脇
に
丸
石
、

埋
甕
の
脇
に
小
形
深
鉢

隅
九
方
形
5.
0 
×
 5
0
4
C4
N-
66
°
一 W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

中
期
後
葉
m
入
口
部
施
設
、
覆
土
中
に
焼
上
、
P7
内
に
深
鉢

隅
九
方
形

×
5
C5
N-
64
°
一ヽ
V
石
囲
炉
Bn
伏
甕

小
形
土
器

中
期
後
葉
H
拡
張

不
整

楕
円
形
6.
0 
×
 5
7
6
C7
N-
10
°
E
石
口
炉

(炉
石
抜
取
)

埋
甕
 
正
位
、
日
縁
部
と
胴
下

半
部
欠

12
7住
を
切
る
中
期
後
葉
H
拡
張

隅
丸
方
形
(5
5)
X(
47
)
8
C7

N-
0°

石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

12
6住
`こ

切
ら

をと
る
12
8(
主
を
切
る
中
期
後
葉
I

楕
円
形
59
×
(4
7)
6
A2
N-
4°
一
E
石
囲
炉

(炉
看
抜
取
)

Bi
12
7住
に
切
ら

/L
る

中
期
中
葉
Ⅵ
炉
址
の
南
に
焼
上
、
南
側
撹
乱

隅
丸
方
形
52
 
×
 4
8
4
Cl
N5
5°
一 W
石
口
炉

(炉
石
抜
取
)

埋
甕
Nα
 l
正
位
、
口
縁
部
欠
、
首
利
系

Nα
 2
正
位
、
日
縁
部
欠
、
加
曽
利

E系
13
0住
を
切
る
中
期
後
葉
Ⅳ
入
日
部
施
設

隅
九

五
角
形
(5
,1
)X
(5
,0
)
5
D4
N-
56
°
W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Af
小
形
土
器

12
9・
13
14
と
に

切
ら
れ
る
中
期
後
葉
I
拡
張
、
炉
内
東
側
小
形
土
器

隅
 
丸

五
角
形
(5
0)
X(
48
)
5
D5
N-
41
°
一
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bm
伏
甕

軽
石
製
品

13
0住
を
切
る

13
2住
|こ
の
る
中
期
後
葉
H
出
入
日
部
施
設
、
黒
曜
石
集
石
遺
構
、
炉
石
に
完
形
石
皿

転
用
、
出
入
口
部
東
側
に
次
甕

円
 
形
67
×
(P
)
5

地
床
炉

13
1住
が
の
る
中
期
初
頭
H
拡
張
、
北
側
1/
2は
未
掘

円
 
形

×
5
B4
N-
52
°
E
土
器
埋
設

石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Bk
13
4a
iに
七D
ら

オ■
る

中
期
後
葉
I

隅
 
丸

五
角
形
57
 
×
 5
.1

4
Dl
N-
48
°
一 W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

埋
甕
 
石
蓋
、
正
位
、
底
部

欠
、
曽
利
系

13
3住
を
切
る
中
期
後
棄
Ⅳ
拡
張
、
P9
脇
に
深
鉢
底
部
正
位



総 ６

番
号
平
面
形
規
模
(m
)

柱 数

主 穴

居 式
住 型
軸
方
向

炉
 
址
炉 麟

祭
祀
施
設

特
殊
遺
物

重
 
複

時
 
期

備
考

円
 
形
45
×
(4
3)

4
Bl
N-
60
-ヽ
V
石
囲
炉
Ae

中
期
中
葉
Ⅳ
炉
石
石
皿
転
用
、
北
側
未
掘
、
炉
の
東
に
58
3土
羨

隅
九
方
形
(4
2)
X(
40
)
4
Cl
N-
63
-W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

軽
石
製
品

14
8住
を
切
る
中
期
後
葉
V
中
央
に
撹
乱

楕
円
形
48
 
×
 3
8
8
A7
N-
6°
一 部
「
埋
甕
炉
b

14
8住
が
の
る
中
期
中
葉
H
炉
の
東
に
彫
刻
石
皿

隅
丸

五
角
形
58
×
57

5
D4
N-
22
°
一
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ｂｍ ω
中
期
後
葉
Ⅲ
出
入
口
部
張
り
出
し
、
出
入
日
部
施
設
、
拡
張
、
炉
内
に

一
括
土
器

方
形
P
(3
6)
X(
24
)

N5
°
E
北
カ
マ
ド

(粘
土
)

平
安
南
側
と
北
側
流
出

方
形
(3
3)
×
(P
)

N-
77
°
一 W
西
カ
マ
ド

(粘
土
)

平
安

隅
丸
方
形
(4
2)
X(
42
)
4
Cl
N4
7°
― W
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

11
9・
14
2・
14
3

住
に
の
る
中
期
後
葉
Ⅳ
Pl
内
よ
り
加
曽
利
E系
口
縁
部
、
南
側
流
出

橋
円
形
(6
.5
)X
(5
8)

A1
3
N-
0°

石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

艇 ⑭
14
3住
に
の
る

14
4仁
を
切
る
中
期
中
葉
Ⅲ
間
仕
切
、
炉
内
に
深
鉢

楕
円
形
(5
0)
X(
33
)
5

N2
9°
一
E
石
囲
炉
Ac

14
4住
を
切
る

14
5住
に
の
る
中
期
中
葉
I
P8
脇
に
底
部
伏
す

楕
円
形
?

地
床
炉

14
2・
 1
43
ri
に

切
ら
れ
る
中
期
初
頭
H
P1
7の
商
に
地
床
炉
撹
乱
に
よ
り
わ
ず
か
に
残
る

円
 
形
(4
7)
×
45

4
Bl
N-
35
°
一ヽ
V
埋
甕
炉
b

土
偶

14
3住
が
の
る
中
期
中
葉
I
東
側
一
部
未
掘

楕
円
形
(3
2)
×
28

土
製
円
II
n

15
7住
に
切
ら

/L
る

中
期
初
頭
～
第
1号
竪
穴
状
遺
構

円
 
形

(1
25
)

(1
25
)

B6
埋
甕
炉

土
偶

小
形
土
器
、
土
製
円
板

15
3
・
15
5住
に
切
ら

れ
る

15
4・
15
6住
に
の
る

中
期
中
葉
I

埋
甕
炉
2ケ
所
、
P2
9内
に
黒
曜
石
転
石
、
北
側
未
掘
、

15
4住
西
壁
上
に
焼
土
、P
19
上
に
一
括
土
器
、 大
形
住
居
址

隅
九
方
形

埋
設
土
器

一
部
残
る

13
6住
`こ

切
ら

/b
る

13
7住
と
重
複
中
期
後
棄
I
P1
3埋
設
土
器
残
る

円
 
形
52
×
(5
0)

4
Bュ
N6
0°
Vヽ
地
床
炉

小
形
土
器

15
0住
に
切
ら

イを
る

中
期
初
頭
H
床
面
に
撹
乱

奪 　 　 難



番
号
平
面
形
規
模
(m
)

柱 数

工ヽ 穴

住
居

型
式
軸
方
向

炉
 
址
炉 際

祭
祀
施
設

特
殊
遺
物

重
複

時
期

備
考

楕
円
形
(6
5)
X(
64
)
A1
3
N5
0°
Vヽ
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ａｅ ω
卜
形
土
器

14
9住
を
切
る

15
2住
に
の
る
中
期
中
葉
Ⅳ
間
仕
切
、
床
面
に
一
括
土
器
多
数
、
P5
内
に
完
形
土
器

2個
体

椿
円
形
62
 
×
 4
8

A1
3
N2
°
一
E
石
囲
炉
Ad

軽
石
製
品
、
台
付
器
台
、
土
製
品

中
期
中
葉
Ⅱ
】
間
仕
切

楕
円
形
?

土
製
円
板
、
小
形
上
器

15
0住
が
の
る

15
7住
を
切
る
中
期
中
葉
I
東
南
側
未
掘
、
間
仕
切

楕
円
形
(6
3)
X(
,5
)
5
Al
N-
10
°
E
石
囲
炉
Ae

14
7住
の
覆
土

中
、 
15
4t
と
に

の
る

中
期
中
葉
Iコ
間
仕
切

楕
円
形
38
 
×
 3
0

Al
N-
85
°
一
E
石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ａｃ ０
14
7・
15
3住
が

の
る

中
期
中
葉
I
西
壁
際
に
土
器

楕
円
形
(4
.5
)×
40

4
Al
N-
62
°
Vヽ
石
囲
炉
Ad

14
7住
を
切
る
中
期
中
葉
H

楕
円
形
45
×
40

A5
N-
70
°
―
E
埋
甕
炉
b

14
7住
が
の
る
中
期
中
葉
I
P2
6脇
石
皿
反
転

楕
円
形
10
0×
(8
3)
6
A1
5
N-
39
°
一
E
石
囲
炉
Ａ
ｄ ． Ａ
ｅ

軽
石
製
品
、
土
偶
、
小
形
土
器
15
2r
iに
切
ら

″t
る

14
61
主
を
切
る
中
期
中
葉
I

間
仕
切
、
石
囲
炉
2カ
所
、
東
側
流
出
、
両
炉
上
の
中
間

に
上
偶
、
P3
脇
に
上
偶
、
東
炉
内
に
礫
、
炉
脇
に
焼
土
、

炉
址
間
北
陸
系
一
括
土
器
、
大
形
住
居
l■

椿
円
形
29
×
(2
4)

11
0住
に
切
ら

れ
る

第
2号
竪
穴
状
遺
構

円
 
形
(6
2)
X(
62
)
5
B4
N4
4°
Vヽ
土
器
埋
設

石
囲
炉

(炉
石
抜
取
)

Ｂｋ ω
49
住
に
の
る
中
期
後
葉
I
拡
張

『 哨 Ｎ



付表 2 方形柱穴列一覧表

遺構番号 平面形 規模(m) 主柱穴数 軸方 向 時  期 備 考

1 長方形 3.6× 20 N- 1 
°
一W 228。 250・ 251・ 2571ラ」Lツ薦

2 六角形 97× 3.2 N-38° 一W 後期 I 64・ 136・ 225・ 229・ 236・ 237・ 238'256号土羨

六角形 6.7× 26 N-38° 一E 主軸線上の柱穴やや浅め、170・ 173・ 194・ 233号土羨、233

号土獲西ピット上面に焼土と上器プロック状に詰まる

長方形 31× 27 4 N-42° E 中期中葉V以降 112・ 156・ 159'168号上漿

長方形
7.6× 25
73× 2.6

4

4

N=43° 一E
、N48° 一E

中期後葉 H以降
163・ 190。 219・ 220号土羨

160。 190。 219・ 220号土羨 建替え 29住 と重複

長方形 4.5× 31 4 N53°一E 後 期 96・ 153。 207・ 217号土羨

台 形 45× 4.1 4 N85° 一E 後 期 34。 38'47・ 96号土痰

長方形 6.3× 39 7 N-96° E 後 期 13・ 19・ 23・ 261。 (75)号土羨

9 長方形 44× 2.9 4 N-100° W 中期後葉 H以降 92・ 93・ 94住 と重複

方 形 2.9× 3.1 4 N-5° 一W 後期Ⅳ以前 436・ 528・ 584・ 600号土羨 集石遺構と重複

長方形 3.1× ■9 4 N2° ―E 中期後葉～後期
6角形の可能性あり (6本柱)32・ 42・ 87・ 92・
100。 152号土羨

台 形 3.2× 30 4 N-67° 一E 468号土羨 敷石遺構と重複
長方形 3.5× 2.1 4 N-40° 一E 中期後葉～後期

長方形 4.7× 25 4 N62° ―W 509・ 512・ 525。 526=チ」L功費

723



鵡 ６

付
表
3 
土
墳
一
覧
表

構 号

遺 番
位
置
平
面
形
断
面
形

径 く ｃ

日
底
径
(c
I)

深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

ユ
ケ
ー
24
・
25
不
整
長
方
形
タ
ラ
イ
状
16
3×
13
0
15
2×
11
6

曽
利
Ⅳ
～
V-
1、
加
曽
利
BH
-1

近
世
以
降

66
住
東
南
壁
、
41
6土
羨
隣
接

2
ク
ー
22
・
23
不
整
猪
円
形
鉢
 
状
15
6×
93
70
×
42

近
世
以
降

オ
ー
21
'2
2
長
方
形
タ
ラ
イ
状
14
7×
11
7
10
5×
90

近
世
以
降

中
央
に
礫
斜
位
に
遺
存

4
ウ
 
ー
25
台
  
形
タ
ラ
イ
状
13
0×
95
88
 
×
 7
0

近
世
以
降

5
U-
24
・
25
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
23
0×
20
0
19
2×
17
2

黒
浜
、
諸
磯
c、
中
期
初
頭
、
曽
利
Ⅳ

Cに
力
口
曽
利
BH
多
い

中
期
'後
期
V

A・
B・
C3
カ
所
の
切
り
合
い
、
Cは
後
期

垂
飾
1、
石
鏃
2

6
U-
22
.2
3
円
  
形
タ
ラ
イ
状
(1
80
)×
18
9
(1
60
)X
16
ユ
30
6
中
期
初
頭
浅
鉢
片

中
期
初
頭
H

A・
B・
C3
カ
所

7
U-
22
・
23
不
整
楕
円
形
鉢
 
状
1■
×
(9
1)
(9
4)
×
(7
0)
37
7
諸
磯
C5
、
、
曽
利
H■
、
不
明
1、
無
文
4

前
期
Ⅵ

A・
B2
カ
所
、
Bの
上
面
中
央
に
拳
大
礫
2

底
部
に
大
形
礫
の
集
石
、
Bを
計
測
、
Aに
柱
痕

8
U 
-
21
不
整
円
形
タ
ラ
イ
状
(8
5)
×
95
(7
8)
X8
2

27
.2
神
ノ
木
1、
黒
浜
2、
中
期
初
頭
3

A・
B2
カ
所

9
S 
-2
1
楕
円
形
鉢
 
状
10
9×
90
65
 X
 5
3

堀
ノ
内
1、
他
後
期
土
器
片

後
期
H

Y 
-2
3
不
整
円
形
鉢
 
状
13
0×
12
2
93
 
×
 8
7

近
世

V 
-2
3
指
円
形
タ
ラ
イ
状
13
2×
99
10
0×
69

井
戸
尻
深
鉢
3、
底
部
1、
後
期
粗
製
土
器
片
3

中
期
中
葉
V

底
部
に
礫
を
図
ん
で
土
器
3、
西
壁
際
に
底
部
伏
す

磨
製
石
斧
1

T
―
-2
4
惰
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
05
)X
 l
13
(8
5)
×
60

前
期
末
1、
中
期
初
頭
1、
堀
ノ
内
H-
3、
加
曽
利
BI
―
ユ

後
期
1、
不
明
4

後
期

・ 物
Ａ 化
B2
カ
〕
F、
 
耳
ヒ
狽
J力
呻
朱
い
ピ
ッ
ト
、  
骨
,キ
、 
アえ

W 
-2
2
不
整
円
形
桶
 
状
14
0×
12
8
86
 
×
 4
0

諸
磯
Cl
、
中
期
1、
加
曽
利
E3
、
堀
ノ
内
11
、
堀
ノ
内
H

l、
加
曽
利
B■
、
後
期
底
部
破
片
4、
後
期
83
、
土
製
円
板
1
後
期

8号
方
形
、
底
に
礫
1、
石
匙
2、
柱
痕

U-
19
,2
0
不
整
形
タ
ラ
イ
状
17
5X
15
0
14
2×
12
0

曽
利
I卜
1、
曽
利
Ⅳ
-3
、
堀
ノ
内
H-
1、
後
期
無
文
13
、
他
6

8号
方
形
、
北
側
に
深
い
ピ
ッ
ト
、
ク
リ
炭
化
物

V 
-2
0
不
整
形
タ
ラ
イ
状
(1
65
)X
12
4
(1
39
)×
96
27
7
中
期
初
頭
か
ら
後
期
ま
で
、
後
期
粗
製
多

後
期

ピ
ッ
ト
多
数

W 
-2
3
楕
円
形
鍋
底
状
75
 
×
 6
6
52
 
×
 4
0

17
T 
-2
1
楕
円
形
皿
 
状
78
 
×
 5
6
(3
5)
×
30

中
期
初
頭

中
期
初
頭
I

T 
-2
1
円
  
形
筒
 
状
71
 
×
 6
3
45
 
×
 4
3

新
道
1、
中
期
後
半
1、
不
明
4

8号
方
形
、
上
面
近
く
に
礫
、
26
1と
重
複

U 
-2
2
不
整
円
形
鉢
 
状
87
 
×
 8
0
50
×
(3
5)

曽
利
I-
1、
他
中
期
後
葉

8号
方
形
、
柱
痕

V'
W-
20
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
12
4×
10
1

×
曽
利
Ⅳ
深
鉢
ユ

中
期
後
葉
IV

４ � ω



器 も

構 号

遺 番
位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(c
m)

径 ぐ 。

底
さ

ぐ ｃ
ｍ

深
出

土
土
器

時
 
期

備
考

ア
ー
20
'2
1
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
69
)×
12
4
(1
33
)×
10
6

カ
ロ
曽
希J
B 
I-
7

近
世

上
面
に
礫
1、
近
世
陶
磁
2

Z・
ア

ー
ー
19
・
20
隅
丸
方
形
皿
 
状
10
4×
10
4
89
 X
 8
6

上
面
に
礫
1、
底
部
に
礫
2

W・
X-
20
円
  
形
筒
 
状
65
 
×
 6
3
50
×

曽
利
Ⅱ
卜
1、
後
期
1、
不
明
1

8号
方
形
、
柱
痕

W 
-2
1
円
  
形
鉢
 
状
(4
0)
×
45
(2
8)
×
27

諸
磯
C-
1、
晴
ケ
峰
1

中
程
に
礫
2、
柱
痕

Y 
-2
1
不
整
桔
円
形
桶
 
状
16
4×
13
3
96
 
×
 9
4
79
3
曽
オ
UI
H～
IV

近
世

上
面
か
ら
中
程
に
大
小
の
礫
多
数

W 
-2
1
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
12
9×
(1
06
)
10
9×
(9
5)

中
期
中
葉

石
匙
1

W 
-2
0
楕
円
形
鉢
 
状
98
 
×
 7
]
62
×
(1
5)
77
2

上
面
に
礫
2

U 
-2
3
不
整
円
形
皿
 
状
10
9×
10
7
83
 
×
 7
8

U-
23
・
24
不
整
形
皿
 
状
(8
1)
X 
l1
6
(7
2)
×
88

前
期
末
32

前
期
Ⅵ
I

T 
-2
3
不
整
円
形
タ
ラ
イ
状

×
10
6X
91

Z 
-2
0
円
形
タ
ラ
イ
状
13
0×
12
0
10
0×
93

近
世
陶
器
1

近
世

上
面
に
礫
多
量
に
詰
ま
る

V 
-1
9
不
整
桔
円
形
筒
 
状
82
×
72
45
 
×
 4
0

後
期
無
文
14
、
不
明
底
部
1

11
号
方
形
、
柱
痕

U 
-1
9
不
整
橋
円
形
鉢
 
状
85
 
×
 7
5
68
 
×
 5
5

後
期
無
文
25

後
期

T 
-2
0
不
整
円
形
筒
 
状
78
 
×
 7
0
43
×
(2
2)

曽
利
I-
1、
後
期
1、
不
明
1

7号
方
形
、
柱
痕

S 
-2
0
隅
丸
方
形
不
整
形
(8
0)
×
10
1

平
出
三
A-
1、
堀
ノ
内
H-
1

S 
-2
2
円
  
形
筒
 
状
67
×
60

×

S 
-2
2
不
整
円
形
皿
 
状
(9
7)
×
11
0
(8
7)
×
90

前
期
末
1、
無
文
1

T 
-2
2
円
  
形
鉢
 
状

(3
5)
×
71
57
×
(2
0)

諸
磯
c-
1、
前
期
末
1、
 
曽
利
Ⅲ
-1
、
後
期
1、
縄
文
1

不
明
2

7号
方
形
、
A・
Bo
Cに
別
れ
る
、
A柱
痕
、
A

を
計
測
、
軽
石
製
品

U 
-2
0
楕
円
形
皿
 
状
12
3×
91
10
2×
75

堀
ノ
内
H-
2

中
期
中
葉
・
後
期
IJ
中
央
に
ピ
ッ
ト
2、
北
側
の
ピ
ッ
ト
が
深
い
、
石
匙

1

V 
-2
2
隅
丸
方
形
タ
ラ
イ
状
17
0×
16
0
13
8X
12
4

中
期
中
葉

小
ピ
ッ
ト
7カ
所
南
側
に
集
中
、
石
匙
2

V 
-2
4
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
15
2×
80
12
0×
56

奪 　 　 洲



謎 ヽ

遺
構

番
号
位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(c
m)

底
径
(c
m)

深
さ (m
)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

W 
-1
9
楕
円
形
鉢
 
状
67
 
×
 6
5
39
 
×
 3
4

W 
-1
9
円
  
形
タ
ラ
イ
状
47
 
×
 4
5
29
 
×
 2
5

後
期
3、
不
明
5

後
期

W 
-1
8
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(■
6)
×
12
5
(1
00
)×
10
4

早
期
末
～
中
期
12
、
曽
利
Ⅳ
-1

X
-1
7
円
  
形
鉢
 
状
75
 
×
 7
3
54
 
×
 5
3

曽
利
V-
4、
後
期
2

後
期
I

2カ
所
の
重
複
、
両
土
装
共
中
程
に
礫
1

ア
 
ー
20
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(■
3)
×
11
8
(1
12
)×
10
0

前
期
末
10
、
中
期
初
頭
1、
藤
内
I～
H-
3、
縄
文
2、
不
明
2

上
面
に
人
頭
大
の
礫
1、
磨
製
石
斧
1

Q 
-2
2
円
  
形
鉢
 
状
66
 
×
 6
0
39
 
×
 3
9

曽
不
可
II
-1
、
曽
利
Ⅳ
-2
、
堀
ノ
内
H-
2、
加
曽
利
BH
-
2、

無
文
79

後
期
Ш
ん
IW

7号
方
形
、
上
面
に
人
頭
大
と
拳
大
の
礫
各
1、
石

錫
兵
1

Q 
-2
2
楕
円
形
皿
 
状
12
4 
×
 6
3
94
 
×
 4
4

中
期
初
頭
深
鉢
1、
後
期
15
、
土
製
円
板

中
期
初
頭
H

西
側
に
ピ
ッ
ト
、
近
世
陶
器
2

S 
-2
0
楕
円
形
皿
 
状
(1
88
)×
11
8
(1
75
)×
90

神
ノ
木
1、
曽
利
Ⅳ
15
、
不
明
8

ピ
ッ
ト
多
数

Q・
R-
21
円
  
形
タ
ラ
イ
状

90
 
×
 7
7

中
期
初
頭
(深
鉢
一
括
)

中
期
初
頭
H

R 
-2
3
楕
円
形
鉢
 
状
72
 
×
 4
8
54
 
×
 3
2
57
1

上
面
に
礫
1

Q 
-2
5
椿
円
形
タ
ラ
イ
状
78
 X
 6
7
42
×
42
51
5
曽
利
IV
-1

P 
-2
4
不
整
円
形
鉢
 
状
73
×
68
39
 
×
 3
8

黒
浜
3

前
期
m

上
面
に
礫
1

Q 
-2
4
円
形
鉢
 
状
66
 
×
 6
2
49
 
×
 4
9

前
期
初
頭
6

前
期
I

Q-
23
・
24
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
20
)×
10
5

×
80

中
期
中
棄
5

中
期
中
葉

Q・
R-
24
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
20
)X
 l
10
(1
10
)×
85

礫
1、
底
面
に
焼
土
、
骨
片
多
量

Q 
-2
3
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
10
0×
(7
3)

79
×
(5
8)

Q 
-2
3
楕
円
形
桶
 
状
93
 
×
 6
8
80
 
×
 4
8
45
5
後
期
無
文
3、
堀
ノ
内
H-
1

後
期
II
I

北
側
に
ピ
ッ
ト

R 
-2
3
惰
円
形
タ
ラ
イ
状
(5
8)
×
67

前
期
末
4、
後
期
4

石
錐
1

R 
-2
3
楕
円
形
筒
 
状
57
 
×
 4
8
45
 
×
 3
5

Q・
R-
24
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(9
5)
X(
10
0)
(7
2)
X(
70
)

黒
浜
6、
無
文
8

前
期
Ш

O 
-2
4
隅
九
方
形
皿
 
状
(■
0)
×
11
0
10
8×
98

深
鉢
1

後
期
H

東
壁
際
に
深
鉢
日
縁
伏
す

４ 灘 ∞



認 嗚

遺
構

番
号
位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(c
m)

底
径
(c
m)

さ

で ｃ
ｍ

深
出

土
土
器

時
 
期

備
考

O 
-2
4
円
形
筒
 
状
53
×
48
29
 
×
 2
7

諸
磯
b5
、
縄
文
4、
他
6

前
期
V

P 
-2
5
円
形
タ
ラ
イ
状
(8
1)
×
97
(5
7)
×
66

後
期
無
文
口
縁
1

2号
方
形

P 
-2
4
円
  
形
鉢
 
状
33
 
×
 2
6
16
 
×
 1
6

柱
痕

O 
-2
5
円
  
形
皿
 
状
93
 
×
 8
8
80
 
×
 7
9

神
ノ
木
8

前
期
Π

Q 
-2
5
不
整
形
鉢
 
状
(4
2)
×
49
27
 
×
 1
9

R 
-2
2
椿
円
形
タ
ラ
イ
状
(3
8)
×
66

×
42
5

T・
U-
19
円
形
桶
 
状
11
0×
10
8
83
 
×
 7
4

堀
ノ
内
H-
1、
無
文
54

後
期
m

底
部
近
く
に
礫
、
打
製
石
斧
1

T 
-1
9
惰
円
形
鉢
 
状
10
0×
74
53
 
×
 3
9
10
76

V 
-2
5
楕
円
形
鉢
 
状
13
7×
80

11
0×
(3
0)

無
文
2

V 
-2
5
不
整
円
形
タ
ラ
イ
状
1■
×
10
9
85
 
×
 6
8

曽
利
I-
2、
曽
利
H-
1、
堀
ノ
内
I-
1

T 
-1
9
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
14
2X
(6
7)

P 
-2
1
円
形
鉢
 
状
68
 
×
 6
2
47
 X
 4
2

上
面
に
礫
1

T 
-2
0
楕
円
形
筒
 
状
80
 
×
 5
5
40
 
×
 3
6

加
曽
利
E末
～
称
名
寺
17
、
堀
ノ
内
I-
1

後
期
I

8号
方
形

P 
-2
1
円
  
形
鉢
 
状
61
 
×
 5
3
40
 X
 3
4
52
5

O,
P-
22
円
  
形
筒
 
状
60
 
×
 5
6
39
 
×
 3
5

R 
-2
4
楕
円
形
鉢
 
状
87
×
69
39
×
32

S 
-2
4
不
整
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(6
1)
X8
0
(4
8)
×
56

堀
ノ
内
Ш
-4

後
期
Ⅲ

西
側
に
深
い
ピ
ッ
ト

R 
-2
5
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
11
6X
10
6
78
 
×
 7
0

堀
ノ
内
I―
ユ

後
期
H

U・
V-
18
楕
円
形
鉢
 
状

靱
10
4×
77

堀
ノ
内
H-
2、
無
文
17

後
期
Ⅲ

上
面
に
礫
1、
底
部
に
礫
18
個
集
中

W-
16
・
17
楕
円
形
桶
 
状
12
1×
10
1
81
 
×
 7
5
11
41
曽
利
Ⅲ
-1
、
後
期
無
文
28
、
土
製
円
板
1

後
期

中
程
に
礫
2

R 
-2
2

形
鉢
 
状
64
×
61
48
×
42

加
曽
利
BI
-2
、
後
期
無
文
5

後
期
Ⅳ

上
面
に
礫
5、
石
鏃
1

尊 　 �



認 ∞

構 号

遺 番
位
置
平
面
形
断
面
形

径 ぐ ｃ

日
底
径
(c
m)

深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

Ro
S-
21
隅
丸
方
形
鍋
底
状
63
 
×
 6
3
45
 
×
 4
0

曽
利
I-
1

T 
-1
8
不
整
形
タ
ラ
イ
状
(6
0)
×
48
49
 X
 2
5

壁
上
に
礫
3

T 
-1
8
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
84
×
(5
4)

22
3
堀
ノ
内
11
2

後
期
H

V
-1
7
円
  
形
鉢
 
状
82
 
×
 7
6
63
 
×
 5
5

中
期
初
頭
1、
格
沢
1、
曽
利
H-
1、
曽
利
Ⅳ
-2
、
堀
ノ
内
H―

3、
後
期
無
文
4、
小
形
深
鉢

中
期
中
葉
I・
後
期
■
号
方
形
、
重
複
、
深
い
方
が
中
心
部
に
礫
斜
位
に

遺
存
、
浅
い
方
か
ら
猪
沢
式
の
小
形
深
鉢
出
土

Y 
-1
8
円
形
桶
 
状
11
8×
■
5
91
 
×
 8
3

前
期
末
3、
堀
ノ
内
H-
2、
後
期
無
文
52
、
網
代
底
1、
土
製
円

板
後
期
Ⅲ

Y-
17
・
18
楕
円
形
鉢
 
状
12
6×
10
8
80
×
(5
0)
33
2
曽
利
Ⅳ
-3
、
無
文
3、
中
期
初
頭
～
後
期
36

中
期
後
葉
IV

O 
-2
5
楕
円
形
筒
 
状
41
×
35
25
 
×
 2
0

後
期

U 
-1
8
円
  
形
筒
 
状
42
X3
9

×
後
期
無
文
7

後
期
Ⅲ

U
-1
8
楕
円
形
筒
 
状
81
 
×
 6
1
51
 
×
 4
0
67
5
後
期
無
文

11
号
方
形
、
上
面
に
拳
大
の
礫
1

O 
-2
5
椿
円
形
筒
 
状
41
 
×
 3
7
21
 
×
 1
5

W・
X-
23
不
整
桔
円
形
鉢
 
状

92
 
×
 6
4
62
0
黒
浜
1、
前
期
末
1、
中
期
中
葉
1

W 
-2
3
不
整
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
14
6×
(9
1)

11
5×
(6
6)
25
2
井
戸
尻
深
鉢
3(
注
目
1個
体
)

中
期
中
葉
V

94
号
土
獲
を
切
る
、
上
面
に
礫
数
個
、
礫
の
下
に
注

目
土
器
遺
存

Q 
-2
0
不
整
楕
円
形
筒
 
状
12
7×
■
0
99
×
(4
5)
11
57
無
文
4

6号
方
形
、 
7号
方
形
、
柱
痕

W-
22
・
23
惰
円
形
桶
 
状
10
8 
×
 7
7
81
 
×
 5
3

後
期
無
文
4

後
期

W
-
2ユ
円
形
袋
 
状
95
 
×
 9
0
90
 
×
 8
0

称
名
寺
深
鉢
1個
体

後
期
I

上
部
に
礫
と
土
器
重
な
る
、
底
部
に
鉄
平
石

一
括
土
器
内
及
び
そ
の
付
近
に
骨
片
と
焼
土

X 
-1
8
円
  
形
鉢
 
状
94
 X
 8
6
60
 
×
 4
8

カロ
曽
不
UB
 I
-9

後
期
Ⅳ

W 
-1
8
楕
円
形
鉢
 
状
87
×
85
65
 
×
 4
5

中
期
初
頭
1、
中
期
中
葉
前
半
1、
中
期
末
底
部
1、
曽
利
Ⅳ
-2

堀
ノ
内
I-
3、
不
明
底
部
1、
後
期
無
文
6、
他
6

■
号
方
形

W 
-2
3
不
整
形
皿
 
状
15
3×
(8
5)
11
8X
(7
5)

Ko
L
―
-2
3・
24
楕
円
形
鉢
 
状
80
 
×
 6
9
45
 X
 3
8

L 
-2
4
円
  
形
鉢
 
状
71
 
×
 6
1
46
 
×
 3
9

無
文
3(
曽
利
P)

L 
-2
3
楕
円
形
筒
 
状
54
 
×
 4
6
32
 
×
 3
1

後
期
無
文
8

後
期



遺
構

番
号
位
置
平
面
形
断
面
形
口
径
(c
m)

径 ぐ ｃ

底
深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

L-
22
・
23
楕
円
形
皿
 
状
75
X4
7
47
×
36

L 
 -
22
円
  
形
鉢
 
状
62
×
55
46
×
42

K 
-2
2
楕
円
形
皿
 
状
87
×
66
45
 
×
 4
5

3カ
所
に
重
複
、
北
側
が
一
番
深
い

K,
L-
21
不
整
円
形
タ
ラ
イ
状
15
0X
12
7
12
2×
95

L 
-2
1
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
11
3X
77
85
 
×
 5
3

曽
利
Ⅳ
-1
、
無
文
9

K 
-2
0
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
49
 
×
 3
8
20
 X
 1
8

K-
20
,2
1
円
  
形
タ
ラ
イ
状
77
 
×
 7
3
60
 
×
 6
0
23
.5
縄
文
1、
無
文
2

上
面
に
拳
大
の
礫
1

L 
-1
9
円
  
形
筒
 
状
78
 
×
 7
8
63
×

86
0
曽
利
I-
1、
曽
利
H-
1、
堀
ノ
内
I-
1、
後
期
無
文
4

4号
方
形
、
柱
痕

K
-1
8
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
73
 
×
 6
6

×
36
.4

J 
-1
8
円
  
形
タ
ラ
イ
状
11
2X
10
0
78
 
×
 6
9

I
-1
5
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
96
×
77
52
 X
 4
8

無
文
3

2カ
所
の
重
複
、
北
側
が
深
い

J 
-2
0
円
  
形
タ
ラ
イ
状
48
 
×
 3
8
32
 
×
 2
7
36
.2
前
期
初
頭
～
中
期
初
頭
ユ

I
-2
1
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
15
0X
13
0
10
2X
10
2

K 
-2
5
円
  
形
筒
 
状
81
 X
 7
7
60
X(
32
)

93
.0

中
程
に
礫
1、
柱
痕

し
'M
-2
6
楕
円
形
鉢
 
状
95
 
×
 7
9
50
×
(2
7)

93
.2
曽
利
5、
堀
ノ
内
I・
H5
3(
Iが
主
体
)

後
期
Ⅲ

柱
痕

し
-2
6・
27
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
12
7×
88
10
5 
×
 6
4

K 
-2
7
円
  
形
筒
 
状
86
 X
 8
2
55
×
46

無
文
6

G 
-2
2
隅
丸
方
形
タ
ラ
イ
状
90
×
87
73
 
×
 6
8

藤
内
5、
曽
利
Ⅲ
-5
、
後
期
無
文
H

F・
G-
23
円
  
形
タ
ラ
イ
状
10
7×
10
3
83
 
×
 8
3
23
2
曽
利
2、
無
文
13

G 
-2
6
不
整
楕
円
形
鉢
 
状
63
 
×
 5
0
40
 
×
 2
7

F 
 -
26
橋
円
形
タ
ラ
イ
状
75
 
×
 6
8
65
×
52

曽
利
IV
―
ユ

４ 　 淋

翻 ヘ



岱 嚇

遺
構

番
号
位
置
平
面
形
断
面
形

径 く ｃ

ロ
底
径
(c
m)

深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

F 
-2
8
不
整
形
皿
 
状
83
 
×
 7
0
57
 
×
 2
7

前
期
末
～
中
期
初
頭
4、
名
沢
1、
唐
草
文
1、
曽
利
Ⅳ
-1
、
粗

製
2

A・
B

―
-2
1・
22
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
13
9×
89
89
 
×
 6
0

B 
-1
9
円
  
形
桶
 
状
10
6X
91
86
×
81

中
期
初
頭
63
、
後
期
無
文
3

中
期
初
頭
H

C 
-1
8
円
  
形
皿
 
状
77
 
×
 6
8
40
 
×
 3
9

下
部
に
礫
l

J 
-2
6
円
  
形
タ
ラ
イ
状
84
 
×
 7
2
56
 X
 5
3

平
出
三
Aの
大
形
深
鉢
1、
堀
ノ
内
I-
1

中
期
中
葉
H

南
側
寄
り
に
深
鉢
直
立

D 
-2
4
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
10
4×
96
75
 
×
 7
4

藤
内
10
、
曽
利
I-
1、
無
文
4

中
期
中
葉

卜
形
石
匙
ユ

N 
-2
2
円
  
形
筒
 
状
47
 
×
 4
6
29
 
×
 2
2

曽
利
Ⅱ
I～
Ⅳ
3個
体
分
55

中
期
後
葉
Ⅳ

礫
器
1

K 
-2
3
円
  
形
筒
 
状
59
 
×
 5
6
46
×
36

曽
利
Ⅳ
-2
、
他
3

中
期
後
葉
IV

J 
-2
1
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
53
 
×
 4
6
33
 
×
 2
5

曽
利
I・
II
-7

K 
-2
1
橋
円
形
鉢
 
状
58
 
×
 3
4
28
 
×
 1
7

0-
23
・
24
楕
円
形
鉢
 
状
56
X4
1
29
×
22

2号
方
形
、
上
面
に
礫
1

J 
-2
2
楕
円
形
皿
 
状
68
 
×
 6
0
38
 X
 3
5
25
2

J 
-2
3
楕
円
形
鉢
 
状
78
 
×
 4
9
39
 
×
 3
8

曽
利
Ⅳ
26
(2
個
体
分
)、
無
文
21

中
期
後
葉
Ⅳ

K
-1
7
円
形
鉢
 
状
56
 
×
 5
2
26
 
×
 1
8
55
7
藤
内
1、
井
戸
尻
ユ

中
期
中
葉

石
匙
ユ

K 
-2
4
円
形
筒
 
状
53
 
×
 4
6
37
 
×
 3
0

J 
-2
4
楕
円
形
鉢
 
状
72
×
65
31
 
×
 2
4

B 
-2
2
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

92
 
×
 8
2

C 
-2
2
円
形
鉢
 
状
69
 
×
 6
3
37
 X
 3
6

焼
町
3

J 
-2
4
桔
円
形
鉢
 
状
53
 
×
 4
6
29
 
×
 2
6

D 
-2
2
不
整
橋
円
形
タ
ラ
イ
状
13
1×
83

×
藤
内
14
、
平
出
三
A-
5、
無
文
12

中
期
中
葉
Ⅲ

打
製
石
斧
1

H-
22
・
23
円
形
鉢
 
状
53
 
×
 5
2
30
 
×
 2
4

曽
希
UI
1 
2、
後
期
無
文
3

＃ 洲 ∞



硝 ６

構 号

遺 番
位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(c
m)

底
径
(c
m)

深
さ (c
n)

出
上

土
器

時
 
期

備
考

A 
-2
3
円
形
鉢
 
状
96
 
×
 8
8
69
 
×
 6
7

黒
浜
1、
平
行
条
線
文
1、
無
文
3

前
期
II
I

F 
-2
6
楕
円
形
皿
 
状
11
8×
82
93
 
×
 7
0

E-
27
・
28
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

×
88
 
×
 7
0

Y,
Z-
19
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(8
5)
×
98
(6
6)
×
70
32
0
下
島
■

前
期
Ⅵ

中
程
に
礫
2

Z 
-1
9
楕
円
形
鉢
 
状
(9
2)
×
85
(7
6)
×
66

下
島
4

A・
B2
カ
所

U 
-1
8
円
  
形
桶
 
状
10
8×
10
8
90
×
85

東
側
に
ピ
ッ
ト
深
さ
70
 5
cn
l、
底
部
近
く
に
礫
1

-1
9
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
15
8 
×
 9
6
14
1×
64

曽
利
II
1 
1、
力
口
曽
利
E-
1、
堀
ノ
内
H-
1、
後
期
底
部
破
片

1、
後
期
無
文
21
、
縄
文
2、
不
明
3

後
期

中
程
に
拳
大
の
礫
1

N・
0-
24
楕
円
形
鉢
 
状
64
 
×
 4
0
35
 
×
 2
8
46
6
新
道
1

N
-1
8
円
  
形
タ
ラ
イ
状
17
0×
15
0
12
4X
12
3

新
崎
式
小
形
完
形
深
鉢
1、
曽
利
I-
3、
後
期
無
文
12

中
期
中
葉
I

床
面
に
小
形
完
形
土
器
横
位
に
出
土

L 
-2
0
円
  
形
筒
 
状
71
 
×
 6
4
49
 
×
 3
0

藤
内
2

4号
方
形

�
I 
-1
9
円
形
鉢
 
状

×
26
 
×
 2
6
58
5
中
期
中
葉
5、
加
曽
利
BH
粗
製

後
期
V

柱
痕

M 
-1
8
椿
円
形
鉢
 
状
69
 
×
 5
5
24
 
×
 2
3

中
期
中
葉
7

中
期
中
葉

N 
-1
9
楕
円
形
鉢
 
状
92
 
×
 8
2
55
 
×
 4
9

井
戸
尻
Io
H-
4、
中
期
末
1

4号
方
形
、
上
面
中
央
に
礫
1

0-
18
・
19
楕
円
形
鉢
 
状
88
 
×
 7
3
42
 
×
 3
6
11
89
曽
示U
I卜
1、
唐
草
文
1、
曽
利
Ⅲ
・
Ⅳ
、
後
期
粗
製
多

後
期

5号
方
形
、
柱
痕

P-
20
,2
1
円
  
形
タ
ラ
イ
状
64
 X
 5
1
38
 
×
 3
5

中
期
中
葉
2、
後
期
3

打
製
石
斧
1

P-
20
・
21
円
  
形
鉢
 
状
82
 
×
 6
3
54
×
35

O 
-1
9
円
  
形
筒
 
状
72
 
×
 7
0
42
 
×
 3
0
10
90

5号
方
形
、
上
面
と
底
部
に
礫
1、
上
面
に
立
石
1

K 
-1
9
円
  
形
鉢
 
状
47
 
×
 4
3
29
 
×
 2
8

底
部
に
礫
1

V-
16
・
17
楕
円
形
鉢
 
状
98
×
75
43
×
40

2カ
所
の
重
複

M-
18
'1
9
椿
円
形
タ
ラ
イ
状
11
5×
(8
8)

×
井
戸
尻
期
大
形
深
鉢
1、
堀
ノ
内
I-
1

中
期
中
葉
V

井
戸
尻
期
大
形
深
鉢
南
側
に
直
立
、
土
器
の
半
分
が

16
8土
墳
に
切
ら
れ
る

L
-1
8
楕
円
形
鉢
 
状
71
×

40
 
×
 2
7



Ｎ 嗚 Ｎ

構 号

遺 番
位
置
平
面
形
断
面
形

径 く ｃ

日
径 ぐ ｃ

底
深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

M
-1
8
楕
円
形
鉢
 
状
87
 
×
 7
8
53
 
×
 4
0

井
戸
尻
I・
H-
3、
曽
利
H-
2、
加
曽
利
EH
-1
、
曽
利
Ⅳ
～

V-
9、
堀
ノ
内
H-
1、
後
期
無
文
10

4号
方
形
、
16
6土
渡
を
切
る

P 
-2
0
円
  
形
鉢
 
状
72
 
×
 7
ユ
47
 
×
 4
3

M 
-2
1
楕
円
形
鉢
 
状
10
0×
89
72
×
(3
8)

曽
利
I-
1、
曽
利
I卜
2、
曽
利
II
1 
1、
縄
文
1、
不
明
1

3号
方
形
、
柱
痕

O 
-2
0
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(■
4)
×
12
8
(1
08
)×
10
5

曽
利
I-
1、
曽
利
H-
2、
曽
利
Ⅳ
-8
、
堀
ノ
内
I-
3、
不
明

4
底
部
に
礫
5、
北
側
の
ピ
ッ
ト
に
礫
3、
打
製
石
斧

1

N 
-2
0
楕
円
形
鉢
 
状
75
 X
 5
4
38
 
×
 2
5

曽
不
UI
1 
2、
曽
利
Ⅳ
-2
、
無
文
7、
小
形
土
器
ユ

上
面
に
礫
1

N 
-2
0
円
  
形
筒
 
状
67
 
×
 6
2
42
 
×
 3
1
12
22
曽
利
I-
3、
堀
ノ
内
II
―
精
製
7、
後
期
3、
不
明
3

3号
方
形
、
柱
痕

N
-1
9
円
  
形
筒
 
状
58
 
×
 5
3
37
 
×
 3
1

曽
利
Ⅳ
-1
4、
無
文
16

中
期
後
葉
IV

上
面
に
礫
2、
小
形
石
匙
1、
打
製
看
斧
1

L 
-2
0
楕
円
形
皿
 
状
84
×
70
68
 
×
 5
0

不
明
2

T-
16
・
17
桔
円
形
皿
 
状
98
 
×
 8
2
(5
2)
×
66

中
期
初
頭
6、
無
文
26

中
期
初
頭
I

石
錐
1

T 
-1
7
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

×
26

中
期
中
葉
2

Y 
-2
0
隅
丸
方
形
筒
 
状
51
×
47
36
×
28

曽
利
Ⅳ
-1
、
縄
文
2、
繊
維
2、
底
部
1、
注
目
1、
土
錘
1

(平
安
)

平
安

X
-2
1
隅
九
長
方
形
皿
 
状

×
98
 
×
 4
9

中
期
初
頭
2、
縄
文
3、
撚
糸
文
1、
曽
利
Ⅳ
-2
、
堀
ノ
内
H

l、
れと
15

X 
-2
2
楕
円
形
ク
ラ
イ
状
16
6×
85
15
5 
×
 6
8

藤
内
I-
1、
曽
利
Ⅳ
-1
、
縄
文
2、
堀
ノ
内
I-
1、
不
明
4

W 
-2
2
円
  
形
筒
 
状
68
 
×
 6
5
30
 
×
 2
8

曽
利
1、
縄
文
2、
無
文
10

南
上
面
に
礫
1

X 
-2
2
円
  
形
筒
 
状
68
 
×
 6
7
57
×
(2
5)
92
6
後
期
粗
製
胴
下
部

後
期
II
I

柱
痕

Y 
-1
9
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
25
)X
10
4
(8
7)
×
82

無
文
5

北
側
の
深
い
ピ
ッ
ト
に
礫
積
ま
れ
て
い
る
。
南
狽
」の

ピ
ッ
ト
に
礫

X 
-2
3
楕
円
形
皿
 
状
16
3×
14
0

×
ピ
ッ
ト
多
数

X・
Y-
21
円
  
形
タ
ラ
イ
状
(1
09
)×
10
9

後
期
粗
製
深
鉢
1

後
期
V

骨
片
、
上
面
に
人
頭
大
と
拳
大
の
礫
2′
点
の
集
石

X・
Y-
22
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
15
6×
10
3
13
2×
85

後
期
粗
製
土
器
半
個
体
分

後
期

T 
-1
6
楕
円
形
鉢
 
状
69
 
×
 6
0
35
×
27

Q 
-1
6
楕
円
形
筒
 
状
58
 
×
 4
7
26
×
26

上
面
に
礫



遺
構
番
号
位
置
平
面
形
断
面
形
回
径
(c
m)

底
径
(c
m)

深
さ (c
a)

出
土
土
器

時
 
期

備
考

Q・
R-
16
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
13
0×
■
2
87
 
×
 8
2

曽
利
I-
1、
曽
利
系
2

R 
-1
6
不
整
形
鉢
 
状
12
9×
76
42
 X
 3
0
1
29
2

5号
方
形

0-
19
・
20
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(6
6)
×
70

礫
2

N 
-2
2
楕
円
形
筒
 
状
88
 
×
 6
8
50
 
×
 3
9

M-
20
'2
1
楕
円
形
筒
 
状
55
 
×
 3
3

X
46
3

上
面
と
中
程
に
礫
2、
柱
痕

N 
-2
2
楕
円
形
筒
 
状
90
 
×
 7
6

×
60

曽
利
Ⅳ
同
一
個
体
12
片
、
唐
草
文
1、
堀
ノ
内
I-
1、
不
明
2
中
期
後
棄
Ⅳ
P
3号
方
形
、
柱
痕

N 
-2
3
円
  
形
鉢
 
状
50
 
×
 4
2
30
 
×
 2
3

D 
-2
8
円
  
形
鉢
 
状
78
 X
 6
8
37
×
35

D-
27
・
28
円
  
形
不
整
形
67
 
×
 6
3
57
 X
 4
6

繊
維
1、
中
期
初
頭
1、
新
道
1、
曽
利
Ⅳ
-1

Y 
-2
0
楕
円
形
皿
 
状
21
0×
12
9
18
4×
10
2

Y 
-1
9
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
36
)×
11
2
12
0X
70

小
片
19

壁
上
に
礫

R・
S-
19
不
整
円
形
タ
ラ
イ
状
12
0×
10
4
89
 
×
 7
6
35
2

中
期
中
葉

石
匙
1

R 
-1
8
楕
円
形
鉢
 
状
65
 
×
 5
3
40
 
×
 3
2

2個
の
切
合
い

S・
T-
18
円
  
形
筒
 
状
57
 
×
 5
0
37
 X
 3
6
53
7

T-
15
'1
6
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
12
7×
10
9
10
2X
80

曽
利
I1
 1
、
縄
文
1、
不
明
2

5カ
所
の
重
複

T 
-1
5
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
15
6 
X 
l1
7
12
5×
97

曽
利
Ⅳ
-3
、
堀
ノ
内
I-
2、
不
明
9

西
側
に
24
5号
上
羨

R・
S-
21
円
  
形
桶
 
状
10
6X
(9
5)
78
 
×
 7
4
77
6

Q 
-2
1
楕
円
形
皿
 
状
(1
37
)×
95

(1
30
)×
69

P・
Q-
19
円
  
形
筒
 
状
56
 
×
 4
8
36
 
×
 3
0
10
7.
7
曽
利
I卜
2、
曽
利
Ⅳ
―
ユ

6号
方
形
、
打
製
石
斧
1、
柱
痕

R 
-2
1
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
72
 
×
 6
6
52
 
×
 3
3
23
5
堀
ノ
内
H-
1、
後
期
粗
製
深
鉢
ユ

後
期
Iコ

土
羨
全
体
に
破
片
散
ら
ば
る

Q
-1
9
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
45
×
36
20
×
17

奪 　 　 難
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遺
構

番
号

位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(c
m)

底
径
(c
m)

深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

P 
-1
9
円
形
筒
 
状
51
 
×
 4
8
35
 
×
 3
1

曽
利
Ⅲ
-2
、
曽
利
Ⅳ
-4
(2
個
体
分
)

中
期
後
葉
Ⅳ

T・
U-
15
不
整
形
不
整
形
15
8 
×
 8
2
12
0×
52

曽
利
I卜
2、
他
3

4カ
所
の
重
複

U 
-1
5
楕
円
形
鉢
 
状
80
×
66
48
 
×
 3
7

V・
W-
15
隅
丸
方
形
タ
ラ
イ
状
10
0×
85
80
 
×
 6
4

曽
利
Ⅳ
-1
、
縄
文
2、
不
明
6

U 
-1
4
円
  
形
鉢
 
状
61
 
×
 5
0
31
×
29

曽
利
II
1 
3、
縄
文
3、
加
曽
利
BI
-1
、
不
明
2

上
面
に
礫
ユ

S・
T

―
-1
6・
 1
7
楕
円
形
鉢
 
状

77
 
×
 5
7

中
期
初
頭
2、
中
期
中
葉
25

中
期
中
葉

底
面
に
礫
7

S 
-1
7
楕
円
形
鉢
 
状
93
 
×
 5
7
56
 X
 3
9

R,
S-
18
円
  
形
筒
 
状
74
 
×
 7
0
52
 
×
 4
9

6号
方
形
、
柱
痕

S
-1
8
楕
円
形
鉢
 
状
73
 
×
 6
0
43
 X
 3
6

Q・
R-
15
円
  
形
桶
 
状
82
 
×
 7
5

×
諸
残
a2
、
曽
利
■
唐
草
文
1、
曽
利
Ⅳ
13
、
曽
利
Ⅳ
2個
体
10
、
曽
利
Ⅳ
底
部

2、
加
曽
利
E9
、
加
曽
利
Bl
、
不
明
底
部
1、
後
期
底
部
1、
後
期
無
文
2
中
期
後
葉
Ⅳ
一
後
期
5号
方
形
、
柱
痕

O
-1
8
円
  
形

F・
T 
状
71
 
×
 7
0
(2
5)
×
41

5号
方
形
、
柱
痕

N・
O

―
-1
7・
18
円
  
形
筒
 
状
96
×
86
(3
2)
X(
65
)
10
97

5号
方
形
、
柱
痕

O 
-1
8
円
形
筒
 
状
46
×
43
28
 
×
 2
5

小
形
石
皿
1

O 
-2
0
隅
九
方
形
タ
ラ
イ
状
18
5×
13
4

×
中
期
中
葉

西
寄
り
に
石
匙
、
24
7号
の
石
匙
は
本
址
の
も
の
の

可
能
性
大

N 
-2
6
円
  
形
桶
 
状

×
74
 
×
 7
1

藤
内
1、
曽
利
2

上
面
近
く
に
小
礫
1

O 
-2
7
楕
円
形
筒
 
状
60
 
×
 5
1
39
 
×
 3
1

称
名
寺
深
鉢
1、
他
破
片
8

後
期
I

2号
方
形
、
柱
痕
、
磨
製
石
斧
1

N 
-2
6
楕
円
形
皿
 
状
93
 
×
 6
3
70
 
×
 5
0

後
期
深
鉢
形
土
瀑
胴
下
部
1

後
期

中
央
部
に
深
鉢
形
胴
下
部
斜
位
に
出
土

A)
L-
25
円
形
桶
 
状
83
 
×
 7
5
57
 
×
 4
9

B)
L-
25
隅
九
方
形
皿
 
状
67
 
×
 6
2
42
 
×
 3
9

P-
26
・
27
楕
円
形
筒
 
状

×
(5
0)
×
(3
5)
10
68
堀
ノ
内
Hユ

1号
方
形
、
柱
痕

Q 
-2
6
円
  
形
筒
 
状
63
 
×
 5
8
48
×
(3
0)

2号
方
形
、
柱
痕

奪 灘 ω
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爬 ６

遺
構

番
号

位
置
平
面
形
断
面
形
口
径
(c
m)

底
径
(c
m)

深
さ (c
m)

.出
土

土
器

時
 
期

備
考

Q 
-1
5
円
  
形
筒
 
状
38
 X
 3
6
21
 X
 1
9
39
0
藤
内
Iミ
ミ
ズ
ク
把
手

中
期
中
葉
IJ

O 
-1
7
円
  
形
桶
 
状
68
 
×
 6
8
53
 X
 4
8

S-
25
・
26
楕
円
形
桶
 
状
17
0×
12
6
10
3×
87

繊
維
2、
曽
利
7、
堀
ノ
内
H-
2、
縄
文
1、
不
明
8

M 
-2
2
円
  
形
桶
 
状
56
 
×
 5
0
38
 
×
 3
7
65
5
新
道
1、
中
期
2、
中
期
後
葉
1、
縄
文
2、
不
明
2

3号
方
形

M 
-2
3
円
  
形
皿
 
状
75
 
×
 6
4
55
 
×
 3
6

M 
-2
4
円
  
形
鉢
 
状
74
 
×
 6
7
45
×
42

N 
-2
3
円
  
形
鉢
 
状
77
×
70
53
×
45
50
0
繊
維
1、
神
ノ
木
ユ

2号
方
形

O 
-2
6
円
  
形
タ
ラ
イ
状
89
 
×
 8
1

後
期
粗
製
同
一
個
休
3、
不
明
2

後
期

2号
方
形
、
西
側
に
深
い
ピ
ッ
ト
、
注
痕

N
-2
4

ム ロ
形
鉢
 
状
10
0×
90
(5
4)
×
53

2号
方
形
、
中
程
に
礫
1、
柱
痕

M 
-2
7
不
整
円
形
タ
ラ
イ
状
11
5×
10
5
83
 
×
 7
8

Q 
-2
6
楕
円
形
筒
 
状
93
 
×
 6
3
45
 
×
 4
1

上
面
に
礫
1

Q 
-2
6
円
  
形
鉢
 
状
54
×
43
35
 
×
 2
6

T
-1
4
楕
円
形
鉢
 
状
83
 
×
 5
9
34
 
×
 3
4

曽
利
H-
1、
堀
ノ
内
H-
1

柱
痕

S
-1
5
円
  
形
筒
 
状
74
 
×
 7
0
43
 
×
 4
2
53
4
曽
利
Ⅳ
-2
、
不
明
4

上
面
近
く
に
人
頭
大
の
扁
平
礫
1

Z 
-3
0
不
整
桔
円
形
タ
ラ
イ
状
18
2×
(1
00
)
14
6×
(8
8)

T 
-1
5
不
整
楕
円
形
皿
 
状
93
 
×
 6
ユ
78
 
×
 4
6
37
7

S 
-1
6
円
  
形
桶
 
状

10
5×
10
3

曽
利
I卜
4、
無
文
7

中
期
後
葉
コ

O 
-1
9
円
  
形
鉢
 
状
55
 
×
 4
5
28
 
×
 1
6

礫
6、
石
匙
1、
石
鏃
1

P 
-2
7
椿
円
形
鉢
 
状
62
 
×
 5
3
32
 
×
 2
7

上
面
に
礫
1

Q 
-2
8
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
81
×
67
32
 
×
 3
2
58
ユ
堀
ノ
内
I鉢
形
土
器

後
期
H

上
面
か
ら
中
程
に
礫
斜
位
に
遺
存

P 
-2
8

円
形
筒
 
状
97
×
81
(6
5)
×
(4
0)
10
52
曽
利
Ⅳ
-3
、
縄
文
1、
加
曽
利
E-
1、
不
明
4

1号
方
形
、
柱
痕

４ 　 　 灘



Ｎ ぺ 【

遺
構
番
号
位
置
平
面
形
断
面
形

径 て ｃ

口
底
径
(c
m)

深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

O 
-2
8
円
形
筒
 
状
85
 
×
 8
3
60
×
(4
0)

1号
方
形
、
柱
痕

P 
-3
0
円
形
鉢
 
状
(7
7)
×
7ユ

×

0'
P-
30
惰
円
形
皿
 
状
(7
0)
×
69
55
×
48

曽
利
Ⅳ
深
鉢
口
縁
部
1、
後
期
大
形
底
部
1、
曽
利
Ⅳ
-2

中
期
後
葉
Ⅳ

深
鉢
日
縁
南
西
寄
り
に
直
立
、
上
面
に
礫
1、
ク
リ

炭
化
物
2

O 
-3
0
円
形
タ
ラ
イ
状
56
×
54
40
 
×
 3
3

P 
-3
1
円
形
タ
ラ
イ
状
87
 
×
 8
5
76
 
×
 6
7

P'
Q-
27
円
形
筒
 
状
61
 
×
 4
8

堀
ノ
内
I-
1、
不
明
1

後
期
コ

2号
方
形
、
注
痕

O 
-2
7
円
形
筒
 
状
79
×
(3
5)

×
1号
方
形
、
柱
痕

N 
-2
7
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
64
 
×
 6
0
48
 X
 3
7

無
文
2

Z 
-2
0
隅
丸
方
形
鉢
 
状
62
 
×
 5
3
26
 X
 2
6

P 
-2
7
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
10
3×
73
68
×
(3
5)
25
4

T 
-2
1
円
  
形
鉢
 
状
(5
4)
×
74
41
 
×
 3
9

8号
方
形

L-
17
・
18
楕
円
形
桶
 
状
75
 
×
 7
2
42
 
×
 1
7
52
2

2カ
所
の
重
複
、
北
側
が
深
い
、
上
面
近
く
に
拳
大

の
礫
1

L
-1
8
楕
円
形
鉢
 
状
65
×
45
32
×
26

T 
-2
6
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
98
×
83
82
 X
 5
5

後
期
2

後
期

中
程
に
拳
大
礫
と
痛
平
礫
の
集
石

T 
-2
6
円
  
形
鉢
 
状
53
 
×
 4
4
35
×
(2
0)
36
7

柱
痕
、
方
形
柱
列
の
柱
痕
と
同
じ
形
態
を
持
つ

U 
-2
6
円
  
形
鉢
 
状
50
 
×
 4
0
25
×
25
37
7

注
痕
、
方
形
柱
列
の
柱
痕
と
同
じ
形
態
を
持
つ

U 
-2
6
円
  
形
鉢
 
状
89
×
(5
6)

77
×
(5
2)

前
期
末
3、
縄
文
1

前
期
Ⅷ

上
面
に
礫
1、
石
鏃
1

W 
-2
6
円
形
鉢
 
状
58
 
×
 5
1
40
 
×
 2
8

P 
-1
2
楕
円
形
皿
 
状
59
 
×
 4
6
22
 X
 1
5

藤
内
I大
形
土
恭
(2
個
分
)破
片
多

中
期
中
葉
II
I

V 
-2
6
楕
円
形
鉢
 
状
87
×
77
47
×
43
56
6
無
文
1

柱
痕
、
方
形
柱
列
の
柱
痕
と
同
じ
形
態
を
持
つ

P 
-1
3
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

藤
内
I-
2

中
期
中
葉
Ⅲ

苺 � ∞



爬 』

遺
構

番
号
位
置
平
面
形
断
面
形

日
径
(c
m)

底
径
(c
m)

さ

ぐ ｃ
ｎ

深
出

土
土
器

時
 
期

備
考

P 
-1
3
楕
円
形
鉢
 
状
69
 
×
 5
5
30
 
×
 2
8
54
.6

P
―
H
円
  
形
皿
 
状
15
9×
15
0

×
ピ
ッ
卜
多
数
の
重
複

Q
-1
1
隅
九
方
形
筒
 
状
64
 
×
 5
8
43
 
×
 4
0

藤
内
5

Q-
11
・
12
円
  
形
鉢
 
状
63
 
×
 5
6
35
 
×
 2
0

曽
利
10
、
後
期
7

Y 
-2
5
楕
円
形
鍋
底
状
70
 
×
 6
3
37
 
×
 2
6
50
6

ア
 
ー
26
不
整
円
形
袋
 
状
10
1×
96
84
×
80

加
曽
利
BI
-2
、
後
期
小
片
56

後
期
IW

X 
-2
5
不
整
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
16
5×
60
14
0×
40

A、
B、
C3
カ
所

W-
24
・
25
不
整
円
形
桶
 
状
12
1×
10
4
82
 X
 8
2

諸
磯
a-
8、
諸
磯
C-
6、
縄
文
5

前
期
IV

上
面
に
礫
1、
中
程
小
礫
3

U
-1
3
隅
丸
方
形
タ
ラ
イ
状
19
5×
14
2
14
4×
97

堀
ノ
内
胴
下
部
大
破
片

後
期
H

底
部
に
礫
1

R
-1
0
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
63
 
×
 4
3
34
×
26

曽
利
期
以
降
の
小
片
4

3カ
所
の
重
複

Z 
-2
0
楕
円
形
皿
 
状
76
 
×
 6
8
34
 
×
 2
6

T 
-2
6
円
  
形
タ
ラ
イ
状
87
×
80
60
 
×
 6
0

早
期
末
1

早
期
II

W 
-2
6
不
整
円
形
皿
 
状
77
×
75
35
 
×
 2
8

28
5
Q
-1
2
円
  
形
桶
 
状
86
 X
 6
9
58
×
45

堀
ノ
内
I大
破
片
7

後
期
H

A・
B2
カ
所
、
Bの
覆
土
中
に
Aあ
り
、
Bの
上

面
に
Aに
と
も
な
う
礫
(B
を
計
測
)

N
-1
4
惰
円
形
鍋
底
状
73
 
×
 6
0
45
×
36

29
0上
羨
の
西

T
-1
3
円
形
筒
 
状
63
 
×
 5
4
36
 
×
 3
3
63
3

上
面
に
拳
大
の
礫
1

T
-1
3
円
形
筒
 
状
54
×
44
31
 
×
 2
3

曽
利
月ヽ
片
5

中
期
後
葉

M-
13
'1
4
円
  
形
筒
 
状

×
猪
沢
2、
縄
文
1、
不
明
4、
無
文
小
片
4

柱
痕

M 
-1
3
円
形
タ
ラ
イ
状
70
 
×
 6
2
48
 
×
 2
7

無
文
小
片
4

2カ
所
の
重
複
、
北
側
が
深
い

R
-1
1
楕
円
形
鍋
底
状

×
24
 
×
 2
3

R
-1
1
楕
円
形
鉢
 
状
80
×
64
59
×
38

４ 　 灘



構 号

遺 番
位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(帥
〕
底
径
(c
m)

深
さ (側
)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

S
-1
2
円
  
形
鉢
 
状
59
 
×
 5
7
39
 
×
 3
6

V
-1
2
不
整
円
形
桶
 
状
12
8×
11
5
96
 
×
 9
4

Z 
-2
1
楕
円
形
鉢
 
状

×
85
 
×
 5
0

縄
文
1、
不
明
3

3カ
所
の
重
複
、
石
鏃
1

ア
 
ー
25
隅
丸
方
形
鉢
 
状
14
9×
12
7
82
 
×
 7
8

堀
ノ
内
H-
5(
2個
体
分
の
破
片
)

後
期
Ⅲ

上
面
に
礫
2、
底
部
に
平
石
1

A)
S-
23
円
  
形
桶
 
状
10
6×
10
3
87
 
×
 8
5

加
曽
利
B 
II
精
製
・
粗
製

後
期
V

粗
製
深
鉢
つ
な
れ
て
出
土
、
底
部
に
礫
1、
骨
片
、

焼
土

B)
S-
23
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(8
7)
×
(3
0)
(6
5)
X(
25
)

曽
利
H大
形
深
鉢

中
期
後
葉
H

大
形
深
鉢
直
立
(3
2住
の
床
上
出
土
土
器
12
点
と
接

ィ卦
)

O
-1
6
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
12
5×
94
66
 
×
 4
8

曽
利
H深
鉢
1

中
期
後
葉
H

中
央
に
完
形
深
鉢
直
立
、
1ヒ
側
に
礫
4、
石
錐
1

W 
-2
8
円
  
形
皿
 
状
72
×
(5
0)

47
×
(2
9)

ア
・
イ
ー
25
隅
九
方
形
鉢
 
状

10
3×
79

堀
ノ
内
H―
精
製
・
粗
製
(粗
製
多
)

後
期
I〕

上
部
に
礫
、
底
部
に
平
板
石
6

Z-
13
'1
4
不
整
円
形
タ
ラ
イ
状
18
9×
18
5

×
藤
内
5、
堀
ノ
内
H-
5

ド
ン
グ
リ
の
炭
化
物
2個
、
磨
製
石
斧
1、
打
製
石

斧
1

F-
3

円
  
形
桶
 
状
81
 
×
 7
6
50
 
×
 4
9

N
-1
2
隅
九
方
形
筒
 
状
50
×
49
30
×
22

上
面
中
央
に
礫
1

F-
2

円
  
形
タ
ラ
イ
状
90
×
87
80
×
75

中
期
初
頭
深
鉢
1

中
期
初
頭
I

南
側
に
完
形
土
器
横
位

E 
-2
7
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
10
0×
93
73
 
×
 5
8

中
期
中
葉
深
鉢
1

中
期
中
葉
m

中
央
に
横
位

Z 
-2
4
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
22
3×
15
2
(8
2)
X1
24

西
側
に
ピ
ッ
ト

W 
-2
7
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
17
3×
11
4
(9
5)
×
77

堀
ノ
内
I-
1、
堀
ノ
内
小
片
15

後
期
H

S 
-2
5
不
整
椿
円
形
桶
 
状
13
5×
94
69
 
×
 6
0

S 
-2
5
不
整
楕
円
形
筒
 
状
64
 
×
 6
0
36
X3
1

66
.5

L-
4

円
  
形
鉢
 
状

×
57
 
×
 5
0

中
期
初
頭
深
鉢
1

中
期
初
頭
H

西
側
に
一
括
土
器
、
土
器
周
辺
に
礫
5・
6個
、
次
状

耳
飾

I-
2

円
  
形
タ
ラ
イ
状
77
 
×
 7
7
48
 
×
 4
7

早
期
末
～
前
期
初
頭
3、
無
文
5

前
期
1

A)
I-
5
円
  
形
タ
ラ
イ
状
76
×
72
52
 
×
 5
0

弁 � ∞
慕 ∝



『 ペ ペ

構 号

遺 番
位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(c
m)

底
径
(c
n)

深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

B)
I -5
・
6
円
  
形
タ
ラ
イ
状
10
6×
10
0
76
 
×
 7
6

H-
7

隅
丸
方
形
鉢
 
状
76
 
×
 6
8
50
 
×
 4
3

終
沢
大
甕
ユ

中
期
中
葉
I

中
央
部
に
直
立

H'
17
・
8
円
  
形
桶
 
状

×
97
 
×
 8
9

新
道
8(
同
一
個
体
)曽
利
H-
2

中
期
中
葉
H

F-
7・
8
不
整
形
皿
 
状
12
1×
76
45
 
×
 4
3
37
.5

H-
6

隅
丸
方
形
タ
ラ
イ
状

×
10
3×
93

曽
利
系
3、
後
期
無
文
3

3カ
所
の
重
複

0-
12
'1
3
格
円
形
鉢
 
状
10
0×
92
90
 X
 7
1

無
文
1

3カ
所
の
重
複

R-
9

楕
円
形
鍋
底
状
61
X4
7
43
×
32
38
7

A-
10
,H
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

X
84
 
×
 7
6

V 
-1
0
円
  
形
桶
 
状
12
0×
11
0
94
 
×
 8
7

縄
文
1

上
面
中
央
に
礫
1

T 
-2
5
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
66
 
×
 5
8
35
 
×
 3
4

T-
25
.2
6
楕
円
形
皿
 
状
84
×
67
57
 
×
 4
8

U・
V-
26
円
  
形
タ
ラ
イ
状
63
 
×
 5
4
50
 
×
 4
1

V 
-2
7
不
整
桔
円
形
タ
ラ
イ
状
12
0×
11
1

×

W 
-2
8
楕
円
形
鉢
 
状
80
 
×
 5
0
55
 
×
 4
1

藤
内
I-
1、
曽
利
Ⅳ
、
堀
ノ
内
I-
1

X 
-2
7
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
10
8×
96
90
 
×
 7
0
37
.6

X・
Y

-2
7・
28
不
整
円
形
タ
ラ
イ
状

×
74
×
69

無
文
3

中
期
中
葉

中
程
に
小
礫
1、
北
側
に
石
匙
1

X 
-2
9
楕
円
形
鉢
 
状
(1
18
)×
11
0
(1
00
)×
85
59
5
中
期
初
頭
10
、
藤
内
H-
1、
藤
内
25
、
曽
利
2、
堀
ノ
内
H-
4

加
曽
利
B-
7、
縄
文
1、
無
文
■

南
側
の
小
ピ
ッ
ト
上
面
と
中
程
に
礫

Y 
-3
0
不
整
円
形
皿
 
状

×
95
 
×
 9
5

無
文
4

Z 
-2
9
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
21
0×
20
2
16
2×
15
2

中
期
中
葉
の
浅
鉢
1

中
期
中
葉
I

北
側
寄
り
に
正
位

イ
 
ー
23
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
16
3×
12
7
11
9×
83

諸
磯
c-
2、
加
曽
利
BH
-1
、
縄
文
2、
無
文
2

前
期
Ⅵ

33
2
エ
 
ー
23
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
76
×
68
50
×
42

下
島
一
括
(1
個
体
)、
諸
磯
a-
4

前
期
Ⅵ

中
央
の
上
面
に
礫



『 ぺ Ｇ

構 号

遺 番
位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(c
m)

径 ぐ ｃ

底
深
さ (c
m)

出
土

上
器

時
 
期

備
考

イ
  
 
ー ー
20
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
14
5×
94

×
諸
磯
C-
5、
藤
内
H-
1、
曽
利
1、
縄
文
1、
無
文
2

前
期
Ⅵ

打
製
看
斧
1

Z-
25
。
26
楕
円
形
鉢
 
状
83
 
×
 7
7
51
 
×
 4
4
83
5

ウ
ー
25
'2
6
橋
円
形
タ
ラ
イ
状

×
10
3×
79

イ
・
ウ
ー
26
楕
円
形
桶
 
状
20
7×
12
8
15
9×
91

諸
磯
a-
4、
無
文
1

前
期
Ⅳ

エ
 
ー
26
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
00
)X
10
7
(8
0)
×
82

諸
磯
C-
1、
縄
文
ユ

前
期
Ⅵ

2カ
所
の
重
複

エ
 
ー
22
円
  
形
桶
 
状

×
10
4×
10
3

諸
磯
C-
6、
縄
文
4、
無
文
3

前
期
VJ

Z 
-3
0
円
  
形
鍋
底
状
85
×
65
49
 
×
 4
5

下
島
16

前
期
Ⅵ

Y 
-2
9
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(■
2)
×
97
(9
0)
×
60

ア
 
ー
27
円
  
形
タ
ラ
イ
状
97
×
83
75
 
×
 6
7

下
島
小
形
土
器
底
部
]

前
期
Ⅵ

ア
 
ー
30
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
14
6×
83
90
 
×
 6
2

堀
ノ
内
H浅
鉢
1

後
期
Ш

東
壁
際
に
伏
す

ア
 
ー
30
不
整
円
形
タ
ラ
イ
状
42
×
(3
4)
21
 
×
 1
9

34
2土
装
の
南
側
小
ピ
ッ
ト

ア
・
イ
ー
30
円
  
形
鉢
 
状

×
70
 
×
 5
2

下
島
1、
縄
文
1

前
期
Ⅵ

中
程
に
小
礫
1

Z 
-3
1
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
20
)×
92

(1
15
)×
80

南
側
に
深
い
ピ
ッ
ト

G・
H-
10
円
  
形
鉢
 
状
68
×
67
32
 X
 3
0
82
8

H―
σ
円
  
形
筒
 
状
58
 
×
 5
4
39
 
×
 3
6

イ
-3
1
楕
円
形
筒
 
状
62
 
×
 5
0
36
 
×
 3
3

下
島
3、
無
文
10

前
期
Ⅵ

ウ
ー
27
・
28
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
13
4×
11
6
10
0 
×
78

南
側
の
壁
上
に
集
石

エ
 
ー
28
不
整
形
不
整
形
(1
40
)×
14
0
(1
40
)X
10
0

早
期
末
2、
諸
機
a-
2、
諸
磯
c 
ll
、
無
文
7

前
期
Ⅵ

石
鏃
1、
石
錐
1

オ
 
ー
28
円
  
形
タ
ラ
イ
状
(1
03
)×
96
(5
8)
×
57

オ
ー
28
・
29
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
16
3×
14
8
12
5×
11
8

後
期
粗
製
・
無
文
32

後
期

上
面
に
礫
1、
打
製
石
斧
1

35
3

W
「ヽ
  
― -
18
円
  
形
鉢
 
状
65
×
61
44
×
37

曽
利
系
1、
無
文
2

石
錐
1



爬 ６

遺
構

番
号

位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(c
n)

径 く ｃ

底
深
さ (c
n)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

イ
-2
1
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
12
5×
98
90
 
×
 7
2

イ
 
ー
28
円
形
皿
 
状
80
 
×
 7
8
57
 
×
 4
3

ウ ０

イ
・
　 ・
３

楕
円
形
皿
 
状

×
18
0×
15
2

琥
珀
垂
飾

オ
ー
27
'2
8
不
整
形
桶
 
状
(8
3)
×
97

38
9
下
島
3、
縄
文
1、
無
文
6

前
期
Ⅵ

工
・
オ
ー
28
不
整
形
桶
 
状
14
0×
12
0
84
 
×
 8
3
11
66

礫
1

ウ
・
エ
ー
28
不
整
形
桶
 
状

×
79

ア
ー
31
'3
2
格
円
形
鉢
 
状
11
3×
91
66
 
×
 5
6

前
期
末
2、
曽
利
5、
加
曽
利
E-
1、
堀
ノ
内
I-
4、
縄
文

2、
無
文
17

Z・
ア
ー
32
不
整
楕
円
形
筒
 
状
(1
00
)×
75
(8
5)
×
(4
5)

中
央
に
36
2土
羨

Z・
ア
ー
32
楕
円
形
桶
 
状
93
 
×
 7
7
74
 
×
 6
0

中
程
に
穣
1

Z・
ア
ー
32
椿
円
形
鉢
 
状
14
6×
(4
3)
83
X(
23
)

ケ
 
ー
35
円
形
タ
ラ
イ
状
86
×
75
68
 
×
 6
ユ

井
戸
尻
小
片
50

中
期
中
葉
V

西
側
に
半
完
形
土
器
(底
部
中
心
の
1個
体
分
・
底

径
■
cm
の
深
鉢
)、
石
錐
1

欠
  
番

ク
 
ー
39
不
整
形
タ
ラ
イ
状
10
7×
(6
3)
97
×
(5
0)

平
出
三
A-
1、
無
文
ユ

48
住
内
、
北
側
と
南
側
に
ピ
ッ
ト
、
上
面
に
礫
多
数

ク
 
ー
39
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

×
前
期
1、
格
沢
1、
曽
利
H■
0

中
期
後
葉
H

48
住
内
、 
3カ
所
の
重
複
、
東
側
に
深
い
ピ
ッ
ト

上
面
に
礫
8、
ク
ル
ミ
の
炭
化
物

サ
 
ー
21
円
形
桶
 
状
75
 
×
 6
9
63
 
×
 5
9
7
99

前
期
Ⅵ

63
住
内
、
袋
状

ク
ー
37
・
38
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
17
2X
12
5
15
5×
10
0

48
住
内

キ
 
ー
38
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
30
)X
12
6
(1
24
)×
94

曽
利
I
-5
、
無
文
■

中
期
後
葉
I

上
面
に
大
小
礫
15
個

工
'オ
ー
38
円
  
形
桶
 
状
■
9×
11
3
86
 
×
 8
0

加
曽
利
BH
精
製
鉢
・
壷
各
1、
(精
・
粗
多
量
)

後
期
V

南
壁
際
に
壼
横
位
、
中
央
と
西
北
に
破
片
2、
底
部

Jし
に
を
驚
1

コ
ー
22
・
23
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
12
5×

8ユ
10
5×
67

中
期
初
頭
1、
曽
利
系
8、
縄
文
2、
無
文
7

ウ
 
ー
37
椿
円
形
鉢
 
状
68
 
×
 6
0
30
 
×
 2
5

曽
利
H-
1、
加
曽
利
BH
-1
、
無
文
6

13
号
方
形
、 
3カ
所
の
重
複

ウ
 
ー
37
楕
円
形
桶
 
状
13
8×
10
6
97
 
×
 7
8

中
期
初
頭
12
、
井
戸
尻
1、
曽
利
H1
7、
曽
利
Ⅳ
―
ユ

中
期
後
葉
H

上
面
に
礫
、
打
製
石
斧
2

葺 　 　 郎



ヽ べ Ｎ

遺
構

番
号
位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(c
m)

底
径
(伽
)

深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

エ
 
ー
36
不
整
形
鉢
 
状
12
8×
12
0
(4
5)
X8
2
49
9
中
期
中
葉
1、
 
曽
示
UH
-2
、
 
曽
利
IV
-1
、
 
曽
利
V-
1、
カ
ロ
曽
利

E-
3、
加
曽
利
B-
2、
後
期
底
部
4、
後
期
無
文
21

後
期
V

13
号
方
形
、
土
器
と
礫
混
じ
り

ウ
 
ー
35
橋
円
形
皿
 
状
(1
80
)×
12
3
(5
5)
×
70

底
部
3、
後
期
無
文
50

後
期
V

13
号
方
形

コ
・
サ
ー
36
不
整
形
鉢
 
状
14
0×
13
7
97
×
73

神
ノ
木
3、
有
尾
1、
無
文
3、
底
部
1

前
期
II
I

51
住
内
、
底
部
近
く
に
礫
1

サ
 
ー
35
不
整
形
鉢
 
状
14
0×
12
7
11
8×
■
0
85
5
諸
機
a―
ュ

前
期
Ⅳ

51
住
内

コ
・
サ
ー
35
円
  
形
桶
 
状
14
8×
13
5
94
 
×
 9
3

条
痕
文
1、
有
尾
4、
前
期
縄
文
2、
中
期
初
頭
5、
終
沢
1

木
島
1、
そ
の
他
23

前
期
Ⅲ

51
住
内
、
石
鏃
ユ

キ
・
ク
ー
36
楕
円
形
鉢
 
状
14
5×
10
6
91
 
×
 7
7
13
63
格
沢
～
新
道
4、
加
曽
利
E-
1、
堀
ノ
内
H-
1、
不
明
1
4

上
面
に
大
小
礫
9、
石
鏃
1

キ
・
ク
ー
36
楕
円
形
鉢
 
状
(5
2)
×
75
(4
5)
×
40

名
沢
14
、
藤
内
I-
1、
平
出
三
A-
1、
不
明
2、
小
形
土
器

1、
土
製
円
板
1

中
期
中
葉
I

礫
器
1

ク
 
ー
36
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
12
1×
11
3
87
×
86

中
期
中
葉
2、
後
期
8

中
程
に
礫

キ
 
ー
37
不
整
形
タ
ラ
イ
状
(1
10
)X
12
0
(8
0)
×
60

中
期
初
頭
1、
曽
利
2、
無
文
1

礫
1

エ
ー
35
・
36
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(2
25
)×
■
7
90
 
×
 4
7

藤
内
5、
加
曽
利
BH
 3
7

後
期
V

欠
  
番

ク
 
ー
33
楕
円
形
筒
 
状
76
 
×
 6
ユ
60
 
×
 4
9

条
痕
文
1、
有
尾
1、
諸
残
c-
2、
中
期
初
頭
6、
中
期
中
葉
(新
道
～
井
戸
尻
)

5、
曽
利
1、
堀
ノ
内
I-
3、
加
曽
利
BI
-4
、
そ
の
他
無
文
60
、
底
部
1

73
住
内
、
小
形
石
匙
1、
打
製
石
斧
ユ

サ
ー
31
・
32
不
整
形
タ
ラ
イ
状
17
5×
11
6
15
9 
×
 9
8

諸
磯
c-
1、
終
沢
1、
曽
利
I-
1、
曽
利
H-
1、
堀
ノ
内
I

l、
加
曽
利
BH
-3
、
そ
の
他
30

55
住
内
、
打
製
石
斧
1

欠
  
番

ウ
ー
34
・
35
楕
円
形
桶
 
状
20
3×
15
8
15
6X
13
5

中
期
中
葉
80
、
加
曽
利
BH
精
製
35
、
粗
製
90
、
底
部
1、
土
製

円
板
1

後
期
V

上
面
と
底
部
に
礫
各
1、
骨
片
、
石
鏃
1

コ
ー
30
・
31
橋
円
形
タ
ラ
イ
状
15
5X
12
0
13
7×
10
2

後
期

55
住
内
、
上
層
～
下
層
ま
で
骨
片
多
い

サ
ー
32
,3
3
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
13
5×
11
2
(7
5)
×
78

加
曽
利
BH
粗
製
5(
同
一
個
体
)

後
期
V

55
住
内
、
中
央
部
に
大
小
礫

A) コ
ー
31
.3
2
楕
円
形
筒
 
状
(1
21
)×
11
0
90
 
×
 8
0

堀
ノ
内
H(
精
・
粗
小
片
多
)

後
期
II
I

55
住
内
、
石
錘
1

B)
コ
ー
32
楕
円
形
鉢
 
状
93
 
×
 7
7
78
 
×
 5
6

C)
コ
ー
32
楕
円
形
筒
 
状
86
 
×
 7
8
61
 
×
 5
3

ク
 
ー
31
楕
円
形
皿
 
状
80
 
×
 7
0
70
 
×
 5
1

カロ
曽
示U
B 
H-
90

後
期
V

55
住
内
、 
2カ
所
の
重
複
、
骨
片

尊 � ∞



Ｎ ぺ ∞

遺
構

番
号

位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(c
m)

底
径
(c
m)

深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

コ
 
ー
30
不
整
形
皿
 
状

(8
0)
×
90

(6
9)
×
65
29
8
諸
磯
C-
1、
中
期
中
葉
2、
曽
利
Ⅳ
-1
、
縄
文
1、
無
文
9、

底
言
卜
1

55
住
内

ウ
ー
9
椿
円
形
鉢
 
状
12
4×
84
73
 
×
 6
4

40
住
の
貯
蔵
穴
か
P

ク
 
ー
23
不
整
形
タ
ラ
イ
状
17
1×
(9
0)

13
0×
(8
0)

下
島
1、
藤
内
I-
1、
曽
利
H-
1、
後
期
無
文
5

ク
 
ー
23
橋
円
形
桶
 
状
98
 
×
 7
7
38
 
×
 2
2

下
島
3、
加
曽
利
BH
、
縄
文
2、
無
文
3

ク
 
ー
23
円
  
形
タ
ラ
イ
状
(6
9)
×
74
(5
6)
×
55

39
9
キ
-1
8
楕
円
形
ll
ll
 
状
(9
5)
×
77
(9
0)
×
63

加
曽
利
B 
II
浅
鉢
・
粗
製
30

後
期
V

21
住
内
、
中
程
に
大
小
礫
■
、
石
皿
(敷
石
遺
構
の

石
皿
と
接
合
)

コ
 
ー
30
楕
円
形
鉢
 
状

69
 
×
 6
8

中
期
初
頭
1、
曽
利
I-
1、
無
文
小
片
4

55
住
内
、
底
部
近
く
に
礫
1

コ
ー
32
,3
3
隅
丸
方
形
タ
ラ
イ
状
13
5X
12
6

11
8×
11
5

加
曽
利
BH
精
製
土
器
(4
個
体
分
)、
粗
製
深
鉢
1

後
期
V

55
住
内
、
骨
片
と
木
炭
片
が
多
い
、
岩
板
、
石
鏃
3

ク
・
ケ
ー
31
円
  
形
桶
 
状
10
3 
×
 9
2
78
 
×
 7
8

諸
残
C-
1、
中
期
中
葉
1、
曽
利
3、
堀
ノ
内
H-
1、
堀
ノ
内

H深
鉢
1、
加
曽
利
BH
-9

後
期
Ⅲ

55
住
内
、
堀
ノ
内
H深
鉢
の
下
か
ら
炭
化
物
、
後
期

土
器
多
、
東
に
礫
が
斜
位
に
遺
存
す
る

ク
・
ケ
ー
30
楕
円
形
桶
 
状
(1
10
)×
12
6
(9
0)
×
11
1

加
曽
利
BI
1 
5、
精
製
50

後
期
V

55
住
内
、
骨
片
・
木
炭
混
入
多
い
、
黒
曜
石
の
焼
け

た
気
泡
状
遺
物
1

欠
  
番

カ
ー
35
.3
6
隅
丸
長
方
形
桶
 
状
12
0×
85
10
0×
65

欠
  
番

オ
 
ー
35
円
  
形
鉢
 
状
10
4×
97
72
 
×
 6
9

藤
内
12
、
曽
利
H口
縁
部
、
加
曽
利
B1
0

上
面
に
大
小
礫
10

G 
-2
1
円
  
形
鉢
 
状
15
0×
13
2
12
0 
X 
l1
6

エ
 
ー
39
不
整
形
タ
ラ
イ
状
19
0×
16
9
16
6×
14
4
44
8
カ
ロ
曽
示
JB
 H
-4
0

後
期
V

上
面
に
集
石
3カ
所
、
打
製
石
斧
1

エ
 
ー
39
楕
円
形
皿
 
状
(1
02
)X
14
9
(8
6)
X1
27

諸
磯
a-
1、
曽
利
Ш
-3
、
無
文
6

上
面
に
礫

ン
 
ー
30
円
  
形
桶
 
状
15
1X
(1
40
)
12
3×
(1
09
)

堀
ノ
内
H-
3、
底
部
1

後
期
V

58
住
内
、
底
部
近
く
に
礫
2、
骨
片
多
い

ス
・
セ
ー
29
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
13
1X
12
0
10
2×
10
0

カ
ロ
曽
不U
B 
I-
4

後
期
V

58
住
内
、
上
面
に
集
石
、
骨
片
多
い
、
石
鏃
1

欠
  
番

欠
  
番

尊 　 �



Ｎ ヽ 範

構 号

遺 番
位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(e
m)

底
径
(c
m)

深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

シ
 
ー
29
椿
円
形
桶
 
状
12
5×
11
0

×
藤
内
4、
堀
ノ
内
12
5、
粗
製
多
、
土
製
垂
飾

後
期
H

58
住
内
南
壁
側

コ
 
ー
24
円
  
形
タ
ラ
イ
状
10
0×
96
84
×
82

曽
利
I-
1、
唐
草
文
3、
曽
利
Ⅳ
-1

66
住
内

シ
 
ー
23
楕
円
形
桶
 
状
17
5×
12
0
15
3×
10
6

曽
利
II
1 
3、
加
曽
利
BH
 2
5(
粗
製
深
鉢
胴
上
部
1、
底
部
1)
後
期
V

67
住
内
、
上
部
の
中
央
に
上
器
・
骨
片
散
ら
ば
る
、

礫
多
数
、
打
製
石
斧
1、
石
鏃
2

ケ
 
ー
15
不
整
形
皿
 
状
14
5X
10
0
11
0×
85

西
に
ピ
ッ
ト
、
61
住
東
壁
際

T 
-3
8
惰
円
形
鉢
 
状
16
3×
14
6
11
0X
10
8

井
戸
尻
4、
後
期
3、
無
文
4

96
住
南
壁
中
、
南
の
上
面
に
棒
状
礫
1、
上
部
に
焼

土
骨
片
混
入
、
打
製
石
斧
1

S 
-3
9
A楕
円
形

B楕
円
形

状 状
ラ
夕 鉢

(6
3)
×
10
5

■
3×
95

，
×

×

A)
井
戸
尻
期
大
形
深
鉢
1

B)
各
沢
3個
体
分
、
平
出
三
Al
個
体
分

A)
中
期
中
美
V

B)
中
期
中
葉
I

A)
大
形
深
鉢
直
立

B)
4個
体
分
大
形
甕
多
量
に
出
土
、
石
鏃
1

S 
-3
6
惰
円
形
鍋
底
状
14
8X
13
3
■
0×
86

後
期
末
～
晩
期
初
頭
精
製
・
粗
製
13
0

後
期
末
・
晩
期
初
11
3住
、
北
壁
側
上
部
に
焼
上
、
底
部
に
集
石
、
南

西
に
ピ
ッ
ト
2、
覆
土
中
に
骨
粉
・
骨
片
多
い

R 
-3
4
楕
円
形
鉢
 
状
14
6×
12
3
90
 
×
 8
0

晩
期
前
半
小
形
深
鉢
1

晩
期
H

11
3住
、
東
壁
側
上
面
焼
土
、
上
下
に
焼
土
と
ロ
ー

ム
が
混
じ
る
、
骨
粉
・
骨
片
多
く
含
む

R 
-3
2
円
  
形
タ
ラ
イ
状
10
4×
96
85
 
×
 7
1

曽
不
UI
1 
2、
曽
利
Ⅳ
-2
、
後
期
19

後
期
(P
)

11
4住
、
北
壁
側
上
部
に
焼
土
、
骨
粉
、
下
層
に
焼

土
と
ロ
ー
ム
が
混
じ
る

ア
 
ー
46
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
70
)×
13
6
(■
5)
×
11
5

名
沢
・
藤
内
3個
体
分
、
中
期
中
葉
浅
鉢
大
破
片

中
期
中
葉

ヨヒ
に
ピ
ッ
ト
、
軽
石
製
品

R-
49
,5
0
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
10
0×
88
83
 
×
 7
0

曽
利
Ⅳ
深
鉢
1

中
期
後
葉
IV

軍
壁
際
に
横
転
、
東
寄
蜘
こ
礫
6個
、
m住
覆
土

D 
-6
3
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
10
1×
76
66
 
×
 5
0
52
,7
曽
利
Ⅳ
-4
、
無
文
1

中
期
後
葉
IV

14
9住
内

Z・
ア
ー
52
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
15
7×
14
5

佑
沢
一
括

中
期
中
葉
I

底
部
に
礫
、
打
製
石
斧
1、
石
錘
ユ

S-
46
・
47
惰
円
形
タ
ラ
イ
状
10
7 
×
 9
6
92
 X
 7
8

藤
内
14

東
壁
際
に
拳
大
礫
2

S 
-5
1
楕
円
形
皿
 
状
77
 
×
 6
1
64
 X
 4
5
26
5
上
器
5、
底
部
ユ

中
期
中
葉
V

中
央
に
底
部
が
斜
位
に
遺
存

A)
U-
33
楕
円
形
鉢
 
状
73
 
×
 6
0
41
 
×
 2
8

唐
草
文
1、
曽
利
H-
1、
加
曽
利
BH
-1
、
無
文
1

B)
U-
33
不
整
形
皿
 
状
13
7 
×
 9
5
(3
5)
×
45

曽
利
系
2、
後
期
無
文
4、
底
部
1

後
期

U 
-3
2
不
整
椿
円
形
タ
ラ
イ
状
13
5×
10
5
12
0×
70

瀬
戸
内
系
土
器
、
後
期
無
文
7

T 
-3
2
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
17
0×
13
3
14
3X
10
9

縄
支
4、
不
明
7

石
鏃
1

S 
-3
2
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
73
×
(5
5)

(3
5)
×
(3
5)

S・
T-
31
隅
丸
方
形
タ
ラ
イ
状
14
5X
14
5
12
3×
12
3

船
元
式
深
鉢
1個
体

中
期
中
葉
1

西
寄
り
に
つ
ぶ
れ
て
出
土



苺 　 　 難

ゞ ６

遺
構

番
号
位
置
平
面
形
断
面
形

径 く ｃ

日
底
径
(c
nl
)

深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

U 
-3
1
不
整
形
皿
 
状
12
5×
10
3
85
 
×
 6
0

土
器
片
4

ピ
ッ
ト
多
数
、
上
面
に
人
頭
大
の
礫
1

U-
30
'3
1
楕
円
形
筒
 
状
90
 
×
 6
7
55
 
×
 4
0
10
90

10
号
方
形

U 
-3
0
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
12
9×
92
10
3×
80

北
側
に
ピ
ッ
ト

Vo
W
一
-3
0 
・
31
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
19
6×
11
6
17
6×
86

加
曽
利
B-
1

後
期
Ⅳ

南
側
寄
り
に
浅
鉢
伏
す
、
浅
い
小
ピ
ッ
ト
多
数
、
礫

11

V-
32
・
33
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(9
0)
X1
00

70
×
(7
5)

中
期
初
頭
3、
曽
利
I-
1、
堀
ノ
内
I-
1、
縄
文
4、
無
文
16

W-
30
・
31
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
16
5×
95
14
2×
73

中
期
初
頭
5

中
期
初
頭
1

W-
29
・
30
円
  
形
皿
 
状
13
5×
12
5
1■
×
■
0

中
期
中
葉

北
側
に
石
匙
2

V 
-3
0
不
整
形
皿
 
状
14
0×
90
13
0×
84

中
期
初
頭
4、
井
戸
尻
2、
曽
利
10
、
堀
ノ
内
H3
、
加
曽
利
BI

浅
鉢
1

後
期
Ⅳ

南
寄
り
に
浅
鉢
伏
す
、
底
面
に
ピ
ッ
ト
大
小
礫
8

V 
-2
9
不
整
形
鉢
 
状
93
 
×
 8
8
68
X4
9

中
期
初
頭
3、
縄
文
1、
不
明
3

中
期
初
頭

打
製
石
斧
1

T 
-2
9
楕
円
形
桶
 
状

93
 
×
 7
3
1
19
0

U・
V
―
-2
8・
29
不
整
形
タ
ラ
イ
状
13
2X
12
0

10
6×
10
6

縄
文
3

中
央
付
近
に
浅
い
ピ
ッ
ト
、
東
側
寄
り
に
礫
1

V-
28
・
29
長
楕
円
形
皿
 
状
(2
27
)×
11
9
(2
00
)X
98

加
曽
利
BI
―
浅
鉢
1

後
期
Ⅳ

中
央
に
浅
鉢
伏
す
(西
壁
際
に
相
当
)

Ｕ ７

Ｔ
・
　 ・
２

不
整
楕
円
形
皿
 
状
(1
56
)X
14
5
(1
44
)×
12
5

神
ノ
木
1、
前
期
末
1、
後
期
6

後
期

北
側
に
礫
2、
北
に
ピ
ッ
ト
2

T-
27
・
28
隅
丸
方
形
タ
ラ
イ
状
10
7×
10
5
90
×
89

堀
ノ
内
H粗
製
1個
休
分

後
期
Ⅲ

胴
上
部
商
側
寄
り
に
横
位
、
北
に
小
ピ
ッ
ト

44
9
S・
T
―
-2
7・
28
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
50
)×
16
5
(1
35
)X
12
1

堀
ノ
内
H精
製
4、
粗
製
15
、
底
部
1

後
期
Ⅲ

西
側
に
ピ
ッ
ト
、
打
製
石
斧
1

R 
-2
7
楕
円
形
鉢
 
状

67
 
×
 5
1

T 
-3
3
円
形
タ
ラ
イ
状
12
5 
X 
l1
4
10
1×
94

後
期

11
3住
南
西
壁
際
、
上
面
に
礫
2、
骨
片

S 
-3
0
不
整
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
17
5X
12
8
15
0X
10
2

無
文
5、
小
片
7

中
期
中
葉

南
壁
際
上
部
に
焼
上
、
石
匙
2、
ス
ク
レ
ー
パ
ー
1

T 
-3
0
円
形
鉢
 
状
11
0×
10
3
75
 
×
 7
2
52
0
る
沢
、
平
出
三
A、
新
道
5個
体
分
、
加
曽
利
B多
量
、
晩
期
前
半

高
台
付
鉢
1

晩
期
H

上
面
焼
上
、
覆
土
中
骨
片
多
い

R 
-3
3
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
98
 
×
 8
0
70
×
56

神
ノ
木
1、
中
期
初
頭
1、
名
沢
1、
井
戸
尻
H、
無
文
3

Q 
-3
4
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
17
3×
■
2



引 ヽ

構 号

遺 番
位
置
平
面
形
断
面
形

径 く ｃ
ｍ

日
底
径 (c
m)

さ

＜ ｃ
ｍ

深
出

土
土
器

時
 
期

備
考

R,
S-
29
楕
円
形
桶
 
状
■
3×
91
93
 
×
 7
2
10
35

11
5住
の
内

R 
-4
6
椿
円
形
タ
ラ
イ
状
84
 
×
 7
9
57
 
×
 5
2

藤
内
2、
無
文
1、
縄
文
1

南
隣
り
に
45
9土
羨

R 
-4
5
楕
円
形
桶
 
状
91
 
×
 8
3
71
×
55

カ
ロ
曽
希
UB
 H
-1
1

後
期
V

北
隣
り
に
45
7土
損

45
9
Ro
S
―
-4
4・
45
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
14
6×
10
9
86
 
×
 7
0

名
沢
1、
縄
文
1、
無
文
1

北
隣
り
に
45
8土
羨

T 
-2
8
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

67
×
(3
0)

中
期
初
頭
3

中
期
初
頭
H

T 
-2
8
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
30
)×
10
0
(1
10
)×
80

後
期
粗
製
深
鉢
1個
体
分

後
期

南
側
に
小
ピ
ッ
ト
2、
北
壁
上
に
一
括
土
器
が
西
寄

り
に
正
位
で
出
土

イ
 
ー
34
惰
円
形
タ
ラ
イ
状
11
7×
(6
5)

藤
内
I-
5、
平
出
三
A-
1、
縄
文
1、
無
文
7

中
期
中
葉
Ш

イ
 
ー
34
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
93
 
×
 6
3
71
 
×
 5
5

諸
磯
C-
2、
曽
利
Ⅳ
-2
、
加
曽
利
BH
-1
、
無
文
2

柱
痕

イ
 
ー
34
楕
円
形
鉢
 
状
19
2X
13
0
15
8×
89

茅
山
1、
中
期
中
業
大
破
片
、
井
戸
尻
I・
H-
4、
後
期
2、
後

期
底
部
1、
不
明
5

12
号
方
形
、
東
側
の
ピ
ッ
ト
底
に
平
石
2、
打
製
石

斧
1

T 
-3
1
円
  
形
筒
 
状

(4
9)
×
36

ウ
 
ー
35
円
  
形
タ
ラ
イ
状
75
 
×
 6
8
61
×
42

中
期
中
葉
1、
曽
利
Ⅳ
-1
、
縄
文
1、
無
文
2

イ
 
ー
35
不
整
桔
円
形
タ
ラ
イ
状
13
5×
85
45
×
37

前
期
条
痕
2、
縄
文
3

前
期
I

イ
 
ー
36
楕
円
形
鉢
 
状
10
0×
83
62
×
57
11
43
藤
内
I-
1、
井
戸
尻
Ш
-3
、
曽
利
Ⅲ
-2
、
無
文
10

12
号
方
形

イ
 
ー
35
円
  
形
鉢
 
状
10
3×
89
72
 X
 6
0

堀
ノ
内
I-
5

後
期
H

ア
 
ー
34
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

X
12
5×
57
32
7
中
期
初
頭
一
括
、
曽
利
1

中
期
初
頭
I

中
期
初
頭
小
形
鉢

Z・
ア

ー
34
・
35
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
13
0×
60
■
5×
50

中
期
1、
加
曽
利
BH
-1
、
後
期
無
文
3、
小
形
浅
鉢
1

Z 
-3
5
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
10
5×
53
84
 
×
 4
0

称
名
寺
1

12
号
方
形
、
軽
石
製
品

X 
-3
7
楕
円
形
桶
 
状
95
 
×
 7
0
60
 
×
 4
9

前
期
縄
文
1、
不
明
7

上
面
か
ら
中
程
ま
で
集
石

X 
-3
6
不
整
形
不
整
形
14
2×
10
4
10
5×
82

諸
機
C-
2、
不
明
6

上
面
近
く
に
礫
1

ア
 
ー
35
楕
円
形
鋼
底
状
64
×
53
31
 
×
 2
4
46
8
前
期
2、
諸
磯
C-
2、
縄
文
1、
撚
糸
文
1、
曽
利
I-
1、
無

文
6、
おヽ
形
瘤
付
土
器

後
期
Ⅶ
～
晩
期
I

ウ
 
ー
34
楕
円
形
鍋
底
状
(4
1)
X(
11
5)
(2
7)
×
(6
5)

中
期
中
葉
1、
無
文
4

底
部
に
礫
1

尊 � ∞



酬 嗚

構 号

遺 番
位
置
平
面
形
断
面
形
口
径
(c
m)

径 て ｃ

底
さ

く ｃ
ｍ

深
出

土
土
器

時
 
期

備
考

ア
 
ー
34
楕
円
形
鉢
 
状
88
 
×
 7
3
49
 
×
 4
9

堀
ノ
内
I-
1、
無
文
2

後
期
H

W 
-3
6
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
00
)X
10
5
(7
0)
X7
3

後
期
無
文
1

W 
-3
5
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
12
5X
(1
00
)
62
X(
60
)

U・
V-
35
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

95
 
×
 8
0

堀
ノ
内
I-
3

後
期
H

打
製
石
斧
1

V 
-3
6
楕
円
形
鉢
 
状
60
 
×
 4
8
24
×
14

エ
 
ー
33
不
整
形
タ
ラ
イ
状
16
8×
12
6
14
9X
10
6

諸
磯
a-
1、
網
代
1、
不
明
2

イ
・
ウ
ー
32
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
19
3X
12
4
16
9×
10
0

後
期
粗
製
無
支
1個
体
分
(底
部
胴
下
部
―
括
)

後
期

ウ
-3
1
楕
円
形
鉢
 
状
63
 
×
 6
1
43
 X
 3
3

ピ
ッ
ト
隣
接

ア
 
ー
33
不
整
形
タ
ラ
イ
状
(1
07
)X
12
3
(8
5)
×
97

後
期
3

後
期

イ
ー
32
'3
3
円
  
形
皿
 
状
90
 
×
 8
1
76
 
×
 5
1

X 
-3
7
惰
円
形
鉢
 
状
89
 
×
 5
7
58
 
×
 3
7

S・
T

―
-5
1 
・
 5
2
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

×
10
3×
92

下
島
1、
無
文
1

前
期
Ⅵ

磨
製
石
斧
1

R-
50
'5
1
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
13
2×
(8
8)

10
4×
(7
6)

中
期
中
葉

1■
住
西
北
壁
中
、
石
匙
2

イ
 
ー
48
不
整
形
タ
ラ
イ
状
12
4×
(7
3)

10
5×
(6
4)

49
3土
羨
と
重
複
、
底
部
に
礫
1

オ
 
ー
48
円
  
形
桶
 
状
12
6X
12
3
87
 
×
 8
0

前
期
末
16
、
縄
文
8、
他
15
、
小
形
台
付
1

前
期
Ⅶ

底
面
に
刀ヽ
礫
多
数
、
底
近
く
か
ら
月ヽ
形
台
付
土
器
出

土

エ
 
ー
47
円
  
形
タ
ラ
イ
状

×
10
0×
93

中
期
初
頭
2、
堀
ノ
内
I-
2、
縄
文
1、
無
文
8

イ
 
ー
48
楕
円
形
鉢
 
状
83
 
×
 6
9
45
X3
1
55
0

49
0上
羨
と
重
複

X 
-3
8
楕
円
形
鉢
 
状
76
 
×
 4
6
47
 
×
 2
7

中
央
に
ピ
ッ
ト

ク
ー
27
・
28
円
形
タ
ラ
イ
状
15
3×
13
4
12
2×
11
4

中
期
中
葉
5、
堀
ノ
内
H-
1、
無
文
4

中
期
中
葉

ク
ー
28
・
29
不
整
形
不
整
形

X
(6
3)
X5
0

条
痕
文
1、
縄
文
3、
曽
利
Ⅲ
-6
、
曽
利
Ⅳ
-1
、
堀
ノ
内
1

他
14

数
個
の
ピ
ッ
ト

キ
 
ー
28
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
56
 
×
 4
6
36
×
24
52
1
前
期
1、
中
期
中
葉
1、
新
道
1、
無
文
2

中
期
中
葉



ｄ ∞

遺
構

番
号
位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(c
m)

径 モ ｃ

底
さ

ぐ ｃ
ｍ

深
出

土
土
器

時
 
期

備
考

キ
ー
29
'3
0
楕
円
形
鉢
 
状
89
 X
 7
0
65
 
×
 5
1

前
期
1、
有
尾
1、
加
曽
利
EH
-2
、
曽
利
1、
無
文
20
、
堀
ノ

内
I精
・
粗
35

後
期

カ
 
ー
29
不
整
形
皿
 
状
(1
30
)×
90

(1
20
)×
68

後
期
無
文
11
、
耳
飾

後
期

数
力
所
の
重
複

Y 
-3
0
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
79
 
×
 7
0
71
×
46

中
期
中
葉

南
西
隅
に
完
形
土
偶
横
位
、
西
北
に
ピ
ッ
ト

エ
 
ー
30
楕
円
形
桶
 
状
10
8×
88
81
 
×
 7
0
42
.9
中
期
中
葉
5、
曽
利
Ⅳ
-1
、
不
明
8

エ
 
ー
41
不
整
円
形
桶
 
状
87
 
×
 8
1
60
×
57

終
沢
6、
平
出
三
A-
1、
曽
利
H-
3、
不
明
2

中
期
中
葉
I

中
程
に
礫
3・
4個

オ
 
ー
31
円
  
形
皿
 
状
92
 
×
 8
4
70
×
62

神
ノ
木
1

前
期
H

エ
 
ー
42
楕
円
形
鉢
 
状

×
90

×
60

井
戸
尻
・
平
出
三
A共
6

中
期
中
葉

オ
 
ー
40
楕
円
形
桶
 
状
(7
8)
X 
l1
0

×
67

66
.2
名
沢
5、
平
出
三
A-
1、
無
文
12

中
期
中
葉
I

86
住
内
底
部
中
央
に
拳
大
礫
2

オ
 
ー
39
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(8
8)
×
92
10
5×
72

底
部
に
礫
2・
3個

ア
・
イ
ー
40
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

×
69
 
×
 6
8

格
沢
8、
平
出
三
A-
2、
曽
利
H-
1、
曽
利
Ⅲ
-1
、
縄
文
ユ

不
明
8

中
期
中
葉
I

イ
 
ー
36
惰
円
形
桶
 
状

×
55

後
期
無
文
3、
堀
ノ
内
I-
1

後
期

13
号
方
形

ア
 
ー
40
楕
円
形
鉢
 
状
82
×
69
50
 
×
 4
9
11
36

14
号
方
形
、
柱
痕

イ
-4
1
不
整
形
タ
ラ
イ
状

×
12
1×
90

曽
利
H2
個
体
分

中
期
後
葉
H

85
住
南
壁
際
大
小
ピ
ッ
ト
多
数

イ
ー
40
・
4ユ
楕
円
形
桶
 
状
10
2×
(7
0)
70
×
(6
0)

井
戸
尻
1、
曽
利
Ⅳ
-3
、
石
皿
出
土

中
期
後
葉
Ⅳ

3カ
所
の
重
複
、
石
皿
を
伴
う
人
頭
大
礫
の
集
石

イ
 
ー
39
円
  
形
タ
ラ
イ
状
73
 
×
 7
2
48
 
×
 4
5

裕
沢
1個
休
分
14

中
期
中
葉
I

14
号
方
形

ア
 
ー
39
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
77
 
×
 7
2

×
前
期
2、
普
利
II
-2

2カ
所
の
重
複

ケ
ー
26
・
27
円
  
形
鉢
 
状
86
 
×
 8
6
68
 
×
 6
4

縄
文
2、
不
明
1

ア
ー
36
・
37
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
02
)X
 l
13
(8
2)
×
88

後
期
粗
製
小
片
2

上
面
に
拳
大
の
礫
1

Z 
-3
6
楕
円
形
鉢
 
状
(6
0)
×
54
(2
0)
×
22
57
9
曽
利
I-
4、
曽
利
II
1 
1、
不
明
3

中
期
後
葉

2カ
所
の
重
複

Z 
-3
6
円
  
形
筒
 
状
79
 
×
 6
0
41
 
×
 3
6

51
8
Z 
-3
6
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(5
6)
×
65
(4
7)
×
45

４ � ∞



ぶ ペ

遺
構

番
号
位
置
平
面
形
断
面
形
口
径
(c
m)

底
径
(c
m)

深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

エ
ー
41
・
42
楕
円
形
桶
 
状

(3
7)
×
75

(2
1)
×
55

中
期
中
葉
1、
平
出
三
A-
1、
無
文
5

エ
 
ー
42
楕
円
形
鉢
 
状
(6
5)
X 
l1
0
65
X(
49
)

東
側
の
壁
上
面
に
礫
1

オ
ー
38
・
39
不
整
形
タ
ラ
イ
状
(8
1)
X 
l1
0
(6
3)
×
85

加
曽
利
BH
精
製
・
粗
製

後
期
V

オ
 
ー
38
楕
円
形
鉢
 
状
88
 
×
 8
5
49
 
×
 2
9

中
期
初
頭
1、
曽
利
■
2、
曽
利
II
1 
1、
加
曽
利
B1
2、
加
曽
利
B■

7、
加
曽

利
B組
製
21
、
堀
ノ
内
14
、
堀
ノ
内
粗
製
3、
後
期
粗
製
27
、
後
期
無
文
5

2カ
所
の
重
複
、
西
側
に
礫

ア
 
ー
36
楕
円
形
鉢
 
状
82
 
×
 6
7
44
 
×
 3
8

Z 
 -
37
楕
円
形
鉢
 
状
10
7 
×
 7
4
64
 
×
 4
6

新
道
1、
藤
内
I-
1、
曽
利
Ⅳ
-1
、
堀
ノ
内
I-
1、
縄
文
2

Z 
-3
8
隅
九
方
形
タ
ラ
イ
状
■
0×
10
0
80
 
×
 8
0

14
号
方
形

Y 
-3
9
楕
円
形
鉢
 
状
76
×
67
46
×
35

14
号
方
形

V-
15
'1
6
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
12
0×
75
85
×
50

U 
-3
2
不
整
円
形
鉢
 
状
97
 
×
 8
3
50
 
×
 5
0

10
号
方
形
、
底
部
に
礫
1

欠
  
番

欠
  
番

セ
,ソ
ー
29
円
  
形
桶
 
状
(9
5)
X1
50

(8
8)
×
13
1

中
期
初
頭
1、
盗
沢
2、
藤
内
I-
1、
曽
利
H1
3、
曽
利
Ⅲ
～

IV
-9
、
 
カ
ロ
曽
利
B-
9、
 
縄
文
8、
 
無
文
23

後
期
V

58
住
の
南
壁
中
、
骨
片
多
量

ケ
 
ー
28
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
11
2X
(7
4)
10
4×
66

堀
ノ
内
H3
2

後
期
Ⅲ

57
住
束
壁
中

セ
 
ー
28
楕
円
形
鉢
 
状
12
3×
10
7
76
 X
 7
5

82
住
内
、
覆
土
に
集
石

X 
-5
8
楕
円
形
鉢
 
状
18
5×
69
12
7 
×
 2
8

12
0仁
内
、
落
し
穴

T 
-4
0
円
  
形
不
整
形
90
 
×
 8
3
72
 
×
 6
4

曽
利
Ⅳ
大
形
深
鉢
1

中
期
後
葉
Ⅳ

中
央
部
に
直
立
、
96
住
内

T・
U-
56
円
  
形
タ
ラ
イ
状
12
4 
X 
l1
3
10
6×
92

U 
-5
6
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
12
0×
(9
5)

99
×
(8
8)

諸
機
c-
5、
藤
内
I-
3、
他
9

前
期
Ⅵ

U・
V-
57
不
整
円
形
タ
ラ
イ
状
14
2X
13
6
11
6×
11
3
42
3

U 
-5
8
楕
円
形
皿
 
状
60
×
55
40
×
33

中
期
初
頭
1個
体
分

中
期
初
頭
H

上
面
・
底
部
各
傑
1



Ｎ 『 鋭

潜 号

遺 番
位
置
平
面
形
断
面
形

径 ぐ ｃ

日
径 ぐ
ｃ

底
深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

T 
-5
8
円
  
形
タ
ラ
イ
状
12
0 
X 
l1
5
90
 
×
 9
0
44
.4
繊
維
1、
下
島
7

前
期
Ⅵ

U 
-5
9
不
整
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
17
5 
X 
l1
5

下
島
7、
縄
文
3、
不
明
7

前
期
Ⅵ

欠
  
番

Z・
ア
ー
41
不
整
形
不
整
形
14
5×
(9
4)
13
4X
(8
5)

曽
利
H大
形
深
鉢
胴
部
1/
3個
体
分

中
期
後
葉
H

92
住
西
壁
中

N 
-7
2
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(■
6)
×
11
2
(1
00
)X
85

縄
文
1

M・
N-
73
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
15
9×
12
5

×
曽
利
II
卜
3、
縄
文
1、
不
明
5

中
期
後
葉
Iコ

北
と
南
に
小
ピ
ッ
ト
2

N 
-6
9
楕
円
形
筒
 
状
10
7×
82
65
 
×
 4
0

上
面
に
平
石

R 
-6
3
円
  
形
タ
ラ
イ
状
10
8×
10
6
95
 
×
 9
3

上
面
中
央
に
平
石

K・
L-
73
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

×
12
3×
89

平
出
三
A系
深
鉢
1

中
期
中
葉
I

I 
-7
0
不
整
円
形
タ
ラ
イ
状
99
 
×
 9
9
82
 
×
 6
9
27
7

J 
-7
0
円
  
形
タ
ラ
イ
状
10
7X
10
5
78
 
×
 7
4

藤
内
I小
形
深
鉢
1

中
期
中
葉
Ⅲ

南
寄
り
に
横
位

0-
62
・
63
楕
円
形
桶
 
状
13
1×
11
0
11
6×
90

曽
利
H1
0

中
期
後
葉
H

N-
60
'6
1
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
22
9×
15
6

×
30
5
神
ノ
木
2、
不
明
1

前
期
H

打
製
石
斧
2

M 
-6
2
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
11
3×
11
2

X
上
山
田
系
小
形
鉢
1

中
期
中
葉
H

中
央
に
直
立
、
北
側
に
小
ピ
ッ
ト
、
石
鏃
ユ

M 
-6
9
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

×
10
4×
93

曽
利
H-
4、
曽
利
Ⅳ
-2
、
他
15
、
無
文
深
鉢
1

中
期
後
葉

西
壁
際
に
横
位
、
東
に
礫
1

L 
-6
8
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
13
0×
11
5
11
0×
96

前
期
末
2、
縄
文
1、
無
文
6

前
期
Ⅵ

56
2土
羨
の
浅
鉢
と
接
合
す
る
日
縁
部
大
破
片

L 
-6
6
惰
円
形
タ
ラ
イ
状

X
16
8×
13
3

中
期
末
浅
鉢
1

中
期
後
葉
Ⅳ

北
東
壁
際
に
浅
鉢
伏
す
、
底
近
く
に
礫
2

N 
-6
2
惰
円
形
タ
ラ
イ
状
(9
4)
×
94
(8
2)
×
77

L 
-6
8
楕
円
形
皿
 
状
(1
00
)×
12
1

曽
利
Ⅳ
-3
、
不
明
1

中
期
後
葉
IV

」
 -
69

円
形
タ
ラ
イ
状
10
0×
97
73
 X
 7
2
25
9

J・
K
-6
7
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

X
15
4×
10
4

下
島
4、
そ
沢
1、
曽
利
Ⅲ
-1
、
曽
利
Ⅳ
-2
、
縄
文
5、
無
文

3
上
面
に
礫
1



ゞ ６

構 号

遺 番
位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(c
m)

底
径
(c
m)

深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

K・
L-
67
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
24
4×
12
8
20
7×
10
8

K 
-6
8
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
15
1×
10
0

X
楕
円
形
浅
鉢
1

前
期
Ⅵ

浅
鉢
北
壁
寄
り
に
直
立
、
55
5土
羨
出
上
の
大
破
片

と
接
合

K 
-7
0
不
整
情
円
形
タ
ラ
イ
状
16
4×
 9
2
11
8×
64
33
7

I 
-6
8
円
  
形
タ
ラ
イ
状
10
9×
10
6
96
 
×
 9
2

I 
  
―-
68
楕
円
形
皿
 
状
12
6×
(1
07
)
10
5×
(9
5)

前
期
末
、
中
期
初
頭
6

中
期
初
頭
H

[ 
-6
9
円
  
形
タ
ラ
イ
状
82
×
79
68
 
×
 6
2

[ 
-6
9
不
整
円
形
タ
ラ
イ
状
82
 X
 8
2
63
 
×
 6
2

M,
N-
64

円
  
形
皿
 
状
12
0×
(1
07
)
10
4×
(9
2)

深
鉢
胴
下
半
2

中
期
中
葉
I

東
南
寄
り
に
2個
休

N 
-7
0
楕
円
形
皿
 
状
(1
04
)×
90
(9
5)
×
65

N 
-7
0
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(8
3)
×
76

×
66

中
期
中
葉
2

中
期
中
葉

石
匙
1

N 
-7
1
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
13
4×
(1
27
)
11
4×
(1
13
)

」
 -
68
楕
円
形
皿
 
状
(1
65
)X
12
6
(1
49
)×
87

中
期
初
頭
無
文
小
形
土
器
片

中
期
初
頭

J・
K

―-
68
・
69
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
13
0×
11
1
99
 
×
 8
5

K 
-6
4
楕
円
形
皿
 
状
96
 
×
 7
9
62
 
×
 6
1

小
形
有
孔
1、
小
形
土
器
1

中
期
初
頭
H

小
形
有
孔
土
器
壁
際
に
直
立
、
隣
り
に
1個
体
、
北

に
を築
1

M 
-6
2
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
11
5X
10
0
10
1×
80

下
島
、
曽
利

O 
-6
9
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
14
0×
10
5
12
2×
87

57
7
P-
69
'7
0
楕
円
形
鉢
 
状
96
 
×
 8
0
50
 
×
 5
0
86
8

立
石
状
礫
横
位

N 
-6
1
円
  
形
皿
 
状
77
 
×
 7
6
62
×
60

曽
利
H-
1

中
期
後
葉
Ⅱ

中
程
に
礫
6個

M 
-6
5
楕
円
形
皿
 
状
10
7×
(1
00
)
90
×
(9
0)

浅
鉢
1、
中
期
初
頭
、
無
文
5

中
期
中
葉
I～
H
浅
鉢
正
位
で
や
や
南
に
倒
れ
て
出
土

M・
N-
64
楕
円
形
皿
 
状
(1
00
)×
98
(8
0)
×
82
25
5
曽
利
I小
形
深
鉢
1個
体

中
期
後
葉
I

床
面
か
ら
2・
3c
m上
に
横
位
で
出
土

H・
I-
68
椿
円
形
タ
ラ
イ
状
12
9×
(1
28
)
10
5×
(9
1)

尊 　 洲



『 Ｓ Ｎ

遺
構

番
号
位
置
平
面
形
断
面
形

径 て ｃ

口
底
径
(c
m)

深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

H 
-6
9
椿
円
形
筒
 
状
11
5×
95
86
×
84

諸
磯
C 
ll

前
期
Ⅵ

A′
-7
ユ

円
  
形
筒
 
状
(1
03
)×
90
(9
0)
×
80

13
5住
内

W 
-3
1
円
  
形
筒
 
状
85
×
65
55
×
37

後
期
無
文
6

10
号
方
形
、
南
壁
寄
り
に
礫
2、
集
石
遺
構
か
,

X 
-3
2
楕
円
形
鉢
 
状
94
×
(3
9)
64
×
(2
5)

垂
飾

X 
-3
2
円
  
形
筒
 
状
78
 
×
 6
3
46
 
×
 4
1

諸
機
C-
1、
中
期
中
葉
1、
堀
ノ
内
I-
1、
不
明
5

X,
Y-
33
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
40
)×
10
0

×

Y 
-3
3
不
整
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
14
0×
10
0

×
南
に
深
い
ピ
ッ
ト

Z 
 -
33
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

×
12
0×
86

Z 
-3
3
楕
円
形
鉢
 
状
(3
5)
X7
0
(1
8)
×
52

垂
飾

Z 
-3
3
不
整
形
タ
ラ
イ
状
10
0×
(6
7)

60
×
(4
5)

Z-
32
・
33
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
00
)×
86
(7
7)
×
68

τ
・
ア
ー
33
楕
円
形
皿
 
状
13
9×
95
10
5 
×
 7
2

井
戸
尻
1、
縄
文
1

中
期
中
葉

X・
Y-
34
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(8
6)
×
75
(6
2)
×
56

Y-
33
,3
4
円
  
形
皿
 
状
10
0×
97
65
 
×
 6
5

Y 
-3
4
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
00
)×
(5
0)
(9
5)
X(
33
)

X 
-3
3
円
  
形
桶
 
状

×
85
 
×
 7
8

井
戸
尻
深
鉢
2個
体

中
期
中
葉
V

石
匙
2

W 
-3
3
楕
円
形
タ
ラ
イ
状

×
×

W 
-3
2
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
25
)×
70
(9
2)
×
45

W 
-3
2
円
  
形
鉢
 
状
84
X8
3
42
 
×
 3
8

10
号
方
形

V'
W-
33
不
整
楕
円
形
鉢
 
状
10
5×
90
69
 
×
 5
3

60
2
W 
-3
4
椿
円
形
タ
ラ
イ
状
96
 
×
 7
ユ
73
 X
 4
9

尊 灘 ∞



ぶ ∞

遺
繕

番
号

位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(c
m)

底
径
(c
m)

深
さ (c
m)

出
土

上
器

時
 
期

捕
考

V・
W-
34
橋
円
形
皿
 
状
13
0X
90
10
5X
55

V 
-3
4
円
形
筒
 
状
56
×
48
22
 
×
 1
5

60
5
W 
-3
4
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
93
×
70
69
×
45

W 
-3
4
不
整
円
形
鉢
 
状
10
2×
99
71
 
×
 6
7

Vヽ 
-3
4
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
74
×
65
49
 
×
 4
6

X 
-3
4
椿
円
形
皿
 
状

×
×

X-
34
'3
5
楕
円
形
皿
 
状
(6
6)
×
65
(5
8)
×
46

中
期
中
葉
1、
曽
利
Ш
-1
、
縄
文
2、
無
文
5

打
製
石
斧
1

X 
-3
5
円
  
形
皿
 
状
91
 
×
 9
0
68
 
×
 6
7

Y 
-3
5
不
整
円
形
筒
 
状
75
 
×
 6
5
45
 
×
 4
2

61
2
F 
-5
9
円
形
タ
ラ
イ
状
10
1×
97
82
 
×
 8
0

Jヽ
形
有
孔
鍔
付
土
器
、
浅
鉢
、
諸
磯
C-
2、
中
期
中
葉
1
、
不
明

4
中
期
中
棄

15
1住
南
壁
際
、
小
形
石
匙
1

J 
-5
8
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
11
0×
90
81
 
×
 7
6

諸
機
C-
1、
曽
利
Ⅳ
-2
、
縄
文
2、
不
明
7

L 
-5
8
楕
円
形
皿
 
状
17
2×
12
9
14
0×
10
0

藤
内
2、
不
明
1

中
期
中
葉

61
5
K 
-5
8
不
整
形
不
整
形
16
3×
11
8

×
藤
内
H深
鉢
約
半
個
体
分

中
期
中
葉
Ⅳ

[-
62
,6
3
惰
円
形
タ
ラ
イ
状

×
10
0×
75

諸
磯
C-
6、
縄
文
3、
不
明
2

前
期
Ⅵ

I
―
-5
7
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
10
5×
96
75
 
×
 7
5

中
期
初
頭
1、
名
沢
1、
藤
内
1、
不
明
4

中
期
中
葉

I・
J-
62
円
形
タ
ラ
イ
状
11
0×
10
5
76
 
×
 7
3

神
ノ
木
1、
諸
磯
C-
2、
無
文
1

前
期
Ⅵ

I
-6
1
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(9
4)
X 
l1
4
(8
3)
×
95
22
5

J-
60
・
61
惰
円
形
皿
 
状
17
1X
13
0
10
8×
73

藤
内
I-
1

中
期
中
葉
Ш

∫
,K
-6
0
円
形
タ
ラ
イ
状
17
0×
16
8
13
0×
12
0

諸
磯
C-
17
、
縄
文
3、
不
明
5

前
期
Ⅵ

石
鏃
1

[ 
 -
59
椿
円
形
皿
 
状
11
3×
97
97
 
×
 8
5

藤
内
I-
2、
藤
内
H-
1

中
期
中
棄

石
匙
1

L 
-5
8
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
92
 
×
 6
7
59
×
48

新
道
4、
無
文
2

中
期
中
葉
H

尊 　 糾



酬 崎

遺
構

番
号
位
置
平
面
形
断
面
形
日
径
(c
n)

底
径
(c
m)

深
さ (c
m)

出
土
土
器

時
 
期

備
考

L 
-5
9
不
整
円
形
皿
 
状

X
91
 
×
 8
7

D-
66
・
67
楕
円
形
皿
 
状
(9
0)
×
85
(7
8)
×
72

堀
ノ
内
H-
2、
粗
製
13
、
小
形
土
器
ユ

後
期

C 
-6
9
椿
円
形
皿
 
状
10
5×
84
77
×
47

黒
浜
大
破
片
3

前
期
Ⅲ

C 
-6
8
円

形
筒
 
状

×
28
×
26

中
期
初
頭
1、
無
文
1

C 
-6
8
楕
円
形
鉢
 
状

×
49
 
×
 3
5

D,
E-
68
椿
円
形
タ
ラ
イ
状
12
7×
10
4
10
4×
10
0

諸
磯
c-
2、
藤
内
1、
曽
利
Ⅳ
-1
、
縄
文
1

打
製
石
斧
1

O 
-6
7
円
  
形
タ
ラ
イ
状

×
■
6×
■
4

猪
沢
1、
無
文
1

中
期
中
葉

万
匙
1

0・
P-
68
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
15
6×
12
4

×

M 
-6
9
楕
円
形
鉢
 
状
93
 
×
 6
3
55
 
×
 3
3

M 
-6
9
指
円
形
皿
 
状
(7
2)
×
60

諸
機
C-
3、
曽
利
H1
2、
縄
文
ユ

中
期
後
葉
H

P 
-6
8
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
83
 
×
 5
9
61
 
×
 4
7
43
5

Q 
-6
9
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
14
5×
10
0
12
1×
78
48
4
神
ノ
木
1、
撚
糸
文
1、
無
文
1

P 
-6
6
円
形
鉢
 
状
11
2X
10
8
75
×
72

諸
磯
C 
2、
無
文
1

小
形
石
匙
1

Q 
-6
6
楕
円
形
鉢
 
状

×
10
4×
73

中
期
初
頭
1、
曽
利
H-
6、
曽
利
Ⅳ
-3
、
縄
文
2、
無
文
3

R 
-6
7
不
整
形
タ
ラ
イ
状
(1
70
)×
12
5
(1
05
)×
97

Q 
-6
7
隅
丸
方
形
不
整
形
11
0X
10
8
95
×
87

前
期
1

前
期

H 
-6
3
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
97
 
×
 8
2
78
 
×
 7
0

打
製
石
斧
1

T,
U-
63
円
形
タ
ラ
イ
状
93
 
×
 8
7
75
 
×
 7
3

諸
機
C-
2、
格
沢
3、
無
文
4

南
1/
4り
に
64
2土
援

U-
62
・
63
楕
円
形
鉢
 
状
13
4×
79
88
×
49

格
沢
2、
他
小
片
12

底
部
に
小
ピ
ッ
ト
多
数
、
北
隣
り
64
1土
羨
、
南
に

64
3土
装
、
北
に
石
匙
1

T'
U-
62
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
40
)×
78

(1
15
)×
66

下
島
2、
藤
内
1、
曽
利
9、
縄
文
3、
無
文
4、
完
形
深
鉢
1
中
期
中
葉
HI

完
形
深
鉢
北
壁
際
に
横
位
、
北
隣
り
64
2土
羨
、
石

赳
ヒ
1

U・
V-
60
楕
円
形
皿
 
状
94
 
×
 7
4

×

奪 灘 ∞



ぶ ０

遺
構

番
号

位
置
平
面
形
断
面
形

日
 
径

(e
n)

底
径
(c
m)

深
さ (c
m)

出
土

土
器

時
 
期

備
考

U・
V-
56
円
  
形
タ
ラ
イ
状
13
0×
12
9
10
8X
10
4
34
,9
諸
残
C-
4

前
期
Ⅵ

T・
U-
56
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
13
2X
(1
10
)
10
4X
(9
5)

U 
-5
5
円
  
形
筒
 
状
85
×
80
67
×
65

U 
-5
5
楕
円
形
皿
 
状

×
64
 
×
 5
9

T 
-5
5
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
10
0×
90
82
 
×
 7
1

諸
磯
C同
一
個
体
5

前
期
Ⅵ

T 
-5
5
惰
円
形
皿
 
状
11
3×
10
3
96
 
×
 7
4

諸
磯
c―
■
、
無
文
2

前
期
Ⅵ

T-
54
・
55
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
10
7X
74
88
 X
 6
6

Q 
-5
9
円
  
形
皿
 
状
72
×
69
44
×
35

N 
-6
6
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
14
7×
14
0
11
4×
11
1
28
9
前
期
4、
小
形
深
鉢
1

中
期
中
葉
Ш

小
形
深
鉢
西
側
に
横
位
、
浅
い
ピ
ッ
ト
2、
東
に
礫

1、
石
鏃
1

Do
E
-6
4・
65
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
15
4X
(6
3)

13
5×
(5
5)

終
沢
1、
藤
内
1、
不
明
2

中
期
中
葉

D,
E-
64
円
  
形
タ
ラ
イ
状
96
 
×
 8
6
76
 X
 7
2

中
期
初
頭
10
、
無
文
7

中
期
初
頭
H

D 
-6
4
円
  
形
タ
ラ
イ
状
82
 
×
 8
2
77
 
×
 7
1
猪沢
1個
体分
に 赳
蓄鸞
%遷
壇 整
濃V
骨
塞 套
形
)

中
期
中
葉
I

65
5と
重
複
、
底
部
に
礫
3、
土
器
中
央
に
つ
ぶ
れ

て
出
土

E 
-6
6
楕
円
形
筒
 
状
92
 
×
 7
0
60
×
53
57
6
縄
文
2、
無
文
4

サ
 
ー
28
円
  
形
タ
ラ
イ
状
14
2X
12
6
12
6×
11
9
56
.7
堀
ノ
内
Iの
深
鉢

後
期
H

57
住
内
、
土
器
南
側
寄
り
に
出
土
、
底
部
に
礫
2、

上
面
に
土
器
散
ら
ば
る

A 
-1
9
不
整
円
形
皿
 
状
88
 X
 8
1
70
 
×
 5
5

諸
磯
C-
15
(1
個
体
分
)

前
期
Ⅵ

30
住
内

Y・
Z

―
-1
5・
 1
6
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
17
5X
15
3
15
0×
14
8
25
2
前
期
末
の
他
、
曽
利
H-
9

中
期
後
葉
H

39
住
内
、
覆
土
中
央
部
礫
多
数

U 
-3
8
不
整
楕
円
形
タ
ラ
イ
状
(1
10
)×
(5
5)
(6
5)
X(
30
)

曽
利
V深
鉢

中
期
後
葉
V

98
住
内
、
上
器
中
央
部
に
直
立

ケ
-2
1
不
整
円
形
皿
 
状
(1
30
)×
14
4
(1
15
)×
11
0

底
面
北
西
部
に
礫
遺
存

苺 　 　 灘



付表 4 ピット群一覧表

ピット

番号

上面径 (cm) 底径 (cm) さ
耐

深

ぐ
備  考

長4h 短 軸 長 軸 短 軸

34.4

322

25.7

34.5

27.7

ピット

番号

上面径 (cm) 底径 (cm) 深 さ

(cm)
備  考

長 軸 短 軸 長 軸 短 軸

1 37.7 266号土墳

2 265号土羨

3

4

5

6

7

8 7 33,7

9 58.7

42.2

477 78号土壊

36.6

574 60号土壊

562

84号土羨

紡



ピット

番号

上面径 (cm) 底径 (cm) 深 さ

(cm)
備  考

長 軸 短 軸 長 軸 短 軸

91号土渡

28.1

37,7

318

17

9

370

9

37.6

283

ピット

番号

上面径 (伽 ) 底径 (cm) さ
れ

深

ぐ
備  考

長 軸 短 軸 長 軸 短 軸

295

249

356

373 209号土羨

201号土羨

498

46.2

17

34.4 43号土羨

23.2

316

225

233

(19)

8

212

%δ2



ピット

番号

上面径 (cm) 底径 (cm) さ

ｍ
，

深

く
備  考

長 軸 短 軸 長 軸 短 軸

56.2

930

167 557 139号土獲

30,7 2631チ」L功甍

71,7

282

648 222号土羨

26.5

338 174号土羨

32.2

44.9

24.0 161号土羨

179

157号土羨

25.7

322 164号土壊

222

42.2

110号土壊

23.7

31_7

135号土城

277 134号土装

272

ピット

番号

上面径 (cm) 底径 (伽 ) 深 さ

(cm)
備   考

長 軸 短 軸 長 軸 短 軸

187号土壊

217

214号土漿

288号土漿

図外
Vヽ12グ リッド
図外
ヽ
～
r-12タガリ ッ ド

図外
WV-12グ リッ ド

図外 318号土羨

269号土羨

271号土獲

293

230号土壊

188号土羨

17

153
図外
N-12グ リッド

図外
N12グ リッド

35.7

392

249

23.2

235

拓δ∂



ピット

番号

上面径 (cln) 底径 (cm) さ
耐

深

ぐ
備  考

長 軸 短 軸 長 軸 短 軸

32.7

232 275

235 17

237

17

67号土羨

241号土獲

248号土墳

252

279

ピット

番号

上面径 (cm) 底径 (cln) 深 さ

(cm)
備  考

長 軸 短 軸 長 軸 短 軸

137号土渡

7

205

133号土羨

208 37.2 146号土羨

144号土装

527 140号土羨

195号 土墳

222

405

225

76号土羨

227

228

229 63号土羨

764



巌!構碁 号 位  置 規 模lal 出 土 選 物 1時期 備  考

口‐ムマウンドと P・ Q-30 2411X200 石鉄 1、 弁戸尻.I・ Ⅱl、 中期無真 3、 1唐車文 1、 後朗14 石鍍 (第537図 )
11磯とを切堪

2 S-26 160× 145

3 Z・ アー27 194× 1511. 翻 ユ点 ,1、 中鋤 1、 蕪支 2、 絡 寺 1、 接期と

焼  主   1 V-36■ 37 l18*-83 鑢住覆土上面

η 涎-39‐ 56x63 漁鉢底都 (第魏OEめ 観

3 ア  32 631X60

4 ア‐31i32 76X159

5 Y■27. 601Ж 50 焼土を伴う土療
―

W26 100X52

7 U■ 19 40X30 諮醸11、 1欄熱文 3、 後鶏粗製 1

屋 外 炉 1 U-50 83X72 覇躍輩名感凝.中
2 X―-38 T4X56 渫鉢胴上部 Ca534図) 観 魏 赫

付表6 ロームマウンド・焼土址…屋外炉班す覧表

rf25

詭 S



付
表
6 
縄
文
時
代
住
居
址
出
土
土
器
観
察
表

奪 　 洲

損 ６ ６
住
居
址

番
号
図
番
号
器
形
残
存
率

茎芝
そ 
  
  
 
進柔
空  
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B頸
部
、
C胴
部
)

備
  
考

口
径
器
高

底
径
外
面

内
面

2
第
10
図

-1

深
鉢
日
縁
部
27
8

横
ナ
デ
白
色
粒
子
黒
茶
褐
色
A 
l条
沈
線
、
C脇
撫
低
隆
帯
5分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
幅
2 
9c
m■
本
櫛
条
線
矢
羽

根
状
構
成

埋
甕

-2
深
鉢
日
縁
苫
Б

横
ナ
デ
自
色
細
粒
黒
茶
褐
色
A渦
巻
状
隆
帯
4単
位
、
RL
縄
文
、
C 
2条
垂
下
沈
線
4分
割
、
地
文
RL
縄
文

伏
甕
加
曽
利
E系

3
第
14
図

-1

深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
白
色
砂
粒
茶
褐
色
Ａ 文

8字
形
把
手
1単
位
、
無
文
、
B庇
状
隆
帯
、
C垂
下
隆
帯
5分
害
」、
渦
巻
状
沈
線
、
三
叉

-2
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ

赤
褐
色
A無
文
、
C上
部
に
1条
横
位
沈
線
、
地
文
RL
縄
文

4
第
17
図

-1
深
鉢
底
部
欠

12
5

横
ナ
デ
粘
板
岩
粒
子

角
閃
石
粒
黒
茶
褐
色
A無
文
、
C上
部
に
2条
横
位
沈
線
、
ワ
ラ
ビ
手
状
沈
線
が
壬
下
6分
割
、
地
文
櫛
条
線

西
側
Pi
t8
内

-2
深
鉢
底
部
欠
13
2

ミヽ キ

横 ガ
赤
褐
色
A2
単
位
の
橋
状
把
手
、
B2
条
横
位
隆
帯
、 
4単
位
渦
巻
状
突
起
、
C剣
先
渦
巻
隆
帯
が
垂

下
4分
割
、
地
文
平
行
沈
線

-3
深
鉢

縁 片

口 破
(1
15
)

横
ナ
デ
砂
粒

黄
褐
色
Ａ 線

4単
位
P渦
巻
状
隆
帯
、
小
波
状
、
B3
条
横
位
隆
帯
、
C渦
巻
状
沈
線
区
画
、
地
文
櫛
条

―
電
深
鉢

部 片

胴 破
(1
24
)

積
ナ
デ
長
石
粒
子
赤
褐
色
C垂
下
隆
帯
で
分
割
、
区
画
内
矢
羽
根
状
沈
線

5
第
20
図

-1

深
鉢
底
都
欠

(3
25
)

^ヽ
 
フ

横
ナ
デ
長
万
、
河
砂

若
干
雲
母

赤
褐
色
A隆
帯
6分
割
、
区
画
内
縦
位
平
行
沈
線
、
隆
帯
脇
円
筒
刺
突
、
B矢
羽
根
状
刻
み
の
横
位
隆

帯
、
C半
裁
竹
管
に
よ
る
渦
巻
・
剣
先
渦
巻
状
沈
線
、
地
文
幅
lc
m 
6本
櫛
条
線
、 
3段
維

炉
址
上

-2
深
鉢
底
都
欠

横
ナ
デ
雲
母
、
長
石

石
英
多
量
赤
茶
褐
色
A2
単

fy
‐
/1
N波
状
、
波
頂
部
渦
巻
状
沈
線
、 
2条
横
位
沈
線
、
口
唇
肉
厚
、
C腕
骨
文
状
沈
線
、
変
形
剣
先
渦
巻
状
沈
線

の
組
み
合
わ
せ
2単
位
、
剣
先
渦
巻
状
沈
線
3単
位
で
5分
割
、
区
画
内
蛇
行
洗
線
垂
下
、
地
文
幅
2 
1c
m刷
毛
条
線
縦

6
姻 １
効 一

深
鉢

部 片

胴 破
ガ
キ
白
色
細
粒
黒
茶
褐
色
C上
部
に
1条
横
位
沈
線
、
地
文
15
本
櫛
条
線
縦

8住
炉
内
出
上
の
底

部
付
近
と
接
合

-2
深
鉢

部 片

胴 破
ミ
ガ
キ
白
色
細
粒

角
閃
石
粒
茶
褐
色
C上
部
に
1条
横
位
沈
線
、
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
7本
櫛
条
線
維

7
第
26
図

-1
深
鉢
1/
2残

21
5

横
ナ
デ
‐

`事

、
 1
 5
mm

長
石
粒

茶
褐
色
A連
続
八
形
文
、
低
隆
帯
4単
位
波
状
、
区
画
内
三
叉
文
等
、
B横
位
環
状
隆
帯
、
CY
宇
形

隆
帯
4分
割
、
区
画
内
Y字
形
平
行
沈
線
、
地
文
RL
縄
文
、
aの
4単
位
構
成

-2
深
鉢
胴
部

横
ナ
デ
lm
m長
石
粒
子
赤
責
褐
色
C隆
帯
の
複
合
三
角
形
区
画
、
楕
円
形
区
画
、
区
画
内
玉
抱
三
叉
文
、
隆
帯
脇
ペ
ン
先
状
工
具
連

続
刺
突

-3
深
鉢
胴
部

横
ナ
デ
lm
m長
石
粒
子

石
英
粒
子

赤
褐
色
C 
tt
V字
形
隆
帝
5分
割
、
区
画
内
波
状
沈
線

-5
形 器

小 上
完
形

2
長
石
粒
子

ざ
ら
つ
く
赤
褐
色
A横
位
連
続
刺
突
文
、
B 
LR
縄
文
、
C横
位
連
続
刺
突
文
4条
、
LR
縄
文

捏 積

手 輪

口
縁
部
1段

8
咽 ｌ
効 一
両
耳
壷
日
縁

横
ナ
デ

嚇
色 石

白 長
茶
褐
色
B橋
状
把
手
2単
位
、
C低
隆
帝
に
よ
る
渦
巻
文
、
横
位
の
凹
線

-2
深
鉢

縁 片

口 破
横
ナ
デ
白
色
砂
粒
、
雲

母
、
褐
鉄
鉱
茶
褐
色
A低
隆
帝
渦
巻
、
地
文
LR
縄
文

埋
甕
方
日
曽
利
E系

第
31
図
深
鉢
月同
著
h

破
片

横
ナ
デ
長
石
粒
子
赤
褐
色
CL
形
隆
帯
垂
下
、
綾
杉
状
沈
線

姻 １
郷 一

深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
lm
m長
石
粒
子
茶
褐
色
A半
我
竹
管
に
よ
る
斜
状
平
行
沈
線
、
B 
3条
半
隆
起
、 
6単
位
小
突
起
、
C垂
下
隆
帯
6分

割
、
地
文
幅
2 
3c
ml
l本
櫛
条
線
維
2段
、
aの
6単
位
構
成



Ｎ Ｓ Ｎ

住
居
址

番
号
図
番
号
器
形
残
存
率

Iツ
幸 
  
  
 
進嚢
≧ 
 (
cr
n)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B頸
部
、
C胴
苫
D

備
 
考

口
径
器
高
底
径

外
面
内
面

第
34
図

-2
深
鉢
完
形

横
ナ
デ
白
色
砂
粒
赤
褐
色
A渦
巻
状
隆
帯
5単
位
、
区
画
内
平
行
沈
線
、
B櫛
条
線
、
C上
部
渦
巻
状
況
線
3単
位
、
蛇

行
沈
線
垂
下
、
地
文
櫛
条
線
縦
2段
、
aの
3単
位
構
成

-3
底
部

横
ナ
デ
砂
褐
鉄
鉱
赤
褐
色
C無
文

第
36
図

-1
深
鉢
口
縁
音
Б

横
ナ
デ
雲
母
lm
m石
英
多
量
茶
褐
色
B渦
巻
状
突
起
4単
位
、 
3条
半
隆
起
波
状
4分
害
」、
区
画
内
渦
巻
状
隆
帯
平
行
沈
線
、
C垂
下

隆
帯
8分
割
、
綾
杉
状
沈
線

伏
甕

-2
有
孔
鍔

付
土
器
日
縁
部

ガ
キ
砂

責
褐
色
A2
孔
1組
4単
位
、
内
,外
に
赤
色
彩
色

日
縁
以
下
人
為
除
去

第
38
図
鉢
胴
都

(1
52
)

ラ デ

ヘ ナ
白
色
岩
石
粒
黄
褐
色
B直
線
・
蛇
行
隆
帯
横
位
、
C地
文
撚
糸
文

姻 １

細 一
深
鉢
口
縁
苫
臣

ミヽ キ

横 ガ
l 
mm
長
石
粒

子
赤
褐
色
A環
状
沈
線
7単
位
、
C日
形
区
画
7単
位
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
幅
2c
m 
7本
櫛
条

線
矢
羽
根
状
構
成
、
aの
7単
位
構
成

埋
甕
No
 2

-2
深
鉢

縁 欠

口 部
(3
52
)

横
ナ
デ
2 
mm
_T
母
、
長

石
、
石
英
粒
子
赤
褐
色
C 
2本
1組
の
垂
下
沈
線
5分
割
、 
1区
画
だ
け
斜
状
沈
線

-3
深
鉢
胴
部

横
ナ
デ
掲
鉄
鉱
粒
子

雲
母
、
長
石
赤
褐
色
BX
字
状
把
手
4単
位
、
C脇
撫
低
隆
帯
に
よ
る
大
き
な
渦
巻
文
4単
位
、
地
文
半
我
竹
管
の
条

線
、 
aの
4単
位
構
成

埋
甕
Nα
l、
擬
似
口

縁

-4
付 鉢

台 深
完
形

ラ デ

ヘ ナ

1 
5m
m長
石
粒
子

掲
鉄
鉱
粒
子
橙
褐
色
A低
隆
帝
に
よ
る
渦
巻
文
4単
位
、
小
波
状
、
C 
2条
垂
下
沈
線
7分
割
、
区
画
内
雑
な
ハ
字
状

沈
線
、
高
台
凸
レ
ン
ズ
状
窓
5単
位
、 
aの
7単
位
構
成

炉
内

掴 ｌ
翔 一

深
鉢

縁 欠

口 部
横
ナ
デ
長
石
細
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
赤
褐
色
A上
部
1条
横
位
沈
線
、
C口
形
区
画
7単
位
、
底
面
網
代
痕

-2
底
部

長
石
、
石
英

_T
母

赤
褐
色
C無
文

第
45
図
深
鉢

横
ミ
ガ
キ
白
色
砂
粒
黒
褐
色
B5
条
横
位
隆
帯
、
C上
部
X字
状
把
手
6単
位
、
把
手
下
垂
下
隆
帯
6分
割
、
地
文
RL
縄

文
、 
aの
6単
位
構
成

9号
住
覆
土
中
破
片

1′
点
と
接
合

第
48
図

-1
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
長
石
微
粒
子
赤
褐
色
A∩
形
突
起
2、
橋
状
把
手
2単
位
、
弧
状
区
画
8、
区
画
内
半
栽
竹
管
平
行
沈
線
力
i格
子
目
状
、
B平
行
沈
線
垂
下
、

地
文
LR
縄
文
、
C横
位
平
行
沈
線
3条
分
帯
、
上
部
半
裁
竹
管
平
行
沈
線
格
子
目
状
、
下
部
LR
縄
文

-2
深
鉢
底
部

横
ナ
デ
石
英
粒

茶
褐
色
C半
我
竹
管
平
行
沈
線
、
aの
4単
位
構
成

内
面
炭
化
物

-3
深
鉢
底
部

横
ナ
デ
白
色
岩
石
粉
赤
褐
色
C結
節
縄
文

日
縁
再
生

擬
似
口
縁

17
第
51
図

-1

深
鉢
底
部
欠
23
.2

2 
mm
長
石
粒
、
雲

母
ざ
ら
つ
く
黄
褐
色
B横
位
環
状
隆
帯
、
C人
体
文
隆
帯
4単
位
、
斜
状
平
行
沈
線
、
aの
4単
位
構
成

-2
深
鉢
胴
部

(1
95
)

横
ナ
デ
長
石
粒
ざ
ら
つ
く
橙
褐
色
B横
位
隆
帯
、
C垂
下
隆
帯
4分
割
、
地
文
LR
縄
文
、
a、
a、
a々
aの
4単
位
構
成

-3
形 鉢

小 深
胴
部

底
吉
Ь

白
色
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
黒
茶
褐
色
B横
位
沈
線
、
C維
位
の
平
行
沈
線

Pi
t6
内

-4
器
台
破
片

砂
粒
、
雲
母

褐
鉄
鉱
粒
子

色 色
褐 肌
茶

無
文

5と
同
一
個
体
と
′ 思

わ
れ
る

-5
器
台
脚
破
片

砂
粒

肌
色
脚
に
円
孔

4と
同
一
個
体
と
思

わ
れ
る

第
55
図

-1

深
鉢
一
部
欠

ミヽ キ

横 ガ

雲
母
、
水
晶

粒
子

赤
褐
色
C上
部
横
位
環
状
沈
線
4単
位
、
垂
下
隆
帯
4分
割
、
中
程
環
状
沈
線
で
分
帯
、
地
文
垂
下
沈

線
、
aの
4単
位
構
成



預 ６ ∞

住
居
址

番
 
号
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
都
、
B 
頸
部
、
C 
胴
部
)

備
  
考

口
径
器
高
底
径
外
面
内
面

姻 ２
射 一

鉢
胴
部

横
ナ
デ

赤
褐
色
A2
単
位
渦
巻
状
把
手
、
環
状
小
突
起
2単
位
、
C渦
巻
状
隆
帯
4単
位

唐
草
文
系

-3
形 器

小 土
一
部
欠

砂
粒

色 色
褐 褐
赤 黒
A無
文
、
BR
縄
文

手
捏

姻 １
豹 一

深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
白
色
細
粒

若
千
雲
母
茶
褐
色
A3
単
位
渦
巻
状
小
突
起
、
波
状
隆
帯
6区
画
、
区
画
内
半
栽
竹
管
沈
線
、
C蛇
行
沈
線
6分

割
、
地
文
半
裁
竹
管
条
線

-2
深
鉢
一
部
欠
26
5
28
5

ミ キ

横 ガ
角
閃
石
、
自

色
岩
石
粒
子
茶
褐
色
A横
位
沈
線
1条
、
波
状
隆
帯
6分
割
、
C垂
下
隆
帯
・
渦
巻
隆
帯
交
互
施
文
6分
割
、
区
画
内

蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
幅
1 
8c
m 
7本
櫛
条
線
継

-3
手 器
吊 土

完
形

姓
ナ
デ
l 
mm
長
石
粒

ざ
ら
つ
く
責
茶
褐
色
A吊
手
部
橋
状
が
中
空
で
頂
部
に
開
日
、側
面
に
渦
巻
状
突
起
、
突
起
上
連
続
刺
突
の
渦
巻
状
沈
線

第
61
図
深
鉢

縁 片

口 破
横
ナ
デ
白
色
粒
子

長
石
粒
子
赤
褐
色
C上
部
梯
子
状
沈
線

姻 １
期 一

深
鉢

縁 片

回 破

ラ デ

ヘ ナ
褐
鉄
鉱
粒

白
色
粒
子

茶
褐
色
A隆
帯
の
連
弧
丈
、
B∩
形
・
渦
巻
状
隆
帯
、
隆
帯
脇
連
続
爪
形
文
、
C半
栽
竹
管
平
行
沈
線

咽 １
射 一

Hg
縁 片

口 破
(1
74
)

ミ キ

横 ガ
白
色
細
粒

褐
鉄
鉱
細
粒
暗
赤
褐
色
B低
隆
帯
横
位
1条
、
C渦
巻
状
隆
帯
、
地
文
半
裁
竹
管
条
線

-2
深
鉢
底
部
欠

(3
25
)

ラ デ

ヘ ナ

白
色
岩
石
粉

角
閃
石
粒
子
赤
茶
褐
色
C蛇
行
沈
線
垂
下
13
分
割
、
地
文
RL
縄
文

埋
甕
No
 2

-3
深
鉢
底
部
欠

(3
28
)

横
ナ
デ
雲
母
、
長
石

粒
子

黒
茶
褐
色
A渦
巻
状
沈
線
5単
位
、
隆
帯
の
楕
円
区
画
5単
位
、
交
互
刺
突
文
、
C渦
巻
状
隆
帯
5単
位
唐
草
文
系
、
埋
甕
Nα

1

-4
深
鉢

縁 片

回 破
横
ナ
デ
雲
母
、
砂
粒
茶
褐
色
A隆
帯
の
楕
円
形
区
画
、
交
互
刺
突
文
、
C渦
巻
状
隆
帯

唐
草
文
系

第
67
図

-5
鍔 器

乳 土

有 付

縁 片

口 破
32
6
(2
0.
8)

ミ キ

横 ガ

白
色
細
粒

褐
鉄
鉱
細
粒
黒
茶
褐
色
B断
面
方
形
の
鍔
横
位
、
鍔
に
穿
孔
、
C渦
巻
状
低
隆
帯
、
地
文
円
筒
刺
突

裏
面
赤
彩

-6
小
形
皿
一
部
欠

ガ
キ
ナ
デ
白
色
粒
子
黄
褐
色
無
文
、
底
面
ナ
デ

姻 １
豹 一

深
鉢
完
形

横
ナ
デ
雲
母
細
粒

長
石
粒
子
赤
褐
色
A4
単
位
波
状
、
U字
形
隆
帯
区
画
4単
位
、
区
画
内
平
行
沈
線
、
aの
4単
位
構
成
、
B垂
下

隆
帯
4分
割
、
隆
帯
協
連
続
刺
突
、
C櫛
形
文
5単
位

-2
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
白
色
砂
粒
橙
褐
色
A隆
帯
の
長
方
形
区
画
4単
位
、
C垂
下
隆
帯
2分
割
、 
a・
bの
2単
位
構
成
、
地
文
半
裁
竹

管
平
行
沈
線

炉
内

-3
深
鉢

雑
ナ
デ
長
石
粒
子

石
英
粒
子
赤
褐
色
B横
位
3条
半
隆
起
、
C蛇
行
隆
帯
垂
下
、
地
文
LR
縄
文

第
72
図

-1

深
鉢
底
部
欠

(2
9,
9)

横
ナ
デ
l 
mm
長
石
粒

子

A渦
巻
状
隆
帯
7単
位
、
U字
形
隆
帯
区
画
7単
位
、
B無
文
、
C上
部
横
位
3条
平
行
沈

線
、 
3条
垂
下
沈
線
5分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
RL
縄
文
、
aの
5単
位
構
成
加
曽
利
E系

-2
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
白
色
砂
粒
茶
褐
色
A渦
巻
状
突
起
4単
位
、
C3
条
垂
下
沈
線
4分
害
1、
区
画
内
剣
先
渦
巻
状
沈
線
、
地
文
RL
縄

文
、 
aの
4単
位
構
成

加
曽
利
E系

-3
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
白
色
岩
石
細
粒

褐
鉄
鉱
細
粒
赤
褐
色
B4
単
位
垂
下
隆
帯
、
区
画
内
平
行
沈
線
と
垂
下
隆
帯
で
格
子
目
状
、
C蛇
行
沈
線
垂
下
7分

割
、
地
文
RL
縄
文

-4
鉢
底
部
欠
28
5

横
ヘラ ザ

l 
mm
白
色
岩
石
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
橙
褐
色
BX
字
状
把
手
2単
位
、
C結
節
縄
文

-5
浅
鉢
完
形

ミ キ

横 ガ
長
石
砂
粒
赤
褐
色
A渦
巻
状
隆
帯
6単
位
、
区
画
内
LR
縄
文
、
底
部
木
葉
痕

＃ 　 �
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址 号
居
住 番
図
番
号
器
形
残
存
率

法
量
(c
m)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

丈
様
(A
 
口
縁
部
、
B 
頸
部
、
C 
胴
部
)

備
  
考

回
径
器
高
底
径
外
面
内
面

第
76
図
-1

深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
雲
母
、
石
英

粒
子

赤
褐
色

Ａ Ｃ

渦
巻
状
突
起
4単
位
、
小
波
状
、
長
方
形
隆
帯
区
画
4単
位
、
区
画
内
渦
巻
状
隆
帯
・
沈
線
、

渦
巻
状
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
渦
巻
状
隆
帯
、
aの
4単
位
構
成

伏
甕
唐
草
文
系

-2
深
鉢
日
縁
部
20
3

横
ナ
デ
3 
mm
粘
板
岩
粒

チ
ャ
ー
ト
粒
黒
茶
褐
色
A長
楕
円
形
隆
帯
区
画
8単
位
、
C渦
巻
状
隆
帯
垂
下
4分
割
、
aの
4単
位
構
成

伏
甕
唐
草
文
系

-3
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
黒
色
砂
粒
粒

子
赤
褐
色
A 
2単
位
波
状
、
C上
部
渦
巻
状
隆
帯
8単
位

唐
草
文
系

-4
有
孔
鍔

付
土
器

(1
76
)

ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ
温
入
物
少
淡
黄
褐
色
B断
面
V字
形
の
鍔
横
位
、
鍔
に
穿
孔
、
C渦
巻
状
沈
線

表
面
赤
彩

第
79
図
深
鉢
日
縁
都

横
ナ
デ
長
石
粒
子

雲
母

黄
茶
褐
色
A4
単
位
波
状
、
隆
帯
に
よ
る
凸
レ
ン
ズ
状
縦
位
区
画

内
面
炭
化
物
付
着

姻 １
知 一

深
鉢
底
部
欠

ミ
ガ
キ
白
色
砂
粒
黒
茶
褐
色
A波
状
隆
帯
5分
割
、
C垂
下
隆
帯
5分
割
、
地
文
半
裁
竹
管
条
線

埋
甕

-2
深
鉢
完
形

横
ナ
デ
雲
母
、
白
色

細
粒

赤
褐
色
A4
単
位
小
突
起
、 
1条
横
位
隆
帯
、
C垂
下
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
幅

15
卿
7本
櫛
条
線
矢
羽
根
状
構
成

-3
深
鉢

(2
62
)

横
ナ
デ

l口
m長
石
粒
子

褐
鉄
鉱
粒
子
茶
褐
色
C腕
骨
文
状
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
渦
巻
状
隆
帯
、 
aの
4単
位
構
成

埋
甕
唐
草
文
系

第
84
図
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
雲
母
、
長
石

石
英
ざ
ら
つ
く
赤
褐
色
A連
弧
状
沈
線
7単
位
、
B眼
鏡
状
把
手
4単
位
、
C垂
下
隆
帯
4分
害
」、
区
画
内
人
体
文
状

隆
帯
、
斜
状
平
行
沈
線
、 
aの
4単
位
構
成

埋
甕

個 １
郷 一

深
鉢

縁 欠

口 部
A無
文
、
B横
位
沈
線
2条
、
C
縦
位
平
行
沈
線

第
90
図

-1
両
耳
鉢

(1
02
)

横
ナ
デ
1 
5m
m長
石
粒
子

掲
鉄
鉱
粒
子
責
掲
色
B 
2条
横
位
隆
帯
、
C地
文
LR
縄
文

-2
深
鉢
日
縁
吉
焉

横
ナ
デ
白
色
細
粒
赤
褐
色
A円
筒
刺
突
施
文
の
渦
巻
状
沈
線
6単
位
、
C腕
骨
文
状
沈
線
6分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂

下
、
地
文
櫛
条
線
維

炉
内

-3
深
鉢
底
部
欠
18
5

横
ナ
デ
l 
mm
雲
母
赤
褐
色
A渦
巻
状
突
起
2単
位
、
B楕
円
形
隆
帯
区
画
4単
位
、
区
画
内
連
弧
状
沈
線
、
C上
部
渦
巻

状
沈
線
8単
位
、 
3条
垂
下
沈
線
8分
割
、
中
程
2条
波
状
沈
線
分
帯
、
地
文
LR
縄
文

伊
那
谷
系

-4
手 器
吊 土

欠 欠

部 部

頭 底
雑
ナ
デ
1 
5m
m長
石
粒

石
英
粒

黒
褐
色
A橋
状
吊
手

第
93
図

-1

深
鉢
日
縁
部

横
ナ
デ
白
色
を
石
粒
子

褐
鉄
鉱
粒
子
黄
褐
色
A環
状
突
起
4単
位
、
渦
巻
状
小
突
起
4単
位
、
波
状
隆
帯
8分
割
、
区
画
内
半
裁
竹
管
平
行
沈
線
、
B 
4

条
半
裁
竹
管
平
行
沈
線
横
位
、
C半
裁
竹
管
平
行
沈
線
連
弧
状
10
単
位
、
地
文
半
裁
竹
管
平
行
沈
線
縦

-2
深
鉢
底
部
欠

ガ
キ
褐
鉄
鉱
粒
子
黄
褐
色
BX
字
状
把
手
3単
位
、
C渦
巻
状
低
隆
帯
3単
位
、
地
文
半
裁
竹
管
条
線
、
aの
3単
位
構
成

-3
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
雲
母
、
水
晶
粒

子
、
石
英
粒
子
赤
褐
色
A渦
巻
状
隆
帯
4単
位
、
区
画
内
平
行
沈
線
、
B平
行
沈
線
、
C渦
巻
状
隆
帯
垂
下
、
地
文
平

行
沈
線
、
aの
4単
位
構
成

-4
深
鉢
日
縁
苫
Б

横
ナ
デ
雲
母

石
英
細
粒
子
黒
灰
褐
色
A橋
状
把
手
1、
渦
巻
状
突
起
1単
位
、
横
位
渦
巻
状
沈
線
、 
1列
列
点́
文
、
縄
文
、
C渦
巻
状

沈
線
6単
位
、
縦
位
沈
線
、
地
文
R
L縄
文

伊
那
谷
系

内
面
炭
化
物

-5
形 鉢

小 深
胴
部

横
ナ
デ
砂
粒

赤
褐
色
B 
LR
縄
文

咽 １
期 一

深
鉢

(1
6.
8)

横
ナ
デ
長
石
粒
子

石
英
粒
子
赤
褐
色
B2
条
結
節
浮
線
横
位
、
C上
部
列
点
状
刺
突
、
中
程
2条
結
節
浮
線
、
地
文
LR
縄
文
、
蛇
行

隆
帯

囲 １

期 一
深
鉢
胴
部

ミ キ

横 ガ
長
石
粒
子
赤
褐
色
C横
位
2列
の
半
裁
竹
管
に
よ
る
結
節
状
沈
線
文
を
2段
施
し
、
そ
の
間
に
列
点
文
、
沈
線
に
よ

る
渦
巻
文
、
垂
線
を
上
下
か
ら
施
す
。
下
半
は
無
文

第
10
1図

-1
深
鉢

横
ナ
デ
砂
粒

赤
褐
色
B 
2条
結
節
浮
線
横
位
、
C 
3条
結
節
浮
線
垂
下
3分
割
、
地
文
半
裁
竹
管
平
行
沈
線
垂
下

葺 難 ０



Ｎ Ａ ０

址 号
居
住 呑

図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
量
(c
m)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B頸
部
、
C胴
部
)

備
  
考

口
径
器
高
底
径
外
面
内
面

第
10
3図

-1
深
鉢
完
形

30
5

横
ナ
デ
l 
mm
長
石

2 
mm
褐
鉄
鉱
茶
褐
色
A4
単
位
波
状
、
楕
円
形
隆
帯
区
画
4単
位
、
区
画
内
平
行
沈
線
、
B楕
円
形
、
複
合
三
角
形
隆

帯
区
画
、
a、
b、
a、
bt
 a
々

b′
の
6単
位
構
成
、
C地
文
LR
縄
文

-2
浅
鉢
完
形

横
ナ
デ
l 
mm
河
砂
赤
褐
色
A 
l条
沈
線
横
位
、
C 
2つ
1組
磨
消
円
文
4単
位
、
地
文
撚
糸
文

-3
浅
鉢
一
部
欠

指
圧

ガ
キ
白
色
岩
石
粒

子
黄
赤
褐
色
A上
面
観
四
角
形
、
沈
線

第
10
9図

-2
4
深
鉢
日
縁
欠

雑
ナ
デ
長
石
粒
子

角
閃
看
粒
子
赤
茶
褐
色
C半
裁
竹
管
条
線
垂
下
5分
割
、
区
画
内
ボ
タ
ン
状
突
起
、
矢
羽
根
状
条
線

-3
6
有
孔
鍔

付
土
器
底
部
欠

ガ
キ
ミ
ガ
キ

赤
褐
色
B有
段
、
有
孔
8、
C 
l条
沈
線
横
位

第
11
1図

-1

深
鉢
口
縁
言
Б

(1
65
)

横
ナ
デ
2 
mm
白
色
岩
石

粒
、
褐
鉄
鉱
粒
橙
褐
色
A 
l条
隆
帯
横
位
で
連
続
爪
形
文
、
C 
l条
隆
帝
横
位
で
連
続
爪
形
文
、
地
文
無
節
縄
文

-2
深
鉢
底
部
欠

(2
08
)

横
ナ
デ
2 
mm
褐
鉄
鉱

粒
、
長
石
粒
子
橙
褐
色
A8
字
形
突
起
2単
位
、
平
行
沈
線
弧
状
区
画
5単
位
、
区
画
内
平
行
沈
線
格
子
目
状
、
C平
行

沈
線
2段
分
帯
、
上
部
格
子
目
状

-3
深
鉢
胴
部

積
ナ
デ
雲
母
、
長
石

粒
子

赤
褐
色
A小
突
起
1単
位
、
平
行
沈
線
、
B維
位
の
平
行
沈
線
、
C上
部
矢
羽
根
状
平
行
沈
線
横
位
、

下
部
平
行
沈
線
の
抽
象
的
区
画
、
a、
b、

a′
、
b′
の
4単
位
構
成

炉
体
、
土
器
内
面
ス

ス
状
炭
化
物

第
11
5図

-1
深
鉢
完
形

ミヽ キ

横 ガ
灰
色
岩
石
粒
茶
褐
色
B1
0本
蛇
行
隆
帯
、
C 
3本
1組
蛇
行
隆
帯
垂
下
4分
割
、
U形
区
画
内
蛇
行
隆
帯
、
渦
巻
状
隆

帯
、
地
文
RL
縄
文
、
aの
4単
位
構
成

Pi
t2
内

-2
深
鉢
日
縁
欠

7
横
ナ
デ
長
石
粒

赤
褐
色
B垂
下
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
平
行
沈
線
、
隆
帯
格
子
目
状
、
C上
部
限
鏡
状
突
起
4単
位
、
垂

下
隆
帝
4分
割
、
区
画
内
人
体
文
、
隆
帝
脇
連
続
刺
突
、
地
文
平
行
沈
線
、
aの
4単
位
構
成

埋
甕
Nα
 2
、
 
擬
似
口

縁

-3
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
雲
母
粒
子

長
石
粒
子
暗
茶
褐
色
A大
小
突
起
8単
位
、
垂
下
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
平
行
沈
線
、
隆
帯
格
子
目
状
、
a、
at
 a
、
a′
の
4単
位
構
成
、
B4
分
割
、
区

画
内
平
行
沈
線
、
隆
常
斜
格
子
目
、
C上
部
は
Bと
同
様
、
下
部
aの
4単
位
構
成
、
地
文
平
行
沈
線

埋
甕
No
 l

第
11
8図

-1

深
鉢
脚 勲

ナ
デ
褐
鉄
鉱
粒
子

白
色
微
粒
子
赤
褐
色
B渦
巻
状
隆
帯
突
起
、
突
起
間
横
位
3条
隆
帯
、
C組
紐
状
隆
帯
2条
1組
垂
下
、
地
文
綾
杉
状

沈
線

唐
草
文
系

-2
深
鉢
脚 的

雲
母
、
石
英
粒

ざ
ら
つ
く
赤
褐
色
B縦
位
沈
線
垂
下
、
C腕
骨
文
隆
帯
垂
下
分
割
、
区
画
内
ワ
ラ
ビ
手
状
蛇
行
隆
帯
、
地
文
綾
杉
状

沈
線

唐
草
文
系

第
12
1図
際
鉢
日
縁
言
焉

横
ナ
デ
白
色
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
黒
茶
褐
色
A無
文
、
B蛇
行
隆
帯
横
位
2段
、
CX
字
状
把
手
と
隆
帯
、
地
文
LR
縄
文

第
12
3図

-1
深
鉢

25
5

^ヽ
フ

横
ナ
デ
白
色
岩
石
粒

子
茶
褐
色
A把
手
1単
位
欠
損
、
C楕
円
区
画
隆
帯
横
位
4段
、
区
画
内
半
裁
竹
管
平
行
沈
線

-2
浅
鉢
底
部
欠

ナ
デ
横
ナ
デ
砂
粒
子

赤
褐
色
C無
文

-3
鉢
完
形

ガ
キ
白
色
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
黄
褐
色
C 
LR
縄
文

第
12
6図
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
長
石
粒
子

角
閃
石
粒
子
赤
褐
色
A波
状
突
起
4単
位
、
ク
ラ
ン
ク
状
隆
帯
4区
画
、
区
画
内
斜
状
沈
線
、
C地
支
RL
縄
文

第
13
4図

-1
1
浅
鉢
一
部
欠

9
ガ
キ
雲
母
、
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
赤
褐
色
A波
状
4単
位
、
上
面
観
四
角
形
、
C地
文
RL
縄
文

-2
0
深
鉢
胴
部

横
ナ
デ
長
看

褐
鉄
鉱
粒
子
赤
茶
褐
色
C半
裁
竹
管
平
行
沈
線
区
画
、
地
文
RL
縄
文
、
区
画
内
磨
消

第
13
8図

-1

深
鉢
口
縁
欠

横
ナ
デ
長
石
、
石
英
粒

雲
母
ざ
ら
つ
く
赤
褐
色
B横
位
隆
帯
、
C 
2本
1組
隆
帯
波
状
4区
画
、
区
画
内
斜
状
洵
線

Pi
t3
内

４ 　 �
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住
居
址

番
号
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土

色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B頸
部
、
C胴
部
)

備
  
考

口
径
器
高

底
径
外
面

内
面

第
13
8図

-2
深
鉢
底
部
欠

(1
54
)

横
ナ
デ
白
色
細
粒

雲
母

暗
赤
褐
色
B横
位
蛇
行
隆
帯
、
C蛇
行
隆
帯
垂
下
分
割
、
地
文
RL
縄
文

第
14
3図

-1

深
鉢
底
部
欠

自
色
岩
石
粒

褐
鉄
鉱
粒
赤
茶
褐
色
C垂
下
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
人
体
文
、
渦
巻
状
沈
線
、
三
叉
文

-2
深
鉢

(2
23
)

黒
色
細
粒
子
赤
褐
色
C垂
下
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
渦
巻
状
沈
線
、
三
叉
文

-3
深
鉢
日
縁
部

白
色
砂
粒
赤
褐
色
A2
単
位
波
状
、
隆
帯
変
形
複
合
三
角
形
区
画
、
区
画
内
渦
巻
状
沈
線
、
三
叉
文

-4
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
1 
5m
m白
色
岩

石
粒
子

赤
茶
褐
色
Ａ 文

8字
形
把
手
1単
位
、
B庇
状
隆
帯
、
C垂
下
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
渦
巻
状
沈
線
、
三
叉

-5
深
鉢
日
縁
欠

(2
35
)

白
色
砂
粒

ざ
ら
つ
く
赤
褐
色
B横
位
隆
帯
、
C 
tt
J字
形
隆
帯
垂
下
、
地
文
RL
縄
文

-6
深
鉢
一
部
欠

長
石
細
粒
、
雲

母
、
褐
鉄
鉱
赤
褐
色
C地
文
RL
縄
文
、
底
部
網
代
痕

第
14
4図

-7
深
鉢
日
縁
欠

l 
mm
長
石
、
白

色
砂
、
掲
鉄
鉱
責
褐
色
C 
2本
1組
垂
下
隆
帯
、
地
文
RL
縄
文

-8
深
鉢
完
形

長
石
粒
子
茶
褐
色
A 
l単
位
小
波
状
、
刻
目
、
C地
文
RL
縄
文
、
底
部
圧
痕

-9
深
鉢
底
部

白
色
砂
粒
赤
褐
色
C 
tt
J字
形
隆
帯
垂
下
、
地
文
RL
縄
文

-1
0

形 鉢

小 深
底
部

(6
2)

混
入
物
少
な

く
上
質

褐
色
B垂
下
隆
帯
1本

―
■
付 器

台 土
ム ロ
一 局

(3
2)

褐
鉄
鉱
粒
子
赤
褐
色
楕
円
形
高
台

-1
2

形 鉢

小 深
底
部

白
色
細
粒
赤
褐
色
底
部
木
葉
痕

第
14
7図

-1

深
鉢
底
都

白
色
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
肌
色
C上
部
RL
縄
文
、
下
都
波
状
隆
帯
4区
画

-2
深
鉢
一
部
欠

長
石
細
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
黄
褐
色
C 
地
文
RL
縄
文

第
15
6図

-1
深
鉢
完
形

l 
mm
長
石
粒
子

角
閃
石
粒
子
赤
掲
色
CH
字
形
脇
撫
イ氏
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
幅
8 
mm
 6
本
櫛
条
線
矢
羽

根
状

-2
深
鉢
底
部
欠

l 
mm
長
石
粒

子
赤
褐
色
CY
字
形
脇
撫
低
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
幅
3 
cm
13
本
櫛
条
線
矢
羽

根
状

埋
甕

-3
深
鉢
一
部
欠

2 
mm
礫
粒
子

褐
鉄
鉱
粒
赤
褐
色
C脇
撫
低
隆
帝
垂
下
5分
割
、
区
画
内
地
文
幅
1 
3c
m 
6本
櫛
条
線
矢
羽
根
状

-4
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
長
石
粒
子
黒
茶
褐
色
A脇
撫
低
隆
帯
横
位
区
画
、
区
画
内
櫛
条
線
縦
、
C脇
撫
低
隆
帝
垂
下
分
割
区
画
内
櫛
条
線
縦

-5
深
鉢
日
縁
欠

(2
92
)

長
石
粒
子

赤
褐
色
C上
部
脇
撫
低
隆
帝
区
画
、
区
画
内
櫛
条
線
縦
、
下
部
隆
帯
垂
下

-6
深
鉢
底
部
欠

長
石
粒
子
赤
褐
色
C 
2本
1組
沈
線
垂
下
4分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
半
裁
竹
管
条
線
縦

-7
深
鉢
日
縁

長
石
細
粒

雲
母

茶
褐
色
C脇
撫
低
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
幅
2 
2c
m 
8本
櫛
条
線
横

４ 灘 ω
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址 号

居
住 番
図
番
号
器
形
残
存
率

法
(c
m)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B 
頸
部
、
C 
胴
部
)

備
  
考

口
径
器
高
底
径
外
面
内
面

第
15
7図

-8
深
鉢
底
部
欠

ガ
キ
長
石
粒
子

雲
母

茶
褐
色
A4
単
位
小
波
状
、
渦
巻
状
隆
帯
、
C蛇
行
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
ワ
ラ
ビ
手
状
隆
帯
、
地

文
沈
線
、
上
部
縦
、
下
部
斜
状

唐
草
文
系

-9
深
鉢
底
部
欠

(2
26
)

白
色
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
黒
茶
褐
色
A4
単
位
波
状
、
渦
巻
状
隆
帯
、
C 
2本
1組
沈
線
垂
下
4分
割
、
地
文
RL
縄
文

加
曽
利
E系

-1
0
深
鉢
一
部
欠

26
8

l 
mm
白
色
砂

粒
茶
褐
色
A沈
線
楕
円
区
画
9単
位
、
区
画
内
列
点
文
、
C磨
消
帯
垂
下
9分
割
、
区
画
内
RL
縄
文
加
曽
利
E系

-1
1

深
鉢
底
部
欠

長
石
細
粒

雲
母

茶
褐
色
A5
単
位
小
波
状
、
渦
巻
状
隆
帯
5、
隆
帯
楕
円
区
画
5単
位
、
区
画
内
地
文
RL
縄
文
、
C脇

撫
低
隆
帯
垂
下
5分
吉
」、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
RL
縄
文

加
曽
利
E系

第
15
8図

-1
形 鉢

小 深
底
部

5
混
入
物
少
量
褐
色
C綾
杉
状
平
行
沈
線

第
16
3図

-1

深
鉢
底
部
欠

白
色
粒

雲
母

赤
茶
褐
色
A4
単
位
波
状
、
突
起
2カ
所
に
円
孔
、
弧
状
沈
線
、
B渦
巻
文
4単
位
、
C 
2本
1組
の
垂

下
沈
線
に
よ
る
維
位
の
区
画
、
区
画
内
櫛
状
工
具
に
よ
る
条
線
と
蛇
行
沈
線

-2
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
長
石
細
粒

雲
母

赤
茶
褐
色
Ａ 状

4単
位
波
状
、
∽
形
文
10
単
位
、
C沈
線
∩
形
8区
画
、
区
画
内
幅
4 
cm
■
本
櫛
条
線
矢
羽
根

-3
深
鉢
底
部
欠

白
色
砂
粒
茶
褐
色
A4
単
位
波
状
、
波
状
沈
線
、
C沈
線
変
形
∩
形
8区
画
、
区
画
内
ハ
字
状
沈
線

-4
深
鉢
底
部
欠

砂
細
粒

黒
茶
褐
色
A4
単
位
波
状
、
渦
巻
状
沈
線
、
C沈
線
∩
形
4区
画
、
区
画
内
ハ
字
状
沈
線

-5
深
鉢
底
部
欠

砂
粒

赤
褐
色
A4
単
位
波
状
、
Cワ
ラ
ビ
手
状
沈
線
垂
下
4分
割
、
区
画
内
渦
巻
状
沈
線
、
地
文
RL
縄
文

-6
深
鉢
底
部
欠

(2
28
)

若
千
砂
粒
黒
茶
褐
色
A小
突
起
、
垂
下
隆
帯
、
C変
形
ワ
ラ
ビ
手
隆
帯
4単
位

第
16
4図

-7
深
鉢
底
部
欠
24
3

白
色
微
粒
子
赤
褐
色
C隆
帯
垂
下
5分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
幅
7 
mm
 4
本
櫛
条
線
矢
羽
根
状

-8
深
鉢
完
形
16
3

長
石
粒
子
赤
褐
色
C低
隆
帯
垂
下
5分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
櫛
条
線
矢
羽
根
状

-9
深
鉢
底
都
欠

(2
0.
3)

長
石
細
粒

雲
母

赤
褐
色
A2
条
沈
線
横
位
、
C沈
線
∩
形
5区
画
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
幅
1 
9c
m 
8本
櫛
条
線
矢

羽
根
状

-1
0
深
鉢
底
部
欠

(2
4_
8)

l 
mm
白
色
砂

粒
赤
褐
色
Cワ
ラ
ビ
手
状
脇
撫
低
隆
帝
垂
下
4分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
半
載
竹
管
条
線
矢
羽
根
状

-1
1
両
耳
重
完
形

白
色
岩
石
粒
責
褐
色
B橋
状
把
手
2単
位
、
C脇
撫
低
隆
帝
渦
巻
状
5単
位

-1
2
両
耳
重
底
部
欠

長
万
粒
子
茶
褐
色
B橋
状
把
手
2単
位
、
渦
巻
状
沈
線
、
沈
線
楕
円
区
画
、
C隆
帯
垂
下
8分
割
、
区
画
内
ハ
字
状

沈
線

第
16
5図

-1
3
深
鉢
底
部
欠
(2
55
)

2 
mm
長
石
粒
赤
褐
色
A4
単
位
波
状
、
渦
巻
状
隆
帯
、
B2
本
1組
波
状
沈
線
、
C∩
形
沈
線
区
画
、
区
画
内
2本

1組
蛇
行
沈
線
、
地
文
RL
縄
文

-1
4
深
鉢
底
部
欠

2 
mm
長
石
粒

褐
鉄
鉱

赤
褐
色
A4
単
位
波
状
、
沈
線
楕
円
区
画
、
C磨
消
帯
垂
下
8分
割
、
地
文
LR
縄
文

-1
5
深
鉢

33
5

2 
mm
長
石
粒
茶
褐
色
A隆
帯
楕
円
区
画
、
C∩
形
沈
線
区
画
8分
割
、
地
文
RL
縄
文

-1
6
深
鉢
底
部
欠

長
石
細
粒

褐
鉄
鉱
粒
赤
褐
色
A沈
線
1条
横
位
、
Cワ
ラ
ビ
手
状
沈
線
垂
下
分
割
、
区
画
内
ワ
ラ
ビ
手
状
沈
線
、
∩
形
沈
線
2

分
割
、
分
割
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
LR
縄
文

第
16
6図

-1
7
深
鉢
底
部
欠

(3
20

長
万
粒
子
、
雲

母
、
褐
鉄
鉱
責
褐
色
A沈
線
長
楕
円
区
画
横
位
、
Cワ
ラ
ビ
手
状
沈
線
垂
下
4分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
RL

縄
文
末
端
結
節
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址 号
居
住 番
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
  
(c
m)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B 
頸
部
、
C 
胴
部
)

備
  
考

口
径
器
高

底
径
外
面

内
面

第
16
6図

-1
8
深
鉢
胴
部

(1
92
)

白
色
砂
粒
黒
茶
褐
色
A沈
線
長
楕
円
区
画
3単
位
、
C∩
形
沈
線
7分
割
、
分
割
内
∩
形
沈
線
2区
画
、
区
画
内
蛇
行

沈
線
垂
下
、
地
文
RL
縄
文

埋
甕
、
擬
似
日
縁

-1
9

形 鉢

小 深
4

砂
粒
若
干
赤
褐
色
C 
RL
縄
文

第
17
2図

-1
深
鉢
胴
部

横
ナ
デ
砂
粒
、
白
色

粒
、
雲
母
黄
褐
色
Bキ
ザ
ミ
あ
る
垂
下
隆
帯
1本
、
C櫛
形
文
4単
位
、
正
面
に
隆
帯
の
渦
巻

炉
体
土
器

-2
深
鉢
胴
部

砂
粒
、
雲
母

石
英
粒

茶
褐
色
A隆
帯
長
方
形
区
画
、
区
画
内
沈
線
、
凸
レ
ン
ズ
状
隆
帯

-3
深
鉢
胴
部

白
色
砂
粒

ざ
ら
つ
く
茶
褐
色
C 
tt
J字
形
隆
帯
垂
下
、
地
文
RL
縄
文

二
次
加
熱

-4
深
鉢
底
部
欠
22
_7
(2
55
)

白
色
細
泣

黄
褐
色
A4
単
位
波
状
、
人
体
文
、
櫛
形
文

二
次
加
熱

第
17
4図

-1
付 器

ム ロ 土
胴
郡

ミ キ

横 ガ

長
石
粒
子

雲
母

赤
褐
色
C渦
巻
状
隆
帝
、
垂
下
隆
帯
4分
割
、
地
文
RL
縄
文

炉
内

第
17
6図

-1
深
鉢
脚 ψ

ミ キ

雑 ガ
長
石

褐
鉄
鉱
粒
子
赤
褐
色
B横
位
蛇
行
隆
帯
、
C蛇
行
隆
帝
垂
下
、 
2条
1組
条
線
垂
下
、
部
分
的
梯
子
状
構
成

Pi
t6
内

第
17
9図

-1
深
鉢
底
部
欠
18
7

ナ
デ
長
石
、
雲
母

角
閃
石

赤
褐
色
A隆
帯
複
合
三
角
区
画
、
区
画
内
三
叉
文
、
C隆
帯
複
合
三
角
区
画
、
隆
帯
脇
連
続
爪
形
文

-5
形 器

小 土

月 同
―
一
言
臣

劉
落

4
2

砂
粒

ざ
ら
つ
く
橙
褐
色
A・
B指
痕

手
捏

第
18
1図

-1
県
鉢
日
縁
部
28
6

ミヽ キ

横 ガ
長
石
粒
子

雲
母

赤
褐
色
A4
単
位
波
状
、
環
状
沈
線
、
C脇
撫
隆
帯
垂
下
分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
半
我
竹
管
条

線
矢
羽
根
状

-2
深
鉢
日
縁
部
20
2

ミ キ
横 ガ

長
石
粒
子

褐
鉄
鉱

赤
茶
褐
色
A隆
帝
横
位
区
画
、
C 
5本
櫛
条
線
縦

第
18
3図

-1
決
鉢
日
縁
著
Б

(2
15
)

横
ナ
デ
長
石
細
粒
責
褐
色
A半
我
竹
管
平
行
沈
線
、
斜
状
、
B横
位
隆
帯
2条
、
C蛇
行
隆
帯
分
割
、
地
文
幅
2 
cm
、
■

本
櫛
条
線
維

-2
深
鉢

29
7

長
石
粒
子
黄
茶
褐
色
C脇
撫
低
隆
帯
渦
巻
4単
位
、
地
文
幅
1,
8c
m 
8本
櫛
条
線
縦

-3
深
鉢
口
縁
常
膵

褐
鉄
鉱

暗
褐
色
A弧
状
隆
帯
5区
画
、
区
画
内
沈
線

-4
深
鉢
完
形

砂
粒

赤
褐
色
CU
字
形
沈
線
5分
割
、
地
文
半
裁
竹
管
条
線
斜
状

-5
深
鉢
完
形

17
5

雲
母

褐
鉄
鉱

A橋
状
把
手
2単
位
、
隆
帯
区
画
横
位
、
Cワ
ラ
ビ
手
状
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
ワ
ラ
ビ
手

状
隆
帯
垂
下
横
位
沈
線

唐
草
文
系

-6
深
鉢

縁 片

口 破
(2
17
)

横
ナ
デ
白
色
砂
粒
、
雲

母
、
褐
鉄
鉱
茶
褐
色
A渦
巻
状
沈
線
、
隆
帯
桔
円
区
画
、
区
画
内
交
互
刺
突
、
C渦
巻
状
隆
帯

唐
草
文
系

-7
深
鉢

縁 片

口 破
横
ナ
デ
長
石
細
粒

雲
母

茶
褐
色
A渦
巻
状
沈
線
、
交
互
刺
突
、
隆
帯
楕
円
区
画
、
区
画
内
交
互
刺
突
、
C渦
巻
状
隆
帯

唐
草
文
系

第
18
4図

-8
深
鉢
日
縁
郡

月 同
吉
Б

長
石
粒

雲
母

茶
褐
色
A隆
帝
横
位
、
隆
帯
上
爪
形
、
BX
字
状
把
手
取
除

-9
深
鉢
底
部
欠

長
石
粒
子
黒
茶
褐
色
A渦
巻
状
隆
帝
5単
位
、
複
合
三
角
区
画
、
C磨
消
帯
垂
下
、
地
文
RL
縄
文

埋
甕
力
口
曽
利
E系



ぶ べ

住
居
址

番
 
号
図
番
号
器
形
残
存
率

茎乏
寺 
  
  
 
進婁
圭  
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B頸
部
、
C 
胴
部
)

備
 
考

回
径
器
高
底
径
外
面
内
面

第
18
6図

-1
深
鉢
底
部
欠

砂
粒
、
雲
母
黒
茶
褐
色
A渦
巻
状
隆
帯
弧
状
区
画
、
区
画
内
RL
縄
文
、
B日
形
隆
帯
■
分
吉
」、
C渦
巻
状
隆
帯
4単

位
、
地
文
RL
縄
文

埋
甕
、
加
曽
利
E系

第
18
8図

-1
鉢
胴
部

横
ナ
デ
l 
mm
長
石
粒
赤
褐
色
BX
字
状
把
手
2単
位
、
隆
帯
複
合
三
角
形
区
画
、
区
画
内
半
我
竹
管
沈
線
斜
状
、
C地
文
LR

縄
文

伏
甕

-2
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
長
石
粒

白
色
砂
粒
赤
褐
色
A平
行
沈
線
2段
、
沈
線
間
波
状
沈
線
、
BA
と
同
様
、
C 
tt
U先
渦
巻
状
、
道
結
渦
巻
状
沈
線

6単
位
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
幅
1 
8c
m 
7本
4Y
J条
線
縦
2段

埋
甕

第
19
1図

-1

深
鉢

縁 片

日 破
(1
05
)

ナ
デ
ナ
デ
雲
母

白
色
粒

赤
黒
褐
色
A無
文
、
B橋
状
把
手
、
隆
帯
間
連
続
刺
突
文

Pi
t4
内

第
19
3図

-1

深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
褐
鉄
鉱

暗
茶
褐
色
A環
状
小
突
起
8単
位
、
C蛇
行
沈
線
垂
下
分
割
、
区
画
内
矢
羽
根
状
沈
線

-2
深
鉢
日
縁
欠

白
色
岩
石
粉

雲
母

赤
茶
褐
色
B交
互
刺
突
文
、
C渦
巻
状
隆
帯
4単
位
、
区
画
内
ハ
字
状
ヘ
ラ
沈
線

埋
甕
、
底
部
抜

-3
浅
鉢

白
色
細
粒
黒
褐
色
C 
LR
縄
文

-4
深
鉢
日
縁
45
5

横
ナ
デ
長
石
細
粒

雲
母

赤
褐
色
A蛇
行
隆
帝
垂
下
7分
割
、
区
画
内
連
PJ
A状
沈
線
、
B蛇
行
隆
帯
1条
、
隆
帯
6条
、
C蛇
行

隆
帯
垂
下
、
地
文
幅
1 
4c
m 
8本
櫛
条
線
縦

-5
深
鉢
胴
部

長
石
粒
子
赤
褐
色
C磨
消
帯
垂
下
分
割
、
地
文
LR
縄
文

加
曽
利
E系

第
19
6図

-1

深
鉢
底
部
欠
45
5

横
ナ
デ
白
色
砂
粒
黒
茶
褐
色
B 
tt
X字
状
把
手
4単
位
、
蛇
行
隆
帝
2段
、
Cu
字
形
区
画
2単
位
、
区
画
間
十
字
形
隆
帯
垂

下
、
地
文
半
我
竹
管
沈
線
縦

-2
深
鉢
完
形

砂
粒

褐
鉄
鉱

黄
茶
褐
色
A4
単
位
波
状
、
隆
帯
楕
円
区
画
、
区
画
内
半
栽
竹
管
沈
線
縦
、
C櫛
形
文
4単
位

-3
深
鉢
日
縁

砂
粒

褐
鉄
鉱
粒

赤
褐
色
A連
弧
状
隆
帝
10
分
割

-4
深
鉢
底
部
欠

白
色
砂
粒
橙
褐
色
C結
飾
状
浮
線
文
横

炉
体
土
器

第
20
0図
深
鉢
底
部
欠

横
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
長
石
、
石
英
粒

白
色
岩
石
粉
暗
茶
褐
色
B 
4単
位
X字
状
把
手
、
把
手
間
隆
帯
、
CU
字
形
隆
帯
4単
位
、
把
手
下
S形
隆
帯
垂
下
、
地

文
列
点
文
、 
2カ
所
人
為
的
穿
孔
、
a、
 a
′
、 
a、
 a
′
の
文
様
構
成

埋
甕

第
20
3図

-1
深
鉢
底
部
欠

(3
92
)

横
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
長
石
、
砂
粒

褐
鉄
鉱

赤
褐
色
A沈
線
垂
下
、
C隆
帯
垂
下
7分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
幅
2 
6c
m1
2本
櫛
条
線

-2
深
鉢
底
部
欠

27
3
77

黒
色
砂
粒

雲
母

赤
褐
色
A沈
線
長
楕
円
区
画
7単
位
、
C
沈
線
長
楕
円
垂
下
8分
割
、
区
画
内
雑
ハ
字
状
沈
線

-3
深
鉢
底
部
欠

長
石
粒
子
赤
褐
色
C日
形
沈
線
分
割
、
区
画
内
雑
ハ
字
状
況
線

-4
深
鉢
底
部
欠
25
5

白
色
微
粒
子

雲
母

黒
灰
色
C∩
形
沈
線
区
画
、
地
文
RL
縄
文

加
曽
利
E系

-5
深
鉢
底
部
欠

白
色
砂
粒
黒
茶
褐
色
A4
単
位
波
状
、
Cワ
ラ
ビ
手
状
沈
線
垂
下
8分
割
、
区
画
内
ハ
字
状
沈
線

-6
深
鉢
一
部
欠

長
石
粒
子
茶
褐
色
A4
単
位
波
状
、
渦
巻
状
沈
線
、
Cワ
ラ
ビ
手
状
沈
線
垂
下
4分
割
、
区
画
内
LR
縄
文

-7
深
鉢
底
部

粘
板
岩
粒
子
暗
茶
褐
色
無
文

炉
内



Ｎ Ｓ

住
居
址

番
号
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土

色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B 
頸
部
、
C 
胴
都
)

備
  
考

口
径
器
高

底
径
外
面
内
面

-8
深
鉢
日
縁

長
石
、
雲
母
橙
褐
色
A4
単
位
波
状
、
隆
帯
変
形
楕
円
区
画
、
C磨
消
帯
垂
下
、
区
画
内
ハ
字
状
沈
線

炉
西
Pi
t内
埋
甕

第
20
4図

-9
深
鉢
日
縁

白
石
岩
石
粒
黄
褐
色
A7
単
位
小
波
状
、
C沈
線
垂
下
7分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
LR
縄
文

埋
甕

第
20
7図

-1
深
鉢
底
部
欠
25
5

長
石
粒

1 
5m
m∈
星
上
]
赤
黄
褐
色
C脇
撫
低
隆
帯
H形
垂
下
6分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
幅
2 
2c
m■
本
櫛
条
線
縦

-2
深
鉢
底
部
欠
17

長
石
粒

淡
黄
褐
色
Ａ 縦
環
状
突
起
2単
位
、
隆
帯
環
状
区
画
10
単
位
、
C隆
帯
垂
下
8分
割
、
区
画
内
4本
櫛
条
線

-3
深
鉢
底
部
欠

長
石
粒
子
黄
褐
色
A渦
巻
状
隆
帯
4単
位
小
突
起
、
B楕
円
区
画
、
区
画
内
矢
羽
根
状
沈
線
、
C渦
巻
状
隆
帯
4

単
位

唐
草
文
系

-4
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
長
石
粒
子

雲
母

赤
茶
褐
色
A 
2単
位
小
突
起
、
隆
帝
楕
円
区
画
8単
位
、
区
画
内
交
互
刺
突
文
、
C渦
巻
状
隆
帯
4単
位
唐
草
文
系

-5
深
鉢
底
部
欠

砂
粒

淡
黒
褐
色
A4
単
位
小
波
状
、
渦
巻
状
隆
帯
4単
位
、
C磨
消
帯
垂
下
4分
割
、
地
文
LR
縄
文

加
曽
利
E系

-6
深
鉢
胴
部

茶
褐
色
B 
4条
沈
線
横
、
C地
文
撚
糸
文

第
21
4図

-1
深
鉢
完
形

横
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ

1 
5m
m長
石
粒

雲
母

赤
褐
色
Au
形
隆
帯
5分
割
、
区
画
内
沈
線
維
、
C腕
骨
文
状
沈
線
垂
下
5分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂

下
、
地
文
幅
2 
5c
ml
l本
櫛
条
線
維

埋
甕
、
底
部
穿
孔

-2
深
鉢
底
部

砂
粒

茶
褐
色
Cu
形
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
櫛
条
線
縦

-3
付 器

鍔 土

部 片

胴 破
17

白
色
砂
細
粒
茶
褐
色
B突
起
、
上
面
9字
形
隆
帝
、
C渦
巻
状
隆
帯
、
表
裏
赤
色
彩
色

第
21
7図

-1
深
鉢

長
石
泣

雲
母

赤
褐
色
C 
J形
隆
帯
2単
位
垂
下
、
地
文
半
裁
竹
管
沈
線
縦

炉
体
土
器

-2
浅
鉢
底
部

ミ
ガ
キ
横
ナ
デ
長
石
泣

砂
細
粒

赤
褐
色
無
文

北
壁
下

第
22
0図
深
鉢

部 片

胴 破
横
ナ
デ
白
色
砂
粒
赤
褐
色
C隆
帝
楕
円
区
画
、
区
画
内
渦
巻
状
沈
線

炉
体
土
器

第
22
1図

-1

深
鉢

部 片

胴 破
横
ヘ
ラ

ミ
ガ
キ
白
色
岩
石
粉

褐
鉄
鉱

赤
褐
色
A半
隆
起
横
帝
区
画
、
C半
隆
起
Y字
形
垂
下
、
隆
起
脇
連
続
爪
形
文

-2
深
鉢

部 片

胴 破
鬱
5n

横
ヘ
ラ
ミ
ガ
キ
白
色
岩
石
粉
赤
褐
色
C半
隆
起
、
長
方
形
、
三
角
形
区
画
、
区
画
内
斜
状
沈
線
、
三
又
文

-3
深
鉢

部 片

底 破
ナ
デ
長
石
細
粒
黄
赤
褐
色
C半
隆
起
縦
位
区
画
、
区
画
内
斜
状
沈
線

-4
形 鉢

小 深
底
部

白
色
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
茶
褐
色
C 
RL
縄
文

第
22
4図

-1
深
鉢

部 片
胴 破
43
5

横
ナ
デ
白
色
岩
石
粉

角
閃
石
粒
子
茶
褐
色
A大
形
把
手
除
去
、
橋
状
把
手
、
C隆
帯
横
帯
区
画
、
区
画
内
半
我
竹
管
沈
線
縦
、
把
手
下
半
肉

刻
、
菱
形
区
画

-2
有
孔
鍔

付
土
器
底
部
欠

白
色
砂
粒
赤
褐
色
C上
部
2単
位
限
鏡
状
把
手
、
地
文
LR
縄
文

-3
深
鉢
日
縁

長
看
細
粒

雲
母

黄
赤
褐
色
A4
単
位
波
状
、
波
頂
隆
帯
垂
下
、
隆
帯
上
指
圧
、
隆
帯
脇
押
引



Ｎ 式 嚇

址 号
居
住 番
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 (
cm
〉

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B 
頸
部
、
C 
胴
部
)

備
  
考

口
径
器
高

底
径
外
面

内
面

第
22
4図

-4
深
鉢
底
部
欠

ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ
砂
粒

灰
責
褐
色
A隆
帯
横
位

-5
深
鉢
口
縁
欠

横
ナ
デ
長
石
粒
子
赤
茶
褐
色
C 
RL
縄
文

-6
形 鉢

小 深
日
縁
欠

7
砂
粒
、
雲
母
赤
褐
色
無
文
、
輪
積
痕

Pi
t1
3内

第
22
7図

-6
底
部

自
色
粒
子
、
石
英

掲
鉄
鉱
細
粒
赤
褐
色
円
形
と
三
叉
文
風
の
陰
刻
を
伴
う
円
孔

第
23
1図

-1
深
鉢
底
部
欠

粒 つ

看 ら

長 ざ
黒
茶
褐
色
B 
2条
半
隆
起
、 
1条
蛇
行
隆
帯
横
、
C蛇
行
隆
帯
垂
下
5分
割
、
地
文
撚
糸
文

炉
南
伏
甕

-2
手 器
吊 土
吊
手
部

横
ナ
デ
白
色
砂
粒
橙
褐
色
吊
手
部
、
渦
巻
状
突
起

86
住
出
土
と
接
合

第
23
2図

-1
深
鉢
日
縁
欠

(2
42
)

粘
板
岩
粒
赤
褐
色
C人
体
文
4単
位
、
地
文
半
載
竹
管
沈
線

底
部
穿
孔
(9
0住
か

P)
Pi
t2
5内

-2
深
鉢
底
部

長
石
粒

赤
褐
色
C櫛
形
文
5単
位

西
北
壁
一
括

-3
深
鉢

長
石
粒

赤
褐
色
C櫛
形
文
5単
位

炉
体
土
器

-4
小
形
娩

砂
粒
若
千
赤
褐
色
C 
RL
縄
文

第
23
6図
鉢
胴
部

ラ キ
ヘ ガ
横 ミ

砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
黒
褐
色
BX
字
状
把
手
4単
位
P、
C地
文
LR
縄
文

第
23
8図

-1

深
鉢
底
部
欠

白
色
砂
粒
赤
褐
色
Al
単
位
突
起
、
半
隆
起
2条
、
CY
字
形
隆
帯
垂
下
4分
割
、
地
文
RL
縄
文
、
a、
a

a、
 a
′
の
4単
位
構
成

-2
深
鉢
胴
部

長
石
、
憑
英

粒
、
雲
母
赤
褐
色
A 
l単
位
波
状
、
弧
状
隆
帝
区
画
、
区
画
内
渦
巻
状
沈
線
、
三
叉
文

-3
深
鉢
底
部

赤
褐
色
C 
RL
縄
文

擬
似
日
縁

-4
深
鉢
口
縁

横
ナ
デ
長
石
粒
子

雲
母

茶
褐
色
B隆
帯
楕
円
区
画
7単
位
、
区
画
内
半
裁
竹
管
沈
線
縦
、
C地
文
RL
縄
文

炉
址
囲

-5
浅
鉢
底
部
欠

(1
55
)

横
ナ
デ
白
色
岩
石
粉
赤
褐
色
A限
鏡
状
把
手
1単
位
、
凸
レ
ン
ズ
状
隆
帯
23
単
位

第
23
9図

-6
小
形
鉢
1/
4残

砂
粒

赤
褐
色
A焼
成
前
の
小
子
し、
C 
RL
縄
文

-7
形 鉢

小 深
1/
3残

白
色
岩
石

褐
鉄
鉱
粒
子
茶
褐
色
C 
RL
縄
文

外
面
口
縁
、
内
面
赤

彩

-8
形 鉢

小 深
底
部

白
色
粒
子
白
責
褐
色

第
24
3図

-1
深
鉢

部 片

胴 破
雑
ナ
デ
長
石
、
石
英

雲
母

赤
褐
色
A立
体
把
手
、
腕
骨
文
状
隆
帯
区
画
、
区
画
内
沈
線
縦
、
B無
文
、
C腕
骨
文
状
隆
帯
垂
下
分

割
、
区
画
内
渦
巻
状
隆
帯
、
地
文
R
L縄
文

カ
ロ
曽
オ
」
EP

-2
深
鉢

部 片

胴 破
(1
15
)

横
ナ
デ
長
石
粒
子

赤
褐
色
C隆
帯
内
押
引
、
半
裁
竹
管
沈
線
縦

奪 　 　 灘



住
居
址

番
号
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
量
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B頸
部
、
C胴
部
)

備
  
考

口
径
器
高

底
径
外
面
内
面

第
24
3図

-3
深
鉢
刀 同
音
L

破
片

横
ナ
デ
白
色
砂
粒
子
黒
茶
褐
色
A波
状
、
波
状
沈
線
、
C沈
線
縦

第
24
7図

-1
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
白
色
岩
石
粉

ざ
ら
つ
く
茶
褐
色
B蛇
行
隆
帯
、
隆
帯
横
、
C蛇
行
隆
帯
垂
下
分
割
、
∽
形
隆
帯
、
地
文
LR
縄
文

-2
深
鉢
底
部
欠

(2
32
)

横
ナ
デ
長
石
粒
子

雲
母

赤
褐
色
A2
単
位
橋
状
把
手
、
C貪
J先
状
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
綾
杉
状
沈
線

唐
草
文
系

-3
深
鉢
底
部
欠

長
石
粒
子

雲
母

黄
褐
色
AX
字
状
把
手
4単
位
、 
4単
位
波
状
、
把
手
間
波
状
隆
帯
連
結
、
区
画
内
沈
線
縦
、
C腕
骨
文

状
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
綾
杉
状
沈
線

唐
草
文
系

-4
深
鉢
底
部

白
色
砂
粒

ざ
ら
つ
く
赤
褐
色
C 
RL
縄
文

-5
深
鉢
底
部
欠

長
石
粒
子

ざ
ら
つ
く
黒
茶
褐
色
AS
字
形
隆
帯
4単
位
小
波
状
、
隆
帯
長
方
形
区
画
、
C沈
線
垂
下
分
割
、
地
文
RL
縄
文

加
曽
利
E系

第
25
1図

-1

深
鉢

縁 片

回 破
横
ナ
デ

C沈
線
∩
形
区
画
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
幅
1 
8c
m 
6本
櫛
条
線
矢
羽
根
状

-2
深
鉢
底
部

横
ナ
デ
白
色
砂
粒

雲
母

赤
褐
色
C垂
下
沈
線
区
画
、
区
画
内
八
字
状
沈
線

埋
甕

-3
深
鉢
完
形

長
石
粒
子

雲
母

赤
褐
色
無
文

-4
深
鉢
胴
部

横
ナ
デ
石
英
、
河
砂

雲
母

赤
褐
色
C渦
巻
状
隆
帯
連
結
、
地
文
LR
縄
支

-5
壺

縁 片

回 破
ガ
キ
ミ
ガ
キ
白
色
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
黒
褐
色
B環
状
沈
線
、
C渦
巻
状
沈
線

第
25
4図
-1

深
鉢

(1
68
)

砂
粒

赤
褐
色
B隆
帯
2条
、
CJ
字
形
隆
帯
垂
下
2分
割
、
地
文
半
裁
竹
管
沈
線
縦

-2
深
鉢

日
縁

(1
24
)

長
石
粒
子
橙
褐
色
A隆
帯
垂
下

-3
深
鉢
汚 同
苫
Ь

破
片

(1
3り

横
ナ
デ
白
色
砂
粒
茶
褐
色
C櫛
形
文

-4
深
鉢
胴
部

砂
粒
、
雲
母

褐
鉄
鉱
粒

黄
褐
色
A凸
レ
ン
ズ
状
隆
帯
横
、
C櫛
形
文
5単
位

炉
体
土
器

第
25
7図
浅
鉢
底
部
欠

ケ
ズ
リ
横
ナ
デ
黒
色
砂
粒
赤
褐
色
無
文

第
26
0図

-1
深
鉢
底
部
欠

9
横
ナ
デ
長
石
、
石
英

雲
苺
さ
ら
つ
く
赤
褐
色
A2
単
位
立
体
把
手
、 
2単
位
橋
状
把
手
、
BX
字
状
把
手
8単
位
、
把
手
間
波
状
隆
帯
連
結
、

C隆
帯
U字
形
区
画
8単
位
、
区
画
内
綾
杉
状
九
線

-2
深
鉢
底
部

14
ラ ラ

ザ ザ
砂
粒
、
雲
母

ざ
ら
つ
く
赤
褐
色
C 
RL
縄
文

-3
鉢
日
縁
欠

(2
18
)

ナ
デ
長
石
、
褐
鉄

鉱
粒

橙
褐
色
B 
4単
位
X字
状
把
手
、
把
手
間
隆
帯
区
画
、
C半
隆
起
3条
、
地
文
LR
縄
文

第
26
3図

-1
深
鉢

縁 片

口 破

ハ
ケ

横
ナ
デ
砂
粒

黒
茶
褐
色
A一
段
横
位
ナ
デ
、
C撚
糸

-2
浅
鉢
底
部
欠

13
2

iガ
キ

白
色
・
黒
色
砂
位

褐
鉄
鉱
粒
子
赤
褐
色
A凸
レ
ン
ズ
状
横
帯

尊 � ω
ぶ ミ



ヽ Ｎ ∞

住
居
l■

番
 
号
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土

色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B 
頸
部
、
C胴
部
)

備
  
考

口
径
器
高

底
径
外
面

内
面

第
26
8図

-1
深
鉢
底
部
欠

(1
03
)

ガ
キ
白
色
砂
粒
若

千
含
有

黒
茶
褐
色
A円
筒
状
刺
突
2段
、
横
位
2条
沈
線
、
B櫛
条
線
縦

-2
深
鉢
底
部
欠

(1
67
)

褐
鉄
鉱
粒
子

多
量
含
有
赤
褐
色
A横
位
1条
沈
線
、
C 
2本
1組
沈
線
垂
下
4分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
櫛
条
線
縦

-3
深
鉢
完
形

河
砂
長
石
粒

赤
茶
褐
色
A横
位
1条
沈
線
、
C口
形
区
画
4分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
9本
歯
lT
「
条
線
、
矢
羽
根

状
構
成

-4
深
鉢
底
部
欠
39
5

長
石
粒
子
多
量
含

有
、
角
閃
石
粒
黒
茶
褐
色
A横
位
1条
沈
線
、
U字
形
区
画
、
区
画
内
垂
下
沈
線
充
填
、
Cn
形
沈
線
垂
下
10
分
割
、
区
画

内
ハ
字
状
沈
線

-5
深
鉢
底
部
欠

自
色
微
粒
子
河

砂
若
干
含
有
責
褐
色
A脇
撫
低
隆
帯
∽
形
区
画
、
突
起
1単
位
、
C2
本
1組
沈
線
垂
下
8分
割
、
区
画
内
蛇
行
汎

線
、
地
文
RL
縄
文

-6
深
鉢
日
唇
欠
27
5

雲
母
、
長
石

石
英
粒
子

赤
褐
色
A渦
巻
状
横
位
隆
帯
8区
画
、
区
画
内
RL
縄
文
、
Cワ
ラ
ビ
手
状
沈
線
垂
下
、
口
形
沈
線
12
分

割
、
区
画
内
LR
縄
文

埋
甕

第
26
9図

-7
深
鉢
月同
音
ト

ロ
縁
欠

白
色
粒
子
黒
茶
褐
色
A4
単
位
波
状
、
の
形
低
隆
帯
区
画
、
区
画
内
RL
縄
文
、
C2
本
1紅
垂
下
沈
線
分
割
、
区
画

内
ワ
ラ
ビ
手
状
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
RL
縄
文

-8
深
鉢
底
部
欠

長
石
粒
子
赤
褐
色
A4
単
位
波
状
、
波
頂
部
キ
ザ
ミ
、
波
頂
部
下
渦
巻
状
隆
帯
4単
位
、
横
位
楕
円
区
画
4単
位
、

区
画
内
LR
縄
文
、
C 
2本
1組
沈
線
、
帯
状
磨
消
垂
下
8分
割
、
区
画
内
LR
縄
文

-9
深
鉢
底
部
欠

(2
88
)

長
石
粒
子
赤
褐
色
A4
単
位
波
状
、
波
頂
下
渦
巻
状
隆
帯
、
変
形
楕
円
区
画
、
区
画
内
LR
縄
文
、
C2
本
1組
沈

線
帯
状
磨
消
垂
下
8分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
LR
縄
文

-1
0
深
鉢

口
縁

底
部
欠

(1
68
)

ナ
デ

白
色
細
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
黄
褐
色
Ａ 文
渦
巻
状
隆
帯
、
Cキ
ザ
ミ
有
隆
帯
垂
下
7分
割
、
区
画
内
沈
線
2段
円
形
区
画
、
地
文
RL
縄

-1
1
深
鉢

日
縁

底
部
欠

ナ
デ

´
ヽ
フ

調
整

長
石
粒
子

褐
鉄
鉱
粒
子
赤
褐
色
C低
隆
帯
横
位
1条
、 
2本
1組
隆
帯
垂
下
、
地
文
RL
縄
文

-1
2
両
耳
重
底
部
欠

褐
鉄
鉱
粒
子

雲
母
、
砂
粒
黄
褐
色
B環
状
把
手
2単
位
、
横
位
環
状
沈
線
2単
位
、
Cワ
ラ
ビ
手
状
沈
線
u形
区
画
4単
位
、
地
文

RL
縄
文

-1
3
両
耳
重
日
縁
欠

(1
5働

7
ラ 磨

へ 研
砂
粒

赤
褐
色
Ｂ 位
1条
横
位
沈
線
、
環
状
把
手
2
単
位
、
把
手
脇
渦
巻
状
沈
線
、
Cワ
ラ
ビ
手
S形
沈
線
2単

第
27
3図

-1
深
鉢
底
部
欠

(1
50

淡
茶
褐
色
A4
単
位
小
波
状
、
波
頂
下
キ
ザ
ミ
u形
隆
帯
な
単
位
垂
下
、
隆
帯
間
梯
子
状
沈
線
、
Cキ
ザ
ミ

∩
形
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
半
我
竹
管
平
行
沈
線
縦
位
充
填

炉
内

-2
深
鉢
月 同
言
焉

底
部
欠

白
色
岩
石
粒

子
黒
茶
褐
色
A4
単
位
突
起
波
状
、
波
頂
下
環
状
突
起
2、
渦
巻
状
沈
線
突
起
2、
 4
分
割
、
区
画
内
凸
レ
ン

ズ
状
低
隆
帯

-3
深
鉢
底
部
欠

(2
35
)

白
色
砂
位
多
量

褐
鉄
鉱
粒
子
橙
褐
色
Aキ
ザ
ミ
垂
下
隆
帯
、
地
文
RL
縄
文

炉
内

-4
深
鉢

突 欠

小 起

´
ヽ
フ

ケ
ズ
リ

´
ヽ
フ

ケ
ズ
リ
褐
鉄
鉱
、
雲
母

長
石
粒
子

黄
褐
色
A4
単
位
小
突
起
(内
2欠
落
)、
U形
キ
ザ
ミ
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
維
位
沈
線
充
装
、
C 
2

本
1組
キ
ザ
ミ
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
沈
線
充
填

Pi
t3
内

-5
深
鉢
口
縁
欠

か
ヽ
フ

ナ
デ
砂
粒

赤
褐
色
C縦
位
隆
帯
垂
下

-6
器
台
完
形

白
色
砂
粒
、
雲
母

褐
鉄
鉱
粒
子
黒
茶
褐
色
C 
4単
位
楕
円
形
窓

Pi
tl
内

第
27
7図

-1
深
鉢
日
縁
欠

(2
82
)

か
ヽ
フ

ナ
テ

か
ヽ
フ

ナ
デ
長
石
粒
子

雲
母

茶
赤
褐
色
C底
部
圧
痕

-2
深
鉢
底
部
欠

(2
0_
6)

雲
母
、
長
石
、
石

英
粒
子
ざ
ら
つ
く
赤
褐
色
A小
突
起
1単
位
、
波
状
沈
線
2条
横
位
、
C環
状
突
起
貼
付
拍
象
的
隆
帯
、
隆
帯
脇
等
沈
線
、

地
文
LR
縄
文

炉
体
土
器

葺 　 　 �



さ ６

址 号
居
住 番
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
口
縁
部
、
B頸
部
、
C胴
削

備
 
考

口
径
器
高
底
径
外
面
内
面

第
27
7図

-3
浅
鉢
1/
3残

長
石
粒
子
赤
褐
色
A横
位
環
状
隆
帯
4分
割
、
隆
帯
上
RL
縄
文

表
裏
多
量
種
子
圧
痕

第
28
0図

-1

深
鉢
一
部
欠
29
5

長
石
粒
子
赤
褐
色
A小
突
起
隆
帝
、 
1条
横
位
角
押
、
C隆
帯
楕
円
区
画
4段
、
区
画
内
縦
位
、
波
状
角
押
文

-2
深
鉢

部 片

胴 破
25
1
(2
62
)

長
石
粒
子

雲
母

黒
赤
褐
色
A4
単
位
小
波
状
、
波
頂
部
、
キ
ザ
ミ
隆
帯
垂
下
4分
割
、
Cキ
ザ
ミ
隆
帯
u字
形
構
成
、
区
画

内
半
裁
竹
管
平
行
沈
線
蛇
行

-3
深
鉢
胴
部

ナ
デ
長
石
粒
子

雲
母

責
褐
色
A半
裁
竹
管
平
行
沈
線
垂
下
、
B4
条
横
位
平
行
沈
線
、
C平
行
沈
線
日
形
区
画
、
区
画
内
平

行
沈
線
格
子
目
状

炉
体
土
器
平
出
三
A

-4
鍔 器

孔 土

有 付
一
部
欠

13
2
一） 礎

砂
粒

赤
褐
色
A低
い
横
位
鍔
、
鍔
脇
孔
、
B環
状
把
手
2単
位
、
C低
い
台
付

Pi
t3
内

-5
深
鉢
口
縁
音
Б

丹同
著
ト
53
8

白
色
岩
石
粒

ボ
ロ
ボ
ロ
淡
黄
褐
色
A抽
象
的
小
突
起
、
B横
位
結
節
隆
線
、
矢
羽
根
状
沈
線
、
C垂
下
隆
帝
、
口
形
沈
線
分
割
、

地
文
RL
縄
文

新
崎
系

第
28
1図

-6
浅
鉢
底
部
欠

白
色
砂
粒
淡
黄
褐
色
A横
位
環
状
隆
帝
4分
割
、
区
画
間
玉
抱
三
叉
文
状
、
C地
文
LR
縄
文

第
28
7図

-1
深
鉢
底
部
欠

白
色
砂
粒
子
赤
褐
色
A違
弧
状
隆
帯
7分
割
、
B押
引
横
位
2条
、
Cn
形
隆
帯
4単
位
、
隆
帯
下
垂
下
隆
帯
4分

割
、
区
画
内
半
萩
竹
管
平
行
沈
線
垂
下
、
蛇
行
隆
帯
垂
下

-2
深
鉢
日
縁
部

長
石
、
褐
鉄

鉱
微
粒
子
黄
赤
褐
色
Ａ 条
対
小
突
起
4単
位
、
区
画
内
U形
隆
帯
2分
割
、
区
画
内
斜
状
沈
線
充
榎
、
B押
引
横
位
2

-3
深
鉢

部 半

胴 上
長
石

雲
母
含
有
赤
褐
色
B突
起
4単
位
、
区
画
内
隆
帯
、
沈
線
格
子
目
状

第
28
9図

-1

深
鉢
底
部
欠

や
や
凹
凸
長
石
粒

雲
母

黒
茶
褐
色
A4
単
位
小
波
状
、
波
頂
下
押
圧
隆
帝
垂
下
、
半
裁
竹
管
押
引
、
B半
裁
竹
管
平
行
沈
線
垂
下
、

C押
圧
隆
帯
1条
横
位
、
半
我
竹
管
平
行
沈
線
楕
円
区
画
横
位

平
出
三
A

-2
深
鉢
日
縁
音
ト

(1
16
)

長
石
粒

責
茶
褐
色
A4
単
位
波
状
、
波
頂
下
長
楕
円
形
隆
帝
区
画
4分
割
、
連
続
刺
突
充
模

-3
深
鉢
日
縁
吉
呂

(1
16
)

横
ナ
デ
長
石
、
雲
母

細
粒

茶
褐
色
A 
l条
連
続
爪
形
隆
帯
、
B 
l条
連
続
爪
形
隆
帯
、
C波
状
沈
線
区
画

-4
鍔
付

上
器

部 片

胴 破
(1
78
)

ミ
ガ
キ
ミ
ガ
キ
長
石
細
粒
子
黄
褐
色
C赤
色
彩
色
、 
1条
横
位
隆
帯

-5
深
鉢

部 片

胴 破
(2
14
)

白
色
岩
石
粉

長
石
粒
子

赤
褐
色
C幅
広
沈
線
区
画
、
区
画
内
三
叉
文
、
地
文
RL
縄
文

焼
町
系

-6
有
孔
鍔

付
土
器

縁 片

口 破
混
入
物
少
黄
褐
色
A 
l条
隆
帝
(鍔
)、
有
孔

-7
浅
鉢
1/
2残

ラ 磨
へ 研

ラ 磨
へ 研

白
色
岩
石
粉

多
量

黒
褐
色
補
修
孔

第
29
7図

-1

深
鉢
底
部
欠
15
3
(2
4.
5)

白
色
岩
石
粉
茶
褐
色
A庇
状
隆
帯
、
箆
切
沈
線
、
C垂
下
隆
帝
分
割
、
隆
線
区
画

Pi
t9
内

-2
深
鉢
口
縁
欠

(2
1.
8)

母
〓 ´

石 子

長 粒
赤
褐
色
A波
状
隆
帯
区
画
、
区
画
内
∩
形
波
線
、
C 
l条
横
位
隆
帯
、
地
文
LR
縄
文

焼
町
系
P

第
30
1図

-1

深
鉢
日
縁
欠

ラ デ

ヘ ナ

長
石
、
褐
鉄
鉱

粒
ざ
ら
つ
く
黒
茶
褐
色
Cキ
ザ
ミ
隆
帯
人
体
文
4単
位
、
縦
位
沈
線
充
損

-2
深
鉢
底
部
欠

雲
母
、
長
石
、
砂

粒
子
ざ
ら
つ
く
赤
茶
褐
色
Aキ
ザ
ミ
、
平
行
沈
線
、
結
節
隆
線
横
位
、
CU
形
渦
巻
状
隆
帯
、
隆
帯
脇
平
行
沈
線
、
地
文
R

L縄
文



謎 Ｇ

住
居
址

番
号
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
口
縁
部
、
B頸
部
、
C胴
部
)

備
  
考

口
径
器
高
底
径
外
面

内
面

第
30
1図

-3
深
鉢
胴
部

(2
2.
8)

雲
母
多
量

長
石
粒

赤
褐
色
C垂
下
、
渦
巻
状
隆
帯
、
隆
帯
脇
平
行
沈
線
、
地
文
RL
縄
文

-4
深
鉢
底
部

褐
鉄
鉱
粒
多
橙
褐
色
C横
位
楕
円
形
隆
帯
区
画
5単
位
、
区
画
内
縦
位
沈
線

器
形
歪
み

-5
深
鉢
底
部
欠

白
色
粒
子
黄
褐
色
A環
状
突
起
1単
位
、
環
状
把
手
1単
位
、
横
位
楕
円
形
隆
帯
区
画
、
C地
文
撚
糸
文

-6
形 器
小 土

1/
2残

白
色
粒
子

褐
鉄
鉱
粒
子
茶
褐
色
口
縁
部
か
ら
底
面
へ
か
け
て
2本
の
沈
線
、
C指
痕

Pi
t5
内

第
30
2図
-7

深
鉢
日
縁
部
53
5

ヘ
ラ
横
ミ
ガ
キ
白
色
岩
石
粒

子
黄
褐
色
B横
位
長
方
形
隆
帝
区
画
、
隆
帯
脇
連
続
刺
突
、
区
画
内
平
行
沈
線
垂
下

第
30
6図
-1

深
鉢
完
形

8
白
色
砂
細
粒

褐
鉄
鉱
粒
責
褐
色
A4
単
位
波
状
、
C地
文
撚
り
の
悪
い
RL
縄
文

製
作
雑
、
器
形
歪
み

-2
深
鉢
完
形

ハ
ケ
P

ナ
デ

´
ヽ
フ

研
磨
混
入
物
少
量
赤
褐
色
A4
単
位
小
突
起

-3
深
鉢
底
部

砂
粒

黄
褐
色
無
文

-4
深
鉢
口
縁
欠

白
色
砂
粒
赤
褐
色
C地
文
RL
縄
文

-5
深
鉢
一
部
欠

ラ 磨
へ 研
白
色
砂
粒
赤
褐
色
A突
起
―
力
所
、
C地
文
RL
縄
文

-6
器
台
底
部

ハ
ヽ
フ

横
ナ
デ

砂
粒

赤
褐
色
底
部
再
生
器
台
、
輪
積
痕
部
研
磨

-7
浅
鉢

部 片

胴 破
ケ
ズ
リ
ミ
ガ
キ

粒

弧 動

色 鉄

白 褐
赤
褐
色
A半
隆
起
線
、
補
修
孔

第
30
7図
-8

深
鉢

部 片
胴 破

横
ナ
デ
白
色
岩
粉
や

や
ざ
ら
つ
く
茶
褐
色
A横
位
楕
円
形
低
隆
帯
区
画
、
区
画
内
渦
巻
状
沈
線
、
三
叉
文
充
装
、
隆
帯
上
ヘ
ラ
切
、
C半
肉

刻
状
渦
巻
、
三
叉
文
が
抽
象
的
施
文

内
面
に
白
灰
色
の
粘

土
状
の
も
の
付
着

第
31
2図

-1
深
鉢

部 片
胴 破

ハ
イア
P

ナ
デ
掲
鉄
鉱
、
川

砂
長
石
粒
子
赤
褐
色
A横
位
2条
隆
帯
一
部
渦
巻
状
、
隆
帯
協
刺
突
、
C渦
巻
状
隆
帯
下
蛇
行
隆
帯
、
地
文
垂
下
沈
線

2手
斐

第
31
6図

-1
鉢
一
部
欠

白
色
岩
石
粉

長
石
粒
、
雲
母

暗
赤
茶
褐
色
B横
位
蛇
行
隆
帯
、 
2単
位
環
状
把
手
、
C地
文
RL
縄
文

炉
内

-2
有
孔
鍔

付
土
器
底
部
欠

(1
01
)

ガ
キ

長
石
、
石
英

粒
子

黒
褐
色
B積
位
帯
状
鍔
、 
2単
位
環
状
把
手

炉
内

第
32
2図

-1
深
鉢
底
都
欠

長
石
粒
子

雲
母

茶
褐
色
A5
単
位
小
突
起
、
突
起
問
渦
巻
状
隆
帯
5、
渦
巻
間
U形
隆
帯
連
結
、
区
画
内
半
散
竹
管
平
行
沈
線
斜
状
充
坂
、
Cキ
ザ

ミ
垂
下
隆
帯
5分
割
、
区
画
内
人
体
文
隆
帝
、
地
文
半
裁
竹
管
平
行
沈
線
垂
下
、
A、
A′
、
N、
A、
rの
5単
位
構
成
炉
内

-2
深
鉢

縁 片

口 破
横
ナ
デ
石
英
粒
雲
母
多
量
黒
茶
褐
色
A半
裁
竹
管
平
行
沈
線
連
弧
状
、
B貝
古
付
隆
帯

-3
深
鉢
底
部
欠

長
石
、
石
英

粒
子

赤
褐
色
A日
唇
箆
キ
ザ
ミ
、
C 
LR
縄
文

炉
内

-4
深
鉢
底
都
欠

長
石
粒

雲
母

橙
褐
色
A把
手
2単
位
、
把
手
下
腕
骨
状
隆
帯
垂
下
、
Cワ
ラ
ビ
手
状
隆
常
垂
下
4分
割
、
区
画
内
綾
杉

状
沈
線
充
装

炉
体
土
器

第
32
6図
-1

深
鉢

部 片

胴 破
長
石
細
粒
子
茶
褐
色
C横
位
楕
円
区
画
隆
帯
、
区
画
内
沈
線
垂
下

Pi
tl
内



住
居
址

番
 
号
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
口
縁
部
、
B 
頸
部
、
C胴
部
)

備
 
考

口
径

器
高

底
径
外
面

内
面

第
32
6図
-2

深
鉢
一
部
欠

15
5

白
色
微
粒
子
赤
褐
色
A月
、 突
起
1単
位
(欠
落
)、
B 
l条
隆
線
、 
1条
キ
ザ
ミ
隆
帯
、
C地
文
RL
縄
文

Pi
t4
内

-3
深
鉢
底
部

ナ
デ

砂
粒
、
雲
母
赤
褐
色
C底
部
着
干
上
底
状

-4
深
鉢
底
部

自
色
砂
粒
赤
褐
色
C 
4単
位
櫛
形
文

第
33
0図

-1
深
鉢

部 片

胴 破

‐
フ

維
ナ
デ
横
ナ
デ
長
石
、
石
英

雲
母
粒
子
茶
褐
色
A4
単
位
波
状
、
横
位
楕
円
区
画
隆
帯
2段
、
区
画
内
縦
位
角
押
引
充
損
、
C湾
曲
隆
帯
垂
下
、

隆
帯
脇
角
押
引

第
33
7図

-1

深
鉢
一
部
欠

長
石
粒
子
赤
褐
色
Al
単
位
突
起
、
∩
形
隆
帯
4単
位
、
区
画
内
ペ
ン
先
状
連
続
刺
突
、
C連
続
押
引
間
波
状
隆

帯
、
隆
帯
脇
連
続
刺
突

-2
深
鉢
完
形
22
7

頭 痕

指 圧
長
石
粒
子

雲
母

赤
褐
色
Aキ
ザ
ミ
隆
帯
垂
下
6分
割
、
隆
帯
環
状
隆
帯
付
島
、
区
画
内
a、
b、
c構
成
、
Cサ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
文
a、
b構
成

-3
深
鉢
日
縁
部

自
色
砂
粒
黒
茶
褐
色
A渦
巻
状
小
突
起
4単
位
、
複
合
三
角
区
画
文
4単
位
、
隆
帯
脇
連
続
押
引
、
C隆
帯
垂
下
、
隆

帯
脇
連
続
押
引

-4
深
鉢
底
部
欠

●
20

白
色
岩
石
粒
子

長
石
粒
子
黒
茶
褐
色
A橋
状
把
手
2単
位
、
複
合
三
角
区
画
文
8単
位
、
区
画
内
ペ
ン
先
状
連
続
刺
突
、
C弧
状
隆

帯
、
地
文
RL
縄
文

第
33
8図

-5
深
鉢
底
部
欠

は
79

研
磨
白
色
砂
粒
若

干
、
雲
母
茶
褐
色
A円
文
・
菱
形
沈
線
交
互
2単
位
、
地
文
RL
縄
文
、
C複
合
三
角
区
画
文
、
隆
帯
脇
連
続
刺

突
、
蛇
行
隆
帯
垂
下
、
地
文
RL
縄
文

-6
深
鉢
底
部
欠

研
磨
長
石
細
粒
子

雲
母

赤
褐
色
Al
単
位
小
突
起
、
C垂
下
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
半
裁
竹
管
隆
線
縦
等
区
画
、
隆
線
脇
ペ
ン
先

状
連
続
刺
突
、
地
文
RL
縄
文
、
構
成
A、
B、
A(
B′

-7
深
鉢
完
形

8
^ヽ
フ

横
研
磨
若
干
褐
鉄
鉱

粒
子

茶
赤
褐
色
A相
対
位
置
拍
象
的
突
起
、
小
突
起
4単
位
構
成
、
C突
起
よ
り
垂
下
隆
帯
2分
割
、
区
画
内
隆

線
維
区
画
文
、
構
成
A・
B・
A′
・
B(
底
都
木
葉
痕

種
子
圧
痕
3

-8
深
鉢

研
磨
白
色
・
黒
色

砂
細
粒
子
黒
茶
褐
色
C維
位
楕
円
形
隆
帯
区
画
、 
2分
割
、
区
画
内
隆
線
縦
区
画
文
、
区
画
内
角
押
引
充
填

第
33
9図

-9
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
白
色
砂
粒
若

干
、
雲
母
茶
赤
褐
色
A 
ll
単
位
波
状
、
胸
状
に
よ
く
ら
む
、
区
画
内
半
裁
竹
管
平
行
沈
線
垂
下
、
C複
合
三
角
区
画

文
、
区
画
内
三
叉
状
沈
線
、
円
文
状
突
起
5単
位
、
地
文
RL
縄
文

-1
0
深
鉢
胴
部
22
2

長
石
粒
子
黒
赤
茶
褐
色

A8
単
位
波
状
、
胸
状
に
ぶ
く
ら
む
、
区
画
内
半
萩
竹
管
平
行
沈
線
垂
下
、
C波
状
隆
帯
、
区
画

内
隆
線
三
角
区
画
、
地
文
RL
縄
文

―
■
深
鉢
日
縁
欠

25
2

長
石
粒
子

雲
母

赤
褐
色
A交
互
切
込
、
 
横
位
2条
隆
線
、
C垂
下
隆
線

擬
似
日
縁

-1
2
深
鉢
一
部
欠

12
3

長
石
細
粒
赤
褐
色
C 
RL
縄
文

-1
3
深
鉢
一
部
欠

9
横
ナ
デ
砂
粒
、
褐
鉄

鉱
粒

赤
褐
色
C太
沈
線
1条
横
位
、
RL
縄
文

-1
4
深
鉢
完
形

22
3

白
色
砂
粒
赤
褐
色
A波
状
沈
線
上
下
1条
横
位
、
ペ
ン
先
状
連
続
刺
突
横
位
1条
、
C地
文
RL
縄
文

第
34
0図

-1
5
深
鉢
胴
部

(3
25
)

雲
母
、
石
英
、

長
石
ざ
ら
つ
く
赤
褐
色
A波
条
隆
帯
、
三
叉
文
、
C抽
象
的
隆
帯
垂
下
、
隆
帝
脇
沈
線
、
隆
帯
間
、 
2本
1組
蛇
行
沈

線
、
地
文
LR
縄
文

焼
町
系

-1
6
深
鉢

(2
27
)

雲
母

赤
褐
色
C抽
象
的
隆
帯
垂
下
、
隆
帯
脇
沈
線
、
隆
帯
間
蛇
行
沈
線
、
地
文
LR
縄
文

焼
町
系

-1
7
深
鉢
一
部
欠

雲
母
、
石
英

褐
鉄
鉱
粒
赤
褐
色
A 
l単
位
小
突
起
、
隆
帯
X字
形
連
結
、
C隆
帯
、
隆
線
抽
象
的
意
匠
、
環
状
突
起

焼
町
系

苺 洲 ω
『 ∞ 喝



謎 嗚

址 号

居
住 番
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B頸
部
、
C胴
部
)

備
  
考

回
径
器
高

底
径
外
面

内
面

第
34
1図
-1
8
深
鉢
底
部
欠
22
7
(2
88
)

ナ
デ
白
色
岩
石
粉
赤
褐
色
Aミ
ミ
ズ
ク
状
把
手
、
C4
段
キ
ャ
タ
ピ
ラ
文

-1
9

鍔 器

孔 土

有 付
一
部
欠

白
色
砂
粒
責
褐
色
A 
l条
鍔
、
有
孔
、
C表
裏
赤
色
彩
色

-2
0

鍔 器

孔 土

有 付
完
形
20
5
29
9

ラ 磨
へ 研

研
磨
白
色
砂
細
粒

子
赤
褐
色
Al
条
鍔
有
孔
、
C環
状
把
手
2単
位
、 
2本
隆
帯
横
位
、
隆
帯
間
∨
形
隆
帯
、
彩
文
、
黒
色
塗

布
面
、
帯
状
赤
色
彩
文
、
山
形
状
赤
色
彩
文

-2
1
器
台
一
部
残

3
ラ 磨
へ 研

ラ 磨
へ 研
砂
粒
、
雲
母
赤
褐
色
円
盤
状

-2
2

付 器

台 土
台
部

‐
フ

縦
研
磨

砂
粒
、
褐
鉄

鉱
粒

赤
褐
色
C三
叉
文
状
半
肉
刻

翻 ・２３
形 鉢
小 深

完
形

頭 痕
指 圧

研
磨
長
石
細
粒
、
雲

母
、
褐
鉄
鉱
粒
赤
褐
色
A手
状
沈
線
2単
位
、
楕
円
形
ペ
ン
先
状
連
続
刺
突
2単
位
、
地
文
RL
縄
文
、
C角
押
引
1条

横
位
、
山
形
ペ
ン
先
状
連
続
刺
突
、
底
網
代
痕

-2
4

形 鉢

小 深
底
部

砂
粒
子

赤
掲
色
C平
行
沈
線
に
よ
る
縦
位
の
区
画
文
、
区
画
内
RL
縄
文

―-
25

形 鉢

小 深
破
片

白
色
砂
粒

赤
褐
色
C平
行
沈
線
に
よ
る
区
画
文
、
区
画
内
LR
縄
丈
、
沈
線
連
続
刺
突
文

-2
6
形 器
小 土
一
部
欠

縦
ナ
デ

長
石

肌
色
A・
C指
痕

手
捏

―-
27

形 器

小 上
完
形

縦
ナ
デ

砂
粒
雲
母
赤
褐
色
A突
起
1カ
所

手
捏

-2
8
小
形
坑

ガ
キ
ナ
デ
砂
粒

茶
褐
色
A玉
抱
三
又
文
の
変
形

―-
29

形 器

小 土
底
部

(2
5)

砂
粒

赤
褐
色
C沈
線
に
よ
る
山
形
文
、
日
縁
部
磨
り
再
生

手
捏

-3
0

形 器

小 土
破
片

砂
粒

ざ
ら
つ
く
黒
茶
褐
色
C 
LR
縄
文

-3
1
形 器
小 土

月同
君 語

底
部

4
砂
粒
、
褐
鉄

鉱
粒
子

肌
色
無
文

-3
2

付 器

台 土
底
部

長
石
粒

黒
褐
色
無
文

Pi
t1
4内

第
35
0図

-1

付 鉢

台 深
台
部
欠

横
ナ
デ
雲
母
、
水
晶
、
石

英
、
長
石
微
粒
子
赤
褐
色
A環
状
突
起
1単
位
、
C抽
象
文
隆
帯
4単
位
、
隆
帯
間
横
位
隆
線
、
結
節
隆
線
連
結
、
台
部
撚

糸
文

Pi
t1
2内

-2
深
鉢
底
部

(1
08
)
15
3
横
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

長
石
粒
子

雲
母

赤
褐
色
無
文

-3
深
鉢
胴
部

白
色
細
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
橙
褐
色
C日
形
隆
帯
区
画
、
区
画
内
沈
線
充
榎

裏
面
斑
点
状
剖
落

第
35
4図
-1

深
鉢
胴
部

横
ナ
デ
雲
母
、
石
英

粒
子

赤
褐
色
B横
位
2本
隆
帯
、
C腕
骨
状
隆
帯
垂
下
、
地
文
箆
切
綾
杉
文
状

唐
草
文
系

第
35
7図

-1

深
鉢
月 同
郡

破
片

(1
8.
2)

長
石
、
雲
母

粒
ざ
ら
つ
く
赤
褐
色
Ａ 下
斜
状
平
行
沈
線
、
粘
土
隆
帯
ク
ロ
ス
、
B横
位
2条
蛇
行
隆
帯
、
C半
裁
竹
管
平
行
沈
線
垂

-2
深
鉢
胴
部

(1
12
)

横
ナ
デ
雲
母
、
長
石

石
英

赤
褐
色
BX
字
状
把
手
、
C 
2本
1組
連
続
刺
突
沈
線
渦
巻
状
垂
下
、
地
文
LR
縄
文

奪 　 灘



住
居
址

番
号
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土

色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B 
頸
部
、
C胴
部
)

備
  
考

回
径
器
高
底
径

外
面
内
面

第
35
7図

-3
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
白
色
砂
粒
赤
責
褐
色
BX
字
状
把
手
4単
位
、
C 
3本
1組
隆
帯
U形
垂
下
、
地
文
列
′点
文

12
1号
住
出
上
の
破

片
4点
が
接
合

-4
深
鉢
底
部

雲
母
、
石
英

粒
子

赤
茶
褐
色
底
部
木
葉
痕

第
36
0図
-1

深
鉢
底
部
欠

砂
粒
、
雲
母
茶
褐
色
A橋
状
把
手
、
B横
位
隆
帯
長
方
形
区
画
、
区
画
内
交
互
刺
突
、
C渦
巻
状
隆
帯
垂
下

唐
草
文
系

-2
深
鉢
底
部
欠
22
8

横
ナ
デ
河
砂
、
長
石

粒
子

茶
褐
色
A渦
巻
状
小
突
起
2単
位
、
C横
位
隆
帯
区
画
4分
割
、
区
画
内
交
互
刺
突
、
渦
巻
状
隆
帯
垂
下

2単
位

唐
草
文
系
、
種
子
圧

痕
2、
埋
甕

-3
深
鉢
日
縁
欠

7
黒
色
砂
粒
子

褐
鉄
鉱
粒
子
白
黄
褐
色
Cn
形
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
列
′点
文

第
36
5図

-1
深
鉢
底
部
欠

白
色
細
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
茶
褐
色
A橋
状
把
手
2単
位
、
B交
互
刺
突
横
位
2条
、
Cワ
ラ
ビ
手
状
隆
帯
横
位
、
変
形
剣
先
渦
巻

状
隆
帯

唐
草
文
系
、
Pi
t7
内

-2
深
鉢
底
部

白
色
砂
粒

砂
粒

赤
褐
色
C脇
撫
低
隆
帯
垂
下
9分
割
、
区
画
内
櫛
条
線
維
位

第
37
0図

-1

深
鉢
日
縁

白
色
岩
石
粒

河
砂

赤
茶
褐
色
A4
単
位
小
波
状
、
波
頂
下
渦
巻
状
隆
帯
、
渦
巻
隆
帯
連
結
4分
割
、
区
画
内
雅
位
沈
線
、
B渦

巻
状
沈
線
4単
位
、 
3条
横
位
沈
線
、
横
位
交
互
刺
突
2条

伏
甕
、
唐
草
文
系

-2
深
鉢
底
部
欠

(1
9,
0

長
石
粒
子

雲
母

赤
褐
色
Au
形
隆
帯
8分
割
、
区
画
内
縦
位
沈
線
、
C腕
骨
状
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
交
互
刺
突
2

段
分
割

唐
草
文
系

-3
深
鉢
底
部
欠

砂
粒
、
雲
母
赤
褐
色
A渦
巻
状
粘
土
隆
帯
4単
位
、
C交
互
刺
突
、 
2本
1組
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
半
我
竹
管

平
行
沈
線
ワ
ラ
ビ
手
状
沈
線

唐
草
文
系

-4
深
鉢
底
部

白
色
砂
粒
赤
褐
色
C 
RL
結
飾
縄
文
、
底
都
木
葉
痕

-5
鉢

月 同
言
【

破
片

砂
粒
、
褐
鉄

鉱
粒
子

茶
褐
色
B 
2単
位
把
手
、
把
手
間
横
位
隆
帯
区
画
、
区
画
内
縦
位
沈
線
、
C地
文
RL
縄
文

-6
小
形
鉢
1/
2残

砂
粒
子
、

ぼ
ろ
つ
く
茶
褐
色
A口
縁
キ
ザ
ミ
、
横
位
沈
線
、
C
縦
位
沈
線

第
37
2図
深
鉢
胴
部

白
色
岩
石
粉

粘
板
岩
粒
子
赤
褐
色
B 
2条
横
位
沈
線
、
横
位
矢
羽
根
状
沈
線
、
C腕
骨
文
状
隆
帯
横
位
4分
割
、
ワ
ラ
ビ
手
状
沈
線

垂
下
8分
割
、
地
文
幅
8 
mm
 5
本
歯
櫛
条
線

埋
甕

第
37
4図

-1
深
鉢
部 片
胴 破

横
ナ
デ
褐
鉄
鉱
・
白

色
岩
石
粒
子
赤
褐
色
C
隆
線
、
結
飾
状
隆
線
横
位

-2
浅
鉢
底
部
欠

研
磨
研
磨
白
色
砂
粒
子
黒
褐
色
A4
単
位
小
突
出
、
突
出
部
平
行
沈
線
連
弧
状

第
37
9図

-1
深
鉢
口
縁
欠

長
石
粒
子

褐
鉄
鉱
粒
赤
褐
色
C 
2本
一
組
∩
形
沈
線
7分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
幅
2 
6c
m1
4本
歯
櫛
条
線
横
位
埋
甕
No
 l

-2
深
鉢
底
部
欠

(2
74
)

白
色
岩
石
粉
赤
褐
色
AS
形
隆
帯
2単
位
、
小
突
起
、
横
位
隆
帯
分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
刺
突
ワ
ラ
ビ
手
状
沈

線
、
C渦
巻
状
隆
帯

唐
草
文
系

-4
深
鉢

部 片

胴 破
(2
2.
2)

縦
研
磨
白
色
砂
池
赤
茶
褐
色
A横
位
隆
帯
精
円
区
画
、
区
画
内
RL
縄
文
、
C 
2本
1組
沈
線
垂
下
、
沈
線
間
帯
状
磨
消
、
地

文
RL
縄
文

加
曽
利
E系

-5
深
鉢
底
都
欠

(2
15
)

研
磨
白
色
岩
石

長
石
粒
子
茶
褐
色
A渦
巻
状
隆
帯
、
横
位
沈
線
楕
円
区
画
、
区
画
内
RL
縄
文
、
C帯
状
磨
消
垂
下
、
区
画
内
蛇
行

沈
線
垂
下
、
地
文
RL
縄
文

加
曽
利
E系

-6
深
鉢
底
部

7
斑
点
状

劉
 
落
白
色
砂
粒
子
赤
褐
色
C帯
状
磨
消
垂
下
4分
割
、
地
文
RL
縄
文

埋
甕
No
2、
カ
ロ
曽
不
UE

系

４ 灘 ⇔
甜 的



甜 ペ

住
居
址

番
号
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B頸
部
、
C胴
部
)

備
  
考

口
径
器
高
底
径
外
面
内
面

第
38
1図

-1
深
鉢

部 片

胴 破
横
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
白
色
砂
粒

長
石
粒
子
赤
褐
色
B横
位
2条
隆
帝
、
隆
帯
上
蛇
行
隆
帯
貼
付
、
CU
形
キ
ザ
ミ
隆
帯
垂
下
、
地
文
平
行
沈
線

-2
/」
テヽ レ

土
器
1/
2残

自
色
粒
子

褐
鉄
鉱
粒
子
黒
茶
褐
色
A5
単
位
の
波
状
、
無
文

炉
内
東
側

第
38
2図

-1
深
鉢
日
縁
25
5

褐
鉄
鉱
粒
子
黄
褐
色
A4
単
位
波
状
、
波
頂
下
平
行
沈
線
渦
巻
文
、
B連
続
爪
形
文

伏
甕

-2
深
鉢

縁 片

口 破
20
2

白
色
岩
石
粉
赤
茶
褐
色
B横
位
蛇
行
隆
帯
、
C垂
下
隆
帯
分
割
、
区
画
内
蛇
行
隆
帯
、
地
文
LR
縄
文

第
39
0図

-1
深
鉢
日
縁

白
色
砂
粒
赤
褐
色
A連
弧
状
粘
土
隆
帯
、
B∩
形
隆
帯
4分
割
、 
3条
横
位
隆
帯
連
結

炉
体
土
器

-2
深
鉢

部 片

胴 破
長
石
粒
子
赤
褐
色
BX
字
状
把
手
6単
位
、
C把
手
下
3本
1組
隆
帯
垂
下
、
地
文
平
行
沈
線
垂
下

第
39
2図

-1

深
鉢
底
部
欠

71
河
砂

赤
褐
色
A低
隆
体
u形
連
結
6分
割
、
C脇
撫
低
隆
帯
垂
下
6分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
幅

2 
cm
■
本
歯
櫛
条
線
矢
羽
根
状
構
成

埋
甕

-2
深
鉢

部 片

胴 破
横
ナ
デ
長
石
粒
子
赤
褐
色
C協
撫
低
隆
帯
垂
下
分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
幅
1 
lc
m1
0本
歯
櫛
条
線
横
位
矢
羽
根

状
構
成

-4
深
鉢

縁 片

回 破
横
ヘ
ラ
ナ
デ
横
ヘ
ラ
ナ
デ
白
色
砂
粒

掲
鉄
鉱
粒
茶
褐
色
A8
単
位
小
波
状
、
波
頂
下
脇
撫
低
隆
帯
、
C磨
消
帯
垂
下
、
地
文
RL
縄
文

加
曽
利
E系

第
39
5図

-1
深
鉢

部 片

胴 破
白
色
岩
石
粒

子
黒
茶
褐
色
C隆
帯
楕
円
形
区
画
、
地
文
RL
縄
文

-2
深
鉢

縁 片

口 破
茶
褐
色
A沈
線
垂
下

第
39
7図

-1
深
鉢
底
部
欠

白
色
砂
粒
子
赤
茶
褐
色
A2
条
横
位
沈
線
、
Cn
形
沈
線
区
割
5分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
支
RL
縄
文

-2
深
鉢
底
部
欠
13
5

白
色
粒
子
赤
褐
色
A4
単
位
波
状
、
波
頂
下
円
文
、
Cワ
ラ
ビ
手
状
沈
線
、 
∩
形
沈
線
垂
下
4分
割
、
区
画
内
ハ
字

形
箆
切
沈
線

第
40
1図

-1
深
鉢
口
縁

頭 痕

指 圧
横
研
磨
白
色
砂
粒
赤
茶
褐
色
Cサ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
文
2単
位
、
横
帯
区
画
、
区
画
内
ペ
ン
先
状
連
続
刺
突

炉
体
土
器

-2
深
鉢
日
縁
欠

長
石
粒
子
茶
赤
褐
色
A複
合
三
角
区
画
、
隆
帯
脇
ペ
ン
先
状
連
続
刺
突
、
C横
帯
区
画
、
ペ
ン
先
状
連
続
刺
突

第
40
5図

-1
深
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ
長
石
、
雲
母

粒
子

黒
茶
褐
色
A環
状
突
起
4小
突
起
4、
 8
単
位
波
状
、
渦
巻
状
・
環
状
沈
線
、
C脇
撫
低
隆
帯
渦
巻
文
、
地

文
半
裁
竹
管
条
線
維
位

-2
深
鉢
胴
部

砂
粒

茶
褐
色
B 
l条
横
位
沈
線
、
横
位
隆
帝
、
Cワ
ラ
ビ
手
状
隆
帯
4単
位
、
地
文
縦
位
沈
線

炉
内

-3
深
鉢
一
部
欠

7
長
石
粒
子
赤
褐
色
A3
単
位
波
状
、
横
位
平
行
沈
線
、
C 
6本
歯
櫛
条
線
維
位
、
底
部
木
葉
痕

-4
深
鉢
底
部
欠

(2
22
)

横
ナ
デ
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
橙
褐
色
A相
対
位
置
渦
巻
文
、
他
小
波
状
、 
4単
位
波
状
構
成
、
隆
帯
楕
円
区
画
4分
割
、
区
画
内
交
互

刺
突
、
C渦
巻
状
隆
帯

炉
内
、
唐
草
文
系

-5
深
鉢
底
都
欠

砂
粒

赤
褐
色
Aヒ
ネ
リ
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
隆
帝
区
画
2分
割
交
互
刺
突
、
C渦
巻
状
隆
帝

唐
車
支
系

第
40
8図
-1

深
鉢

縁 郡

口 胴
白
色
砂
粒

赤
褐
色
A横
位
沈
線
2条
、
C磨
消
帯
垂
下
分
割
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
、
地
文
櫛
条
線
矢
羽
根
状
構
成



址 号
居
住 番
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B 
頸
部
、
C胴
部
)

備
  
考

口
径
器
高

底
径

外
面

内
面

第
40
8図

-2
深
鉢

縁 片

口 破
研
磨
白
色
砂
粒

赤
掲
色
A4
単
位
波
状
、
波
頂
下
渦
巻
状
隆
帯
、
C磨
消
帯
垂
下
分
割
、
地
文
LR
縄
文

加
曽
利
E系
、
Pi
tl

内

第
40
9図
深
鉢

才
ヨ
豆
罠

圧
痕

白
色
岩
石
粉
赤
褐
色
B隆
線
横
位
2条
、
C渦
巻
状
隆
線
、
隆
線
脇
連
続
刺
突

炉
内

第
41
2図

-1

深
鉢
月 同
著
[

破
片

(1
75
)

長
石
、
雲
母

粒
子

赤
褐
色
C横
位
楕
円
形
F■
k帯
区
画
2段
、
区
画
内
角
押
引

第
41
3図

-1
深
鉢
月同
菩
L

破
片

長
石
、
雲
母

微
粒

赤
褐
色
Ｂ 状

2条
横
位
隆
帝
間
、
横
位
平
行
沈
線
、
CY
字
形
垂
下
隆
帯
分
割
、
区
画
内
平
行
沈
線
矢
羽
根

第
41
4図

-1
深
鉢
底
部

22
2

自
色
岩
石
粒
、
長

石
・
石
英
粒
子
赤
褐
色
C横
位
楕
円
形
隆
帝
区
画
、
区
画
内
角
押
引

炉
体
土
器
、
擬
似
口

縁

第
41
7図

-1
深
鉢
一
部
欠

白
色
砂
細
泣
赤
褐
色
C横
位
楕
円
形
隆
帯
区
画
2段
、
区
画
下
湾
曲
隆
帯
垂
下
、
区
画
内
角
押
引

Fl
埋
設
土
器
(炉

体
土
器
)

-2
深
鉢

白
色
岩
石
粉

長
石
・
石
英
粒
子
淡
責
褐
色
Cク
ラ
ン
ク
状
、
垂
下
隆
線
、 
1組
垂
下
4分
割
、
地
文
RL
結
節
縄
文

F2
炉
体
土
器

-3
深
鉢
底
都
欠

長
石
粒
子
赤
褐
色
A2
個
1組
小
突
起
垂
下
4分
割
、
格
子
目
状
況
線
、
C 
l条
横
位
隆
帯
、
格
子
目
状
沈
線

P■
19
上

-4
深
鉢
日
縁

(7
1)

長
石
粒
子
橙
褐
色
A隆
帯
維
位
菱
形
区
画
、
区
画
脇
、
角
押
引

第
41
8図

-5
/1
ヽ
形

深
鉢
口
縁
欠

砂
粒
、
雲
母
茶
褐
色
C格
子
目
状
沈
線

-6
形 鉢

小 深
日
縁
欠

砂
粒
ざ
ら
つ
く
責
褐
色
C 
LR
縄
文

-7
形 鉢

小 深
底
都

砂
粒
、
雲
母
赤
褐
色
無
文

第
42
1図

-1
深
鉢

鉄
褐
ヽ 子

石 粒

長 鉱
赤
褐
色
C結
節
状
隆
線
横
位

炉
体
土
器
、
Pi
t1
3

内

第
42
2図

-5
形 器

小 土
1/
2残

6
縦
位
ナ
デ
ナ
デ
長
石
粒
子

雲
母

赤
褐
色
無
文

第
42
6図

-1

深
鉢
日
縁
欠

ラ 磨

へ 研

長
石
、
石
英

粒
赤
褐
色
A4
単
位
抽
象
的
把
手
、
横
位
楕
円
形
隆
線
区
画
4分
割
、
C低
隆
帯
複
合
三
角
形
区
画
文
、
区

画
内
縦
位
沈
線
、
隆
帯
上
LR
縄
文

-2
深
鉢
底
部
欠

雲
母
、
長
石

粒
赤
褐
色
A単
位
小
波
状
、
横
位
楕
円
隆
帯
区
画
2分
割
、
区
画
内
維
位
沈
線
、
Cu
形
隆
帯
区
画
4分

割
、
区
画
内
縦
位
沈
線
、
櫛
形
文
構
成

-3
深
鉢

砂
、
褐
鉄
鉱

細
粒
子

赤
褐
色
Al
単
位
環
状
突
起
、
C波
状
隆
帯
横
位
区
画
、
隆
帯
上
連
続
爪
形
、
区
画
内
維
位
沈
線
、
地
文

LR
縄
文

-4
深
鉢
底
部
欠

ラ 磨

へ 研

白
色
岩
石
粉

褐
鉄
鉱
粒
子
黒
茶
褐
色
A 
l単
位
環
状
突
起
、
B庇
状
隆
帯
、
C垂
下
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
隆
線
区
画
文

-5
深
鉢

23
6
35
.4

雲
母

長
石
粒

赤
茶
褐
色
A隆
帯
複
合
三
角
区
画
文
、
斜
状
沈
線
充
装
、
C縦
位
凸
レ
ン
ズ
状
隆
帯
区
画
、
区
画
内
列
点
刺

突
、
山
形
状
隆
帯
、
隆
帯
区
画
内
斜
状
沈
線

焼
町
系

第
42
7図

-6
深
鉢

長
石
粒
子
赤
茶
褐
色
A蛇
体
状
把
手
1単
位
、
C 
LR
縄
文

Pi
t5
内

-7
深
鉢
底
部
欠

白
色
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
赤
褐
色
C 
RL
縄
文

Pi
t5
内

難 � ⇔

謎 輪
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住
居
址

番
 
号
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
口
縁
部
、
B頸
部
、
C胴
部
)

備
  
考

回
径
器
高
底
径
外
面
内
面

第
42
7図

-8
深
鉢
底
部
欠

白
色
砂
粒
黒
茶
褐
色
A変
形
蛇
休
状
突
起
1単
位
、
C 
RL
縄
文

-9
深
鉢
底
都
欠

白
色
岩
石
粉
黒
赤
茶
褐
色
A蛇
体
状
把
手
1単
位
、
C 
LR
縄
文

-1
0
深
鉢
底
部

白
色
細
粒
子

褐
鉄
鉱
粒
子
赤
褐
色
C 
RL
縄
文

―
■
深
鉢
底
都

12
8

ラ 磨
へ 研

雲
母
、
褐
鉄

鉱
微
粒
子
黒
赤
掲
色
C 
LR
縄
文
、
底
面
ヘ
ラ
研
磨

擬
似
日
縁

第
42
8図

-1
2
深
鉢
日
縁

横
ナ
デ
長
石
、
石
英

ヽ
雲
母
粒
子
黒
茶
褐
色
A4
単
位
橋
状
把
手
、
C隆
線
抽
象
的
構
成
、
環
状
突
起
、
三
又
文

焼
町
系

-1
3

形 器

小 土
底
部

砂
粒
、
雲
母
赤
褐
色
C沈
線
、
平
行
沈
線

手
捏

-1
4

形 鉢

小 深
底
部

砂
粒

茶
褐
色
C 
LR
縄
文

第
43
2図

-1
深
鉢

部 片

胴 破

圧
痕
ナ
デ
消
横
ナ
デ
雲
母
、
長
石

粒
子

赤
褐
色
A隆
帯
複
合
三
角
形
区
画
、
区
画
内
三
叉
文
、
ペ
ン
先
状
連
続
刺
突
充
損
、
C隆
帯
抽
象
的
構

成
、
隆
帯
脇
連
続
刺
突
、
ベ
ン
先
状
連
続
刺
突

-2
深
鉢

縁 片

口 破
白
色
岩
石
粉
赤
褐
色
A4
単
位
小
突
起
、
環
状
把
手
、
横
位
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
垂
下
沈
線
、
Cn
形
隆
帯
、
隆
帯

上
連
続
爪
形
、
隆
線
縦
長
状
区
画
、
区
画
内
横
位
沈
線

-3
台
付
鉢
底
部

色 理

黒 処
白
色
砂
粒
赤
褐
色
C連
続
刺
突
、
台
部
三
角
形
、
円
形
窓
、
窓
脇
連
続
刺
突

内
面
黒
色

-4
深
鉢

(2
64
)

横
ナ
デ
長
石
粒
子

雲
母

茶
赤
褐
色
A4
単
位
波
状
、
波
頂
部
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
維
位
平
行
沈
線
、
C隆
線
区
画
抽
象
的
隆

帯
、
ペ
ン
先
状
連
続
刺
突

-5
深
鉢
底
部
欠

白
色
砂
粒
茶
褐
色
C 
RL
縄
文

-6
深
鉢
日
縁
欠

砂
粒
、
雲
母
赤
褐
色
C 
l条
波
状
沈
線
、
地
文
RL
縄
文

-7
浅
鉢
一
部
欠

ケ リ

横 ズ
横
研
磨
長
石
粒
子

雲
母

赤
褐
色
A渦
巻
状
隆
帯
突
起
、
キ
ザ
ミ
横
位
隆
帯
、
縦
位
ペ
ン
先
状
連
続
刺
突

-8
器
台
完
形

白
色
砂
粒
赤
褐
色
底
部
再
生
器
台

第
43
3図

-9
深
鉢

部 片

胴 破
(3
35
)

白
色
細
粒
子
黒
茶
褐
色
C横
位
隆
帯
楕
円
区
画
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
文

-1
0
深
鉢
底
部
欠

頭 痕

指 圧

長
石
粒
子

雲
母

赤
褐
色
A7
単
位
波
状
、
C上
部
RL
縄
文
、
縦
位
隆
帯
7単
位
2段
、
隆
帝
脇
連
続
刺
突

-1
1
深
鉢
底
部

黒
色
細
粒
赤
褐
色
C縦
位
沈
線
、
積
位
沈
線
3条

第
43
7図

-1
深
鉢
】 同
言
焉
破
片
27
3
97
0

長
石
粒

雲
母

灰
茶
褐
色
A4
単
位
垂
下
隆
帯
、
小
波
状
、
C沈
線
垂
下
、
∩
形
沈
線
区
画
、
地
文
RL
縄
文

平
出
三
A

第
43
8図

-2
1

形 器

小 土
底
部

砂
粒

暗
黒
褐
色

内
面
に
赤
色
塗
料
付

着
し
て
残
る

―-
22

形 器

小 土
完
形

砂
粒

赤
褐
色
無
文
、
C指
痕
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址 号

居
住 番
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 (
cm
)

整
 
形

胎
 
土

色
 
調

丈
様
(A
 
日
縁
部
、
B 
頸
部
、
C 
胴
部
)

備
  
考

rl
径
器
高
底
径

外
面
内
面

第
44
0図

-1

深
鉢
一
部
欠

砂
粒

赤
褐
色
A横
位
1条
連
続
刺
突
、
地
文
LR
縄
文

-2
深
鉢
底
部

石
英
粒
子
赤
褐
色
C上
部
維
位
沈
線
、
RL
縄
文
、
交
互
4単
位
、
下
部
縦
位
沈
線

-3
深
鉢
底
部
欠

頭 痕

指 圧
横
研
磨
長
石
細
粒
子
赤
掲
色
A蛇
体
状
把
手
1単
位

-4
台
付
台
著
h

ナ
デ

長
石
粒
子
赤
褐
色
無
文

第
44
2図

-1

深
鉢
底
部

長
石
粒
子
赤
褐
色
C縦
位
隆
帝
菱
形
区
画
、
隆
帯
脇
ペ
ン
先
状
連
続
刺
突
、
日
縁
部
再
生

第
44
6図

-1

深
鉢
底
部

横
ナ
デ
雲
母
・
長
石

粒
子

赤
褐
色
C 
2本
垂
下
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
縦
位
沈
線

-2
深
鉢
日
縁

頭 痕

指 圧
横
ナ
デ
白
色
砂
粒
黒
茶
褐
色
Au
形
隆
帯
区
画
4分
割
、
区
画
内
角
押
引

-3
深
鉢
底
部

頭 痕

指 圧
ナ
デ
長
石
粒
子
赤
褐
色
C垂
下
隆
帯
4分
割
、
隆
帯
脇
角
押
引
、
底
部
網
代
痕

-4
深
鉢
日
縁

雲
母
。
長
石

・
石
英
粒
子
赤
褐
色
Ａ 画

4単
位
波
状
、
波
頂
下
垂
下
隆
常
、
波
状
平
行
沈
線
2条
、
B平
行
沈
線
垂
下
横
位
長
方
形
区
炉
体
土
器

第
44
9図

-1
深
鉢

研
磨
自
色
砂
粒
黒
茶
褐
色
A隆
帝
複
合
三
角
区
画
文
、
区
画
内
ペ
ン
先
状
連
続
刺
突
充
装
、
C渦
巻
文
、
横
位
隆
帯
区
画

-2
深
鉢

部 片

底 破
白
色
砂
粒

赤
褐
色
C横
位
隆
帯
惰
円
区
画
、
角
押
引

-3
深
鉢

縁 片

回 破
長
石
粒
子

雲
母

赤
褐
色
A4
単
位
波
状
、
波
頂
下
隆
帯
垂
下
分
割
、
横
位
隆
帯
楕
円
形
区
画
、
角
押
引

-4
有
孔
鍔

付
土
器

縁 片

口 破
25
5

長
石
・
褐
鉄

鉱
粒
子
含
有
赤
褐
色
A橋
状
把
手

-5
深
鉢

縁 部

口 胴

頭 痕

指 圧
長
石
粒
子
黒
茶
褐
色
A4
単
位
波
状
、
波
頂
下
隆
帯
垂
下
4分
割
、
横
位
4条
角
押
引

-6
深
鉢
一
部
欠

白
色
細
粒
子
赤
褐
色
A2
本
1単
位
隆
帝
垂
下
4分
割
、
地
文
RL
縄
文

-7
深
鉢

縁 片

口 破
頭 痕
指 圧

石 子

長 粒

・
雲
母
黒
褐
色
Aネ
ジ
リ
隆
帯
垂
下
、
横
位
隆
帝
楕
円
形
区
画
、
区
画
内
斜
状
沈
線
、
横
位
蛇
行
沈
線

-8
深
鉢
日
縁
欠

頭 痕

指 圧

黒
色
顔

料
塗
付

赤
褐
色
C指
頭
圧
痕
、
横
位
沈
線
区
切

-9
深
鉢

部 片

胴 破
赤
褐
色
C隆
線
維
位
区
画
、
地
文
LR
縄
文

-1
0
浅
鉢
底
部
欠

横
ナ
デ

ラ 磨

へ 研
長
石
細
粒
子
赤
褐
色
無
文

第
45
0図

-1
1

形 鉢

小 深
底
部

砂
粒

赤
褐
色
C 
LR
縄
文
、
底
部
圧
痕

-1
2

/J
ヽ
形

深
鉢
底
部

砂
粒

赤
褐
色
無
文
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一
B
小
形
懸

底
部

(1
11
)

恥
赤
褐
色
織

15
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第
45
,図

-1
深
鰈
‐
部
次

23
お

ミ
ガ
キ
砂
粒
子

赤
褐
色
▲
―
妻
下
隆
帯
i力
所
、
フ
ラ
ビ
手
状
況
線
、
C渦
巻
状
沈
線

-2
紳

胴
部

ヘ
フ

ナ
デ
砂
粒
子

総
色
B船
巻
抹
突
漣
4単
位
(横
位
隆
帯
2条
― 、
C妻
下
隆
帯
4分
割
(地
文
半
n4
T管
平
行
鴻
線
、

aの
4単
蜘

炉
郷
鴎

ａ 　 難
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様
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部
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B 
頸
部
、
C 
胴
部
)

備
  
考

口
径
器
高
底
径
外
面

内
面
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第
48
5図

-4
深
鉢
胴
部

破
片
38
8

‐
フ

ケ
ズ
リ

‐
フ

ケ
ズ
リ

長
石
・
褐
鉄

鉱
粒
子

赤
茶
褐
色
A指
頭
圧
痕
有
、
横
位
隆
帯
1条

粗
製

-5
深
鉢

縁 都

日 胴
22
6

ラ 磨
へ 研

横
ヘ
ラ
研
磨
砂
細
粒
子
黒
褐
色
A内
面
積
位
キ
ザ
ミ
、
C横
位
沈
線
、
区
画
内
横
位
矢
羽
根
状
沈
線

-6
深
鉢
底
部
欠

(3
39
)

ハ
イテ

ナ
デ

条 Ｐ
横 痕
長
石
・
河
砂

褐
鉄
鉱
粒
子
茶
褐
色
A月
波ヽ
状
、
指
頭
圧
痕
有
横
位
隆
帯
1条

粗
製

-7
深
鉢
底
部

白
色
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
責
褐
色
C変
形
J字
形
隆
帯
垂
下
、
地
文
RL
縄
文
、
底
部
圧
痕

-9
深
鉢
底
部
欠

長
石
粒
子
赤
褐
色
A4
単
位
波
状
、
波
頂
下
X形
隆
帯
連
結
、
横
位
隆
帯
区
画
4分
割
、
区
画
内
維
位
沈
線
、
隆
帯

上
箆
切
、
C4
単
位
櫛
形
文

-1
0
深
鉢
底
部

13
砂
・
褐
鉄
鉱

粒
子

赤
褐
色
C 
RL
縄
文

第
48
6図

-1
深
鉢
底
部
欠

(2
05
)

白
色
砂
粒
黄
褐
色
A抽
象
状
突
起
1単
位
、
環
状
把
手
1単
位
、
B矢
羽
根
状
沈
線
1条
横
位
隆
帯
、
C隆
帯
半

隆
起
帯
の
変
形
複
合
三
角
区
画
2段
、
区
画
内
継
位
沈
線
、
三
叉
文
充
装

第
48
7図

-6
深
鉢

縁 部

口 胴
長
石
・
雲
母

粒
子

茶
褐
色
A4
単
位
波
状
、
波
頂
下
2条
角
押
引
垂
下
、
角
押
引
、
横
位
楕
円
形
区
画
、
B横
位
半
裁
竹
管

平
行
沈
線

-8
深
鉢
日
縁

白
色
岩
石
粉

褐
鉄
鉱
粒
子
黄
褐
色
A2
単
位
小
突
起
、
キ
ザ
ミ
横
位
隆
帯
、
C 
3本
1組
沈
線
区
画
、
区
画
内
LR
縄
文

-1
2
深
鉢
一
部
欠

頭 痕

指 圧
横
ヘ
ラ

研
磨

長
石
・
石
英

雲
母
細
粒
子
赤
褐
色
A抽
象
的
小
突
起
、
赤
色
彩
色

10
0号
土
羨
と
接
合

第
48
8図

-1
深
鉢
底
部
欠

長
石
粒
・
雲

母
粒
子

赤
褐
色
A4
単
位
波
状
、
波
頂
下
維
位
凸
レ
ン
ズ
状
構
成
隆
帯
4分
割
、
区
画
内
縦
位
沈
線
、
C 
4単
位

変
形
櫛
形
文

-2
深
鉢
底
部
欠

砂
粒

暗
赤
褐
色
A2
単
位
小
突
起
、
波
頂
下
垂
下
隆
帯
、
長
方
形
隆
帯
区
画
、
区
画
内
維
位
沈
線

-3
口 鉢

注 深
底
部
欠

9
長
石
・
河
砂

粒
子

赤
褐
色
C円
筒
形
状
注
目
1単
位
突
出
、
横
位
隆
帯
区
画
2段
、
下
楕
円
形
区
画

-4
深
鉢

縁 片

口 破
長
石
・
雲
母
粒

子
ざ
ら
つ
く
茶
褐
色
A内
面
2本
1組
沈
線
横
位
、
区
画
内
LR
縄
文
、
C 
LR
縄
文
、
区
画
構
成
に
施
文
後
平
行
沈

線
区
画

-7
深
鉢
底
部
欠

白
色
岩
石
粉

雲
母
粒
子
茶
褐
色
A横
位
平
行
沈
線
、
B縦
位
平
行
沈
線
、
平
行
沈
線
長
方
形
区
画
、
Cn
形
平
行
沈
線
区
画
、

区
画
内
維
位
、
格
子
目
状
平
行
沈
線
充
填

平
出
三
A

第
48
9図

-3
深
鉢
完
形

ラ 磨
へ 研
長
石
粒
子
黒
茶
褐
色
A4
単
位
小
突
起
、
横
位
隆
線
、
結
節
状
隆
線
、
C 
2本
1組
ク
ラ
ン
ク
状
隆
線
、 
3本
1組
隆

線
垂
下
4分
割
、
区
画
内
維
位
隆
線
区
画
、
地
文
LR
縄
文
、
a、
b、

a′
、
b′
、
文
様
構
成
新
崎
系

-6
深
鉢
口
縁
欠

長
石
粒
子
赤
褐
色
CU
形
隆
帯
区
画
、
隆
帯
端
三
本
指
状
表
現
、
区
画
内
三
叉
文
等
充
損
、
地
文
LR
縄
文

第
49
0図

-3
深
鉢

都 片

胴 破
92
働

横
ヘ
ラ
ナ
デ

頭 デ

指 ナ
長
石
粒

黄
褐
色
C無
文

粗
製

-8
深
鉢

縁 部

口 胴
横ヘ
ラ ガ
白
色
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
黒
茶
褐
色
A8
単
位
小
波
状
、
C 
LR
縄
文
施
文
後
沈
線
区
画
、
三
角
・
長
楕
円
形
構
成
区
画

―-
10
深
鉢
口
縁
欠

ラ リ

ヘ ズ

縦 ケ

横
ヘ
ラ
ナ
デ
褐
鉄
鉱
粒
子
赤
褐
色
C
無
文
、
底
部
網
代
痕
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第
49
1図

-1
鉢

胴
部

破
片

積
ヘ
ラ

ナ
デ

横
ヘ
ラ
ナ
デ
白
色
砂
粒
赤
褐
色
B沈
線
横
位
長
方
形
区
画
、
区
画
内
刺
突
、
C 
LR
縄
文
施
文
後
沈
線
区
画

-2
深
鉢

日
縁

砂
粒
ざ
ら
つ

く
黒
茶
褐
色
A縦
位
沈
線

29
7A
-5

深
鉢
一
部
欠

横
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ

長
看
粒
・
雲

母
ざ
ら
つ
く
茶
褐
色
C
無
文
、
底
部
網
代
痕

粗
製

B
-6

深
鉢
1/
3残

68
5
17
2

白
色
砂
粒

掲
鉄
鉱
粒
子
黒
茶
褐
色
B横
位
6条
隆
帯
、
C 
3本
1組
隆
帯
U形
構
成
連
結
、
地
文
RL
結
飾
縄
文

32
住
内
土
器
片
12
′
点

と
接
合

第
49
2図

-1
深
鉢
完
形
35
5

8
横
ナ
デ
河
砂
・
雲
母

粒
子

赤
褐
色
Aヒ
ネ
リ
状
隆
帯
垂
下
4分
割
、
区
画
内
隆
帯
椿
円
形
区
画
2分
割
、
区
画
内
縦
位
沈
線
充
填
、
B縦
位
沈
線
、
C会
」先

渦
巻
状
沈
線
垂
下
4分
割
、
区
画
内
腕
骨
状
沈
線
垂
下
、
地
文
幅
2 
cm
10
本
歯
櫛
条
線
、 
4段
縦
位

-5
珠
鉢

口
縁

底
部
欠

C平
行
沈
線
、
横
位
2段
区
画
、
区
画
内
箆
切
格
子
目
状
沈
線
、
地
文
RL
縄
文

-6
深
鉢
一
部
欠

頭 痕

指 圧
研
磨

A隆
帯
楕
円
区
画
、
区
画
内
連
続
爪
形
、
Cサ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
文
?

-8
深
鉢
日
縁
欠

石
英
・
雲
母
粒

子
ざ
ら
つ
く
赤
茶
褐
色
C交
互
状
横
位
区
画
、
平
行
沈
線
垂
下
、
地
文
LR
縄
文

第
49
3図

-1
深
鉢
一
部
欠

横
ナ
デ
白
色
砂
粒
、
長

石
粒
子
、
雲
母
黒
茶
褐
色
Al
単
位
橋
状
把
手
、 
4条
横
位
沈
線
分
帯
、
区
画
内
斜
状
沈
線
、
C拍
象
的
隆
帯
垂
下
、
a

b、
 C
、

b′
莞
様
構
成
、
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
LR
縄
文

-3
浅
鉢
一
部
欠

圧
痕
後
ナ
デ

研
磨
雲
母
細
粒
子
赤
褐
色
A抽
象
的
突
起
4単
位
波
状
、
赤
色
彩
色

-4
形 鉢

小 深
底
部

長
石
粒
子

雲
母

赤
褐
色
C結
節
状
沈
線
3本
1組
、 
5単
位
山
形
構
成
、
ボ
タ
ン
状
突
起
貼
付
、
地
文
半
裁
竹
管
平
行
沈

線
横
位

第
49
4図

-1
浅
鉢
完
形

条
痕
‐
フ

研
磨
混
入
物
少
黒
茶
褐
色
A1
0単
位
小
波
状
、
波
頂
部
内
面
折
返
し
、
上
面
観
十
角
形
、
内
面
波
頂
下
有
孔
、
弧
状
沈
線
、

波
頂
間
2本
沈
線

甕
被
せ

-6
鉢

縁 片

口 破

ラ 磨
へ 研

´
ヽ
フ

研
磨
砂
・
褐
鉄
鉱

微
粒
子

黒
灰
褐
色
Aハ
字
形
汎
線
垂
下
分
割
、
区
画
内
沈
線
横
位
凸
レ
ン
ズ
状
区
画
、
区
画
内
地
文
磨
消
、
地
文
L

R縄
文

-7
豆

縁 部

口 胴
(1
7.
8)

ラ 磨
へ 研

ラ 磨
へ 研

白
色
細
粒
子

褐
鉄
鉱
細
粒
子
黒
色
A円
形
刺
突
4分
割
、
刺
突
間
横
位
1条
沈
線
、
C短
弧
線
維
位
3段
、
蛇
行
沈
線
4分
割
、
区

画
内
沈
線
横
位
凸
レ
ン
ズ
状
区
画
、
区
画
内
地
文
磨
消
、
地
文
LR
縄
文

第
49
6図
―-
14
深
鉢

縁 片

口 破

^ヽ
フ

ケ
ズ
リ

ラ 磨
へ 研
長
石
・
砂
細

粒
黒
茶
褐
色
A日
唇
指
頭
圧
小
波
状
、
C半
裁
竹
管
平
行
沈
線
縦
位
弧
状

粗
製

第
49
7図

-3
深
鉢

縁 片

日 破

^ヽ
フ

ケ
ズ
リ

′＼
″ケ

ナ
デ
長
石
・
雲
母

粒
ざ
ら
つ
く
黒
茶
褐
色
A無
文

粗
製

第
49
8図

-1
深
鉢

部 片
胴 破

ヘ
フ
研
磨

ラ 磨
へ 研

混
入
物
少
黒
灰
色
A変
形
8字
形
把
手
4単
位
、
波
頂
下
変
形
ハ
宇
形
沈
線
垂
下
分
割
、
区
画
内
横
位
帯
状
磨
消
、

地
文
LR
縄
文

-2
浅
鉢

縁 片

口 破

ラ 磨
へ 研

ラ 磨
へ 研
白
色
細
粒
子
黒
灰
色
A内
面
2条
横
位
沈
線
、
C内
面
、
変
形
8字
形
沈
線
分
割
、
横
位
帯
状
磨
消
、
地
文
LR
縄
文

-3
浅
鉢

縁 片

口 破

ラ 磨
へ 研

ラ 磨
へ 研
白
色
細
粒
子
赤
褐
色
Cハ
字
形
沈
線
分
割
、
横
位
帯
状
磨
消
、
地
文
RL
縄
文

-4
と 霊

部 片

胴 破

ラ 磨
へ 研

^ヽ
フ

ケ
ズ
リ
白
色
、
褐
鉄

鉱
細
粒
子
茶
褐
色
Cハ
字
形
沈
線
3段
分
割
、
横
位
沈
線
凸
レ
ン
ズ
状
区
画
3段
、
区
画
内
磨
消
、
地
文
LR
縄
文

第
49
7図

-6
深
鉢

縁 部

日 胴
砂
・
褐
鉄
鉱

粒
子

橙
褐
色
A口
唇
キ
ザ
ミ
、
C 
RL
縄
文
施
文
後
、
長
方
形
状
沈
線
区
画



土
羨

番
号
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
量
lc
nl
)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
都
、
B 
頸
部
、
C 
胴
部
)

備
  
考

口
径
器
高
底
径
外
面
内
面

第
49
9図

-5
浅
鉢

縁 片

口 破

ラ 磨
へ 研

ラ 磨
へ 研
混
入
物
少
黒
灰
褐
色
Cノ
字
形
沈
線
分
割
、
横
位
沈
線
凸
レ
ン
ズ
状
区
画
磨
消
、
地
文
LR
縄
文

―-
13
深
鉢

縁 都

回 胴
修
80

‐
フ

ケ
ズ
リ
条
痕

鉄
褐
ヽ 子

色 粒

白 鉱
黄
褐
色
A指
頭
圧
痕
、
横
位
隆
帯
1条

粗
製

-1
4
深
鉢
底
部

‐
フ

ケ
ズ
リ

ラ 磨
へ 研
砂
細
粒

黄
褐
色
C
無
文
、
底
部
網
代
痕

粗
製

42
0B
第
50
0図

-6
深
鉢
1/
3残

頭 痕

指 圧

ラ デ

ヘ ナ
長
石
粒
子
赤
褐
色
A4
単
位
波
状
、
C横
位
楕
円
形
隆
帯
区
画
、
隆
帯
脇
角
押
引

A
-7

深
鉢
口
縁
欠

白
色
粒
子

褐
鉄
鉱
粒
赤
褐
色
C半
肉
彫
状
円
文
、
楕
円
形
区
画
、
三
又
文

第
50
1図
―
-1
0
深
鉢

縁 片

口 破
ナ
デ
‐
フ

ケ
ズ
リ

長
石
・
雲
母

粒
子

淡
茶
褐
色
A小
突
起
状
、
波
頂
下
垂
下
隆
帯
、
横
位
長
方
形
隆
帯
区
画

―-
17
深
鉢

縁 片

口 破
横
ヘラ ガ

白
色
細
粒
子

雲
母

色 色
褐 黒
赤 ＋
A小
波
状
、
日
唇
キ
ザ
ミ
、
浅
い
幅
広
沈
線
弧
状
、
C地
文
LR
縄
文
、
末
端
結
飾

―-
19
浅
鉢

縁 片

口 破
46
5
(1
52
)

横
研
磨
長
石
・
石
英

雲
母
粒
子
茶
褐
色
A 
l単
位
環
状
突
起
、
C地
文
RL
縄
文

第
50
2図

-1
深
鉢
底
都
欠

長
石
・
褐
鉄

鉱
粒
子

赤
褐
色
A横
位
1条
沈
線
、
C∩
形
沈
線
区
画
9分
割
、
区
画
内
幅
1 
6c
m、
 7
本
歯
ク
シ
条
線
、
矢
羽

根
状
構
成

種
子
圧
痕

-4
県
鉢
底
部

白
色
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
赤
褐
色
C隆
帝
垂
下
区
画
、
地
文
RL
縄
文

-6
深
鉢
完
形

横
ナ
デ
河
砂

灰
黄
褐
色
A口
唇
連
続
爪
形
、
口
唇
内
RL
縄
文
、
円
筒
刺
突
横
位
1条
、
円
筒
刺
突
n形
構
成
8単
位
、

B板
状
箆
木
口
部
連
続
刺
突
、 
2段
、
C地
文
撚
り
の
粗
い
細
目
原
体
、
RL
縄
文

船
元
系

-7
浅
鉢
完
形

12
研
磨
研
磨
雲
母
微
粒
子
灰
黒
色
A横
位
1条
沈
線
、
斜
状
沈
線
、
口
碁
キ
ザ
ミ
、
内
面
は
沈
線
・
円
形
刺
突
4分
割
、
区
画
内
横

位
1条
沈
線
、
長
楕
円
形
沈
線
区
画
2段
、
区
画
内
斜
状
沈
線
充
摸
、
C底
部
網
代
痕

甕
被
せ

第
50
3図

-3
浅
鉢
底
部
欠
33
5

研
磨

研
磨
白
色
微
粒
子
黒
灰
色
A日
唇
キ
ザ
ミ
、
内
面
5条
横
位
沈
線
、 
4単
位
波
状
上
面
観
四
角
形
、
波
頂
下
3カ
所
有
孔
甕
被
せ

第
50
4図

-1
浅
鉢
完
形

研
磨
研
磨
長
石
細
粒
子

雲
母
細
粒
黒
灰
色
A3
単
位
円
形
状
突
起
、
突
起
間
中
央
8字
形
隆
帯
3、
口
縁
6分
割
、
内
面
横
位
沈
線
区
画
斜

状
沈
線
充
損

甕
被
せ

第
50
2図

-8
台
付
鉢
日
縁
台
23
.5

研
磨

ラ 磨
へ 研

白
色
砂
細
粒

子

色 色
褐 黒
赤 ＋
A雲
形
状
磨
消
縄
文
、
地
文
LR
縄
文
、
C台
部
入
組
状
沈
線
、
台
都
下
帯
状
縄
文

43
4号
土
装
。
W―

31
・
L-
32
と
接
合

第
50
4図

-2
形 鉢

小 深

縁 片

口 破
ナ
デ
白
色
粒
子

砂
細
粒

淡
黄
褐
色
A角
状
突
起
波
状
、 
2個
1組
瘤
状
突
起
、
横
位
帯
状
縄
文
、
LR
縄
文
、
表
裏
面
赤
色
彩
色

-5
深
鉢

縁 片

口 破
ナ
デ
ナ
デ
白
色
細
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
赤
褐
色
A横
位
1条
隆
帯
、
隆
帝
上
押
圧

粗
製

第
50
5図

-4
付 器

台 土
底
部

研
磨
研
磨
長
石
粒
子
灰
褐
色
C2
個
有
孔

-6
深
鉢
日
縁

白
色
岩
石
粒

子
黄
茶
褐
色
AS
字
形
隆
帝
垂
下
分
割
、
区
画
内
楕
円
形
隆
帝
区
画
、
縦
位
沈
線
充
填

-1
0
深
鉢

横ヘ
ラ 確
白
色
粒
子
黄
褐
色
BX
字
状
把
手
4単
位
、
C渦
巻
状
隆
帝
4単
位
、
地
文
列
′点
文

-1
1
深
鉢
日
縁
欠

長
石
粒

黒
茶
褐
色
B半
裁
竹
管
平
行
沈
線
横
位
、
C短
隆
帝
垂
下
4分
割
、
区
画
内
蛇
行
平
行
沈
線
垂
下

４ � 『
Ｎ Ю 【



羨 号
土 番
図
番
号
器
形
残
存
率

法
  
 
量
 l
cm
)

整
 
形

胎
 
土
色
 
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B 
頸
部
、
C 
胴
部
)

備
  
考

回
径
器
高
底
径
外
面
内
面

第
50
5図
―-
12

形 鉢

小 深
完
形

頭 痕

指 圧
横
研
磨

石 子

長 粒

・
雲
母
暗
茶
褐
色
A横
位
1条
角
押
引
、
山
形
状
押
引

第
50
6図

-1
鉢
完
形

研
磨
横
研
磨
石
英
粒
子

雲
母
微
粒
子
黒
灰
色
A4
単
位
波
状
、 
1条
横
位
隆
帯
、
隆
帯
上
連
続
爪
形
、
C波
頂
下
垂
下
隆
帯
4分
割
、
区
画
内

渦
巻
状
隆
帯
、
隆
帯
脇
半
隆
線
と
三
角
陰
刻
文
、
地
文
RL
縄
文

-5
深
鉢
口
縁
欠

ナ
デ

長
石
・
_‐
母

粒
子

赤
褐
色
C無
文

-3
浅
鉢

縁 欠

口 部
維
ヘ
ラ

ナ
デ

横
ヘ
ラ
ナ
デ
白
色
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
赤
褐
色
A半
隆
起
横
位
楕
円
形
区
画

甕
被
せ

-4
浅
鉢

縁 欠

口 部
9

‐
フ

ケ
ズ
リ

^ヽ
フ

ケ
ズ
1,

長
石
・
褐
鉄

鉱
粒
子

赤
褐
色
A上
面
観
楕
円
形

55
5号
土
墳
と
接
合

-7
深
鉢
口
縁
欠

頭 痕

指 圧
研
磨
砂
・
雲
母
細

粒
子

赤
褐
色
C垂
下
隆
帯
2分
割
、
隆
帯
脇
角
押
引
、
帯
状
指
頭
圧
痕

-8
深
鉢
口
縁
欠

頭 痕

指 圧
砂
・
雲
母
細

粒
子

赤
茶
褐
色
C帝
状
指
頭
圧
痕

―-
10

有 器
形 土
小 孔

日
縁
欠

長
石
粒
子
黒
灰
色
C有
孔

-6
浅
鉢
完
形
25
3

ナ
デ
横
ナ
デ
長
石
・
_r
母
細

粒
子

灰
茶
褐
色
A4
単
位
小
波
状
、
波
頂
部
キ
ザ
ミ

第
50
7図

-2
深
鉢
口
縁

長
石
粒
子
赤
褐
色
A立
体
把
手
剖
落
、
弧
状
隆
帯
分
割
、
区
画
内
RL
縄
文
、
三
又
文
等

-3
深
鉢
底
部
欠

(1
84
)

白
色
砂
・
長
石

雲
母
粒
子
茶
赤
褐
色
Ａ 画
1単
位
波
状
、
環
状
把
手
1単
位
、
隆
帯
複
合
三
角
区
画
、
区
画
内
縦
位
沈
線
、
C沈
線
区

-7
鍔 器

孔 土

有 付
底
部
欠

7
ラ 磨
へ 研

砂
細
粒
子
赤
褐
色
A 
l条
横
位
鍔
、
有
孔
、
C内
外
面
赤
色
彩
色

-9
形 器

小 土
完
形

4
ミ
ガ
キ

長
石
細
粒
子
褐
色
C底
部
網
代
痕

第
50
8図

-5
深
鉢
完
形

輪
積
痕
ナ
デ
砂
・
褐
鉄
鉱

粒
子

黄
褐
色
A 
l単
位
突
起

-7
形 鉢

小 決
完
形

ナ
デ
雲
母
粒
子
茶
褐
色
A小
突
起
4単
位
、
C 
LR
縄
文

-9
深
鉢
底
部
欠

長
石
・
雲
母
粒

子
ざ
ら
つ
く
橙
褐
色
A 
l単
位
小
突
起
、
B波
頂
下
Y字
形
隆
帯
垂
下
、
C沈
線
区
画
地
文
RL
縄
文

―-
10
深
鉢
胴
部

長
石
・
雲
母

粒
子

赤
褐
色
C 
2本
1組
沈
線
垂
下
6分
割
、
区
画
内
櫛
状
工
具
刺
突
、
ハ
字
構
成

韓 　 　 坤

誤 囀



付
表
8 
集
石
遺
構
・
屋
タ
ト炉
址
・
焼
土
址
・
屋
外
の
単
独
出
土
・
遺
構
外
出
土
土
器
観
察
表

赴 的

遺
構
番
号
図
番
号
器
形
残
存
率

法
 
量

lc
II
I)

整
 
形

胎
 
土

色
調

文
様
(A
 
日
縁
部
、
B 
頸
部
、
C 
胴
部
)

備
 
考

口
 
径
器
高
底
径
外
面
内
 
面

集
石

第
52
9図

-1
深
鉢

日
縁

ヘ
ラ
研
暦
ヘ
ラ
研
磨
砂
粒
子

黄
褐
色
A小
突
起

集
石

-3
深
鉢
胴
部
破
片

ヘ
ラ
研
磨
ヘ
ラ
研
磨
混
入
物
少

黒
灰
色
C弧
状
沈
線
、
横
位
入
組
状
沈
線

集
石

-6
台
付
異

形
土
器
胴
部
破
片

指
頭
圧
痕

責
褐
色
C 
l条
横
位
隆
帯
、
弧
状
沈
線
区
画
、
区
画
内
LR
縄
文
、
円
孔
状

K-
19
単
独
第
53
9図

-1
深
鉢

月 同
  
著
b

口
蒻
詰
Ь

雑
ミ
ガ
キ
ガ
キ

少

粒 物

色 入

白 混
赤
褐
色
A波
状
、
隆
帝
に
キ
ザ
ミ
、
突
起
付
く
か
、
B区
画
状
の
隆
帯
に
キ
ザ
ミ
、
C隆

帝
に
よ
る
円
形
・
楕
円
形
・
山
形
の
区
画
文
と
彫
刻
文
、
隆
帯
に
キ
ザ
ミ

褐
色
土
下
面

出
土

カ
ー
21

単
 
独
-2

孔 付

有 鍔
胴
部

ミ
ガ
キ
横
ミ
ガ
キ

粒
色 粒

白 砂
赤
黒
褐
色
B隆
帯
、
刺
突
・
キ
ザ
ミ
な
ど
の
立
体
的
・
彫
刻
的
文
様
、
縄
文
帯
、
器
面
に
黒
色

・
赤
色
塗
料
痕

２
４ 独
一
ウ 単

第
54
0図

-3
深
鉢

胴
部

ナ
デ
混
入
物
少

赤
褐
色
B隆
帯
・
半
隆
起
線
・
連
続
爪
形
文
に
よ
る
区
画
文
と
抽
象
文

R-
17
単
独

-4
深
鉢
胴
部
破
片

雑
ナ
デ
長
石
粒
子

混
入

茶
褐
色
C脇
撫
低
隆
帯
口
形
区
画
、
区
画
内
蛇
行
沈
線
垂
下
、
地
文
櫛
条
線
縦
位

O-
19
単
 
独
-5

深
鉢

底
都

11
砂
粒

茶
褐
色

内
面
反
化
物

付
着

2号
屋
外
炉

(X
-3
8)
第
53
4図

深
鉢

胴
部

横
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
雑
ヘ
ラ

ケ
ズ
リ
長
石

褐
鉄
鉱
粒
子
肌
 
色
C横
位
1条
隆
帯

2号
焼
土
址
第
53
6図

深
鉢

底
部

(1
27
)

長
万
粒
子

責
褐
色
C底
部
網
代
痕

遺
構
外
T-
32
第
55
5図

-9
深
鉢

研
磨
研
磨
混
入
物
少

黒
灰
色
A8
字
形
突
起
3単
位
、 
4条
横
位
沈
線
、
C変
形
8字
形
沈
線
、
底
部
網
代
痕

X-
34
-2
3

口
縁
破
片

ヘ
ラ
ナ
デ

粒 粒

砂 鉱

色 鉄

白 褐
茶
褐
色
A環
状
小
突
起
、
横
位
縄
文
RL
、
横
位
キ
ザ
ミ

ソ
ー
27
―
-2
4

日
縁
破
片

研
磨
ヘ
ラ
研
磨
白
色
砂
粒

雲
母

黒
赤
褐
色
A渦
巻
状
沈
線
、
横
位
凸
レ
ン
ズ
状
沈
線
区
画
、
区
画
内
RL
縄
文

V-
37
第
55
7図
―
-5
9

深
鉢
日
縁
破
片

ヘ
ラ
ナ
デ
砂
 
粒
黒
茶
褐
色
A瘤
状
小
突
起
分
割
、
突
起
間
帯
状
隆
帝
、
C横
位
綾
杉
状
沈
線

X-
28

―
-6
0
深
鉢
日
縁
破
片

ナ
 
デ
砂
粒
、
雲
母
黒
茶
褐
色
A低
隆
起
、
横
位
惰
円
形
区
画
、
C斜
状
沈
線

Z-
34

―
-5
6

胴
部
破
片

砂
 
粒

茶
褐
色
C 
l条
横
位
沈
線
、
横
位
綾
杉
状
沈
線

V-
37

―
-6
4

日
縁
破
片

砂
 
粒

橙
褐
色
A2
条
横
位
沈
線
、
沈
線
間
列
点
状
刺
突
、
C斜
状
沈
線

W-
37
第
55
8図
―
-8
7

胴
部
破
片

横
研
磨
白
色
砂
粒

褐
鉄
鉱
粒
子
黄
褐
色
B連
鎖
状
隆
帯
、
C 
2個
1単
位
瘤
状
突
起
、
菱
形
状
磨
消
、
地
文
LR
縄
文

V-
37

―
-8
6
浅
鉢
胴
部
破
片

ナ
デ
長
石
、
雲
母

粒
子
混
入

茶
褐
色
A小
突
起
、
C入
組
状
沈
線
区
画
、
地
文
LR
縄
文

T-
33

―
-9
3
浅
鉢
日
縁
破
片

研
磨
研
磨
伽 母
色
白 雲

茶
褐
色
A日
唇
入
組
状
半
肉
彫
、
C低
隆
起
入
組
状
構
成



付
表
9 
土
偶
一
覧
表

誤 ＼

構 号
遺 番

図
番
号
部
位
大
き
さ
(c
m)
重
さ
(g
)
時
 
期

粘
土
塊
の
観
察

文
様

備
考

7住
第
26
図
4
胴
部
65
×
65
×
30

頸
部
に
木
芯
痕
、
腹
部
に
分
割
塊
面
、
脚
部
に
木
芯

痕
、
左
脚
ソ
ケ
ッ
ト
接
合
法
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
面

背
面
は
痛
平
で
ゆ
る
く
凹
む
、
左
脚
接
合
の
痕
跡
あ
り

17
住
図
な
し
腕
(左
)
34
×
■
9×
■
4

い
か
り
肩
か
ら
下
っ
た
腕
、
先
端
部
尖
り
ぎ
み

25
住
第
73
図

頭
部
57
×
30
×
28

曽
 
利
左
腕
は
接
合
面
よ
り
刹
落
欠
損

沈
線
文
に
よ
る
顔
の
表
現

後
頭
部
突
出
、
仮
面
状
の
表
現
、
乳
房
欠
、
右
腕
欠

31
住
第
89
図

脚
35
×
45
×
3.
6

付
根
部
に
木
芯
痕

底
面
も
含
め
全
体
に
朱
痕
、
底
は
湾
曲

32
住
第
93
図
7
胴
上
半
30
×
36
×
13

曽
 
利

右
乳
房
に
束
J突
状
の
沈
線
、
背
に
タ
ス
キ
状
の
沈
線

文
、
左
脇
下
に
沈
線
文

頭
部
・
右
手
部
欠
、
バ
ン
ザ
イ
土
偶

53
住
第
14
4図
13
脚
(右
)
55
×
77
×
43
11
20
井
戸
尻
Ш
付
根
部
に
粘
土
塊
面
と
木
芯
痕

足
首
に
隆
帯
と
沈
線
、
爪
先
に
沈
線
に
よ
る
表
現
底
平
坦
で
一
部
ま
U落
、 
く
る
ぶ
し
の
表
現

53
住

14
胴
下
半
54
×
72
×
53

井
戸
尻
Ⅲ

正
中
線
、
M形
文
、
側
面
に
沈
線
文
、
背
面
は
隆
帯

上
に
キ
ザ
ミ
、
隆
帯
脇
に
沈
線

M形
文
の
中
心
部
を
円
形
に
敲
打
し
た
痕
跡
、
底
は
平

坦

55
住
第
15
0図
1

12
6×
74
×
51
42
75
井
戸
尻
m
頸
部
に
舟
底
状
の
接
合
面

正
中
線
、
M形
文
、
側
臀
部
に
沈
線
文
・
渦
巻
支
、

裏
面
脚
部
に
沈
線
文

両
腕
・
右
乳
房
欠
損
、
底
面
・
表
面
下
部
を
中
心
に
炭

化
物
付
着

70
住
第
19
1図
2
脚
45
×
36
×
33

全
周
す
る
細
い
沈
線
2本

か
か
と
欠
損
、
(ス
26
床
面
)

92
住
第
24
3図
5

53
×
55
×
44

曽
利
I

ヘ
ソ
、
M形
対
称
文
、
側
腹
・
臀
部
に
沈
線
、
沈
線
に

よ
る
臀
部
の
表
現

脚
部
突
出
(欠
損
)、
Pi
tl
内
出
土

00
住
第
26
3図
4
腕
35
×
50
×
25

付
根
部
に
粘
土
塊
面

01
住
図
な
し
脚
(右
)
20
×
20
×
37

足
首
以
下
残
存
、
足
裏
舟
底
状
、
床
上
46
cm

03
住
第
27
7図
4
顔
60
×
57
×
30

密
沢
～
新
道
後
頭
部
に
分
割
塊
面

後
頭
輪
郭
に
押
引
文
、
顔
の
表
現
(目
・
眉
。
日
)
両
側
面
に
斜
位
の
貫
通
孔

03
住

顔
・
頭
31
×
40
×
43

猪
沢
～
新
道
頸
部
に
木
芯
痕

半
肉
形
の
変
形
玉
抱
三
叉
丈

カ
ッ
パ
型
土
偶

06
住
第
29
0図
1
顔
・
顕
61
×
56
×
42

藤
 
内
頸
部
に
分
割
塊
面

連
続
刺
突
文
と
隆
帯
上
の
キ
ザ

10
6住

2
69
×
64
×
51

新
道
～
藤
内
I

胴
部
の
分
割
塊
面
と
胸
郡
・
腕
部
と
の
接
合
面
、
腹

部
に
分
割
塊
面
、
股
間
に
分
割
塊
面
、
両
脚
部
に
分

割
塊
面
と
ソ
ケ
ッ
ト
接
合
法
の
ネ
ガ
テ
イ
ブ
面

連
続
刺
突
文
に
よ
る
正
中
線
、
三
角
形
対
称
文
、
側

臀
部
に
連
続
刺
突
文
と
二
叉
文
・
玉
抱
三
叉
文

両
脚
は
ソ
ケ
ッ
ト
接
合
、
胸
部
・
腕
部
の
分
割
塊
面
残

る
。
左
月旬
部
わ
ず
か
に
残
る

11
9住
第
34
2図
38
頭

4.
5×
5.
0×
3.
9

藤
内
1
首
部
に
粘
土
塊
面

目
・
口
手
」落
、
頭
部
隆
帯
貼
付
で
表
究
、
首
都
沈
線
、

三
角
陰
刻
と
キ
ザ
ミ

11
9住

頭
45
×
46
×
40

藤
 
内
頸
部
に
粘
土
塊
面

顔
の
表
現
、
頭
部
に
二
叉
文
と
円
形
文

顔
は
隆
帯
の
貼
付

12
0住
第
35
1図
顔
・
頭
54
×
45
×
43

新
 
道

頭
部
に
三
叉
文
状
の
透
し
彫
、
目
・
口
・
頭
部
輪
郭

は
粘
土
紐
貼
付

頭
部
中
空
、
全
面
赤
色
塗
彩
、
口
部
ま
J落
、
顔
面
把
手

の
可
能
性
あ
り

13
0住
第
38
1図
3

54
×
51
×
34

新
道
～
胸
部
の
接
合
部
に
木
芯
痕
と
舟
底
形
の
接
合
面

左
脚
付
根
部
に
木
芯
痕
と
ソ
ケ
ッ
ト
接
合
面

正
中
線
、
対
称
BB
R刻
文
、
手
し 房
下
に
角
押
文
、
側
臀

部
・
臀
部
に
連
続
刺
突
文

31
住
第
38
4図
1
脚
右
)
26
×
26
×
40

上
部
に
木
芯
痕
4カ
所
、
内
1カ
所
は
下
部
へ
貫
通
爪
先
側
に
細
く
浅
い
沈
線

下
欄
記
載
の
上
偶
脚
部
と
同
一
個
体

31
住

2
脚
左
)
36
×
28
×
40

貫
通
す
る
木
芯
痕

上
欄
記
載
の
上
偶
脚
部
と
同
一
個
体

31
住

脚
右
)
1,
3×
28
×
24

下
欄
記
載
土
偶
脚
部
と
同
一
個
体
、
底
面
や
や
湾
曲

31
住

脚
左
)
2.
2X
27
×
24

上
欄
記
載
土
偶
脚
部
と
同
一
個
体
、
底
面
や
や
湾
曲

14
5住
第
41
5図
-1

7.
3×
71
X3
4

中
期
中
葉
胸
部
の
接
合
部
に
分
割
塊
面
と
木
芯
痕

半
載
竹
管
に
よ
る
正
中
線
、
学
し 房
脇
に
孤
線
文
、
側

腹
部
に
平
行
沈
線
文

両
乳
房
欠
損
、
背
部
平
坦
で
両
縁
が
突
出



ｄ 銅

構 号
遺 番

図
番
号
部
位
大
き
さ
(c
m)
重
さ
(g
)
時
 
期

粘
土
塊
の
観
察

文
様

備
考

14
5住
第
41
5図
2
脚
31
X3
8×
25

格
沢
～
内
側
制
落
部
に
粘
土
塊
面
、
付
根
部
に
木
芯
痕
連
続
刺
突
文
2条

14
7住
第
41
8図
12
腰
(右
)
42
×
39
×
23

20
0
格
 
沢

正
面
と
側
面
に
連
続
押
引
き
文

腹
部
の
よ
く
ら
ん
だ
右
腰
部
と
思
わ
れ
る
破
片
、
背
は

縁
が
 
高
く
内
側
が
浅
く
凹
む

15
7住
第
45
0図
14
胸
・
腕
95
×
13
8×
43

終
 
沢
頸
部
に
分
割
塊
面
、
腹
部
に
分
割
塊
面

乳
房
間
に
沈
線
、
連
続
押
引
き
文
に
よ
る
工
中
線
炉
脇
の
床
面
出
土

15
7住

臀
(左
)
10
0×
57
×
70

格
 
沢
左
脚
ツ
ケ
ッ
ト
接
合
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
面
残
る
。
面
の

周
辺
再
生
痕

側
腹
部
に
連
続
押
引
き
文
・
三
角
陰
刻
文

背
部
は
縁
が
や
や
高
く
中
央
は
平
滑

50
0土
壊

図 図

第 第
全
身
27
0X
12
0×
92
21
40
0
中
期
中
葉
脚
部
・
胴
部
・
首
頭
部
で
骨
組
を
す
る

頭
頂
部
に
円
形
の
凹
み
と
渦
巻
文
と
小
子
と
、
前
頭
部

に
三
角
形
の
半
肉
彫
文
と
沈
線
。
刺
突
文
、
右
側
頭

部
に
同
心
円
文
と
三
角
形
の
半
肉
彫
文
・
沈
線
文

(

玉
抱
三
叉
文
の
変
形
か
)、
左
側
頭
部
に
渦
巻
文
・
三

角
形
の
半
肉
彫
文
・
沈
線
文
・
刺
突
文
・
弧
状
の
沈

線
文
、
後
頭
部
に
痛
平
な
低
い
突
起
と
極
細
線
に
よ

る
凹
凸
文
、
股
部
は
半
肉
彫
の
対
称
弧
刻
文

頭
部
は
冠
帽
着
用
の
状
態
、
頭
部
小
孔
未
貫
通
、
両
耳

小
孔
貫
通
、
日
・
鼻
孔
。
口
・
ヘ
ソ
は
刺
突
、
左
耳
前

方
の
縁
部
欠
損
、
腹
部
突
出
、
右
腰
部
の
表
面
一
部
手
」

落
と
亀
甲
状
の
亀
裂
、
右
脚
の
表
面
一
部
予
」
落
、
右
脚

や
や
短
い
、
右
脚
底
平
坦
だ
が
中
央
部
斑
点
状
に
主
」

落
、
左
脚
底
平
担
で
中
央
部
は
ざ
ら
つ
く
が
外
周
部
は

丁
寧
に
な
で
ら
れ
た
ま
ま
の
状
態
、
背
面
は
平
坦
で
よ

く
磨
か
れ
て
い
る
、
表
面
は
全
体
に
雲
母
が
目
立
つ
、

頭
部
正
面
・
後
頭
部
左
・
左
肩
・
左
脇
腹
部
・
右
腰
部
・
左

足
先
が
黒
色
、
腎
部
中
央
右
に
径
l 
cm
の
楕
円
形
で
蒙

古
斑
状
の
黒
色
部
、
胎
土
に
雲
母
・
長
石
・
石
英
・
黒

色
粒
子
含
む
、
胎
土
・
成
形
・
焼
成
共
に
良
、
土
羨
の
南

側
に
側
臥
の
状
態
で
出
土

O-
49
第
56
5図
1
全
身
83
×
55
×
55

新
 
道
頭
部
に
分
割
塊
面
、
頭
部
の
文
様
は
粘
土
紅
貼
付
後

施
文

頭
部
に
渦
巻
文
と
三
角
形
陰
刻
文
、
連
続
角
押
文
の

正
中
線
、
腹
部
と
背
部
に
円
形
と
二
叉
文
風
の
透
し

彫
文
、
背
部
隆
帯
脇
に
角
押
文
と
キ
ザ
ミ

腹
都
中
空
、
底
部
平
坦
で
中
心
部
に
1 
6c
mの
円
孔

W5
3

2
全
身
45
×
35
×
31

上
部
と
下
部
に
木
芯
痕

顔
か
体
部
の
表
現
、
刺
突
3カ
所
、
沈
線
(正
中
線
)
分
割
さ
れ
な
い
土
偶

V-
43

3
胴
・
臀
5,
6×
55
×
36

井
戸
尻
?
脚
付
根
部
に
木
芯
痕

沈
線
に
よ
る
正
中
線
、
ヘ
ソ
、
菱
形
の
対
称
文

腹
部
張
出
し
の
表
現
、
脚
部
再
生
(?
)

オ
ー 2
6

4
腕
37
×
5.
0×
10

後
期
P

表
・
裏
共
2本
の
沈
線

キ
ー 3
9

顔
・
頭
43
×
40
×
38

曽
 
利
顔
の
割
日
に
木
芯
痕

顔
の
表
現
、
頭
部
の
縁
を
平
行
沈
線
が
全
周
す
る
顔
の
輪
郭
が
や
や
突
出
す
る
。
痛
平
な
頭
部
下
端
が
舟

底
状
に
凹
む

O-
52

6
脚
32
×
45
×
40

付
根
部
に
粘
土
塊
面
と
木
芯
痕

底
面
に
網
代
痕

オ
ー 4
3

7
脚
(右
)
67
×
48
×
75

足
首
か
ら
土
踏
ま
ず
に
か
け
て
隆
帯
を
付
け
履
物
を

表
現

爪
先
一
部
欠
損
、
履
物
の
隆
帯
一
部
ま
U落
、
下
欄
記
載

の
上
偶
脚
部
と
同
一
個
体
品

V4
8

脚
(左
)
65
×
4,
7×
70
15
45

付
根
部
に
粘
土
塊
面

足
首
か
ら
土
踏
ま
ず
に
か
け
て
隆
帯
を
付
け
履
物
を

表
現

爪
先
欠
損
、
上
欄
記
載
の
上
偶
脚
部
と
同
一
個
体
品

底
は
平
lH
、
10
1号
住
上
面
(床
上
35
6∽
)出
土

Y-
49
第
56
6図
9
臀
脚
(右
)

95
×
46
×
94

新
道
～

井
戸
尻
割
日
に
粘
土
塊
面
と
か
ぶ
せ
た
粘
上
の
接
合
部

正
中
線
、
対
称
弧
刻
文
、
円
形
文
、
脚
付
根
部
に
沈

線
、
側
部
に
渦
巻
文
・
半
肉
彫
三
叉
文
、
臀
部
沈
線
文

指
先
は
深
い
キ
ザ
ミ
で
表
現
、
背
部
は
縁
が
高
く
中
央

は
平
坦
、
底
は
平
坦
、
背
・
底
・
沈
線
内
赤
色
塗
彩

M/
53

脚
(右
)
32
×
27
×
33

格
沢
～
新
道
付
根
部
に
分
割
塊
面

沈
線
、
三
角
陰
刻
文
、
沈
線
で
足
の
指
を
表
現

Q-
5コ

脚
(右
)
15
×
25
×
40

足
首
以
下
残
存

X-
47

脚
23
×
42
×
35

足
首
か
ら
土
踏
ま
ず
に
垂
下
す
る
隆
帯
の
制
落
痕
、
足

の
裏
は
縁
が
高
く
中
央
は
平
坦

脚
(右
)
37
×
33
×
44

か
か
と
欠
損
、
爪
先
側
足
の
裏
凹
む

0-
21

腕
(袖
)
72
×
41
×
50

力
日
曽
示
JB

棒
状
工
具
に
よ
る
浅
い
彫
刻
的
な
沈
線

内
面
の
成
形
丁
寧
、
中
空
土
偶
(P
)

Z-
15
・
16

胴
・
腕
77
×
90
×
25

堀
ノ
内
H
右
脚
付
根
部
に
粘
土
塊
面

棒
状
工
具
に
よ
る
浅
い
彫
刻
的
な
沈
線

焼
成
非
常
に
良
、
板
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付表10 土製品一覧表

遺構番号 図番号 分 類 大 きさ (cln) 重さ(g) 備 考

404と 第■2図 土笛(土偶) 9.0× 70× 3.0 106.0
接形、表面湾由、裏面平坦、上部に凹穴、中心部に孔、凹穴部に
斜位の小孔、表面責・黒褐色、裏面黒褐色、焼成良、土偶か

57住
第158図
-2 土  鈴 30× 2.3X07 約1/3残存、細い沈線文を施文、色調は淡赤褐色、焼成良

100住
第263図
-3 土  鈴 45× 45× 3,3 片面は106号仁(W45)出 上、焼成良好

100住
第263図
-5 顔面把手 13.0× 130× 90 中空、日・口は透し、上部に円形把手、裏面に円形の透し

104住 第281図
-7 顔面把手 6.6× 6.O X 30 中空、目はナデでわずかに表現、口は透 し、上部 と顔面両

端に円形の把手

104住
第281図
-11 石皿状土製品 50× 3.3X■4

ひび割れの傷が残る、内外面は丁寧になでている、12と 胎
土・焼成・色調が同一

104住
第281図
-12 石棒状土製品 5,0× 25× 22

粘上の成形痕残る、全面に指圧痕残る、頭部をつ くり出し
ている、11と 胎土・焼成・色調が同一

1■住
第309図
-3 顔面把手 120× ■.4× 72 3460 深鉢の日縁内面、日,日 を表現、橋状小把手と連続刺突文

119住
第342図
-40 未焼成粘土 6.7× 5.0× 3.8 1000

全体が凹凸をなすが一部に平滑面残す、棒状の声U突痕あ
り、白色粒子多く含む

123住
第360図
-4

ヘラ状土製品 45× 2.7× 0.9 沈線と刺突文、裏面無文、色調は赤褐色で焼成は良い、土
偶の手部か

145住
第415図
-3 把  手 49× 5,4× 52 円形突起、隆帯、連続刺突文、焼成良

151住 第434図 小形土器 P 42× 36X08 2カ所に透し状の孔、同心円文、日縁部波状

W 53 第566図
-16 土  鈴 45× 46× ■3 約1/5残 存、沈線による区画文、長軸方向に成形時の穿孔、

色調は赤褐色で焼成良

筋



付表 11

付表11 土製円板一覧表

遺構番号 図番号 長径 (cm) 短径(cln) 厚さ(cm) 重さ(g) 部 位 文 様 す れ 時 期 備  考

7住 A 第26図

-6 胴  部 無  文 部 分 中 期

7住 A -7 7 胴 部 縄 文 音凸 う) 中 期

224と
第64図

-2 河同 吉呂 磨消縄文 著Б分 中期末

324と
第93図

-6 汀同 吉h 無 文 菩h 分 中 期

41住 第 ■ 6図 11 河同 吉ト
半隆起 線刺

突文 ・縄文
部 分 藤内 I

48准と 第 130図 6 B同 吉h 沈 線 菩Б分 中期 ?

58fi_
第166図
―-20 層同 吉h 縄文沈線 著h分 中期末

774と 第 208図 5 月同 吉隅 無  文 全 周 中 期

79fi
第212図

-6 底 部 網代痕 言卜 分 後 期

804と 第 215図 4 胴 部 沈 線 全 周 中 期 埋甕底部穿孔部の蓋

91住
第239図

-9 胴 部 縄 文 吉卜分 中 期

984と
第260図

-4 胴 部 隆帯沈線 吉F分 中 期 東ピット脇出土

984主 -5 胴 部 無 文 菩卜 分 中 期 汀同吉h

104fi
第281図

-9 河同 音[ 無 文 菩卜分 中 期 縄文

104准と ―-10 胴 部 無  文 全 周 中 期 全周

1■住
第309図

-2 14 胴 部
隆 帯 、刺 突文

波状 沈線
部 分

新 道 ～

藤 内 I
中期

117fi_
第330図

-4 11 胴 部 縄 文 全 周 中 期

117住 -5 工4 口縁営Б 縄  文 打 欠 中 期
口縁 突起 下 の ]と を利用

か P焼土 内出土

1184と 傷箸333E] ll 胴 部 無  文 全 周 中 期

119住
第342図
―-33 胴 部 押引隆帯 部 分 前期末

119住 -34 胴 部
半 隆起

連続 爪形文
打 欠 藤内 I 南側角一括出土

119tと -35 胴 部 沈 線 部 分 中 期 平出三 A

119住 -36 9 胴 部
三 叉文

陰刻文
部 分 中 期

119住 -37 胴 部 縄文沈線 部 分 藤内 I

132住
第387図

-2 胴 部 平行沈線 打 欠 前期末

146住
第455図

-1 11 胴 部 無 文 部 分 中期 ?
第 1号竪 穴状 遺横
平 出三 AP

147住
身等418歴]
-8 胴 部 平行沈線 打 欠 前期末

147佳 -9 胴  部
隆  帝
連続刺 突文

全周 佑 沢

147住 ―-10 口縁部 連続刺突文 全 周 名 沢

147住 ― -11 月同 菩h 縄文沈線 部 分 中 期

152准と
第438図
―-23 B同 吉h 縄文沈線 全 周 格 沢

159住
第453図

-3 打同 吉h 磨消縄文 打 欠 後 期

13土竣
夕等486彊コ
ー 4

1.ユ 月同 吉| 無  文 部 分 後 期
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遺構番号 図番号 長径 (cm) 短径 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 部 位 文 様 す れ 時 期 備  考

48土羨
第487図

-5 月同 吉卜 無 文 全 周 中 期

82土城
第487図
―-10 底 部 網代痕 打 欠 後 期

88土墳 ―-13 胴 部 隆 帯 吉躊 分 後 期

381土羨
第495図
―-17 月同 菩Ь 無 文 全 周 中 期

389上羨
第496図
―-15 9

口縁著h

付 近
磨消縄文 部 分 後 期

集 石
(イ ー35)

第529図

-7 6 胴 部 磨消縄文 部 分 後 期

T―-30
身き567彊 ]
-1 3 胴 部 無 文 全 周 後期 ?

N-19 -2 6 】同 吉凸 無  丈 部 分 後期 P

ター31 -3 9 汚同 吉凸 無  文 打 欠 後期 P

h/1 20 ―-4 胴 部 無 丈 全 周 後期 ?

Y―-53 -5 汀同 著焉 無  文 打 欠
中期初頭

「ヽ-36 -6 底部付近 無 文 打 欠 中期末 P

I―-12 -7 底 部 圧  痕 打 欠 中期 ?

シーー22 -8 底部 付近

(P)
沈  線 音躊 分 中 期

ン~~22 -9 11 打同 菩ト 半隆起 打 欠 中 期

P-21 ―-10 河同 吉ト 無 文 打 欠 後期 P

�I-59 ― -11 17 屈同 吉h 縄 文 打 欠 前期中葉

U-55 ―-12 胴 部 半肉状三又文 打 欠 中 期

S-18 ―-13 17 胴 部 無 文 打 欠 中 期

Z-16 ―-14 月同 著る 無  文 吉Б 分 後期 ?

C-69 身老568E4--15 】同 吉凸 平行沈線 部 分 中期初頭

T―-39 ―-16 底 部 無  文 部 分 後期 P

X―-52 ―-17 胴 部 無  文 吉凸 分 後期 ?

S-17 ―-18 7 胴 部 縄 文 菩卜分 中期 P

〔J―-43 ―-19 11 胴 部 刺突文 吉h 分
新道～

藤内 I

T-15 ―-20 胴 部 無 文 全 周 後期 P

〔チーー39 ―-21 】同 菩h 無 文 部 分 4期日P

T―-26 ―-22 月同 菩ト 無 文 部 分 中期 P

P-17 ―-23 汀同 吉田 磨消縄文 部 分 後 期

L-30 ―-24 8 胴 部 無  文 全 周 後期 P

ll‐
―-33 ―-25 8 胴 部 無 文 全 周 後期 P

W-53 ―-26 胴 部 無 文 全 周 中期 P

L-10 ―-27 河同 吉る 無 文 全 周 中期 P

P-54 ―-28 月同 菩る 縄  文 全 周 前期中葉
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付表■・ 12・ 13・ 14

遺構番号 図番号 長径 (cm) 短径 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 部 位 丈 様 す れ 時 期 備   考

II-58-61
第568図
―-29 月同 吉Б 半隆起線 部 分 中 期

Y-41 ―-30 胴 部 無 文 全 周 中 期

F-68 -31 胴  部 無 文 全 周 後期 P

K-75 ―-32 底部付近 無 文 全 周
初

Ｐ

醐

頭

付表12 土器片錘一覧表

付表13 土錘一覧表

付表14 土製垂飾・耳栓一覧表

遺構番号 図番号 長径 (cm) 短径(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 部 位 文 様 す れ 時 期 備  考

3住
第14図

-3 11 胴 部 無 文 全 周 中 期

7住 廻
８
効
一

11 胴 部 沈  線 全 周 中期

64住
第179図

-6 】同 部 無 文 全 周 中 期

784と
第2■図

-7
口縁部 連続刺突文 全 周

格沢～

新道

95住
身写251透翌

-6
回縁音隅

付 近

三角陰亥U文
平行沈線

全 周 中期初頭 未成品 ?

984主
身宅260礎 ]
-6 月同 吉h 沈 線 全 周 中期末 未成品 P

104住
第281図

-8 11 胴 部 無 文 全 周 中 期
未成 品 P東側 ピ ッ ト内
出土

116住
身箸326歴コ
ー 5

]同 吉Б 羽状縄文 部 分 前期中葉 未成品 ?

U-34 身害568匹日
―-33 l同 吉ト 無 文 全 周 後 期 未成品 P

G-62 ―-34 口縁部 連続刺突文 全 周 猪 沢

イー26 ―-35 B同 著ト 無  文 全 周 後 期

X-53 ―-36 胴 部 無 文 全 周 後 期

C-69 ―-37 胴 部 隆 帯 部 分 拾沢 P

遺構番号 図番号 長径 (cm) 短径 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 孔径 (cm) 備 考

71住
身等597圧]
-3 焼成堅緻、欠損

178土装
第490図
-2 焼成堅緻、欠損

遺構番号 図番号 長径 (cm) 短径 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 備 考

415土羨
Я著499歴 ]
―-10 土器の口縁突起部を再利用、割れ日全周を磨る

499土墳
身箸505歴コ

ー 5
耳栓、1/2欠損、胎土はきめ細かい粘上、焼成良好、内外面に赤色塗彩
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付表15 黒曜石集石遺構出土黒曜石計測表

資料番号 離
てｃｍ＞
罐
ω

厚 さ

(cm)

重 さ

(g) 備 考

45号住

ユ 936 粒 状

2 粒 状

3 粒状

4 58.3 粒状、上端制離

5 粒状

6 粒 状

7 粒状、上端剰離

8 柱状粒、側縁剖離

粒状、上端手」離

柱状粒

11 柱状粒、上端争U離

粒状、上下端剖離

小計12個 736.5

131号住

1 1,7 253 粒状、上端剖離

2 17 222 柱状粒

3 粒 状

4 柱状粒、側縁系U離

5 336 粒状、上端剣離

6
板状粒、両極打法、ピ
エス=エスキーユ

7
粒状、分割、
離

上下端ま」

8 粒状、剣離

9 25.3 粒状、上端象U離

230 板状粒、上端雫U離

285 粒状、分割

337 柱状粒

柱状粒

粒 状

123 粒状、石核状

両極打法、ピエス=エ
スキーユ

資料番号 藍
ｍ

短 径

(cm) 囃てｃｍ♭
重 さ

(g) 備 考

小計16個

147号住
pit29

1 板状粒、側縁禁」離

2 粒状

3

4 板状粒、上端象」離

小計 4個 1087

108号住

Nl1 1の ユ 柱状粒、半透明

2 粒状

3 粒 状

4 256 粒状、上端象」離

5 粒状

6 粒状

7 粒 状

粒状、分割

粒状

柱状粒、半透明

板状粒、半透明

板状粒

155 粒状、上端剖離

粒状、手」離、石核

板状粒、半透明

粒状、上端剖離

柱状粒

粒状

粒状

粒状、上端制離

粒状、上端承」離

粒状、分割
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付表15

資料番号
長 径

(cm)

短 径

(cm)

厚 さ

((ィn)

重さ

(g) 備 考

粒状、半透明

粒状、上端剖離、半透
明

132 粒 状

1.7 粒状、上端争U離

板状粒

22.9 粒 状

粒状

粒状

粒 状

粒 状

板状粒

粒 状

まJ片、主要素」離面(ポ
ジ)、 自然面

206 粒状

板 状

粒 状

粒 状

単」片、半透明、主要まJ
離面(ポジ)、 自然面

黒け片、半透明、主要剖
離面(ネ ガ)

板状粒、分割

小計42個

108号住

Nα 2の 1 柱状粒

粒 状

柱状粒

4 柱状粒

柱状粒

372 粒状、側縁黒」離

7 321 粒状、分割

8 粒状、上端劉離

443 粒 状

粒状、上端よJ離

資料番号
長 径

(cm)

短 径

(cm) '享

さ

(cm)

重 さ

(g) 備 考

粒状、上端剰離

粒状、側縁劉離

粒状、側縁剣離

14 267 柱状粒、上端剖離

31.7 粒状、上端剣離

237 粒 状

17 粒状、分割

柱状粒 半透明、分割

板状粒

柱状粒

粒 状

38.7 柱状粒

板状粒

粒 状

322 粒状、上端系U離

365 柱状粒、上端よ」離

粒状

粒状

粒状、分割

265 粒状、上端手」離

295 粒状

小計31個 944.2

108号住

No 3の 1 27_5 柱状粒

2 板状粒

3 211 粒状

4 粒状、上端剣離

5 210 粒状

6 17 粒状、分割

7 板状粒、上端手u離

8 柱状粒、上端剖離

粒状

8θヱ



資料番号 離
くｃｍ＞
罐
⑪
囃
くｃｍ＞

重 さ

(g) 備 考

板状粒

粒状、上端剖離

18.2 粒状、上端子U離

粒状、上端手U離

27.2 粒状

粒状、上端剖離

222 粒状、上端手」離

25,7
半透明、上下端状

割
粒
分

粒 状

板状粒

粒 状

粒状

粒 状

156 粒状、上端制離

粒状、上端剖離

粒 状

粒 状

粒状、上端象」離

粒 状

粒状、分割

柱状粒

工」片、主要手」離面 (ポ
ジ)、 自然面

粒状、分割

175 粒 状

柱状粒、上端予U離

粒状、上端剰離

板状粒、上端分割

板状粒、上端まU離

粒状、上端分割

柱状粒

粒状

粒 状

粒状、分割

資料番号
長 径

(cm)

短径

(cln)
囃
ω

重 さ

(g) 幅 考

柱状粒

粒状

粒状

粒状

1.7 粒状、分割1/4残

粒状

粒状

粒状

粒状

粒状、分割1/2残

粒 状

粒 状

17 柱状粒

板状粒

粒状、分割1/2残

粒 状

板状粒、末端分割

板状粒

小計60個 977.7

Q-55
は17ヨ主上面)

1 漑

2
粒状、上端象J離、
分害J

3 粒状、上端崇U離

4 325 粒状、上端剰離

5 粒 状

6 粒 状

7 粒状、側縁剖離

8
粒状、両極打法、ピエ

ス‐エスキーユ

9
両極打法、ピエス・エ
スキーユ

小計9個 2634

計174個 39635
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付表16

付表16 出土石器観察表

構
号

迫
逗

工
含
図番号 器 種 長(伽 ) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 備 考

1仁 第559図 1 石  鏃 黒 曜 石 平安住居に混入

2住 第11図 礫 7,400 安 山 岩 入田部に遺存、立石か

第12図 1 石  鏃 黒 曜 石

スクレイパー

3 打製石斧 緑 泥 片 岩

4 硬 砂 岩

5 磨製石斧 粘 板 岩 Pit3内

石匙(小 ) 黒 曜 石

7 石  錘 緑泥 片岩

8 硬 砂 岩

凹  石 安 山 岩

石  棒 226 4,700 炉辺に直立、自然礫をほとんどそのまま石棒の素材としている

平  石 9,400 2分割され、入日部床面で主軸線をはさんだ位置に遺存

3住 第15図■ 石  鏃 黒 曜 石

2 石  錐

3 打製石斧 粘 板 岩
4 石匙 (大 ) 硬 砂 岩 横キ」片
5 横刃型石器 77 粘 板 岩

6 垂  飾 6 滑 石

7 凹   石 安 山 岩

8 117 71

〃

〃

11

4住 第18図 1 石  鏃 黒 曜 石

2 〃

3

石  錐

7 石匙 (大 ) 安 山 岩

磨製石斧 砂 岩

凹  石 安 山 岩

磨  石 裏面磨。両面凹穴

凹   石 〃

5住 第21図 1 磨製石斧 御荷鉾緑色岩類 壁際

2 石 製 品 安 山 岩 軽石製、碗状

3 凹   石

4

6住 第24図 1 石  鏃 黒 曜 石

2 石  錐

3 打製石斧 変質輝緑岩

4 磨  石 安 山 岩 裏面磨・両面凹穴

5 石  棒 1,500 東南の壁際より出土

899



遺構
番号
図番号 器 種 長 (c4) 幅(cm) 重 ( 石 材 名 備 考

7住 第27図 1 石  鏃 黒 曜 石
2 l

3

4 3

5 〃

打製石斧 石墨片岩

7

緑泥 片岩

変質輝緑岩

11 緑泥 片岩

石墨 片岩

13 玄 武 岩
14 磨製石斧 122 御荷鉾緑色岩類

15 石匙 (小 ) 9 黒 曜 石

横刃型石器 輝 緑 岩
石匙(大 )

四   石 安 山 岩

磨  石 タール付着

凹  石 軽石製

石   皿 小形石皿、裏面凹み

8住 第30図 1 打製石斧 緑 泥 片 岩

2 磨製石斧 チ ャー ト 未成品

9住 第32図 1

輝 緑 岩 西北上羨内
横刃型石器 変質輝緑岩

ハ ンマー 輝 緑 岩

石匙 (小 ) 黒 曜 石

石   皿 18,300 安 山 岩

10住 第35図 1 打製石斧 緑泥 片岩

2 四  石 安 山 岩
■住 第37図 1 石  鏃 黒 曜 石

17

17

5 凹   石 安 山 岩

石   皿 322 同心円状の円形陰刻文を彫刻、裏面に凹穴・磨面部作
出痕、炉東側の柱穴際床面より出土

12住 第39図 1 磨製石斧 緑泥 片岩 西隅穴

2 凹   石 126 安 山 岩

3

13住 第42図 ユ 打製石斧 輝 緑 岩
2 石  錘 安 山 岩

3 凹  石

4

5

776
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遺構
番号
図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重 ( 石 材 名 楠 考

13住 第42図 7 敲  石 安 山 岩

14住 第43図 3 凹  石

15住 第46図 1 打製石斧 石 墨片岩

3 礫   器 安 山 岩

4 凹  石

磨   石

16住 第49図 1 石  鏃 黒 曜 石

2

3

4 〃

5

7 11

8 打製石斧 変質輝緑岩

9 石 墨 片 岩

11 石匙 (小 ) 黒 曜 石

12 凹  石 安 山 岩

13 〃 〃

14

15 タール付着

17住 第52図 1 石  鏃 黒 曜 石

2

3 磨製石斧 5 チ ャー ト

4 凹   石 安 山 岩

5 〃 タール付着

635

7

磨  石 表面磨・裏面凹穴

石   皿 5,200 〃 裏面凹穴

18住 第54図 磨製石斧 Pitl内

19住 第57図 1 石  鏃 黒 曜 石

礫  器 安 山 岩

3 石 製 品 〃 軽石製

凹  石

暦  石 71

石  碗 2,000 多孔質安山岩 軽石製、内面にタール付着

7 九  石 安 山 岩

20住 第59図 1 石  鏃 黒 曜 石

2 石   皿 255 安 山 岩

22住 第63図 1 石  鏃 黒 曜 石

2 打製石斧

硬 砂 岩

石  錘 安 山 岩
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遺構
番号
図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 備 考

22住 第63図 5 凹   石 安 山 岩

7

23住 第68図 1 打製石斧 石 墨 片 岩

硬 砂 岩
石匙(大 ) 玄 武 岩
ンマ ー 石 英

5 礫  器 77 安 山 岩

〃

7 磨  石 裏面磨・表面凹穴

24住 第70図 1 スクレイパー 黒 曜 石 横制片
2 磨製石斧 砂 山石 土獲内

3 石匙 (大 ) 輝 緑 岩

4 安 山 岩

5 凹   石

25住 第74図 ユ 石  鏃 黒 曜 石

2 打製石斧 緑 泥 片岩

3 石  捧 227 安 山 岩

26住 第77図 1 石  鏃 黒 曜 石

2 磨製石斧

3 凹   る 安 山 岩

4

石   皿 2,100

27住 第80図 1 打製石斧 硬 砂 岩

御荷鉾緑色岩類

硬 砂 岩

石 墨 片 岩

硬 砂 岩

7 磨製石斧 御荷鉾緑色岩類

石 製 品 安 山 岩 軽石製

石  錘 粘 板 岩
ハ ンマ ー 輝 緑 岩
凹   石 安 山 岩

磨  石 両面磨・両面凹穴

29住 第85図 1 石  鏃 黒 曜 石

打製石斧 御荷鉾緑色岩類

4 石匙 (大 ) 石 墨 片岩

石  錘 安 山 岩

凹  石 1,024

7

磨  石 全面磨・表面凹穴、タール付着
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遺構
番号
図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 備 考

29Ti 第85図 9 石   皿 1,200 安 山 岩

30住 第87図 2 磨製石斧 変質輝緑岩 タール付着

3 横刃型石器 粘 板 岩

31住 第91図 1 ンヽマ ー 77 輝 緑 岩

石   皿 1,078 安 山 岩

3 4,100

32住 第94図 1 石  鏃 黒 曜 石
2 打製石斧 変質輝緑岩

3 泥 岩 17号住出土資料接合

横刃型石器 粘 板 岩
5 磨製石斧 352 御荷鉾緑色岩類

〃 117

7 凹  石 安 山 岩

111

ll 〃

磨  石 両面磨。表面凹穴

第95図■3 凹   看

看   皿 2,100

33住 第97図 2 打製石斧 変質輝緑岩

344と 第580図 1 石  鏃 黒 曜 石 平安住居に混入

2 石  錐

3 凹   石 安 山 岩 〃   タール付着
4 〃

35住 第99図 2 横刃型石器 硬 砂 岩

3 磨  石 1 安 山 岩 両面磨・表面凹穴

364と 第101図 2 打製石斧 126 砂 山
石

374と 第104図 1 石  鏃 黒 曜 石

2 石匙(大 ) 緑 泥 片 岩

打製石斧 輝 緑 岩

石  皿 1,600 花 蘭 岩
38住 第105図 石  鏃 黒 曜 石

394主 第108図 1 〃

2 打製石斧 緑 泥 片 岩

3 横刃型石器 輝 緑 岩
4 粘 板 岩
5 磨  石 9& 安 山 岩 両面磨 ,両面凹穴

40住 第113図 1 石   鏃 黒 曜 石

2

3 打製石斧 緑泥 片岩

4 砂 山石

5 輝 緑 岩
6 石墨 片岩

7 礫  器 安 山 岩

8 垂  飾 5 滑 石

付表16
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遺構
番号
図番号 器 種 長 (cm) 幅(伽 ) 重(g) 石 材 名 備 考

40住 第113図 9 凹   石 安 山 岩

11 磨  石 両面磨・表面凹穴

12 石   皿 21,000 〃 395号土装(貯蔵穴か)出上、平行線の陰刻文を彫刻

41住 第117図 1 石  鏃 黒 曜 石
2 13

3 石  錐 11

石匙(小 ) 玄 武 岩 縦剖片
磨製石斧 輝 緑 岩

チャー ト

7 局部磨製

9 〃 〃

〃

凹  石 安 山 岩

ユ

〃

l

ユ 磨  石

42住 第■9図■ 石  錐 黒 曜 石
打製石斧 硬 砂 岩

3 炉内

4 凹  石 安 山 岩

5

6

7 磨  石 両面磨・表面凹穴

8 敲   石 タール付着

石   皿 2,000 〃 円形の陰刻文を彫刻

43住 第122図■ 打製石斧 変質輝緑岩

石 製 品 安 山 岩 軽石製、碗状
横刃型石器 輝 緑 岩
磨  石 安 山 岩 両面磨・表面凹穴

凹   石 ″

44住 第125図 1 打製石斧 変質輝緑岩

硬 砂 岩

45住 第128図 1 石匙(大 ) 17 緑 泥 片 岩

2 石   皿 46,000 閃 緑 岩 内面磨滅、捏鉢状の特大石皿、床面に据えられた状態で出土
46住 第585図 1 横刃型石器 岩 平安住居に混入

2 石  錘 安 山 岩

第584図 2 砥  石 流 紋 岩 図上左右側面に研面、表裏に擦痕、
47住 第589図 1 打製石斧 硬 砂 岩 平安住居に混入

石  錘 安 山 岩
3 凹  石 〃

4 〃

磨  石 〃 〃   両面磨・両面凹穴、タール付着
海 浜 礫 チ ャー ト 〃   炉上のフク上

48住 第131図 1 石   鏃 黒 曜 石
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付表16

構

号

逆
逗

立
合
図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 備 考

48住 第131図 2 打製石斧 泥 岩

砂 山石

石  錘 安 山 岩

5 石  皿 20,200

50住 第593図 1 石  鏃 黒 曜 石 平安住居に混入
横刃型石器 硬 砂 岩 〃

3 石 製 品 安 山 岩 〃  軽石製、洋梨形で上部に横位の孔を有す
51住 第136図■ 石  鏃 黒 曜 石

2 石   皿 357 332 14,200 閃 緑 岩 盤状

52住 第140図 凹  石 安 山 岩

53住 第145図 1 打製石斧 225 硬 砂 岩

2 輝 緑 岩
3 粘 板 岩
4 輝 緑 岩
石  錐 頁 岩

凹   石 安 山 岩

7

8

54住 第147図 3 石   皿 閃 緑 岩
55住 第150図 2 打製石斧 石墨 片 岩

輝 緑 岩
4 石匙(大 )

石墨 片岩

砂 山石

7 凹  石 安 山 岩
石   皿

56住 第153図 1 横刃型石器 砂 四
石

石   皿 165 安 山 岩 裏面に凹部作出途中
57住 第159図 1 石匙(4ヽ ) チャー ト

2 黒 曜 石
3 ラジオラルチャート (レ ンガ色)

4 石  錐 黒 曜 石

7 スクレイパー

チャー ト

横刃型石器 玄 式 岩

打製石斧 緑色片岩

11 磨製石斧 チャー ト

12 5 ヒ ス イ 床上8 1cm土器片内
凹  石 安 山 岩

1
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遺構
番号
図番号 器 種 長 (cm) 幅(伽 ) 重 ( 石 材 名 備 考

57住 第159図 18 凹  石 安 山 岩

磨  石

第160図 20 凹  石

〃

58住 第167図■ 石  鏃 黒 曜 石

イ
3 3

4

〃

7

〃

〃

〃

スクレイノく― 〃

石匙 (刀→ チ ャー ト

横刃型石器 横剖片

石 製 品 7 安 山 岩 軽石製

凹   看 〃

〃

磨  石 両面磨

59住 第169図 1 打製石斧 石墨 片岩

2 石匙(大 ) 輝 緑 岩

3 凹  石 安 山 岩

60住 第173図 1 打製石斧 玄 武 岩

2 磨製石斧 チ ャー ト 周溝内

3 凹   石 安 山 岩

4

5

6 〃

61住 第174図 2 石  鏃 黒 曜 石

62fi 第176図 2

3 磨製石斧 チ ャー ト

4 磨  石 安 山 岩 表面磨・表面凹穴

63住 第177図 1 凹   石 〃

2 磨  石 760 3面磨・両面凹穴

644と 第180図 1 石  鏃 黒 曜 石

石  錐 〃

スクレイパー 頁 岩 縦象U片

凹  石 安 山 岩

∂
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構

号

連
還

工
含
図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 備 考

644と 第180図 6 凹  石 安 山 岩

66住 第185図 1 石  鏃 14 黒 曜 石
2 横刃型石器 玄 武 岩

3 打製石斧 輝 緑 岩 局部磨製、上端刃部
4 粘 板 岩 尖頭状
5 石墨片岩

6 磨製石斧 輝 緑 岩 対Pit内
7 〃 硬 砂 岩 欠損品

変質輝緑岩

御荷鉾緑色岩類 刃部潰れ

凹   石 安 山 岩

〃

〃

台  石 3,700 砂 岩

67住 第186図 2 石 製 品 (32) 安 山 岩 軽石製、碗状

68住 第189図 1 スクレイパー 黒 曜 石
2 磨製石斧 御荷鉾緑色岩類 折損面に敲打痕、敲打器に転用

3

凹   石 安 山 岩

7

70住 第191図 3 打製石斧 粘 板 岩
4 輝 緑 岩
5 四   石 安 山 岩

71住 第598図 -1 石  鏃 17 黒 曜 石 平安住居に混入
2

3 石匙(大 ) 輝 緑 岩
4 打製石斧 緑泥片岩

磨  石 13.2 安 山 岩 〃   両面磨・両面凹穴
72住 第194図 1 石  鏃 黒 曜 石

3 スクレイパー 〃

4 打製石斧 硬 砂 岩

5 凹  石 安 山 岩

73住 第198図 1 打製石斧 泥    質

2 石  鏃 黒 曜 石
74住 第201図 1

打製石斧 石塁片岩

凹  石 アプライト

磨  石 安 山 岩
75住 第205図 1 打製石斧 砂 石

石墨片岩

付表16
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構
号
遺

番
図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 備 考

75住 第205図 3 打製石斧 砂 岩

4 〃 粘 板 岩 尖頭状

5 凹  石 安 山 岩

6 磨  石 表面磨・両面凹穴

77住 第209図 1 石  鏃 黒 曜 石

2 〃

3

4 石  錐

5 磨  石 安 山 岩 両面磨

6 凹  石

7 丸  石 6,500

78住 第211図 8 石  鏃 黒 曜 石

9 17

凹  石 安 山 岩

11

80住 第216図 1 打製石斧 輝 緑 岩

2 石   皿 7,000 安 山 岩 裏面凹穴

3 同心円状の円形文と渦巻文を彫刻

81住 第217図 3 打製石斧 変質輝緑岩

4 硬 砂 岩

5 変質輝緑岩

6 横刃型石器 粘 板 岩

82住 第219図 打製石斧 変質輝緑岩

834と 第220図 5 砂 石

6 変質輝緑岩

7 敲  石 77 安 山 岩

8 磨  石 〃

84住 第223図 ユ 石  鏃 黒 曜 石

2 凹  石 安 山 岩

3 磨製石斧 282 変質輝緑岩

85住 第225図■ 石  鏃 15 黒 曜 石

2 石  錐

3 打製石斧 硬 砂 岩

4 絹雲母片岩

5 硬 砂 岩

泥 石

7 緑泥 片岩

安 山 岩

粘 板 岩

輝 緑 岩

11 磨製石斧 御荷鉾緑色岩類

1

1 輝 緑 岩

ユ 石匙 (大 )

横刃型石器 粘 板 岩

凹  石 安 山 岩
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遺構
番号
図番号 器 種 長 (cm) 幅(cm) 重(g) 石 材 名 備 考

86住 第227図 1 石   鏃 黒 曜 石
〃

〃

石  錘 緑 泥 片 岩

横刃型石器 輝 緑 岩
87住 第229図 1 石  鏃 黒 曜 石

2 凹  万 安 山 岩

3 石  皿 1,800 〃

884と 第231図 7 スクレイパー 黒 曜 石

打製石斧 緑泥 片 岩

9 凹   石 安 山 岩 炉脇出土

〃 699 〃

丸  石 敲打痕

894と 第234図 1 石  鏃 黒 曜 石
〃

3 打製石斧 硬 砂 岩

5 緑泥 片岩

輝 緑 岩
7 変質輝緑岩

緑泥 片岩

玄 武 岩
11 緑泥 片岩 尖頭状

〃 77 輝 緑 岩

石匙(大 ) 硬 砂 岩

石匙(小 ) 黒 曜 石

横刃型石器 122 緑 泥 片 岩

石  錘 安 山 岩
石  碗 多孔質安山岩 軽石製、内面タール付着、外面に溝状沈線まわる

1 磨  石 安 山 岩 タール付着

90住 第237図 1 打製石斧 硬 砂 岩

〃

3 変質輝緑岩

御荷鉾緑色岩類

91住 第240図 1 石  鏃 粘 板 岩
2 スクレイパー 黒 曜 石

3 打製石斧 硬 砂 岩

4 〃

5 緑色 片岩

〃 硬 砂 岩
7 粘 板 岩

輝 緑 岩

粘 板 岩

磨製石斧 御荷鉾緑色岩類

変質輝緑岩 裏面タール付着

8ヱθ



遺構
番号
図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 備 考

91住 第240図 -12 石匙 (大 ) チャー ト

l 粘 板 岩
1

1 横刃型石器 安 山 岩
と 変質輝緑岩

石 製 品 安 山 岩 軽石製

と 凹   石

敲  石

第241図 -21 凹  石

磨  石 表面磨・両面凹穴

凹  石 カーボン付着

石  碗 265 221 4,000 多孔質安山岩 軽石製、内面カーボン付着

92住 第244図 ユ 素」 片 黒 曜 石

2

3 石  鏃

4 打製石斧 石 墨 片 岩

輝 緑 岩

御荷鉾緑色岩類

7 硬 砂 岩

磨製石斧 御荷鉾緑色岩類 タール付着

横刃型石器 21 輝緑凝灰岩

1 石 製 品 安 山 岩 軽石製

11 凹  石

93住 第248図 1 石  鏃 黒 曜 石

17 〃

石  錘 安 山 岩

7 〃 多孔質安山岩

横刃型石器 133 泥 山石

硬 砂 岩
77 緑 泥 片 岩

磨製石斧 御荷鉾緑色岩類

1 石 製 品 安 山 岩 軽石製、斜位の貫通孔

1 海 浜 礫 粘 板 岩

磨  石 安 山 岩 両面磨・両面凹穴

凹  石

94住 第249図■ 石  鏃 黒 曜 石

打製石斧 粘 板 岩

3 石   皿 170 3,400 安 山 岩
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構

号

這

番
図番号 器 種 長 (cln) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 備 考

94住 第249図 4 石   皿 7,400 安 山 岩

954と 第252図 1 石   鏃 黒 曜 看

〃

打製石斧 変質輝緑岩

96住 第255図 硬 砂 岩

97住 第258図 1

輝 緑 岩
3 硬 砂 岩

4 〃 石墨 片岩

5 硬 砂 岩

7 飾  玉 チ ャー ト 西壁下周溝内

磨製石斧 輝 緑 岩
石匙(大 ) 硬 砂 岩

輝 緑 岩
1 横刃型石器 8 緑 泥 片 岩

1 凹  石 安 山 岩

〃

547

磨  石 77 348 裏面磨・表面凹穴、カーボン付着

〃 裏面磨・裏面凹穴、カーボン付着

石  皿 7,000

984と 第261図 1 石  鏃 17 黒 曜 石

2

3

4 〃

5 石  錐 工7

打製石斧 硬 砂 岩

7 〃

横刃型石器 輝 緑 岩
9 安 山 岩
礫  器 泥 山石

安 山 岩

石 製 品 軽石製、碗状、中央に凹み

凹   石

4 石   碗 120 多子し質安山岩

100住 第264図 1 打製石斧 輝 緑 岩
2 〃

3 135 硬 砂 岩
4 輝 緑 岩

5 硬 砂 岩
〃 変質輝緑岩

7 緑泥 片岩

8 ンヽマ ー 石 英

9 石匙(大 ) 粘 板 岩
10 〃 硬 砂 岩

付表16
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構

号

遺

番
図番号 器 種 長 (cm) 幅(cm) 重(g) 石 材 名 備 考

100住 第264図 11 石匙(大 ) ホルンフェルス

1 〃 石 墨 片 岩

磨製石斧 御荷鉾緑色岩類 タール付着、狭入部にはわずかに付着

横刃型石器 緑泥片岩

石墨片岩

石匙(大 ) 緑泥片岩 柄部磨面

17 横刃型石器 硬 砂 岩

凹  石 安 山 岩

石   皿

第265図 20 凹   石

〃 〃

101住 第270図 1 石  鏃 黒 曜 石

2

3

4 〃

石  錐

スクレイパー 自然礫

7

8 自然礫

9 打製石斧 粘 板 岩

緑泥 片岩

石墨 片岩

磨製石斧 御荷鉾緑色岩類 刃部敲打痕と磨面、刃部再生途中か

石匙(大 ) 黒 曜 石 横剖片

横刃型石器 粘 板 岩
17 凹  石 安 山 岩

第271図 19 77

〃

〃 〃

磨  石 裏面磨・表面凹穴

102住 第274図 1 石   鏃 17 黒 曜 石

2 〃

3

4

5 15

7 石  錐

11

スクレイパー 17

6

11 石匙 (小 ) 縦工U片

打製石斧 硬 砂 岩
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遺構
番号
図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 情 考

102住 第274図 13 石匙 (大 ) 硬 砂 岩

1 石 製 品 安 山 岩 軽石製、表面凹

多孔質安山岩 軽石製

凹   石 安 山 岩

磨  石 〃 裏面磨 ,両面凹穴

石   皿 10,100 3分割して炉石に転用

103住 第278図 1 石  鏃 黒 曜 石
2 打製石斧 粘 板 岩
3 礫  器 安 山 岩

7

8

11 〃

1 磨  石 〃 両面磨・両面凹穴

1 石 製 品 軽石製、表面に浅い凹み

軽石製、表面に浅い凹み

(106) 軽石製、裏面下部が張り出し、中央に凹穴を有す。岩偶かP

104住 第282図 1 石  鏃 黒 曜 石
2

3

4

〃 ″

11

9 〃

]

11 石匙(小 ) フジオラルチャート

2 11 黒 曜 石
3 スクレイパー 横ま」片

打製石斧 輝 緑 岩

硬 砂 岩

緑泥 片岩

〃 石 墨 片 岩

粘 板 岩
御荷鉾緑色岩類

石墨 片岩

硬 砂 岩

蛇 紋 岩
ホルンフェ,レス

磨製石斧 552 御荷鉾緑色岩類

折損面に敲打痕、敲打器に転用か

付表16
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構
号
遺
番
図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 備 考

104住 第282図 26 磨製石斧 御荷鉾緑色岩類

石匙(大 ) 粘 板 岩

横刃型石器 緑 泥 岩

粘 板 岩

石 墨 片岩

砂 岩

粘 板 岩

礫  器 鉄 平 石

第283図 35 〃 安 山 岩

〃

石  錘

石 製 品 軽石製、碗状

〃 軽石製、亀甲状

凹  石 〃

787

〃

〃

第284図 45

432

298 裏面茉」落

磨  石 1,252

裏面磨・裏面凹穴

第285図 54

両面磨 。表面凹穴

敲  石

石   皿 228

105住 第288図 1 石   鏃 13 黒 曜 石

チ ャー ト

3 打製石斧 緑泥 片岩

4 輝 緑 岩

石墨 片岩

石匙(大 ) 玄 武 岩
7 石匙 (4ヽ ) 51

礫  器 安 山 岩

石   錘

石 製 品 軽石製、碗状

11 軽石製、碗状

106住 第291図 1 石  鏃 黒 曜 石

2

3
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遺構
番号
図番号 器  種 長 (cm) 幅(cm) 重 ( 石 材 名 備 考

106住 第291図 4 スクレイパー 9 黒 曜 石

5

6 打製石斧 硬 砂 岩

7

緑泥片岩

1 石墨 片岩

〃

磨製石斧

凹  石 安 山 岩

磨  石 両面磨・両面凹穴

〃 1,177 裏面磨

107住 第294図 石  鏃 黒 曜 石

108住 第298図 1 11

石  錐 チャー ト

3 磨製石斧 御荷鉾緑色岩類

4 229

5 磨  石 安 山 岩 裏面磨・両面凹穴

凹   石 1,232

109住 第303図 1 石  鏃 黒 曜 石

2 石   皿 安 山 岩

110住 第308図 1 石  鏃 黒 曜 石

11

石匙 (4ヽ ) 17

4 スクレイパー 5 維制片

5 打製石斧 輝 緑 岩

砂 山石

7 輝 緑 岩
〃 石 墨 片 岩

輝 緑 岩

緑泥 片岩

磨製石斧 超塩基性岩類

横刃型石器 石 墨 片 岩

127 安 山 岩

1■住 第310囲 1 石   鏃 黒 曜 石

2 打製石斧 硬 砂 岩

3 石 墨 片 岩

4 変輝緑岩

硬 砂 岩
6 輝 緑 岩

イ「匙(大 ) 122 石 墨 片 岩

R 105 硬 砂 岩 横主1片
9 1蒼   イ 安 山 岩 表面磨・両面凹穴

H21 第3131判 イ「  鏃 15 黒 曜 石

H3イ | 弗317:判 1

,「ウ世イ「々含 輝 緑 岩 尖頭状

付表16
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遺構
番号
図番号 器 種 長 (cm) 幅(cm) 重 ( 石 材 名 備 考

113住 第317図 3 打製石斧 ホルンフェルス

4 横刃型石器

5 蛇 紋 岩
凹   看 安 山 岩

7 磨  石

凹  石

9

229 1,534

磨  石 536 〃 裏面磨・表面凹穴

裏面磨・表面凹穴

第318図■3 四  石

石   皿 〃

114住 第321図 1 打製石斧 〃

横刃型石器 硬 砂 岩
115住 第324図 1 スクレイパー 黒 曜 石 自然礫

打製石斧 硬 砂 岩

緑泥 片岩

4 硬 砂 岩
〃

横刃型石器

7 緑 泥 片 岩

8 磨製石斧 ホルンフェルス

9 凹   石 123 安 山 岩

116住 第327図 1 石  鏃 黒 曜 石

打製石斧 変質輝緑岩

横刃型石器 硬 砂 岩

四  石 125 安 山 岩
磨  石 裏面磨・両面凹穴

石   皿 1,200 小形、炉辺に反転

117住 第331図■ 打製石斧 ホルンフェアレス

変質輝緑岩

〃 緑泥 片岩

4 硬 砂 岩
5 粘 板 岩

硬 砂 岩

7 石 墨 片岩

粘 板 岩

石 墨 片 岩

〃 硬 砂 岩

〃 緑泥 片岩

1 〃

変質輝緑岩

4 横刃型石器

石匙(大 ) 輝 緑 岩
1 凹   憑 安 山 岩

安 山 岩
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号
遺
番

図番号 器 種 長(cm) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 備 考

117住 第331図 18 石   皿 1,100 安 山 岩

3,400

第332図 20 磨  石 表面磨・両面凹穴

裏面磨・表面四穴、タール付着

118住 第334図 1 打製石斧 硬 砂 岩
2 変質輝緑岩

119住 第343図 1 石  鏃 黒 曜 石

〃 17

〃 〃

7

5

9

2

11 4

石匙 (小 ) 7 ラジオラルチャート 横茉」片

打製石斧 405 変質輝緑岩

硬 砂 岩 横争」片

横剖片

〃 変質輝緑岩

輝 緑 岩

変質輝緑岩

ホルンフェルス

砂 岩 横剰片

緑泥 片岩

硬 砂 岩

〃 輝 緑 岩

変質輝緑岩

変質輝緑岩

〃

石 塁 片 岩

硬 砂 岩 横剖片

石 墨 片 岩 横剖片

第344図-33 〃 硬 砂 岩

変質輝緑岩

緑 泥片岩

粘 板 岩

変質輝緑岩

〃 緑 泥 片 岩

付表16
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号

遺

番
図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 備 考

119住 第344図 41 打製石斧 緑泥片岩

石 墨 片 岩

緑 泥 片 岩

石墨 片岩

変質輝緑岩

4 泥 石

変質輝緑岩

変質輝緑岩

緑泥 片岩

変質輝緑岩

硬 砂 岩

〃

〃 粘 板 岩
磨製石斧 御荷鉾緑色岩類

輝 緑 岩

御荷鉾緑色岩類

〃 変質輝緑岩

御荷鉾緑色岩類

変質輝緑岩

第345図 62

〃

チ ャー ト

石匙 (大 ) 変質輝緑岩

安 山 岩
″ 変質輝緑岩

横刃型石器 硬 砂 岩

″ 変質輝緑岩

閃 緑 岩

安 山 岩

〃 変質輝緑岩

硬 砂 岩

変質輝緑岩

石墨 片岩

粘 板 岩
打製石斧 石墨 片岩 異形

礫   器 角閃石安山岩

安 山 岩

〃 砂 岩
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構

号

遺

番
図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重 ( 石 材 名 備 考

119住 第345図-87 礫  器 安 山 岩

〃

第346図 -89

素材か P

ンヽマ ー 砂 岩

石  錘 安 山 岩

石 製 品 軽石製、表裏に彫刻、弧線文と円形文

〃 軽石製、岩偶かP表面に彫刻、円形文 2カ所と沈線

軽石製、岩偶か P表面に彫刻、円形文 3カ所

〃 軽石製、紡錘形で頂部に突起

軽石製、碗状

〃 軽石製、碗状、底部穿孔

軽石製、碗状、中央部に浅い凹み

凹  石

〃

第347図 103

磨  石 裏面磨・両面凹穴

凹  石

〃

〃

第348図 -11 石   皿 19,900

〃 125 202

13,600 同一個体接合

120住 第352図 -1 打製石斧 硬 砂 岩

2 石  鏃 黒 曜 石

121住 第355図 磨  石 安 山 岩 両面磨・表面凹穴

122住 第358図 1 石匙(4ヽ ) 8 輝 緑 岩

凹   石 安 山 岩
〃

パレット 265 凹穴に赤色塗料付着、穴内面に削痕

123住 第361図 1 打製石斧 緑泥 片岩

〃 南壁際

磨製石斧 御荷鉾緑色岩類

凹  石 安 山 岩

石  棒 〃 炉辺に直立

丸  石 13,900 敲打痕 (凹み)、 入口部左の壁際より出土

124住 第366図 1 石  鏃 黒 曜 石

2 打製石斧 緑 泥 片 岩

3 横刃型石器 硬 砂 岩 横剰片

4 凹  石 安 山 岩

5 磨  石 両面磨・表面凹穴
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号

遺

番 図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 備 考

124住 第366図 6 磨  石 安 山 岩 両面磨・両面凹穴

125住 第369図■ 打製石斧 御荷鉾緑色岩類

2 磨  石 安 山 岩 3面磨・両面凹穴

126住 第373図 1 石  錐 黒 曜 石

2 打製石斧 緑泥 片岩

3 凹  石 安 山 岩

127住 第375図 1 石  錐 黒 曜 石
磨製石斧 変質輝緑岩

3 凹   石 安 山 岩
128住 第377図 打製石斧 変質輝緑岩

129住 第380図 1 硬 砂 岩 旧炉内

磨製石斧 変質輝緑岩

凹  石 安 山 岩
磨  石 表面磨・両面凹穴

130住 第381図 4 凹   石

131住 第385図 1 石 製 品 ″ 軽石製、表面に浅い凹み、裏面に円形孔

2 石  皿 炉石に転用

132住 第388図 1 石  鏃 黒 曜 石

2 磨製石斧 12.7 御荷鉾緑色岩類

133住 第391図 1 打製石斧

2 閃 緑 岩

3 変質輝緑岩

石匙 (大 ) 硬 砂 岩 横制片
5 横刃型石器 粘 板 岩

硬 砂 岩 横剖片

7 磨  石 安 山 岩 表面磨・両面凹穴

134住 第393図 1 横刃型石器 輝 緑 岩
ハ ンマー ラジオラルチャート

凹  石 安 山 岩

カーボン付着

5

135住 第396図 1 石  鏃 17 黒 曜 石

2

3 打製石斧 硬 砂 岩
4 変質輝緑岩

5 硬 砂 岩
磨製石斧 御荷鉾緑色岩類

7 横刃型石器 硬 砂 岩 横刹片
8 緑泥 片岩

横票J片

10 凹  石 安 山 岩

11

12 磨  石

13 石   皿 250 11,900
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構
号
遺
番
図番号 器 種 長(cm) 幅(cm) 重(g) 石 材 名 術 考

135住 第396図■4 石   皿 安 山 岩 炉石に転用

l

136住 第399図 1 石  鏃 黒 曜 石

2 スクレイパー 〃 自然操

3 打製石斧 硬 砂 岩
4 御荷鉾緑色岩類

硬 砂 岩

変質輝緑岩

7 〃 蛇 紋 岩

磨製石斧 200 変質輝緑岩 刃部欠損、欠損部に磨面、刃部再生途中か

9 チャー ト 南pit 5内

石 製 品 安 山 岩 軽石製、頂部に凹み

l 石  錘

l 磨  石

ユ 凹   石

l 〃

〃

第400図■7 表面皿状の四み

磨  石 両面磨

137住 第402図 1 石  鏃 黒 曜 石

2 打製石斧 変質輝緑岩

横刃型石器 緑泥 片岩

石   皿 10,500 安 山 岩 炉址東側床面より出上、円形の陰亥1文を彫刻

138住 第406図■ 石  鏃 黒 曜 石

打製石斧 変質輝緑岩

礫   器 安 山 岩

凹  石

142住 第410図 1 打製石斧 硬 砂 岩

変質輝緑岩

礫  器 安 山 岩

143住 第412図 2 打製石斧 変質輝緑岩

3 横刃型石器 砂 山石

144住 第413図 2 石匙 (大 )

145住 第414図 2 石  鏃 黒 曜 石

146住 第455図 2 打製石斧 輝 緑 岩 第1号竪穴状遺構

147住 第419図 1 石  鏃 黒 曜 石

2

3 ″

4 ″

5 15

打製石斧 砂 石

7 御荷鉾緑色岩類

ホルンフェルス

諺 σ



構

号

遺

番
図番号 器 種 長 (cm) 幅(cm) 重 ( g) 石 材 名 備 考

147仁 第419図 9 打製石斧 粘 板 岩
l ″ 御荷鉾緑色岩類

125 石墨片岩

1 緑 泥 片 岩

l 〃

1 〃 変質輝緑岩

石墨片岩

〃

変質輝緑岩

石 墨 片 岩

1 変質輝緑岩

〃

〃

〃 変質輝緑岩

8

輝 緑 岩

磨製石斧 御荷鉾緑色岩類

石匙(大 ) 変質輝緑岩

横刃型石器

御荷鉾緑色岩類

礫  器 変質輝緑岩

第420図 31 敲  石 輝 緑 岩 全面に磨滅痕、■7号住居出上品と接合関係
礫  器 安 山 岩

凹   石 307

磨  石 両面磨・両面凹穴、下端敲打痕、タール付着

149住 第424図 1 打製石斧 石墨片岩

2 変質輝緑岩

150住 第429図 1

2 硬 砂 岩

3 〃 変質輝緑岩

4 硬 砂 岩

ホルンフェルス

〃 輝 緑 岩
7 〃 ホルンフェルス

緑泥 片岩

変質輝緑岩

〃 粘 板 岩

緑泥 片岩

1 輝 緑 岩

磨製石斧 御荷鉾緑色岩類

横刃型石器 硬 砂 岩

l
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構

号

遺

番
図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重 ( g) 石 材 名 備 考

150住 第429図 18 礫  器 安 山 岩

凹   石 123

石   皿 7,400 〃 裏面に凹穴、磨面部作出痕

151住 第435図 1 石  錐 黒 曜 石

打製石斧 変質輝緑岩

〃

石 墨 片 岩 横主U片

変質輝緑岩 横象」片

〃

〃 〃 礫核状厚手制片

〃 硬 砂 岩 横剖片

変質輝緑岩

11 粘 板 岩 横剖片
〃 変質輝緑岩

〃 輝 緑 岩

14 石墨 片岩

変質輝緑岩

緑泥 片岩

1 〃 変質輝緑岩

横刃型石器 横素U片

石 製 品 安 山 岩 軽石製、碗状、表面にやや深い凹み

152住 第439図 1 打製石斧 変質輝緑岩

2 輝 緑 岩
御荷鉾緑色岩類

〃 変質輝緑岩

粘 板 岩

7 変質輝緑岩

横刃型石器 硬 砂 岩

〃 変質輝緑岩

1 輝 緑 岩
11 石  錘 安 山 岩

153住 第441図 1 石  鏃 17 黒 曜 石

2 打製石斧 石 墨 片 岩

硬 砂 岩

変質輝緑岩

〃 硬 砂 岩
7 変質輝緑岩

磨製石斧

横刃型石器 横まけ片

〃 輝 緑 岩 横制片

11 変質輝緑岩 横剖片

機   器 輝 緑 岩

付 表 16
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構

号

遺

番
図番号 器 種 長(伽 ) 幅(cm) 重 ( g) 石 材 名 備 考

153住 第441図■3 凹  石 102 安 山 岩

154住 第443図 石匙(大 ) 硬 砂 岩

155住 第445図 1 打製石斧 変質輝緑岩

2 石 墨片岩 折損面に刃部再生

3 磨製石斧 御荷鉾緑色岩類

4 凹   石 安 山 岩

156住 第447図 1 打製石斧 変質輝緑岩

2

3

石 墨 片 岩

5 輝 緑 岩
磨製石斧 変質輝緑岩

7 礫  器 安 山 岩

横刃型石器 緑泥 片岩

157住 第451図 1 石  鏃 黒 曜 石

2 打製石斧 石墨 片岩 横まU片

変質輝緑岩

4 安 山 岩

5 緑泥 片岩 横象」片

7 粘 板 岩

硬 砂 岩 横制片

9 横刃型石器 緑 泥 片岩

磨製石斧 247 御荷鉾緑色岩類

11 刃部磨面、刃部再生途中か、磨石へ転用か

1 輝 緑 岩 横子」片
1 礫  器 安 山 岩

輝 緑 岩

安 山 岩

石 製 品 〃 軽石製

凹   石

第452図 -22

117 〃

〃

〃

158住 第456図 1 石   皿 第2号竪穴状遺構

2 8,500 第2号竪穴状遺構

159住 第454図 1 石  鏃 黒 曜 肩
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構

号

遺

番
図番号 器 種 長(cm) 幅 (cm) 重(g) 万 材 名 備 考

159住 第454図 2 石  鏃 黒 曜 石

打製石斧 17 緑 泥 片 岩

硬 砂 岩

5 変質輝緑岩

石匙(大 ) 輝 緑 岩
7 横刃型石器 硬 砂 岩

8 石墨片岩

;号土拶 第485図 1 石  鏃 1 黒 曜 石

17

3 垂   飾 ヒ ス イ

■ ■ 磨製石斧

13土 第486図 -2 石匙(大 ) 輝 緑 岩 横制片

チ ャー ト 横予J片

26二L 輝 緑 岩 横IJ片
38土 7 石 製 品 安 山 岩 軽石製、碗状

39土 8 石匙(大 ) 輝 緑 岩 横剖片
40二L 第487図 1

46土 磨製石斧 御荷鉾緑色岩類

47土 石  鏃 黒 曜 石

59上 7 石  錐

69■ 打製石斧 変質輝緑岩

83土 11 石  鏃 黒 曜 石
131土 第488図 5 石匙(小 ) 7 横剣片

132=L 6 礫  器 安 山 岩

139土 第489図 1 石匙(大 ) 硬 砂 岩 横キJ片

145こと 2 打製石斧

160■ 4 石   皿 5,100 安 山 岩 第5号方形柱穴列

161土 打製万斧 粘 板 岩
171土 7 71 緑 泥 片 岩

174土 〃 硬 砂 岩

石匙 (小 ) 黒 曜 石
176土 第490図 1 石  錐

200こと 4 石匙(大 ) 輝 緑 岩
207土 5 打製石斧 安 山 岩

222こと 石   皿 輝 緑 岩 小形石皿、裏面凹穴
223土 7 石匙(大 ) 輝 緑 岩 横剥片
225土 9 磨製石斧 5

247三と 11 石  鏃 l 黒 曜 石
12 石匙(大 ) 71 輝 緑 岩 横象」片

267土 第491図 3 石  鏃 黒 曜 石
295こと 〃 チャー ト

298三L 第492図 2 石  錐 13 黒 曜 石
301土 3 打製石斧 変質輝緑岩

4 磨製石斧 輝 緑 岩

付表16
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構
号
遺
呑
図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 備 考

310土 第492図 7 狭状耳飾 1ユ 滑 石 垂飾りに転用

327土 第493図 2 石匙(大 ) チ ャー ト

333土 5 打製石斧 緑泥 片岩

350土 石  錐 黒 曜 石

7 石   鏃

352土 第494図 2 打製石斧 緑 泥 片 岩

353土 3 石  錐 黒 曜 石

356土 5 垂  飾 琥

364土 4 石  錐 黒 曜 石

374土 第495図 1 打製石斧 石墨 片岩

2 〃 変質輝緑岩

379土 第496図 6 石  鏃 黒 曜 石

380土 第495図■5 17

381土 1 海 浜 礫 チ ャー ト

386=L 第496図 7 打製石斧 輝 緑 岩

8 石匙 (4→ 黒 曜 石

387土 打製石斧 御荷鉾緑色岩類

389土 石  鏃 3 黒 曜 石

392土 第497図 2 万  錘 77 安 山 岩

399土 5 石   皿 221 4,100 裏面に脚状の突起と沈線を彫亥1、 敷石遺構出土品(小片苫0と接合

401土 第498図 5 石  鏃 黒 曜 石

7

8 岩  版 輝緑岩(風化)
泥質、やや黄色味 のかか った?L白 色、ツ2程を欠搬、三角 形 と菱形 を
沈線で梁 ぐ陰刻文 を施文 、文様 内の全 箇所 に赤色遼料 が認め られ る

409土 ユ 打製石斧 砂 石

412土 第499図 9 石  鏃 15 黒 曜 石

417土 第500図 1 17

2 17 17 〃

3 打製石斧

419土 5 緑泥 片岩

420土 石  鏃 黒 曜 石

424土 第501図■8 石 製 品 安 山 岩 軽石製、碗状

427土 第502図 2 打製石斧 石 塁 片 岩

3 石  錘 安 山 岩

432土 5 石   鏃 黒 曜 石

441土 第503図 1 石匙(大 ) 57 〃 縦をななめに使用

2 輝 緑 岩 横長剖片

443■ 4 打製石斧 緑泥 片岩

449■

452土 8 スクレイパー 27 チ ャー ト

9 石匙 (小 ) 縦予1片

石匙(大 ) 輝 緑 岩 横制片

464土 7 打製石斧 石 墨 片岩

472土 11 凹  石 安 山 岩 軽石製、碗状

480土 第504図 4 打製石斧 緑泥 片岩

488土 第505図 1 磨製石斧 御荷鉾緑色岩類
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付表16

遺構
番号
図番号 器 種 長(cm) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 備 考

489二L 第505図 2 石匙(大 ) 輝 緑 岩 横長辛J片
3 〃 調整横長まJ片

552二L l 打製石斧

1 変質輝緑岩

553二L 第506図 2 石  鏃 黒 曜 石

570二L 石匙(大 ) 輝 緑 岩 横剖片

585二L 垂  飾 ヒス イ P

590二し 第507図■ ヒ ス イ

597■ 石匙(大 ) 粘 板 岩 横剰片
5 輝 緑 岩

609■ 打製石斧 粘 板 岩

612土 石匙 (4ヽ ) 7 黒 曜 石

621土 石  鏃

622こと ll 石匙(大 ) 硬 砂 岩

629二L 打製石斧 チャー ト

630二L 第508図 1 石匙(大 ) 輝 緑 岩

636二L 2 石匙(小 ) チ ャー ト

640三L 3 打製石斧 変質輝緑岩

642■ 4 石匙 (大 ) 輝 緑 岩 横象J片

643」L 横象J片

653二L 8 九  石 黒 曜 石

集石 第530図 1 打製石斧 665 変質輝緑岩 横票J片

2 凹  石 557 安 山 岩

3

4 尻  石 石英質、結晶体 表面になめらかな円形突起多出、自然礫、オレンジ色を呈す

第531図 5 石  棒 12,400 安 山 岩

335 8,700

7 125 2,600 多孔質安山岩

丸  石 5,500 安 山 岩

敷石遺膳 第533図 石  櫃 未測定 内面底部に磨痕

チー31 第7図 1 キJ  片 黒 曜 石 先土器、縦剖片

H-5 2 先土器、縦剖片

456こと 先土器、横剣片

Y-40 4 有茎尖頭器 チ ャー ト 先土器

12住 5 尖 頭 器 〃 先土器

Я・-52 第572図 1 石 製 品 安 山 岩 軽石製、碗状、底部に高台状の円形突起

L-18 2 軽石製、筒状、上面に四み

W 16 軽石製、皿状

U-52 〃 軽石製、上面に楕円形の凹み、側面に円形突起を彫刻

R-53 軽石製、凹石状

Q-55 軽石製、四石状

Y-52 7 軽石製、凹石状

R-18 〃 17 軽石製、石錘状、両側面に若干の決入

D-49 軽万製、量悪湾i�ど窯忍倉呈霧弐憩凱星ど亀撃
部に貫通孔

アー39 軽石製、定角式磨石斧状

B生 66 石  棒 変質輝緑岩
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遺構
番号
図番号 器 種 長 (cm) 幅 (cm) 重(g) 石 材 名 偏 考

ウー20 第572図 12 石  棒 変質輝緑岩

N21 海 浜 礫 チャー ト 全面に磨痕・擦痕、海浜礫 ?

[-15 狭状耳飾 沿 石

ケ 18 垂  飾

P-19 第559図 2 石匙(小 ) チ ャー ト

カー29 打製石斧 蛇 紋 岩
P-5ユ 硬 砂 岩
G-20 変質輝緑岩

ウー45 硬 砂 岩

Q-18 7 礫   器 黒 曜 石

R-11 磨製石斧

R-11 変質輝緑岩

U-34 輝緑凝灰岩

I-13 11 輝 緑 岩
コー39 蛇 紋 岩
018 チ ャー ト

S-41 14 石匙(大 ) 硬 砂 岩
H-60 石 墨 片岩

E-60 〃 緑泥 片 岩

R21 -17 礫  器 安 山 岩
イー24

C14 鉄 平 石

X52 〃 安 山 岩

Y-6 第560図 21

P-1819

Vヽ36

X-37 粘 板 岩
O-54 安 山 岩

V-33

表採 石   錘

Vヽ39

R-11 〃

クー37 輝 緑 岩
G-20 安 山 岩

T48

K■ 0 〃

キー37

オー15 多孔質安山岩

K■5 安 山 岩

N26 〃

K-11

イー11

工 52 粘 板 岩
V33 第607図-1 祗   石 安 山 岩 平安

U12 2 平安

832



付
表
17
 
住
居
II
出
土
石
器
組
成
一
覧
表

完
形
品

欠
損
品

遺
構
番
号
石
鏃
翻 い
石
錘
製 斧

打 石
廣
刃
型

石
器
魏 側
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
ハ
ン
片 器

剰 石
石
核
制
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剣 石
両
極
・ 片
砕 制
石
鏃
ブ
ラ
ン
ク
ス
ク
レ
イ
パ
ー

1号
住
平
安
住
居
利
表
19
参
照

2号
住

1
1
2

2
1

5
1

1
平
石
1立
石
様
礫
1

3号
住

1
1

1
1

2
4

垂
飾
ユ

4号
住

/1
1

l
1
2

2

5号
住

/ユ
l

1
1

軽
石
製
品
1

6号
住

1
1

1
1

1
1

1
1

7号
住

1
/1
1/
1

1
1

3
1

5
39
9
5

8号
住

1
1

9号
住

1
1

1
1

3

10
号
住

1
l

1
4

11
号
住

l
1

2
1

12
号
住

2
1

1
尖
頭
器
(先
土
器
)1

13
号
住

1
l

4
1

14
号
住

1

15
号
住

1
1

16
号
住

1
1

1
1

1

17
号
住

l
1

3
1
1

18
号
住

5

19
号
住

1
1

1
1

1
1

l
1

軽
石
製
品
1石
碗
1

20
号
住

ユ
1

3
5

21
号
住

22
号
住

1
3

2
1
5
4

l

23
号
住

1/
1

1
2

1
1

2
3

24
号
住

2
1

3
1
1

1
1

1

25
号
住
/1

1
1

6

26
号
住

2
1

1
1

4
1

27
号
住

1
3

1
1

1
l

1
1

1
l

軽
石
製
品
1

∞ 』 的

奪 � 喝



∞ 的 ペ
遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器

石
匙

(大
)

凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
ン 　 一

ハ 　 マ

片 器

制 石
石
核
剖
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剖 石
両
極
・ 片
砕 制

ブ ク
鏃 ン

石 ラ
ス
ク
レ
イ
パ
ー

28
号
住

2

29
号
住

1
1

l
2

1
/1

1
1

5

30
号
住

/1
l

31
号
住

2
1

1
8

32
号
住

1
1

6
l

1
1

1
12
2
1

33
号
住

/1
1

34
号
住
平
安
住
居
付
表
19
参
照

35
号
住

l
1

36
号
住

1
4

37
号
住

1
5
2

38
号
住

/ユ
1

3

39
号
住

1
2

1
1

1

40
号
住

2
l

1
/1

1
7

4
1

垂
飾
1

41
号
住

1
1

2
2

4
1

42
号
住

3
1

1
1

l
5

4
1

43
号
住

1
1

1
4

軽
石
製
品
1

44
号
住

1
4

ユ
1

45
号
住

l
1

1

46
号
住
平
安
住
居
付
表
19
参
照

47
号
住
平
安
住
居
付
表
19
参
照

48
号
住

1
1

1
4

49
号
住

50
号
住
平
安
住
居
偶
表
19
参
照

51
号
住

ユ
1

1
1

1
1

52
号
住

2

53
号
住

2
1

1

54
号
住

1

55
号
住

3
1

1
1

56
号
住

1
1

3
1



∞ ∞ 鋭

遺
構
番
号
石
鏃
馳 い
石
錘
製 斧

打 石
横
刃
型
石
器
魏 ∩
四
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐

ン 　 一

ハ 　 マ

片 器

剰 石
石
核
刹
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
る
敲
石
磨
石

片 器
剥 石
両
極
・ 片
砕 剖

ブ ク
鏃 ン

石 ラ
ス
ク
レ
イ
パ
ー

57
号
住

1
1

5
l

2
2

58
号
住

1
1

1
3

2
27
7

1
軽
石
製
品
1

59
号
住

1
/1

1
1

1

60
号
住

1
1

3
2

61
号
住

2

62
号
住
1/
1

1
/1

1

63
号
住

1
1

8

64
号
住

3
1

1
/1

1
1(
頁
岩
)

65
号
住

1

66
号
住

1
l

1
台
石
1(
原
石
)

67
号
住

2
軽
石
製
品
1

68
号
住

1
1

69
号
住

70
=テ
tと

1
2

1

71
号
住
平
安
住
居
付
表
19
参
照

72
号
住

/1
4

1
ユ

1
1

73
号
住

1
1

1

74
号
住

1
2

1
1

1

75
号
住

1
1

ユ

76
号
住
平
安
住
居
付
表
19
参
照

77
号
住

1
1

1
1
1

1
1

78
号
住

2
3

1
1

79
号
住

1

80
号
住

1
1

81
号
住
/1

4
1

82
号
住

ユ
1

83
号
住

1
1

1

84
号
住

/1
/1

3
1

85
号
住

l
1

1
l

4
2

４ � く



∞ 的 ６

遺
構
番
号
石
鏃
魏 蝸
石
錘
製 斧

打 石
横
刃
型
石
器
秘 側
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
磨
製

石
斧
礫
器
石
錐
ハ
シ
/

マ
ー

片 器

剖 万
石
核
制
片
砕
片
原
石
石
棒
九
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剖 石
両
極
・ 片
砕 剣

ブ ク

鏃 ン

石 ラ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

86
号
住

1
1

3
1

87
号
住

1
l

4
1

7

88
号
住

1
7

1

89
号
住

1
1

1
1

1
4

1
石
碗
1

90
号
住

4
1

91
号
住
/1

2
1

l
1
1
2

1
軽
石
製
品
1石
碗
1

92
号
住

1
1

1
1

4
4

軽
石
製
品
1

93
号
住

2
3

1
1

1
2

1
海
浜
礫
1軽
石
製
品
1

94
号
住

7
1

95
号
住

1
2

1
軽
石
製
品
3

96
号
住

1
1

1
1

97
号
住

6/
10

1
2
3

2
2

飾
玉
1

98
号
住

2
1

2
1

2
1

軽
石
製
品
1石
碗
1

99
号
住

10
0号
住

4/
16

3
1

7
3

4
5

10
1号
住

1
1
1

1
1

7
2

1
7
4

1
軽
石
製
品
1

10
2号
住

1
1

1
2

1
1

4
2

軽
石
製
品
2

10
3号
住

1
9

1
1

1
軽
石
製
品
3

10
4号
住

1
1

2
3

9
1

9
1

1
軽
石
製
品
2

10
5号
住

1
1

2
l

4
軽
石
製
品
2

10
6号
住

1
1

1
1

4
1
4

2

10
7号
住

2
l

10
8号
住

1
l

1
1
2

1

10
9号
住

1
2

1

11
0号
住

1
1/
1

1
1

1

1■
号
住

1
1

3

11
2号
住
/1

/1

11
3号
住

2
/1

3

11
4号
住

1
1

1
1

2
軽
石
製
品
1



遺
構
番
号
石
鏃
魏 い
石
錘
製 斧

打 石
貨
刃
型
石
器
魏 ω
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
ハ
シ
/
片 器

剰 石
石
核
制
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剣 石
両
極
・ 片
砕 剣

ブ ク
鏃 ン

石 ラ
ス
ク
レ
イ
パ
ー

11
5号
住

4
2

1
/1

l
1

1
1

11
6号
住

1
1

1
1

2

11
7号
住

1
1

l
1

1
1

11
8号
住

11
9号
住

1
25
/5
2

1
5

5
8

軽
石
製
品
7

12
0号
住
/1

1
1

12
1号
住

1

12
2号
住

1
1

1
パ
レ
ッ
ト
1

12
3号
住

2
1

1

12
4号
住

1
1

1
1

2

12
5号
住

1
1

6

12
6号
住

/1
1

1
4

12
7号
住

1
1

1
l
3

12
8号
住

1

12
9号
住

l
1

1
l

2

13
0号
住

2
2

13
1号
住

/1
軽
石
製
品
1

13
2号
住

l
/1

l

13
3号
住

2
1

2
6

13
4号
住

1
1

4

13
5号
住
2

1/
1

l
1

1

13
6;
住
/1

1
4

1
1
軽
石
製
品
1

13
7号
住

1
/1

1
3

13
8号
住

1
l

l

13
9号
住
平
安
住
居
付
表
19
参
照

14
0号
住

14
1号
住

/ユ

14
2;
住

1
1

l
ユ

14
3号
住

l
1

6

尊 � 葛

∞ 』 式



∞ ∞ ∞
遺
構
番
号
石
鏃
馳 出
石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
魏 ∩
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
ン 　 一

ハ 　 マ

片 器

剥 石
石
核
制
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
錫
磨
石

片 器
剖 石
両
極
・ 片
砕 制

ブ ク
鏃 ン

石 ラ
ス
ク
レ
イ
パ
ー

14
4号
住

1
9

14
5号
住
/1

1
2

14
6号
住

l
4

(第
1号
竪
穴
状
遺
構
)

14
7号
住

1
ユ

1
1

1
2

48
号
住

49
号
住

l
5

50
号
住

7/
13

1
1

1
2

1
1

1

51
号
住

12
/1
3

1
7

l
1

1
軽
石
製
品
1

52
=チ
tと

1
/1

2
ユ

53
1ヂ
准
と

2
/1
1

4
1

54
号
住

1
1

5

55
靴

l
2
1

1

56
号
住

1
2

2
1

1

57
号
住

3/
11

1
6

9
3

2
6

軽
石
製
品
1

58
=チ
tと

(第
2号
竪
穴
状
遺
構
)

59
靴

1
2
2

3
7



付
表
18
 
土
墳
出
土
石
器
組
成
一
覧
表

完
形
品

欠
損
品

∞ ∞ ６

遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
礎 ω
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
ハ
ン

マ
ー

片 器

剃 石
石
核
禁
J片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剣 石
両
極
・ 片
砕 剣

ブ ク

鏃 ン

石 ラ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

1号
土
羨

2号
土
渡

3号
土
装

4号
土
渡

5号
土
渡

21
百
蓼
こ )

垂
飾
1

6号
土
羨

7号
土
渡

8号
土
羨

9号
土
羨

2

10
号
土
羨

11
号
土
装

/1
1

12
号
土
壊

19
ξ
夕
こ)

13
号
土
羨

2
19
軍
夕
こ)

2

14
号
土
羨

15
号
土
羨

l

16
号
土
痰

17
号
土
疲

18
号
土
羨

19
号
土
羨

20
号
土
羨

1

21
号
土
壊

22
号
土
渡

23
号
土
装

3

24
号
土
羨

2

25
号
土
羨

26
号
土
羨

l

27
号
土
羨

28
号
土
羨

29
号
土
羨

7

30
号
土
渡

31
号
土
羨

32
号
土
羨

33
号
土
装

ユ

34
号
土
羨

3

奪 � “



遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
魏 側
凹
る
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐

ン 　 一

ハ 　 マ

片 器

剰 石
石
核
象
」片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剣 石
両
極
・ 片
砕 劉

ブ ク

鏃 ン

石 ラ

ス
ク
レ

イ
パ
ー

35
号
土
装

2

36
号
上
羨

37
号
土
獲

3

38
号
上
羨

軽
石
製
品
l

39
号
土
羨

1

40
号
土
獲

2

41
号
土
羨

1

42
号
土
羨

43
号
土
獲

2

44
号
土
羨

11

45
号
土
装

46
号
土
羨

/1
1

47
号
土
羨

1
5

48
号
土
羨

1

49
号
土
羨

3

50
号
土
渡

1

51
号
土
援

52
号
土
娯

53
号
土
渡

54
号
土
壊

55
号
土
羨

2

56
号
土
羨

57
号
土
羨

ユ

58
号
土
装

59
号
土
羨

l
l

3

60
号
土
獲

61
号
土
羨

62
号
土
羨

63
号
土
羨

3

64
号
土
援

65
号
土
渡

66
号
土
渡

67
号
土
羨

68
号
土
羨

69
号
土
羨

l
3

70
号
土
羨

奪 　 　 灘

∞ へ ６



遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
魏 肉
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
ン 　 一

ハ 　 マ

片 器

制 石
石
核
象
U片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剥 石
両
極
・ 片
砕 剣

ブ ク

鏃 ン

石 ラ

ス
ク
レ

イ
パ
ー

71
号
土
羨

1

72
号
土
猿

73
号
土
装

74
号
土
羨

75
号
土
装

76
号
土
羨

77
号
土
装

78
号
土
装

79
号
土
羨

80
号
土
娠

81
号
土
羨

82
号
土
羨

2

83
号
土
壊

1

84
号
土
渡

85
号
土
援

86
号
土
援

4

87
号
土
装

7

88
号
土
装

2

89
号
土
獲

1

90
号
土
渡

91
号
土
羨

1

92
号
土
壊

3

93
号
土
羨

94
号
土
羨

95
号
土
羨

96
号
土
羨

97
号
土
羨

2

98
号
土
摸

99
号
上
壊

3

10
0号
土
壊

2

10
1号
土
羨

10
2号
土
娯

10
3号
土
城

10
4号
土
竣

10
5号
土
羨

10
6号
土
羨

尊 � 房

∞ ぺ 聘



∞ 馬
遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

万
器
魏 側
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
暦
製

石
斧
礫
器
石
錐
アヽ
シ
/
片 器

制 石
石
核
剖
片
砕
片
原
石
石
棒
九
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
制 石
両
極
・ 片
砕 剥
石
鏃
ブ

ラ
ン
ク

ス
ク
レ
イ
パ
ー

10
7号
土
壊

10
8号
土
壊

10
9号
土
装

1

11
0号
土
壊

11
1号
土
壊

11
2号
上
壊

11
3号
土
壊

11
4号
土
躾

11
5号
土
壊

11
6号
土
羨

l
1

4

11
7号
土
渡

11
8号
土
壌

11
9号
土
壊

4

12
0号
土
渡

12
1号
上
壊

12
2号
土
娯

1

12
3号
土
羨

2

12
4号
土
渡

12
5号
土
渡

12
6号
土
壊

12
7号
土
援

12
8号
土
嬢

12
9号
上
嫉

13
0号
土
媛

1

13
1号
土
壊

l
1

3

13
2号
土
墳

l
8

13
3号
土
羨

2

13
4号
土
羨

l
1

13
5号
土
羨

13
6号
土
壊

13
7号
土
羨

13
8号
上
渡

6

13
9号
土
援

1

14
0号
土
墳

14
1号
土
羨

14
2号
土
渡



遺
構
番
号
万
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
打
製

石
斧

横
刃
型

石
器

石
匙

(大
)

凹
石
敲
石

磨
 
石

肩
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐

ン 　 一

ハ 　 マ

片 器

剣 石
石
核
剖
片
砕
片
原
石
石
棒
九
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剰 石
両
極
・ 片
砕 剣

ブ ク

鏃 ン

石 ラ

ス
ク
レ

イ
パ
ー

14
3号
土
羨

l
2

14
4号
土
羨

14
5号
土
竣

14
6号
土
獲

14
7号
土
羨

5

14
8号
土
羨

14
9号
土
渡

15
0号
土
羨

3
7

15
1号
土
羨

/1

15
2号
土
羨

15
3号
土
羨

15
4号
土
羨

15
5号
土
羨

1
8

15
6号
土
壊

15
7号
土
壊

6

15
8号
土
披

15
9号
土
渡

16
0号
上
羨

1
2

16
1号
土
残

16
2号
土
羨

16
3号
土
壊

16
4号
土
渡

16
5号
土
渡

16
6号
土
羨

1

16
7号
土
壊

16
8号
土
羨

1ぐ
[膠
ミ
)

16
9号
土
渡

17
0号
土
墳

17
1号
土
渡

1
lt
【
膠
ミ
)

l
3

17
2号
土
羨

2

17
3号
土
渡

3

17
4号
土
獲

]
11

17
5号
土
墳

17
6号
土
墳

1
4

17
7号
土
接

17
8号
土
壊

2

尊 � 冨
∞ ぺ ∝



＃ 　 郎

∞ へ へ
遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

積
刃
型

石
器
馳 ∞
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
磨
製

石
斧
礫
器
石
錐

ン 　 一

ハ 　 マ

片 器

剖 石
石
核
制
片
砕
片
原
石
石
棒
九
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
制 石
両
極
。 片
砕 剖

プ ク

鏃 ン

石 ラ
ス
ク
レ
イ
パ
ー

17
9号
土
壊

5

18
0号
土
羨

18
1号
上
壊

18
2号
土
猿

18
3号
土
城

18
4号
土
壊

1
3

18
5号
土
羨

18
6号
土
壊

18
7号
土
壊

18
8号
土
族

18
9号
土
獲

19
ξ
夕
こ )

3

19
0号
土
装

19
1号
土
装

19
2号
土
装

19
3号
土
疲

19
4号
土
羨

2

19
5号
上
羨

19
6号
土
羨

19
7号
土
墳

1
l

1

19
8号
土
獲

19
9号
土
墳

20
0号
土
竣

l

20
1号
土
羨

20
2号
土
渡

20
3号
土
娯

20
4号
土
壊

20
5号
土
壊

20
6号
土
壊

20
7号
土
渡

1

20
8号
土
渡

19
ヨ
号ミ
)

l

20
9号
土
羨

小
形
棒
状
礫
1

21
0号
土
娠

2

21
1号
土
竣

2文
2号
土
猿

21
3号
上
壊

21
4号
土
羨

1
5



遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
魏 ∞
凹
石
敲
石
磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 肩
礫
器
石
錐
ハ
)/
片 器

剃 石
石
核
剰
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
看
敲
石
磨
石

片 器
剣 石
両
極
。 片
砕 剖
石
鏃
ブ

ラ
ン
ク

ス
ク
レ
イ
パ
ー

21
5号
土
羨

19
ζ
夕
こ )

1

21
6号
土
獲

21
7号
土
獲

21
8号
土
獲

21
9号
土
羨

22
0号
土
渡

22
1号
土
羨

22
2号
土
壌

1

22
3号
土
羨

1

22
4号
上
獲

4

22
5号
土
羨

l

22
6号
土
渡

22
7号
土
壊

22
8号
土
羨

22
9号
土
摸

23
0号
土
装

23
1号
土
壊

23
2号
土
城

3

23
3号
土
渡

2
水
晶
1

23
4号
土
渡

23
5号
土
渡

23
6号
土
壊

23
7号
土
羨

23
8号
土
壊

23
9号
土
獲

24
0号
土
獲

24
1号
土
接

24
2号
土
羨

24
3号
土
羨

24
4号
土
壊

24
5号
土
壊

24
6号
土
壊

3

24
7号
土
羨

l

24
8号
土
装

24
9号
土
羨

25
0号
土
羨

４ 潮 房
∞ ぺ Ｇ



遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
融 ∩
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
磨
製
石
斧
礫
器
石
艶
ハ
ン
片 器

剖 石
石
核
制
片
砕
片
原
石
石
棒
九
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剥 石
両
極
・ 片
砕 剰

ブ ク

鏃 ン

石 ラ
ス
ク
レ

イ
パ
ー

25
1号
土
嬢

25
2号
土
墳

25
3号
土
羨

l
2

25
4号
土
壊

25
5号
土
媛

25
6号
土
装

25
7号
土
羨

25
8号
土
羨

25
9号
土
羨

26
0号
土
羨

26
1号
土
壊

26
2号
土
壊

26
3号
土
壊

26
4号
上
壊

1晦
夫
)

2

26
5号
上
墳

26
6号
土
渡

26
7号
土
獲

1
4

26
8号
上
壊

26
9号
土
羨

27
0号
土
墳

27
1号
土
鍍

3

27
2号
土
羨

27
3号
土
猿

27
4号
土
羨

1
2

27
5号
土
羨

27
6号
土
羨

27
7号
土
羨

3(
月
ζ
妥
こ)

12

27
8号
土
壊

27
9号
土
渡

2

28
0号
土
墳

3

28
1号
土
壊

28
2号
上
獲

28
3号
土
壊

28
4号
土
羨

28
5号
土
渡

1

28
6号
土
墳

苺 　 灘

∞ へ ６



遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
礎 ∞
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
磨
製
石
斧
礫
器
石
錐
ハ
ラ
/
片 器

剖 石
石
核
系
」片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剥 石
両
極
・ 片
砕 剖
石
鏃
ブ
ラ
ン
ク
ス
ク
レ
イ
パ
ー

28
7号
土
装

28
8号
土
装

28
9号
土
墳

3

29
0号
土
塘

29
1号
土
渡

29
2号
土
渡

29
3号
土
壊

29
4号
土
獲

29
5号
土
猿
/1

29
6号
土
羨

29
7号
土
羨

29
8号
土
羨

1

29
9号
土
羨

1

30
0号
土
羨

4

30
1号
土
嬢

l
2

30
2号
土
接

30
3号
土
摸

30
4号
土
援

1
ユ

30
5号
土
竣

30
6号
土
渡

30
7号
上
羨

4

30
8号
土
獲

30
9号
土
渡

31
0号
土
渡

次
状
耳
飾
1

31
1号
土
羨

5

31
2号
土
壊

4

31
3号
土
墳

31
4号
土
渡

5

31
5号
土
羨

2

31
6号
土
墳

4

31
7号
土
壊

31
8号
土
媛

31
9号
土
壊

32
0号
土
羨

32
1号
土
壊

32
2号
土
壊

４ 灘 冨

∞ へ Ｎ



∞ へ ∞
遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

看
器
醜 肉
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
磨
製

石
斧
礫
器
石
錐
ハ
シ
/
片 器

刹 石
石
核
崇
」片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剖 石
両
極
・ 片

砕 制
石
鏃
ブ

ラ
ン
ク

ス
タ
レ

イ
パ
ー

32
3号
土
渡

32
4号
土
渡

32
5号
土
渡

32
6号
土
渡

32
7号
土
羨

ユ
4

32
8号
土
装

5

32
9号
土
猿

33
0号
土
渡

1
水
晶
ユ

33
1号
土
渡

1

33
2号
土
獲

19
ζ
英
)

33
3号
土
獲

l

33
4号
土
按

33
5号
土
渡

33
6号
土
渡

4

33
7号
土
装

1

33
8号
土
渡

2

33
9号
土
渡

34
0号
土
羨

34
1号
土
羨

1

34
2号
土
獲

1

34
3号
土
獲

34
4号
上
猿

34
5号
土
羨

34
6号
土
残

34
7号
土
墳

34
8号
土
獲

l

34
9号
土
獲

35
0号
土
獲

1
l

35
1号
土
紫

35
2号
土
壊

35
3号
土
渡

1

35
4号
土
渡

35
5号
土
羨

35
6号
土
渡

垂
飾
1

35
7号
土
装

35
8号
土
装

1



遺
構
番
号
石
鏃
醜 い
石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
馳 ∞
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐

ン 　 一

ハ 　 マ

茉
J片

石
器
石
核
制
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
憑
敲
石
磨
石

片 器
劉 石
両
極
・ 片

砕 剣

プ ク

鏃 ン

石 ど フ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

35
9号
土
援

36
0号
土
接

36
1号
土
損

36
2号
土
娯

36
3号
上
壊

36
4号
土
獲

l
l

36
5(
欠
番
)

36
6号
土
装

36
7号
土
獲

36
8号
土
渡

36
9号
土
漿

37
0号
土
獲

l

37
1号
土
渡

5

37
2号
土
羨

2

37
3号
土
漿

37
4号
土
竣

2
5

37
5号
土
羨

37
6号
土
羨

3

37
7号
土
墳

37
8号
土
壊

2

37
9号
土
損

ユ

38
0号
土
壊
/1

l

38
1号
土
娯

1
6

海
浜
礫
1

38
2号
土
渡

l

38
3号
土
竣

38
4号
土
壊

2臨
英
)

1籐
英
)

ユ

38
5(
欠
番
)

38
6号
土
猿

/ユ
2

l

38
7号
土
羨

/1

38
8号
土
羨

38
9号
土
渡

1
1碩
夫
)

1

39
0号
土
羨

39
1号
土
渡

19
ζ
夕
0

39
2号
土
援

1

39
3号
土
壊

水
晶
1

39
4号
土
壊

7
水
晶
ユ

尊 � “

∞ ぺ ０



∞ 輪 ６
遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器

石
匙

(大
)

凹
る
融
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
看
錐
ン 　 一

ハ 　 マ

片 器

刹 石
石
核
禁
」片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
劉 石
両
極
・ 片
砕 劉
石
鏃
ブ

ラ
ン
ク

ス
ク
レ
イ
パ
ー

39
5号
土
獲

39
6号
土
獲

l

39
7号
土
装

2

39
8号
土
獲

39
9号
土
疲

1
2

40
0号
土
援

1
7

40
1号
土
渡
1/
2

1(
石
英
)

岩
板
1

40
2号
土
壊

5

40
3号
土
獲

7

40
4号
土
壊

40
5号
土
壊

40
6号
土
媛

40
7号
土
壊

40
8(
欠
呑
)

40
9号
土
媛

/1
1(
石
英
)

5

41
0号
土
援

41
1号
土
渡

1

41
2号
土
摸
/1

l
/1

1

41
3(
欠
番
)

44
(欠
番
)

41
5号
土
接

1(
石
英
)

4

41
6号
土
壊

2

41
7号
土
壊

ユ

41
8号
土
壊

41
9号
土
渡

1研
ャ
ー
ト
)

3

42
0号
土
壊

l
5

42
1号
土
獲

1

42
2号
土
墳

/1

42
3号
土
猿

/1
2

42
4号
土
矮

/1
6

軽
石
製
品
1

42
5号
土
獲

1

42
6号
土
壊

1

42
7号
土
羨

l
ユ
5

42
8号
土
羨

3

42
9号
土
羨

水
晶
1

43
0号
土
羨



遺
構
番
号
石
鏃
魏 い
石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
剤 ω
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
ハ
ン
片 器

制 石
石
核
象
U片

砕
片
原
石
石
棒
九
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剖 石
両
極
・ 片
砕 剥

ブ ク

鏃 ン

石 ラ

ス
ク
レ

イ
パ
ー

43
1号
土
壊

1

43
2号
土
渡

l

43
8号
土
装

43
4号
上
渡

2

43
5号
土
渡

2

43
6号
土
羨

43
7号
土
墳

43
8号
土
壊

2

43
9号
土
援

44
0号
土
渡

1
l

44
1号
土
羨

2

44
2号
土
墳

44
3号
土
羨

1
水
晶
1

44
4号
土
漿

44
5号
土
渡

44
6号
土
羨

44
7号
土
装

1佑
英
)

44
8号
土
装

44
9号
土
装

1
l

3

45
0号
土
渡

45
1号
土
羨

45
2号
土
渡

/1
1

l
併
ィ
ト
)

45
3号
土
残

5

45
4号
土
媛

45
5号
土
壊

45
6号
土
壊

剥
片
(先
土
器
)1

45
7号
土
壊

3

45
8号
土
羨

45
9号
土
援

46
0号
土
壊

46
1号
土
援

ユ

46
2号
土
塘

2

46
3号
土
渡

1佑
英
)

46
4号
土
壊

/1
1

46
5号
土
羨

46
6号
土
壊

＃ � “
∞ 銅 ヽ



∞ 働 』
遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
魏 ∩
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
磨
製
石
斧
礫
器
石
錐
″ヽ
シ
/
片 器

剖 石
石
核
手
」片

砕
片
原
石
石
棒
九
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剰 石
両
極
・ 片
砕 剥
石
鏃
ブ

ラ
ン
ク

ス
ク
レ
イ
パ
ー

46
7号
土
獲

46
8号
土
羨

3

46
9号
土
獲

1

47
0号
土
羨

5

47
1号
土
竣

4

47
2号
土
羨

l
2

2

47
3号
土
羨

1
l

47
4号
土
獲

5

47
5号
土
渡

47
6号
土
壊

1
2

47
7号
土
頻

47
8号
土
垢

47
9号
土
渡

48
0号
土
渡

1

48
1号
土
羨

48
2号
土
壊

l

48
3号
土
壊

48
4号
土
羨

48
5号
土
竣

48
6号
土
獲

48
7号
土
渡

48
8号
土
壊

l

48
9号
土
媛

2

49
0号
土
羨

49
1号
土
羨

1
5

49
2号
土
羨

49
8号
土
竣

49
4号
土
渡

49
5号
土
羨

49
6号
土
羨

49
7号
土
竣

1
2

49
8号
土
羨

4

49
9号
土
獲

50
0号
上
壊

50
1号
土
墳

50
2号
土
羨

1籐
夫
)

l



∞ Ｇ ∞

遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
礎 側
四
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
アヽ
シ/
片 器

刹 石
石
核
系
U片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剖 石
両
極
・ 片
砕 制
石
鏃
ブ

ラ
ン
ク

ス
ク
レ
イ
タヾ
―

50
3号
土
疲

50
4号
土
獲

6

50
5号
土
壌

2
6

50
6号
土
羨

ユ

50
7号
土
装

50
8号
土
渡

50
9号
土
装

51
0号
土
獲

号
土
竣

/1
1

2号
土
墳

3号
土
羨

51
4号
土
紫

l
5

51
5号
土
渡

51
6号
土
躾

1(
石
英
)

1

51
7号
土
渡

51
8号
土
娯

51
9号
土
壊

/1
4

52
0号
土
壊

3

52
1号
土
渡

52
2号
土
羨

52
3号
土
獲

52
4号
土
壊

4

52
5号
土
獲

52
6号
土
壊

52
7号
土
渡

52
8号
土
渡

52
9号
土
墳

1

53
0号
土
壊

53
1号
土
娯

53
2号
土
壊

5

53
3号
上
壊

53
4号
土
壊

53
5号
土
渡

53
6号
土
残

53
7号
土
渡

4

53
8号
上
残

奪 � 協



∞ 窃 ヘ
遺
構
番
号
石
鏃
馳 鰤
石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器

石
匙
(大
)

凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
ン 　 一

ハ 　 マ

片 器

剥 石
石
核
象
U片
砕
片
原
石
石
棒
九
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
劉 石
両
極
・ 片
砕 剣

ブ ク

鏃 ン

石 ラ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

53
9号
土
渡

54
0号
土
獲

3

54
1号
土
羨

l

54
2号
土
渡

54
3号
土
渡

l

54
4号
土
渡

54
5号
土
渡

2

54
6号
土
羨

54
7号
土
羨

54
8号
土
羨

54
9号
土
獲

55
0号
土
獲

55
1号
上
渡

l

55
2号
上
竣

55
3号
土
渡

1
l

55
4号
土
渡

3

55
5号
土
墳

4

55
6号
土
墳

55
7号
土
獲

55
8号
土
獲

55
9号
土
援

56
0号
土
渡

1
l

56
1号
土
損

56
2号
土
猿

56
3号
土
羨

56
4号
土
装

56
5号
土
羨

ユ

56
6号
土
渡

56
7号
土
墳

56
8号
土
猿

56
9号
上
媛

57
0号
土
羨

l
1

57
1号
土
渡

57
2号
土
援

57
3号
土
城

57
4号
土
羨

＃ 　 �



∞ 働 窃

遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
融 側
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
ハ
シ
/
片 器

剖 石
石
核
剖
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剣 石
両
極
・ 片
砕 劉
石
鏃
ブ

ラ
ン
ク

ス
ク
レ
イ
パ
ー

57
5号
土
羨

57
6号
土
竣

57
7号
土
壊

57
8号
土
竣

57
9号
土
壊

58
0号
土
接

58
1号
土
壊

58
2号
土
城

2
軽
石
製
品
1

58
3号
土
壊

58
4号
土
羨

58
5号
土
墳

垂
飾
1

58
6号
土
壊

/1

58
7号
土
壊

58
8号
土
摸

58
9号
土
壊

59
0号
土
壊

垂
飾
ユ

59
1号
土
羨

59
2号
土
漿

59
3号
土
羨

59
4号
土
壊

59
5号
土
壊

59
6号
土
壊

59
7号
土
残

2

59
8号
土
羨

59
9号
土
壊

60
0号
土
羨

60
1号
土
壊

60
2号
土
壊

60
3号
土
壊

60
4号
土
壊

60
5号
土
羨

60
6号
土
壊

60
7号
土
接

60
8号
土
渡

60
9号
土
壊

1

61
0号
土
壊



遺
構
番
号
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
打
製

石
斧

横
刃
型

石
器

石
匙

(大
)

凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
ハ
ン
片 器

制 石
石
核
禁
J片
砕
片
原
石
石
棒
九
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
看
敲
石
磨
石

片 器
創 石
両
極
砕
・

工
」片
石
鏃
ブ
ラ
ン
ク
ス
ク
レ
イ
パ
ー

6■
号
土
装

61
2号
土
羨

1

61
3号
土
損

61
4号
土
壊

61
5号
土
竣

61
6号
土
猿

61
7号
土
渡

61
8号
土
羨

1

61
9号
土
羨

62
0号
土
渡

1

62
1号
土
援
1

62
2号
土
猿

62
3号
土
渡

62
4号
土
墳

62
5号
土
渡

l
6

62
6号
土
羨

1
l

62
7号
生
装

62
8号
土
羨

62
9号
土
渡

4

63
0号
土
渡

1

63
1号
土
羨

63
2号
土
嫉

63
3号
土
壊

63
4号
土
壊

63
5号
土
壊

/1
5

63
6号
上
壊

l

63
7号
土
媛

4

63
8号
土
壊

63
9号
土
羨

3

64
0号
土
娠

1

64
1号
土
壊

3

64
2号
土
渡

ユ
3

64
3号
土
披

1
1

64
4号
土
装

64
5号
土
獲

64
6号
土
羨

草 　 難

∞ 勧 ６



遺
構
需
石
鏃
魏 い
穂
搬 務
翻 辞
魏 ω
凹
石
筋

磨
 
石

石
皿
騨 赫
齢
石
錐
メ
|ヽン

マ
~
船 務
磁
剖
片
砕
片
原
石
1碓
丸
店

黒
罐
石
製

そ
の
他

四
石
筋
藩
石

片 器
剖 一 石 ・
両
種
砕， 紙
碑 ″
ス
タ
レ
イ
′ヾ
エ

64
7;
土
獲

64
81
tX

64
91
上
残

1

6附
号
土
獲

65
1号
土
壌

65
2■
■
e

65
31
■
k
/1

1
1

6酸
号
土
羨

1

65
59
■
k

65
孵
土
鍍

65
79
te

65
89
主
壊

65
難
嬢

66
0E
IB

66
1t
tE
LA

66
29
繊

韓 難 騒
鋒 Ｎ



付
表
19
 
石
列
・
集
石
・
敷
石
遺
構
。
ロ
ー
ム
マ
ウ
ン
ド
・
平
安
住
居
址
出
土
・
表
採
石
器
組
成
一
覧
表

完
形
品

欠
損
品

∞ 佛 ∞
グ
リ
ッ
ド
石
鏃
魏 出
石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
秘 側
凹
石
脳

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐

ン 　 一

ハ 　 マ

剖
片

石
器
石
核
剣
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
劉 石
両
極
砕
・

ま
∬片

ブ ク

鏃 ン

石 ラ
ス
ク
レ
イ
パ
ー

列
 
石
 
内

1
1

9

集
石
内
R■
7

5

集
石
内
V3
1

1

集
石
内
W3
3

1
3

1

集
石

1
2

1
l

琥
石
1砥
石
1

敷
石
遺
構

/1
石
櫃
ユ

ロ
ー
ム
マ
ウ
ン
ド
1
1

1号
住

ユ
6

5
2

34
 
号
 
住

2
2

3
1

1

46
 
号
 
住

1
1

1
2

1
凝
影
百
ユ

47
 
号
 
住

l
l

1
2

1
l

海
浜
礫
1

50
 
号
 
住
/1

/1
l

I
1

1
1

軽
石
製
品
1

71
 
号
 
住

1
2

1
1

76
 
号
 
住

2

13
9 
号
 
住

3
ユ

9

表
採

2
l

1
2

1
(具
曜
石
1

2
3

石
剣
欠
損
品
1



付
表
20
 
グ
リ
ッ
ド
出
土
石
器
組
成
一
覧
表

完
形
品

欠
損
品

∞ 働 皓

グ
リ
ッ
ド
石
鏃
魏 い
石
錘
製 斧

打 石

積
刃
型

石
器

石
匙

(大
)

凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
磨
製

石
斧
礫
器
石
錐
ン 　 一

ハ 　 マ

ま
J片

石
器
石
核
象
」片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
劉 石
両
極
砕
・

キ
J片

ブ ク

鏃 ン

石 ラ

ス
ク
レ
イ
パ
ー

D′
-6
7

/1

B′
 -
9

8

1

1 7 3

2

-6
8

2
1

A′
9

2 6

-1
3

l
1

1

1

-6
8

/1

A 
-1

1
ユ

5 6

1

3

ユ
5

1

1

3

-6
5

1
2

-6
8

l
3

B 
-2

1 2 4

l

/1
1

6

尊 灘 導



グ
リ
ッ
ド
石
鏃
万
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
打
製

石
斧

横
刃
型

石
器
魏 ω
凹
石
鰯

磨
 
石

石
皿
磨
製

石
斧
礫
器
石
錐
ン 　 一

ハ 　 マ

片 器

剖 石
石
核
象
」片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
劉 石
両
極
・ 片
砕 剣

ブ ク

鏃 ン

石 ラ

ス
ク
レ

イ
パ
ー

B 
-1
4

1

Iけ
ィ
ト

4

l
1

l

2
1

/1
/1

2

-6
8

C 
-2

1
1

1
7

3
l

ユ
5

1

4

11
l

1
1

2 7

1
4

21
3 l 2

1/
ユ

ユ 1

71
1

1

D 
-3

1

4
1

l
1

7
1 7

1
l

7

∞ ６ ６



∞ ら ヽ

グ
リ
ッ
ド
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
打
製

石
斧

横
刃
型

石
器

石
匙

(大
)

凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
ン 　 一

ハ 　 マ

片 器

剰 石
石
核
黒
」片
砕
片
原
石
石
棒
九
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

剖
片

石
器
両
極
。 片

砕 剰
ブ ク

鏃 ン

石 ラ
ス
ク
レ
イ
パ
ー

D 
-1
5

3 1

2
2 1

l

軽
石
製
品
1

1

1

l

E 
-4
7

2

1
4

1
l

1

1
l 2

1
14

1
1

1

2
l

13

1

l 4

1

-2
7

l

-2
8

2

/1
2

4
1

1

12

1
6

]
5

1
1

F 
-6

l
7



グ
リ
ッ
ド
石
鏃
魏 い
石
錘
打
製

石
斧

横
刃
型

石
器

石
匙

(大
)

凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐

ン 　 一

ハ 　 マ

剖
片

石
器
石
核
剥
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
制 石
両
極
石 辛
 ・

ま
」片
石
鏃
ブ

ラ
ン
ク

ス
ク
レ
イ
パ
ー

F 
-7

/1
1

l
3 4

1

6

2

/1
1 5

1

/1

/1
1

l
14

6

/1

7

1
7

l
1

/1
1

8 3

G 
-2

2 1

1

11
1

13
1

11
1

1
l

1

1
1

l
l
1

l

1
2

1
l

4

1

-2
5

1

1

尊 　 　 郎

∞ ６ 嗚



グ
リ
ッ
ド
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器

石
匙

(大
)

凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
ハ
)/
剖
片

石
器
石
核
よ
J片
砕
片
原
石
石
棒
丸
万

黒
曜
石
製

そ
の
他

四
石
敲
石
磨
石

手
」片
石
器
両
極
・ 片
砕 剥

プ ク

鏃 ン

石 ラ

ス
ク
レ
イ
アヾ
―

G 
-5
4

1

1

3 9

l
8

-7
7

l

-1
02

l
2

1
2

l
1

H 
-1

1
1

1
l

ま
U片
(先
土
器
)1

1

l

/1 /1
2

l

ユ

/1
/1

l
1

1

2
2 2 4

-2
5

/1
2

1
8

1

2 1

1

I
5

2

7
7

1
9

-1
2
1

1
ユ

8

1
l

４ 灘 吝
∞ ６ 的
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石
錘
打
製
石
斧

横
刃
型

石
器
礎 ∩
凹
万
敲
石

磨
 
石

万
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐

ン 　 一

ハ 　 マ

片 器

制 石
石
核
剖
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剖 石
両
極
・ 片
砕 制

プ ク

鏃 ン

石 ラ
ス
ク
レ
イ
パ
ー

イ
 =
31

ユ

1 ユ

1

-3
6

1
1

7

1
1

1
11

/1

l

/1
1

/1 /1
1

1

1

ウ
 
ー 8

1
2

l

/1
ユ l 1
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2
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磨
石
(海
浜
礫
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2
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1
1

-2
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]
1

2

-3
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/1
1

1

2
1

-3
6

7

1

韓 灘 導
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帯 　 �

∞ ∞ ６
グ
リ
ッ
ド
石
鏃
拠 い
石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
魏 ∞
凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
アヽ
シ
′
片 器

剥 石
石
核
制
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器

剥 石
両
極
。 片
砕 剣

ブ ク

鏃 ン

石 ラ

ス
ク
レ

イ
パ
ー

ウ
  
ー
39

l
8

1

l
8

1

l
1

l

/ユ
7

2 1

1
8

1
1

工
 8

1
3 l

l
6 5

1

l

1

1
1

3

2

4
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7

2 3 1

1
1

-3
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1

1
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水
品
)

2
1

1
3

-4
3

1

1

l
5

l



∞ ∞ 聘

グ
リ
ッ
ド
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器

石
匙

(大
)

四
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
磨
製
看
斧
礫
器
石
錐
ハ
ン
剥
片

石
器
石
核
剖
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
刹 石
両
極
・ 片
砕 剣
石
鏃
ブ
ラ
ン
ク
ス
ク
レ

イ
パ
ー

エ
 
ー
52

1
1

l
]

1

1

オ
 
ー
8

l

-9
。
10

1
1

2 2
1

14
l

ユ
と

l

1

1
7

1

1
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2
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1
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ユ
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l
l

l
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軽
石
製
品
1

カ
 
ー
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ユ

l

l
l

1

l
1 l
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l

2
1

l

1
5

1

7

奪 灘 ぷ



ド
グ
リ

石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
打
製

石
斧

横
刃
型

石
器
魏 ω
凹
石
敲
石

磨
 
看

石
皿
磨
製

石
斧
礫
器
石
錐
ン 　 一

ハ 　 マ

片 器

刹 石
石
核
象
」片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剖 石
両
極
・ 片
砕 制

プ ク

鏃 ン

石 ラ
ス
ク
レ
イ
パ
ー

カ
 
ー
37

1

1
1

1

l

1
l

l
1

キ
 1
1

I

1

1

5 3 1

1
l

4

1

l
8

3
5

ユ
5 3 4

-3
7

1
l

-3
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1
5

ク
 
ー
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l
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l
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l
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1
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奪 � 導

グ
リ
ッ
ド
石
鏃
魏 出
石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
魏 側
凹
石
敲
石

暦
 
石

石
皿
製 斧

磨 石
礫
器
石
錐
ハ
ン

マ
ー

片 器

剥 石
石
核
剥
片
砕
片
原
石
石
棒
九
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
刹 石
両
極
・ 片
砕 剥

ブ ク

鏃 ン

石 ラ
ス
ク
レ
イ
パ
ー

ク
 
ー
31

l
1

-3
3

1

1

2

1

1

4

-6
2

l

ケ
 
ー
12

4

/ユ
1

17

垂
飾
/ユ

1
l

9

1
1

9

l

1
1

I
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ー
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1
3
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グ
リ
ッ
ド
石
鏃
石
匙

(/
1ヽ
)

石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器

石
匙

(大
)

凹
石
敲
石

磨
 
石

石
皿
磨
製

石
斧
礫
器
石
錐
″ヽ
ン
IU
片

石
器
石
核
制
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剥 石
両
極
石 4
・

キ
」片

ブ ク
鏃 ン

石 ラ
ス
ク
レ
イ
パ
ー

コ
  
ー
32

l

1
1

2

2

1
2

6

-3
8

1

l
2
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l
l

サ
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7
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1
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1
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シ
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ソ
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グ
リ
ッ
ド
石
鏃
秘 い
石
錘
製 斧

打 石

横
刃
型

石
器
魏 ∞
凹
石
敲
石

暦
 
石

石
皿
磨
製

石
斧
礫
器
石
錐
ハ
シ
/

マ
ー

片 器

剖 石
石
核
剖
片
砕
片
原
石
石
棒
丸
石

黒
曜
石
製

そ
の
他

凹
石
敲
石
磨
石

片 器
剣 石
両
極
・ 片
砕 剥

ブ ク

鏃 ン

石 ラ

ス
ク
レ

イ
パ
ー

ソ
 
ー
32

l

タ
 
ー
26

1

-2
8

1

-3
0

2
1
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l
4
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1

4
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チ
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剖
片
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生
器
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付
表
21
 
平
安
時
代
土
器
観
察
表

∞ ∞ ６

遺
構
番
号
図
番
号
器
種
残
存
率

法
 
量
 (
cm
)

胎
 
土

色
調

焼
成

製
作

技
法

備
  
考

口
径
器
高
底
径

成
形
、
整
形
外
・
内
、
調
整
の
特
徴

1号
住
居
址
第
57
6図

-1
高
台
付
坑
完
形

川
砂
・
褐
鉄
鉱
細

粒
赤
褐
色
良
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
箆
ミ
ガ
キ
、
製
作
丹
念
、
付
高
台
後
ナ
デ
回
転
糸
切
り
痕
消
す
、

畳
付
尖
状

内
黒
・
十
字
形
暗
文

-2
高
台
付
坑

10
8

長
石
'褐
鉄
鉱
細

粒
赤
褐
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
付
高
台
後
ナ
デ
回
転
糸
切
り
痕
消
す

内
黒
・
花
弁
状
暗
文

-3
高
台
付
婉

川
砂
・
褐
鉄
鉱
細

粒
赤
褐
色
良
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
製
作
丹
念
、
付
高
台
後
ナ
デ
回
転
糸
切
り
痕
消
す
、
畳

付
尖
状

十
字
形
暗
文

-4
高
台
付
坑

黒
色
細
粒

褐
鉄
鉱
粒
子

赤
褐
色
良
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ロ
ク
ロ
痕
残
・
ミ
ガ
キ
、
製
作
は
シ
ャ
ー
プ
、
器
肉
薄
い
、
付
高
台
後
ナ

デ
回
転
糸
切
り
痕
消
す

ワ
ラ
ビ
手
状
暗
文
1対

-5
郭

石
英
粒
子

淡
責
褐
色
や
や
軟
質
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す

イ
粉
状
・
長
石
・
雲
母

粒
子
ざ
ら
つ
く
肌
 
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
。
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す

-7
不

粉
状
・
白
・
黒
色

微
粒
子

肌
 
色
良
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
丁
寧
な
ナ
デ
で
消
す
、
底
部
張
り
出
し

不
長
石
粒
子
・
雲
母
赤
茶
褐
色
普
通
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す
、
内
面
炭
化
物
付
着

燈
明
皿

不
粉
状
・
褐
鉄
鉱
粒

子
黒
赤
褐
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す
、
底
部
張
り
出
し

不
粉
状
・
褐
鉄
鉱
粒

子
肌
 
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す
、
底
都
張
り
出
し

高
台
付
不
底
部

褐
鉄
鉱
細
粒
子
赤
褐
色
普
 
通
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
付
高
台
後
ナ
デ
回
転
糸
切
り
痕
消
す
、
内
面
炭
化
物
付
着
内
黒

高
台
付
不
底
都

長
石
粒
子

肌
 
色
良
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す

灰
釉
塊

黒
色
細
粒
子

白
灰
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
、
釉
刷
毛
が
け
、
釉
色
淡
緑
灰
色

重
ね
焼
痕

釉 婉
花

灰 輪
黒
色
細
粒
子

灰
白
色
良
好
堅
級
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
、
腰
部
箆
ケ
ズ
リ
、
底
部
回
転
箆
ケ
ズ
リ
、
口
縁
輪
花
状
、
釉
つ
け

力
H)
、
釉
色
白
灰
色

重
ね
焼
痕

灰
釉
坑

白
灰
色
良
好
堅
緻
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
、
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
、 
釉
つ
け
力
Ч
ナ
、
釉
色
淡

緑
色

重
ね
焼
痕

灰
釉
塊

白
色
細
粒
子

白
灰
色
良
好
堅
緻
ロ
ク
ロ
成
形
、 
釉
つ
|)
が
け

灰
釉
皿

白
色
細
粒
子

白
灰
色
良
好
堅
緻
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
、
釉
刷
毛
が
け

灰
釉
塊
底
部
1/
3

黒
色
微
粒
子

白
灰
色
良
好
堅
緻
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
、
釉
つ
け
力
H)
、
釉
色
淡
緑

色

灰
釉
疏
底
部
2/
3

黒
色
微
粒
子

灰
白
色
良
好
堅
緻
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
、
釉
つ
け
が
け

灰
/H
I婉
底
部
2/
3

白
灰
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
、
釉
つ
け
が
け

重
ね
焼
痕



∞ ∞ Ｎ

遺
構
番
号
図
番
号
器
種
残
存
率

法
 
量
(c
m)

胎
 
土

色
調

焼
成

製
作

技
法

備
  
考

口
径
器
高
底
径

成
形
、
整
形
外
・
内
、
調
整
の
特
徴

1号
住
居
l■
第
5
76
図
-2
1
灰
釉
坑
底
部
1/
2

黒
色
粒
子

灰
白
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
箆
ケ
ズ
リ

重
ね
焼
痕

耳
 
皿
完
形

砂
粒
・
雲
母

黒
 
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
製
作
丹
念
、
付
高
台
後
ナ
デ
回
転
糸
切
り
痕
消
す

黒
色
・
放
射
状
暗
文

カ
マ
ド
内
出
土

須
恵
甕

白
色
砂
粒

青
灰
色
良
好
堅
級
ロ
ク
ロ
。
タ
タ
キ
成
形
、
口
縁
ロ
ク
ロ
ナ
デ
・
月 同
平
行
タ
タ
キ
ロ
、
内
口
縁
歪
み
上
の
ヒ

ゴ
痕

灰
 
釉

長
頚
瓶

混
入
物
少

白
灰
色
良
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
、
体
部
下
半
箆
ケ
ズ
リ
・
底
部
回
転
箆
ケ
ズ
リ
・
釉
雑
な
刷
毛
が
け

34
号
住
居
址
第
57
9図

-1
高
台
付
塊
完
形

黒
色
微
粒
子
、
褐

鉄
鉱
粒
子

赤
褐
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
製
作
丹
念
、
付
高
台
後
ナ
デ
回
転
糸
切
り
痕
消
す

内
黒
・
十
字
形
暗
文

「
五
J墨
書

2
高
台
付
坑

黒
色
微
粒
子
、
褐

鉄
鉱
粒
子

赤
褐
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
付
高
台
後
ナ
デ
回
転
糸
切
り
痕
消
す

内
黒
・
十
年
形
暗
文

3
高
台
付
不

粉
状
。
長
石
・
雲

母
微
粒
子

肌
 
色
普
通
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
付
高
台
後
ナ
デ
回
転
糸
切
り
痕
消
す

高
台
付
不
底
部

雲
母
。
褐
鉄
鉱
粒

子
橙
褐
色

ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
付
高
台
後
ナ
デ
回
転
糸
切
り
痕
消
す

-5
高
台
付
不

長
石
粒
子

肌
 
色

ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
付
高
台
後
ナ
デ
回
転
糸
切
り
痕
消
す

不
完
形

粉
状
・
長
石
粒
子
肌
 
色
や
や
軟
質
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す

-7
不

完
形

長
石
粒
子

肌
 
色
や
や
軟
質
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
磨
滅

不
完
形

長
石
粒
子
多
量
肌
 
色
や
や
軟
質
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
磨
滅

不
完
形

長
石
粒
子

肌
 
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す

不
底
部
1/
4

長
石
粒
子
・
雲
母

粉
肌
 
色
や
や
軟
質
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
、
底
部
周
縁
板
状
圧
痕

不
長
石
粒
子

肌
 
色
や
や
軟
質
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す

不
長
石
粒
子

肌
 
色
や
や
軟
質
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す

灰
釉
坑
完
形

混
入
物
少

黄
灰
白
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
、
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
、
釉
つ
け
が
け
、
釉
色
白
色

46
号
住
居
址
第
58
3図

-1
邪

'I
陣

少
、

子

褐
鉄
鉱
粒
黄
褐
色
良
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す

内
黒

-2
不

白
色
砂
粒
、
褐
鉄

鉱
粒
子

赤
黒
褐
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す

内
黒

苺 � 褪
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遺
構
番
号
図
番
号
器
種
残
存
率

法
量
(c
rn
)

胎
 
土

色
調
焼
成

製
作

技
法

備
  
考

回
径
器
高
底
径

成
形
、
整
形
外
・
内
、
調
整
の
特
徴

46
号
住
居
址

図
８
３ ３

第
灰
釉
塊

長
石
粒
子

灰
 
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
、
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
箆
ケ
ズ
リ

重
ね
焼
痕

4
月ヽ
形
甕
底
部
1/
3

川
砂
・
長
石
粒
子
黒
茶
褐
色
良
 
好
輪
積
み
後
ロ
ク
ロ
成
形
、
カ
キ
メ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す

-5
小
形
甕
底
部
1/
3

白
・
黒
色
粒
子
・

褐
鉄
鉱
粒

赤
褐
色
良
 
好
輪
積
み
後
ロ
ク
ロ
成
形
、
カ
キ
メ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す

灰
釉
瓶
】 同
言 卜
1/
4

黒
色
粒
子

灰
黄
色
良
好
堅
緻
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
、
胴
部
下
半
箆
ケ
ズ
リ
、
釉
刷
毛
力
H)
、
釉
色
白
灰
色

7
須
恵
瓶
河同
苫
Б1
/4

黒
色
粒
子

灰
 
色
良
好
堅
級
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ

須
恵
瓶
月 Π
苫
躊1
/3

長
石
粒
子

青
灰
色
良
好
堅
緻
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ

47
号
住
居
址
第
58
8図

-1
皿

日
縁
部
1/
3

川
砂
細
粒
・
長
石

粒
赤
褐
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ

内
黒
、
76
住
-1
類
似

2
須
恵
不

川
砂
・
自
色
細
粒

子
灰
青
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
後
軽
い
ナ
デ
、
火
だ
す
き

カ
マ
ド
内
出
土

-3
小
形
甕

白
色
粒
子
、
褐
鉄

鉱
粒

茶
褐
色
良
 
好
輪
積
み
後
ロ
ク
ロ
成
形
、
カ
キ
メ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
後
弱
い
ナ
デ

-4
灰
 
釉

長
頚
瓶
頚
部

白
・
黒
色
粒
子
灰
 
色
良
好
堅
緻
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
釉
色
淡
緑
色

50
号
住
居
址
第
59
2図

-1
灰
TE
I瓶
底
部
1/
2

黒
色
粒
子
、
長
石

粒
子

白
灰
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
箆
ケ
ズ
リ
、
釉
色
淡
緑
色

床
面
出
土

-2
釉 坑
花

灰 輪
黒
色
粒
子

灰
白
色
良
好
堅
級
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ
、
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
、
釉
刷
毛
力
W,

71
号
住
居
址
第
59
6図

-1
不

褐
色
粒
子

肌
 
色
良
好
堅
緻
ロ
ク
ロ
成
形
、
す
デ
・
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
後
41
Xい
ナ
デ

-2
不

口
縁
部
1/
3

砂
粒

黒
灰
色
不
 
良
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ナ
デ

3
灰
釉
魂

黒
色
粒
子

白
灰
色
良
好
堅
緻
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
、
腰
部
箆
ケ
ズ
リ
、
製
作
丹
念
、
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
箆
ケ
ズ

リ
、
回
縁
玉
縁
状
、
釉
色
淡
緑
白
色

76
号
住
居
址
第
60
0図

-1
皿

黒
色
粒
子
、
褐
鉄

鉱
粒
子

赤
褐
色
良
好
堅
級
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
。
ミ
ガ
キ
、
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り

星 〔
内 書
ワ
ラ
ビ
手
状
墨

2
不

底
部

長
石
粒
子

肌
 
色
良
好
堅
緻
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
回
転
糸
切
り

内
黒



遺
構
番
号
図
呑
号
器
種
残
存
率

法
 
量
(c
ln
)

胎
 
土

色
調
焼
成

製
作

技
法

備
  
考

口
径
器
高
底
径

成
形
、
整
形
外
。
内
、
調
整
の
特
徴

76
号
住
居
址
第
60
0図
-3
常
台
付
不
底
部

長
石
・
褐
鉄
鉱
細

粒
子

肌
色
良
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
箆
ケ
ズ
リ

内
黒

4
甕

長
石
粒
・
雲
母
粉
赤
褐
色

輪
積
み
後
ロ
ク
ロ
成
形
、
縦
位
刷
毛
目
、
斜
状
刷
毛
目

灰
釉
壷
口
縁
部
1/
4

黒
色
粒
子

灰
白
色
良
好
堅
緻
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
、
釉
色
淡
緑
色

34
住
資
料
接
合

13
9号
住
居
址
第
60
2図

-1
高
台
付
塊

褐
鉄
鉱
・
黒
色
微

粒
子

赤
褐
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す

内
黒
、
卍
変
形
暗
文

高
台
付
坑

白
色
微
粒
子

赤
褐
色
良
 
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す

内
黒

不
底
部

粉
状
・
黒
・
白
色

微
粒
子

肌
色
良
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
回
転
糸
切
り
、
底
部
分
厚
い

内
黒

-4
高
台
付
不
底
部

黒
色
細
粒
子
・
褐

鉄
鉱
粒

肌
 
色
良
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
、
高
台
内
周
縁
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
痕
ナ
デ
消
す

内
黒
、
西
ピ
ッ
ト
内
出

土

婉
粉
状
・
褐
鉄
鉱
微

粒
子

赤
褐
色
良
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
・
ミ
ガ
キ
、
回
転
糸
切
り

内
黒

邪
完
形

長
石
・
褐
鉄
鉱
粒

子
肌
 
色
や
や
軟
質
ロ
ク
ロ
成
形
、
ナ
デ
、
回
転
糸
切
り
後
ナ
デ
消
す
、
器
形
歪
み

-7
壷

黒
色
微
粒
子

赤
褐
色
良
好
ロ
ク
ロ
成
形
、
箆
ケ
ズ
リ
後
ミ
ガ
キ
、
ナ
デ
、
製
作
丹
念

∞ ∞ ０

草 難 曽



付  表

付表22 鉄製品一覧表

遺溝番号 図 番 号 名  称 長さ×巾×厚さ(cm) 重さ (g) 備 考

1 住 身写577彊コー1 ヘラ状鉄器 7.4× 3.8× 05 下端に鋲留

1 住 麻皮象U器 93× 4.6× 0.3 着柄痕残る

1 住 紡 錘 車 15.8× 44× 0.3

46  准と 身専584彊コー1 釘 6.3× 0.7× 0.4

71 住 第597図-1 鋤 18.0× 94× 2.3 293.0

71   tと 釘 3.6× 14× 0,7 頭部環状

K―-19 身等606彊コー1 釘 3.6× 0.9× 0.4

たヽ一-32 釘 23× 12× 0.6

42  准と 釘 51× 0.7× 0.5 縄文住居に混入

I ―-17 釘 54× 1.1× 0.6

O-7 釘 15.0× 09× 05 20.0

120住 鎌 3.8× 35× 0.4 11.5 縄文住居に混入

I ―-17 刀   子 4.8× 1.3XO.3

899



付
表
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近
世
陶
磁
器
観
察
表

∞ ６ ヽ

遺
構
番
号
図
番
号
種
別

釉
  
色

素
  
地

器
形

文
様
。
そ
の
他
の
特
徴

産
 
地

Q-
17
第
61
1図

-1
碗
灰
白
色
を
呈
し
小
気
泡
を

内
包
す
る

白
色
を
呈
し
、
堅
緻

体
言
hか
ら
日
縁
に
か
け
て
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
器
厚

は
厚
く
口
唇
部
は
丸
味
を
お
び
る

体
部
一
面
に
菊
花
が
描
か
れ
、
す
き
間
は
格
子
目
文
で
埋
め
る
。
内

面
回
縁
に
2条
の
圏
線
が
め
ぐ
る
。
呉
須
発
色
は
ア
イ
色
が
不
明
瞭

で
ぼ
け
る
。
透
明
釉
に
は
貫
入
が
み
ら
れ
る

肥
前
系
伊
万
里

表
 
採
-2

碗
灰
自
色
を
呈
し
、
/」
気ヽ
泡

を
内
包

白
色
を
呈
し
、
堅
緻

体
部
は
や
や
九
味
を
持
ち
立
ち
上
が
る

九
窓
状
の
区
画
を
作
り
区
画
内
に
三
曜
を
染
付
す
る
。
丸
窓
状
区
画

間
は
格
子
目
文
で
埋
め
る
。
内
面
日
縁
部
に
2条
の
圏
線
。
呉
須
発

色
は
く
す
ん
だ
ア
イ
色

肥
前
系

X-
34
-3

碗
白
色
を
呈
す
る

白
色
を
呈
し
、
堅
級

器
厚
は
薄
手
、
体
部
は
直
線
的
に
立
ち
上
が
り
、
日
縁

部
で
や
や
丸
味
を
も
ち
、
内
彎
気
味
と
な
る

外
面
日
縁
に
鋸
歯
文
状
の
ダ
ミ
に
ィ≪
文
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
所
謂

「
雨
降
り
柳
Jの
意
匠
が
染
付
さ
れ
る
。
呉
須
は
ア
イ
色
を
呈
す
る
肥
前
系
伊
万
里

V-
38
-4

碗
や
や
青
味
の
あ
る
灰
白
色

で
小
気
泡
を
内
包
す
る
白
色
を
呈
し
、
堅
級

体
部
が
九
味
を
持
ち
立
ち
上
が
る

口
縁
に
一
条
の
圏
線
、
こ
の
下
に
曲
線
の
交
互
連
続
文
、
内
部
口
縁

部
に
2条
の
圏
線
。
呉
須
発
色
は
く
す
ん
だ
ア
イ
色
を
呈
す
る

瀬
戸
・
美
濃
系

Z-
12
+
U-
55
-5

碗
白
色
に
近
い
が
音
Б
分
的
に

白
灰
色

白
色
を
呈
し
、
堅
緻

体
部
が
九
味
を
持
ち
、
口
縁
部
へ
や
や
内
彎
気
味
に
立

ち
上
が
る

体
部
に
円
文
を
描
き
、
円
文
内
を
格
子
目
文
で
埋
め
る
。
呉
須
発
色

は
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
に
近
い
明
る
い
ア
イ
色
を
呈
し
、
や
や
ぼ
け
る
瀬
戸
・
美
濃
系

X-
37
-6

碗
白
色
を
呈
す
る

白
色
を
呈
し
、
堅
緻

休
部
が
日
縁
に
向
い
直
線
的
に
立
ち
上
が
る

5と
同
様
な
円
文
が
染
付
さ
れ
る
が
呉
須
発
色
は
や
や
悪
く
ぼ
け
る
瀬
戸
・
美
濃
系

号 址
居
７
５ 住

-7
碗
灰
白
色
を
呈
し
微
泣
気
泡

を
内
包
す
る

白
色
を
呈
し
、
堅
緻

体
部
か
ら
口
縁
部
に
か
け
て
割
合
直
線
的
に
開
く

ダ
ミ
を
用
い
た
文
様
が
体
部
に
描
か
れ
る
が
意
匠
不
詳
。
呉
須
は
深

い
ア
イ
色
を
呈
す
る

肥
前
系

I-
10
3
-8

碗
灰
白
色
を
呈
し
若
千
の
貫

入
が
入
る

灰
白
色
を
呈
し
、
堅
級
日
縁
部
が
や
や
外
反
す
る

体
部
に
弧
線
。
内
面
日
縁
よ
り
体
部
に
か
け
て
意
匠
不
詳
の
染
付
。

呉
須
発
色
は
暗
い
ア
イ
色
を
呈
す
る

肥
前
系

Z-
4
-9

碗
白
色
を
呈
し
小
気
泡
を
内

包
す
る

白
色
を
呈
し
、
堅
級

体
郡
が
や
や
九
味
を
持
ち
立
ち
上
が
り
回
縁
部
が
外
反

す
る

日
縁
に
太
い
一
条
の
圏
線
。
体
部
に
は
意
匠
不
詳
の
ダ
ミ
。
内
面
ロ

縁
に
は
大
い
一
条
の
圏
線
。
呉
須
は
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
に
近
い
ア
イ

色
で
ぼ
け
る

瀬
戸
・
美
濃
系

U-
55
-1
0

碗
白
色
を
呈
す
る

白
色
を
呈
し
、
堅
級

内
外
国
縁
部
に
二
条
の
圏
線
。
体
部
に
は
漠
字
が
描
か
れ
る
。
呉
須

の
発
色
は
濃
い
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
に
近
い

瀬
戸
・
美
濃
系

号 羨
１
１ 土
-1
1

碗
白
色
を
呈
し
、
/1
ヽ
気
泡
を

内
包
す
る

白
色
を
呈
し
、
堅
級

体
部
は
直
線
的
に
開
く
が
日
縁
部
で
や
や
外
反
す
る

外
面
口
縁
に
1条
、
内
面
口
縁
に
2条
の
圏
線
。
体
部
に
は
斑
状
の

ダ
ミ
に
線
文
が
描
か
れ
る
が
意
匠
不
詳
。
呉
須
は
や
や
ぼ
け
た
ア
イ

色
を
呈
す
る

瀬
戸
・
美
濃
系

号 址
居
４６ 住

-1
2

碗
灰
白
色
で
微
小
気
泡
を
内

包
灰
白
色
を
呈
し
、
堅
緻
体
部
よ
り
日
縁
に
か
け
て
や
や
丸
味
を
持
つ

外
面
口
縁
、
内
面
日
縁
に
一
条
の
圏
線
。
体
部
に
列
点
文
が
染
付
さ

れ
る
が
意
匠
不
詳

号 址
居
９５ 住

-1
3

碗
白
色
C小
気
泡
を
内
包
す

る
白
色
で
堅
級

体
部
が
直
線
的
に
開
き
割
合
大
振
り
で
深
日
の
器
形
口
縁
部
に
長
方
形
区
画
が
め
ぐ
る

Q-
22
-1
4

碗
灰
白
色
を
呈
す
る

灰
白
色
を
呈
し
、
堅
級
外
部
が
や
や
九
味
を
持
ち
外
傾
し
、
口
縁
部
で
強
く
外

反
す
る

内
面
口
縁
部
に
大
い
1条
の
圏
線
が
ダ
ミ
に
よ
り
描
か
れ
圏
線
に
蛇

行
線
が
力
日
え
ら
れ
る
。 
内
面
イ本
言
卜
`こ

tま
太
しヽ
グ
ミ
に
よ
り
弧
状
文
が

描
か
れ
る
が
意
匠
は
不
詳
。
呉
須
は
暗
い
ア
イ
色
を
呈
す
る

肥
前
系
波
佐
見
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遺
構
番
号
図
番
号
種
別

釉
  
色

素
地

器
形

文
様
。
そ
の
他
の
特
徴

産
 
地

X-
37
第
61
1図

-1
5

碗
青
白
灰
色
を
呈
す
る

白
色
を
呈
し
、
堅
緻

体
部
は
や
や
丸
味
を
持
ち
立
ち
上
が
る

体
部
に
円
文
が
染
付
さ
れ
る
。
呉
須
は
ア
イ
色
で
や
や
ぼ
け
る
発
色
瀬
戸
・
美
濃
系

X-
33
―
-1
6
胎 伽
陶 染

子
し
白
色
を
呈
し
貫
入
が
入

る

乳
白
色
を
呈
し
堅
緻
で
あ

る
が
部
分
的
に
気
胞
が
見

ら
才t
る

体
部
が
丸
味
を
も
っ
て
開
く

体
部
に
菊
花
文
が
描
か
れ
る
。
呉
須
は
暗
い
ア
イ
色
を
呈
す
る

U-
29
―
-1
7

碗
灰
青
自
色
を
呈
す
る

灰
白
色
を
呈
し
、
内
部
に

黒
色
微
粒
子
を
含
有

腰
部
に
九
味
を
持
ち
体
部
が
割
合
直
線
的
に
立
ち
上
が

る
体
部
に
草
花
文
と
思
わ
れ
る
意
匠
。
内
面
底
部
に
一
条
の
圏
線
が
染

付
さ
れ
る
。
呉
須
は
暗
い
ア
イ
色
を
呈
す
る

T-
35
-1
8
胎 枷
陶 染

乳
白
色
を
呈
し
貫
ヌ
、が
ヌ
、

る
乳
白
色
を
呈
し
や
や
軟
質

を
呈
す
る

底
部
際
で
折
れ
体
部
は
丸
味
を
持
ち
、
や
や
内
彎
気
味

に
開
く

体
部
下
半
に
弧
線
を
連
ね
る
。
内
面
体
部
に
1条
の
圏
線
。
呉
須
は

暗
い
ア
イ
色
を
呈
す
る

E-
18
-1
9

碗
く
す
ん
だ
白
色

白
色
を
呈
し
、
堅
級

体
部
に
九
味
を
持
ち
、
開
く
。
器
厚
は
厚
し

ダ
ミ
を
用
い
た
文
様
で
あ
る
。
意
匠
は
明
確
で
は
な
い
が
草
花
文
の

一
種
か
と
思
わ
れ
る
。
呉
須
は
深
い
ア
イ
色
を
呈
す
る

肥
前
系

U-
55
-2
0

碗
青
味
の
や
や
あ
る
白
色
白
色
を
呈
し
、
堅
緻

体
部
が
九
味
を
持
ち
、
日
縁
に
向
か
い
開
く

体
部
下
半
に
荻
の
よ
う
な
草
花
文
。
呉
須
発
色
は
く
す
ん
だ
ア
イ
色

で
ダ
ミ
が
入
る

肥
前
系
波
佐
見

31
号
土
羨
-2
1

碗
白
色
を
呈
し
、
微
小
気
泡

を
内
包
す
る

白
色
を
呈
し
、
堅
緻

高
台
部
は
九
味
の
あ
る
八
字
状
を
呈
し
、
端
部
は
尖

る
。
体
部
は
九
味
を
持
ち
立
ち
上
が
る

高
台
部
に
1条
、
腰
部
に
3条
の
圏
線
。
体
部
に
は
草
花
文
と
思
わ

れ
る
意
匠
が
や
や
tF
け
る
。
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
に
近
い
ア
イ
色
の
呉

須
発
色
の
染
付

U-
55
―
-2
2

碗
灰
白
色

灰
白
色
で
黒
色
微
粒
子
を

含
有
、
堅
級

腰
部
で
九
味
を
持
ち
折
れ
、
体
部
が
割
合
直
線
的
に
開

く
。
高
台
は
ハ
字
状
を
呈
し
、
端
部
は
方
形
で
露
胎
と

な
る

胴
部
に
1条
、
高
台
部
に
2条
の
圏
線
。
体
部
に
は
意
匠
不
詳
の
染

付
。
内
面
体
部
に
1条
の
圏
線

肥
前
系

I-
17
―
-2
3

碗
灰
白
色
◆
小
気
泡
を
内
包

し
、 
】言
ヌ
、カ
ウ
Rる

灰
白
色
で
堅
級

高
台
部
は
低
く
、
直
線
的
で
や
や
内
傾
気
味
か
。
端
部

を
欠
損
す
る
が
尖
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
体
部
下
方
で

大
き
く
折
れ
、
日
縁
部
に
向
か
い
直
線
的
に
外
傾
す
る

高
台
部
に
1条
、
腰
部
に
2条
の
圏
線
。
体
部
に
は
草
花
文
と
思
わ

れ
る
意
匠
。
内
底
面
に
は
2条
の
圏
線
と
意
匠
不
詳
の
染
付
。
底
裏

銘
が
あ
る
。
呉
須
は
暗
い
ア
イ
色
で
や
や
ぼ
1す
る

Y-
36
-2
4

皿
や
や
青
味
の
あ
る
灰
白
色

を
呈
す
る

白
色
を
呈
し
、
堅
緻

体
部
は
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
が
回
縁
部
は
や
や
内
彎

す
る
。
器
厚
は
厚
く
、
日
唇
部
が
丸
味
を
持
つ

内
面
に
梅
花
文
Pと
2条
の
圏
線
が
く
す
ん
だ
ア
イ
色
で
染
付
さ
れ

る
肥
前
系
波
佐
見

ケ
ー
16
―-
25

皿
青
灰
白
色
を
呈
す
る

白
色
を
呈
し
、
堅
緻

高
台
部
は
低
く
断
面
に
三
角
形
の
削
り
出
し
。
体
部
は

九
味
を
持
ち
、
日
縁
に
向
か
い
大
き
く
開
く

腰
部
に
1条
、
高
台
部
に
は
2条
の
圏
線
。
内
面
に
は
ダ
ミ
に
よ
る

染
付
と
2条
の
圏
線
が
く
す
ん
だ
ア
イ
色
を
呈
す
る
。
呉
須
に
よ
る

染
付
が
な
さ
れ
る

肥
前
系
波
佐
見

K―
■
―
-2
6

碗
灰
白
色
を
呈
す
る

灰
白
色
を
呈
し
堅
緻

腰
部
が
や
や
強
く
折
れ
、
直
線
的
に
開
く

ダ
ミ
に
よ
る
染
付
が
な
さ
れ
る
が
意
匠
不
詳
。
呉
須
発
色
は
濃
い
ア

イ
色

表
 
採
―
-2
7
輪
花
皿
灰
白
色
を
呈
す
る

白
色
で
堅
緻

体
部
は
九
味
を
持
ち
立
ち
上
が
り
、
日
縁
が
や
や
内
彎

す
る
。
口
縁
は
押
え
等
に
よ
り
輪
花
状
に
な
る

内
面
に
帯
状
に
蛤
唐
草
文
が
描
か
れ
る
。
口
唇
部
は
縁
銹
と
な
る
。

呉
須
は
や
や
淡
い
ア
イ
色
を
呈
す
る

肥
前
系

C-
20
-2
8

皿
灰
白
色
を
呈
し
部
分
的
に

厚
く
釉
が
か
か
る

白
色
を
呈
し
、
堅
緻

体
部
中
程
で
や
や
折
れ
、
日
縁
部
に
内
彎
気
味
と
な
る
体
部
に
松
葉
文
が
描
か
れ
、
内
面
は
花
弁
状
の
半
肉
彫
り
と
な
る
。

呉
須
発
色
は
濃
い
ア
イ
色
を
呈
す
る

肥
前
系

S-
39
―
-2
9
碗
蓋
や
や
青
味
が
か
っ
た
白
色
白
色
で
堅
級

器
高
は
割
合
低
く
天
丼
部
に
向
け
直
線
的
に
内
傾
す
る
外
面
に
は
四
方
割
菱
つ
な
ぎ
文
を
、
内
面
日
縁
に
は
鎖
状
文
、 
1条

の
圏
線
が
描
か
れ
る
。
呉
須
は
く
す
ん
だ
ア
イ
色
を
呈
す
る

肥
前
系
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H-
10
第
61
1図

-3
0

碗
白
色
で
均
―
に
か
け
ら
れ

る
白
色
を
呈
し
、
堅
級

高
台
著
bは
ノヽ
字
状
に
外
傾
し
、
端
音
Б
は
尖
る
。 
腰
部
よ

り
体
言
卜
に
か
け
て
大
き
く
夕
M頃
す
る

腰
都
に
1条
-2
条
の
圏
線
に
よ
る
区
画
を
作
り
、
区
画
内
に
氷
裂

地
文
が
染
付
さ
れ
る
。
呉
須
は
淡
い
ア
イ
色
を
呈
す
る

肥
前
系
伊
万
里

O-
18
-3
1

碗
青
灰
白
色

灰
白
色
で
堅
緻
、
内
部
は

黒
色
小
粒
子
含
有

高
台
は
ハ
字
状
に
外
傾
す
る

高
台
部
に
2条
の
圏
線
が
や
や
ば
け
た
呉
須
で
染
付
さ
れ
る
。
呉
須

発
色
は
暗
い
ア
イ
色

肥
前
系
P

ウ
ー
10
-3
2

碗
や
や
青
味
を
も
つ
白
色
白
色
で
堅
級

高
台
は
強
く
、
ハ
字
状
に
開
き
端
部
は
尖
る

高
台
部
に
3条
の
圏
線
が
深
い
ア
イ
色
発
色
の
呉
須
に
よ
り
染
付

Y-
58
-3
3
筒
形
碗
や
や
青
味
の
あ
る
灰
白
色
灰
白
色
を
呈
し
、
堅
緻
体
部
下
半
で
屈
曲
し
、
体
部
は
日
縁
に
向
か
っ
て
外
傾

気
味
に
直
線
的
に
立
ち
上
が
る

体
著
轟
に
梅
花
文
が
描
か
れ
、  
す
き
間
は
ダ
ミ
が
入
る
。 
T本
言
БT
tt
に

は
5条
の
沈
線
が
線
刻
さ
れ
る

E-
4
E-
20
-3
4
猪
日

や
や
青
味
の
あ
る
白
灰
色

を
呈
し
、
小
気
泡
を
若
干

内
包
す
る

白
色
を
呈
し
、
堅
緻

底
部
は
上
げ
底
で
高
台
端
部
は
無
釉
と
な
る
。
休
部
は

直
線
的
に
立
ち
上
が
り
、
器
厚
は
薄
く
、
日
唇
部
が
尖

る

体
部
に
ア
ヤ
メ
の
草
花
文
。
下
部
に
2条
の
圏
線
。
呉
須
発
色
は
く

す
ん
だ
ア
イ
色
で
ダ
ミ
が
入
る

I巴
前
系
波
佐
見

Z-
53
-3
5

塊
灰
黄
色

乳
自
色
で
気
泡

体
部
が
丸
味
を
持
ち
、
日
縁
部
で
や
や
内
彎

内
外
に
灰
釉

U-
16
-3
6

塊
灰
青
色

灰
色
で
堅
緻

体
部
が
九
味
を
持
ち
立
ち
上
が
る

内
外
に
灰
釉
。
細
か
な
気
泡

Q-
15
-3
7

塊
白
緑
色

白
黄
色
で
や
や
軟
質

体
都
は
丸
味
を
持
ち
、
日
唇
が
厚
く
な
る

内
外
に
灰
4‐
n。
貫
入

T-
55
-3
8

娩
灰
緑
色

白
色
で
や
や
軟
質

体
部
に
や
や
九
味
を
持
つ
。
日
縁
部
が
や
や
外
反

内
外
に
灰
釉
。
貫
入

U-
55
-3
9

婉
灰
緑
色
責
白
色
斑

黒
灰
色
で
割
合
密

休
部
に
や
や
丸
味
を
持
ち
、
日
縁
部
が
強
く
外
反

内
外
に
灰
釉
。
貫
入

X-
13
-4
0

塊
茶
色
で
黒
色
小
斑

白
灰
色
で
若
子
の
砂
粒
体
部
は
直
線
的
に
開
く

鉄
釉

B-
7
-4
1

疏
ア
メ
色
、
茶
色

白
黄
色
で
軟
質

体
郡
は
直
線
的
に
開
く

鉄
釉

X-
36
―
-4
2

塊
茶
色
、
黒
色

白
色

体
都
中
程
で
折
れ
、
日
縁
や
や
内
彎

鉄
釉

号 址
居
４７ 住

-4
3

娩
黒
茶
色
で
く
す
む

白
色

体
部
は
直
線
的
に
開
き
、
日
縁
で
や
や
外
反

鉄
釉

号 址
８ 居
‐
２ 住

―
-4
4

塊
黒
色
で
茶
色
小
斑

白
黄
色
で
や
や
軟
質

体
部
は
九
味
を
持
つ

鉄
釉

Y-
43
-4
5

黒
茶
色

白
色

体
部
は
直
線
的
に
開
く

鉄
釉

U-
55
―
-4
6

塊
乳
白
色

白
黄
色
で
や
や
軟
質

高
台
は
ハ
字
状
に
外
傾
す
る

腰
部
ま
で
灰
釉
。
貫
入
。
高
台
部
露
胎

苺 難 鶴
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R-
15
第
61
1図
―-
47

白
色

白
色
で
や
や
軟
質

内
面
灰
釉
。
貫
入
。
底
部
削
り
調
整

I-
73
第
61
2
図
―-
48
徳
久
利
灰
緑
色

白
黄
色
で
堅
級

外
面
灰
釉
。
貫
入
。
内
面
ロ
ク
ロ
成
形
痕

Z-
18
-4
9

茶
色

自
灰
色
で
堅
級

体
部
は
直
線
的
に
立
ち
上
が
る

外
面
鉄
釉
。
底
部
削
り
調
整

タ
ー
31
-5
0
片
口
鉢
茶
色
で
黒
色
小
斑

自
色
で
や
や
軟
質

体
部
は
丸
味
を
持
つ

鉄
釉

号 址
居
４
２ 住
-5
1

茶
色

茶
褐
色
で
堅
緻

高
台
は
ハ
字
状
に
外
傾
す
る

内
面
露
胎

ス
ー
20
-5
2
片
口
鉢
茶
色

白
責
色
で
堅
緻

体
部
は
九
味
を
持
つ

鉄
釉

R-
17
-5
3
構
鉢
黒
茶
褐
色

茶
褐
色
で
堅
緻

体
部
は
直
線
的
に
開
く

鉄
釉
。
体
部
下
半
露
胎

S-
55
-5
4

蓋
黄
緑
色

灰
色
で
堅
緻

天
丼
部
へ
向
け
や
や
丸
味
を
持
ち
、
内
傾

灰
釉
。
貫
入

X-
12
―
-5
5

霊
責
緑
色

灰
色
で
堅
緻

天
丼
都
が
高
い

灰
釉
。
貫
入

Y-
54
―-
56

霊
P
黄
緑
色

白
黄
色

灰
釉
。
貫
入
。
ツ
マ
ミ
部
露
胎

S-
30
-5
7

甕
茶
色

白
黄
褐
色

日
縁
部
内
傾

鉄
釉
。
日
縁
部
露
胎

V-
56
-5
8

甕
茶
色

乳
白
色

口
縁
部
内
傾

鉄
釉
。
日
縁
都
露
胎

K-
18
-5
9

茶
色

白
色
で
や
や
軟
質

体
部
肩
内
傾

鉄
釉

M-
15
-6
0

白
灰
色

体
部
肩
内
彎

灰
釉
。
貫
入

Y-
21
-6
1

黒
色

黒
灰
色
で
堅
級

口
縁
部
外
反

鉄
釉

G-
14
-6
2

甕
茶
色

赤
褐
色

口
縁
部
内
傾
、
日
唇
受
日
状

鉄
釉
。
内
口
縁
露
胎

韓 　 　 難



SUMMARY OF TANABATAKE SITE

1. Location and Surroundings

Tanabatake Site is located in Yonezawa,Chino City,Nagano Prefecture,about 3.5 kilometers north

of the railway station.It lies on top of one of the slnan foohins of Kiriga■ line A/1ountain,overiooking

the Kamigawa River.正)iscovered in 1986 during the construction of colnpany housing,it、 vas found to

be a large― scale settlement site dating froni the Attiddle Jomon Age.

Frorn the standpoint of chrnate and topography,the rroneza、 va area provldes the best hving conditions

on he western side of the Yatsugatake Mountains

On the southern side of Kirigamine Mountain are the FuiikaWa,Maeiima,HinOkizawa,and Yokka

Rivers. Fo■ o、ving their vaneys upstrean■ , one comes out on the broad Kirigamine Plain, A fe、 v

kilometers froni the sources of these rivers are the Wadatoge and Hoshigato sources of obsidiano W[ost

of the main JomOn sites in the Yoneza、 va area are silnilarly located on the plains above sman rivers,

well suited to the conection and transport of obsidian as well as to hunting and gathering.

The plateau on which「 ranabatake Site is located is divided into two parts.The northern e■ linence

measures approxirnately 2400,the southern approxilnately 6200 square meters.South of the plateau is

a vaney Called Amagozen、 vhere a small river and springs have created a marsh.The plateau rises 880

meters above sea level,and only 20 meters below it lies its anuvial plain.

ArnOng important JomOn sites nearby is′ rogar�shi SpecialユNational Site,5.5 kilometers east acrOss

the Ka■ ligawa River.AIso,Ue― no―Dan National Site is about 5.5 kilometers above「 ranabatake on the

upper reaches of the same river.

2. Artifacts and Features

l)Features

The number of features by age is as fo■ ows:

JOmon Age:housepits 149(Early Period 3,Middle Period 146), smaner pits 2, postholes for■ ling

rectangles 14,burial pits 643,pits for miscellaneous uses approximately 400,accumulations of stones

7,stone pavements l,earth ovens 2,areas of burned earth l,isolated pottery vessels 5.

Heian Age:housepits 9,postholes for■ ling rectangles 3,burial pits l.

�lodern Age i postholes forming rectangles 3,lines of postholes l,burial pits 8.

In addition to the above,another feature of note is stockpiles of obsidian in the r� dst of Jomon

housepits.Six such piles in four housepits all dated to theふ 江iddle Jomon Age.In particular,there were

three obsidian stockplles in Housepit 108 from Phase III of the �liddle]Division of the �生iddle JomOn

Age,、vhich yielded 103 chunks of obsidian.

895



2)Artifacts

The number Of principal artifacts by age is as fonows i

PreceraEliC Age:points 2,flakes 3.

Jolnon Age: ・Stone tools i arrowheads 354,sman sp00n― shaped ilnplements 31, 、veights 36, flaked

axes l,142,elongated axe― Ike tools 131,large spoon― shaped implements 96,rnortars 439,pestles 9,

polishing stones 105,dishes 62,polished axes 171,choppers 62,awls 92,hammers 12,flaked t001s 5,

cores 19,flakes 449,chips 141,unworked stones 148,rods 13,round stones 23,obsidian flaked tools

263,obsidianク
'力

9 ιSTクゲととι8431,obsidian chips and flakes 19,073,obsidian arrowhead blanks 175,

obsidian scrapers 23,spearpoints l,grinding stones l,worktables l,“ bechive"nut holders l,bO、 vls

4, square bo、 71S l, palettes l, tablets l, pumice implements 49, ornaments 7, round pendants l,

C―shaped earrings 2, rod― shaped choppers l, smooth round chOppers 4, upright markers l,flat

stones l,crystal implemellts 6,small round stones l.

*Pottery:deep pots 437,shallow pots 30,bowis 15,perforated jars 15,vessels、
vith support bases

ll,separate support bases 6,t、 vo―handled iarS 6,iars 6,bucket― handled pots 3,small vessels 60,lds

l.

キClay ilnplemerrts i clay dons 45,discs 71,perforated POtSherds 13,pendants l,earrings l,flutes l,

bells 3,handles with human face decorations 3,mortars l,pestles l,spatulas l,unfired clay lumps

l.

Heian Age i earthenware vessels 63,clay pendants 2,iron spatulas l,scrapers fOr removing bark from

flax trees l,stone spindles l,nails 7,hoe blades l,sickles l,hand knives l,rnortars 3,crystals l,iron

scrap l,350 grams.

�liddle and h/fodern Ages i chinaware 148,coins 2.

The JomOn and Heian Age pottery vessels enumerated above and inustrated elsewhere in this

monograph are the reconstructed vessels.The estimated weight of an Jomon pOtsherds is about ttve

tons. Obsidian tools, the most numerous of Jomon Age stone tools, are estimated at about l10

kilograms,including tools,flakes,and chips.

3. The JOmOn venus

At the Tanabatake Site there、 vere northern and southern village centers.In the nlidst Of the southern

village,many burial pits were discovered,and frorn No.500 was unearthed a large clay figurine.The

pit measured 77 by 79 centimeters、 vith a depth of 18.5 centimeters.The intact figurine was lying prOne

near the southwest wan Of the pit.It rneasured 72 centimeters in height,12 centimeters at greatest、 vidth,

9.2 celiimeters in deptれ ,and 2.14 kilograms in weight.The posture was upttght with the arms Out‐

stretched at its sides,and it could be stood up withOut supporto Surface decoration、 vas concentrated On

he cap―Hke headdress.Unhke many figurines that seeni to have been made purposefuny fragile,this

doll would appear to have been made carefully to remain intact.She represents a pregnant woman and
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has been tentatively dated to Phase v of the �生iddle Division of the h/1iddle Jomon Age,based on her

various characteristics.

This unlque figurine is thought to show the highest skill and beauty amOng products of the lMiddle

」omon Age.Froni the beginning its site of discovery was clear,and frorn the manner and location ofits

burial it、 vas obviously significant in the spiritual aspect of JomOn culture. Therefore in 1989 it was

designated an lmportant Cultural Property of the nationo Nicknamed the Jomon Venus,it has become

known and loved by many people.

4. The Settlement System of the Middle Jomon Age

l)Shape and Structure of Settlements

The Tanabatake Site consists of t、 vo ring― shaped settlements located on northern and southern

e■linences of a I(iriganline foothin.In the northern village,a sman,flat central area containing lnany

burial pits is surrounded by a ring― shaped congregation of housepits,open on the mountain side.The

southern village is an upon the larger 80-by-120-meter flat top of its eminence.The central area is

slghtly concave and contains a court 20 meters in diameter immediately surrounded by a ring of

burials,Outside this comes a ring of slightly separated small congregations of housepits.On the side

facing the vaney where the village entrance may have been there are no housepits but, instead,

postholes forH� ng a rectangle and many earth pits.

Dating of housepits sho、 ved that,counting all phases of the A/1iddle Division of the �liddle JomOn

Age,the southern v11lage consisted of five congregations of housepits and the northern village also of

five.Again counting all phases,by the Late Division of the �【iddle JomOn Age,the southern v4■age

had ll congregations of houses and the nOrthern village,5.Further,the southern village、 vas subdivid―

ed into eastern and、vestern groups of houses.

The burial sites of the southern village around the central court、vere also clustered into east and

west groups. Occasionally in the burial pits 、vere various obiectS thOught to be funeral offerings,

including clay figurines,ornaments,large spoon― shaped stone tools,and sman― scale pottery,placed

with large,standing funeral urns.

2)Diachronical Changes in Settlement

�liddle Jomon Age,Early Di� sion,Phase I :3 housepits in the southern village.

ふ江iddle Jomon Age,Early Division, Phase II :l housepit in the southern village,3 in the northern

v11lage.The southern village house,7B,、 vas unusual in being quite smam and having nO hearth.

Middle JomOn Age,Middle D�三sion,Phase I:l houSepit in the southern �llage,1l in he norhern

village. AInong the northern houses, ntxmbers 104, 117, 147, and 157、 vere larger than any ohers

previously found in NaganO Prefecture.Of these,147、 vas the largest.

A/1iddle JomOn Age,A/1iddle Division,Phase II :l hOusepit in the southern village,3 in the norhern

village.7A among the southern houses was a very large house.
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Attiddle Jomon Age,Attiddle正 )ivision,Phase II:6 housepits in the southern village,5 in he northern

villageo House 108 in the northern village contained three obsidian stOckpiles and was a small obsidian

workshop. 119 was a large house containing an especially large number and variety of artifacts.

A/1iddle Jomon Age,Attiddle Division,Phase lv i 4 housepits in the southern village,3 in the norhern

village.

Attiddle Jomon Age,�【iddle正)ivision,Phase、「 :8 housepits in the southern village,3 in the northern

village.At the boundary of the northern and southern e■ linences,House 100 contained a ceremonial

standing stone.

Middle JomOn Age,WIiddle Division,Phase vI:8 housepits in the southern village,l in the northern

�mtte.

Middle Jomon Age,Late正 )ivision,Phase I :17 housepits in the sOuthern village,6 in the northern

village. IIouse 45 in the southern village contained an obsidian stockpile. At this point a group

reorganization appears to have taken place.

A/1iddle Jomon Age,Late Division,Phase II :29 housepits in the souhern village,6 in the northern

village.In House 123 in the northern village,stone rods near the heardh lead to the conclusion that it

was used for ceremonial purposes.House 131 colltained an obsidian stockpile.

A/1iddle Jomon Age,Late Division,Phase IH:8 housepits in the southern village,2 in the northern

village.

Middle Jomon Age,Late Division,Phase lv:7 housepits in the southern village,4 in the northern

village,House 2 in the southern village was a ceremOnial house containing stone rods near the hearth.

W[iddle Jomon Age,Late Division,Phase 、π :2 housepits in the southern village,2 in he northern

village.

3)The Dttamic Relationship Between Tanabatake Site and Other Sites at the Southern Foot of

Kirigamine WIountain

The Yoneza、 va area at the southern foot of Kiriganline WIountain is the location of three sites of

centralimportance during the Attiddle JomOn Age'Tanabatake,Komagata,and lchinose.All three are

located near the upper end of the anuvial ran of one of KirigaHline's three south― flowing rivers,and

each、vas the hub of a group of satenite settlements.Tanabatake、 vas the center for the southernmOst

group of settlements,though located at the upland end of he region leading downhill to Kitaoshio.

Topographically it guarded the entry to this important district.

In the uplands above lFonezawa、 vere sources of obsidian.Access、 vas probably gained via trails up

river vaneys leading to、 vard the rnountain.Frona sites in the upper alluviunl have been unearthed large

quantities of obsidian and the tools produced froni it. Therefore these southern sites, including

Tanabatake,can be considered conection and distribution points for obsidian.In fact,Tanabatake's

role in distributing obsidian cores and tools was probably responsible for its developmellt into a local

center during the A/1iddle」 omon Age.
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Conclusion

A/1en first settled at the Tanabatake Site during the Preceranlic Age.By the Early JomOn Age,a very

slnall settlement had been establshed there,but a true village did not appear unt』 the W【 iddle」omon

Age.Throughout allthree di� sions of he Middle JomOn,people conti■ ued to use he site,lea� ng behind

an accumulation of over 100 housepits fronl hat span of tilne.

Tanabatake,in shape and structure,is representative of a A/1iddle Jomon“ Idojiri Culture"v』 lage,

、vhich、vas found prilnarily along the、 vestern side of the Yatsugatake h/1ountains. It flourished as a

center for regional trade around the area south of l(irigamine A/1ountain,and the location and history

of the region had a profound effect on its development. That is to say, its role in the procurement,

working,and distribution Of obsidian,one of the necessities of the time,largely deter■ lined its prosper‐

ity.

�生oving into the Late and Latest Periods of the Jomon Age,the village left the remains of postholes

for rectangular structures,many earth pits, several large accumulations Of stone, and a large stone

pavement.This has led to speculation that its later role changed from residential to ceremonial and

religious.

In addition,frOm historic tilnes the remains of a late tenth century village have been discovered.A

recurring pattern of several housepits combined with postholes fOr a rectangular above― ground struc‐

ture mark the two to three generations of this sman Heian Age village. Within the confines of the

rectangular structures、vere the remains of forges.Cornpared、 vith dhe large,rnultigenerational villages

in the basin of Lake Su、 va,the Heian settlement at Tanabatake appears to have been a small,short―

hved attempt at opening up a mountain area.Though few in number,artifacts and features have also

been unearhed dating to the Heian and A/1odern Ages.
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